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Chapter 1

最新情報

本書は Mac 向け Retrospect に関する重要な情報を記載しています。よくお読みください。

Retrospect Web サイトは次の項目を含め、Retrospect および関連製品に関する最新のサポート情
報を定期的に更新しています。

▪ Retrospect サポート
▪ Retrospect の更新
▪ リリースノート
▪ Eメール保護
▪ BackupBot
▪ リモートバックアップ
▪ データフック
▪ ウェブコンソール
▪ 管理コンソールの複製
▪ 管理コンソールのリダイレクト
▪ Linux Virtualホストサーバーサポート
▪ バグ修正

Eメール保護
Gmail、Hotmail、AOL、Yahooなどのメールサービス上にあるデータを保護、またはわずかクリッ
ク数回で別のサービスへデータを移行。

BackupBot
BackupBotは人工知能 (AI) とパーソナライズされたデータ保護分析機能を組み合わせ、Retrospect
のデータ保護ストラテジーの知能をさらに向上させたものです。
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リモートバックアップ

Retrospectのリモートバックアップ機能なら、オフィスにいるスタッフも、世界中にいるリモート
ワークのスタッフも同じく保護することができます。

データフック

データフックは拡張可能なダッシュボードプラグインで、ストレージや現在進行中の動作、全体の
保護状況など、Retrospectの動作について重要な情報のサマリーを表示します。

ウェブコンソール

ウェブコンソールはRetrospectのインターフェースが踏み出す次なる一歩です。コンソールがウェ
ブアプリケーションとして、エンジンがバックグラウンドサービスとして動作します。Windows版
・Mac版のプレビューリリースは2018年5月の予定です。
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管理コンソールの複製

管理コンソールを別の管理コンソールインスタンスに複製することが可能になりました。

管理コンソールのリダイレクト

Retrospect Virtualは管理コンソールのリダイレクトをサポートし、パーティショニングによる大規
模な環境をよりよく保護できるようになりました。

Linux Virtualホストサーバーサポート
Retrospect VirtualではLinuxゲスト仮想マシンにもデータ保護が拡張されました。

バグ修正

Retrospect の最新版では、これまでの様々な問題を修正しています。 このリリースで修正されたバ
グの完全なリストについては、「Release Notes」を参照してください。
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Chapter 2

はじめに

▪ Retrospect の概要
▪ 必要条件
▪ Retrospect ユーザアカウントの作成
▪ Retrospect のインストール
▪ Retrospect の使い方
▪ Windows 8、7、Vista、Server 2012 および Server 2008 の使用
▪ 旧バージョンの Retrospect のアップグレード
▪ Retrospect アップデート

この章では、Retrospect の使用に必要なハードウェアとシステムの必要条件および Retrospect ソ
フトウェアのインストール方法とアップグレード方法について説明します。また、Retrospect の基
本的な使用方法の概要についても説明します。Retrospect Clients の必要条件とインストールについ
ては、「ネットワーク接続クライアント」を参照してください。

Retrospect の概要
Retrospect Multi Server、Single Server、および Single Server (Disk-to-Disk) は中小企業向けに設計
されており、ネットワークサーバ、デスクトップコンピュータ、ノートブックコンピュータ、およ
びクリティカルアプリケーションを徹底かつ迅速にバックアップし、100 % 正確に復元します。

最適な Retrospect 製品の選択

Retrospect 製品は現在、5 つの種類が提供されています。貴社の要求を満たす最適な製品をこれら
の Retrospect 製品の中から選択してください。以下の表は、Retrospect の機能の一部とその機能
が利用可能な Retrospect 製品を示しています。

▪ Multi Server – Retrospect を実行している 1 台のホストコンピュータから、ネットワーク接続
された無制限の Windows、Mac、Linux サーバーと、デスクトップおよびノートブックを保護し
ます。ディスクとテープのストレージデバイスをサポートします。

▪ Single Server – 1 台のサーバーを保護し、Retrospect を実行している 1 台のホストコンピュー
タから、ネットワーク接続された無制限の Windows、Mac、Linux デスクトップとノートブック
を保護します。ネットワーク接続された Mac、Windows、Linux サーバーを追加で保護するに
は、サーバー クライアント ライセンスを購入できます。ディスクとテープのストレージデバイ
スをサポートします。

▪ Single Server (Disk-to-Disk) – 一つの Windowsを保護するローカル、ネットワーク、そしてク
ラウドディスクをベースにしたストレージを利用するサーバーおよび5つのワークステーショ
ン。 Formerly Retrospect Disk-to-Disk.

▪ Desktop – 1 台の非サーバー Windows PC と 5 台までの Windows、Mac、Linux デスクトップ
とノートブックを追加で保護します。 Formerly Retrospect Professional.

Retrospect のアドオン製品

Retrospect 製品が持つ多くの高度な機能は適切なライセンスコードを保持している場合にのみ利用
できます。「設定」>「ライセンス」の順にクリックすると、現在のライセンスが表示されます。
新しいライセンスを購入することもできます。

▪ VMware Host Server – ファイルベースのエージェントレスバックアップでVMを保護し、ESX 4
およびESXi 5.0/5.1環境で復元する。
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▪ オープンファイルオープンファイル バックアップバックアップ 無制限無制限 – Windows サーバー、デスクトップ、ラップトップ上の
NTFS フォーマットでのオープンファイルを保護します。このアドオンは、稼働中の会計、
CRM、および独自のデータベースなどの基幹業務アプリケーションや、複数のボリュームに分
散したそれらのアプリケーションのデータファイルの保護を可能にします。Retrospect のオー
プン ファイル バックアップ 無制限アドオンは、エンドユーザーのデスクトップやラップトップ
を含む、Retrospect ホストサーバーによって保護されているすべての Windows システムをカバ
ーします。

▪ オープンファイルオープンファイル バックアップバックアップ Disk-to-Disk エディションエディション – 1 台の Windows サーバー上の
NTFS フォーマットでのオープンファイルを保護します。 このアドオンは、稼働中の会計、
CRM、および独自のデータベースなどの基幹業務アプリケーションや、複数のボリュームに分
散したそれらのアプリケーションのデータファイルの保護を可能にします。 Retrospect のオー
プンファイル バックアップ Disk-to-Disk エディション アドオンは、Retrospect ホストサーバー
のみをカバーします。 Retrospect Single Server (Disk-to-Disk) および Desktop (Professional) 専
用。

▪ 異機種ハードウェア復元異機種ハードウェア復元 無制限無制限 – オペレーティングシステム、アプリケーション、レジストリ
ー、データを含む起動ボリューム全体を、より新しいモデルや異なるメーカー等の物理的に完全
に異なるコンピュータへ復元することを可能にします。 Retrospect の異機種ハードウェア復元
無制限アドオンは、エンドユーザーのデスクトップやラップトップを含む、Retrospect ホスト
サーバーによって保護されているすべての Windows システムをカバーします。

▪ 異機種ハードウェア復元異機種ハードウェア復元 Disk-to-Disk エディションエディション – オペレーティングシステム、アプリケー
ション、レジストリー、データを含む Windows サーバーを、より新しいモデルや異なるメーカ
ー等の物理的に完全に異なるコンピュータへ復元することを可能にします。 Retrospect の異機
種ハードウェア復元 Disk-to-Disk エディションアドオンは、Retrospect ホストサーバーだけを
カバーします。Retrospect Single Server (Disk-to-Disk) および Desktop (Professional)専用。

▪ Microsoft SQL Server Agent – Microsoft SQL Server 2016、2014、2012、2008、2005 のホッ
トバックアップを提供します。SQL サーバーまたは個別のデータベースを特定な時間まで自動
復元します。Retrospect アプリケーションまたは Retrospect クライアントを実行している SQL
サーバーに対してライセンス供与されます ; Retrospect サーバークライアントライセンスを含み
ます。

▪ Microsoft Exchange Server Agent – Microsoft Exchange Server 2016、2013、2010、2007、
および 2003 のストレージグループ、データベース、メールボックスのホットバックアップを提
供します。 Exchange サーバーまたは個別のコンポーネントを特定な時間まで自動復元します。
Retrospect アプリケーションまたは Retrospect クライアントを実行している Exchange サーバ
ーに対してライセンス供与されます; Retrospect サーバークライアントライセンスを含みます。

▪ 高度テープサポート高度テープサポート – 複数のスタンドアロン ドライブ、ライブラリのドライブ、オートローダ
ーのドライブなどの複数のテープドライブを並行して使用することにより、バックアップ時間を
短縮します。 高度テープサポートアドオンは、テープドライブ単位でなく、Retrospect ホスト
サーバー単位でライセンスされます。例えば、 1 ライブラリで 4 テープドライブ搭載の場合、
必要な高度テープサポートアドオンのライセンスは 1 つだけです。

▪ Retrospect クライアントクライアント パックパック – Retrospect Disk-to-Disk または Desktop エディションでバ
ックアップできる、ネットワーク接続されたデスクトップとノートブックコンピュータの数を増
やします。1、5、10 個のクライアントライセンスパックが利用可能です。

▪ Retrospect サーバーサーバー クライアントクライアント – Retrospect Single Server エディションでバックアップで
きる、ネットワーク接続されたサーバーの数を増やします。1 つの Retrospect サーバークライ
アントは、ネットワーククライアントとして、1 台の追加サーバーを保護するライセンスを追加
します。

▪ 年間サポートおよびメンテナンス年間サポートおよびメンテナンス (ASM) – ASMは購入日から1年間、追加費用なしでメールと電
話 (一部の地域のみ）による技術サポートおよび購入製品のすべてのアップグレード/アップデー
トをご提供します。
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必要条件

Retrospect を実行して使用するには、ハードウェア、ソフトウェア、およびメモリに関して最小限
の必要条件を満たす必要があります。クライアントコンピュータの必要条件についての詳細は、
「ネットワーク接続クライアント」を参照してください。

システム要件

Windows 用 Retrospect 15
サポートするオペレーティングシステムサポートするオペレーティングシステム:
▪ Microsoft Windows Vista, 7, 8, 10
▪ Microsoft Windows Server 2003, 2008, 2012, 2012 R2, 2016
▪ Microsoft Windows Server Core 2008 R2, 2012, 2016
▪ Microsoft Windows Server 2012 Essentials
▪ Microsoft Windows SBS 2003, 2008, 2011
▪ Microsoft Windows Storage Server 2003, 2008

*Retrospect Desktop は Windows Server 上で実行できません。

サポートするハードウェアサポートするハードウェア:
▪ Intel processor (64-bit) with one or more multicore processors
推奨する構成推奨する構成:
▪ Latest Service Pack for Windows
▪ For Windows 10, Retrospect requires the 64-bit version
▪ 1 GB for each concurrent activity; 4 GB minimum for 64-bit Windows
▪ 10-15 GB of temp hard disk space for each concurrent activity (backup, restore, etc.)
▪ Adequate storage for backups
▪ RAM that meets Microsoft's guidelines for each OS
Windows 用用 Retrospect Client 15

▪ Microsoft Windows XP, Vista, 7, 8, 10
▪ Microsoft Windows Server 2003, 2008, 2012, 2012 R2, 2016
▪ Microsoft Windows Server Core 2008 R2, 2012, 2016
▪ Microsoft Windows Server 2012 Essentials
▪ Microsoft Windows SBS 2003, 2008, 2011
▪ Microsoft Windows Storage Server 2003, 2008

*サーバー OS クライアントのバックアップには、利用可能なサーバー クライアント ライセンスを
有する Retrospect Multi Server またはその他の Server エディションが必要です。

Mac 用用 Retrospect Client 15

▪ Apple macOS Sierra / Sierra Server 10.12
▪ Apple OS X El Capitan / El Capitan Server 10.11.6
▪ Apple OS X Yosemite / Yosemite Server 10.10.5
▪ Apple OS X Mavericks / Mavericks Server 10.9.5
▪ Apple OS X Mountain Lion / Mountain Lion Server 10.8.5
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▪ Apple OS X Lion / Lion Server 10.7.5
▪ Apple OS X Snow Leopard / Snow Leopard Server 10.6.8

*サーバー OS クライアントのバックアップには、利用可能なサーバー クライアント ライセンスを
有する Retrospect Multi Server またはその他の Server エディションが必要です。

Mac 用用 Retrospect Client 6.3

▪ Apple OS X Leopard / Leopard Server 10.5.8
▪ Apple OS X Tiger / Tiger Server 10.4.11
▪ Apple OS X Panther / Panther Server 10.3.9

*サーバー OS クライアントのバックアップには、利用可能なサーバー クライアント ライセンスを
有する Retrospect Multi Server またはその他の Server エディションが必要です。

Linux 用用 Retrospect Client 15

▪ x86 または x64 ベースシステムで実行される Red Hat Linux, Red Hat Enterprise Linux, CentOS,
Debian, Ubuntu Server または SUSE Linux オペレーティングシステム (詳細)

▪ glibc バージョン 2 以降
ストレージストレージ デバイスデバイス

Retrospect は、ハードドライブ (ダイレクトおよびネットワークアタッチの両方)、テープドライブ
とライブラリ、フラッシュストレージ、リムーバブルドライブ (RDX、REV、その他) などの多種多
様なストレージデバイスをバックアップの宛先としてサポートしています。Retrospect Device
Support Databaseでサポートしているテープドライブとライブラリをご確認いただけます。

Retrospect ユーザアカウントの作成
ディスクやリモート共有、および SQL や Exchange のデータベースをバックアップするには、それ
らのディスクとデータベースへのアクセス権を持つユーザアカウントで Retrospect を実行する必要
があります。

Retrospect, Inc. は、Retrospect をインストールする前に、全リソースにアクセスできる管理者ア
カウントを 1 つ作成しておくことを推奨しています。

SQL と Exchange については、バックアップするすべてのデータベースサーバにアクセスする権限
を、作成するアカウントに与える必要があります。アカウントを次の各グループのメンバーにして
ください。

▪ Domain Users
▪ Domain Admins
▪ Administrators
▪ Backup Operators

詳しくは「SQL Server Agent」および「Exchange Server Agent」を参照してください。

ネットワークボリュームの場合は、元ボリューム、宛先ボリューム、またはカタログファイルの保
存場所として使用するボリュームのすべてにアクセスする権限を、アカウントに与える必要があり
ます。

Retrospectユーザアカウントおよびログイン情報の修正方法について詳しくは、セキュリティ環境
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設定を参照してください。

Retrospect のインストール
Retrospect をインストールする手順は、初めてインストールするか以前のバージョンからアップグ
レードするかに関係なく、同じです。アップグレードの場合は、最新のバージョンで使用できるよ
う、スクリプト、スケジュール、セレクタ、クライアントなどの既存の設定が自動的にコピーされ
ます。Retrospect をインストールした後は、起動して使用を開始する前に、Retrospect 用の更新が
あるかどうかをチェックするようにします。

Retrospect をインストールするかアップグレードするには、次の手順を実行します。

1. 実行中の他のアプリケーションで保存していないすべての文書を保存します。
2. Windows では、コンピュータに管理者権限でログインします。
3. Retrospect の CD をコンピュータの CD/DVD ドライブに挿入します。表示されたメニューの
「Retrospect のインストール」をクリックします。

Retrospect インストーラをダウンロードした場合は、Setup.exe を実行します。

4. InstallShield ウィザードの指示に従って、ソフトウェアをインストールするか、インストール済み
の Retrospect をアップデートし、必要に応じてコンピュータの再起動オプションを選択します。

5. Retrospect のアップグレードの中には、アプリケーションの新規ライセンスコードを含むものがあ
ります。アップグレードに新規ライセンスコードが含まれている場合は、そのコードが必要になり
ます。インストーラを実行した後、最初に Retrospect を起動した時点で新規ラインセンスコードを
入力します。

Retrospect クライアントと ユーザ開始型復元のインストール手順については、「ネットワーク接続
クライアント」を参照してください。

Retrospect更新

Retrospect 更新は、無料でダウンロードすることができます。追加のデバイスサポートや、
Retrospect の以前のバージョンに関する問題の対処法などが提供されます。デフォルトでは、
Retrospect は Retrospect 更新を定期的にチェックし、利用できる更新があれば通知するよう設定
されています。更新は、任意の時点で手動でチェックすることもできます。

▪ 更新をチェックするには、有効なインターネット接続が必要です。インターネットへの接続にプ
ロキシサーバを使用している場合は、「Retrospect の更新」環境設定に正確なプロキシサーバ
情報が含まれていることが必要です。詳しくは、更新環境設定を参照してください。

▪ Retrospect 更新の自動チェック
▪ Retrospect 更新の手動チェック
▪ Retrospect 更新のインストール
Retrospect 更新の自動チェック更新の自動チェック

デフォルトでは、Retrospect は現在使用されている Retrospect のバージョン向けの更新（無料）
を定期的にチェックします。Retrospect の環境設定が有効になっていることを確認するには、
Retrospect のナビゲーションバーから「設定」>「環境設定」を順に選択します。環境設定の「通
知」分類で「更新」をクリックし、「利用可能な更新を自動でチェック」チェックボックスがオン
になっていることを確認します。詳しくは、更新環境設定を参照してください。

Retrospect が更新を検出すると、更新をダウンロードするか、その場でインストールすることがで

CHAPTER 2 • はじめに 13



きます。詳しくは、Retrospect 更新のインストールを参照してください。

Retrospect 更新の手動チェック更新の手動チェック

インストールされている Retrospect のバージョン向けの無料更新を検索するには、「ヘルプ」メニ
ューから「Retrospect 更新」を選択します。ダイアログボックスに、現在インストールされている
Retrospect のバージョンと、デバイスサポート用の更新やホットフィックスがリストに表示されま
す（存在する場合）。また、最後に更新がチェックされた日付も表示されます。

Retrospect Web サイトで利用可能な更新をチェックするには、「今すぐチェック」をクリックしま
す。

更新が存在する場合は、ダウンロードしてインストール可能な項目のリストが表示されます。

Retrospect 更新のインストール更新のインストール

現在インストールされている Retrospect のバージョン向け更新が検出されると、利用可能な更新の
リストが表示されます。リストから項目を選択して、次のいずれかのコマンドを選択します。

▪ 「この更新の詳細」をクリックすると、選択した更新に関する詳細が表示されます。
▪ 「ダウンロード」をクリックすると、選択した更新用のインストーラが指定の場所にダウンロー
ドされます。更新は、いつでもインストールすることができます。ダウンロードした更新用のイ
ンストーラは、更新をインストールした後に手動で削除しなければなりません。

▪ 「インストール」をクリックすると、更新がダウンロードされインストールされます。この場
合、更新がダウンロードされた時点で、更新インストーラを実行するために Retrospect を終了
するかどうかの確認を求めるメッセージが表示されます。更新がインストールされると、更新イ
ンストーラが自動的に削除されます。更新をダウンロードした後で Retrospect を終了しないこ
とを選択した場合は、更新インストーラが削除され、更新はインストールされません。

▪ 「この更新を無視」チェックボックスをオンにすると、インストールしたくない更新が無視され
ます。更新はリストに記されたままグレー表示されます。

▪ 「閉じる」をクリックすると、更新をダウンロードやインストールすることなくダイアログが閉
じます。

ダウンロードしてインストールできるのは、一度に 1 つの更新だけです。複数の更新をインストー
ルしたい場合は、最初の更新がインストールされた後で、「ヘルプ」>「Retrospect 更新」を順に
選択し、「直ちにチェック」をクリックします。

Retrospect への機能の追加

アドオン製品を使用することによって Retrospect の機能を容易に拡張することができます。また、
より強力なバージョンの Retrospect ファミリに容易にアップグレードすることもできます。オプシ
ョンの機能には、オープンファイルバックアップと障害発生時の復旧があります。

アップグレードするには、Retrospect の「ウインドウ」メニューから「ライセンスマネージャ」を
選択します。「購入」をクリックし、さらに「Web」をクリックします。Web ブラウザが起動し、
Retrospect Online Store が表示されます。

購入ライセンスコードを電子メールで受信したら、Retrospect-の「ライセンスマネージャ」ウィン
ドウで「追加」をクリックしてコードを入力します。これでアップグレードが完了します。
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Retrospect の使い方
Retrospect は、ユーザフレンドリーなインターフェイスを備えています。ナビゲーションバーやツ
ールバー、よく使用するコマンドにすばやくアクセスするためのキーボードのショートカットがあ
ります。

Retrospect の起動方法

Retrospect を起動するには、「スタート」メニューの Retrospect, Inc. Retrospect プログラムグル
ープから「Retrospect 15.0」を選択します。

Retrospect の開始ウィザード

Retrospect の初回の起動時には、Retrospect の起動ウィザードが開きます。

アプリケーションのライセンスコードを所定のフィールドに入力し、「次へ」をクリックします。

ライセンスコードをお持ちでない場合は、「購入」ボタンをクリックすれば、コードの取得方
法の詳細が表示されます。
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Retrospect のアドオン製品のコードを別にお持ちの場合は、ここで入力できます。アドオンのコー
ドは、ライセンスマネージャを使用すれば、後で必要になったときに入力することができます。
「次へ」をクリックして先に進みます。

お名前と会社名を入力して「次へ」をクリックします。
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登録画面では、以下のボタンのいずれかをクリックします。

▪ Retrospect をまだ登録しておらず、ここで登録したい場合は、「登録登録」をクリックします。
▪ この手順を省略する場合は、「後で登録後で登録」をクリックします。

▪ Retrospect を既に登録している場合は、「登録済み登録済み」をクリックします。
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ディスクやリモート共有、および SQL や Exchange のデータベースをバックアップするには、それ
らのディスクとデータベースへのアクセス権を持つユーザアカウントで、Retrospect が動作してい
る必要があります。

SQL や Exchange などのリモート共有をバックアップする場合、Retrospect, Inc. はすべてのリソ
ースへのアクセスが可能な管理者権限を持つアカウントを作成し、その情報を「Retrospect を常に
特定ユーザで実行する」の下にあるフィールドに入力することを推奨します。

詳しくは、Retrospect ユーザアカウントの作成を参照してください。

リモートサーバで実行している Retrospect をターミナルサービスで管理する場合は、ターミナ
ルサービスとリモートデスクトップを参照してください。

Retrospect の設定が完了しました。バックアップをただちに開始するには、「次へ」をクリックし
ます。Retrospect を操作して使い方に慣れる必要がある場合は、「バックアップを実行する」チェ
ックボックスのチェックを外して「終了」をクリックします。

最初のバックアップの設定方法についての詳細は、ウィザードモードでのバックアップを参照して
ください。

Retrospect の終了方法

Retrospect を起動したら、バックグラウンドでプログラムウィンドウをクリックするか、「スター
ト」メニューまたはタスクバーから別のプログラムを選択することによって、Retrospect から一時
的に離れることができます。この操作により、Retrospect はバックグラウンドに後退してアクティ
ブなプログラムではなくなりますが、現在の操作を続行し、後続の操作が予定されていれば、その
操作も実行します。

18 WINDOWS ユーザー ガイド



Retrospect を完全に終了するには、「ファイル」メニューから「終了」を選択します。次のスケジ
ュール操作がある場合は、終了する前にメッセージが表示されます。

ナビゲーションバー

Retrospect を起動すると、左側にナビゲーションバー、上部にツールバーが配置されたメインウィ
ンドウが表示されます。

このナビゲーションバーから、Retrospect のすべての機能へアクセスすることができます。

▪ ナビゲーションバーを消去するには

をクリックします。

▪ ナビゲーションバーを表示するには

をクリックします。

ナビゲーションバーは、機能別に階層的に編成されています。「+」アイコンをクリックすると、
その機能の各項目が表示されます。

「–」アイコンをクリックすると、低レベルの項目が表示されなくなります。トップレベルの分類項
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目をクリックすると、概要ウィンドウが表示されます。（デフォルトでは、バックアップの概要ウ
ィンドウは Retrospect のオープン時に表示されます）。

各概要ウィンドウには左側にボタンが付いています。各ボタンの右側には、そのボタンの機能や動
作の説明が表示されます。各ボタンの機能を実行するには複数のステップを必要とするため、ボタ
ンをクリックすると、さらに別のウインドウやダイアログボックスおよびボタンが表示されます。

ナビゲーションバー上の任意の位置を右クリックすると、次の表示オプションが利用できます。

▪ メニューを隠す/メニューを表示
▪ 右側にドッキング/左側にドッキング
▪ テキストを右揃えにする/テキストを左揃えにする

これらのオプションを使えば、ナビゲーションバーの表示をカスタマイズできます。

ツールバー

ナビゲーションバーから各機能にアクセスできるようになったら、次は、Retrospect のメニューの
下にあるツールバーの各ショートカットに慣れてください。

マウスのポインタをツールバーのアイコンの上に置くと、そのアイコンの機能が表示されます。

システムトレイアイコン

Retrospect を終了すると、デフォルトでは Retrospect アイコン が Windows のタスクバーのシ
ステムトレイ部分に表示されます。

このアイコンを右クリックすると、次のコマンドが表示されます。

▪ Retrospectの起動
▪ オプション
▪ 終了

「Retrospect の起動」を選択すると Retrospect が起動します。前回終了時と同じように
Retrospect が表示されます。Retrospect はアイコンをダブルクリックしても起動できます。

「オプション」を選択すると、バックアップウィザードを起動するショートカットキーと、アイコ
ン表示の有無を設定できます。
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バックアップウィザードのショートカットキーを設定するには、次の手順に従います。

1. システムトレイにある Retrospect アイコンを右クリックし、「オプション」を選択します。

2. ショートカットキーの入力フィールドをクリックし、ショートカットとして使用するキーの組み合
わせを入力します。

Ctrl、Alt、Shift のいずれかのキーを、キーボード上の他の 1 つ以上のキー（文字、ファンクション
キーなど）と組み合わせてください。

3. 「OK」をクリックします。

Retrospect が動作していないときにショートカットキーを押すと、Retrospect が起動してバックア
ップウィザードが開きます。詳しくは、ウィザードモードでのバックアップを参照してください。

Retrospect は、前回指定された基本バックアップの設定を表示します。ショートカットキーを使用
すれば、これらの設定に容易にアクセスして、速やかにバックアップを開始できます。現在の設定
でバックアップを実行するには、「今すぐ開始」をクリックします。

バックアップ設定は、前回の編集を高度な設定モードで実行した場合でも、ウィザードモード
で表示されます。

Retrospect アイコンをシステムトレイから消去するには、次の手順に従います。

1. システムトレイにある Retrospect アイコンを右クリックし、「オプション」を選択します。
2. 「タスクバーに Retrospect アイコンランチャーを表示する」チェックボックスのチェックを外しま
す。

3. 「OK」をクリックします。

Retrospect アイコンが消去されます。

消去したアイコンは、Retrospect の環境設定を使って再表示できます。詳しくは、スタートア
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ップ環境設定を参照してください。

Retrospect アイコンを一時的に消去するには、「終了」を選択します。Retrospect を次回起動して
終了すると、アイコンが再度表示されます（環境設定によっては表示されない場合もあります）。

システムトレイのアイコンから終了すると、バックアップウィザードの起動に指定したショー
トカットも無効になります。

ツールバーかカウントダウンダイアログから Retrospect のすべての実行アクティビティを停止する
と、Retrospect ツールバーの「すべての実行アクティビティを中止する」ボタンをクリックするま
では、Windows タスクバーのシステム トレイにある Retrospect アイコンが点滅し続けます。アイ
コンが点滅し続けている間は、Retrospect は基本操作もスクリプトによる操作も実行しません。
Retrospect のすべての実行アクティビティの停止の詳細については「停止」ボタンを参照してくだ
さい。

キーボードによる操作

Retrospect には Windows 標準のショートカットが用意されており、マウスを使わなくても、キー
ボードだけで操作できます。

たとえば、Ctrl+F4 を押すとアクティブなウィンドウが閉じ、Alt+F を押すと「ファイル」メニュー
が表示されます。

さらに、Retrospect のナビゲーションバーも、Ctrl+1 を押せば利用できます。

Windows 8、7、Vista、Server 2012 および Server 2008 の使用
自動操作自動操作

Retrospect を Windows 8、7、Vista、Server 2012、またはServer 2008 上で自動的に起動している
場合、アプリケーション ウィンドウは非表示になります。 操作の実行中に Retrospect を手動で起
動した場合、使用可能であれば、Retrospect モニタが表示されます。 Retrospect モニタがインス
トールされていない場合は、操作中であることを示す警告が表示されます。 この場合、警告を閉じ
て操作を継続するか、操作を停止して Retrospect ウィンドウを表示できます。

Retrospect のアイコンのアイコン

以下の Windows バージョンを実行している場合、Retrospect はタスクバーにアイコンを表示しま
せん。

旧バージョンの Retrospect のアップグレード
古いバックアップ古いバックアップ セットセット

Retrospect 8 を使用して古いバックアップ セットを使用することができます。しかし、バックアッ
プセットをいったん Retrospect で使用すると、そのバックアップセットは 7.7 より前のバージョン
の Retrospect からはアクセスできなくなります。
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Retrospect アップデート
Retrospect は、Retrospect アップデートをリリースすることによってデバイスをサポートします。
これは、Retrospect を使ってフォルダに配置する「プラグイン」ファイルです。 Retrospect で
は、可能な限り Retrospect に最新の更新を含め、Retrospect のインストール時に自動的に更新さ
れるように努めています （更新を再インストールするには、Retrospect 本体を再インストールして
ください）。

Retrospect アップデートのバージョンを確認するには、Retrospect のヘルプ メニューから
「Retrospect について」を選択します。 「Retrospect について」には、Retrospect のバージョン
およびアップデート バージョンが記載されています。

Retrospect アップデートがない場合、あるいは、アップデートのバージョンがデバイスに対して古
い場合は、Retrospect の Web サイトから最新の Retrospect アップデートを入手してください。
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Chapter 3

Retrospect の基本概念
▪ Retrospect の原理
▪ Progressive バックアップ
▪ バックアップセットの内容と構成要素
▪ バックアップ動作
▪ カタログファイル
▪ スナップショット
▪ Retrospect とクライアント
▪ ハイレベルダッシュボード

この章では、Retrospect の基本概念を説明します。このマニュアルおよびプログラムそのものも、
ここに記述された基本概念に基づいています。これらの基本概念を理解することは重要で有意義な
ことですが、必ずしも必要というわけではありません。Retrospect は強力で豊富な機能を持つソフ
トウェアですが、その基本操作は非常に簡単です。

Retrospect の原理
Retrospect で使用するバックアップ方式は、ユーザが要求しない限りバックアップされたファイル
が削除されたり上書きされたりしないようにするアーカイブ式です。したがって、バックアップさ
れたファイルはディスク、テープ、または CD/DVD に無期限に保管されます。たとえば、数カ月の
間、毎日重要書類を処理していて、過去数週間にわたってデータに重大なミスが発見されたような
ときに、この方式は役に立ちます。Retrospect で、毎日バックアップをとっていれば、たとえば 1
週間前のファイルの状態に復元することができます（バックアップしたどの時点でも可能です）。
この利点は、最新の状態が複製されるだけの「ディスクミラーリング方式」のソフトウェアを使用
したバックアップにはないもので、Retrospect の大きな特長です。

Retrospect には、データを保護および復元する方法がたくさんあります。Retrospect を使用して実
行できる基本的な操作には、基本操作と自動操作があります。

たとえば、Retrospect を起動してナビゲーションバーから「バックアップ」>「バックアップ」を
クリックすると、基本操作の最初のステップが行われたことになります。特定のスケジュールで同
一のバックアップを行うスクリプトを作成すると、それは自動操作と見なされます。

基本操作については、「基本操作」で詳しく説明しています。スクリプト作成の手順は、「スクリ
プトによる自動実行」で説明しています。

Retrospect の操作のほとんどは、基本操作でもスクリプトによる操作でも、元ボリュームと宛先ボ
リュームの指定が必要です。バックアップの場合、バックアップ元は一般的にコンピュータのハー
ドドライブ上のボリュームまたはサブボリュームであり、バックアップ先はバックアップメディア
（ディスク、テープ、CD など）に保存されたバックアップセットです。

基本基本/自動操作自動操作 元ボリューム元ボリューム 宛先ボリューム宛先ボリューム

バックアップ
ボリューム/データベース/メールボックス
（複数可）

バックアップセット（複
数可）
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複製 ボリューム ボリューム

アーカイブ ボリューム（複数可） バックアップセット

バックアップセット
転送

バックアップセット（複数可） バックアップセット

スナップショット転
送

スナップショット（複数可） バックアップセット

復元 スナップショット ボリューム

データベースの復元 スナップショット データベース

メールボックスの復
元

バックアップセット メールボックス

元ボリュームだけが必要で宛先は必要ない自動操作には、スクリプトによるグルーミングとス
クリプトによる検証の 2 種類があります。

ボリューム、バックアップセット、スナップショット、およびさまざまなタイプの基本操作と自動
操作については、別の項で詳しく説明しています。

Progressiveバックアップ
Retrospect には、特許取得済みの技術に基づく「Progressive バックアップ」機能があります。
Progressive バックアップは、以前にバックアップしてから、新しく作成されたファイルまたは修正
されたファイルだけを自動的に選び出してバックアップセットにコピーします。フルバックアップ
か増分バックアップかを指定する必要はありません。デフォルトでは、まだバックアップされてい
ないファイルがすべてコピーされます。

バックアップセットの内容と構成要素

Retrospect を構築する基本的な単位がバックアップセットで、これは複数のディスク、テープ、記
録型 CD/DVD のセット、または単独のファイルから構成されます。テープ、記録型 CD/DVD、ディ
スク、カートリッジなどの個々のメディアを、バックアップセットのメンバーと言います。

1 つのバックアップセットにバックアップできる元ボリュームの数に制限はありません。たとえ
ば、コンピュータの内蔵ハードディスク、外付けハードディスク、ファイルサーバ、および
Retrospect クライアントソフトウェアをインストールしている同僚のコンピュータのハードディス
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クをバックアップ先ボリュームとして、1 つのバックアップセットを指定することができます。

ディスク、テープ、または CD/DVD がデータでいっぱいになると、新しい宛先を指定するように要
求されます。（ドライブ内で）利用可能な新規メディアまたは消去済みメディアが使用されます。
Retrospect が探していた名前のメディアが見つかった場合は、内容を消去して再利用されます。誤
ってデータが消去されるのを防ぐため、メディアにデータが入っていた場合には、間違った名前の
メディアが自動的に使われることはありません。

Retrospect では、バックアップセットに入っているファイルおよびフォルダのインデックスである
カタログファイルを使って、ファイルおよびメディアの追跡管理を行っているため、ファイルがど
のディスク、テープ、CD/DVD に保存されているかを考える必要はありません。詳しくは、カタロ
グファイルを参照してください。

テープバックアップセット

テープバックアップセットは、DAT ドライブ、LTO ドライブ、AIT ドライブ、VXA ドライブ、DLT
ドライブなどのテープドライブのテープを使用します。ファイルがテープにバックアップされ、カ
タログファイルは通常、そのバックアップを実行するコンピュータのハードディスクに保存されま
す。テープドライブの詳細については、「ハードウェア」と Retrospect の Web サイトを参照して
ください。

Retrospect の高度テープサポートオプションは、テープバックアップセットでのみ使用可能で、こ
れにより、ユーザは複数のテープドライブにわたって連続実行することができます。詳しくは、高
度テープサポートを参照してください。

CD/DVD バックアップセット

CD/DVD バックアップセットでは、CD-R、CD-RW、DVD-R、DVD-R DL、DVD-RW、DVD+RW、
DVD+R、DVD+R DL ドライブで記録可能なディスクを使用します。ファイルはディスクにバックア
ップされ、カタログファイルは通常、そのバックアップを実行するコンピュータのハードディスク
に保存されます。記録型 CD/DVD ドライブの詳細については、「ハードウェア」を参照してくださ
い。

Retrospect, Inc.では、CD-R、CD-RW、DVD-R、DVD-R DL、DVD-RW、DVD+RW、DVD+R、
DVD+R DL ドライブで使われる記録可能なディスクを「ディスク」と総称しています。これらのド
ライブは異なるメディアを使用しますが、Retrospect での使用においては、ほぼ同じように利用で
きます。異なっている点は、「R」ディスクは消去できないのに対して、「RW」ディスクは消去可
能で、Retrospect で再利用できることです。再書き込み可能なディスクは当然、記録可能です。

CD/DVD バックアップセットからの復元には、CD-ROM ドライブや DVD-ROM ドライブは使
用できません。復元中に書き込み機能は不要ですが、CD-ROM ドライブや DVD-ROM ドライ
ブでは Retrospect の CD-R、CD-RW、DVD-R、DVD-RW のいずれのバックアップセットのフ
ォーマットも認識できません。

ディスクバックアップセット

ディスクバックアップセットでは、ハードディスク、サーバ、NAS デバイス、または取り出し可能
なメディア（DVD-RAM、MO など）を使用します。これらのディスクにファイルがバックアップさ
れ、カタログファイルは通常、そのバックアップを実行するコンピュータのハードディスクに保存
されます。リムーバブルディスクドライブとハードディスクドライブの詳細については、「ハード
ウェア」を参照してください。
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Retrospect には特にディスクバックアップの利点のために設計された多くの機能があります。詳し
くはディスクグルーミング、ユーザ開始型復元およびディスクバックアップセットと複数実行を参
照してください。

ファイルバックアップセット

ファイルバックアップセットは、カタログファイルとバックアップしたファイルを 1 つのファイル
にまとめ、ボリュームに保存します。（このボリュームには、フロッピーディスク以外の、ハード
ディスク、ファイルサーバ、共有ディスク、リムーバブルディスクなど、Windows のエクスプロー
ラからアクセスしてドライブ名を割り当てられるあらゆるボリュームが使用できます。）

ファイルバックアップセットは、保存先のボリュームより大きくすることはできません。また、フ
ァイルシステムの最大ファイル容量を超えることもできません（FAT、FAT32、NTFS）。
Retrospect のソフトウェア圧縮オプションを使用すると、ファイルバックアップセットの容量を小
さくすることができます。

他のタイプのバックアップセットとは異なり、ファイルバックアップセットは複数のメディア
にまたがることはできません。いったん最大ファイル容量に達すると、バックアップセットを
追加できません。

バックアップ動作

バックアップ実行の主な目的は、ファイルをバックアップセットにコピーすることです。
Retrospect が実行できるバックアップ動作は 4 種類あります。標準バックアップでは、バックアッ
プセット内に存在しないすべてのファイルが追加されます。新規メンバーバックアップでは、現在
のバックアップセット内で新規メンバーの位置までスキップし、そのメンバーに標準バックアップ
を実行します。書き替えバックアップでは、バックアップセットが消去され、バックアップセット
内に存在しないファイル、つまりすべてのファイルが追加されます。新規バックアップセット バッ
クアップでは、新規バックアップセットが作成され、バックアップセット内に存在しないファイ
ル、つまりすべてのファイルが再度コピーされます。

Progressive バックアップでは、手間をかけずに効率的なバックアップが実行できるように、
Retrospect のデフォルトバックアップ動作である標準バックアップが使用されます。

バックアップ計画では、標準、書き替え、新規メンバー、または新規バックアップセット バックア
ップをバックアップ動作とする複数のバックアップ計画が紹介されています。これらのバックアッ
プ計画を参考に、バックアップセットを交換したり、メディアの運用環境外へのローテーションを
行うことによって、バックアップの安全性と効率を最大限に高める方法を検討してください。

標準バックアップ

標準バックアップは、その名のとおり、通常の状況で使用するバックアップです。これは、バック
アップセット内でのファイルの重複を避けることによってメディア容量を節約する Progressive バ
ックアップです。標準バックアップでは、新規ファイルか、または新たに変更したファイルのみが
コピーされます。

標準バックアップでは、バックアップの対象として選択したファイルのリストと、バックアップセ
ットのカタログファイル内のファイルのリストが Retrospect によって照合され、メディア上に存在
しないファイルだけがコピーされます。標準バックアップが新規バックアップセットに対して実行
されると、バックアップセットにはファイルが 1 つもないため、元ボリュームから選択したすべて
のファイルがバックアップされます。
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標準バックアップの例標準バックアップの例

バックアップ管理者は新規バックアップセットを作成し、バックアップデバイス内の新規または消
去済みのメディアに、標準バックアップを行います。空の新規バックアップセットにはファイルが
1 つもないため、Retrospect は選択したすべてのファイルをそのメディアにコピーします。翌日、
管理者がそのバックアップセットに別のバックアップを行うと、Retrospect は選択した元ファイル
とカタログファイルを照合し、複数の新規ファイルと、前日のバックアップ以降に変更されたいく
つかのファイルにマークを付けます。これらのファイルだけが、このバックアップセットで以前に
使われたメディアにコピーされます（メディアの容量が一杯になった場合は、新規メディアにコピ
ーされます）。

新規メンバーバックアップ

新規メンバーバックアップでは、Retrospect は現在のバックアップセット内で、新規メンバーの位
置までスキップします。Retrospect は最初にメンバーを名前で検索し、一致するメンバーが見つか
ると、そのメンバーを使用します。一致する名前のメンバーが見つからなければ、利用可能な新規
メディアまたは消去済みメディアを自動的に追加します。名前が一致するメンバーも、新規メディ
ア、消去済みメディアのいずれも見つからない場合は、メディア要求ウィンドウが表示され、適切
なメディアが用意されるまでバックアップ動作は停止します。

新規メンバーバックアップでは既存のバックアップセットが使用されるため、前回のバックアップ
以降に作成されたファイルと変更されたファイルだけがコピーされます。

新規メンバーバックアップの例新規メンバーバックアップの例

バックアップ管理者が、営業日ごとにテープを取り替えてバックアップするワークフローの計画を
立てています。各テープの空き容量がなくなってもかまいませんが、時間とメディアを節約するた
め、フルバックアップを毎日実施する代わりに、前日から変更されたファイルと新規ファイルだけ
をバックアップするつもりです。

そこでバックアップ管理者は、月曜日から木曜日までの毎日、バックアップセットに新規メンバー
バックアップを実行するスクリプトを作成しました。金曜日には書き替えバックアップを実行しま
す。これでバックアップセットがリセットされ、次の月曜日からは新しいバックアップセットに基
づいてバックアップが再開されます。

これは新規メンバーバックアップの活用方法を示す例です。Retrospect, Inc. バックアップセッ
トを毎週置き換えるのは、古くなったデータが必要ないか、すでに別のバックアップセットに
保管している場合を除いて、通常は推奨されません。

書き替えバックアップ

Retrospect で書き替えバックアップが実行されると、バックアップセットのカタログファイルの内
容（もしあれば）が消去され、バックアップ済みファイルが 1 つもない状態にします。次に、バッ
クアップセット内の先頭メディアメンバーが検索され、それが有効な場合は消去されます。先頭の
メディアメンバーが利用不可能な場合は、利用できる新規または消去済みのテープ、ディスク、記
録型 CD/DVD などが使われます。元ボリュームから選択したすべてのものが、バックアップセット
にバックアップされます。

書き替えバックアップの例書き替えバックアップの例

バックアップ管理者は、バックアップセットへの標準バックアップの 1 ヶ月後に、カタログファイ
ルが大きくなりすぎていないか判断します。管理者がバックアップデバイスの先頭メディアメンバ
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ーで書き替えバックアップを開始すると、Retrospect によってカタログファイルがリセットされ、
メディアのファイルが消去され、選択したファイルがすべてコピーされます。

新規バックアップセット バックアップ

Retrospect で新規バックアップセット バックアップが実行されると、新規または消去済みテープ、
ディスク、CD/DVD を使って、新規バックアップセット（新規バックアップセットには、古いバッ
クアップセットと似た名前が付けられます）が作成されます。これにより、元のバックアップセッ
トとカタログファイルを、安全な場所に長期間保存するために、現状のまま残すことができます。
新規バックアップセットカタログファイルおよび新規メディアメンバーには、「Office Net [001]」
や「1-Office Net [001]」のような連続した番号の付いた名前が付けられます。スクリプトやスケジ
ュールの中で、従来のバックアップセットを参照している場合、新規バックアップセット名と置換
されます。

新規バックアップセット バックアップでは、新しいカタログファイルを持つ新規バックアップセッ
トが作成されるため、選択されたすべてのファイルがバックアップ中にコピーされます。

新規バックアップセット新規バックアップセット バックアップの例バックアップの例

バックアップセットを運用環境外にローテーションするため、バックアップデバイスの新規または
消去済みメディアを使って、新規バックアップセット バックアップを行うことにしました。新規バ
ックアップセットと新規カタログファイルが作成され、選択したファイルがすべて、メディアにコ
ピーされます。前のバックアップセットは現状のまま残し、管理者はそのメディアを運用環境外の
安全な場所に保管できます。

新規バックアップセット バックアップは、ディスク、テープ、記録型 CD/DVD を運用環境外にロ
ーテーションして保管するための手段として最適です。

カタログファイル

Retrospect では、バックアップセット内のすべてのファイルを継続して管理するために、個別のカ
タログファイル（通常は、ハードディスク上に保存されている）を使用します。実際にバックアッ
プメディアを検索しなくても、カタログファイルによって、即時にファイル（古いバージョンのバ
ックアップファイルを含めて）を検索できます。

カタログファイルは、バックアップセットのバックアップメディア上のファイルの内容をインデッ
クスや表にして示したものです。実際にメディアにアクセスしなくても、カタログファイルを見れ
ばバックアップセットの内容がわかります。カタログファイルは、ファイルのバックアップセット
へのコピーやバックアップセットからのコピーなどのすべての操作に必要です。カタログファイル
を紛失したり破損した場合は、メディアから再作成することができます。カタログファイルに必要
なディスク容量は、10,000 ファイル当たり 4 MB です。

カタログファイルを Retrospect を使わずに開いたり、表示したりすることはできません。

スナップショット

Retrospect は Progressive バックアップを実行するため、同一ファイルの複数のバージョンが、バ
ックアップセット内の複数のバックアップセッションに分散してしまうことがあります。たとえ
ば、「週間レポート」という書類を毎週更新すると、更新ごとにファイルが修正されるため、どの
ファイルもバックアップセットにバックアップされます。バックアップセット内の全ファイルにつ
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いて、全バージョンを単純にリストすると、非常にわかりにくくなります。そのため、Retrospect
では、バックアップごとに、バックアップセット内に元ボリュームの「スナップショット」が作成
されます。

スナップショットとは、バックアップ時のボリューム上にある、すべてのファイルおよびフォルダ
をリストしたスナップ写真のようなものです。それぞれのボリュームについて、1 つのスナップシ
ョットがカタログファイルに保存され、そのスナップショットのコピーがバックアップメディア
（テープ、ディスク、カートリッジ、記録型 CD/DVD）に保存されます。バックアップやアーカイ
ブ動作などが正常に実行されると、古いカタログファイルのスナップショットは置き換えられます
が、古いメディアのスナップショットはそのまま保持され、新規のスナップショットがメディアに
追加されます。

バックアップから復元するとき、スナップショットを使用してディスク全体の内容を復元すること
ができます。また、バックアップされた時点のボリュームの状態を確認したり、個別にファイルを
選択して復元するときのガイドとしても使用できます。各ボリュームをバックアップしたどの時点
の状態にでも、スナップショットによって完全に復元することができます。

スナップショットは、ファイルが保存されているボリュームの検索や管理に役立ちます。ボリュー
ムを新規バックアップセットに初めてバックアップする場合、選択したファイルがすべてコピーさ
れ、そのスナップショットが保存されます。その後、別のボリュームのバックアップを実行する際
には、バックアップセット内のファイルと正確に一致するファイルはコピーされません。ただし、
それらのファイルの情報は、各ボリュームのスナップショットに記録されます。この効率的な保存
方法では、正確に一致するファイルを余分にコピーしないため、バックアップメディアが節約され
ます。

ある特定の時点でのバックアップから、ボリューム、フォルダ、ファイルを復元したい場合は、メ
ディアから特定の時点のスナップショットを取り出すことができます。

スナップショットは、ある時点でのボリュームの状態を示すため、バックアップセッションや日付
が異なる複数のファイルのバージョンの検索には使用できません。ただし、Retrospect では検索の
簡単な方法を用意しています。詳しくは、検索による復元を参照してください。

Retrospect とクライアント
Retrospect アプリケーションでは、Windows のエクスプローラからアクセスできるボリューム、
またはドライブ名を割り当てできるボリュームをバックアップできます。これらのボリュームは、
ネットワークを介して共有されたボリュームでも、直接コンピュータに接続されたドライブでもか
まいません。

さらに、Retrospect Clients を使えば、Retrospect のバックアップや復元の機能を拡張して、ネッ
トワーク上の他のコンピュータも対象とすることができるようになります。Retrospect Client ソフ
トウェアを装備したコンピュータのことを、Retrospect クライアントコンピュータ、あるいは単に
クライアントと呼びます。Retrospect は、ネットワーク上のクライアントをバックアップできま
す。ファイルサーバの設置、ファイル共有の開始、ボリュームのマウントなどは必要ありません。

Microsoft ネットワークを使っても、ネットワークの他のコンピュータをバックアップできますが、
共有、ユーザ、および許可を注意して設定しなければなりません。Retrospect のクライアントソフ
トウェアでは、同じコンピュータをはるかに簡単にバックアップできます。クライアントソフトウ
ェアをインストールするだけで、コンピュータが起動されると（誰もログインしていない場合で
も）ネットワークを介してバックアップできます。
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ハイレベルダッシュボード

Retrospect の新しいダッシュボードは、1週間前に実行した全バックアップの視覚的なサマリーを
含むバックアップサーバーのハイレベルな概要を伝えてくれる有益な生産ツールです。保護されて
いないソースの確認、大部分のデータをバックアップしているソースの識別、またストレージ利用
の評価をすぐに行えるので、時間の節約と完全なデータ保護が実現できます。加えてこの情報は、
バックアップスケジュールの調整、およびストレージとネットワーク帯域のキャパシティ計画にも
役立ちます。

ダッシュボードへのアクセス

Window スタートメニューまたはスタートスクリーンから Retrospect アクティビティモニターを立
ち上げます。

大規模なバックアップソースの識別

ダッシュボードのバックアップセクションでは、バーグラフの色付き部分がそれぞれバックアップ
を示しています。カーソルを色付き部分の上でホバーさせると該当するバックアップのソース、フ
ァイル数、サイズが表示されます。当日の最新バックアップ部分は左側にあります。
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Chapter 4

ハードウェア

▪ ハードウェアの概説
▪ 通信技術
▪ バックアップ機器の確認
▪ CD/DVD ドライブ
▪ リムーバブルディスクドライブ
▪ ハードディスクドライブ
▪ テープドライブ
▪ テープライブラリ
▪ Removable Storage マネージャ
▪ メディアの寿命と保存
▪ 複数のバックアップ機器
▪ Network Attached Storage（NAS）デバイス

この章では、Retrospect で使用しているデバイス通信技術について説明し、バックアップデバイス
との使い方を説明します。すでに SCSI、ファイバチャネル、iSCSI、FireWire、USB についての知
識がある方は、説明の項目を省略して、ご使用のハードウェア設定やバックアップデバイスの項に
進んでもかまいません。

ハードウェアの概説

Retrospect では、ハードウェアを集中的に使用します。これは、ハードディスクなどの元ボリュー
ムとテープドライブなどのバックアップデバイス間で、大量のデータ転送を最も効率的に行うため
です。これらのハードウェアシステムが正しく機能していないと、Retrospect はデータを正常にバ
ックアップすることができません。このため、ハードウェアの機能と Retrospect との関連を理解し
ておく必要があります。

Retrospect, Inc. では、Retrospect について、各種のバックアップデバイスで広範なテストを行っ
ています。バックアップを越えた負荷が記憶装置にかからない状態の問題であれば、Retrospect,
Inc. の厳しいテストによってほとんど発見されます。デバイスのメーカーは Retrospect, Inc. に対
してデバイスのプレリリース版を提供しているので、もし問題があれば、Retrospect, Inc. はデバイ
スが出荷される前にその点を指摘することができます。対応デバイスの最新の互換性情報と詳細に
ついては、 Retrospect の Web サイトを参照してください。

Retrospect で何らかの問題が生じ、ハードウェアとソフトウェアのインストールには問題がないこ
とを確認できた場合には、「問題と解決方法」を参照してください。

通信技術

Retrospect は、多くのさまざまな方式を使用してハードウェアデバイスと通信します。この項で
は、最も一般的な方式を説明し、Retrospect との相互通信方法について説明します。

SCSI

SCSI（Small Computer System Interface）は、ハードドライブ、テープドライブ、テープライブラ
リ、スキャナなどの周辺デバイスとコンピュータを接続し、通信を可能にする、機械的、電気的、
機能的な規格です。SCSI ホストアダプタを使えば、コンピュータに SCSI の機能を追加できます。
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SCSI では、SCSI ケーブルを SCSI ポートに接続することにより、1 つ以上の周辺機器を接続でき
ます。デバイスは「1 台ずつ」直列に、いわゆるデイジーチェーンと呼ばれるシンプルな構造で接
続します。各機器は、それぞれを識別する固有の SCSI アドレス、つまり ID を持っています。機器
の ID 番号は、その機器自体に割り当てます。

SCSI チェーンでは、チェーン上で通信する信号の整合性を維持するため、チェーンの両端を「終
端」させなければなりません。これにはターミネータが必要で、これを SCSI の開いているポート
に接続し、そこでチェーンを閉じます。ほとんどの SCSI カードには終端機能が内蔵されているの
で、SCSI チェーンのもう一方の端だけを終端させてください。内部で終端している、または自己終
端型の SCSI デバイスは、コンピュータから一番遠い最後のデバイスとして SCSI チェーンの最後
に接続します。使用するハードウェアの終端条件については、ご使用の SCSI カードのマニュア
ル、および周辺機器のマニュアルを参照してください。

チェーン上の ID を、特定の順序にする必要はありません。番号が重複していない限り、番号の順序
が SCSI チェーンの動作に影響することはありません。

SCSI デバイスを確実に機能させるために、必ずチェーン中の各 SCSI デバイスの電源をオンに
してからコンピュータを起動してください。また、コンピュータを終了させてからオフにする
ようにしてください。

iSCSI

iSCSI は、IP（Internet Protocol）ネットワークを介した SCSI コマンド送信を可能にするストレー
ジネットワークの標準規格です。Retrospect は iSCSI 準拠のテープドライブ、テープライブラリ、
および iSCSI ディスクアレイをサポートしています。

Retrospect, Inc. は、Microsoft iSCSI Software Initiator の最新バージョンを使用することをお勧
めします。

ファイバチャネル

ファイバチャネルは、非常に高いデータ転送レートを必要とするストレージデバイスのために設計
されたシリアルデータ転送アーキテクチャです。ファイバチャネルは、SCSI と IP ネットワーク転
送プロトコルの最適な機能を組み合わせたものです。

Retrospect は、以下の 3 つのトポロジを使ってファイバチャネルのテープドライブとテープライブ
ラリをサポートします。

▪ ポイントツーポイント：専用ケーブルを使ってバックアップコンピュータをファイバチャネルの
テープライブラリに直接接続します。

▪ 調停ループ（FC_AL）：切れ目のない 1 つのループまたはリング内に最大 126 個のデバイスま
たはノードを接続します。

▪ スイッチファブリック：スイッチファブリックは、最大 1600 万ノードを接続できる最も複雑な
トポロジです。

▪ FC_AL とスイッチファブリックの場合、他のアプリケーションからデバイスをロックしたり、
デバイスを適切に共有したりする機能は Retrospect にはありません。ネットワーク管理者は、
ファイバチャネルの記憶装置への完全なアクセス権を常に 1 つの Retrospect だけに与える責任
があります。
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Retrospect は、ファイバチャネルライブラリを共有するように設計されていません。複数の
Retrospect 間で 1 つのファイバチャネルライブラリを共有するには、複数の、より小さな仮想ライ
ブラリに分割できるライブラリを選び、個々の Retrospect バックアップサーバに、仮想ライブラリ
を 1 つずつ割り当てる必要があります。

FireWire

FireWire とは、ハードディスクやリムーバブルディスクドライブなどの記憶装置、およびスキャナ
やビデオカメラなどの周辺装置とコンピュータを接続し、通信を可能にする、機械的、電気的、機
能的な規格です。FireWire は、公式な IEEE 1394 の仕様書に基づいて i.LINK または 1394 とも呼ば
れます。

FireWire では、FireWire 規格のケーブルを FireWire ポートに接続して、63 台もの周辺装置とコンピ
ュータを接続できます。FireWire は「ホットプラグ」が可能です。ほとんどの場合、電源を入れた
ままデバイスを接続したり、外したりすることができ、コンピュータを再起動する必要もありませ
ん。FireWire は、非常に高速な転送レートを実現しています。

一部の FireWire デバイスをサポートするには、特別なソフトウェアドライバが必要です。インスト
ールと設定情報、およびご使用の FireWire デバイスでどのソフトウェアが必要かについては、デバ
イスに添付されているマニュアルを参照してください。

USB/USB 2.0/USB 3.0

USB（Universal Serial Bus）は、キーボードやジョイスティックなどの入力デバイス、および記憶
装置やスキャナなどの周辺デバイスとコンピュータを接続し、通信を可能にする、機械的、電気
的、機能的な規格です。

USB/USB 2.0/USB 3.0 では、USB 規格のケーブルを USB ポートに接続して、128 台までの周辺デ
バイスをコンピュータに接続できます。

一部の USB デバイスをサポートするには、特別なソフトウェアドライバが必要です。インストー
ルと設定情報、およびご使用の USB デバイスでどのソフトウェアが必要かについては、デバイス
に添付されているマニュアルを参照してください。

NTパススルー

Windows の各オペレーティングシステムでは、Retrospect は NT パススルーを使用して、テープや
CD/DVD のドライブと直接通信できます。

バックアップ機器の確認

Retrospect に使用可能なバックアップデバイスの一覧を表示するには、ナビゲーションバーで「設
定」>「デバイス」をクリックしてから、「ストレージデバイス」ウィンドウの「環境」タブをク
リックします。すべての ID 番号と、それらに接続されている機器が表示されます。
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アドレス毎に、デバイス ID、メーカーの ID、製品 ID、ファームウェアのバージョン番号、および
Retrospect のドライバがリスト表示されます。

機器が Retrospect, Inc. により Retrospect 対応として認定されたものである場合、または「認識」
された場合には、そのドライバは太字で区別されて表示されます。認識されているデバイスは、
Retrospect の Web サイトの認定（qualified）ハードウェアリストに含まれるかどうかに関係な
く、表示されているドライバを使用すれば、ほとんどの環境で問題なく使用できます。

ご使用のデバイスが認定されているかどうかについては、 www.retrospect.com/jpの Support &
Hardware のセクションで確認できます。また、Retrospect, Inc. から、ご使用のデバイスに対応し
た Retrospect Driver Update（RDU）がリリースされているかどうかも Web サイトで確認してくだ
さい。

リムーバブルディスクドライブの場合、オペレーティングシステムを介して Retrospect とデバイス
が通信可能であるため、Retrospect には専用のドライバはありません。

ドライブによっては、特定のバージョンのファームウェアが必要になる場合があります。 ドライブ
に合ったファームウェア バージョンを判断するには、[設定] > [デバイス]、次に [環境] タブをクリッ
クします。 ファームウェアが必要なバージョンより古い場合は、ドライブのベンダーに問い合わせ
てください。

バックアップデバイスが表示されない場合

バックアップコンピュータに正しく接続されているすべてのバックアップデバイスは、Windows の
デバイスマネージャにも表示されます。表示されない場合は、ご使用のデバイスの説明書を参照し
て、デバイスを適切にセットアップしてください。

さらに、コンピュータの BIOS 設定で、IDE バスに接続された全デバイスが有効になっていること
を確認してください。詳細については、ご使用のコンピュータに付属する説明書を参照してくださ
い。

SCSI デバイスについては、それぞれのデバイスの電源がオンになっていること、ケーブルがしっか
りと接続されていること、デバイスの ID が重複していないこと、SCSI チェーンが正しく終端され
ていることを確かめてください。SCSI チェーン上のデバイスの調整は、それぞれのデバイスとコン
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ピュータ自体の電源をオフにしてから行ってください。

SCSI チェーンの接続と終端が適切でない場合や、ID の重複がある場合は、さまざまな問題が生じ
ます。最も単純な場合には、デバイスが「デバイス状況」ウィンドウに表示されません。より重大
で扱いにくい問題としては、バックアップコンピュータとバックアップデバイスの間の通信エラー
があり、これはデータの損失につながります。最も重大な問題の場合には、コンピュータやチェー
ン上の SCSI デバイスが破損します。

周辺機器を確認するためのツールバーコマンド

「環境」タブのツールバーには、周辺機器を表示するためのコマンドがあります。

ID を認識しないを認識しない：デバイスを選択して「ID を認識しない」をクリックし、Retrospect を再起動す
ると、その ID のスキャンは行われません。これは、CD/DVD ドライブを使用しないバックアップ
の最中に CD/DVD ドライブで音楽を演奏したいときに便利です。また、バックアップコンピュータ
に認識させたくないデバイスがファイバチャネルや iSCSI のネットワーク上にある場合、それらを
無視させる手段としても利用できます。

ID を無視しないを無視しない：Retrospect で無視されるように設定した ID を選択して「ID を無視しない」をク
リックし、Retrospect を再起動すると、その ID が Retrospect でスキャンされ、再度認識されるよ
うになります。

更新更新：「更新」ボタンをクリックすると、Retrospect によってデバイスが再スキャンされ、ウィン
ドウを最初に表示してから加えた変更がすべて表示されます。

CD/DVD ドライブの設定ドライブの設定：CD/DVD ドライブを選択してこのボタンをクリックすると、CD/DVD ド
ライブのカスタム設定を作成（または削除）することができます。詳しくは、CD/DVD ドライブの
設定を参照してください。

CD/DVDドライブ
Retrospect を使用して、CD/DVD ドライブにバックアップしたり、それらのドライブから復元した
りすることができます。Retrospect, Inc. のハードウェア研究所では、すべてではありませんが、多
くの CD/DVD ドライブの適合性をチェックしています。適合性が認定されたドライブは、
www.retrospect.com/jpに一覧されています。

認定済みドライブのリストには、DVD+R DL および DVD-R DL メディア用の片面 2 層 DVD ド
ライブも複数含まれています。

お持ちのドライブが認定されていないものであっても、Retrospect で使用できる場合があります。
詳しくは、CD/DVD ドライブの設定を参照してください。

無人状態でのスクリプト実行中に新規ディスクが必要になると、Retrospect はドライブ内の消去済
みのディスクか、指定された名前のディスクを自動的に使用します。

CD-R、CD-RW、DVD-R、DVD-RW、DVD+R、および DVD+R DL の新しい空のメディアは、消去
済みと見なされ、そのまま使用されます。新しい DVD+RW メディアは、Retrospect によって準備
された後、使用されます。既に記録されている CD-R、DVD-R、DVD-R DL、または DVD+R メディ
アは消去できないので、Retrospect で使用することはできません。

自動実行では、データが記録された CD/DVD を Retrospect で使用することはできないので、必要
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のないデータしか含まれていない CD-RW、DVD-RW、DVD+RW ディスクを事前に消去して、再書
き込み型のメディアを準備しておくと良いでしょう。詳しくは、CD/DVD 用のツールバーコマンド
を参照してください。

▪ CD/DVD ディスクのデータは、書き込み可能なディスクドライブがないと復元できません。
記録型および再書き込み型のメディア

CD-R、DVD-R、DVD+R、および DVD+R DL ディスクはいったん書き込みをすると、消去すること
ができないメディアです。CD/DVD バックアップセットの名前の設定やバックアップするファイル
の選択は、慎重に行ってください。

CD-RW、DVD-RW、DVD+RW ディスクは再書き込みが可能なので、リムーバブルディスクのよう
に何度でも記録することができます。再書き込みの回数には限度がありますが、Retrospect による
使用で限度に達することはありません。

Retrospect, Inc. では、CD-R、CD-RW、DVD-R、DVD-R DL、DVD+R、DVD+R DL、DVD-RW、
DVD+RW ドライブで使われる記録可能なディスクを「ディスク」と総称しています。これらのドラ
イブは異なるメディアを使用しますが、Retrospect での使用においては、ほぼ同じように利用でき
ます。異なっている点は、「R」ディスクは消去できないのに対して、「RW」ディスクは消去可能
で、Retrospect で再利用できることです。再書き込み可能なディスクは当然、記録可能です。

Retrospect は、ドライブが対応しているメディアであれば利用できます。メーカー、速度、メディ
アの種類など、極めて多様です。最良の結果を得るため、高品質のメディアを使用してください。
ドライブの製造各社は、特定のブランドのメディアを推奨あるいは必須としていますが、一部は高
速度のメディアの使用には対応していません。推奨メディアについては、ドライブのメーカーにお
問い合わせください。

最大限のパフォーマンスと信頼性を得るためにも、DVD+R、DVD+R DL、または DVD+RW のメデ
ィアがドライブでサポートされている場合は、それらのメディアを使用してください。

バックアップの前に他のソフトウェアで記録型 CD/DVD をフォーマットする必要はありません。未
フォーマットまたは消去済みの CD/DVD を使用してください。

Retrospect で作成されたバックアップ用 CD/DVD にアクセスできるのは、Retrospect または
Retrospect Backup 製品だけであり、対応している CD/DVD デバイスを使用する必要がありま
す。Windows のエクスプローラや他のソフトウェアを使用して、バックアップ用 CD/DVD を
マウントすることはできません。

CD/DVD の状態の表示

Retrospect では、バックアップ用に使用する（または使用した）CD/DVD についての情報を表示す
ることができます。

ディスクの情報を表示する前に、使用するデバイスが「記憶装置」ウィンドウに表示されているこ
とを確認してください。目的のデバイスがウィンドウに表示されないときは、バックアップ機器の
確認を参照してください。

Retrospect は CD/DVD ドライブを独占的に使用するため、記録済み（ファイナライズ後）の
CD-ROM やオーディオディスクがロードされている場合は、それをドライブから取り出してく
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ださい。ドライブは、Retrospect が終了するまで、Retrospect によって排他的に確保されま
す。

ディスクの状態を表示するには、次の手順に従います。

1. ドライブにディスクを挿入します。
2. CD/DVD ディスクドライブにディスクを挿入すると、ディスクの準備またはフォーマットを行うか
どうか尋ねるダイアログボックスが、オペレーティングシステムや他のソフトウェアによって表示
される場合があります。バックアップディスクは Retrospect で準備する必要があるため、フォーマ
ットの問い合わせダイアログボックスは無視し、これらのダイアログボックスは閉じてください。

3. 「設定」>「デバイス」の順にクリックします。

「記憶装置」ウィンドウが表示されます。

ディスクがロードされると、その状況が次のように表示されます。

「準備完了」「準備完了」は、Retrospect のデータがディスクに保存されていることを示します。

「消去済み」「消去済み」は、ディスクが空で、Retrospect で使用するための準備が完了していることを示しま
す。

「ライトプロテクト済み」「ライトプロテクト済み」は、ディスクがロックされているか、いっぱいであることを示します。

「内容不明」「内容不明」は、データは入っていますが、有効な Retrospect のデータではないことを示します。
詳しくは、メディアの内容が不明を参照してください。

「バージョンが違います」「バージョンが違います」は、ドライブのファームウェアがサポートされていないことを示しま
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す。あるいは、挿入したディスクが Retrospect によって Macintosh 用に書き込まれていることを
示します。Macintosh 版 Retrospect で書き込んだディスクは、Windows 用 Retrospect では読み込
むことができません。

「非互換」「非互換」は、挿入したメディアがドライブでサポートされていないか、そのドライブのカスタム
設定の作成時に使用したタイプのメディアと異なることを示します。

「ハードウェアエラー」「ハードウェアエラー」は、バックアップデバイスにエラーが発生したことを示します。

「ディスク破損」「ディスク破損」は、ディスクが前のバックアップ中に破損したことを示します。このディスクに
は、データを追加できない可能性があります。

「使用中、ビジー」「使用中、ビジー」は、ドライブがビジー状態であることを示します。

「メディアがありません」「メディアがありません」は、ディスクがドライブにセットされていないことを示します。

CD/DVD 用のツールバーコマンド

「記憶装置」ウィンドウのツールバーには、次のような CD/DVD の使用に関係する多くのコマンド
があります。

「プロパティ」「プロパティ」は、ディスクドライブについての情報を表示します。記録型 CD/DVD を挿入した
場合にも、「プロパティ」ウィンドウに情報が表示されます。情報には、それが Retrospect のバッ
クアップセットのメンバーであるかどうか、またそのフォーマットが含まれます。

「取り出し」「取り出し」は、指定したディスクをドライブから取り出します。

「消去」「消去」は、指定した再書き込み型 CD/DVD ディスクの内容を消去します。このコマンドは、記録
専用の CD/DVD ディスクでは利用できません。

DVD+RW ディスクの内容を消去する際には、Retrospect によって短い消去と長い消去のどち
らかの選択を求めるメッセージが表示されます。「短い消去」とは、ディスクのヘッダを高速
に書き換える処理です。「長い消去」とは、ディスク全体の消去と検証のサイクルで、完了ま
で数時間を要します。

CD/DVD ドライブの設定

Retrospect には、多数の CD/DVD ドライブの認識情報が内蔵されています。ドライブが認識されな
かった場合には、カスタム設定を作成することができます。

カスタム設定は、Retrospect, Inc. の厳しいハードウェア検証過程を経たものではありません
が、正常な設定がサポートされます。

カスタム設定のプロセスで、空の CD/DVD を挿入するよう要求されます。このディスクを使用し
て、一連のテストが実行されます。必ず、バックアップに使用する種類のディスク（DVD+RW な
ど）を挿入してください。一種類のディスクに対してドライブの設定が完了すると、他の種類のメ
ディアをテストすることができます。
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ドライブを設定する必要があるのは、バックアップに使用するメディアタイプのみです。

カスタム設定を使用する場合には、Retrospect がそのデバイスで正常に動作しているかどうかを確
かめるために、必ず検証機能をオンにしてバックアップを行ってください。

いったん書き込みをすると消去できないメディアを使用してカスタム設定を実行すると、その
メディアはほかに使用できません。

自動設定自動設定

バックアップコンピュータが、サポートされているテープドライブや CD/DVD ドライブではなく、
認識されない CD/DVD ドライブに接続されている場合、「設定」>「デバイス」をクリックする
か、バックアップデバイスを必要とするその他の処理を実行しようとすると、CD/DVD 設定ダイア
ログボックスが表示されます。

そのドライブ用のカスタム設定を作成するには、「設定」をクリックして、画面上に表示される指
示に従います。設定をスキップして、これ以降ダイアログボックスが表示されないようにするに
は、「無視」をクリックします。ここでは設定をスキップするが次回に再びダイアログボックスが
表示されるようにするには、「キャンセル」をクリックします。

手動設定手動設定

ごくまれに、Retrospect 内蔵の認識情報よりも優先される、カスタム設定を作成したい場合がある
かもしれません。この手順は、CD/DVD ドライブへのバックアップで何らかの問題が生じた場合、
または Retrospect, Inc. のRetrospect テクニカルサポートからそうするようにと指示された場合に
のみ、実行してください。カスタム情報を作成することにより、Retrospect とドライブの間の通信
状況が改善される場合もありますが、必ずそうなるとは限りません。

ナビゲーションバーで、「設定」>「デバイス」をクリックします。「環境」タブをクリックし、
再設定する CD/DVD ドライブを選択し、ツールバーの「CD/DVD ドライブの設定」ボタンをクリッ
クします。表示されるダイアログボックスで「設定」をクリックして、画面上に表示される指示に
従い、そのドライブ用のカスタム設定を作成します。

カスタム設定の削除カスタム設定の削除

CD/DVD ドライブのカスタム設定を作成したにもかかわらず、問題が解決されない、または悪化し
た場合には、カスタム設定を削除してください。

ナビゲーションバーで、「設定」>「デバイス」をクリックします。「環境」タブをクリックし
て、再設定する CD/DVD ドライブを選択します。右クリックして、「CD/DVD ドライブの設定」を
選択します。表示されるダイアログで「削除」をクリックして、選択したドライブのカスタム設定
を削除し、Retrospect の内蔵認識情報（もしあれば）を使用します。削除を確認するダイアログボ
ックスが表示されるので、確認して「OK」をクリックします。

▪ Retrospect は、（カスタムまたは内蔵の）設定情報のない CD/DVD ドライブにバックアップを
行うことはできません。

リムーバブルディスクドライブ

リムーバルディスクドライブは、Windows エクスプローラからアクセスできるメディアを使用しま

40 WINDOWS ユーザー ガイド



す。これらのドライブには Zip、REV、SuperDisk、DVD-RAM、MO などがあります。Retrospect
でリムーバルディスクドライブを使用するには、Windows エクスプローラでファイルとディスク間
のコピーができる必要があります。

Retrospect でリムーバブルディスクにバックアップを行う前に、ディスクの挿入、フォーマッ
ト、消去、取り出しに慣れておいてください。

バックアップセットタイプの選択

ファイルバックアップセットとディスクバックアップセットの両方について、リムーバルディスク
ドライブを宛先にすることができます。この 2 種類のバックアップセットには、次のように、いく
つか重要な違いがあります。

▪ ディスクバックアップセットは、バックアップデータが増えた場合、CD/DVD バックアップセッ
トで複数のメディアを使って連続的に拡張できるのと同様に、複数のリムーバブルカートリッジ
やディスクを使って連続的に拡張していくことができます。ファイルバックアップセットは、１
つのディスクまたはカートリッジの容量以上に拡張することはできません。

▪ ディスクバックアップセットの一部として使用するリムーバブルディスクは、使用する前に内容
を消去しておく必要があります。ファイルバックアップセットの一部として使用するリムーバブ
ルディスクは、内容を消去する必要はなく、このディスクはバックアップセットのデータファイ
ル以外のファイルを保存およびアクセスすることができます。

リムーバブルディスクの状態の表示

Retrospect を使用して、バックアップ用に使用するまたは今まで使用していたリムーバブルディス
クについての情報を表示することができます。

ディスクの状態を表示するには、次の手順に従います。

1. 「設定」>「ボリューム」をクリックします。

「ボリュームデータベース」ウィンドウが表示されます。

2. ドライブにディスクを挿入します。

ディスクがロードされると、「ボリュームデータベース」ウィンドウに表示されます。ディスクの
横にはドライブレターが表示されます。

使用するリムーバブルディスクの準備

リムーバブルディスクをバックアップセットのメンバーとして追加する際には、前もってディスク
の内容を消去したり、再フォーマットしておくなどして、ディスクを準備しておくとよいでしょ
う。無人モードのスクリプト実行中に、ディスクバックアップセット用の追加のディスクが必要に
なると、バックアップセットに前もって追加されていたディスクが自動的に使用されます。

ディスクのフォーマットや消去が完了すると、そのディスクをディスクバックアップセットに追加
できます（フォーマットと消去についてはリムーバブルディスクのフォーマットと消去、ディスク
バックアップセットへの追加についてはバックアップセットへのディスクの追加を参照してくださ
い）。
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リムーバブルディスクのフォーマットと消去

未フォーマットのリムーバブルカートリッジやディスクを Retrospect で使用する際は、まず
Windows のエクスプローラかフォーマットユーティリティでディスクのフォーマットを行わなけれ
ばなりません。

MO、DVD-RAM、Zip、REV、SuperDisk などのリムーバブルカートリッジは、ドライブに付属
のソフトウェアでフォーマットしてください。

すべてのカートリッジについて、同一のフォーマット方式を使用することをお勧めします。

Windows の場合には、Retrospect がディスクを消去する際の時間を短縮するために、カートリッ
ジを NTFS ボリュームとしてフォーマットしてください。

リムーバブルディスクの内容を消去するには、Retrospect のナビゲーションバーの「設定」>「ボ
リューム」をクリックします。消去するディスクを選択し、ツールバーの「消去」ボタンをクリッ
クします。

リムーバブルディスク用のツールバーコマンド

「プロパティ」「プロパティ」は、リムーバブルディスクドライブについての情報を表示します。ディスクを挿入
した場合にも、「プロパティ」ウィンドウに情報が表示されます。情報には、それが Retrospect の
バックアップセットのメンバーであるかどうか、またそのフォーマットが含まれます。

「取り出し」「取り出し」は、指定したメディアをドライブから取り出します。

「消去」「消去」は、指定したディスクの内容を消去します。

ハードディスクドライブ

Retrospect では、バックアップ先として、ハードディスクをサポートしています。バックアップコ
ンピュータに直接つながれた内蔵および外付けハードディスクはもちろん、ネットワーク経由で共
有されているハードディスクでも可能です。Retrospect でハードディスクを使用するには、
Windows のエクスプローラからアクセスできる必要があります。ハードディスクとの通信には、
Retrospect のカスタムドライバではなく、ファイルシステムを使用します。

Retrospect で使用できるハードディスクを確認するには、「設定」>「ボリューム」をクリックし
ます。

バックアップデバイスとしての固定ハードディスクには、メディアを取り外して運用環境外で保管
したり、メディアのローテーションを行うことができないという欠点があります。バックアップ計
画に、安全で確実なバックアップを行う上での重要なポイントが記述されています。「ホットスワ
ップ可能」（電源を入れたまま取り外し可能）なドライブは、こうした問題について、より柔軟に
対応できます。

バックアップセットタイプの選択

ファイルバックアップセットとディスクバックアップセットの両方について、ハードディスクドラ
イブを宛先にすることができます。この 2 種類のバックアップセットには大きな違いがあり、次の
特長を持つディスクバックアップセットの方が、柔軟性とパフォーマンスに優れています。

▪ 複数のディスク（ネットワークボリュームを含む）にわたって作成できる。
▪ ディスクを自動的にグルーミングして、空き領域を確保するオプションがある。
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▪ NAS デバイスとサーバのバックアップのサポートが最適。
▪ 同じバックアップセットを、ある操作で宛先として使用すると同時に、別の操作の元ボリューム
としても使用できる。

さらに、ファイルバックアップセットには常に存在するファイルサイズの上限が、ディスクバック
アップセットにはありません。

ハードディスク上に保存した場合、ファイルバックアップセットとディスクバックアップセットの
両方とも、バックアップセットのデータファイル以外のファイルを保存およびアクセスすることが
できます。

使用するハードディスクの準備

ディスクをバックアップセットのメンバーとして追加する際には、前もってディスクを準備してお
くとよいでしょう。無人モードのスクリプト実行中に、ディスクバックアップセット用の追加のデ
ィスクが必要になると、バックアップセットに前もって追加されていたディスクが自動的に使用さ
れます。

ディスクをバックアップセットに追加するには、バックアップセットへのディスクの追加を参照し
てください。

ディスクグルーミング

ディスクバックアップセットのメンバーのディスクに空きがなくなる（または割り当てたディスク
領域がすべて消費される）と、Retrospect は通常、ファイルとフォルダのコピーを続行できるよう
に新しいディスクを要求します。

ここで、ディスクを取り替えずに処理を続行させることも可能です。Retrospect のグルーミングオ
プションを使用すれば、古いファイルとフォルダが削除され、新しいファイルとフォルダ用の空き
領域が確保されます。

ディスクグルーミングを有効にして、グルーミングのポリシーを指定する（またはRetrospect のポ
リシーを使用する）と、ディスクの空きが足りなくなったときに、ポリシーに基づいて古いファイ
ルとフォルダが自動的に削除されます。「バックアップセット作成」ウィザードでディスクグルー
ミングのオプションを設定する方法についての詳細は、ディスクバックアップセットのグルーミン
グオプションを参照してください。

グルーミングではファイルとフォルダが削除されますが、これらのファイルとフォルダを復元
することはできません。グルーミングを有効にする前に、重要性の高いファイルとフォルダを
保護するバックアップポリシーを、必ず作成してください。

ディスクバックアップセットのグルーミングポリシーは、いつでも必要に応じて変更したり、無効
化することができます。特定の時点以降のバックアップを保護する必要があるときには、該当する
バックアップをロックして、Retrospect によるグルーミングの対象から除外できます。また、ポリ
シーによってグルーミングされない特定のスナップショットを、バックアップセットから削除する
ために選択することもできます。詳しくは、「スナップショット」タブを参照してください。

グルーミングは、段階的バックアップの一部として効果的に利用できます。詳しくは、段階的バッ
クアップ計画を参照してください。

CHAPTER 4 • ハードウェア 43



テープドライブ

Retrospect は、ほとんどのテープドライブを、ソフトウェアの追加インストールなしでサポートし
ます。対応しているテープドライブの一覧については、 www.retrospect.com/jpを参照してくださ
い。

ハードディスクドライブ、リムーバブルディスクドライブ、CD/DVD ドライブなどのランダムアク
セスデバイスと異なり、テープドライブはシーケンシャルアクセスを採用しています。メディア上
にあるデータの位置を正確にとらえて読み出すことができないため、ディスクドライブなどのラン
ダムアクセスデバイスと比べ、アクセス速度が遅くなります。これは、音楽のカセットテープを早
送りして聞きたい曲を探すようなものです。

シーケンシャルアクセスのメディアは比較的安価で容量が大きく、データの転送レートが安定して
います。そのため、テープはバックアップに最適なメディアです。

Retrospect を使用してボリュームをテープにバックアップすると、テープの最初から最後までデー
タが順に書き込まれます。バックアップデータをテープに追加する場合は、直前のデータが終了し
た位置から、テープがなくなるまで追加されます。

テープをドライブに挿入しても、バックアップコンピュータや Retrospect は、マウントやドライブ
名への割り当てを行わないため、テープドライブが Windows のデスクトップに表示されることは
ありません。ディスクのように、テープをボリュームとしてマッピングする方法もありますが、前
に述べた性能上の問題があるため、標準バックアップには不向きです。Retrospect のシステムを使
用してテープでバックアップと復元を行う方がはるかに高性能で、効率や信頼性にも優れていま
す。

テープの容量

テープに保存できる実際のデータ量は、各種の要素によって変わります。特に、バックアップをと
るコンピュータと、テープドライブとの相対速度に大きく影響されます。

低速の元ボリューム（遅いコンピュータ、低速なハードディスク、ネットワーク上の共有ボリュー
ムなど）から高速のテープドライブにバックアップすると、テープの容量が少なくなります。元ボ
リュームのデータを、テープドライブと同じ速度で転送できないからです。これは、オーディオレ
コーダに口述録音するときのことを考えるとよくわかります。速く話せば多くの単語が録音できま
すが、ゆっくり話すと、同じだけの単語を録音するのにより長いテープが必要です。バックアップ
中にテープドライブへのデータが途切れた場合は、データの書き込みが中止されて、テープが適切
な位置まで送られて、正しい位置から書き込みが再開されます。テープを送るたびにテープの残り
容量が少しずつ減ります。また、何度も停止と送りを繰り返すとデバイスの消耗が激しくなりま
す。

テープメーカーが示す容量に満たないうちにテープが終わることがあります。テープドライブに
は、通常の使用量よりも多めの容量を表示しているものがあるからです。表示されている数値は、
ハードウェア圧縮機能を備えたテープドライブの「圧縮前のデータ量」です。圧縮率も、実際より
高く見積もられています。

圧縮
Retrospect と一部のテープドライブには、データ圧縮機能があります。これにより、保管されるデ
ータのサイズを小さくし、メディアスペースを節約することができます。圧縮によって実際にメデ
ィアの容量が増加するのではなく、ディスクやテープの容量は一定のままです。オリジナルのデー
タがメディアに書き込まれる前に、小さいサイズに圧縮されるので、テープにより多くのファイル
を保存することができます。
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ハードウェアデータ圧縮は、テープドライブに内蔵の極めて一般的な機能です。Retrospect は、可
能な限りテープドライブの圧縮機能（ハードウェア圧縮）を使用し、必要に合わせて自動的に
Retrospect の圧縮オプション（ソフトウェア圧縮）をオフにします。

これはソフトウェア圧縮よりもハードウェア圧縮の方が高速で行えるからです。

圧縮率は、バックアップするデータのタイプによって異なります。テキストファイルは圧縮率が高
く、アプリケーションファイルやシステムファイルは低くなります。通常、圧縮したデータは元の
サイズの 1/2 になります。

暗号化を使用すると、Retrospect はハードウェア圧縮を無効にします。暗号化したデータは、圧縮
率が低下するためです。暗号化と圧縮を同時に行う場合は、Retrospect のソフトウェア圧縮オプシ
ョンを利用してください。ソフトウェア圧縮では、暗号化する前にデータが圧縮されます。これは
ハードウェア圧縮にはない機能です。

テープドライブのメカニズム

多くの会社からテープドライブが発売されていますが、テープドライブの基本的なメカニズムを実
際に製造しているのは一部のメーカーです。一般的には、基本的なドライブ部分はメーカーから購
入して、ドライブのケースやパッケージ、サポートなどを独自に提供することで、自社の製品とし
て販売しています。

広く使用されているテープのメカニズムには、AIT、DAT、DLT、LTO/Ultrium、S-AIT、Travan、
VXA などがあります。いくつかのドライブメカニズムでは、自動交換式のテープライブラリが利用
できます。

AIT、DLT、LTO/Ultrium、S-AIT のような高速大容量のテープドライブには、高性能な環境が必要で
す。高速のコンピュータプロセッサで、最適な速度と容量が達成されます。性能面で最も重要な要
素は、元ボリュームの速度です。元ボリュームが遅い場合、ドライブは、追加のデータを待つ間、
テープの位置調整のため頻繁に停止しなければなりません。ドライブの位置調整が多いと、コピー
の性能は大幅に低下します。

テープへのバックアップでは、いったんディスクにバックアップした後、バックアップをテープに
転送する段階的バックアップで、全体的なパフォーマンスを向上できる場合があります。詳しく
は、段階的バックアップ計画を参照してください。

AIT

Advanced Intelligent Tape（AIT、AIT-2、AIT-3、AIT-4）を使用する 8mm テープドライブは、利用
可能なテープドライブのうちで最も高速な部類に入ります。これらのメカニズムは、最適な条件下
で使用すれば、圧縮されていない状態で 12 ～ 200 GB のデータを極めて高速に格納できます。

DAT

DAT ドライブは、Travan のようなエントリレベルのテープドライブと、DLT や AIT のようなハイ
エンド製品との中間に位置しています。4 mm 幅のテープを使用するコンパクト DAT カートリッジ
の容量には、2 GB（DDS-1）、4 GB（DDS-2）、12 GB（DDS-3）、20 GB（DDS-4）、36
GB（DAT 72）のものがあり、ファイルの圧縮率に応じて、容量はさらに大きくなります。速度の
範囲は、旧式の DDS-1 ドライブの毎分 6 MB から、新型の DAT 72 ドライブの毎分 150 MB にまで
及びます。
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DLT

DLT および Super DLT ドライブは、利用可能なテープドライブのうちで最も高速な部類に入りま
す。これらのメカニズムは、最適な条件下で使用すれば、極めて高い性能と、圧縮されていない状
態での 2.6 ～ 300 GB の容量を提供します。

LTO Ultrium

Ultrium テープドライブは、利用可能なもののうち、最も高速で容量の多い部類に入ります。
Ultrium フォーマットは、LTO（Linear Tape Open）コンソーシアムによって策定されたものです。
Ultrium-1 テープの容量は、圧縮していない状態で 100 GB です。Ultrium-2 テープの容量は、圧縮
していない状態で 200 GB です。Ultrium-3 テープの容量は、圧縮していない状態で 400 GB です。

S-AIT

Super AIT（S-AIT）ドライブは、利用可能なテープドライブのうちで最も容量の多い部類に入りま
す。S-AIT テープの容量は、圧縮していない状態で 500 GB です。

Travan

これらのテープドライブの容量は、使用するテープカートリッジに依存しており、圧縮していない
状態で 1.5、2、4、10、20 GB のいずれかです。Travan の「NS」（Network Series）ドライブに
は、ハードウェア圧縮機能があります。

VXA

VXA ドライブは、中小規模の環境向けに、信頼性が高く、比較的安価なテープ技術を提供します。
VXA 方式では、データをパケット化し、可変速度で動作して、1 回のパスでテープのデータを複数
回読み取ることができます。VXA-1 テープは、圧縮されていない状態のデータを 33 GB 格納できま
す。VXA-2 テープは、圧縮されていない状態のデータを 80GB 格納できます。

テープアラートのサポート

テープドライブとテープライブラリの多くはテープアラートメッセージをサポートしており、テー
プアラートメッセージを生成してハードウェアエラーを通知します。テープアラートメッセージに
は、次の 3 つの種類があります。

▪ 情報
▪ 警告
▪ 重要

Retrospect は、次の 3 通りの方法でテープアラートを出力します。

▪ エラーの概要を示すダイアログボックスを表示する。
▪ エラーを「アクティビティモニタ」の「イベント」タブに表示する詳しくは、「イベント」タブ
を参照してください。

▪ 操作ログにエラーを出力する詳しくは、操作ログの表示を参照してください。

これらの出力は、バックアップコンピュータからアクセス可能で、かつテープアラートをサポート
しているテープドライブやテープライブラリを対象に、有効/無効を切り替えることができます。
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ほとんどのテープドライブでは、Retrospect のテープアラート出力は標準で無効になってお
り、自動的に有効になることはありません。次に説明するように、手動で有効化する必要があ
ります。

テープアラートの有効/無効を切り替えるには、次の手順に従います。

1. ナビゲーションバーで「設定」>「デバイス」をクリックします。
2. 「状況」タブをクリックします。
3. テープドライブまたはテープライブラリを選択し、「記憶装置」ウィンドウのツールバーの「プロ

パティ」ボタン をクリックします。

4. 「テープアラート」ボタン をクリックしてテープアラートの有効/無効を切り替えます。

使用しているテープドライブがテープアラートをサポートしていない場合、このボタンは無効にな
っています。

選択結果に応じて、「プロパティ」ウィンドウの内容が更新されます。

WORM テープサポート

新しいコンプライアンス規制やその他の要因によって、多くのテープドライブやテープライブラリ
が現在、WORM（Write Once, Read Many）テープをサポートするようになっています。

▪ AIT
▪ S-AIT
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▪ LTO
▪ SuperDLT

Retrospect では、通常の SuperDLT の空きテープや未使用のテープを、Quantum の DLTIce 機能を
使って WORM テープに変換できます。

Retrospect では、WORM テープは特殊なアイコンで表示されるため、他のテープと容易に区別で

きます。通常のテープは青のテープアイコン ですが、WORM テープは黄色いアイコン で
す。

▪ WORM テープを使用する場合は、Retrospect の環境設定で「自動的に空のメディアを使用」を
必ずオフにしてください（この設定はデフォルトでオフになっています）。詳しくは、要求環境
設定を参照してください。

▪ WORM テープの使い方
▪ SuperDLT WORM テープの作成
WORM テープの使い方テープの使い方

WORM テープは、Retrospect での扱いが通常のテープとは異なるため、WORM テープバックアッ
プセットだけで使用することが Retrospect, Inc. 推奨されます。

「バックアップセット作成」ウィザードで新しいテープバックアップセットを作成する際に、
WORM テープバックアップセットの作成をチェックボックスで選択できます。詳しくは、新規バッ
クアップセットの作成を参照してください。

WORM テープバックアップセットは、バックアップウィザードでは作成できません。

Retrospect では、WORM テープバックアップセットは特殊なアイコンで表示されるため、他のテ
ープバックアップセットと容易に区別できます。通常のテープバックアップセットは青のテープア

イコン ですが、WORM テープバックアップセットは黄色いアイコン です。

WORM テープバックアップセットの扱いは、通常のテープバックアップセットとは異なります。ス
クリプトを使用した自動操作では、WORM テープバックアップセットは宛先として使用され、指定
された名前を持つ WORM テープにコピーされます。名前が一致する WORM テープが見つからな
い場合は、空の WORM テープだけが使用されます。Retrospect が空の通常のテープを、WORM テ
ープバックアップセットに自動的に追加することはありません。

同様に、通常のテープバックアップセットを宛先として使用する自動操作では、バックアップセッ
トに自動的に追加されるのは空の通常のテープに限られ、空の WORM テープが自動的に追加され
ることはありません。

メディア要求ウィンドウや「テープバックアップセットの選択にメンバーを追加」機能を使用すれ
ば、手動で WORM テープバックアップセットに通常のテープを追加したり、通常のテープバック
アップセットに WORM テープを追加することが可能です。

WORM テープは、通常のテープバックアップセットに追加しても、消去したり再利用すること
はできません。通常のテープは、WORM テープバックアップセットに追加しても、消去して再
利用することができます。
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SuperDLT WORM テープテープの作成の作成

DLTIce を備えた Quantum テープドライブには、未使用の SuperDLTtape II テープを WORM テー
プに変換する機能があります。Retrospect では、SuperDLT 600 以降の Quantum テープドライブ
で、この機能がサポートされています。

SuperDLT WORM テープを作成するには、次の手順に従います。

1. Retrospect のナビゲーションバーで「設定」>「デバイス」をクリックします。
2. 「状況」タブをクリックします。

3. テープを選択し、「記憶装置」ウィンドウのツールバーの「フォーマット」ボタン をクリック
します。

4. 「OK」をクリックします。
5. テープが WORM としてフォーマットされると、消去したり再利用することはできなくなります。
テープドライブのクリーニング

信頼できる性能を得るには、定期的なテープドライブのクリーニングが不可欠です。テープドライ
ブのトラブルや報告されるメディア不良の主な原因は、テープドライブのヘッドの汚れです。
Retrospect では、このような場合にエラー「エラー -206（ドライブの障害、ヘッドの汚れ、メディ
ア不良など）」を報告する場合があります。

ほとんどのテープドライブのクリーニングは、特別なテープクリーニングカートリッジを挿入する
だけで、ドライブが自動的に清掃されるという簡単なものです。ドライブのクリーニングについて
は、ドライブメーカーの説明書を参照してください。

お持ちのテープドライブの機能に応じて、様々なテープクリーニングオプションが利用できます。

Retrospect には、すべてのテープドライブに対して「クリーニング間隔」オプションがあります。
このオプションを使用するには、「設定」>「デバイス」をクリックして、「状況」タブでテープ
ドライブを選択し、ツールバーの「プロパティ」ボタンをクリックします。
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「プロパティ」ウィンドウのツールバーで「クリーニング間隔」ボタン をクリックし、クリー
ニングを行うまでのドライブの使用時間を入力します。

デフォルトでは、20 時間が入力されます。ドライブのメーカーが推奨するクリーニング間隔を入力
し、「OK」をクリックします。標準のテープドライブの場合、Retrospect によりログに注記が追
加され、20 時間（またはユーザが入力した時間）使用後の最初の終了時に、通知ダイアログボック
スが表示されます。終了しなければ、通知は表示されません。

バーコード読み取りをサポートするテープライブラリの場合、クリーニングテープ（クリーニング
バーコードラベル付き）をクリーニングスロットにロードすると、指定間隔でドライブが自動的に
クリーニングされます。バーコード読み取りをサポートしていないテープライブラリの場合、クリ
ーニングスロットを指定しクリーニングテープを挿入しておけば、自動的にドライブのクリーニン
グが行われます。テープライブラリの詳細については、テープライブラリを参照してください。

バーコードが付いたクリーニングテープの場合、クリーニングテープが何回使用されたかを
Retrospect に追跡調査させ、指定回数後に使用を停止することができます。

クリーニングカウントを指定するには、次のように行います。
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1. テープライブラリにバーコード付きクリーニングテープがロードされていることを確認した後、
「設定」>「デバイス」をクリックします。

「記憶装置」ウィンドウが表示されます。

2. クリーニングテープを選択して、ツールバーの「プロパティ」ボタンをクリックします。
3. 「クリーニングカウント」ボタンをクリックします。
4. 数字を入力して「OK」をクリックします。

あと何回クリーニングが可能かを確認するには、クリーニングテープの「プロパティ」をクリック
します。

テープの状態の表示

Retrospect を使用して、バックアップ用に使用するまたは今まで使用していたテープについての情
報を表示することができます。

テープの情報を表示する前に、使用するデバイスが「記憶装置」ウィンドウに表示されていること
を確認してください。目的のデバイスがウィンドウに表示されないときは、バックアップ機器の確
認を参照してください。

テープの状態を表示するには、次の手順に従います。

1. 「設定」>「デバイス」の順にクリックします。

「記憶装置」ウィンドウが表示されます。

2. ドライブにテープを挿入します。

テープがロードされると、「状況」タブにその状況が表示されます。
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「準備完了」「準備完了」は、メディアが Retrospect のデータを保存しているか、使用準備が整ったバックアッ
プセットのメンバーであることを示します。

「消去済み」「消去済み」は、メディアが空であることを示します。

「内容不明」「内容不明」は、データは入っていますが、有効な Retrospect のデータではないことを示します。
ハードウェア圧縮機能を備えていないドライブに、圧縮テープをセットした場合などに表示されま
す。別のバックアップソフトウェアで書き込まれたテープをセットした場合にも発生します。詳し
くは、メディアの内容が不明を参照してください。

「バージョンが違います」「バージョンが違います」は、挿入したテープが Retrospect によって Macintosh 用に書き込まれ
ている可能性があることを示します。Macintosh 版 Retrospect で書き込んだテープは、Windows
用 Retrospect では読み込むことができません。ドライブのファームウェアが、Retrospect によっ
てサポートされていないことを示している場合もあります。

「ライトプロテクト済み」「ライトプロテクト済み」は、テープがロックされていることを示します。

「ハードウェアエラー」「ハードウェアエラー」は、バックアップデバイスにエラーが発生したことを示します。

「アンロードされました」「アンロードされました」は通常、テープはドライブにセットされていますが、巻き戻されている
ことを示します。いったん取り出し、再セットしてください。

「使用中、ビジー」「使用中、ビジー」は、ドライブがビジー状態であることを示します。

「メディアがありません」「メディアがありません」は、テープがドライブにセットされていないことを示します。

使用するテープの準備

無人モードのスクリプト実行中に新規テープが必要になると、消去済みのテープか有効な名前を持
つテープが自動的に使用されます。あらかじめテープの内容を消去またはフォーマットして、すぐ
使えるように準備しておくとよいでしょう。

また、テープを Retrospect から要求される前に、バックアップセットに追加しておくこともできま
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す。単独のテープドライブの場合、追加できるテープは一度に 1 本です。テープライブラリの場合
は、複数のテープを選択して、それらをバックアップセットのメンバーとして、すべて一度に追加
できます。

テープをバックアップセットに追加するには、次の手順に従います。

1. 「記憶装置」ウィンドウで、追加するテープを選択します。

▪ 空のテープ、消去済みテープ、または「内容不明」のテープを選択します。既存のバックアップ
セットに属しているテープは追加できません。

2. 「記憶装置」ウィンドウのツールバーの「バックアップセットに追加」ボタン をクリックしま
す。

3. リストから「バックアップセット」を選択して、「追加」をクリックします。
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バックアップセットへの追加前に、テープの内容の消去が必要になることがあります。警告
が表示されたら「OK」をクリックしてください。テープの内容が消去されます。

「記憶装置」ウィンドウに、追加された各ファイルの名前とメンバーアイコンが表示されま
す。

テープをバックアップセットに追加する操作は、バックアップセットのプロパティウィンドウ
でも実行できます。詳しくは、バックアップセットへのテープの追加を参照してください。

テープドライブのツールバーコマンド

ツールバーで、テープドライブの使用に関係する次のコマンドを利用できます。

「プロパティ」「プロパティ」は、テープドライブについての情報を表示します。テープが挿入されている場合に
は、そのテープの情報も「プロパティ」ウィンドウに表示されます。表示される情報には、テープ
が Retrospect のバックアップセットのメンバーであるかどうか、テープのフォーマット、およびハ
ードウェア圧縮属設定が含まれます。「プロパティ」ウィンドウには、以下の 2 つのボタンがあり
ます。

▪ 「クリーニング間隔」ボタン ：詳しくは、テープドライブのクリーニングを参照してくだ
さい。
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▪ 「テープアラート」ボタン ：詳しくは、テープアラートのサポートを参照してください。

「取り出し」「取り出し」は、指定したテープをドライブから取り出します。

「テンション調整」「テンション調整」は、指定したテープの早送りと巻戻しを行って、テープの張りと位置が均等に
なるように調整します（一部のタイプのテープでは、実行中に自動調整されるため、このコマンド
を使って手動でテンションを調整することはできません）。長期間テープを使用しなかった場合
や、保管場所の温度や湿度が急激に変化した場合は、テープのテンションを調整してください。

「クリーニング」「クリーニング」は、テープライブラリを使用している場合のみ使用可能です。ドライブを選択し
て「クリーニング」をクリックすると、ライブラリはクリーニングテープをストレージスロットか
らドライブに移動し、クリーニングを開始します。これが完了すると、テープはストレージスロッ
トに戻されます。詳しくは、テープドライブのクリーニングを参照してください。

「消去」「消去」は、指定したテープの内容を消去します。一部のテープドライブについては、再利用する
メディアの調整も行われます。

「フォーマット」「フォーマット」は、選択された各テープを完全に再フォーマットします。この処理には、消去よ
り長い時間がかかります。テープドライブの種類によっては、このコマンドがサポートされていな
い場合もあります。Quantum の DLTIce 機能を備えたテープドライブでは、通常の空の（または未
使用の）SuperDLT テープを、「フォーマット」コマンドで WORM テープに変換できます。詳し
くは、SuperDLT WORM テープの作成を参照してください。

「バックアップセットに追加」「バックアップセットに追加」は、選択された各テープを、テープバックアップセットにメンバー
として追加します。詳しくは、使用するテープの準備を参照してください。

テープライブラリに対して、追加のコマンドを利用できます。詳しくは、テープライブラリのツー
ルバーコマンドを参照してください。

テープライブラリ

テープライブラリ（ローダー、オートチェンジャー、オートローダーと呼ばれる場合もあり）と
は、複数のテープカートリッジを保持するマガジン、つまり固定スロットを持ち、ドライブメカニ
ズムとの間で、テープを機械的な方法でやり取りするハードウェアユニットです。テープは、任意
の順に配列できます。自動バックアップの際にどのテープが必要かは、Retrospect が判断します。
テープライブラリは、大規模なネットワークバックアップの場合に有用です。テープが終了する
と、自動的にテープが交換されるので、ダウンタイムが短くてすむからです。1 つまたは複数のテ
ープドライブメカニズムを使用する、多くのテープライブラリが利用可能です。詳細については、
テープライブラリのマニュアルや、 www.retrospect.com/jpの Support & Hardware のセクション
を参照してください。

テープライブラリが利用可能なのは、適切なライセンスコードを持っている場合だけです。通
常、Retrospect Single Server、Retrospect Multi Server、および はテープライブラリをサポー
トしていますが、Retrospect Desktop はサポートしていません。

Retrospect はバーコード読み取りライブラリをサポートし、バーコード ID に基づいてテープカー
トリッジを管理します。テープのバーコードのほか、メディア要求のメンバー名（ある場合）、バ
ックアップセットのプロパティ、操作ログイベント、「ストレージ装置」ウインドウなどが表示さ
れます。Retrospect は CLN コードのクリーニングカートリッジを認識します。
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Retrospect は、ライブラリ内およびライブラリ間でカートリッジを移動させる複数のインポート-
エクスポートスロットをサポートします。インポート-エクスポートスロットは、「記憶装置」ウィ
ンドウに表示されます。インポート-エクスポートスロット間でテープをドラッグアンドドロップで
きます。

複数ドライブおよび高度テープサポートアドオンを備えたテープライブラリの場合、各ドライブを
同時に使用して複数の操作を実行することができます。詳しくは、複数の同時実行を参照してくだ
さい。

Retrospect とテープライブラリの動作

テープライブラリでバーコード読み取りがサポートされているかどうかによって、Retrospect とテ
ープライブラリの動作は異なります。

Retrospect はバーコード読み取りライブラリをサポートし、バーコード ID に基づいてテープカー
トリッジを管理します。テープのバーコードのほか、メディア要求のメンバー名（ある場合）、バ
ックアップセットのプロパティ、操作ログイベント、「ストレージ装置」ウインドウなどが表示さ
れます。さらに、Retrospect は CLN コードのクリーニングカートリッジを認識します。バーコー
ドのサポートによって、Retrospect はライブラリ内のストレージスロットを迅速にスキャンしてそ
の内容を判断することができます。

お持ちのライブラリがバーコード読み取りをサポートしていない場合、Retrospect はライブラリを
スキャンして各テープの名前を取得しなければなりません。ライブラリが各テープをテープドライ
ブに挿入すると、Retrospect はテープの名前と場所を追跡管理します。

Retrospect の起動時や、ライブラリのドアが開けられたり、マガジンが交換されたりした場合
には、ライブラリの内容が変更された可能性があるので、Retrospect は最新の状態を把握する
ために、スキャンを実行します。

バーコードをサポートしていないライブラリの場合、Retrospect では、ライブラリの次回のスキャ
ンを高速化する「ストレージスロットメモリ」と呼ばれる独特の機能が使用されます。Retrospect
の終了時ごとに、ライブラリ内のそれぞれのスロットとドライブの状態を記録して、この情報を、
設定ファイル内の 10 のテーブルの 1 つに保存します。この 10 のテーブルには、最新の 10 回分の
ライブラリのスキャン結果が保存されます。

保存されたライブラリテーブルは、以前の情報に基づく推測によって正しいテープを探し出すため
の手段と見なすことができます。この方式を使えば、ライブラリのマガジン内のテープの位置があ
まり変わらない場合、1 回でテープを見つけられる可能性が非常に高くなります。この方法で適切
なテープが見つからない場合、Retrospect はライブラリを再スキャンして、ライブラリテーブルを
最新状態に更新します。

テープライブラリの状態の表示

テープライブラリの状態を表示するには、ロード済みマガジンを挿入し（該当する場合）、「設
定」>「デバイス」をクリックして「記憶装置」ウィンドウを表示します。「状況」ウィンドウ内
のライブラリ、テープスロット（インポート-エクスポートスロットを含む）、ドライブの表示に注
目してください。

56 WINDOWS ユーザー ガイド



状態、場所、バーコードなど、ライブラリ、テープドライブ、各ストレージスロットについての情
報が表示されます。アイコンとその他の状態情報は、各スロットの内容を示します。

アイアイ
コンコン

ステーステー
タスタス
またはまたは
テープテープ
名名

コメントコメント

（空） スロットにはテープが入っていません。

（ドラ
イブ
内）

テープはドライブに移されたので、スロットは空です。これは、テープがど
のスロットからドライブに移されたかをライブラリがすでに認識しているの
で、確実です。

（不
明）

スロットは、Retrospect によってスキャンされていません。
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（緑
色の
アイ
コ
ン）

（クリ
ーニン
グテー
プ）

スロットは Retrospect によりクリーニングテープスロットして指定されてい
ます。クリーニングテープは、緑色のテープアイコンとして表示されます。

名前
Retrospect が最後にテープのスキャンを行ったときには、その名前の付いた
テープがスロット内にありましたが、それ以降スロットの内容が変化した可
能性があるため、確実ではありません。

（青
の
アイ
コ
ン）

名前

[バーコ
ード]

Retrospect が最後にテープのスキャンを行ったときに、その名前の付いたテ
ープがスロット内にありました。それ以降スロットの内容は変化していない
ので、確実です。

（赤
の
アイ
コ
ン）

名前
テープへの書き込み時にメディアエラーが発生しました。このテープは
Retrospect による自動実行（スクリプト）には使用されません。このテープ
を使用するには、手動で内容を消去する必要があります。

（黄
色の
アイ
コ
ン）

名前
このテープのフォーマットは WORM（Write Once, Read Many）です。詳し
くは、WORM テープサポートを参照してください。

テープライブラリの操作

「記憶装置」ウィンドウでテープのアイコンをドラッグアンドドロップすることにより、テープを
移動できます。マウスのポインタをテープのアイコン上に置きます。マウスのポインタが手の形に
なったら、テープをスロットから別のスロットへ、スロットからドライブへ、またはドライブから
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スロットへドラッグアンドドロップできます。スロット間で移動する場合は、複数のテープを移動
先として一度に選択できます。

連続している複数のテープを選択するには、Shift キーを押しながらクリックします。連続していな
いテープを選択するには、Control キーを押しながらクリックします。ライブラリを選択すると、
その中のすべてのテープが選択されます。同様に、マガジンを 1 つ以上選択すると、それらに挿入
されているすべてのテープが選択されます。

「テープライブラリのツールバーコマンド」 で説明するコマンドの多くは、複数のテープにも一括
して適用できます。

テープライブラリのツールバーコマンド

「記憶装置」ウィンドウの「状況」タブのツールバーには、テープライブラリ用のコマンドがあり
ます。

テープライブラリに含まれるテープドライブを選択すると、ツールバーには単独のテープドライブ
用のコマンド群が表示されます。詳しくは、テープドライブのツールバーコマンドを参照してくだ
さい。

「プロパティ」「プロパティ」は、選択されているライブラリの各種属性に関する情報（ライブラリに含まれるス
ロットの数、バーコードスキャンの有効/無効など）を表示します。「プロパティ」ウィンドウに
は、「マガジン表示」コマンドと「バーコードスキャンの無効化/有効化」コマンドを含むツールバ
ーも表示されます。

「マガジン表示」コマンドは、多数のスロットを持つライブラリで特に役立ちます。このコマンド
を使えば、スロット群をいくつかのグループに分け、「記憶装置」ウィンドウでの表示を見やすく

したり、スロット管理を容易にすることができます。「マガジン表示」ボタン をクリックし
て、1 つのグループに含めるスロットの最大数を指定すると、その値に基づいてライブラリ内の構
成が変更されます。たとえば、ライブラリに 60 個のスロットがある場合、マガジンあたりのスロ
ット数を最大 15 に指定すると、15 個のスロットを持つマガジンが 4 つ表示されます。ここで指定
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する個数は、スロットやマガジンの実際のグループでの個数に合わせる必要はありません。表示で
のみ用いるものです。

お持ちのテープライブラリがバーコード読み取りをサポートしている場合、Retrospect は自動でバ
ーコードデータを使用して「記憶装置」ウィンドウに表示される情報を生成します。「バーコード

スキャンの無効化/有効化」ボタン をクリックすると、バーコードのスキャンの有効/無効を切

り替えることができます。また、「バーコード情報を消去」ボタン をクリックすると、既知の
すべてのテープから、バーコード情報との関連付けが解除されます。この機能を使用するのは、
Retrospect で表示されるバーコード情報やテープ名が正しくないか、Retrospect, Inc. の
Retrospect テクニカルサポートから指示された場合だけに限定してください。

「バックアップセットに追加」「バックアップセットに追加」は、選択されたスロット内の各テープを、テープバックアップセッ
トにメンバーとして追加します。詳しくは、使用するテープの準備を参照してください。

「選択した項目をスキャン」「選択した項目をスキャン」は、ライブラリ内の選択したストレージスロットに対し、スロットの
各テープをドライブに移動して、テープの名前を読み取ります。お持ちのテープライブラリでバー
コードがサポートされる場合、このコマンドを使用する必要はありません。

「選択した項目を消去「選択した項目を消去...」」は、ライブラリ内の選択したストレージスロットのテープをすべて消去
します。

選択したスロットに WORM テープが挿入されている場合、そのテープは消去処理でスキップ
されます。

「選択した項目をドライブに移動「選択した項目をドライブに移動...」」は、選択したテープを、スロットからテープドライブに移動
します。

「すべてアンロード「すべてアンロード/マガジンの取り出し」マガジンの取り出し」は、ライブラリのドライブからテープを取り出し、スロ
ットに戻します。一部のライブラリでは、ライブラリのマガジンも取り出します。

「スロットのクリーニング」「スロットのクリーニング」は、選択したスロットをクリーニングスロットとして指定します。
Retrospect は、クリーニングスロットを、メディアの検索を行う際のスキャンの対象から外しま
す。お持ちのライブラリがバーコード読み取りをサポートしている場合、Retrospect は自動で CLN
コードのクリーニングテープを認識してそのスロットをクリーニング用に予約します。ドライブま
たはテープの「プロパティ」ウィンドウで、テープごとのクリーニング回数およびテープドライブ
のクリーニング頻度を指定できます。詳しくは、テープドライブのクリーニングを参照してくださ
い。

「エレメントの初期化」「エレメントの初期化」は、「エレメントステータスの初期化」コマンドをライブラリに送りま
す。このコマンドによって、ライブラリはすべてのエレメントのステータスを更新します。「記憶
装置」ウィンドウ内で報告される情報が実際のライブラリの状態と一致しない状況になった場合
に、このコマンドを使用します。

インポート-エクスポートのサポート

ライブラリの中には、ドアを開かなくてもライブラリに 1 本のテープを入れたり取り出したりでき
るようにするための、特別なポートを用意しているものもあります。Retrospect ではこれを、「イ
ンポート-エクスポートスロット」と呼んでいます。また、「メールスロット」、「I/E エレメン
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ト」、「コールスロット」と呼ばれる場合もあります。ライブラリにインポート-エクスポートスロ
ットが存在し、有効になっていれば、Retrospect はそれを、スロットのリストの最上部に独立した
スロットとして表示します。元ドライブや任意のスロットのテープを、インポート-エクスポートス
ロットにドラッグアンドドロップすれば、ライブラリは、選択されたテープをポートに移動しま
す。ポートにテープを入れると、Retrospect は、インポート-エクスポートスロットに「利用可能
なメディア」が存在する、と表示します。これはドラッグして、ライブラリ内の任意のスロットや
ドライブに移動することができます。

自動実行モードでは、Retrospect はインポート-エクスポートスロットのスキャンを行いません。
スクリプトによるバックアップなどの自動実行で使用するテープは、インポート-エクスポートスロ
ットには入れないでください。

テープライブラリメディア要求

基本操作や自動操作の場合、Retrospect はライブラリをスキャンし、適切なメディアを検索して、
必要なテープをロードします。新しいテープまたは消去されたテープが必要な場合、Retrospect
は、利用可能なものの中から最初のものをロードして、使用します。

使用するテープを検出できなかった場合は、メディア要求ウィンドウが表示されます。メディアを
挿入するまで操作は再開されません。

メディア要求中は、Retrospect がインポート-エクスポートスロットのスキャンを行いませ
ん。

テープライブラリメディア要求

Retrospect では、メディアの不具合は致命的なエラーです。メディアの不具合が検出されると、す
べての処理が停止します。

ただし、テープライブラリを使用している場合は、Retrospect の環境設定で「書き込みエラーが発
生したら自動的に新しいメディアを使用」を有効にすれば、すべての処理の停止を回避できます。
この機能が有効なときにメディアの不具合が検出されると、ライブラリ内で次に利用できるテープ
が検索され、それを使って処理が継続されます。詳しくは、ハンドリング環境設定を参照してくだ
さい。

Removable Storage マネージャ
Windows では Removable Storage マネージャによって、テープライブラリや他の記憶装置を、オ
ペレーティングシステム標準のバックアップユーティリティと組み合わせて管理することが可能で
す。

ところが、これは Retrospect による同じデバイスへのアクセスと競合するため、デフォルトでは、
Retrospect はデバイスをスキャンするときに、このサービスを停止します。サービスが停止する
と、Removable Storage マネージャを使うことはできません。Retrospect の メディアハンドリン
グ環境設定を使用して、Retrospect での Removable Storage マネージャの使用を制御します。

Retrospect と Removable Storage マネージャを同時に使用する

デバイスの管理を、Retrospect でではなく、そのまま Removable Storage サービスで行いたい場
合には、両方同時に使用できるように Retrospect と Removable Storage サービスを設定できま
す。
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まず、Retrospect が自動的に Removable Storage マネージャを停止しないよう設定する必要があ
ります。その後、Windows から、Retrospect 用のデバイスに対して Removable Storage マネージ
ャを無効にする必要があります。

Retrospect の環境設定を行うには、次のように行います。の環境設定を行うには、次のように行います。

1. ナビゲーションバーで、「設定」>「環境設定」をクリックします。
2. 「環境設定」リストボックスで、「メディア」>「メディアのハンドリング」を選択します。

3. 「Removable Storage Managerを停止」チェックボックスをオフにします。
4. 「OK」をクリックします。

Windows デバイスのプロパティを設定するには、次のように行います。

1. Windows のリムーバブル記憶域を開きます。
2. Retrospect 専用に使用する各デバイスで、デバイスを右クリックして「プロパティ」を選択しま
す。

3. 「全般」タブをクリックして、「ライブラリを有効にする」または「ドライブを有効にする」チェ
ックボックスをオフにします。
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ライブラリの場合には、ライブラリ自体と、そのドライブ（複数の場合あり）の両方を無効にしな
ければならないこともあります。

4. 「OK」をクリックし、管理コンソールを閉じます。

メディアの寿命と保存

メディアの寿命は、保存のしかたやメンテナンスによって大きく変わります。適切に保管されない
と、メディアが劣化し、メディアの精度やデータそのものが失われることがあります。

磁気メディアにとっては、湿気が大敵です。光学式メディアでは、歪みを引き起こす高温、傷の原
因となるほこりなどの汚れに注意してください。メディアは、高温・高湿になる場所、または日光
やヒーターの熱が直接当たる場所を避けて保管してください。温度変化の激しい場所も避けてくだ
さい。埃やタバコの煙が多い場所も、メディアを傷つける原因となります。

テープは、潤滑剤を使用している点で他のメディアとは異なっています。テープメディアには潤滑
剤が塗布されていますが、ドライブヘッドとの接触を繰り返しているうちに、潤滑剤が失われて、
エラーが発生しやすくなります。テープは数千回のパスに耐えられますが、1 度のテープ操作で
も、数回のパスが必要であることに注意してください。

メディアの保存に理想的な場所は、防火上安全で、温度と湿度が管理されている建物です。最低で
も、メディアは元の容器に入れて、キャビネットや机の中に保管しておいてください。

複数のバックアップ機器

Retrospect は動作中、適切なメディアが利用できるバックアップデバイスを検索しています。メデ
ィアが容量の限度に達したか、その他の理由で別のメディアを必要とする場合、Retrospect は利用
できるドライブを検索します。それで、夜間のバックアップなどでは、一方のドライブに最初に使
用するテープを入れておき、別のドライブに最初のテープが容量の限度に達してしまったときのた
めに空のテープを入れておくことができます。この場合のドライブには、2 つの Travan ドライブな
ど、類似のメカニズムを使用する必要があります。

Retrospect は、高度テープサポートアドオンによって、複数のドライブを同時に扱うことができま
す。テープドライブが 2 つある場合、またはテープライブラリに複数のドライブがある場合、両方
のドライブに同時にデータをバックアップできます（バックアップ元が別の場合）。詳しくは、複
数の同時実行を参照してください。

Network Attached Storage（NAS）デバイス
Retrospect では、様々な方法で NAS デバイスを利用できます。NAS デバイス上で Retrospect アプ
リケーションや Retrospect クライアントを実行できます。または、ディスクバックアップセットの
データの保存先として NAS デバイスを使用することができます。

NAS デバイスへのバックアップ

Retrospect では、ネットワーク上の他のボリュームと同じように NAS デバイスを利用できます。
Windows エクスプローラからこのデバイスにアクセスできる場合、宛先としてそのデバイスを使用
できます。

NAS デバイスをバックアップの宛先ストレージとして使用するには、ディスクバックアップセット
を作成し、そのメディアとして NAS ボリュームを選択します。
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Windows ベースの NAS デバイスのバックアップ

NAS デバイスに多量のデータを保存している場合、そのバックアップは欠かせません。NAS デバ
イスをネットワークボリュームとしてバックアップすることができます（Microsoft ネットワークボ
リュームを参照）が、これは最適な方法ではありません。

Retrospect, Inc. では、NAS 機器に Retrospect アプリケーションまたは Retrospect Client をインス
トールし、その後で Retrospect を使用してローカルまたはリモートでバックアップすることをお勧
めします。

Retrospect アプリケーションを実行するには、NAS デバイスに以下のものが必要です。

▪ Windows Server
▪ Retrospect Single Server または Retrospect Multi Server

Retrospect Client を実行するには、NAS デバイスに以下のものが必要です。

▪ Windows Server

さらに、NAS クライアントをバックアップするために、バックアップコンピュータで Retrospect
Multi Server または Retrospect Single Server（後者にはサーバクライアントライセンスが必須）を
動作させる必要があります。

Retrospect を実行するために必要な Windows ベースの NAS デバイスの設定

NAS デバイスに Retrospect をインストールして実行するには、Windows Terminal Services または
Remote Desktop を使用してリモートでデバイスをコントロールできなければなりません。

Retrospect をインストールするには、次の手順を実行します。

1. Terminal Services または Remote Desktop を使用して NAS デバイスに接続します。
2. NAS デバイスでバックアップ管理者アカウントを作成し、それに管理者権限を割り当てます。
3. 現在のアカウントからバックアップ管理者アカウントに切り替えます。
4. Retrospect インストーラを NAS デバイスにコピーします。
5. Retrospect をインストールします。

Retrospect を設定するには、次の手順を実行します。

1. Terminal Services または Remote Desktop を使用して NAS デバイスに接続します。
2. バックアップ管理者アカウントを使ってログインします。
3. Retrospect を起動します。

Retrospect の初回の起動時には、Retrospect の起動ウィザードが実行されます。

4. ユーザアカウント画面で「 Retrospect を常に特定ユーザで実行する」を選択し、ユーザ名、パスワ
ード、およびドメイン情報を入力します。
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このユーザには、すべてのネットワークリソース、およびアクセスする SQL/Exchange サーバに対
する管理者権限が必要です。

Retrospect のユーザアカウントとログイン情報の変更方法についての詳細は、セキュリティ環境設
定を参照してください。

5. 「OK」をクリックします。

バックアップ管理者アカウントで Retrospect を起動するためには、そのセッションが接続されてい
ない状態であっても、Retrospect の「セキュリティ」環境設定を修正する必要があります。

Retrospect の「セキュリティ」環境設定を修正するには、次のように行います。

1. NAS デバイスで Retrospect を起動します。
2. 「設定」>「環境設定」の順にクリックします。
3. 「実行」という見出しの下にある「セキュリティ」環境設定を選択します。
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4. 「ターミナルサービスセッションで Retrospect を起動」チェックボックスがオンであることを確認
します。

Retrospect を終了して再起動し、この変更を有効にします。

これで、NAS デバイスの Retrospect にアクセスする必要があるときには、バックアップ管理者ア
カウントにログインするだけでよくなります。

Terminal Services や Remote Desktop のサーバは、接続解除されたセッションがタイムアウトしな
いように設定する必要があります。

ユーザアカウントを設定するには、次のように行います。

5. 「コンピュータの管理」コントロールパネルで、ユーザを選択します。
6. バックアップ管理者アカウントの「プロパティ」を開きます。
7. 「セッション」タブをクリックし、「接続解除されたセッションを終了」リストボックスの「終了
しない」を選択します。

接続プロパティを設定するには、次のように行います。
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1. 「管理ツール」コントロールパネルを開きます。
2. ターミナル サービス構成コントロール パネルを起動します。
3. 「接続」を強調表示し、RDP-Tcp を右クリックして「プロパティ」を選択します。
4. 「セッション」タブをクリックし、「ユーザ設定を無効」ボックスにチェックマークがないことを
確認します。

Terminal Services セッションからログアウトすると、Retrospect を含めて実行中のすべてのアプリ
ケーションが終了します。Retrospect が実行中で、コントロールウィンドウを閉じたい場合には、
Terminal Services セッションから接続解除し、セッションは実行中のままにします。次に接続する
と、同じセッションが実行中になり、Retrospect には影響が及びません。

Retrospect Client を実行するために必要な Windows ベースの NAS デバイスの設定

NAS デバイスに Retrospect Client をインストールして実行するには、Windows Terminal Services
または Remote Desktop を使用してリモートでデバイスをコントロールできなければなりません。

Retrospect Client をインストールするには、次のように行います。

1. Terminal Services または Remote Desktop を使用して NAS デバイスに接続します。
2. NAS デバイスでバックアップ管理者アカウントを作成し、それに管理者権限を割り当てます。
3. 現在のアカウントからバックアップ管理者アカウントに切り替えます。
4. Retrospect Client インストーラを NAS デバイスにコピーします。
5. Retrospect Client をインストールします。

パスワードを忘れないように控えるなどして、NAS デバイスを再起動します。

これで、クライアントの操作で説明しているように、Retrospect から NAS デバイスにアクセスで
きます。

NAS デバイスのバインド

複数のネットワークインターフェイスがある NAS デバイスで Retrospect を実行している場合、
Retrospect をバインドして、バックアップクライアントの一部またはすべてに対して特定のインタ
ーフェイスを使用するようにすることでネットワークトラフィックを効率よく管理することができ
ます。

詳しくは、インターフェイスを参照してください。

複数のネットワークインタフェースを持つ NAS デバイスで Retrospect Client を実行している場合
は、Retrospect Client をバインドして特定のインタフェースを使用させることができます。
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Chapter 5

基本操作

▪ バックアップ
▪ アーカイブ
▪ 復元
▪ 複製
▪ バックアップセット転送
▪ スナップショット転送
▪ 基本操作の制御

基本操作とは、手動で開始してすぐに実行される操作のことです。基本操作の種類は、バックアッ
プ、アーカイブ、復元、複製、および2種類の転送です。この章では、これらの各操作について詳し
く説明します。

一時的なユーザで、バックアップする機会が少ない場合は、この基本操作で十分役に立ちます。し
かし、複数のボリュームを頻繁にバックアップするネットワーク管理者であるならば、タスクをス
クリプトで自動化したほうがよいでしょう。この章は、基本操作はもちろん、スクリプトによる自
動実行を行いたい方にとっても最適な Retrospect の入門セクションとなっています。

バックアップ

この項では、Retrospect による基本バックアップの実行方法を説明します。ここで説明するバック
アップ手順を習得すれば、どのようなファイルでも効率的にバックアップできるようになります。

Retrospect でファイルをバックアップする前に、バックアップ装置がコンピュータに正しく接続さ
れ、バックアップメディア（テープ、ディスク、または記録型 CD/DVD）に上書きされたら困る貴
重なデータが入っていないことを確認してください。

基本操作は 2 通りの方法で設定できます。1 つは Retrospect のバックアップウィザードで指示に従
いながら、手順を追って設定する方法、もう 1 つは高度な設定モードで、自分の判断に基づいて設
定する方法です。高度な設定モードでは、ウィザードにはないオプションが利用できます。詳しく
は、以下を参照してください。

▪ ウィザードモードでのバックアップ
▪ ウィザードモードから高度な設定モードへの切り替え
▪ 高度な設定モードでのバックアップ
▪ 高度な設定モードからウィザードモードへの切り替え

ウィザードモード、高度な設定モードのどちらでも、Retrospect による最初のバックアップ時に、
選択したすべてのファイルがバックアップされます。その後のバックアップでは、特に指定しない
限り、宛先バックアップセット内に存在しないファイル（前回のバックアップ以降に作成したファ
イルか、変更を加えたファイル）だけがバックアップされます。Retrospect では、これを
Progressive バックアップと呼んでいます。この方法では、頻繁にバックアップを行っても、バック
アップ時にコピーされるファイルが少なくてすむため、時間とメディアを節約できます。

ウィザードモードでのバックアップ

バックアップウィザードを使えば、基本バックアップ操作の設定と変更を、容易に行うことができ
ます。バックアップウィザードを開始するには、ナビゲーションバーの「バックアップ」をクリッ
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クして、「バックアップ」ボタンをクリックします。

Retrospect でバックアップをまだ実行していない（または以前にバックアップウィザードで基本バ
ックアップを設定したことがある）場合は、ここで「バックアップウィザードへようこそ」画面が
表示されます。

高度な設定モードの「バックアップの概要」画面が表示された場合は、「ウィザードモードへ切り
替える」をクリックしてください。

「ようこそ」画面「ようこそ」画面

バックアップを今回初めて設定する場合は、「次へ」をクリックしてバックアップウィザードでの
設定を続行します。高度な設定モードでバックアップを設定するには、「高度な設定モードに切り
替える」をクリックします。詳しくは、高度な設定モードでのバックアップを参照してください。

バックアップを以前に設定したことがあれば、「バックアップウィザードへようこそ」画面に現在
の設定が表示されます。詳しくは、バックアップ設定の編集を参照してください。

バックアップ対象の選択バックアップ対象の選択

バックアップ対象と記述内容が合致するオプションのボタンをクリックします。表示されるオプシ
ョンは、使用している Retrospect 製品の種類によってやや異なります。
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▪ 「ドキュメントと設定」（「ドキュメントと設定」（Retrospect Desktop のみ）のみ）は、Documents and Settings フォルダ
をバックアップします。このフォルダには、マイドキュメント、マイピクチャ、マイミュージッ
ク、お気に入り、デスクトップなど、ユーザ専用のフォルダが含まれています。

▪ 「マイコンピュータ」「マイコンピュータ」は、ローカルコンピュータをバックアップします。

▪ 「マイコンピュータとバックアップクライアント」「マイコンピュータとバックアップクライアント」は、ローカルコンピュータと、ログインして
いるすべての Retrospect クライアントコンピュータをバックアップします。

▪ 「クライアントのみバックアップ」「クライアントのみバックアップ」（Retrospect Desktop 以外）は、ログインしているすべて
の Retrospect クライアントコンピュータをバックアップします。

▪ 「選択」「選択」では、ローカルコンピュータ、ログインしている Retrospect クライアントコンピュー
タ、およびネットワークボリュームから、バックアップするドライブとフォルダを手動で選択で
きます。

Retrospect クライアントの追加クライアントの追加

「マイコンピュータとバックアップクライアント」または「クライアントのみバックアップ」を選
択すると、バックアップ時にログインしているすべての Retrospect クライアントコンピュータのデ
ータがバックアップされます。

Retrospect クライアントをログインするには「クライアントの追加」をクリックします。クライア
ントのインストール、設定、およびログインの詳細は、「ネットワーク接続クライアント」を参照
してください。

ドライブやフォルダの手動選択ドライブやフォルダの手動選択

「何をバックアップしますか?」画面で「選択」を選ぶと、バックアップするドライブやフォルダを
個別に選択できます。
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ドライブやフォルダを 1 つ選択すると、それまで選択していたドライブやフォルダが選択解除され
ます。前の選択を解除せずにドライブやフォルダを選択するには、Ctrl キーを押しながらクリック
します。Shift キーを押しながらクリックすると、既存の選択位置からクリックした位置までのすべ
てのドライブとフォルダが選択されます。

この画面のリストに含まれるあらゆるコンテナ（マイコンピュータ、マイ ネットワーク、バックア
ップクライアント、元ボリュームグループ）内のドライブとフォルダを選択できます。また、コン
テナ自体を選択することもできます。コンテナを選択すると、その内部のすべての項目がバックア
ップされます。

▪ Retrospect クライアントを「バックアップクライアント」コンテナに追加するには、「クライ
アントの追加」をクリックします。

▪ ネットワークボリュームを「マイネットワーク」コンテナに追加するには、「ネットワークボリ
ュームの追加」をクリックします。

▪ ドライブ内のフォルダを表示するには、ドライブを選択して「フォルダの表示」をクリックしま
す。

詳しくは、コンテナを参照してください。

バックアップするファイルの種類の選択バックアップするファイルの種類の選択

バックアップするファイルの種類に応じて、該当する各チェックボックスを選択します。すべての
チェックボックスを選択すると、すべてのファイル（キャッシュファイルを除く）がバックアップ
されます。

これらのオプションの一部は、Windows、Mac OS、Linux で動作が異なります。以下の説明で
は、これらのオプションを Windows コンピュータで使用する方法に焦点を当てています。そ
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の他のオペレーティングシステムで、これらのオプションを使用する方法については、組み込
みセレクタを参照してください。

▪ 「ドキュメントと設定」「ドキュメントと設定」は、Documents and Settings フォルダ内のファイルをバックアップし
ます。このフォルダ内には、各ユーザの「マイドキュメント」、「お気に入り」、「Application
Data」、「デスクトップ」などのフォルダがあります。

▪ Windows 9x システムの場合は、「ドキュメントと設定」を選択すると「Profiles」フォルダが
バックアップされます。

▪ 「オペレーティングシステムとアプリケーション」「オペレーティングシステムとアプリケーション」は、Windows フォルダやシステム状態など
のシステムファイルをバックアップします。また、アプリケーションファイル（「Program
Files」フォルダ内の項目を含む）、および元ボリュームの各所にある、既知のアプリケーション
拡張子（.exe、.dll など）を持つ各ファイルもバックアップします。

▪ 「オペレーティングシステムとアプリケーション」のバックアップを行わない選択をすると、
Retrospect はデフォルトの実行オプションのうちいくつかを変更します。Retrospect は「Back
Up System State」と「Back up folder security information for workstations」オプションの両方
をオフにします。詳しくはWindows システムオプションおよびWindows セキュリティオプショ
ンを参照してください。

▪ 「写真」「写真」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Pictures」フォルダにある
すべてのファイルをバックアップします。また、元ボリュームの各所にある、一般的な画像ファ
イル拡張子（.jpg など）を持つ各ファイルもバックアップします（「Windows」フォルダと
「Program Files」フォルダ内のファイルを除く）。

▪ 「音楽」「音楽」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Music」フォルダにあるす
べてのファイルをバックアップします。また、元ボリュームの各所にある、一般的な音楽ファイ
ル拡張子（.mp3 など）を持つ各ファイルもバックアップします（「Windows」フォルダと
「Program Files」フォルダ内のファイルを除く）。

▪ 「動画」「動画」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Videos」フォルダにあるす
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べてのファイルをバックアップします。また、元ボリュームの各所にある、一般的な動画ファイ
ル拡張子（.mov など）を持つ各ファイルもバックアップします（「Windows」フォルダと
「Program Files」フォルダ内のファイルを除く）。

▪ 「「Officeドキュメント」ドキュメント」は、元ボリュームの各所にある Microsoft Office 文書、Microsoft
Outlook データ、および Adobe PDF ファイルをバックアップします（「Windows」フォルダと
「Program Files」フォルダ内のファイルを除く）。

▪ 「その他すべてのファイル」「その他すべてのファイル」は、他のオプションで選択されない全ファイルをバックアップしま
す。

▪ 「ドキュメントと設定」および「オペレーティングシステムとアプリケーション」は、フォルダ
をバックアップする際には利用できません。

バックアップの宛先デバイスの選択バックアップの宛先デバイスの選択

バックアップは、テープドライブ、CD/DVD ドライブ、ハードドライブなど、Retrospect でサポー
トされているあらゆるデバイスに格納できます。以下のどちらかを選択します。

▪ テープ、CD、DVD
▪ ローカルコンピュータやネットワーク上のハードドライブ

テープ、CD、または DVD を使用する場合は、利用可能なデバイスが表示されます。バックアップ
先として使用するデバイスを選択して「次へ」をクリックします。

ハードドライブの場合は、ローカルの各ハードドライブと、「マイネットワーク」コンテナ内に一
覧されているネットワークボリュームが表示されます。

ネットワークボリュームを追加するには、「マイネットワーク」をダブルクリックし、追加するボ
リュームの位置まで移動してボリュームを選択し、「追加」ボタンをクリックします。そのボリュ
ームにログイン名とパスワードが必要な場合は、それらを入力して「OK」をクリックします。

ネットワークボリュームに対する権限を持ったユーザとしてログインするように Retrospect を
設定した場合、再びログインを要求されることはありません。詳しくは、セキュリティ環境設
定を参照してください。

ローカルドライブやネットワークボリューム上の特定のフォルダを指定するには、ドライブまたは
ボリュームを選択して「参照」ボタンをクリックします。バックアップするフォルダの位置まで移
動して「OK」をクリックします。

バックアップの実行タイミングの選択バックアップの実行タイミングの選択

ただちにバックアップを実行する場合は、「今すぐ」を選択します。

スケジュールに従って実行されるようにバックアップを設定する場合は、「後で」を選択します。

スケジュールに従って実行されるようにバックアップを設定する手順は、ウィザードモードでのバ
ックアップスクリプトの作成のバックアップの実行タイミングの選択以降で説明されています。

バックアップセットへの命名バックアップセットへの命名

バックアップセットとは、バックアップデータの格納先となる、1 つ以上のディスク、テープ、ま
たは CD/DVD ディスクのグループのことです。バックアップセット内の最初のメディアがデータで
いっぱいになると新しいメディアが要求され、新しいメディアがバックアップセットに新規メンバ
ーとして追加されます。
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バックアップセットの名前を入力します。デフォルトで表示される名前を使用することもできま
す。バックアップセットが作成済みであれば、「既存のものを使用」チェックボックスをチェック
して、リストボックスからバックアップセットを選択することもできます。

「既存のものを使用」チェックボックスは、既存のバックアップセットが存在する場合のみ表
示されます。

圧縮オプションの設定縮オプションの設定

このバックアップでソフトウェアデータ圧縮を有効にする場合は、「はい」ラジオボタンをクリッ
クします。
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ソフトウェアデータ圧縮では、ファイルを圧縮してからバックアップセットにコピーするので、バ
ックアップセットの容量を節約することができます。復元の実行時には自動的に解凍され、元の状
態に戻されます。

節約できる量は、圧縮するファイルのタイプによって異なります。テキストファイルは圧縮率が高
く、アプリケーションファイルやシステムファイルは低くなります。

バックアップセットへのバックアップと、バックアップセットからの復元は、ソフトウェアデータ
圧縮を使用すると、使用しない場合に比べて時間がかかります。

ハードウェア圧縮機能を持つテープデバイスにコピーする場合は、最適なパフォーマンスを得
るためにソフトウェア圧縮は自動的にオフになり、常にハードウェア圧縮が使用されます。

バックアップセットのセキュリティオプションの設定バックアップセットのセキュリティオプションの設定

この画面では、バックアップセットへのアクセスを制限するパスワードを指定できます。また、バ
ックアップセットのデータの暗号化を選択して、セキュリティをいっそう強固にすることもできま
す。

暗号化を使用すると、バックアップに要する時間が長くなります。
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「バックアップセットのセキュリティ」リストボックスからオプションを選択します。

▪ 「暗号化なし」「暗号化なし」：パスワードによる保護がバックアップセットに行われず、バックアップセット
のデータは暗号化されません。

▪ 「パスワードのみ」「パスワードのみ」：バックアップセットにパスワードによる保護が行われます。保存されたデ
ータは暗号化されません。

▪ 「「SimpleCrypt」」：パスワードによる保護に加え、Retrospect 独自の暗号化フォーマットによ
るバックアップセットデータの暗号化が行われます。

▪ 「「DES」」：パスワードにより保護され、データ暗号化標準に従ってバックアップセットデータが
暗号化されます。

▪ 「「AES-128」」：パスワードにより保護され、128 ビットのデータ暗号化標準（AES：Advanced
Encryption Standard）に従ってバックアップセットデータが暗号化されます。

▪ 「「AES-256」」：パスワードにより保護され、256 ビットのデータ暗号化標準（AES：Advanced
Encryption Standard）に従ってバックアップセットデータが暗号化されます。AES-256 は、セ
キュリティとパフォーマンスのバランスの点で最も優れています。

▪ バックアップセットに設定したパスワードや暗号化方式は変更できません。バックアップセット
に設定したパスワードを忘れてしまうと、そのバックアップセットにアクセスできなくなりま
す。

パスワードを設定し、一定の条件下でそのパスワードを Retrospect に記憶させたい場合には、「パ
スワードを記憶」リストボックスからオプションを選択します。

▪ 「アクセス用のパスワードはどれでも記憶する」「アクセス用のパスワードはどれでも記憶する」：基本操作と自動操作で使用されるパスワード
をすべて保存します。

▪ 「スクリプトでアクセスするときのパスワードを記憶する」「スクリプトでアクセスするときのパスワードを記憶する」（デフォルト）：自動操作で使用さ
れるパスワードだけを保存します。たとえば、このオプションを設定したバックアップセット
が、スクリプトによる夜間のバックアップの宛先である場合、手動でパスワードを入力する必要
はありません。
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▪ 「どのアクセス用のパスワードも記憶しない」「どのアクセス用のパスワードも記憶しない」：いかなる場合でも、バックアップセットにアク
セスするのに、パスワードを入力する必要があります。このオプションを設定したバックアップ
セットには、パスワードを入力せずにバックアップしたり、そのプロパティを表示したりするこ
とはできません。一度パスワードを入力した後は、Retrospect を終了し再起動するまでは、パ
スワードを再び入力する必要はありません。

▪ 「パスワードを記憶」の設定は、バックアップセットのプロパティを変更することによって、必
要に応じて変更できます。詳しくは、バックアップセットの設定を参照してください。

ハードドライブバックアップのグルーミングオプションハードドライブバックアップのグルーミングオプション

ハードドライブを宛先として使用する新しいディスクバックアップセットにバックアップする場
合、ハードドライブがいっぱいになったらどうするかを Retrospect に指示することができます。

ディスクバックアップセットのグルーミングポリシーは、いつでも必要に応じて変更したり、
無効化することができます。詳しくは、「オプション」タブを参照してください。

▪ 「新しいディスクを要求する」「新しいディスクを要求する」：バックアップドライブに空きがなくなると、残りのバックアッ
プの格納先として、別のハードドライブが要求されます。元のバックアップ先ハードドライブ上
のデータはすべて保持されます。

▪ 「最後の「最後の nバックアップだけを保持します」バックアップだけを保持します」：バックアップドライブに空きがなくなったとき
に保持されるバックアップの数を、元ボリュームごとに指定します。指定した数のバックアップ
が、新しいものから保持されます。それより古いすべてのバックアップがハードドライブから削
除され、バックアップデータ用の空き領域が確保されます。

▪ 「「Retrospectの定義済みポリシーに従って保持する」の定義済みポリシーに従って保持する」：バックアップドライブに空きがなくな
ると、Retrospect のグルーミングポリシーに従って古いバックアップが削除されます。
Retrospect のポリシーでは、少なくとも 2 つのバックアップが元ボリュームごとに保持されま
す（前回のバックアップ日とその前のバックアップ日の最終バックアップが、元ボリュームごと
に保持されます）。さらに、ディスクに十分な空きがあれば、先週の各曜日のバックアップと先
月の各週のバックアップ、および各月のバックアップがそれぞれ 1 つずつ、元ボリュームごと
に保持されます。

▪ グルーミングではファイルとフォルダが削除されますが、これらのファイルとフォルダを復元す
ることはできません。グルーミングを有効にする前に、重要性の高いファイルとフォルダを保護
するバックアップポリシーを、必ず作成してください。

テープドライブバックアップの置き換えオプションテープドライブバックアップの置き換えオプション

テープドライブへのバックアップでは、バックアップ先のテープバックアップセットを、バックア
ップの実行前に置き換えるように指定できます。置き換えを指定すると、バックアップセット内の
各テープを再利用できますが、それらのテープに記録されていたデータはすべて失われます。

テープバックアップセットを置き換える前に、その中の各テープのデータが他のメディアに保
管済みであるか、あるいは本当に消去してもかまわないことを確認してください。
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▪ 「いいえ、既存のバックアップデータを保持します。」「いいえ、既存のバックアップデータを保持します。」：バックアップセット内のすべての既存
データを保持する場合に選択します。同じバックアップセットへの前回のバックアップより後に
作成されたファイルと、変更されたファイルだけがバックアップされます。現在のテープメンバ
ーの空きがなくなると、新しいテープが要求されます。

▪ 「はい、上書きして構いません。」「はい、上書きして構いません。」：テープバックアップセットをバックアップの実行前に置き
換える場合に選択します。Retrospect で書き替えバックアップが実行されると、バックアップ
セットのカタログファイルの内容（もしあれば）が消去され、バックアップ済みファイルが 1
つもない状態にします。次に、バックアップセット内の先頭テープメンバーが検索され、それが
有効な場合は消去されます。先頭のメディアメンバーが利用不可能な場合は、利用できる新規ま
たは消去済みのテープが使われます。選択したすべてのファイルがバックアップされます。

▪ 高度な設定モードでは、書き替えバックアップ実行オプションを有効化することで、テープバッ
クアップセットを置き換えることができます。

テープバックアップセットへの基本バックアップでは、バックアップセットを最初に置き換えるか
どうかが、バックアップを開始するたびに尋ねられます。

バックアップ設定の確認バックアップ設定の確認

「バックアップの概要」画面には、ウィザードで指定したバックアップ設定が表示されます。
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▪ 「コピー元」「コピー元」には、バックアップするドライブやフォルダが一覧されます。

▪ 「選択」「選択」には、バックアップするファイルの種類が一覧されます。

▪ 「宛先」「宛先」には、データのコピー先となるバックアップセットの名前が表示されます。

▪ ウィザードで指定した一部のオプション（圧縮方式など）は、この概要画面には表示されません
が、実行されるバックアップには反映されます。

バックアップ設定を変更するには、「戻る」をクリックします。

バックアップを開始するには、「今すぐ開始」をクリックします。

バックアップのモニタリングバックアップのモニタリング

「今すぐ開始」をクリックするとバックアップウィザードが閉じ、アクティビティモニタが表示さ
れます。詳しくは、バックアップのモニタリングを参照してください。

バックアップ設定の編集バックアップ設定の編集

基本バックアップで指定した設定は、次回に変更するまでの間、Retrospect に記憶されています。
それらの設定を確認し、編集するには、ナビゲーションバーで「バックアップ」>「バックアッ
プ」を選択します。
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高度な設定モードの「バックアップの概要」画面が表示された場合は、「ウィザードモードに変
更」をクリックしてください。

設定を変更せずにバックアップを再実行するには、「今すぐ開始」をクリックします。

設定を編集するには、「この設定を変更」を選択して「次へ」をクリックします。ウィザードモー
ドでの設定の編集方法は、最初に設定したときの方法とほとんど同じです。詳しくは、ウィザード
モードでのバックアップを参照してください。

高度な設定モードで設定を編集するには、「高度な設定モードに切り替える」をクリックします。
詳しくは、ウィザードモードから高度な設定モードへの切り替えを参照してください。

この画面は、指定したショートカットキーを使って、Retrospect のシステムトレイアイコンか
ら表示することもできます。詳しくは、システムトレイアイコンを参照してください。

ウィザードモードから高度な設定モードへの切り替え

ウィザードモードに含まれていない詳細オプションを使用するには、「バックアップウィザードへ
ようこそ」画面で「高度な設定モードに切り替える」をクリックします。

バックアップが未設定の場合も、高度な設定モードでのバックアップで説明されている手順で、高
度な設定モードを利用できます。

バックアップをすでに設定している場合、その設定は Retrospect に記憶されており、高度な設定モ
ードの概要ウィンドウに表示されます。

▪ 高度な設定モードでは、ウィザードモードのすべてのオプションが利用できます。ウィザードか
ら高度な設定モードに切り替えると、これらのオプションの設定も、対応するオプションに直接
反映されます。
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高度な設定モードでのバックアップ

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できない、いくつかの強力なオプションがあり
ます。高度な設定モードに特有の機能は次のとおりです。

▪ より多くの組み込みセレクタ
▪ カスタムセレクタの作成と適用
▪ バックアップする個々のファイルのプレビューと選択
▪ ウィザードモードで利用できない多数のオプション

高度な設定モードで基本バックアップを設定するには、ナビゲーションバーの「バックアップ」を
クリックして、「バックアップ」ボタンをクリックします。

「バックアップウィザードへようこそ」画面が表示された場合は、「ウィザードモードへ切り替え
る」をクリックしてください。基本バックアップの概要ウィンドウが表示されます。

この画面でボタンをクリックして、元ボリューム、宛先、およびその他のバックアップオプション
を設定します。

元ボリュームの選択元ボリュームの選択

基本バックアップの概要ウィンドウで「元ボリューム」ボタンをクリックして、「ソース選択」ウ
ィンドウを表示します。
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内蔵ハードディスク、マウントされたリムーバブルディスクまたはハードディスク、ネットワーク
上でログインしているクライアントボリューム、接続されたファイルサーバからのネットワークボ
リュームなど、バックアップに利用できるすべてのボリュームがリスト表示されます。

SQL Server Agent や Exchange Agent のアドオンがある場合は、SQL や Exchange のサーバと
メールボックスもリスト表示されます。詳しくは「SQL Server Agent」および「Exchange
Server Agent」を参照してください。

ボリュームリストで、対象のボリュームをクリックして選択します。複数のボリュームのバックア
ップを行うには、2 つ目以降のボリュームを Shift キーか Ctrl キーを押しながらクリックします。

元ボリュームを選択したら「OK」をクリックして、基本バックアップの設定を続けます。「ソース
選択」ウィンドウが閉じ、「基本バックアップ」ウィンドウに戻ります。

バックアップセットの選択バックアップセットの選択

基本バックアップの概要ウィンドウで「宛先」ボタンをクリックして、「バックアップセット選
択」ウィンドウを表示します。このウィンドウには、利用可能なバックアップセットが表示されま
す。
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バックアップ先のバックアップセットを選択し、「OK」をクリックして、バックアップの設定を続
けます。「バックアップセットの選択」ウィンドウに何も表示されない場合、または表示されてい
るバックアップセットを使用しない場合は、「新規作成」をクリックして新規バックアップセット
を作成します。詳しくは、新規バックアップセットの作成を参照してください。

追加オプションの設定追加オプションの設定

バックアップする元ボリュームとバックアップ先の宛先バックアップセットの指定が終了したら、
基本バックアップの概要ウィンドウを使用して選択内容を確認し、追加オプションを設定します。
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内容を変更するには、以下の該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」「元ボリューム」では、元ボリュームの追加や削除を行います。

「宛先」「宛先」では、宛先として別のバックアップセットを選択します。

「選択」「選択」では、セレクタを選択し、バックアップするファイルおよびフォルダを選択する条件を指
定します。セレクタについては、セレクタの使い方を参照してください。デフォルトのセレクタは
「キャッシュ以外の全ファイル」で、バックアップする元ボリュームにある（キャッシュファイル
を除く）全ファイルにマークを付けます。

「プレビュー」「プレビュー」を選択すると、元ボリュームが検索され、元ボリュームのファイルが、バックアッ
プセットカタログ内のファイルのリストと照合されて、バックアップする必要のあるファイルが判
定されます。検索が完了すると、ブラウザウィンドウが表示され、そこにバックアップ対象として
マークされた元ボリューム内のファイルのリストが表示されます。このリストで、バックアップす
るファイルやフォルダにチェックマークを付けたり、解除することができます。

ブラウザについては、ブラウザで説明しています。ブラウザを閉じると、選択したファイルについ
て概要ウィンドウ内に表示されます。

「オプション」「オプション」を選択すると、「基本バックアップ：オプション」ウィンドウが表示されます。こ
のウィンドウでは、バックアップ動作を標準バックアップ、書き替えバックアップのどちらにする
か、ソフトウェアデータを圧縮するかどうかの指定や、検証方法の選択をすることができます。
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「追加選択」をクリックして、詳細なオプションにアクセスします。

バックアップの種類については、バックアップ動作を参照してください。オプションについての詳
細は、バックアップ実行オプションに記載されています。

バックアップの実行バックアップの実行

必要なすべての情報の指定が完了すると、基本バックアップの概要ウィンドウ上部に、「実行の準
備ができました」と表示されます。入力情報が不完全な場合には、「実行の準備ができていませ
ん」と表示されるので、その下に表示される指示に従って、情報の一部を変更してください。

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、この操作に使用する実行ユニ
ットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィンドウのコンボボックス
で選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照してください。

準備ができたら、「バックアップ」ボタンをクリックします。元ボリュームがスキャンされ、「ア
クティビティモニタ」ウィンドウが表示されます。

バックアップのモニタリングバックアップのモニタリング

アクティビティモニタには処理の進行状況と、宛先バックアップセットにコピーされているファイ
ルの名前が表示されます。「アクティビティモニタ」ウインドウには、バックアップの一時休止や
キャンセルができる「一時停止」ボタンと「中止」ボタンも表示されます。
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宛先バックアップセットにメンバーがない場合、またはバックアップ装置に正しいメディアがロー
ドされていない場合は、メディアを要求するウィンドウが表示されます。このウィンドウは、使用
するバックアップセットの種類によって若干異なります。
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ここで挿入するメディア内のファイルは削除され、復元できません。必ず空か不要なデータしか入
っていないテープ、リムーバブルディスク、記録型 CD/DVD を挿入してください。ウィンドウで新
しいメディアを選択して、「続ける」をクリックします。

実行が完了したら、「履歴」タブをクリックしてバックアップのパフォーマンスデータを表示しま
す。エラーが発生した場合、「エラー」ボタンをクリックすると詳細な情報が表示されます。操作
ログを表示するには、「ログ」ボタンをクリックします。

このログについては、操作ログの表示で説明しています。

バックアップ設定の編集バックアップ設定の編集

基本バックアップで指定した設定は、次回に変更するまでの間、Retrospect に記憶されています。
それらの設定を確認し、編集するには、ナビゲーションバーで「バックアップ」>「バックアッ
プ」を選択します。
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ウィザードモードのバックアップの概要画面が表示された場合は、「高度な設定モードに切り替え
る」をクリックしてください。

設定を変更せずにバックアップを再実行するには、「バックアップ」をクリックします。

設定を変更する場合は、元ボリューム、宛先、ファイル選択基準、およびその他のオプションを、
適切なボタンをクリックして変更します。高度な設定モードでの設定の編集方法は、最初に設定し
たときの方法とほとんど同じです。詳しくは、高度な設定モードでのバックアップを参照してくだ
さい。

ウィザードモードで設定を編集するには、「ウィザードモードに変更」をクリックします。詳しく
は、高度な設定モードからウィザードモードへの切り替えを参照してください。

バックアップスクリプトの作成バックアップスクリプトの作成

Retrospect のスクリプト作成機能を使ってバックアップとスケジュールを設定すれば、不在時（担
当者が帰宅する夜間など）に自動バックアップを行うことができます。

基本バックアップの概要ウィンドウで「スケジュール」ボタンをクリックし、基本バックアップ情
報と設定をスクリプトとして保存します。このスクリプトを使用すると、不在時にバックアップ操
作を、スケジュールに基づいて自動実行させることができます。

詳しくは、スクリプトのスケジュール作成を参照してください。

高度な設定モードからウィザードモードへの切り替え

基本バックアップの設定は、作成時と同じモードで編集することが Retrospect, Inc. 推奨されま
す。モードを切り替えることは可能ですが、ウィザードモードに存在しない高度なオプションが、

88 WINDOWS ユーザー ガイド



Retrospect でどのように扱われるかを理解しておくことが重要です。

高度な設定モードの概要ウィンドウで「ウィザードモードに変更」をクリックすれば、必要に応じ
て随時、ウィザードモードに戻ることができます。

高度な設定モードで設定を編集した場合は、モードの切り替え前に変更を保存するかどうかが尋ね
られます。

設定を変更していない場合は、ウィザードモードの「バックアップウィザードへようこそ」画面に
切り替わり、現在のバックアップ設定の概要が表示されます。

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できないオプションが含まれるため、ウィザー
ドモードへの切り替え時には、これらのオプションの設定を保持するか、あるいは破棄する必要が
あります。対象となる主なオプションは次のとおりです。

▪ セレクタ
▪ 実行オプション
▪ バックアップセット
▪ ファイルの手動選択
▪ 実行ユニット
セレクタセレクタ

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できない、いくつかの高度な組み込みセレクタ
があります。さらに、高度な設定モードでは、カスタムセレクタを作成し、使用することもできま
す。

ウィザードモードにないセレクタを選択した後、「ウィザードモードへ切り替える」をクリックす
ると、それらの高度なセレクタはそのまま保持され、バックアップの実行時に適用されます。

そのような場合、ウィザードモードの「複製ウィザードへようこそ」画面には、「選択」フィール
ドに（高度な設定モードで作成されました）というメッセージが表示されます。
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また、バックアップ設定を編集すると、「バックアップするファイルの種類は何ですか?」画面に、
新しいオプションが表示されます。

▪ 高度なセレクタを保持するには、「高度な設定モードの選択を保持」を選択します。
▪ 高度なセレクタを破棄して新しいセレクタを使用する場合は、「次を選択」を選択し、新しいオ
プションを選択します。
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実行オプション実行オプション

高度な設定モードには、検証やバックアップ動作など、ウィザードモードでは利用できない多数の
実行オプションがあります。

圧縮実行オプションはウィザードモード、高度な設定モードのどちらでも利用できます。この
オプションにどちらかのモードで変更を加えると、その変更は他のモードにも反映されます。

ウィザードモードにない実行オプションを選択した後、「ウィザードモードへ切り替える」をクリ
ックすると、それらの高度な実行オプションはそのまま保持され、バックアップの実行時に適用さ
れます。

ウィザードモードの「バックアップウィザードへようこそ」画面には、高度な実行オプション
がバックアップに含まれているかどうかは明示されません。高度な実行オプションの有無を調
べるには、いったん高度な設定モードに切り替えて、「オプション」の設定を確認する必要が
あります。

バックアップセットバックアップセット

高度な設定モードでは、ファイルバックアップセットを宛先として選択できます。ウィザードモー
ドでは、ファイルバックアップセットは利用できません。

ファイルバックアップセットは単独のファイルをバックアップする手段として最適ですが、それ以
外の用途にはディスクバックアップセットの方がより多くの利点があります。

ファイルバックアップセットを宛先として選択した後、「ウィザードモードへ切り替える」をクリ
ックすると、宛先の設定は破棄されます。

そのような場合、ウィザードモードの「バックアップウィザードへようこそ」画面には、「宛先」
フィールドに（宛先が選択されていません）というメッセージが表示されます。
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「次へ」をクリックすると、ウィザードによって宛先が破棄され、新しい宛先の選択が必要になり
ます。引き続きファイルバックアップセットを宛先として使用するには、「高度な設定モードに切
り替える」をクリックします。

ファイルの手動選択ファイルの手動選択

高度な設定モードでは、「プレビュー」ボタンをクリックして、バックアップするファイルやフォ
ルダを個別に選択できます。この操作を行うと、高度な設定モードの概要ウィンドウの「選択」フ
ィールドに「マニュアル選択」 というメッセージが表示されます。
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手動選択を行った後、「ウィザードモードに変更」をクリックすると、選択内容は破棄されます。
ウィザードモードでは、手動選択はいっさい不可能です。

実行ユニット実行ユニット

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品の場合、バックアップに使用する実行ユニット
を、高度な設定モードで指定できます。

特定の実行ユニット（「任意の実行ユニット」以外）を選択して「ウィザードモードへ切り替え
る」をクリックすると、実行ユニットの情報はそのまま保持され、選択した実行ユニットがバック
アップ時に使用されます。

ウィザードモードの「バックアップウィザードへようこそ」画面には、特定の実行ユニットが
選択されているかどうかは明示されません。特定の実行ユニットが選択されているかどうかを
調べるには、いったん高度な設定モードに切り替えて設定を確認する必要があります。

アーカイブ

アーカイブ操作では、オフラインでの保管を目的として、使用しているボリュームからバックアッ
プセットにファイルをコピーできます。アーカイブ操作をセットアップするには、最初にナビゲー
ションバーの「ツール」をクリックし、次に「ファイルをアーカイブ」をクリックします。アーカ
イブの概要ウィンドウが表示されます。
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バックアップの場合と同様、アーカイブも次の 3 つの基本的なステップを通じて実行します。

▪ アーカイブの元ボリュームを選択する
▪ ファイルの保存先となるバックアップセットを選択する（またはバックアップセットを新規に作
成する）

▪ アーカイブを実行する
▪ アーカイブに関するその他の情報については、アーカイブに関するヒントを参照してください。
元ボリュームの選択

アーカイブの概要ウィンドウで「元ボリューム」ボタンをクリックし、「ソース選択」ウィンドウ
を表示します。
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内蔵ハードディスク、マウントされたリムーバブルディスクまたはハードディスク、ネットワーク
上でログインしているクライアントボリューム、接続されたファイルサーバからのネットワークボ
リュームなど、アーカイブ可能なすべてのボリュームがリスト表示されます。

SQL や Exchange のデータベース、および Exchange のメールボックスとパブリックフォルダ
はアーカイブの対象外です。

ボリュームリストで、対象のボリュームをクリックして選択します。複数のボリュームのアーカイ
ブを行うには、2 つ目以降のボリュームを Shift キーか Ctrl キーを押しながらクリックします。

元ボリュームを選択したら「OK」をクリックして、基本アーカイブの設定を続けます。「ソース選
択」ウィンドウが閉じ、「アーカイブの概要」ウィンドウに戻ります。

バックアップセットの選択

「アーカイブの概要」ウィンドウで「宛先」ボタンをクリックして、「バックアップセット選択」
ウィンドウを表示します。このウィンドウには、利用可能なバックアップセットが表示されます。
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宛先として使用するバックアップセットを選択し、「OK」をクリックして、アーカイブの設定を続
けます。「バックアップセットの選択」ウィンドウに何も表示されない場合、または表示されてい
るバックアップセットを使用しない場合には、新規バックアップセットを作成します。詳しくは、
新規バックアップセットの作成を参照してください。

グルーミングが有効なディスクバックアップセットは、アーカイブの宛先として選択しないで
ください。グルーミングでは古いスナップショットを削除して新しいスナップショット用の空
きが確保されるため、永続的な保管先としてのアーカイブの目的に合致しません。

追加オプションの設定

アーカイブの元ボリュームと宛先バックアップセットの指定が終了したら、アーカイブの概要ウィ
ンドウを使用して選択内容を確認し、追加オプションを設定します。
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内容を変更するには、以下の該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」「元ボリューム」では、元ボリュームの追加や削除を行います。

「宛先」「宛先」では、宛先として別のバックアップセットを選択します。

「選択」「選択」では、セレクタを選択します。セレクタは、アーカイブの対象となるファイルやフォルダ
を選択するための、一種のフィルタです。セレクタについては、セレクタの使い方を参照してくだ
さい。デフォルトのセレクタは「すべてのファイル」で、アーカイブする元ボリュームの全ファイ
ルにマークを付けます。

「プレビュー」「プレビュー」では、指定された 1 つ以上のアーカイブの元ボリュームがスキャンされ、元ボリュ
ーム上のファイルを一覧したブラウザウィンドウが開きます。このウィンドウでマーク付けやマー
クの解除を行えば、アーカイブ対象となるファイルやフォルダを個別に指定できます。

バックアップの場合とは異なり、アーカイブのデフォルトでは、元ボリュームと宛先ボリュー
ムは一致しません。すなわち、宛先バックアップセット内のファイルとソースファイルの比較
は行われません。したがって、宛先バックアップセット内に同じファイルが存在するかどうか
に関係なく、指定された全ファイルがコピーされます。この場合、アーカイブの整合性が維持
される代わりに、効率は落ちることになります。

ブラウザについては、ブラウザで説明しています。ブラウザを閉じると、選択したファイルについ
て概要ウィンドウ内に表示されます。

「オプション」「オプション」をクリックすると、基本オプションウィンドウが表示されます。このウィンドウで
は、検証、ソフトウェアデータ圧縮、およびファイル移動の各オプションを設定できます。
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「ファイルを移動」オプションを有効にすると、宛先にファイルをコピーし、コピー結果の検証が
行われた後、元ボリューム側のファイルが削除されます。このオプションを利用すると、オリジナ
ルファイルを宛先にコピーした後で、元ボリュームからファイルが削除され、ボリューム上のスペ
ースが開放されます。

「ファイルを移動」オプションを使用する前に、コピーだけして別のバックアップセットにアーカ
イブします。こうすれば、一方のバックアップセットが使用できなくなっても適正に対処すること
ができます。

検証とソフトウェアデータ圧縮のオプションについては、バックアップ実行オプションで詳しく説
明しています。

「追加選択」をクリックして、詳細なオプションにアクセスします。これらのオプションの詳細
は、実行オプションを参照してください。

アーカイブオプションの使用方法の詳細については、アーカイブに関するヒントを参照してく
ださい。

アーカイブの実行

必要なすべての情報の指定が完了すると、アーカイブの概要ウィンドウ上部に「実行の準備ができ
ました」というメッセージが表示されます。入力情報が不完全な場合には、「実行の準備ができて
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いません」と表示されるので、その下に表示される指示に従って、情報の一部を変更してくださ
い。

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、この操作に使用する実行ユニ
ットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィンドウのコンボボックス
で選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照してください。

準備ができたら、「アーカイブ」ボタンをクリックします。元ボリュームがスキャンされ、「アク
ティビティモニタ」ウィンドウが表示されます。

この時点以降のアーカイブの動作は、バックアップ時とほぼ同じです。詳しくは、バックアップの
実行を参照してください。

アーカイブスクリプトの作成

アーカイブの概要ウィンドウがアクティブな状態のときに、「スケジュール」ボタンをクリックし
て、アーカイブ情報とその設定内容をスクリプトとして保存することができます。

詳しくは、「スクリプトによる自動実行」を参照してください。

アーカイブに関するヒント

メディアメディア：長期間の計画を立てます。複数のバックアップセットにアーカイブを行い、アーカイブ
されたデータのコピーをオフサイトに保持します。つねにメーカーのガイドラインに従って、メデ
ィアを保管してください。詳しくは、メディアの寿命と保存を参照してください。

保管に万全を期するため、定期的に新しいメディアへデータを転送してください。また、次に使用
するバックアップデバイスが旧モデルの機能をサポートしていない場合があるので、ハードウェア
圧縮などのデバイス専用のオプションは使用しないでください。

計画計画：アーカイブシステムを定義し、毎回それに従います。指定したフォルダ内のファイル、また
は指定期間内に変更を加えたファイルだけをアーカイブしてください。また、データを指定場所に
移動することによって、何をアーカイブするかをユーザに決めてもらってください。データをアー
カイブするときは、何が削除されたかを必ずユーザに通知してください。

「ファイルを移動」オプション（コピーの後に削除）を使用する前に、コピーだけして別のバック
アップセットにアーカイブします。こうすれば、一方のバックアップセットが使用できなくなって
も適正に対処することができます。アーカイブメディアが 1 つしかないと、それが紛失または破損
した場合に、データもすべて失うことになります。アーカイブメディアには再利用やグルーミング
は試みず、紛失、破損しないようにしてください。

検証検証：つねに検証を使用します。検証を使用しないで、アーカイブ時にハードウェア上の問題が発
生した場合は、データがメディアに正しくコピーされない可能性があります。「ファイルを移動」
オプションを使用してアーカイブする場合、メディア検証ではなく、Thorough 検証を使用する必
要があります。

オンラインアーカイブオンラインアーカイブ：データをオンライン状態に維持したままアーカイブするには、ハードディ
スク上でディスクバックアップセットに圧縮します。この方法を使えば、データはオンラインに維
持され、ハードディスクの消費量も抑制できます。

グルーミンググルーミング：グルーミングが有効なバックアップセットは、アーカイブの宛先として選択しない
でください。グルーミングでは古いスナップショットを削除して新しいスナップショット用の空き
が確保されるため、永続的な保管先としてのアーカイブの目的に合致しません。
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復元

Retrospect では、最新のバックアップ（またはそれ以前のバックアップ）からディスク全体を復元
したり、選択したファイルやフォルダを復元することができます。選択したファイルとフォルダ、
ボリューム全体、またはシステム状態とレジストリだけの復元が可能です。復元する対象は、バッ
クアップセットのスナップショットを選択するか、1 つ以上のバックアップセットで、指定した基
準に合致するファイルを検索して指定します。この項では、これらの 2 つの方法によるファイルの
復元について説明します。

データの消失が発生し、データ復元に必要なコンピュータ環境が利用不可能な場合は、「障害発生
時の復旧」を参照してください。さまざまな状況の概説と復元方法が記載されています。

オープンファイルバックアップを使ってバックアップされたファイルを復元するには、宛先ボ
リュームで開かれたファイルを使用しているアプリケーションを閉じるか、停止してくださ
い。

SQL データベースの復元方法、または Exchange メールボックスやデータベースの復元方法につい
ては、「SQL Server Agent」および「Exchange Server Agent」を参照してください。

スナップショット

Retrospect ではスナップショットによって、ボリューム全体や選択したファイルを、特定の日時の
状態に容易に復元できます。スナップショットは、特定の時点におけるボリューム内容を写し取っ
た写真のようなものです。これには、ボリュームのすべてのファイルおよびフォルダの一覧とそれ
らのバックアップ時のセッションが含まれています。ボリュームをバックアップするたびに、バッ
クアップセットカタログ内のスナップショットが更新され、バックアップメディアにもスナップシ
ョットが追加されます。

ボリューム全体の復元に必要な操作は、復元するスナップショットの選択だけです。バックアップ
したセッションの違いに関係なく、必要なファイルが Retrospect によって自動的に検索され、取り
込まれます。スナップショットを使えば、各セッションの差分バックアップを特定の順序で復元す
る必要はありません。メディア内にある必要な差分バックアップ群が一度の操作で処理され、バッ
クアップセットからファイルが復元されます。

スナップショットからは、ファイル単位の復元も可能です。特定の時点でボリューム内にあったフ
ァイルが分かっている場合、それらのファイルは簡単に復元できます。復元するファイルがどのス
ナップショット、あるいはどのバックアップセットに含まれているか分からない場合でも、検索基
準を定義して見つけ出すことができます。詳しくは、検索による復元を参照してください。

スナップショットによる復元は、ウィザードモード、高度な設定モードのどちらでも実行できま
す。

ウィザードモードでの復元

復元ウィザードを使えば、基本復元操作の設定と変更を、容易に行うことができます。復元ウィザ
ードを開始するには、ナビゲーションバーの「復元」をクリックして、「復元」ボタンをクリック
します。

復元ウィザードの「ようこそ」画面が表示されます。
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「ようこそ」画面「ようこそ」画面

ナビゲーションバーで「復元」>「復元」を選択すると、常に復元ウィザードが開きます。復元ウ
ィザードでの設定に進むには、「次へ」をクリックします。

高度な設定モードで復元を設定するには、「高度な設定モードに切り替える」をクリックします。
詳しくは、高度な設定モードでの復元を参照してください。

バックアップセットの選択バックアップセットの選択

復元するファイルを含むバックアップセットを選択して「次へ」をクリックします。
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「バックアップセット」リストに、既存の全バックアップセットの名前が一覧されます。このリス
トには、各バックアップセットの前回の変更日時の情報も示されます。バックアップセットの名前
の横には、バックアップセットのタイプ（ディスク、テープなど）を示すアイコンがあります。

復元するファイルを含むバックアップセットが表示されない場合は、「他のバックアップセット」
をクリックします。さらに、対象のバックアップセットのカタログファイルの場所（デフォルトで
は My Documents¥Retrospect Catalog Files）まで移動して、バックアップセットを選択し、「開
く」をクリックします。

バックアップセットのカタログファイルが見つからない場合は、「再作成」をクリックして、バッ
クアップメディアからカタログファイルを再作成します。詳しくは、カタログの再作成またはファ
イルバックアップセットの修復を参照してください。

スナップショットの選択スナップショットの選択

復元するファイルを含むスナップショットを選択して「次へ」をクリックします。
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「スナップショット」リストには、選択したバックアップセットのアクティブな全スナップショッ
トの名前が一覧されます。このリストには、各スナップショットの作成日時の情報も示されます。
スナップショットの名前の横には、バックアップの対象（ディスク、フォルダなど）を示すアイコ
ンがあります。

必要なスナップショットがリストに表示されていない場合は、「他のスナップショット」をクリッ
クすれば、バックアップセット内のすべてのスナップショットのリストが表示されます。

「他のスナップショット」を使用するのは、主に最新のバックアップ以外からファイルを復元する
場合です。

「スナップショットの取り込み」ウィンドウでスナップショットを選択し、「取り込み」をクリッ
クします。バックアップセットのメディアから古いスナップショットも取り込まれるため、それら
のスナップショットを格納したメディアをバックアップドライブに挿入するように要求される場合
があります。

すでに使用できる「スナップショット」を選択すると、「取り込み」ボタンは無効になりま
す。

宛先の選択宛先の選択

ファイルは元の場所、それ以外の新しい場所のどちらにも復元できます。
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「元の場所」オプションは、その場所が現時点でも存在しており、かつ Retrospect でアクセス
できる場合のみ利用可能です。

新しい場所に復元するには「新しい場所」を選択し、宛先ボリュームを指定します。ドライブやフ
ォルダを 1 つ選択すると、それまで選択していたドライブやフォルダが選択解除されます。この画
面のリストに含まれるあらゆるコンテナ（マイコンピュータ、マイ ネットワーク、バックアップク
ライアント、元ボリュームグループ）内のドライブとフォルダを選択できます。

▪ Retrospect クライアントを「バックアップクライアント」コンテナに追加するには、「クライ
アントの追加」をクリックします。

▪ ネットワークボリュームを「マイネットワーク」コンテナに追加するには、「マイネットワー
ク」をクリックします。

▪ ドライブ内のフォルダを表示するには、ドライブを選択して「フォルダの追加」をクリックしま
す。

▪ 「マイネットワーク」ボタンと「マイネットワーク」コンテナは、スナップショットにシステム
全体のバックアップが含まれている場合には表示されません。

復元の種類の選択復元の種類の選択

この画面には、復元ウィザードで選択した内容に基づいて、以下のオプションのいくつかが表示さ
れます。

▪ 「ファイルとフォルダを復元する」「ファイルとフォルダを復元する」：指定した場所に復元するファイルを選択します。

▪ 「すべての内容を復元し、その他の内容はすべて削除する」「すべての内容を復元し、その他の内容はすべて削除する」は、宛先ボリュームの既存ファイル
をすべて削除して、その場所にスナップショット内の全ファイルを復元します。

▪ 「すべての内容をロールバックする」「すべての内容をロールバックする」は、宛先ボリュームの既存ファイルをすべて削除して、そ
の場所にスナップショット内の全ファイルを復元します。レジストリとシステム状態情報もスナ
ップショットから復元されます。
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▪ 「レジストリとシステム状態をロールバックする」「レジストリとシステム状態をロールバックする」では、スナップショットからファイルを復元
せず、宛先ボリュームのファイルもいっさい削除しません。このオプションでは、レジストリと
システム状態情報のみがスナップショットから復元されます。

いずれかのオプションを選択して「次へ」をクリックします。

復元するファイルの選択復元するファイルの選択

この画面に表示されるオプションは、ウィザードの直前の画面で選択した内容によって異なりま
す。

「ファイルとフォルダを復元する」を選択した場合は、「ファイルの選択」をクリックすると、ス
ナップショットから復元可能なファイルのリストが表示されます。復元する各ファイルを、その横
にあるチェックボックスをチェックして選択します（デフォルトでは全ファイルが選択されていま
す）。フォルダのチェックボックスをチェックすると、その中のすべてのファイルが選択されま
す。

「すべての内容を復元し、その他の内容はすべて削除する」または「すべての内容をロールバック
する」を選択した場合は、すべてのファイルが選択されます。「ファイルのプレビュー」をクリッ
クすると、スナップショットから復元されるファイルのリストが表示されます。復元不要なファイ
ルがあれば、その横にあるチェックボックスのチェックを外してください。フォルダのチェックボ
ックスのチェックを外すと、その中の全ファイルのチェックボックスもオフになります。

同一同一 ファイルファイルのの処理理
復元対象として選択したファイルと同じファイルが宛先ボリュームに存在する場合に、バックアッ
プセットのスナップファイルから復元したファイルで、既存の同じファイルを置き換えるかどうか
を指定できます。

▪ 「置き換えない」「置き換えない」は、宛先ボリュームの既存ファイルをそのまま残します。このオプションで
は、スナップショットから選択したファイルのうち、宛先ボリュームに存在しないすべてのファ
イルが復元されます。宛先ボリュームの既存ファイルはいっさい上書きされません。このオプシ
ョンを使えば、スナップショットの作成後に変更したファイルが、復元された古いバージョンで
上書きされる事態を、確実に回避できます。

▪ 「バックアップセットのファイルの方が新しい場合のみ」「バックアップセットのファイルの方が新しい場合のみ」は、スナップショットのファイルが新
しい場合のみ、宛先ボリューム上のファイルを、スナップショットから選択した同一のファイル
で置き換えます。このオプションを選択すると、スナップショットから選択したファイルのう
ち、宛先ボリュームに存在しないファイルと、宛先ボリューム上の同一ファイルより新しいファ
イルが復元されます。

▪ 「常に置き換える」「常に置き換える」は、宛先ボリュームにある同一のファイルを、スナップショットから選択し
たファイルで常に置き換えます。このオプションでは、スナップショットから選択したすべての
ファイルが復元され、宛先ボリュームにある同一のファイルは上書きされます。宛先ボリューム
のファイルは、スナップショットにある同一のファイルより古いかどうかに関係なく、後者のフ
ァイルで置き換えられます。このオプションは、スナップショットの作成後にファイルが壊れた
場合に、そのファイルの古いバージョンを復元する手段として、最も役立ちます。

復元設定の確認復元設定の確認

「復元の概要」画面には、ウィザードで指定した復元設定が表示されます。
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▪ 「復元」「復元」には、復元されるファイル数が表示されます。

▪ 「復元元」「復元元」には、スナップショットのボリューム名と作成日時、およびスナップショットを含む
バックアップセットの名前が一覧されます。スナップショットを含むバックアップセットをリム
ーバブルディスクに保存した場合は、そのリムーバブルディスクがバックアップデバイスに挿入
されていることを確認してください。

▪ 「復元先」「復元先」には、データの復元先が一覧されます。

▪ ウィザードで指定した一部のオプション（同一ファイルの扱いや復元の種類など）は、この概要
画面には表示されませんが、実行される復元には反映されます。

復元設定を変更するには、「前へ」をクリックします。

復元を開始するには、「開始」をクリックします。

復元のモニタリング復元のモニタリング

この画面には、宛先ボリュームに関する情報と、復元処理の進行状況に関する情報が表示されま
す。
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▪ 「残り」「残り」には、未復元のファイル数と、それらの合計サイズが表示されます。

▪ 「完了」「完了」には、復元済みのファイル数と、それらの合計サイズが表示されます。

▪ 「残り時間」「残り時間」には、復元が完了するまでの予想時間が表示されます。

復元を中断するには「中止」をクリックします。確認ダイアログボックスで「はい」をクリックす
ると復元が中断され、ウィザードが終了します。

バックグラウンドで動作している Retrospect のアクティビティモニタでは、復元処理に関す
る、より多くの情報を得ることができます。詳しくは、アクティビティモニタを参照してくだ
さい。

復元が成功した場合復元が成功した場合

復元中にエラーが発生せず、選択した全ファイルが復元されると、その旨を通知する画面が表示さ
れます。復元先でファイルを確認してください。

「閉じる」をクリックしてウィザードを終了します。

システムの復元（ロールバック）を実行した場合は、復元先のコンピュータを再起動する必要
があります。

復元が失敗した場合復元が失敗した場合

復元中にエラーが検出されると、警告画面が表示されます。
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「ログを開く」をクリックして、復元の操作ログを表示してください。このログには、Retrospect
が検出したエラーの情報と、エラー検出前に復元されたファイル数の情報が含まれています。

「キャンセル」をクリックしてウィザードを終了します。

高度な設定モードでの復元

高度な設定モードでの基本復元では、ウィザードモードのすべてのオプションに加え、ウィザード
に含まれない複数のオプションが利用できます。高度な設定モードに特有の機能は次のとおりで
す。

▪ 復元設定のスクリプト化
▪ 「ファイルのみ復元」オプション
▪ 復元で使用する実行ユニットの指定（Retrospect 製品が複数の実行ユニットをサポートしてい
る場合のみ）

▪ ウィザードモードで利用できないいくつかのオプション（修正日の更新など）

ウィザードモードで利用できない高度な設定モード特有のオプションが必要でない限り、どちらの
モードを使用してもかまいません。使いやすいモードで復元を設定してください。

高度な設定モードでの復元設定を開始するには、ナビゲーションバーの「復元」をクリックして、
「復元」ボタンをクリックします。復元ウィザードの「ようこそ」画面が表示されます。

「高度な設定モードに切り替える」をクリックします。

ウィザードモードでの復元方法については、ウィザードモードでの復元を参照してください。

復元の種類の選択

▪ 「ファイルとフォルダを復元」「ファイルとフォルダを復元」では、復元するファイルとフォルダを選択して、宛先ボリューム
の新しいフォルダ内に復元します。このフォルダを除いて、宛先ボリュームはいっさい変化しま
せん。

▪ 「ボリューム全体を復元」「ボリューム全体を復元」では、スナップショットのすべてのファイルとフォルダを選択して復
元し、その他の宛先ボリュームの内容をすべて削除します。スナップショットにレジストリとシ
ステム情報が含まれている場合は、それらも復元します。

▪ 上記の説明は、それぞれの種類の復元で実行されるデフォルトの処理です。この動作は、後でデ
フォルト設定に手を加えて変更することができます。
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基本バックアップから復元ウィンドウが表示されます。

この画面でボタンをクリックして、元ボリューム、宛先、およびその他の復元オプションを設定し
ます。
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元ボリュームの選択元ボリュームの選択

「ソース選択」ウィンドウの上部のリストから、復元元となるバックアップセットを選択します。
希望のバックアップセットがリスト内に表示されていない場合は、「更に」ボタンを使用できま
す。

このウインドウの下部のリストから、ボリュームのスナップショットを選択します。ボリューム名
の右には、スナップショットの日時が表示されています。目的のスナップショットがリストに表示
されていない場合は、「スナップショットを追加」ボタンをクリックして、バックアップセット内
のすべてのスナップショットのリストを表示します。

「スナップショットを追加」は、最新のバックアップ以外からファイルを復元する場合に使用する
ことが多いでしょう。
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スナップショットを選択して、「取り込み」ボタンをクリックすると、バックアップセットのメデ
ィアから古いスナップショットが取り込まれ、復元の元ボリュームウィンドウのリストに追加され
ます。スナップショットを取り込む際は、メディアの挿入が必要になります。

すでに使用できる「スナップショット」を選択すると、「取り込み」ボタンは無効になりま
す。

「ソース選択」ウィンドウで目的のスナップショットを選択したら、「OK」をクリックします。
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宛先ボリューム選択宛先ボリューム選択

復元したファイルの保存先ボリュームを選択します。このボリュームは、バックアップしたファイ
ルの元ボリュームでなくてもかまいません。サブボリュームとして定義されたフォルダ（サブボリ
ュームを参照）、あるいはネットワーク上のクライアントに付属するボリュームなど、利用可能な
すべてのボリュームを利用できます。（マイコンピュータ、マイネットワーク、およびバックアッ
プクライアントを検索する方法については、コンテナを参照してください。）

ファイルを復元する方法の指定ファイルを復元する方法の指定

リストボックスで、ファイルを宛先ボリュームに復元する方法を指定します。

「ボリューム全体を復元」「ボリューム全体を復元」は、宛先ボリュームのディスクを、復元元のスナップショットと完全に
同じ状態にします。これは、復元対象としてマークされたものと一致しないファイルおよびフォル
ダを宛先ボリュームから削除し、マークされたファイルと同じファイルは現状のまま残します。そ
れ以外のすべてのファイルとフォルダは、フォルダ階層を維持したまま、スナップショットから宛
先ボリュームにコピーします。これは「ボリューム全体を復元」を選択した場合の、デフォルトの
復元処理です。スナップショットと宛先ボリュームがどちらもシステムボリュームの場合、このオ
プションを選択すると、レジストリとシステム情報もデフォルトでスナップショットから復元され
ます。

オペレーティングシステムのクラッシュを防止するために、「ボリューム全体を復元」ではア
クティブな Windows システムを削除しません。また、Mac OS クライアントの起動用のシス
テムフォルダも削除しません。
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「対応するファイルと置き換える」「対応するファイルと置き換える」は、選択したすべてのファイルをスナップショットから復元し
ます。復元元のスナップショットと宛先ボリュームの双方に存在するファイルについては、宛先ボ
リュームのファイルが上書きされます。宛先ボリュームにある対応するファイル（同一のファイ
ル）は、スナップショットのファイルより古いかどうかに関係なく、常にスナップショットから取
り込まれたファイルで上書きされます。ファイルが要復元のマークの付いたファイルと同一の場
合、またはこれらのファイルへのパスが一致しない場合には、それらのファイルはそのまま残りま
す。このオプションを選択し、さらに「システム状態の復元」実行オプションを選択すると、レジ
ストリとシステム状態情報がスナップショットから復元されます（スナップショットと宛先ボリュ
ームがどちらもシステムボリュームの場合）。

「バックアップが新しい場合のみ置き換える」「バックアップが新しい場合のみ置き換える」は、スナップショットから選択したファイルのう
ち、宛先ボリュームに存在しないすべてのファイルを復元し、宛先ボリュームとスナップショット
の双方に存在するファイルについては、スナップショットのファイルが新しい場合のみ、宛先ボリ
ュームのファイルを上書きします。このオプションを選択し、さらに「システム状態の復元」実行
オプションを選択すると、レジストリとシステム状態情報がスナップショットから復元されます
（スナップショットと宛先ボリュームがどちらもシステムボリュームの場合）。

「存在しないファイルのみ復元する」「存在しないファイルのみ復元する」は、スナップショットから選択したファイルのうち、宛先ボ
リュームに存在しないすべてのファイルを復元します。宛先ボリュームの既存ファイルは上書きし
ません。宛先ボリュームとスナップショットの双方に存在するファイルは復元されず、宛先ボリュ
ームのファイルがそのまま残されます。このオプションを選択し、さらに「システム状態の復元」
実行オプションを選択すると、レジストリとシステム状態情報がスナップショットから復元されま
す（スナップショットと宛先ボリュームがどちらもシステムボリュームの場合）。

▪ レジストリとシステム状態だけを復元するには、「存在しないファイルのみ復元する」を選択
し、さらに「選択したファイル」をクリックして、ファイルを 1 つも選択していないことを確
認します。その後、「オプション」>「追加選択」をクリックして、「システム状態の復元」チ
ェックボックスをチェックします。

「ファイルとフォルダの復元」「ファイルとフォルダの復元」は、宛先ボリューム上にバックアップセットと同じ名前を持つ新規
フォルダを作成し、スナップショットから選択したすべてのファイルを、スナップショットのフォ
ルダ階層を維持したまま、そのフォルダ内にコピーします。置き換えられたり、上書きされたりす
ることはありません。これは「ファイルとフォルダを復元する」を選択した場合の、デフォルトの
復元処理です。このオプションでは、レジストリとシステム状態情報は復元されません。

「ファイルのみ復元」「ファイルのみ復元」は、宛先ボリューム上にバックアップセットと同じ名前を持つ新規フォルダ
を作成し、スナップショットから選択したすべてのファイルを、そのフォルダにコピーします。ス
ナップショットのフォルダ階層は維持されません。置き換えられたり、上書きされたりすることは
ありません。このオプションでは、レジストリとシステム状態情報は復元されません。

次の表に、それぞれの復元方法の要約を示します。

復元方法復元方法
スナップショットに含まスナップショットに含ま
れ、宛先ボリュームにはれ、宛先ボリュームには
存在しないファイル存在しないファイル

スナップショットと宛先ボリスナップショットと宛先ボリ
ュームの両方に存在するファュームの両方に存在するファ
イルイル

宛先ボリュームに宛先ボリュームに
存在し、スナップ存在し、スナップ
ショットには含まショットには含ま
れないファイルれないファイル

ボリューム全
体を復元

復元
宛先ボリュームのファイルを
常に上書き

削除
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対応するファ
イルと置き換
える

復元
宛先ボリュームのファイルを
常に上書き

変更せずに残す

バックアップ
が新しい場合
のみ置き換え
る

復元
スナップショットのファイル
が新しい場合、宛先ボリュー
ムのファイルを上書き

変更せずに残す

存在しないフ
ァイルのみ復
元する

復元
宛先ボリュームのファイルは
いっさい上書きしない

変更せずに残す

ファイルとフ
ォルダの復元

新しいフォルダに復元
宛先ボリュームのファイルは
いっさい上書きしない

変更せずに残す

ファイルのみ
復元

新しいフォルダに復元
宛先ボリュームのファイルは
いっさい上書きしない

変更せずに残す

リストボックスで、宛先ボリュームの復元方法を設定したら、「OK」をクリックしてください。復
元タイプおよび方法によって宛先ボリュームが検索され、選択したスナップショットからのファイ
ルが照合されます。「復元の概要」ウィンドウが表示されます。
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復元操作の概要復元操作の概要

元ボリューム、宛先ボリューム、選択したファイル、およびオプションについて、指定内容を確認
してください。内容を変更するには、以下の該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」「元ボリューム」は、ファイルの復元元となるバックアップセットとボリュームのスナップショッ
トです。復元元を変更する場合は、このボタンをクリックして「ソース選択」ウィンドウで行いま
す。

「宛先」「宛先」は、ファイルを復元する保存先のボリュームです。宛先ボリュームや復元方法を変更する
には、このボタンをクリックします。

「選択したファイル」「選択したファイル」は、バックアップセットから復元するファイルです。「ボリューム全体を復
元」を選択した場合、元ボリュームのスナップショットのすべてのファイルがデフォルトで選択さ
れます。「ファイルとフォルダを復元」を選択した場合は、どのファイルもデフォルトでは選択さ
れません。このボタンをクリックして表示されるブラウザで、復元する個々のファイルやフォルダ
をマークまたはマーク解除することができます。ブラウザについては、ブラウザを参照してくださ
い。

「オプション」「オプション」では、システム状態の復元、復元したファイルの修正日の更新など、さまざまな実
行オプションを指定できます。これらのオプションを設定には、このボタンをクリックして「追加
選択」をクリックします。詳しくは、実行オプションを参照してください。

復元の実行復元の実行

復元を実行するのに必要な情報を指定すると、「バックアップから復元」ウインドウの上部に、
「実行の準備ができました。」と表示されます。指定情報が不完全な場合は、「実行の準備ができ
ていません。」と表示されるので、その下に表示される指示に従って、情報の一部を変更してくだ
さい。
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復元は、宛先ボリュームのデータを破壊しかねません。選択した復元方法が適切かどうかを、
必ず確認してください。

適切なバックアップセットメディアがバックアップデバイスにセットされていることを確認してく
ださい。必要なメディアにアクセスできない場合は、メディアを要求するウィンドウが表示されま
す。

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、この操作に使用する実行ユニ
ットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィンドウのコンボボックス
で選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照してください。

準備ができたら、「復元」ボタンをクリックします。「アクティビティモニタ」ウィンドウが表示
されます。

復元のモニタリング復元のモニタリング

復元が実行されると、操作の進行状況がアクティビティモニタの「実行」タブに表示され、バック
アップセットメディアから宛先ボリュームへコピーされたファイル名のリストが表示されます。
「アクティビティモニタ」ウインドウには、復元の一時休止やキャンセルができる「一時停止」ボ
タンと「中止」ボタンも表示されます。

実行が完了したら、「履歴」タブをクリックして復元操作のパフォーマンスデータを表示します。
エラーが発生した場合は、「エラー」ボタンをクリックすると、詳しい情報が得られます。操作ロ
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グを表示するには、「ログ」ボタンをクリックします。

このログについては、操作ログの表示で説明しています。

Retrospect からエクスプローラなど、OS 標準のファイルブラウザに切り替えて宛先ボリュームに
移動すると、復元されたファイルによって宛先ボリュームの内容が変更されていることが分かりま
す。変更の程度は、復元方法とオプションによって異なります。ボリュームに新規フォルダが作成
されている場合から、ディスク全体の復元によってボリュームが完全に再構築されている場合まで
様々です。

Mac OS クライアントのデスクトップでは、ディスク全体など、大規模な復元を行った後は、
デスクトップを再構築する必要があります。デスクトップの再構築を行うには、Command キ
ーと Option キーを同時に押しながら、Macintosh を再起動してください。

復元スクリプトの作成復元スクリプトの作成

「復元の概要」ウィンドウがアクティブな状態のときに、「スケジュール」ボタンをクリックし
て、復元の情報とその設定内容をスクリプトとして保存することができます。その後で、そのスク
リプトを使って復元操作を自動実行することができます。

詳しくは、「スクリプトによる自動実行」を参照してください。

検索による復元

スナップショットによる復元では、特定日時のバックアップからファイルを復元するのに対し、検
索による復元では、いつバックアップされたかに関係なく、1 つまたは複数のファイルを復元でき
ます。検索による復元では、一度に複数のバックアップセットを検索できます。これは、どのバッ
クアップセットに復元対象のファイルが含まれているのかわからない場合に便利です。名前やタイ
プなど、復元対象のファイルの属性がわかっている場合に、検索が最適です。特定のファイルのバ
ックアップバージョンをすべて知りたい場合には、名前で検索した後、目的のバージョンを正確に
復元します。

検索による復元では、NTFS のセキュリティ許可、AppleShare や Mac OS のファイル共有権
限、およびレジストリとシステム状態情報は復元されません。これを復元するには、スナップ
ショットから復元しなければなりません。

検索による復元の設定を開始するには、ナビゲーションバーで「復元」をクリックし、さらに「フ
ァイルの検索」をクリックします。「バックアップセットの選択」ウィンドウが表示されます。
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検索するバックアップセットの選択検索するバックアップセットの選択

検索するバックアップセットを選択します。希望のバックアップセットがリスト内に表示されてい
ない場合は、「更に」ボタンをクリックしてください。「OK」をクリックして続けます。「宛先ボ
リューム選択」ウィンドウが表示されます。
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宛先の選択宛先の選択

復元したファイルの保存先ボリュームを選択します。このボリュームは、バックアップしたファイ
ルの元ボリュームでなくてもかまいません。サブボリュームとして定義されたフォルダ（サブボリ
ュームを参照）、あるいはネットワーク上のクライアントに付属するボリュームなど、利用可能な
すべてのボリュームを利用できます。（マイコンピュータ、マイネットワーク、およびバックアッ
プクライアントを検索する方法については、コンテナを参照してください。）

復元方法の選択復元方法の選択

リストボックスで、ファイルを宛先ボリュームに復元する方法を指定します。デフォルトの方法は
「ファイルとフォルダを復元する」です。

「ボリューム全体を復元」「ボリューム全体を復元」は、復元元のバックアップセットから選択したファイルのうち、検索基
準を満たすファイルによって、宛先ボリュームのファイルを置き換えます。これは、復元対象とし
てマークされたものと一致しないファイルおよびフォルダを宛先ボリュームから削除し、マークさ
れたファイルと同じファイルは現状のまま残します。それ以外のすべてのファイルとフォルダは、
フォルダ階層を維持したまま、スナップショットから宛先ボリュームにコピーします。

オペレーティングシステムのクラッシュを防止するために、「ボリューム全体を復元」ではア
クティブな Windows システムを削除しません。また、Mac OS クライアントの起動用のシス
テムフォルダも削除しません。

「対応するファイルと置き換える」「対応するファイルと置き換える」は、復元元のバックアップセットから選択したファイルのう
ち、検索基準を満たし、宛先ボリュームに存在しない全ファイルを復元します。宛先ボリュームと
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復元元のバックアップセットの双方に存在し、かつ検索基準を満たすファイルは、常に上書きされ
ます。ファイルが要復元のマークの付いたファイルと同一の場合、またはこれらのファイルへのパ
スが一致しない場合には、それらのファイルはそのまま残ります。

「バックアップが新しい場合のみ置き換える」「バックアップが新しい場合のみ置き換える」は、復元元のバックアップセットから選択したファ
イルのうち、検索基準を満たし、宛先ボリュームに存在しない全ファイルを復元します。宛先ボリ
ュームと復元元のバックアップセットの双方に存在し、かつ検索基準を満たすファイルは、バック
アップセット側のファイルが新しい場合のみ上書きされます。

「存在しないファイルのみ復元する」「存在しないファイルのみ復元する」は、復元元のバックアップセットから選択したファイルのう
ち、検索基準を満たし、宛先ボリュームに存在しない全ファイルを復元します。宛先ボリュームと
復元元のバックアップセットの双方に存在し、かつ検索基準を満たすファイルは、いっさい上書き
されません。

「ファイルとフォルダの復元」「ファイルとフォルダの復元」は、宛先ボリューム上にバックアップセットと同じ名前を持つ新規
フォルダを作成し、復元元のバックセットセットから選択したファイルのうち、検索基準を満たす
すべてのファイルを、スナップショットのフォルダ階層を維持したまま、そのフォルダ内にコピー
します。置き換えられたり、上書きされたりすることはありません。

「ファイルのみ復元」「ファイルのみ復元」は、宛先ボリューム上にバックアップセットと同じ名前を持つ新規フォルダ
を作成し、復元元のバックセットセットから選択したファイルのうち、検索基準を満たすすべての
ファイルを、そのフォルダ内にコピーします。スナップショットのフォルダ階層は維持されませ
ん。置き換えられたり、上書きされたりすることはありません。

コンボボックスで復元方法を選択した後、「OK」をクリックします。「検索と取り込み」ウィンド
ウが表示されます。
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検索基準の指定検索基準の指定

元ボリュームの全ファイルを復元したい場合は、「OK」をクリックします。

それ以外の場合は、コントロールを使って、ファイル名またはフォルダ名に基づく検索基準を定義
するか、または「追加選択」をクリックして他の検索基準を用いたカスタムセレクタを作成しま
す。このウィンドウの詳細についてはファイルの検索を、セレクタについてはセレクタの使い方を
参照してください。

検索条件の設定が完了したら、「OK」をクリックします。各バックアップセットカタログが検索さ
れ、検索が完了すると、検索と取り込みの概要ウィンドウが表示されます。
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ファイルの検索基準が、「検索」の右に表示されています。「選択したファイル」には、復元元の
各バックアップセットで検出された、検索基準を満たすファイルの合計数が表示されます。

復元するファイルの選択復元するファイルの選択

「選択したファイル」ボタンをクリックすると、検索基準を満たすファイルを一覧したブラウザが
表示されます。このブラウザでは、復元するファイルを手動でマークまたはマーク解除できます。
詳しくは、ファイルやフォルダのマークを参照してください。操作を実行すると、マークされたフ
ァイルが復元されます。

検索基準によっては、1 つのファイルの複数のバージョンがブラウザに表示されます。たとえば、
特定の期間、指定したファイルが毎日修正され、毎日バックアップされた場合です。このバックア
ップ日や修正日を利用して、どのバージョンを復元するか決めます。

検索基準の変更検索基準の変更

ブラウザに目的のファイルが表示されなかった場合は、ブラウザを閉じて検索と取り込みの概要ウ
ィンドウに戻り、「検索」ボタンをクリックして検索基準を再設定することができます。検索基準
を変更すると、新規に検索を行うか、今の検索を絞り込むか、今の検索拡大するかを尋ねるダイア
ログボックスが表示されます。
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「やり直し」「やり直し」は、前の検索結果を新しい検索結果に置き換えます。

「絞り込み」「絞り込み」新しい検索基準を追加して、選択範囲をさらに限定します。

「追加」「追加」は、検索基準を拡大して、新たに検索されたファイルを前の検索結果に追加します。

検索のタイプを選択してから「OK」をクリックし、検索と取り込みの概要ウィンドウに戻ります。
目的のファイルが見つかるまで、この手順を繰り返します。

復元の実行復元の実行

情報の指定が完了すると、「検索と取り込みの概要」ウインドウの上部に「実行の準備ができまし
た。」と表示されます。指定情報が不完全な場合は、「実行の準備ができていません。」と表示さ
れるので、その下に表示される指示に従って、情報の一部を変更してください。

復元は、宛先ボリュームのデータを破壊しかねません。選択した復元方法が適切かどうかを、
必ず確認してください。

適切なバックアップセットメディアがバックアップデバイスにセットされていることを確認してく
ださい。Retrospect がメディアを認識しない場合は、メディア要求ウィンドウが表示されます。

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、この操作に使用する実行ユニ
ットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィンドウのコンボボックス
で選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照してください。

準備ができたら、「復元」ボタンをクリックします。

復元のモニタリング復元のモニタリング

復元が実行され、「アクティビティモニタ」ウインドウに、操作の進行状況が表示されます。「ア
クティビティモニタ」ウインドウには、実行を一時休止したり中止するための「一時停止」ボタン
と「中止」ボタンも表示されます。
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実行が完了したら、「履歴」タブをクリックして復元操作のパフォーマンスデータを表示します。
エラーが発生した場合、「エラー」ボタンをクリックすると詳細な情報が表示されます。操作ログ
を表示するには、「ログ」ボタンをクリックします。

このログについては、操作ログの表示で説明しています。

Retrospect からエクスプローラなど、OS 標準のファイルブラウザに切り替えて宛先ボリュームに
移動すると、復元されたファイルによって宛先ボリュームの内容が変更されていることが分かりま
す。

Mac OS クライアントのデスクトップでは、大規模な復元を行った後にデスクトップを再構築
する必要があります。デスクトップの再構築を行うには、Command キーと Option キーを同時
に押しながら、Macintosh を再起動してください。

複製

基本複製は、1 つのドライブまたはフォルダから選択したファイルを、元のファイル形式を維持し
たまま、別のドライブまたはフォルダにコピーします。複製操作の完了後、宛先ドライブには、複
製されたすべてのファイルとフォルダの完全なコピーが存在します。これらのファイルは、必要に
応じて開いて編集したり、作業に使用することができます。

124 WINDOWS ユーザー ガイド



ファイルとフォルダは圧縮なしでコピーされます。また、暗号化ファイルは、暗号化されたま
まコピーされます。

複製操作では、1 つのドライブから別のドライブにファイルを複製できるほか、同じドライブ上の
1 つのフォルダから別のフォルダにファイルを複製することもできます。複製のパフォーマンスを
最適化するため、複製先に存在しないファイルだけがコピーされます。

基本複製は 2 通りの方法で設定できます。1 つは Retrospect の複製ウィザードで指示に従いなが
ら、手順を追って設定するï?法、もう 1 つは高度な設定モードで、自分の判断に基づいて設定する
ï?法です。高度な設定モードでは、ウィザードにはないオプションが利用できます。詳しくは、以
下を参照してください。

▪ ウィザードモードでの複製
▪ ウィザードモードから高度な設定モードへの切り替え
▪ 高度な設定モードでの複製
▪ 高度な設定モードからウィザードモードへの切り替え
ウィザードモードでの複製

複製ウィザードを使えば、基本複製操作の設定と変更を、容易に行うことができます。複製ウィザ
ードを開始するには、ナビゲーションバーの「バックアップ」をクリックして、「複製」ボタンを
クリックします。

高度な設定モードの「複製の概要」画面が表示された場合は、「ウィザードモードへ切り替える」
をクリックしてください。

「ようこそ」画面「ようこそ」画面

複製を今回初めて設定する場合は、「次へ」をクリックして複製ウィザードでの設定を続行しま
す。高度な設定モードで複製を設定するには、「高度な設定モードに切り替える」をクリックしま
す。詳しくは、高度な設定モードでの複製を参照してください。
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複製を以前に設定したことがあれば、「複製ウィザードへようこそ」画面に現在の設定が表示され
ます。詳しくは、複製設定の編集を参照してください。

複製対象の選択複製対象の選択

複製するドライブまたはフォルダを、ここで選択します。
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ドライブやフォルダを 1 つ選択すると、それまで選択していたドライブやフォルダが選択解除され
ます。

この画面のリストに含まれるあらゆるコンテナ（マイコンピュータ、マイ ネットワーク、バックア
ップクライアント、元ボリュームグループ）内のドライブとフォルダを選択できます。

▪ Retrospect クライアントを「バックアップクライアント」コンテナに追加するには、「クライ
アントの追加」をクリックします。

▪ ネットワークボリュームを「マイネットワーク」コンテナに追加するには、「ネットワークボリ
ュームの追加」をクリックします。

▪ ドライブ内のフォルダを表示するには、ドライブを選択して「フォルダの表示」をクリックしま
す。

詳しくは、コンテナを参照してください。

複製するファイルの種類の選択複製するファイルの種類の選択

複製するファイルの種類に応じて、該当する各チェックボックスを選択します。すべてのチェック
ボックスを選択すると、すべてのファイル（キャッシュファイルを除く）が複製されます。

これらのオプションの一部は、Windows、Mac OS、Linux で動作が異なります。以下の説明で
は、これらのオプションを Windows コンピュータで使用する方法に焦点を当てています。そ
の他のオペレーティングシステムで、これらのオプションを使用する方法については、組み込
みセレクタを参照してください。

▪ 「ドキュメントと設定」「ドキュメントと設定」は、Documents and Settings フォルダ内のファイルを複製します。こ
のフォルダ内には、各ユーザの「マイドキュメント」、「お気に入り」、「Application
Data」、「デスクトップ」などのフォルダがあります。
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▪ Windows 9x システムの場合は、「ドキュメントと設定」を選択すると「Profiles」フォルダが
複製されます。

▪ 「オペレーティングシステムとアプリケーション」「オペレーティングシステムとアプリケーション」は、Windows フォルダやシステム状態など
のシステムファイルを複製します。また、アプリケーションファイル（「Program Files」フォ
ルダ内の項目を含む）、および元ボリュームの各所にある、既知のアプリケーション拡張子
（.exe、.dll など）を持つ各ファイルも複製します。

▪ 「オペレーティングシステムとアプリケーション」を複製しない選択をすると、Retrospect は
デフォルトの実行オプションのうちいくつかを変更します。Retrospect は「Duplicate System
State」と「Duplicate folder security information for workstations」オプションの両方をオフにし
ます。詳しくはWindows システムオプションおよびWindows セキュリティオプションを参照し
てください。

▪ 「写真」「写真」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Pictures」フォルダにある
すべてのファイルを複製します。また、ディスク上の各所にある、一般的な画像ファイル拡張子
（.jpg など）を持つ各ファイルも複製します（「Windows」フォルダと「Program Files」フォ
ルダ内のファイルを除く）。

▪ 「音楽」「音楽」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Music」フォルダにあるす
べてのファイルを複製します。また、元ボリュームの各所にある、一般的な音楽ファイル拡張子
（.mp3 など）を持つ各ファイルも複製します（「Windows」フォルダと「Program Files」フォ
ルダ内のファイルを除く）。

▪ 「動画」「動画」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Videos」フォルダにあるす
べてのファイルを複製します。また、元ボリュームの各所にある、一般的な動画ファイル拡張子
（.mov など）を持つ各ファイルも複製します（「Windows」フォルダと「Program Files」フォ
ルダ内のファイルを除く）。

▪ 「「Officeドキュメント」ドキュメント」は、元ボリュームの各所にある Microsoft Office 文書、Microsoft
Outlook データ、および Adobe PDF ファイルを複製します（「Windows」フォルダと
「Program Files」フォルダ内のファイルを除く）。

▪ 「その他すべてのファイル」「その他すべてのファイル」は、他のオプションで選択されない全ファイルを複製します。

▪ 「ドキュメントと設定」および「オペレーティングシステムとアプリケーション」は、フォルダ
を複製する際には利用できません。

宛先の選択宛先の選択

ファイルの複製先となるドライブまたはフォルダを選択します。

▪ 複製先として、複製元のドライブやフォルダを選択することはできません。1 つのドライブ上で
別のフォルダに複製したり、別のドライブにある同じ名前のフォルダに複製することは可能で
す。

この画面にある「フォルダの追加」、「ネットワークボリュームの追加」、「フォルダの表示」各
ボタンの機能は、「何を複製しますか?」画面の同じ名前のボタンと共通です。詳しくは、複製対象
の選択を参照してください。

「次へ」をクリックすると、宛先のフォルダまたはドライブの内容が、選択した複製ファイルによ
って完全に置き換えられることを通知する警告ダイアログボックスが表示されます。

複製先に重要なファイルがいっさい存在しないことを、複製の実行前に確認してください。複
製先の既存ファイルは、選択した複製ファイルによって置き換えられ、すべて失われてしまい
ます。万全を期するため、復元先ドライブに新しいフォルダを作成して、その中に複製する方
法もあります。
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「置き換える」をクリックすると警告ダイアログボックスが閉じ、複製の設定が継続されます。

複製タイミングの選択複製タイミングの選択

ただちに複製を実行する場合は、「今すぐ」を選択します。

スケジュールに従って実行されるように複製を設定する場合は、「後で」を選択します。

スケジュールに従って実行されるように複製を設定する手順は、ウィザードモードでの複製スクリ
プトの作成の複製タイミングの選択以降で説明されています。

複製設定の確認複製設定の確認

「複製の概要」画面には、ウィザードで指定した複製設定が表示されます。

▪ 「コピー元」「コピー元」には、複製するドライブやフォルダが一覧されます。

▪ 「選択」「選択」には、複製するファイルの種類が一覧されます。

▪ 「宛先」「宛先」には、データのコピー先となるドライブまたはフォルダの名前が表示されます。

複製設定を変更するには、「前へ」をクリックします。

複製を開始するには、「今すぐ開始」をクリックします。

複製のモニタリング複製のモニタリング

「今すぐ開始」をクリックすると複製ウィザードが閉じ、高度な設定モードで基本複製を実行する
場合と同様、アクティビティモニタが表示されます。詳しくは、複製のモニタリングを参照してく
ださい。
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複製設定の編集複製設定の編集

基本複製で指定した設定は、次回に変更するまでの間、Retrospect に記憶されています。それらの
設定を確認し、編集するには、ナビゲーションバーで「バックアップ」>「複製」を選択します。

高度な設定モードの「複製の概要」画面が表示された場合は、「ウィザードモードに変更」をクリ
ックしてください。

設定を変更せずに複製を再実行するには、「今すぐ開始」をクリックします。

設定を編集するには、「この設定を変更」を選択して「次へ」をクリックします。ウィザードモー
ドでの設定の編集方法は、最初に設定したときの方法とほとんど同じです。詳しくは、ウィザード
モードでの複製を参照してください。

高度な設定モードで設定を編集するには、「高度な設定モードに切り替える」をクリックします。
詳しくは、ウィザードモードから高度な設定モードへの切り替えを参照してください。

ウィザードモードから高度な設定モードへの切り替え

ウィザードモードに含まれていない詳細オプションを使用するには、「複製ウィザードへようこ
そ」画面で「高度な設定モードに切り替える」をクリックします。

複製が未設定の場合も、高度な設定モードでの複製で説明されている手順で、高度な設定モードを
利用できます。

複製をすでに設定している場合、その設定は Retrospect に記憶されており、高度な設定モードの概
要ウィンドウに表示されます。

▪ 高度な設定モードでは、ウィザードモードのすべてのオプションが利用できます。ウィザードか
ら高度な設定モードに切り替えると、これらのオプションの設定も、対応するオプションに直接
反映されます。
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高度な設定モードでの複製

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できない、いくつかの強力なオプションがあり
ます。高度な設定モードに特有の機能は次のとおりです。

▪ より多くの組み込みセレクタ
▪ カスタムセレクタの作成と適用
▪ 複製する個々のファイルのプレビューと選択
▪ 複製方法の選択
▪ ウィザードモードで利用できない多数のオプション

高度な設定モードで基本複製を設定するには、ナビゲーションバーの「バックアップ」をクリック
して、「複製」ボタンをクリックします。

「複製ウィザードへようこそ」画面が表示された場合は、「高度な設定モードに切り替える」をク
リックしてください。基本複製の概要ウィンドウが表示されます。

この画面でボタンをクリックして、元ボリューム、宛先、およびその他のバックアップオプション
を設定します。

元ボリュームの選択元ボリュームの選択

基本複製の概要ウィンドウで「元ボリューム」ボタンをクリックして、「ボリューム選択」ウィン
ドウを表示します。
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コピーするファイルがある元ボリュームを選択し、「OK」をクリックします。「ソース選択」ウィ
ンドウの使い方については、ボリュームの操作を参照してください。

宛先の選択宛先の選択

基本複製の概要ウィンドウで「宛先」ボタンをクリックします。「ソース選択」ウィンドウが再表
示されます。
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複製先ボリュームを選択し、リストボックスから複製方法を選択します。

「ボリューム全体を置き換える」「ボリューム全体を置き換える」は、複製先ボリュームの内容全体を、複製元ボリュームの
選択したファイルとフォルダで置き換えます。複製先ボリューム上に同一ファイルがある場
合は複製されません。

「対応するファイルと置き換える」「対応するファイルと置き換える」は、選択したファイルとフォルダを複製先ボリュームに
コピーします。複製元ボリュームと複製先ボリュームの双方に同じファイルが存在する場合
は、常に複製先のファイルが上書きされます。要複製のマークの付いたファイルとまったく
同じファイル、および要複製のマークの付いたファイルとファイル名および場所が一致しな
いファイルは、いっさい変更されません。

「複製元ファイルが新しい場合のみ置き換える」「複製元ファイルが新しい場合のみ置き換える」は、選択したファイルとフォルダを複製先
ボリュームにコピーします。複製元ボリュームと複製先ボリュームの双方に存在するファイ
ルについては、複製元のファイルが新しい場合のみ、複製先のファイルが上書きされます。
要複製のマークの付いたファイルとまったく同じファイル、および要複製のマークの付いた
ファイルとファイル名および場所が一致しないファイルは、いっさい変更されません。

「存在しないファイルのみ複製する」「存在しないファイルのみ複製する」は、選択したファイルとフォルダのうち、複製先ボリューム
に存在しないものだけをコピーします。複製先ボリュームにあるファイルとフォルダは、いっさい
変更されません。

複製先ボリュームを選択し、リストボックスから複製方法を選択したら、「OK」をクリックしま
す。
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追加オプションの設定追加オプションの設定

複製の元ボリュームと、ファイルのコピー先となる宛先ボリュームの指定が終了したら、基本複製
の概要ウィンドウで選択内容を確認し、追加オプションを設定します。

内容を変更するには、以下の該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」「元ボリューム」では、複製元のボリュームやフォルダを変更できます。

「宛先」「宛先」では、宛先として別のボリュームやフォルダを選択できます。

「選択」「選択」では、セレクタを選択し、複製するファイルおよびフォルダを選択する条件を指定しま
す。セレクタについては、セレクタの使い方を参照してください。デフォルトのセレクタは「キャ
ッシュ以外の全ファイル」で、元ボリュームの全ファイルが複製されます。

「選択したファイル」「選択したファイル」を選択すると元ボリュームがスキャンされ、元ボリュームと宛先ボリューム
の双方に存在するファイルを照合して、複製すべきファイルが特定されます。スキャンが完了する
とブラウザウィンドウが表示され、そこに複製対象としてマークされた元ボリューム内のファイル
のリストが表示されます。このリストでマーク付けやマークの解除を行って、複製するファイルや
フォルダを個別に選択することができます。

ブラウザについては、ブラウザで説明しています。ブラウザを閉じると、選択したファイルに関す
る情報が概要ウィンドウに表示されます。

「オプション」「オプション」を選択すると、「基本バックアップ：オプション」ウィンドウが表示されます。こ
のウィンドウでは、検証を実行するかどうか、およびバックアップレポートを更新するかどうか指
定できます。詳しくは、複製実行オプションを参照してください。

134 WINDOWS ユーザー ガイド



「追加選択」をクリックして、詳細なオプションにアクセスします。詳しくは、実行オプションを
参照してください。

複製の実行複製の実行

情報の指定が完了すると、基本複製の概要ウィンドウの上部に「実行の準備ができました」と表示
されます。指定情報が不完全な場合は、「実行の準備ができていません。」と表示されるので、そ
の下に表示される指示に従って、情報の一部を変更してください。

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、この操作に使用する実行ユニ
ットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィンドウのコンボボックス
で選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照してください。

準備ができたら、「複製」ボタンをクリックします。

複製を実行すると、複製先ボリュームのデータが破損することがあります。複製先ボリューム
上のファイルを削除または置き換えてもよいことを確認してください。

複製のモニタリング複製のモニタリング

「アクティビティモニタ」ウィンドウに複製操作の進行状況が表示されます。また、実行を一時休
止したり中止するための「一時停止」ボタンと「中止」ボタンも表示されます。

CHAPTER 5 • 基本操作 135



実行が完了したら、「履歴」タブをクリックして複製操作のパフォーマンスデータを表示します。
エラーが発生した場合、「エラー」ボタンをクリックすると詳細な情報が表示されます。操作ログ
を表示するには、「ログ」ボタンをクリックします。

このログについては、操作ログの表示で説明しています。

複製設定の編集複製設定の編集

基本複製で指定した設定は、次回に変更するまでの間、Retrospect に記憶されています。それらの
設定を確認し、編集するには、ナビゲーションバーで「バックアップ」>「複製」を選択します。
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ウィザードモードの「複製の概要」画面が表示された場合は、「高度な設定モードに切り替える」
をクリックしてください。

設定を変更せずに複製を再実行するには、「複製」をクリックします。

設定を変更する場合は、元ボリューム、宛先、ファイル選択基準、およびその他のオプションを、
適切なボタンをクリックして変更します。高度な設定モードでの設定の編集方法は、最初に設定し
たときの方法とほとんど同じです。詳しくは、高度な設定モードでの複製を参照してください。

ウィザードモードで設定を編集するには、「ウィザードモードに変更」をクリックします。詳しく
は、高度な設定モードからウィザードモードへの切り替えを参照してください。

複製スクリプトの作成複製スクリプトの作成

Retrospect のスクリプト作成機能を使って複製とスケジュールを設定すれば、不在時（担当者が帰
宅する夜間など）に自動複製を行うことができます。

基本複製の概要ウィンドウで「スケジュール」ボタンをクリックし、基本複製の情報と設定をスク
リプトとして保存します。このスクリプトを使用すると、複製操作を自動実行することができま
す。

詳しくは、スクリプトのスケジュール作成を参照してください。

高度な設定モードからウィザードモードへの切り替え

基本複製の設定は、作成時と同じモードで編集することが Retrospect, Inc. 推奨されます。モード
を切り替えることは可能ですが、ウィザードモードに存在しない高度なオプションが、Retrospect
でどのように扱われるかを理解しておくことが重要です。
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高度な設定モードの概要ウィンドウで「ウィザードモードに変更」をクリックすれば、必要に応じ
て随時、ウィザードモードに戻ることができます。

高度な設定モードで設定を編集した場合は、モードの切り替え前に変更を保存するかどうかが尋ね
られます。

設定を変更していない場合は、ウィザードモードの「複製ウィザードへようこそ」画面に切り替わ
り、現在の複製設定の概要が表示されます。

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できないオプションが含まれるため、ウィザー
ドモードへの切り替え時には、これらのオプションの設定を保持するか、あるいは破棄する必要が
あります。対象となる主なオプションは次のとおりです。

▪ 複製方法
▪ セレクタ
▪ 実行オプション
▪ ファイルの手動選択
▪ 実行ユニット
複製複製方法方法

高度な設定モードで宛先を選択する際には、ファイルの複製に使用する方法を指定できます。次の
いずれかの方法を選択できます。

▪ ボリューム全体を置き換える
▪ 対応するファイルと置き換える
▪ 複製元ファイルが新しい場合のみ置き換える
▪ 存在しないファイルのみ複製する

ウィザードモードでは複製方法は指定できません。常に「ボリューム全体を書き替える」が使用さ
れます。

それぞれの複製方法の違いについての詳細は、宛先の選択を参照してください。

セレクタセレクタ

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できない、いくつかの高度な組み込みセレクタ
があります。さらに、高度な設定モードでは、カスタムセレクタを作成し、使用することもできま
す。

ウィザードモードにないセレクタを選択した後、「ウィザードモードへ切り替える」をクリックす
ると、それらの高度なセレクタはそのまま保持され、複製の実行時に適用されます。

そのような場合、ウィザードモードの「複製ウィザードへようこそ」画面には、「選択」フィール
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ドに（高度な設定モードで作成されました）というメッセージが表示されます。

また、複製設定を編集すると、「複製するファイルの種類は何ですか?」画面に、新しいオプション
が表示されます。

▪ 高度なセレクタを保持するには、「高度な設定モードの選択を保持」を選択します。
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▪ 高度なセレクタを破棄して新しいセレクタを使用する場合は、「次を選択」を選択し、新しいオ
プションを選択します。

実行オプション実行オプション

高度な設定モードには、検証などウィザードモードでは利用できない多数の実行オプションがあり
ます。

ウィザードモードにない実行オプションを選択した後、「ウィザードモードに変更」をクリックす
ると、それらの高度な実行オプションはそのまま保持され、複製の実行時に適用されます。

ウィザードモードの「複製ウィザードへようこそ」画面には、高度な実行オプションが複製に
含まれているかどうかは明示されません。高度な実行オプションの有無を調べるには、いった
ん高度な設定モードに切り替えて、「オプション」の設定を確認する必要があります。

ファイルの手動選択ファイルの手動選択

高度な設定モードでは、「選択したファイル」ボタンをクリックして、複製するファイルやフォル
ダを個別に選択できます。この操作を行うと、高度な設定モードの概要ウィンドウの「選択」フィ
ールドに「マニュアル選択」 というメッセージが表示されます。

手動選択を行った後、「ウィザードモードに変更」をクリックすると、選択内容は破棄されます。
ウィザードモードでは、手動選択はいっさい不可能です。
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実行ユニット実行ユニット

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品の場合、複製に使用する実行ユニットを、高度
な設定モードで指定できます。

特定の実行ユニット（「任意の実行ユニット」以外）を選択して「ウィザードモードへ切り替え
る」をクリックすると、実行ユニットの情報はそのまま保持され、選択した実行ユニットが複製時
に使用されます。

ウィザードモードの「複製ウィザードへようこそ」画面には、特定の実行ユニットが選択され
ているかどうかは明示されません。特定の実行ユニットが選択されているかどうかを調べるに
は、いったん高度な設定モードに切り替えて設定を確認する必要があります。

バックアップセット転送

Retrospect ではバックアップセット転送機能によって、1 つ以上のバックアップセット内のすべて
のファイルとスナップショットを、新規または既存の単一バックアップセットにコピーすることが
できます。この機能は、次の用途に使用できます。

▪ バックアップセットのクローンの作成
▪ メディアの不具合に対する予防措置
▪ 運用環境外での保管
▪ 新しいバックアップサイクルの開始
▪ 複数のバックアップセットの一体化

バックアップセットの転送では、バックアップ操作の場合と同じように、転送元のファイルと転送
先の既存ファイルがデフォルトで照合され、必要なファイルだけがコピーされます。転送先にすで
に存在するスナップショットとファイルは、いっさい変更されません。

バックアップセットの転送機能には、プレビュー機能はありません。手作業でファイルを選択する
代わりに、セレクタを使用しなければなりません。

バックアップセット間でファイルを転送するときは、両方のバックアップセットが同じタイプのメ
ディアに存在する場合でも、それらのメディアを挿入するテープドライブや CD/DVD ドライブは別
にする必要があります。ただし、ファイルバックアップセットの場合は、個別のバックアップデバ
イスという要件は適用されません。

バックアップセットごとに別のドライブを用意できない場合は、ディスクバックアップセットにフ
ァイルを一時的にコピーしてから、それを宛先バックアップセットにコピーすることができます。

バックアップセット間でファイルを転送するには、「ツール」>「転送」を順にクリックします。
バックアップセット転送の概要ウィンドウが表示されます。
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バックアップセット転送の基本的な手順は次のとおりです。

▪ 転送元バックアップセットの選択
▪ 転送先バックアップセットの選択
▪ 転送するファイルの選択
▪ 追加オプションの設定
▪ バックアップセット転送の実行
▪ バックアップセット転送スクリプトの作成
転送元バックアップセットの選択

バックアップセット転送の概要ウィンドウで「元ボリューム」をクリックすると、「バックアップ
セットの選択」ウィンドウが表示されます。
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転送元のバックアップセットを選択して、「OK」をクリックします。

▪ バックアップセット転送では、転送元のバックアップセットにあるすべてのスナップショットと
関連ファイルが、転送先のバックアップセットにコピーされます。この動作はスナップショット
転送とは異なります（スナップショット転送では、activeなスナップショットと関連ファイルだ
けがコピーされます）。詳しくは、スナップショット転送を参照してください。

転送先バックアップセットの選択

バックアップセット転送の概要ウィンドウで「宛先」をクリックします。

転送先バックアップセットを選択して、「OK」をクリックします。すでに転送元として指定したバ
ックアップセットだけが表示されるか、表示されているいずれのバックアップセットも、転送先と
して望ましくない場合は、「新規作成」をクリックして新規バックアップセットを作成します。詳
しくは、新規バックアップセットの作成を参照してください。

転送するファイルの選択

デフォルトでは、転送元バックアップセット内のすべてのファイルが、転送先バックアップセット
に転送されます。一部のファイルだけを転送するには、バックアップセット転送の概要ウィンドウ
で「選択」をクリックします。

リストからセレクタを選択するか、「追加選択」をクリックしてカスタムセレクタを作成します。
セレクタとは、転送対象となるファイルやフォルダを選択するための、一種のフィルタです。セレ
クタについては、セレクタの使い方を参照してください。

完了したら「OK」をクリックします。
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追加オプションの設定

Retrospect には、バックアップセット転送専用の複数の実行オプションがあります。

バックアップセット転送の概要ウィンドウで「オプション」をクリックすると、スナップショット
のコピー、メディアの検証、データ圧縮、元バックアップセットの書き替え、およびその他のオプ
ションのデフォルト設定を変更できます。

これらのオプションの詳細は、転送実行オプションを参照してください。

「追加選択」ボタンをクリックして、他の実行オプションにアクセスします。詳しくは、実行オプ
ションを参照してください。

バックアップセット転送の実行

必要なすべての情報の指定が完了すると、バックアップセット転送の概要ウィンドウ上部に、「実
行の準備ができました」と表示されます。指定情報が不完全な場合は、「実行の準備ができていま
せん。」と表示されるので、その下に表示される指示に従って、情報の一部を変更してください。

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、この操作に使用する実行ユニ
ットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィンドウのコンボボックス
で選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照してください。

準備ができたら、「転送」ボタンをクリックします。これで転送操作が実行され、「アクティビテ
ィモニタ」ウインドウにその進行状態が表示されます。
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次に、メディアの挿入を求めるプロンプトが表示されます。

実行が完了したら、「履歴」タブをクリックして転送のパフォーマンスデータを表示します。エラ
ーが発生した場合、「エラー」ボタンをクリックすると詳細な情報が表示されます。操作ログを表
示するには、「ログ」ボタンをクリックします。

このログについては、操作ログの表示で説明しています。

バックアップセット転送スクリプトの作成

バックアップセット転送の概要ウィンドウがアクティブな状態で「スケジュール」をクリックする
と、転送の情報とその設定内容をスクリプトとして保存できます。その後で、そのスクリプトを使
ってバックアップセット転送を自動実行することができます。

詳しくは、「スクリプトによる自動実行」を参照してください。

スナップショット転送

Retrospect では、スナップショット転送機能によって、1 つのバックアップセット内のスナップシ
ョットと関連ファイルを、別の新規（または既存）バックアップセットにコピーすることができま
す。この機能は、次の用途に使用できます。

▪ 新規バックアップセットの代用フルバックアップ
▪ 障害復旧用のオフラインバックアップセットの作成
▪ フルバックアップによるバックアップサイクルの開始
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スナップショット転送は、いくつかの点でバックアップセット転送とは異なります。具体的な相違
点は次のとおりです。

▪ 転送元は単一のバックアップセットのみ（バックアップセット転送では複数の転送元が使用可
能）。

▪ アクティブなスナップショットだけが転送される（バックアップセット転送ではすべてのスナッ
プショットが転送される）。

▪ 転送するスナップショットをいくつかの方法で選択できる（バックアップセット転送では、常に
すべてのスナップショットが転送される）。

スナップショット転送では、転送元のファイルと転送先の既存ファイルがデフォルトで照合され、
必要なファイルだけがコピーされます。転送先にすでに存在するスナップショットとファイルは、
いっさい変更されません。

スナップショット転送には、プレビュー機能はありません。手作業でファイルを選択する代わり
に、セレクタを使用しなければなりません。

バックアップセット間でスナップショットを転送するときは、両方のバックアップセットが同じタ
イプのメディアに存在する場合でも、それらのメディアを挿入するテープドライブや CD/DVD ドラ
イブは別にする必要があります。ただし、ファイルバックアップセットの場合は、個別のバックア
ップデバイスという要件は適用されません。

各バックアップセットに個別のドライブがなくても、ハードディスク上のファイルバックアップセ
ットにスナップショットを一時的にコピーしてから、それを宛先バックアップセットにコピーする
ことができます。

スナップショット転送と代用フルバックアップ

スナップショット転送機能により、「代用フル」バックアップを作成することができます。スナッ
プショットが次のものに転送される時に代用フルが作成されます。

▪ 新規バックアップセット
▪ 「元カタログファイルを宛先カタログファイルと照合」オプションがオフの場合の既存バックア
ップセット

代用フルにより、たとえば最新のスナップショットだけを使用して既存のバックアップセットから
新規のバックアップセットをすばやく得ることができます。これにより、Progressive バックアップ
の時間短縮効果を維持したまま、新しいバックアップサイクルを開始できます。それ以降の同じバ
ックアップセットへのバックアップでは、新規ファイルと変更されたファイルだけがコピーされま
す。

転送の完了後、転送先バックアップセットには、フルバックアップした場合と同じデータが含まれ
ます。つまり、時間のかかる実際のフルバックアップを実行することなく、同じ結果を得ることが
できます。

▪ 代用フルバックアップの結果は、最新スナップショットの作成時点におけるフルバックアップの
結果に等しくなります。それらのスナップショットの作成日時以降に作成または変更されたファ
イルや、最新スナップショットに含まれない古いバージョンのファイルは含まれていません。

代用フルは、1 つの連続したセッション内のすべてのファイルを含むバックアップセットを作成す
る場合にも有効です。これにより、ボリューム全体をより迅速に復元することができます。必要な
ファイルをすべて探すために複数のセッションを検索する必要がないからです。
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バックアップセット間でショットショットを転送するには、「ツール」>「スナップショット転
送」を順にクリックします。バックアップセット スナップショット転送の概要ウィンドウが表示さ
れます。

スナップショット転送の基本的な手順は次のとおりです。

▪ 転送元バックアップセットの選択
▪ スナップショットの選択
▪ 転送先バックアップセットの選択
▪ 転送するファイルの選択
▪ 追加オプションの設定
▪ スナップショット転送の実行
▪ スナップショット転送スクリプトの作成
転送元バックアップセットの選択

バックアップセット スナップショット転送の概要ウィンドウで「元ボリューム」をクリックする
と、スナップショット転送のボリューム選択ウィンドウが表示されます。
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このボリューム選択ウィンドウ上部にあるリストで、転送するスナップショットを含むバックアッ
プセットを選択します。希望のバックアップセットがリスト内に表示されていない場合は、「更
に」ボタンをクリックしてください。

複数のバックアップセットに含まれるスナップショットを一度に転送する必要があるときには、代
わりにバックアップセット転送を使用するか、スナップショット転送スクリプトを作成します。バ
ックアップセット転送とスクリプトによるスナップショット転送を参照してください。

ウィンドウの下のリストに、選択したバックアップセットのアクティブなスナップショットのリス
トが、スナップショットの日時とバックアップボリュームの名前と共に表示されます。

スナップショットのリストが表示されるのは、次のオプションのいずれかが選択されている場
合です。「選択したスナップショット」または「選択した個々の元ボリュームの最新スナップ
ショット」スナップショットが含まれているのは、横に日付が表示されているバックアップセ
ットだけです。

Retrospect はデフォルトで、カタログファイルに登録された最新のスナップショットをボリューム
（またはサブボリューム）ごとに記憶しており、それらのスナップショットがアクティブと見なさ
れます。スナップショットは新旧を問わず、すべてバックアップメディア（テープ、ディスク、ま
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たは CD/DVD）に保存されます。バックアップやアーカイブの操作が正常に実行されると、カタロ
グファイル内の古いスナップショットが新しいものに置き換えられます。古いスナップショット
は、バックアップメディアにはそのまま残り、必要に応じて取り込むことができます。

グルーミングが有効なディスクバックアップセットの場合は、グルーミングポリシーに従っ
て、必要なスナップショットがカタログファイルに保存されます。たとえば、グルーミングポ
リシーで最新バックアップ 10 件を保存するように指定すると、ボリュームごとに 10 個のスナ
ップショットがアクティブになります。さらに、手動でロックされたスナップショットもアク
ティブになります。

目的のスナップショットがリストに表示されていない場合は、「スナップショットを追加」をクリ
ックして、バックアップセット内のすべてのスナップショットのリストを表示します。

スナップショットを選択して、「取り込み」ボタンをクリックすると、バックアップセットのメデ
ィアから古いスナップショットが取り込まれ、転送スナップショットの元ボリュームウィンドウの
リストに追加されます。スナップショットを取り込む際は、メディアの挿入が必要になります。追
加したスナップショットはアクティブになります。

すでに使用できる「スナップショット」を選択すると、「取り込み」ボタンは無効になりま
す。

スナップショットの選択

転送元のバックアップセットの選択後は、転送するスナップショットをいくつかの方法で選択でき
ます。

▪ 「個々の元ボリュームの最新スナップショット」「個々の元ボリュームの最新スナップショット」は最新のスナップショットと、アクティブなス
ナップショットのリスト内の各ボリューム（またはサブボリューム）に対し関連するファイルを
転送します。

▪ 「選択した個々の元ボリュームの最新スナップショット」「選択した個々の元ボリュームの最新スナップショット」はアクティブなスナップショットのリ
スト内で選択した各ボリューム（またはサブボリューム）に対する最新のスナップショットを転
送します。ボリュームごとに手動で最新スナップショットを選択しても、同じ結果を得ることが
できます。

▪ 「個々の元ボリュームの全アクティブスナップショット」「個々の元ボリュームの全アクティブスナップショット」はすべてのアクティブなスナップショ
ットと関連するファイルを転送します。アクティブなスナップショットと転送元ボリュームのリ
ストを表示するには、「選択したスナップショット」オプションを一時的に選択します。「個々
の元ボリュームの全アクティブスナップショット」を再度選択してから「OK」をクリックして
ください。古いスナップショットをアクティブにするには、「スナップショットを追加」をクリ
ックします。

▪ 選択したスナップショット選択したスナップショットではアクティブなスナップショットのリストから選択したスナップシ
ョット（および関連ファイル）だけが転送されます。複数のスナップショットを選択するには、
Control キーまたは Shift キーを押しながらスナップショットをクリックします。古いスナップ
ショットをアクティブにするには、「スナップショットを追加」をクリックします。

アクティブなスナップショットのリストはバックアップを実行するたびに変化するため、「個々の
元ボリュームの最新スナップショット」オプションはスナップショット転送スクリプトで最も効果
的ですが、基本操作にも活用できる場合があります。

▪ スナップショット転送では、アクティブなスナップショットだけがコピーされます。すべてのス
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ナップショットをコピーする場合は、バックアップセット転送を使用してください。詳しくは、
バックアップセット転送を参照してください。

選択が完了したら「OK」をクリックします。

転送先バックアップセットの選択

バックアップセット スナップショット転送の概要ウィンドウで「宛先」をクリックします。

転送先バックアップセットを選択して、「OK」をクリックします。リストに表示されているいずれ
のバックアップセットも転送先として望ましくない場合は、「新規作成」をクリックして新規バッ
クアップセットを作成します。詳しくは、新規バックアップセットの作成を参照してください。

転送するファイルの選択

デフォルトでは、選択したスナップショット内のすべてのファイルが、転送先バックアップセット
に転送されます。一部のファイルだけを転送するには、バックアップセット スナップショット転送
の概要ウィンドウで「選択」をクリックします。

リストからセレクタを選択するか、「追加選択」をクリックしてカスタムセレクタを作成します。
セレクタとは、転送対象となるファイルやフォルダを選択するための、一種のフィルタです。セレ
クタについては、セレクタの使い方を参照してください。

完了したら「OK」をクリックします。

追加オプションの設定

Retrospect には、スナップショット転送専用の複数の実行オプションがあります。

バックアップセット スナップショット転送の概要ウィンドウで「オプション」をクリックすると、
メディアの検証、データ圧縮、元バックアップセットの書き替え、およびその他のオプションのデ
フォルト設定を変更できます。
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これらのオプションの詳細は、転送実行オプションを参照してください。

「追加選択」ボタンをクリックして、他の実行オプションにアクセスします。詳しくは、実行オプ
ションを参照してください。

スナップショット転送の実行

必要なすべての情報の指定が完了すると、バックアップセット スナップショット転送の概要ウィン
ドウ上部に、「実行の準備ができました」と表示されます。指定情報が不完全な場合は、「実行の
準備ができていません。」と表示されるので、その下に表示される指示に従って、情報の一部を変
更してください。

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、この操作に使用する実行ユニ
ットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィンドウのコンボボックス
で選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照してください。

準備ができたら、「転送」ボタンをクリックします。これで転送操作が実行され、「アクティビテ
ィモニタ」ウインドウにその進行状態が表示されます。
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次に、メディアの挿入を求めるプロンプトが表示されます。

実行が完了したら、「履歴」タブをクリックして転送のパフォーマンスデータを表示します。エラ
ーが発生した場合、「エラー」ボタンをクリックすると詳細な情報が表示されます。操作ログを表
示するには、「ログ」ボタンをクリックします。

このログについては、操作ログの表示で説明しています。

スナップショット転送スクリプトの作成

バックアップセット スナップショット転送の概要ウィンドウがアクティブな状態で「スケジュー
ル」をクリックすると、転送の情報とその設定内容をスクリプトとして保存することができます。
その後で、そのスクリプトを使って転送操作を自動実行することができます。

詳しくは、「スクリプトによる自動実行」を参照してください。

基本操作の制御

Retrospect では、基本操作の実行中に、いくつかの方法で基本操作を制御することができます。詳
しくは、「操作の制御」を参照してください。

Retrospect のツールバーの「続けて使用」コンボボックスを使用して、基本操作の実行が終了した
時の Retrospect の動作を決定できます。デフォルトでは、何も行われませんが、基本操作を開始し
て帰宅したい場合、実行完了時に Retrospect を終了するように選択することができます。
Proactive Buckup が実行中である場合、または別のスクリプトがアプリケーションの先読み時間に
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実行されるようにスケジュールされている場合を除いて、実行が終了したときに Retrospect は終了
（またはシャットダウン）します。先読み時間の指定方法について詳しくは、スケジュール環境設
定を参照してください。
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Chapter 6

スクリプトによる自動実行

▪ スクリプトの概説
▪ スクリプトの作成
▪ スクリプトによるバックアップ
▪ スクリプトによる複製
▪ スクリプトによるアーカイブ
▪ スクリプトによる復元
▪ スクリプトによるバックアップセット転送
▪ スクリプトによるスナップショット転送
▪ スクリプトによるグルーミング
▪ スクリプトによる検証
▪ スクリプトのスケジュール作成
▪ スクリプトの保存
▪ スクリプトのテスト
▪ スクリプトの実行
▪ スクリプトの制御
▪ Proactive Backup スクリプト

「基本操作」では、Retrospect の基本バックアップ、複製、アーカイブ、復元、および転送操作の
設定と実行方法を解説しました。本章では、スクリプト（Retrospect 独自の Proactive Backup ス
クリプトを含む）を使ってプロセスを自動化する方法について解説します。

スクリプトの概説

Retrospect の利点の 1 つは、反復作業を自動化できることです。スクリプトを作成することによっ
て、「基本操作」で説明した操作をすべて自動化することができます。

▪ バックアップ
▪ 複製
▪ アーカイブ
▪ 復元
▪ バックアップセット転送
▪ スナップショット転送

さらに、Proactive Backup を使用すれば、ユーザが指定した基準に基づいて、次回のバックアップ
対象の優先順位を頻繁に付け直す高度なスクリプトを作成することができます。さらにグルーミン
グスクリプトや検証スクリプトを作成して、このようなバックアップセットの管理タスクを自動化
することもできます。

スクリプトは、バックアップ計画を立案するための重要な要素です。効率的なバックアップ計画の
立案方法については、バックアップ計画を参照してください。

自動操作には、基本操作と同じ情報（元ボリューム、宛先、ファイル選択基準、その他のオプショ
ン）がすべて含まれます。元ボリューム、宛先ボリューム、ファイル選択基準、その他のオプショ
ンという、Retrospect Express の他のバックアップ操作と同じ要素を使用します。スクリプトに
は、いつこれらの自動操作が実行されるかを制御するスケジューリングコンポーネントも含まれま
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す。

Retrospect では、スケジュールを設定してスクリプトを自動実行できるので、全ユーザが都合のよ
い時間に、操作を行うことができます。スクリプトによるバックアップをスケジュールしておく
と、バックアップコンピュータを起動して、バックアップデバイスに適切なメディアをセットして
おくだけで、データが定期的にバックアップされます。スクリプトを実行する時間になると、
Retrospect が自動的に起動し、操作を実行します。Retrospect の先読み時間に実行するようにスケ
ジュールされたほかのスクリプトがない場合、また「スタートアップ環境設定スタートアップ環境
設定」で「シャットダウン」を選択していた場合、操作が完了したときに Retrospect はシャットダ
ウンします。

自動操作には、スクリプトの作成、スクリプトのスケジュール、スクリプトの実行、および
Proactive Backup スクリプトの使用が含まれます。スクリプトの管理とメンテナンスについては、
スクリプトのメンテナンスを参照してください。

スクリプトの作成

Retrospect では、次の 2 通りの方法でスクリプトを作成できます。

▪ 基本操作のスケジュール
▪ 「スクリプトの管理」コマンドの使用方法

これらの方法で、どのタイプのスクリプトでも（バックアップ、複製、アーカイブ、復元、転送）
作成できます。

Proactive Backup スクリプトについては、別に説明します。詳しくは、Proactive Backup スク
リプトを参照してください。

基本操作のスケジュール

基本操作の概要ウィンドウ（バックアップ、複製、アーカイブ、復元、転送）にはすべて、その操
作に基づいてスクリプトを作成できる「スケジュール」ボタンがあります。

バックアップ、複製、および復元の各操作で「スケジュール」ボタンを使用するには、高度な
設定モードに切り替える必要があります。

基本操作をスケジュールするには

1. 基本操作の概要ウィンドウから「スケジュール」ボタンをクリックします。
2. スクリプトの名前を入力して「OK」をクリックします。
3. スクリプトの概要ウィンドウ内の情報を確認し、必要に応じて修正します。
4. 「スケジュール」ボタンをクリックし、スクリプトのスケジュール作成の説明に従ってスクリプト
をスケジュールします。

5. スクリプトの概要ウィンドウ内の情報がすべて正しければ、ツールバーの「保存」アイコン
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をクリックし
ます。

スクリプトは基本操作のバックアップウィザードで作成して、基本操作の複製ウィザードで複製す
ることもできます。詳しくはウィザードモードでのバックアップおよびウィザードモードでの複製
を参照してください。

「スクリプトの管理」コマンドの使用方法

「スクリプトの管理」コマンドを使用して、新規スクリプトを作成したり、既存スクリプトの設定
を修正したりすることができます。

既存スクリプトの修正方法について詳しくは、スクリプトのメンテナンスを参照してください。新
規スクリプトの作成方法については、以下の項を参照してください。

▪ スクリプトによるバックアップ
▪ スクリプトによる複製
▪ スクリプトによるアーカイブ
▪ スクリプトによる復元
▪ スクリプトによるバックアップセット転送
▪ スクリプトによるスナップショット転送
▪ スクリプトによるグルーミング
▪ スクリプトによる検証

データベースの復元およびメールボックスの復元スクリプトについては、「SQL Server Agent」お
よび「Exchange Server Agent」を参照してください。
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スクリプトによるバックアップ

バックアップスクリプトは「スクリプトの管理」コマンドを使って、2 通りの方法で設定できま
す。1 つは Retrospect のバックアップウィザードで指示に従いながら、手順を追って設定する方
法、もう 1 つは高度な設定モードで、自分の判断に基づいて設定する方法です。高度な設定モード
では、ウィザードにはないオプションが利用できます。詳しくは、以下を参照してください。

▪ ウィザードモードでのバックアップスクリプトの作成
▪ ウィザードモードから高度な設定モードへの切り替え
▪ 高度な設定モードでのバックアップスクリプトの作成
▪ 高度な設定モードからウィザードモードへの切り替え
ウィザードモードでのバックアップスクリプトの作成

バックアップウィザードを使えば、バックアップ操作スクリプトの設定と編集を、容易に行うこと
ができます。バックアップウィザードを開始するには、ナビゲーションバーの「自動化」をクリッ
クして、「スクリプトの管理」ボタンをクリックします。スクリプト編集ウィンドウが表示されま
す。

「新規」ボタンをクリックして、新規スクリプトの作成を開始します。スクリプト選択ウィンドウ
が表示されます。
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リストから「バックアップ」を選択して、「OK」をクリックします。スクリプト命名ウィンドウ
で、名前を入力して「OK」をクリックします。「バックアップウィザードへようこそ」画面が表示
されます。

高度な設定モードの「バックアップスクリプトの概要」画面が表示された場合は、「ウィザー
ドモードに変更」をクリックしてください。

「ようこそ」画面「ようこそ」画面

バックアップスクリプトを今回初めて設定する場合は、「次へ」をクリックしてバックアップウィ
ザードでの設定を続行します。高度な設定モードでバックアップを設定するには、「高度な設定モ
ードに切り替える」をクリックします。詳しくは、高度な設定モードでのバックアップスクリプト
の作成を参照してください。
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バックアップスクリプトを以前に設定したことがあれば、「バックアップウィザードへようこそ」
画面に現在の設定が表示されます。詳しくは、バックアップスクリプト設定の編集を参照してくだ
さい。

バックアップ対象の選択バックアップ対象の選択

バックアップ対象と記述内容が合致するオプションのボタンをクリックします。
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▪ 「ドキュメントと設定」（「ドキュメントと設定」（Retrospect Desktop のみ）のみ）は、Documents and Settings フォルダ
をバックアップします。このフォルダには、マイドキュメント、マイピクチャ、マイミュージッ
ク、お気に入り、デスクトップなど、ユーザ専用のフォルダが含まれています。

▪ 「マイコンピュータ」「マイコンピュータ」は、ローカルコンピュータをバックアップします。

▪ 「マイコンピュータとバックアップクライアント」「マイコンピュータとバックアップクライアント」は、ローカルコンピュータと、ログインして
いるすべての Retrospect クライアントコンピュータをバックアップします。

▪ 「クライアントのみバックアップ」「クライアントのみバックアップ」（Retrospect Desktop 以外）は、ログインしているすべて
の Retrospect クライアントコンピュータをバックアップします。

▪ 「選択」「選択」では、ローカルコンピュータ、ログインしている Retrospect クライアントコンピュー
タ、およびネットワークボリュームから、バックアップするドライブとフォルダを手動で選択で
きます。

Retrospect クライアントの追加クライアントの追加

「マイコンピュータとバックアップクライアント」または「クライアントのみバックアップ」を選
択すると、バックアップ時にログインしているすべての Retrospect クライアントコンピュータのデ
ータがバックアップされます。

Retrospect クライアントをログインするには「クライアントの追加」をクリックします。クライア
ントのインストール、設定、およびログインの詳細は、「ネットワーク接続クライアント」を参照
してください。

ドライブやフォルダの手動選択ドライブやフォルダの手動選択

「何をバックアップしますか?」画面で「選択」を選ぶと、バックアップするドライブやフォルダを
個別に選択できます。
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ドライブやフォルダを 1 つ選択すると、それまで選択していたドライブやフォルダが選択解除され
ます。前の選択を解除せずにドライブやフォルダを選択するには、Ctrl キーを押しながらクリック
します。Shift キーを押しながらクリックすると、既存の選択位置からクリックした位置までのすべ
てのドライブとフォルダが選択されます。

この画面のリストに含まれるあらゆるコンテナ（マイコンピュータ、マイ ネットワーク、バックア
ップクライアント、元ボリュームグループ）内のドライブとフォルダを選択できます。また、コン
テナ自体を選択することもできます。コンテナを選択すると、その内部のすべての項目がバックア
ップされます。

▪ Retrospect クライアントを「バックアップクライアント」コンテナに追加するには、「クライ
アントの追加」をクリックします。

▪ ネットワークボリュームを「マイネットワーク」コンテナに追加するには、「ネットワークボリ
ュームの追加」をクリックします。

▪ ドライブ内のフォルダを表示するには、ドライブを選択して「フォルダの表示」をクリックしま
す。

詳しくは、コンテナを参照してください。

バックアップするファイルの種類の選択バックアップするファイルの種類の選択

バックアップするファイルの種類に応じて、該当する各チェックボックスを選択します。すべての
チェックボックスを選択すると、すべてのファイル（キャッシュファイルを除く）がバックアップ
されます。

これらのオプションの一部は、Windows、Mac OS、Linux で動作が異なります。以下の説明で
は、これらのオプションを Windows コンピュータで使用する方法に焦点を当てています。そ

CHAPTER 6 • スクリプトによる自動実行 161



の他のオペレーティングシステムで、これらのオプションを使用する方法については、組み込
みセレクタを参照してください。

▪ 「ドキュメントと設定」「ドキュメントと設定」は、Documents and Settings フォルダ内のファイルをバックアップし
ます。このフォルダ内には、各ユーザの「マイドキュメント」、「お気に入り」、「Application
Data」、「デスクトップ」などのフォルダがあります。

▪ Windows 9x システムの場合は、「ドキュメントと設定」を選択すると「Profiles」フォルダが
バックアップされます。

▪ 「オペレーティングシステムとアプリケーション」「オペレーティングシステムとアプリケーション」は、Windows フォルダやシステム状態など
のシステムファイルをバックアップします。また、アプリケーションファイル（「Program
Files」フォルダ内の項目を含む）、および元ボリュームの各所にある、既知のアプリケーション
拡張子（.exe、.dll など）を持つ各ファイルもバックアップします。

▪ 「オペレーティングシステムとアプリケーション」のバックアップを行わない選択をすると、
Retrospect はデフォルトの実行オプションのうちいくつかを変更します。Retrospect は「Back
Up System State」と「Back up folder security information for workstations」オプションの両方
をオフにします。詳しくはWindows システムオプションおよびWindows セキュリティオプショ
ンを参照してください。

▪ 「写真」「写真」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Pictures」フォルダにある
すべてのファイルをバックアップします。また、元ボリュームの各所にある、一般的な画像ファ
イル拡張子（.jpg など）を持つ各ファイルもバックアップします（「Windows」フォルダと
「Program Files」フォルダ内のファイルを除く）。

▪ 「音楽」「音楽」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Music」フォルダにあるす
べてのファイルをバックアップします。また、元ボリュームの各所にある、一般的な音楽ファイ
ル拡張子（.mp3 など）を持つ各ファイルもバックアップします（「Windows」フォルダと
「Program Files」フォルダ内のファイルを除く）。

▪ 「動画」「動画」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Videos」フォルダにあるす
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べてのファイルをバックアップします。また、元ボリュームの各所にある、一般的な動画ファイ
ル拡張子（.mov など）を持つ各ファイルもバックアップします（「Windows」フォルダと
「Program Files」フォルダ内のファイルを除く）。

▪ 「Officeドキュメントドキュメント」は、元ボリュームの各所にある Microsoft Office 文書、Microsoft
Outlook データ、および Adobe PDF ファイルをバックアップします（「Windows」フォルダと
「Program Files」フォルダ内のファイルを除く）。

▪ 「その他すべてのファイルその他すべてのファイル」は、他のオプションで選択されない全ファイルをバックアップしま
す。

▪ 「ドキュメントと設定」および「オペレーティングシステムとアプリケーション」は、フォルダ
をバックアップする際には利用できません。

バックアップの宛先デバイスの選択バックアップの宛先デバイスの選択

バックアップは、テープドライブ、CD/DVD ドライブ、ハードドライブなど、Retrospect でサポー
トされているあらゆるデバイスに格納できます。以下のどちらかを選択します。

▪ テープ、CD、DVD
▪ ローカルコンピュータやネットワーク上のハードドライブ

テープ、CD、または DVD を使用する場合は、利用可能なデバイスが表示されます。バックアップ
先として使用するデバイスを選択して「次へ」をクリックします。

ハードドライブの場合は、ローカルの各ハードドライブと、「マイネットワーク」コンテナ内に一
覧されているネットワークボリュームが表示されます。

ネットワークボリュームを追加するには、「マイネットワーク」をダブルクリックし、追加するボ
リュームの位置まで移動してボリュームを選択し、「追加」ボタンをクリックします。そのボリュ
ームにログイン名とパスワードが必要な場合は、それらを入力して「OK」をクリックします。

ネットワークボリュームに対する権限を持ったユーザとしてログインするように Retrospect を
設定した場合、再びログインを要求されることはありません。詳しくは、セキュリティ環境設
定を参照してください。

ローカルドライブやネットワークボリューム上の特定のフォルダを指定するには、ドライブまたは
ボリュームを選択して「参照」ボタンをクリックします。バックアップするフォルダの位置まで移
動して「OK」をクリックします。

スケジュール作成の有無の選択スケジュール作成の有無の選択

スクリプトのスケジュールは、作成するかどうかを選択できます。

スケジュールを作成しない場合も、スクリプトは必要になったときに手動で実行できます。詳しく
は、スクリプトの手動実行を参照してください。スケジュールは、後でスクリプトに追加すること
もできます。

選択を行って「次へ」をクリックします。

スケジュールを持つスクリプトを編集するときには、利用できるオプションに「既存のスケジ
ュールを維持」が追加されます。
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バックアップの実行タイミングの選択バックアップの実行タイミングの選択

スクリプトを実行する曜日のチェックボックスを選択し、さらにスクリプトの実行を開始する時刻
を指定します。

Retrospect では使用中のコンピュータもバックアップできますが、通常の営業時間後にスクリプト
を実行すれば、使用中のコンピュータの数を減らすことができます。

1 つまたは複数のバックアップセットの指定つまたは複数のバックアップセットの指定

バックアップ先として 1 つのバックアップセットを使うか、複数のバックアップセットを使うかを
選択します。

複数のバックアップセットにバックアップすれば、データ保護の水準が高まります。各バックアッ
プセットにデータの完全なバックアップが保持されるため、メディア障害に対するセーフティネッ
トが確保されるほか、使用していないバックアップセットのメディアを運用環境外に保管し、盗
難、火災、その他の災害に備えることもできます。

1 週間に 1 回だけバックアップするように選択した場合は、この画面で 1 つのバックアップセ
ットを使うか、2 つのバックアップセットを 1 週間ごとに切り替えるかを選択できます。

バックアップセット数の選択バックアップセット数の選択

複数のバックアップセットへのバックアップを選択した場合は、使用するバックアップセットの数
と、各バックアップセットの切り替え頻度を、ここで指定します。
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最初のオプションを選択すると、選択したバックアップの実行日ごとにバックアップセットが切り
替えられます。たとえば、毎日バックアップするように指定した場合は、バックアップセット数が
7 つに設定され、曜日ごとに異なるバックアップセットが使用されます。一方、月曜日と水曜日、
および金曜日にバックアップするように選択した場合には、バックアップセット数は 3 つに設定さ
れ、月、水、金の曜日ごとに異なるバックアップセットが使用されます。

2 番目のオプションを選択するとバックアップセット数は 2 つになり、1 週間ごとに切り替えて使
用されます。たとえば、毎日バックアップするように指定した場合、最初の週は 1 つ目のバックア
ップセットに毎日バックアップされ、次の週は 2 つ目のバックアップセットに、同様に毎日バック
アップされます。このオプションを選択した場合、バックアップセットを切り替える曜日を、リス
トボックスを使って指定します。

バックアップセットの命名バックアップセットの命名

この画面の表示内容は、指定したバックアップセットの数によって異なります。

指定したバックアップセットの数だけ名前を入力するか、デフォルトで表示される名前をそのまま
使用します。バックアップセットが作成済みであれば、「既存のものを使用」チェックボックスを
チェックして、リストボックスからバックアップセットを選択することもできます。

▪ 複数のバックアップセットを使う場合は、それぞれに区別しやすい、意味のある名前を付けるこ
とが大切です。バックアップセットに付けた名前を、後で変更することはできません。
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「既存のものを使用」チェックボックスは、既存のバックアップセットが存在する場合のみ表
示されます。

圧縮オプションの設定縮オプションの設定

このバックアップスクリプトでソフトウェアデータ圧縮を有効にする場合は、「はい」ラジオボタ
ンをクリックします。
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ソフトウェアデータ圧縮では、ファイルを圧縮してからバックアップセットにコピーするので、バ
ックアップセットの容量を節約することができます。復元の実行時には自動的に解凍され、元の状
態に戻されます。

節約できる量は、圧縮するファイルのタイプによって異なります。テキストファイルは圧縮率が高
く、アプリケーションファイルやシステムファイルは低くなります。

バックアップセットへのバックアップと、バックアップセットからの復元は、ソフトウェアデータ
圧縮を使用すると、使用しない場合に比べて時間がかかります。

ハードウェア圧縮機能を持つテープデバイスにコピーする場合は、最適なパフォーマンスを得
るためにソフトウェア圧縮は自動的にオフになり、常にハードウェア圧縮が使用されます。

バックアップセットのセキュリティオプションの設定バックアップセットのセキュリティオプションの設定

この画面では、バックアップセットへのアクセスを制限するパスワードを指定できます。また、バ
ックアップセットのデータの暗号化を選択して、セキュリティをいっそう強固にすることもできま
す。

暗号化を使用すると、バックアップに要する時間が長くなります。
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「バックアップセットのセキュリティ」リストボックスからオプションを選択します。

▪ 「暗号化なし」「暗号化なし」：パスワードによる保護がバックアップセットに行われず、バックアップセット
のデータは暗号化されません。

▪ 「パスワードのみ」「パスワードのみ」：バックアップセットにパスワードによる保護が行われます。保存されたデ
ータは暗号化されません。

▪ 「「SimpleCrypt」」：パスワードによる保護に加え、Retrospect 独自の暗号化フォーマットによ
るバックアップセットデータの暗号化が行われます。

▪ 「「DES」」：パスワードにより保護され、データ暗号化標準に従ってバックアップセットデータが
暗号化されます。

▪ 「「AES-128」」：パスワードにより保護され、128 ビットのデータ暗号化標準（AES：Advanced
Encryption Standard）に従ってバックアップセットデータが暗号化されます。

▪ 「「AES-256」」：パスワードにより保護され、256 ビットのデータ暗号化標準（AES：Advanced
Encryption Standard）に従ってバックアップセットデータが暗号化されます。AES-256 は、セ
キュリティとパフォーマンスのバランスの点で最も優れています。

▪ バックアップセットに設定したパスワードや暗号化方式は変更できません。バックアップセット
に設定したパスワードを忘れてしまうと、そのバックアップセットにアクセスできなくなりま
す。

パスワードを設定し、一定の条件下でそのパスワードを Retrospect に記憶させたい場合には、「パ
スワードを記憶」リストボックスからオプションを選択します。

▪ 「アクセス用のパスワードはどれでも記憶する」「アクセス用のパスワードはどれでも記憶する」：基本操作と自動操作で使用されるパスワード
をすべて保存します。

▪ 「スクリプトでアクセスするときのパスワードを記憶する」「スクリプトでアクセスするときのパスワードを記憶する」（デフォルト）：自動操作で使用さ
れるパスワードだけを保存します。たとえば、このオプションを設定したバックアップセット
が、スクリプトによる夜間のバックアップの宛先である場合、手動でパスワードを入力する必要
はありません。

168 WINDOWS ユーザー ガイド



▪ 「どのアクセス用のパスワードも記憶しない」「どのアクセス用のパスワードも記憶しない」：いかなる場合でも、バックアップセットにアク
セスするのに、パスワードを入力する必要があります。このオプションを設定したバックアップ
セットには、パスワードを入力せずにバックアップしたり、そのプロパティを表示したりするこ
とはできません。一度パスワードを入力した後は、Retrospect を終了し再起動するまでは、パ
スワードを再び入力する必要はありません。

▪ 「パスワードを記憶」の設定は、バックアップセットのプロパティを変更することによって、必
要に応じて変更できます。詳しくは、バックアップセットの設定を参照してください。

テープドライブバックアップの置き換えオプションテープドライブバックアップの置き換えオプション

テープバックアップセットへのバックアップでは、バックアップ先のバックアップセットを、バッ
クアップ実行前に置き換えるように指定できます。置き換えを指定すると、バックアップセット内
の各テープを再利用できますが、それらのテープに記録されていたデータはすべて失われます。

テープバックアップセットを置き換える前に、その中の各テープのデータが他のメディアに保
管済みであるか、あるいは本当に消去してもかまわないことを確認してください。

▪ 「いいえ、既存のバックアップデータを保持します。」「いいえ、既存のバックアップデータを保持します。」：バックアップセット内のすべての既存
データを保持する場合に選択します。各バックアップセットへの前回のバックアップより後に作
成されたファイルと、変更されたファイルだけがバックアップされます。テープメンバーの空き
がなくなると、新しいテープが要求されます。

▪ 「はい、上書きして構いません。」「はい、上書きして構いません。」：テープバックアップセットをバックアップの実行前に置き
換える場合に選択します。Retrospect で書き替えバックアップが実行されると、バックアップ
セットのカタログファイルの内容（もしあれば）が消去され、バックアップ済みファイルが 1
つもない状態にします。次に、バックアップセット内の先頭テープメンバーが検索され、それが
有効な場合は消去されます。先頭のメディアメンバーが利用不可能な場合は、利用できる新規ま
たは消去済みのテープが使われます。選択したすべてのファイルがバックアップされます。

▪ 高度な設定モードでは、各スケジュールのバックアップ動作を「置き換え」に設定することによ
って、テープバックアップセットを置き換えることができます。詳しくは、スクリプトスケジュ
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ールの作成を参照してください。

ハードドライブバックアップのグルーミングオプションハードドライブバックアップのグルーミングオプション

以下のオプションは、ハードドライブにバックアップする場合のみ有効です。バックアップ先のハ
ードドライブに空きがなくなった（または割り当てたディスク領域がすべて消費された）ときに、
Retrospect がどのように対処するかを、以下のオプションから選択します。

▪ 「新しいディスクを要求する」「新しいディスクを要求する」：バックアップドライブに空きがなくなると、残りのバックアッ
プの格納先として、別のハードドライブが要求されます。元のバックアップ先ハードドライブ上
のデータはすべて保持されます。

▪ 「最後だけを保持する「最後だけを保持する nバックアップ」バックアップ」：バックアップドライブに空きがなくなったときに保
持されるバックアップの数を指定します。指定した数のバックアップが、新しいものから保持さ
れます。それより古いすべてのバックアップがハードドライブから削除され、バックアップデー
タ用の空き領域が確保されます。

▪ 「「Retrospectの定義済みポリシーに従って保持する」の定義済みポリシーに従って保持する」：バックアップドライブに空きがなくな
ると、Retrospect のグルーミングポリシーに従って古いバックアップが削除されます。
Retrospect のポリシーでは、少なくとも 2 つのバックアップが元ボリュームごとに保持されま
す（前回のバックアップ日とその前のバックアップ日の最終バックアップが、元ボリュームごと
に保持されます）。さらに、ディスクに十分な空きがあれば、先週の各曜日のバックアップと先
月の各週のバックアップ、および各月のバックアップがそれぞれ 1 つずつ、元ボリュームごと
に保持されます。

バックアップスクリプト設定の確認バックアップスクリプト設定の確認

「バックアップの概要」画面には、ウィザードで指定したバックアップスクリプト設定が表示され
ます。
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▪ 「コピー元」「コピー元」には、バックアップするドライブやフォルダが一覧されます。

▪ 「選択」「選択」には、バックアップするファイルの種類が一覧されます。

▪ 「宛先」「宛先」には、データのコピー先となるバックアップセットの名前が表示されます。

▪ 「スケジュール」「スケジュール」には、バックアップスクリプトが実行される曜日と時刻が一覧されます。

▪ ウィザードで指定した一部のオプション（圧縮方式など）は、この概要画面には表示されません
が、実行されるバックアップには反映されます。

バックアップスクリプトの設定を変更するには、「前へ」をクリックします。

スクリプトの設定を保存するには、「完了」をクリックします。スクリプト設定を保存して、ただ
ちにスクリプトを実行するには、「今すぐ複製」チェックボックスをチェックして「完了」をクリ
ックします。

スクリプトに複数の宛先バックアップセットが含まれる場合は、「今すぐバックアップ」を選
択する際に、使用するバックアップセットをドロップダウンメニューから選択してください。

バックアップスクリプト設定の編集バックアップスクリプト設定の編集

バックアップスクリプトを編集するには、ナビゲーションバーで「自動化」>「スクリプトの管
理」を選択します。「スクリプト」ウィンドウで編集するスクリプトを選択し、「編集」をクリッ
クします。
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高度な設定モードの「バックアップの概要」画面が表示された場合は、「ウィザードモードに変
更」をクリックしてください。

設定を編集するには、「この設定を変更」を選択して「次へ」をクリックします。ウィザードモー
ドでの設定の編集方法は、最初に設定したときの方法とほとんど同じです。詳しくは、ウィザード
モードでのバックアップスクリプトの作成を参照してください。

現在のスクリプト設定でバックアップを実行するには、「この設定で今すぐバックアップ」を選択
して「今すぐ開始」をクリックします。

スクリプトに複数の宛先バックアップセットが含まれる場合は、使用するバックアップセット
をドロップダウンメニューから選択してください。

高度な設定モードで設定を編集するには、「高度な設定モードに切り替える」をクリックします。
詳しくは、ウィザードモードから高度な設定モードへの切り替えを参照してください。

ウィザードモードから高度な設定モードへの切り替え

ウィザードモードに含まれていない詳細オプションを使用するには、「バックアップウィザードへ
ようこそ」画面で「高度な設定モードに切り替える」をクリックします。

バックアップスクリプトが未設定の場合も、高度な設定モードでのバックアップスクリプトの作成
で説明されている手順で、高度な設定モードを利用できます。

バックアップスクリプトをすでに設定している場合、その設定は Retrospect に記憶されており、高
度な設定モードの概要ウィンドウに表示されます。

▪ 高度な設定モードでは、ウィザードモードのすべてのオプションが利用できます。ウィザードか
ら高度な設定モードに切り替えると、これらのオプションの設定も、対応するオプションに直接
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反映されます。

高度な設定モードでのバックアップスクリプトの作成

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できない、いくつかの強力なオプションがあり
ます。高度な設定モードに特有の機能は次のとおりです。

▪ より多くの組み込みセレクタ
▪ カスタムセレクタの作成と適用
▪ 異なる複数のバックアップ動作を含む、複数のカスタムスケジュールの作成
▪ ウィザードモードで利用できない多数のオプション

この項では、バックアップスクリプトを定義する手順を説明します。

▪ バックアップスクリプトの作成
▪ バックアップ元の設定
▪ バックアップ先の設定
▪ バックアップするファイルの選択
▪ バックアップ実行オプションの設定
▪ 実行ユニットの設定
▪ バックアップスクリプト設定の編集

以下で説明するように、スケジュールと保存の手順はすべてのスクリプトで同じです。

▪ スクリプトのスケジュール作成
▪ スクリプトの保存
バックアップスクリプトの作成バックアップスクリプトの作成

1. ナビゲーションツールバーから、「自動化」をクリックしてから、「スクリプトの管理」ボタンを
クリックします。

スクリプト編集ウィンドウが表示されます。

CHAPTER 6 • スクリプトによる自動実行 173



2. 「新規」ボタンをクリックして、新規スクリプトの作成を開始します。

スクリプト選択ウィンドウが表示されます。
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3. リストから「バックアップ」を選択して、「OK」をクリックします。

スクリプト命名ウィンドウが表示されます。

4. スクリプトの名前を入力して「OK」をクリックします。

入力したスクリプト名がウィンドウに表示されます。
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Retrospect のバックアップウィザードが表示された場合は、「高度な設定モードに切り替える」を
クリックしてください。

この「スクリプト」ウィンドウは、基本バックアップの概要ウィンドウとほぼ同じで、元ボリュー
ム、宛先バックアップセット、ファイルの選択基準、オプションが表示されます。これはスクリプ
トであるため、スケジュール情報も含まれます。

5. 内容を変更するには、以下の該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」「元ボリューム」では、元ボリュームの追加や削除を行います。

「宛先」「宛先」では、保存先バックアップセットを選択することができます。

「選択」「選択」では、セレクタを選択し、バックアップするファイルおよびフォルダを選択する条
件を指定します。

「オプション」「オプション」をクリックすると、検証機能やデータ圧縮のオン、オフを切り替えることの
できるオプションウィンドウが表示されます。

「スケジュール」「スケジュール」では、スクリプトの実行日時や間隔を指定します。

バックアップ元の設定バックアップ元の設定

スクリプト定義の最初の手順は、元ボリュームの設定です。

1. 「元ボリューム」ボタンをクリックします。

「ソース選択」ウィンドウが表示されます。
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2. 元ボリューム（1 つまたは複数）を選択した後、「OK」をクリックします。
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3. 追加の元ボリュームを選択するには「追加」をクリックします。元ボリュームをリストから削除す
るには、その元ボリュームを選択して「削除」をクリックします。元ボリュームのリストが完成し
たら、「OK」をクリックします。

4. 複数の元ボリュームがある場合、表示されている順番でバックアップが行われます。リストの順番
を変更するには、クリックしてからドラッグします。

バックアップ先の設定バックアップ先の設定

バックアップ元を指定した後、データの宛先バックアップセットを指定する必要があります。

1. 「宛先」ボタンをクリックします。

定義済みのバックアップセットがない場合には、「バックアップセット作成」ウィザードが起動し
ます。新規バックアップセットの作成の説明に従って新規バックアップセットを作成します。新規
バックアップセットが「バックアップセットの選択」ウィンドウに表示されます。

定義済みのバックアップセットがある場合には、「バックアップセットの選択」ウィンドウが表示
されます。
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「更に」または「新規作成」をクリックして、他のバックアップセットにアクセスしたり、新規バ
ックアップセットを作成したりすることができます。

2. 1 つまたは複数のバックアップセットを選択して、「OK」をクリックします。
3. 追加の宛先を選択するには「追加」をクリックします。バックアップセットをリストから削除する
には、そのバックアップセットを選択して「削除」をクリックします。宛先のリストが完成した
ら、「OK」をクリックします。
バックアップするファイルの選択バックアップするファイルの選択

デフォルトでは、元ボリュームのすべてのファイル（キャッシュファイルを除く）が選択されま
す。別の定義済みセレクタを選択したり、カスタムセレクタを作成して、一部のファイルだけを選
択することもできます。

1. 「選択」ボタンをクリックします。
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2. セレクタをクリックしたら、「OK」をクリックします。

「追加選択」をクリックして、Retrospect のファイル選択基準を使用して、カスタムセレクタを作
成することもできます。セレクタについては、セレクタの使い方を参照してください。

3. セレクタは、どのファイルがバックアップの対象となるかを決めるのに使用されるもので、実際に
コピーされるファイルを決めるものではありません。たとえば、「すべてのファイル」を選択した
場合、元ボリュームのファイルと宛先バックアップセットの既存ファイルとが比較された後、新規
のファイルまたは変更されたファイルだけがコピーされます。

バックアップ実行オプションの設定バックアップ実行オプションの設定

「オプション」ボタンをクリックすると、検証、データ圧縮などのオプションのオン、オフを切り
替えるためのオプションウィンドウが表示されます。オプションについての詳細は、実行オプショ
ンで説明します。

実行ユニットの設定実行ユニットの設定

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、この操作に使用する実行ユニ
ットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィンドウのリストボックス
で選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照してください。

バックアップスクリプト設定の編集バックアップスクリプト設定の編集

バックアップスクリプトを編集するには、ナビゲーションバーで「自動化」>「スクリプトの管
理」を選択します。「スクリプト」ウィンドウで編集するスクリプトを選択し、「編集」をクリッ
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クします。

スクリプト設定がウィザードモードに表示された場合は、「高度な設定モードに切り替える」
をクリックすれば、高度な設定モードに表示されます。

設定を変更する場合は、元ボリューム、宛先、ファイル選択基準、オプション、およびスケジュー
ルを、適切なボタンをクリックして変更します。高度な設定モードでの設定の編集方法は、最初に
設定したときの方法とほとんど同じです。詳しくは、高度な設定モードでのバックアップスクリプ
トの作成を参照してください。

ウィザードモードで設定を編集するには、「ウィザードモードに変更」をクリックします。詳しく
は、高度な設定モードからウィザードモードへの切り替えを参照してください。

高度な設定モードからウィザードモードへの切り替え

バックアップスクリプトの設定は、作成時と同じモードで編集することが Retrospect, Inc. 推奨さ
れます。モードを切り替えることは可能ですが、ウィザードモードに存在しない高度なオプション
が、Retrospect でどのように扱われるかを理解しておくことが重要です。

高度な設定モードの概要ウィンドウで「ウィザードモードに変更」をクリックすれば、必要に応じ
て随時、ウィザードモードに戻ることができます。

高度な設定モードで設定を編集した場合は、モードの切り替え前に変更を保存するかどうかが尋ね
られます。
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設定を変更していない場合は、ウィザードモードの「ようこそ」画面に切り替わり、現在の複製設
定の概要が表示されます。

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できないオプションが含まれるため、ウィザー
ドモードへの切り替え時には、これらのオプションの設定を保持するか、あるいは破棄する必要が
あります。対象となる主なオプションは次のとおりです。

▪ セレクタ
▪ 実行オプション
▪ バックアップセット
▪ スケジュール
▪ 実行ユニット
セレクタセレクタ

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できない、いくつかの高度な組み込みセレクタ
があります。さらに、高度な設定モードでは、カスタムセレクタを作成し、使用することもできま
す。

ウィザードモードにないセレクタを選択した後、「ウィザードモードに変更」をクリックすると、
それらの高度なセレクタはそのまま保持され、バックアップスクリプトの実行時に適用されます。

そのような場合、ウィザードモードの「複製ウィザードへようこそ」画面には、「選択」フィール
ドに（高度な設定モードで作成されました）というメッセージが表示されます。
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また、バックアップ設定を編集すると、「バックアップするファイルの種類は何ですか?」画面に、
新しいオプションが表示されます。

▪ 高度なセレクタを保持するには、「高度な設定モードの選択を保持」を選択します。
▪ 高度なセレクタを破棄して新しいセレクタを使用する場合は、「次を選択」を選択し、新しいオ
プションを選択します。
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実行オプション実行オプション

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できない多数の実行オプションがあります。

圧縮実行オプションはウィザードモード、高度な設定モードのどちらでも利用できます。この
オプションにどちらかのモードで変更を加えると、その変更は他のモードにも反映されます。

ウィザードモードにない実行オプションを選択した後、「ウィザードモードに変更」をクリックす
ると、それらの高度な実行オプションはそのまま保持され、バックアップスクリプトの実行時に適
用されます。

ウィザードモードの「バックアップウィザードへようこそ」画面には、バックアップスクリプ
トに高度な実行オプションが含まれているかどうかは明示されません。高度な実行オプション
の有無を調べるには、いったん高度な設定モードに切り替えて、「オプション」の設定を確認
する必要があります。

バックアップセットバックアップセット

高度な設定モードでは、ファイルバックアップセットを宛先として選択できます。ウィザードモー
ドでは、ファイルバックアップセットは利用できません。

ファイルバックアップセットは単独のファイルをバックアップする手段として最適ですが、それ以
外の用途にはディスクバックアップセットの方がより多くの利点があります。

ファイルバックアップセットを宛先として選択した後、「ウィザードモードに変更」をクリックす
ると、宛先の選択全体が破棄されます。

そのような場合、ウィザードモードの「バックアップウィザードへようこそ」画面には、「宛先」
フィールドに（宛先が選択されていません）というメッセージが表示されます。
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「次へ」をクリックすると、ウィザードによって宛先が破棄され、新しい宛先の選択が必要になり
ます。引き続きファイルバックアップセットを宛先として使用するには、「高度な設定モードに切
り替える」をクリックします。

高度な設定モードでは、種類の異なる複数のバックアップセットを宛先として選択できます。たと
えば、テープバックアップセットと CD/DVD バックアップセットを宛先として指定することが可能
です。ウィザードモードでは、種類の異なるバックアップセットを宛先として選択することはでき
ません。

種類の異なる複数のバックアップセットを宛先として選択した後、「ウィザードモードに変更」を
クリックすると、最初の 1 つを除く全バックアップセットが破棄されます。

スケジュールスケジュール

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できないスケジュールオプションがあります。
たとえば、種類の異なる複数のスケジュールを作成したり、1 つのスクリプトに複数のスクリプト
を作成したり、あるいはスケジュールのバックアップ動作を指定することができます。詳しくは、
スクリプトのスケジュール作成を参照してください。

ウィザードモードで利用できないスケジュールオプションを指定した後、「ウィザードモードに変
更」をクリックしても、それらのオプションは保持されます。

そのような場合、ウィザードモードの「バックアップウィザードへようこそ」画面には、（高度な
設定モードで作成されました）という文字列が「スケジュール」フィールドに表示され、さらにス
ケジュールがウィザードモードで編集できないことを知らせるメッセージも表示されます。
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また、バックアップ設定を編集すると、「いつバックアップしますか?」画面に、新しいオプション
が表示されます。

▪ 高度な設定モードで設定したスケジュールを保持する場合は「既存のスケジュールを維持」を選
択します。

▪ 高度な設定モードで設定したスケジュールを破棄し、スケジュールを持たないスクリプトを設定
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する場合は「スケジュールなし」を選択します。

▪ 高度な設定モードで設定したスケジュールを破棄し、新たにスケジュールを設定する場合は「現
在のスケジュールを変更」を選択します。

実行ユニット実行ユニット

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品の場合、バックアップスクリプトに使用する実
行ユニットを、高度な設定モードで指定できます。

特定の実行ユニット（「任意の実行ユニット」以外）を選択して「ウィザードモードに変更」をク
リックすると、実行ユニットの情報はそのまま保持され、選択した実行ユニットがバックアップス
クリプトの実行時に使用されます。

ウィザードモードの「バックアップウィザードへようこそ」画面には、スクリプトで特定の実
行ユニットが選択されているかどうかは明示されません。特定の実行ユニットが選択されてい
るかどうかを調べるには、いったん高度な設定モードに切り替えて設定を確認する必要があり
ます。

スクリプトによる複製

複製スクリプトは、ハードディスク、フォルダ、またはファイルを、あるボリュームから別のボリ
ュームに無人状態でコピーする場合に便利です。たとえば、複製スクリプトを使用して、毎週末に
ローカルフォルダから共有ファイルサーバに自動コピーすることが可能です。

複製スクリプトは「スクリプトの管理」コマンドを使って、2 通りの方法で設定できます。1 つは
Retrospect の複製ウィザードで指示に従いながら、手順を追って設定する方法、もう 1 つは高度な
設定モードで、自分の判断に基づいて設定する方法です。高度な設定モードでは、ウィザードには
ないオプションが利用できます。詳しくは、以下を参照してください。

▪ ウィザードモードでの複製スクリプトの作成
▪ ウィザードモードから高度な設定モードへの切り替え
▪ 高度な設定モードでの複製スクリプトの作成
▪ 高度な設定モードからウィザードモードへの切り替え
ウィザードモードでの複製スクリプトの作成

複製ウィザードを使えば、複製スクリプトの設定と変更を、容易に行うことができます。複製ウィ
ザードを開始するには、ナビゲーションバーの「自動化」をクリックして、「スクリプトの管理」
ボタンをクリックします。スクリプト編集ウィンドウが表示されます。

「新規」ボタンをクリックして、新規スクリプトの作成を開始します。スクリプト選択ウィンドウ
が表示されます。
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リストから「複製」を選択して、「OK」をクリックします。スクリプト命名ウィンドウで、名前を
入力して「OK」をクリックします。「複製ウィザードへようこそ」画面が表示されます。

高度な設定モードの複製スクリプトの概要画面が表示された場合は、「ウィザードモードへ切
り替える」をクリックしてください。

「ようこそ」画面「ようこそ」画面

複製スクリプトを今回初めて設定する場合は、「次へ」をクリックして複製ウィザードでの設定を
続行します。高度な設定モードで複製を設定するには、「高度な設定モードに切り替える」をクリ
ックします。詳しくは、高度な設定モードでの複製スクリプトの作成を参照してください。

複製スクリプトを以前に設定したことがあれば、「複製ウィザードへようこそ」画面に現在の設定
が表示されます。詳しくは、複製スクリプト設定の編集を参照してください。

複製対象の選択複製対象の選択

複製するドライブまたはフォルダを選択します。
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ドライブやフォルダを 1 つ選択すると、それまで選択していたドライブやフォルダが選択解除され
ます。

この画面のリストに含まれるあらゆるコンテナ（マイコンピュータ、マイ ネットワーク、バックア
ップクライアント、元ボリュームグループ）内のドライブとフォルダを選択できます。

▪ Retrospect クライアントを「バックアップクライアント」コンテナに追加するには、「クライ
アントの追加」をクリックします。

▪ ネットワークボリュームを「マイネットワーク」コンテナに追加するには、「ネットワークボリ
ュームの追加」をクリックします。

▪ ドライブ内のフォルダを表示するには、ドライブを選択して「フォルダの表示」をクリックしま
す。

詳しくは、コンテナを参照してください。

複製するファイルの種類の選択複製するファイルの種類の選択

複製するファイルの種類に応じて、該当する各チェックボックスを選択します。すべてのチェック
ボックスを選択すると、すべてのファイル（キャッシュファイルを除く）が複製されます。

これらのオプションの一部は、Windows、Mac OS、Linux で動作が異なります。以下の説明で
は、これらのオプションを Windows コンピュータで使用する方法に焦点を当てています。そ
の他のオペレーティングシステムで、これらのオプションを使用する方法については、組み込
みセレクタを参照してください。
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▪ 「ドキュメントと設定」「ドキュメントと設定」は、Documents and Settings フォルダ内のファイルを複製します。こ
のフォルダ内には、各ユーザの「マイドキュメント」、「お気に入り」、「Application
Data」、「デスクトップ」などのフォルダがあります。

▪ Windows 9x システムの場合は、「ドキュメントと設定」を選択すると「Profiles」フォルダが
複製されます。

▪ 「オペレーティングシステムとアプリケーション」「オペレーティングシステムとアプリケーション」は、Windows フォルダやシステム状態など
のシステムファイルを複製します。また、アプリケーションファイル（「Program Files」フォ
ルダ内の項目を含む）、および元ボリュームの各所にある、既知のアプリケーション拡張子
（.exe、.dll など）を持つ各ファイルも複製します。

▪ 「オペレーティングシステムとアプリケーション」を複製しない選択をすると、Retrospect は
デフォルトの実行オプションのうちいくつかを変更します。Retrospect は「Duplicate System
State」と「Duplicate folder security information for workstations」オプションの両方をオフにし
ます。詳しくはWindows システムオプションおよびWindows セキュリティオプションを参照し
てください。

▪ 「写真」「写真」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Pictures」フォルダにある
すべてのファイルを複製します。また、ディスク上の各所にある、一般的な画像ファイル拡張子
（.jpg など）を持つ各ファイルも複製します（「Windows」フォルダと「Program Files」フォ
ルダ内のファイルを除く）。

▪ 「音楽」「音楽」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Music」フォルダにあるす
べてのファイルを複製します。また、元ボリュームの各所にある、一般的な音楽ファイル拡張子
（.mp3 など）を持つ各ファイルも複製します（「Windows」フォルダと「Program Files」フォ
ルダ内のファイルを除く）。

▪ 「動画」「動画」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Videos」フォルダにあるす
べてのファイルを複製します。また、元ボリュームの各所にある、一般的な動画ファイル拡張子
（.mov など）を持つ各ファイルも複製します（「Windows」フォルダと「Program Files」フォ
ルダ内のファイルを除く）。

▪ 「「Officeドキュメント」ドキュメント」は、元ボリュームの各所にある Microsoft Office 文書、Microsoft
Outlook データ、および Adobe PDF ファイルを複製します（「Windows」フォルダと
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「Program Files」フォルダ内のファイルを除く）。
▪ 「その他すべてのファイル」「その他すべてのファイル」は、他のオプションで選択されない全ファイルを複製します。

▪ 「ドキュメントと設定」および「オペレーティングシステムとアプリケーション」は、フォルダ
を複製する際には利用できません。

宛先の選択宛先の選択

ファイルの複製先となるドライブまたはフォルダを選択します。

▪ 複製先として、複製元のドライブやフォルダを選択することはできません。1 つのドライブ上で
別のフォルダに複製したり、別のドライブにある同じ名前のフォルダに複製することは可能で
す。

この画面にある「フォルダの追加」、「ネットワークボリュームの追加」、「フォルダの表示」各
ボタンの機能は、「何を複製しますか?」画面の同じ名前のボタンと共通です。詳しくは、複製対象
の選択を参照してください。

「次へ」をクリックすると、宛先のフォルダまたはドライブの内容が、選択した複製ファイルによ
って完全に置き換えられることを通知する警告ダイアログボックスが表示されます。

複製先に重要なファイルがいっさい存在しないことを、複製の実行前に確認してください。複
製先の既存ファイルは、選択した複製ファイルによって置き換えられ、すべて失われてしまい
ます。万全を期するため、復元先ドライブに新しいフォルダを作成して、その中に複製する方
法もあります。

「置き換える」をクリックすると警告ダイアログボックスが閉じ、複製スクリプトの設定が継続さ
れます。

スケジュール作成の有無の選択スケジュール作成の有無の選択

スクリプトのスケジュールは、作成するかどうかを選択できます。

スケジュールを作成しない場合も、スクリプトは必要になったときに手動で実行できます。詳しく
は、スクリプトの手動実行を参照してください。スケジュールは、後でスクリプトに追加すること
もできます。

選択を行って「次へ」をクリックします。
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スケジュールを持つスクリプトを編集するときには、利用できるオプションに「既存のスケジ
ュールを維持」が追加されます。

複製タイミングの選択複製タイミングの選択

スクリプトを実行する曜日のチェックボックスを選択し、さらにスクリプトの実行を開始する時刻
を指定します。

Retrospect では使用中のコンピュータも複製できますが、通常の営業時間後にスクリプトを実行す
れば、使用中のコンピュータの数を減らすことができます。

複製設定の確認複製設定の確認

「複製の概要」画面には、ウィザードで指定した複製スクリプトの設定が表示されます。

192 WINDOWS ユーザー ガイド



▪ 「コピー元」「コピー元」には、複製するドライブやフォルダが一覧されます。

▪ 「選択」「選択」には、複製するファイルの種類が一覧されます。

▪ 「宛先」「宛先」には、データのコピー先となるドライブまたはフォルダの名前が表示されます。

▪ 「スケジュール」「スケジュール」には、複製スクリプトが実行される曜日と時刻が一覧されます。

複製スクリプトの設定を変更するには、「前へ」をクリックします。

スクリプトの設定を保存するには、「完了」をクリックします。スクリプト設定を保存して、ただ
ちにスクリプトを実行するには、「今すぐバックアップ」チェックボックスをチェックして「終
了」をクリックします。

複製を実行すると、複製先の既存ファイルが削除されることがあります。複製先の既存ファイ
ルは、選択した複製ファイルによって置き換えられ、すべて失われてしまいます。複製先に重
要なファイルが存在しないことを、複製の実行前に確認してください。

複製スクリプト設定の編集複製スクリプト設定の編集

複製スクリプトを編集するには、ナビゲーションバーで「自動化」>「スクリプトの管理」を選択
します。「スクリプト」ウィンドウで編集するスクリプトを選択し、「編集」をクリックします。

スクリプト設定が高度な設定モードで表示された場合は、「ウィザードモードへ切り替える」をク
リックすれば、ウィザードモードで表示されます。

設定を編集するには、「この設定を変更」を選択して「次へ」をクリックします。ウィザードモー
ドでの設定の編集方法は、最初に設定したときの方法とほとんど同じです。詳しくは、ウィザード
モードでの複製スクリプトの作成を参照してください。
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現在のスクリプト設定で複製を実行するには、「この設定で今すぐ複製」を選択して「今すぐ開
始」をクリックします。

高度な設定モードで設定を編集するには、「高度な設定モードに切り替える」をクリックします。
詳しくは、ウィザードモードから高度な設定モードへの切り替えを参照してください。

ウィザードモードから高度な設定モードへの切り替え

ウィザードモードに含まれていない詳細オプションを使用するには、「複製ウィザードへようこ
そ」画面で「高度な設定モードに切り替える」をクリックします。

複製スクリプトが未設定の場合も、高度な設定モードでの複製スクリプトの作成で説明されている
手順で、高度な設定モードを利用できます。

複製スクリプトをすでに設定している場合、その設定は Retrospect に記憶されており、高度な設定
モードの概要ウィンドウに表示されます。

▪ 高度な設定モードでは、ウィザードモードのすべてのオプションが利用できます。ウィザードか
ら高度な設定モードに切り替えると、これらのオプションの設定も、対応するオプションに直接
反映されます。

高度な設定モードでの複製スクリプトの作成

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できない、いくつかの強力なオプションがあり
ます。高度な設定モードに特有の機能は次のとおりです。

▪ より多くの組み込みセレクタ
▪ カスタムセレクタの作成と適用
▪ 複製方法の選択
▪ 複数のカスタムスケジュールの作成
▪ ウィザードモードで利用できない多数のオプション

この項では、複製スクリプトを定義する手順を説明します。

▪ 複製スクリプトの作成
▪ 複製元の設定
▪ 複製先の設定
▪ 複製するファイルの選択
▪ 複製実行オプションの設定
▪ 実行ユニットの設定
▪ 複製スクリプト設定の編集

以下で説明するように、スケジュールと保存の手順はすべてのスクリプトで同じです。

▪ スクリプトのスケジュール作成
▪ スクリプトの保存
複製スクリプトの作成複製スクリプトの作成

1. ナビゲーションツールバーから、「自動化」をクリックしてから、「スクリプトの管理」ボタンを
クリックします。
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スクリプト編集ウィンドウが表示されます。

2. 「新規」ボタンをクリックして、新規スクリプトの作成を開始します。

スクリプト選択ウィンドウが表示されます。

3. リストから「複製」を選択して、「OK」をクリックします。

スクリプト命名ウィンドウが表示されます。

4. スクリプトの名前を入力して「新規」をクリックします。

入力したスクリプト名がウィンドウに表示されます。

Retrospect の複製ウィザードが表示された場合は、「高度な設定モードに切り替える」をクリック
してください。

この「スクリプト」ウィンドウは、基本複製の概要ウィンドウとほぼ同じで、元ボリューム、宛先
ボリューム、ファイルの選択基準、オプションが表示されます。これはスクリプトであるため、ス
ケジュール情報も含まれます。

5. 内容を変更するには、以下の該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」「元ボリューム」では、元ボリュームを選択できます。

「宛先」「宛先」では、宛先ボリュームを選択できます。」を参照してください。

「選択」「選択」では、セレクタを選択し、バックアップするファイルおよびフォルダを選択する条
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件を指定します。

「オプション」「オプション」をクリックすると、検証機能、データ圧縮、その他のオプションのオン、オ
フを切り替えることのできるオプションウィンドウが表示されます。

「スケジュール」「スケジュール」では、スクリプトの実行日時や間隔を指定します。

複製元の設定複製元の設定

新規スクリプトのため、「ボリュームが選択されていません。」と表示されます。

1. 「元ボリューム」ボタンをクリックします。

「ソース選択」ウィンドウが表示されます。

2. 複製元のボリュームを選択して「OK」をクリックします。

「ソース選択」ウィンドウの使い方については、ボリュームの操作を参照してください。

複製先の設定複製先の設定

複製操作の場合、宛先はバックアップセットではなくボリューム（元ボリューム以外）です。

1. 「宛先」ボタンをクリックします。
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「宛先ボリューム選択」ウィンドウが表示されます。

2. ファイルのコピー先となるボリュームを選択します。
3. リストボックスから複製方法（宛先ドライブの既存の内容に対する操作）を選択します。

「ボリューム全体を置き換える」「ボリューム全体を置き換える」は、複製先ボリュームの内容全体を、複製元ボリュームの選択し
たファイルとフォルダで置き換えます。複製先ボリューム上に同一ファイルがある場合は複製され
ません。これは、デフォルトのオプションです。

「対応するファイルと置き換える」「対応するファイルと置き換える」は、選択したファイルとフォルダを複製先ボリュームにコピー
します。複製元ボリュームと複製先ボリュームの双方に同じファイルが存在する場合は、常に複製
先のファイルが上書きされます。要複製のマークの付いたファイルとまったく同じファイル、およ
び要複製のマークの付いたファイルとファイル名および場所が一致しないファイルは、いっさい変
更されません。

「複製元ファイルが新しい場合のみ置き換える」「複製元ファイルが新しい場合のみ置き換える」は、選択したファイルとフォルダを複製先ボリュ
ームにコピーします。複製元ボリュームと複製先ボリュームの双方に存在するファイルについて
は、複製元のファイルが新しい場合のみ、複製先のファイルが上書きされます。要複製のマークの
付いたファイルとまったく同じファイル、および要複製のマークの付いたファイルとファイル名お
よび場所が一致しないファイルは、いっさい変更されません。
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「存在しないファイルのみ複製する」「存在しないファイルのみ複製する」は、選択したファイルとフォルダのうち、複製先ボリューム
に存在しないものだけをコピーします。複製先ボリュームにあるファイルとフォルダは、いっさい
変更されません。

4. 複製操作では、宛先ボリューム上の既存ファイルが置き換えられたり、削除されたりすることがあ
ります。設定を継続する前に、重要なファイルを上書きしたり、削除することがないように確認し
てください。

5. 宛先ボリュームの選択が完了したら、「OK」をクリックします。
複製するファイルの選択複製するファイルの選択

デフォルトでは、元ボリュームのすべてのファイル（キャッシュファイルを除く）が選択されま
す。別の定義済みセレクタを選択したり、カスタムセレクタを作成して、一部のファイルだけを選
択することもできます。

1. 「選択」ボタンをクリックします。
2. セレクタをクリックしたら、「OK」をクリックします。

「追加選択」をクリックして、Retrospect のファイル選択基準を使用して、カスタムセレクタを作
成することもできます。セレクタについては、セレクタの使い方を参照してください。

セレクタは、どのファイルが複製の対象となるかを決めるのに使用されるもので、実際にコピーさ
れるファイルを決めるものではありません。たとえば、「すべてのファイル」を選択した場合、元
ボリュームの全ファイルと宛先ボリュームの既存ファイルとが比較されます。一致するファイル
は、元ボリュームから宛先ボリュームにコピーされません。

複製実行オプションの設定複製実行オプションの設定

「オプション」ボタンをクリックすると、検証、バックアップレポートの更新、その他のオプショ
ンを設定できるオプションウィンドウが表示されます。オプションについての詳細は、実行オプシ
ョンで説明します。たとえば、ファイルを元ボリュームから宛先に単にコピーするのではなく、移
動するオプションなどがあります

実行ユニットの設定実行ユニットの設定

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、この操作に使用する実行ユニ
ットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィンドウのリストボックス
で選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照してください。

複製スクリプト設定の編集複製スクリプト設定の編集

複製スクリプトを編集するには、ナビゲーションバーで「自動化」>「スクリプトの管理」を選択
します。「スクリプト」ウィンドウで編集するスクリプトを選択し、「編集」をクリックします。
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スクリプト設定がウィザードモードに表示された場合は、「高度な設定モードに切り替える」
をクリックすれば、高度な設定モードに表示されます。

設定を変更する場合は、元ボリューム、宛先、ファイル選択基準、オプション、およびスケジュー
ルを、適切なボタンをクリックして変更します。高度な設定モードでの設定の編集方法は、最初に
設定したときの方法とほとんど同じです。詳しくは、高度な設定モードでの複製スクリプトの作成
を参照してください。

ウィザードモードで設定を編集するには、「ウィザードモードに変更」をクリックします。詳しく
は、高度な設定モードからウィザードモードへの切り替えを参照してください。

高度な設定モードからウィザードモードへの切り替え

複製スクリプトの設定は、作成時と同じモードで編集することが Retrospect, Inc. 推奨されます。
モードを切り替えることは可能ですが、ウィザードモードに存在しない高度なオプションが、
Retrospect でどのように扱われるかを理解しておくことが重要です。

高度な設定モードの概要ウィンドウで「ウィザードモードに変更」をクリックすれば、必要に応じ
て随時、ウィザードモードに戻ることができます。

高度な設定モードでスクリプトを編集した場合は、モードの切り替え前に変更を保存するかどうか
が尋ねられます。
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スクリプト設定を変更していない場合は、ウィザードモードの「複製ウィザードへようこそ」画面
に切り替わり、現在の複製設定の概要が表示されます。

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できないオプションが含まれるため、ウィザー
ドモードへの切り替え時には、これらのオプションの設定を保持するか、あるいは破棄する必要が
あります。対象となる主なオプションは次のとおりです。

▪ 複製方法
▪ セレクタ
▪ 実行オプション
▪ スケジュール
▪ 実行ユニット
複製方法複製方法

高度な設定モードで宛先を選択する際には、ファイルの複製に使用する方法を指定できます。次の
いずれかの方法を選択できます。

▪ ボリューム全体を置き換える
▪ 対応するファイルと置き換える
▪ 複製元ファイルが新しい場合のみ置き換える
▪ 存在しないファイルのみ複製する

ウィザードモードでは複製方法は指定できません。常に「ボリューム全体を置き替える」が使用さ
れます。

それぞれの複製方法の違いについての詳細は、複製先の設定を参照してください。

セレクタセレクタ

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できない、いくつかの高度な組み込みセレクタ
があります。さらに、高度な設定モードでは、カスタムセレクタを作成し、使用することもできま
す。

ウィザードモードにないセレクタを選択した後、「ウィザードモードに変更」をクリックすると、
それらの高度なセレクタはそのまま保持され、複製の実行時に適用されます。

そのような場合、ウィザードモードの「複製ウィザードへようこそ」画面には、「選択」フィール
ドに（高度な設定モードで作成されました）というメッセージが表示されます。
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また、複製設定を編集すると、「複製するファイルの種類は何ですか?」画面に、新しいオプション
が表示されます。

▪ 高度なセレクタを保持するには、「高度な設定モードの選択を保持」を選択します。
▪ 高度なセレクタを破棄して新しいセレクタを使用する場合は、「次を選択」を選択し、新しいオ
プションを選択します。
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実行オプション実行オプション

高度な設定モードには、検証などウィザードモードでは利用できない多数の実行オプションがあり
ます。

ウィザードモードにない実行オプションを選択した後、「ウィザードモードに変更」をクリックす
ると、それらの高度な実行オプションはそのまま保持され、複製の実行時に適用されます。

ウィザードモードの「複製ウィザードへようこそ」画面には、高度な実行オプションが複製に
含まれているかどうかは明示されません。高度な実行オプションの有無を調べるには、いった
ん高度な設定モードに切り替えて、「オプション」の設定を確認する必要があります。

スケジュールスケジュール

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できないスケジュールオプションがあります。
たとえば、種類の異なる複数のスケジュールを作成したり、1 つのスクリプトに複数のスクリプト
を作成することができます。詳しくは、スクリプトのスケジュール作成を参照してください。

ウィザードモードで利用できないスケジュールオプションを指定した後、「ウィザードモードに変
更」をクリックしても、それらのオプションは保持されます。

そのような場合、ウィザードモードの「バックアップウィザードへようこそ」画面には、（高度な
設定モードで作成されました）という文字列が「スケジュール」フィールドに表示され、さらにス
ケジュールがウィザードモードで編集できないことを知らせるメッセージも表示されます。

また、バックアップ設定を編集すると、「いつ複製しますか?」画面に、新しいオプションが表示さ
れます。
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▪ 高度な設定モードで設定したスケジュールを保持する場合は「既存のスケジュールを維持」を選
択します。

▪ 高度な設定モードで設定したスケジュールを破棄し、スケジュールを持たないスクリプトを設定
する場合は「スケジュールなし」を選択します。

▪ 高度な設定モードで設定したスケジュールを破棄し、新たにスケジュールを設定する場合は「現
在のスケジュールを変更」を選択します。

実行ユニット実行ユニット

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品の場合、複製スクリプトに使用する実行ユニッ
トを、高度な設定モードで指定できます。

特定の実行ユニット（「任意の実行ユニット」以外）を選択して「ウィザードモードへ切り替え
る」をクリックすると、実行ユニットの情報はそのまま保持され、選択した実行ユニットが複製ス
クリプトの実行時に使用されます。

ウィザードモードの「複製ウィザードへようこそ」画面には、スクリプトで特定の実行ユニッ
トが選択されているかどうかは明示されません。特定の実行ユニットが選択されているかどう
かを調べるには、いったん高度な設定モードに切り替えて設定を確認する必要があります。

スクリプトによるアーカイブ

アーカイブによって、ほとんど使用しないファイルをハードディスクから削除し、そのファイルの
コピーをストレージメディアで保管することができます。

アーカイブスクリプトの作成方法と使い方は、バックアップスクリプトとほとんど同じです。

詳しくは、高度な設定モードでのバックアップスクリプトの作成を参照してください。
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この項では、アーカイブスクリプトとバックアップスクリプトの違いについて説明します。

アーカイブスクリプトはバックアップスクリプトと似ていますが、主に以下の 3 つの違いがありま
す。

▪ バックアップスクリプトは複数の宛先バックアップセットに対応しますが、アーカイブスクリプ
トは 1 つの宛先バックアップセットのみに対応します。

▪ アーカイブスクリプトには、バックアップスクリプトでは利用できない追加のオプションがあり
ます。アーカイブスクリプトの場合、ファイルを元ボリュームから宛先へ単にコピーするのでは
なく、移動することができます。「ファイル移動」オプションについて詳しくは、アーカイブ実
行オプションを参照してください。

▪ アーカイブスクリプトは、デフォルトでは、選択したファイルをすべて元ボリュームから宛先へ
コピー（または移動）します。バックアップスクリプトのデフォルトでは、宛先にまだ存在しな
いファイル、または前回のコピー以降に修正されているファイルのみがコピーされます。

▪ どちらの場合も、一致ファイルの扱いを変更することで、デフォルトの動作を変更できます。詳
しくは、照合実行オプションを参照してください。

アーカイブに関するその他の情報については、アーカイブに関するヒントを参照してください。

スクリプトによる復元

通常、いつファイルを復元する必要が生じるかは前もってわかりませんが、復元スクリプトが役に
立つ状況はいくつかあります。たとえば学校のコンピュータラボで、共通の元ボリュームからハー
ドディスクを毎晩復元する場合に使用する復元スクリプトを作成できます。

復元スクリプトの定義手順は、以下のとおりです。

▪ 復元スクリプトの作成
▪ 復元元の設定
▪ 復元先の設定
▪ 復元するファイルの選択
▪ 復元実行オプションの設定
▪ 実行ユニットの設定

以下で説明するように、スケジュールと保存の手順はすべてのスクリプトで同じです。

▪ スクリプトのスケジュール作成
▪ スクリプトの保存
復元スクリプトの作成

1. ナビゲーションツールバーから、「自動化」をクリックしてから、「スクリプトの管理」ボタンを
クリックします。

スクリプト編集ウィンドウが表示されます。

2. 「新規」ボタンをクリックして、新規スクリプトの作成を開始します。

スクリプト選択ウィンドウが表示されます。

3. リストから「復元」を選択して、「OK」をクリックします。
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スクリプト命名ウィンドウが表示されます。

4. スクリプトの名前を入力して「新規」をクリックします。

入力したスクリプト名がウィンドウに表示されます。

この「スクリプト」ウィンドウは、基本復元の概要ウィンドウとほぼ同じで、元バックアップセッ
ト、宛先ボリューム、ファイルの選択基準、オプションが表示されます。これはスクリプトである
ため、スケジュール情報も含まれます。

5. 内容を変更するには、以下の該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」「元ボリューム」では、復元元のバックアップセットと関連するスナップショットを指定で
きます。

「宛先」「宛先」では、宛先ボリュームを選択できます。

「選択」「選択」では、セレクタを選択し、復元するファイルおよびフォルダを選択する条件を指定
します。

「オプション」「オプション」では、さまざまなオプションを指定できます。たとえば、復元されたすべて
のファイルの「修正日」を現在の日時に自動変更することができます。

「スケジュール」「スケジュール」では、スクリプトの実行日時や間隔を指定します。

復元元の設定

これは新しいスクリプトなので、スクリプトのサマリウインドウには「バックアップセットが選ば
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れていません」というメッセージが表示されます。

1. 「元ボリューム」をクリックして、バックアップセットとそのスナップショットがリスト表示され
たウィンドウを表示します。

2. このウィンドウの上部で、復元元にするスナップショットが含まれるバックアップセットを選択し
ます。

3. 探しているバックアップセットがリストに表示されていない場合、「更に」ボタンをクリックし、
追加のバックアップセットのカタログファイルを開くか再作成してそのバックアップセットにアク
セスします。

4. ウィンドウの下部で、スナップショットを選択します。

各スナップショットの日時が表示されています。

5. 探しているスナップショットがリストに表示されていない場合、「スナップショットを追加」ボタ
ンをクリックして、ストレージメディアから追加のスナップショットを取り込みます。

6. 「OK」をクリックして続けます。

バックアップセットおよびスナップショットの日時、およびボリューム名がスクリプトウィンドウ
にリスト表示されます。

復元先の設定

これは新しいスクリプトなので、スクリプトのウィンドウには「ボリュームが選ばれていません」
というメッセージが表示されます。
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1. 「宛先」ボタンをクリックします。

「宛先ボリューム選択」ウィンドウが表示されます。

2. ファイルの復元先となるボリュームを選択します。
3. リストボックスから復元方法を選択します。

「ボリューム全体を復元」「ボリューム全体を復元」は、宛先ボリュームのディスクを、復元元のスナップショットと完全に
同じ状態にします。これは、復元対象としてマークされたものと一致しないファイルおよびフォル
ダを宛先ボリュームから削除し、マークされたファイルと同じファイルは現状のまま残します。そ
れ以外のすべてのファイルとフォルダは、フォルダ階層を維持したまま、スナップショットから宛
先ボリュームにコピーします。これは「ボリューム全体を復元」を選択した場合の、デフォルトの
復元処理です。スナップショットと宛先ボリュームがどちらもシステムボリュームの場合、このオ
プションを選択すると、レジストリとシステム情報もデフォルトでスナップショットから復元され
ます。

オペレーティングシステムのクラッシュを防止するために、「ボリューム全体を復元」ではアクテ
ィブな Windows システムを削除しません。また、Mac OS クライアントの起動用のシステムフォ
ルダも削除しません。

「対応するファイルと置き換える」「対応するファイルと置き換える」は、選択したすべてのファイルをスナップショットから復元し
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ます。復元元のスナップショットと宛先ボリュームの双方に存在するファイルについては、宛先ボ
リュームのファイルが上書きされます。宛先ボリュームにある対応するファイル（同一のファイ
ル）は、スナップショットのファイルより古いかどうかに関係なく、常にスナップショットから取
り込まれたファイルで上書きされます。ファイルが要復元のマークの付いたファイルと同一の場
合、またはこれらのファイルへのパスが一致しない場合には、それらのファイルはそのまま残りま
す。このオプションを選択し、さらに「システム状態の復元」実行オプションを選択すると、レジ
ストリとシステム状態情報がスナップショットから復元されます（スナップショットと宛先ボリュ
ームがどちらもシステムボリュームの場合）。

「バックアップが新しい場合のみ置き換える」「バックアップが新しい場合のみ置き換える」は、スナップショットから選択したファイルのう
ち、宛先ボリュームに存在しないすべてのファイルを復元し、宛先ボリュームとスナップショット
の双方に存在するファイルについては、スナップショットのファイルが新しい場合のみ、宛先ボリ
ュームのファイルを上書きします。このオプションを選択し、さらに「システム状態の復元」実行
オプションを選択すると、レジストリとシステム状態情報がスナップショットから復元されます
（スナップショットと宛先ボリュームがどちらもシステムボリュームの場合）。

「存在しないファイルのみ復元する」「存在しないファイルのみ復元する」は、スナップショットから選択したファイルのうち、宛先ボ
リュームに存在しないすべてのファイルを復元します。宛先ボリュームの既存ファイルは上書きし
ません。宛先ボリュームとスナップショットの双方に存在するファイルは復元されず、宛先ボリュ
ームのファイルがそのまま残されます。このオプションを選択し、さらに「システム状態の復元」
実行オプションを選択すると、レジストリとシステム状態情報がスナップショットから復元されま
す（スナップショットと宛先ボリュームがどちらもシステムボリュームの場合）。

4. レジストリとシステム状態だけを復元するには、「存在しないファイルのみ復元する」を選択し、
さらに「選択したファイル」をクリックして、ファイルを 1 つも選択していないことを確認しま
す。その後、「オプション」>「追加選択」をクリックして、「システム状態の復元」チェックボ
ックスをチェックします。

「ファイルとフォルダを復元する」「ファイルとフォルダを復元する」は、宛先ボリューム上にバックアップセットと同じ名前を持つ
新規フォルダを作成し、スナップショットから選択したすべてのファイルを、スナップショットの
フォルダ階層を維持したまま、そのフォルダ内にコピーします。置き換えられたり、上書きされた
りすることはありません。これは「ファイルとフォルダを復元する」を選択した場合の、デフォル
トの復元処理です。このオプションでは、レジストリとシステム状態情報は復元されません。

「ファイルのみ復元」「ファイルのみ復元」は、宛先ボリューム上にバックアップセットと同じ名前を持つ新規フォルダ
を作成し、スナップショットから選択したすべてのファイルを、そのフォルダにコピーします。ス
ナップショットのフォルダ階層は維持されません。置き換えられたり、上書きされたりすることは
ありません。このオプションでは、レジストリとシステム状態情報は復元されません。

5. 「ボリューム全体を復元」や「対応するファイルと置き替える」、または「バックアップが新しい
場合のみ置き換える」を実行すると、宛先ボリュームのデータが破壊されることがあります。これ
らのいずれかの方法を選択する場合は、宛先ボリューム上のファイルを削除したり、置き換えたり
してもかまわないことを確認してください。

6. 「OK」をクリックします。
復元するファイルの選択

デフォルトでは、元バックアップセットのすべてのファイルが選択されます。事前定義済みの別の
セレクタを選択したり、カスタムセレクタを作成して、全ファイルのサブセットを選択することが
できます。

1. 「選択」ボタンをクリックします。
2. セレクタをクリックしたら、「OK」をクリックします。
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「追加選択」をクリックして、Retrospect のファイル選択基準を使用して、カスタムセレクタを作
成することもできます。セレクタについては、セレクタの使い方を参照してください。

セレクタは、どのファイルが復元の対象となるかを決めるのに使用されるもので、実際に復元され
るファイルを決めるものではありません。たとえば、「すべてのファイル」を選択した場合、元バ
ックアップセットの全ファイルと宛先ボリュームの既存ファイルとが比較されます。一致するファ
イルは、元バックアップセットから宛先ボリュームにコピーされません。

復元実行オプションの設定

「オプション」ボタンをクリックして、オプションウィンドウを表示します。「追加選択」をクリ
ックすると、実行オプションに詳しく説明されているさまざまなオプションを指定できます。

「日付の修正更新」オプションは、復元操作の場合にのみ利用できます。詳しくは、ファイル実行
オプションを参照してください。

実行ユニットの設定

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、この操作に使用する実行ユニ
ットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィンドウのリストボックス
で選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照してください。

スクリプトによるバックアップセット転送

1 つ以上のバックアップセット内のすべてのファイルとスナップショットを、新規または既存の 1
つのバックアップセットに定期的にコピーする必要がある場合は、バックアップセット転送スクリ
プトを作成して操作を自動化することができます。スナップショット転送スクリプトは、次の用途
に使用できます。

▪ バックアップセットのクローンの作成
▪ メディアの不具合に対する予防措置
▪ 運用環境外での保管
▪ 新しいバックアップサイクルの開始
▪ 複数のバックアップセットの一体化

バックアップセット転送スクリプトでは、転送元のファイルと転送先の既存ファイルがデフォルト
で照合され、必要なファイルだけがコピーされます。転送先にすでに存在するスナップショットと
ファイルは、いっさい変更されません。

バックアップセット転送スクリプトには、プレビュー機能はありません。手作業でファイルを選択
する代わりに、セレクタを使用しなければなりません。

バックアップセット間でファイルを転送するときは、両方のバックアップセットが同じタイプのメ
ディアに存在する場合でも、それらのメディアを挿入するテープドライブや CD/DVD ドライブは別
にする必要があります。ただし、ファイルバックアップセットの場合は、個別のバックアップデバ
イスという要件は適用されません。

バックアップセットごとに別のドライブを用意できない場合は、ディスクバックアップセットにフ
ァイルを一時的にコピーしてから、それを宛先バックアップセットにコピーすることができます。

バックアップセット転送スクリプトの作成手順は、以下のとおりです。

▪ バックアップセット転送スクリプトの作成
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▪ 転送元バックアップセットの選択
▪ 転送先バックアップセットの選択
▪ 転送するファイルの選択
▪ 追加オプションの設定
▪ 実行ユニットの設定

以下で説明するように、スケジュールと保存の手順はすべてのスクリプトで同じです。

▪ スクリプトのスケジュール作成
▪ スクリプトの保存
バックアップセット転送スクリプトの作成

1. ナビゲーションツールバーから、「自動化」をクリックしてから、「スクリプトの管理」ボタンを
クリックします。

スクリプト編集ウィンドウが表示されます。

2. 「新規」ボタンをクリックして、新規スクリプトの作成を開始します。

スクリプト選択ウィンドウが表示されます。

3. リストから「バックアップセット転送」を選択して、「OK」をクリックします。

スクリプト命名ウィンドウが表示されます。

4. スクリプトの名前を入力して「新規」をクリックします。

入力したスクリプト名がウィンドウに表示されます。
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この「スクリプト」ウィンドウは、基本バックアップセット転送の概要ウィンドウとほぼ同じで、
元バックアップセット、宛先バックアップセット、ファイルの選択基準、オプションが表示されま
す。これはスクリプトであるため、スケジュール情報も含まれます。

5. 内容を変更するには、以下の該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」「元ボリューム」では、1 つ以上のバックアップセットを選択できます。

「宛先」「宛先」では、宛先バックアップセットを選択できます。

「選択」「選択」では、セレクタを選択し、転送するファイルおよびフォルダを選択する条件を指定
します。

「オプション」「オプション」では、検証やデータ圧縮など、さまざまなオプションを指定できます。

「スケジュール」「スケジュール」では、スクリプトの実行日時や間隔を指定します。

転送元バックアップセットの選択

これは新しいスクリプトなので、スクリプトの概要ウィンドウの「元ボリューム」の部分には「バ
ックアップセットが選ばれていません」というメッセージが表示されます。

1. 「元ボリューム」ボタンをクリックして、「バックアップセットの選択」ウィンドウを表示しま
す。
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2. 転送するデータが入ったバックアップセットを 1 つ以上選択します。

探しているバックアップセットがリストに表示されていない場合、「更に」ボタンをクリックし、
追加のバックアップセットのカタログファイルを開くか再作成してそのバックアップセットにアク
セスします。

3. バックアップセット転送スクリプトは、転送元のバックアップセットにあるすべてのスナップショ
ットと関連ファイルを、転送先のバックアップセットにコピーします。この動作はスナップショッ
ト転送スクリプトとは異なります（スナップショット転送スクリプトでは、アクティブなスナップ
ショットと関連ファイルだけがコピーされます）。詳しくは、スクリプトによるスナップショット
転送を参照してください。

4. 「OK」をクリックします。

スクリプトウィンドウにそのバックアップセットがリスト表示されます。

転送先バックアップセットの選択

これは新しいスクリプトなので、スクリプトウィンドウの「宛先」部分には「バックアップセット
が選ばれていません」というメッセージが表示されます。

1. 「宛先」ボタンをクリックします。

「バックアップセットの選択」ウィンドウが表示されます。
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2. 宛先バックアップセットを選択します。

すでに転送元として指定したバックアップセットだけが表示されるか、表示されているいずれのバ
ックアップセットも、転送先として望ましくない場合は、「新規作成」をクリックして新規バック
アップセットを作成します。詳しくは、新規バックアップセットの作成を参照してください。

3. 宛先バックアップセットと元バックアップセットは、別のものでなければなりません。
4. 「OK」をクリックします。
転送するファイルの選択

デフォルトでは、転送元バックアップセットのすべてのファイルが選択されます。事前定義済みの
別のセレクタを選択したり、カスタムセレクタを作成して、全ファイルのサブセットを選択するこ
とができます。

1. 「選択」ボタンをクリックします。
2. セレクタをクリックしたら、「OK」をクリックします。

「追加選択」をクリックして、Retrospect のファイル選択基準を使用して、カスタムセレク
タを作成することもできます。セレクタについては、セレクタの使い方を参照してくださ
い。

追加オプションの設定

Retrospect には、バックアップセット転送専用の複数の実行オプションがあります。
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概要ウィンドウで「オプション」をクリックすると、スナップショットのコピー、検証、データ圧
縮、元バックアップセットの置き換え、およびその他のオプションのデフォルト設定を変更できま
す。

これらのオプションの詳細は、転送実行オプションを参照してください。

「追加選択」ボタンをクリックして、他の実行オプションにアクセスします。詳しくは、実行オプ
ションを参照してください。

実行ユニットの設定

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、このスクリプトに使用する実
行ユニットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィンドウのリストボ
ックスで選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照してください。

スクリプトによるスナップショット転送

1 つ以上のバックアップセット内のスナップショットと関連ファイルを、新規または既存の 1 つの
バックアップセットに定期的にコピーする必要がある場合は、スナップショット転送スクリプトを
作成して操作を自動化することができます。スナップショット転送スクリプトは、次の用途に使用
できます。

▪ 代用フルバックアップによる新規バックアップセットの開始
▪ 障害復旧用のオフラインバックアップセットの作成
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▪ フルバックアップによるバックアップサイクルの開始

スナップショット転送スクリプトは、いくつかの点でバックアップセット転送スクリプトとは異な
ります。具体的な相違点は次のとおりです。

▪ アクティブなスナップショットだけが転送される（バックアップセット転送スクリプトではすべ
てのスナップショットが転送される）。

▪ 転送するスナップショットをいくつかの方法で選択できる（バックアップセット転送スクリプト
では、常にすべてのスナップショットが転送される）。

スナップショット転送では、転送元のファイルと転送先の既存ファイルがデフォルトで照合され、
必要なファイルだけがコピーされます。転送先にすでに存在するスナップショットとファイルは、
いっさい変更されません。

スナップショット転送スクリプトには、プレビュー機能はありません。手作業でファイルを選択す
る代わりに、セレクタを使用しなければなりません。

バックアップセット間でスナップショットを転送するときは、両方のバックアップセットが同じタ
イプのメディアに存在する場合でも、それらのメディアを挿入するテープドライブや CD/DVD ドラ
イブは別にする必要があります。ただし、ファイルバックアップセットの場合は、個別のバックア
ップデバイスという要件は適用されません。

各バックアップセットに個別のドライブがなくても、ハードディスク上のファイルバックアップセ
ットにスナップショットを一時的にコピーしてから、それを宛先バックアップセットにコピーする
ことができます。

スナップショット転送と代用フル

スナップショット転送スクリプトにより、「代用フル」と呼ばれるバックアップを作成することが
できます。スナップショットが次のものに転送される時に代用フルが作成されます。

▪ 新規バックアップセット
▪ 「元カタログファイルを宛先カタログファイルと照合」オプションがオフの場合の既存バックア
ップセット

代用フルにより、たとえば最新のスナップショットだけを使用して既存のバックアップセットから
新規のバックアップセットをすばやく得ることができます。これにより、Progressive バックアップ
の時間短縮効果を維持したまま、新しいバックアップサイクルを開始できます。それ以降の同じバ
ックアップセットへのバックアップでは、新規ファイルと変更されたファイルだけがコピーされま
す。

転送の完了後、転送先バックアップセットには、フルバックアップした場合と同じデータが含まれ
ます。つまり、時間のかかる実際のフルバックアップを実行することなく、同じ結果を得ることが
できます。

▪ 代用フルバックアップの結果は、最新スナップショットの時点におけるフルバックアップの結果
に等しくなります。それらのスナップショットの作成日時以降に作成または変更されたファイル
や、最新スナップショットに含まれない古いバージョンのファイルは含まれていません。

代用フルは、1 つの連続したセッション内のすべてのファイルを含むバックアップセットを作成す
る場合にも有効です。これにより、ボリューム全体をより迅速に復元することができます。必要な
ファイルをすべて探すために複数のセッションを検索する必要がないからです。
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スナップショット転送スクリプトの作成手順は、以下のとおりです。

▪ スナップショット転送スクリプトの作成
▪ スナップショット転送の転送元の選択
▪ スナップショット転送の転送先の選択
▪ 転送するファイルの選択
▪ 追加オプションの設定
▪ 実行ユニットの設定

以下で説明するように、スケジュールと保存の手順はすべてのスクリプトで同じです。

▪ スクリプトのスケジュール作成
▪ スクリプトの保存
スナップショット転送スクリプトの作成

1. ナビゲーションツールバーから、「自動化」をクリックしてから、「スクリプトの管理」ボタンを
クリックします。

スクリプト編集ウィンドウが表示されます。

2. 「新規」ボタンをクリックして、新規スクリプトの作成を開始します。

スクリプト選択ウィンドウが表示されます。

3. リストから「スナップショット転送」を選択して、「OK」をクリックします。

スクリプト命名ウィンドウが表示されます。

4. スクリプトの名前を入力して「新規」をクリックします。

入力したスクリプト名がウィンドウに表示されます。
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この「スクリプト」ウィンドウは、「基本スナップショット転送の概要」ウィンドウとほぼ同じ
で、元バックアップセット、宛先バックアップセット、ファイルの選択基準、オプションが表示さ
れます。これはスクリプトであるため、スケジュール情報も含まれます。

5. 内容を変更するには、以下の該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」「元ボリューム」では、転送元のバックアップセットとスナップショットを指定できます。

「宛先」「宛先」では、宛先バックアップセットを選択できます。

「選択」「選択」では、セレクタを選択し、転送するファイルおよびフォルダを選択する条件を指定
します。

「オプション」「オプション」では、検証やデータ圧縮など、さまざまなオプションを指定できます。

「スケジュール」「スケジュール」では、スクリプトの実行日時や間隔を指定します。

スナップショット転送の転送元の選択

これは新しいスクリプトなので、スクリプトの概要ウィンドウの「元ボリューム」の部分には「バ
ックアップセットが選ばれていません」というメッセージが表示されます。

1. 「元ボリューム」ボタンをクリックして、ボリューム選択ウィンドウを表示します。
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2. このボリューム選択ウィンドウ上部にあるリストで、転送するスナップショットを含むバックアッ
プセットを選択します。

探しているバックアップセットがリストに表示されていない場合、「更に」ボタンをクリックし、
追加のバックアップセットのカタログファイルを開くか再作成してそのバックアップセットにアク
セスします。

ウィンドウの下のリストに、選択したバックアップセットのアクティブなスナップショットのリス
トが、スナップショットの日時とバックアップボリュームの名前と共に表示されます。

スナップショットのリストが表示されるのは、以下のオプションのいずれかが選択されている場合
です。「選択したスナップショット」または「選択した個々の元ボリュームの最新スナップショッ
ト」スナップショットが含まれているのは、横に日付が表示されているバックアップセットだけで
す。

Retrospect はデフォルトで、カタログファイルに登録された最新のスナップショットをボリューム
（またはサブボリューム）ごとに記憶しており、それらのスナップショットがアクティブと見なさ
れます。スナップショットは新旧を問わず、すべてバックアップメディア（テープ、ディスク、ま
たは CD/DVD）に保存されます。バックアップやアーカイブの操作が正常に実行されると、カタロ
グファイル内の古いスナップショットが新しいものに置き換えられます。古いスナップショット
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は、バックアップメディアにはそのまま残り、必要に応じて取り込むことができます。

3. グルーミングが有効なディスクバックアップセットの場合は、グルーミングポリシーに従って、必
要なスナップショットがカタログファイルに保存されます。たとえば、グルーミングポリシーで最
新バックアップ 10 件を保存するように指定すると、ボリュームごとに 10 個のスナップショットが
アクティブになります。さらに、手動でロックされたスナップショットもアクティブになります。

4. 転送するスナップショットがリストに表示されない場合は、「スナップショットを追加」ボタンを
クリックします。

このリストには、選択したバックアップセット内のすべてのスナップショットが表示されます。ス
ナップショットを選択して「取り込み」ボタンをクリックすると、バックアップセットのメディア
から古いスナップショットがコピーされ、元ボリュームウィンドウのリストに追加されます（古い
スナップショットの取り込みで、他のメディアの挿入が必要になることがあります）。追加したス
ナップショットはアクティブになります。

5. すでに使用できる「スナップショット」を選択すると、「取り込み」ボタンは無効になります。
6. 転送するスナップショットを 1 つ以上選択します。

転送元のバックアップセットの選択後は、転送するスナップショットをいくつかの方法で選択でき
ます。

7. 「個々の元ボリュームの最新スナップショット」「個々の元ボリュームの最新スナップショット」は最新のスナップショットと、アクティブなスナ
ップショットのリスト内の各ボリューム（またはサブボリューム）に対し関連するファイルを転送
します。つまり、スクリプト実行時点で最新のスナップショットがすべて転送されます。

8. 「選択した個々の元ボリュームの最新スナップショット」「選択した個々の元ボリュームの最新スナップショット」は最新のスナップショットと、アクティ
ブなスナップショットのリスト内で選択した各ボリューム（またはサブボリューム）に対し関連す
るファイルを転送します。つまり、スクリプト実行時点で最新の、選択したボリューム（またはサ
ブボリューム）のスナップショットが転送されます。

9. 「個々の元ボリュームの全アクティブスナップショット」「個々の元ボリュームの全アクティブスナップショット」はすべてのアクティブなスナップショッ
トと関連するファイルを転送します。アクティブなスナップショットと元ボリュームのリストを表
示するには、「選択したスナップショット」オプションを一時的に選択します。「個々の元ボリュ
ームの全アクティブスナップショット」を再び選択してから「OK」をクリックしてください。古い
スナップショットをアクティブにするには、「スナップショットを追加」をクリックします。

10. 「選択したスナップショット」「選択したスナップショット」ではアクティブなスナップショットのリストから選択したスナップ
ショット（および関連ファイル）だけが転送されます。複数のスナップショットを選択するには、
Control キーまたは Shift キーを押しながらスナップショットをクリックします。古いスナップショ
ットをアクティブにするには、「スナップショットを追加」をクリックします。

バックアップセットのアクティブなスナップショットはバックアップを実行するたびに変化するた
め、「選択した個々の元ボリュームの最新スナップショット」オプションはスナップショット転送
で非常に効果的です。

11. スナップショット転送スクリプトでは、アクティブなスナップショットだけがコピーされます。す
べてのスナップショットをコピーする場合は、バックアップセット転送スクリプトを使用してくだ
さい。詳しくは、スクリプトによるバックアップセット転送を参照してください。

12. 「OK」をクリックします。

バックアップセットとスナップショットの情報が、ボリューム選択ウィンドウに表示されます。

転送するスナップショットを追加するには、「追加」をクリックします。
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元ボリュームを削除するには、そのボリュームを選択して「削除」をクリックします。

選択したバックアップセットとスナップショットに問題がなければ、「OK」をクリックします。

スナップショット転送の転送先の選択

これは新しいスクリプトなので、スクリプトウィンドウの「宛先」部分には「バックアップセット
が選ばれていません」というメッセージが表示されます。

1. 「宛先」ボタンをクリックします。

「バックアップセットの選択」ウィンドウが表示されます。

2. 宛先バックアップセットを選択します。

リストに表示されているいずれのバックアップセットも転送先として望ましくない場合は、「新規
作成」をクリックして新規バックアップセットを作成します。詳しくは、新規バックアップセット
の作成を参照してください。

3. 「OK」をクリックします。
転送するファイルの選択

デフォルトでは、選択したスナップショット内のすべてのファイルが、転送先バックアップセット
に転送されます。別のセレクタを選択して、一部のファイルを転送することもできます。

1. 「選択」ボタンをクリックします。
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2. セレクタをクリックしたら、「OK」をクリックします。

「追加選択」をクリックして、Retrospect のファイル選択基準を使用して、カスタムセレク
タを作成することもできます。セレクタについては、セレクタの使い方を参照してくださ
い。

追加オプションの設定

Retrospect には、スナップショット転送専用の複数の実行オプションがあります。

概要ウィンドウで「オプション」をクリックすると、メディアの検証、データ圧縮、元バックアッ
プセットの置き換え、およびその他のオプションのデフォルト設定を変更できます。

これらのオプションの詳細は、転送実行オプションを参照してください。

「追加選択」ボタンをクリックして、他の実行オプションにアクセスします。詳しくは、実行オプ
ションを参照してください。

実行ユニットの設定

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、このスクリプトに使用する実
行ユニットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィンドウのリストボ
ックスで選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照してください。
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スクリプトによるグルーミング

グルーミングスクリプトにより、ディスクスペースの確保をスケジュールすることができます。グ
ルーミングスクリプトが実行されると、指定したグルーミングポリシーに基づき、元ディスクバッ
クアップセットから古いファイルとフォルダが削除されます。グルーミングスクリプトがない場
合、古いファイルとフォルダはさらにディスク容量が要求されるまで削除されません。

ディスクバックアップセットに対してグルーミングを有効にする方法についての詳細は「オプ
ション」タブを参照してください。

グルーミングスクリプトの作成手順は、以下のとおりです。

▪ グルーミングスクリプトの作成
▪ グルーミングする元ボリュームの選択
▪ 実行ユニットの設定

以下で説明するように、スケジュールと保存の手順はすべてのスクリプトで同じです。

▪ スクリプトのスケジュール作成
▪ スクリプトの保存
グルーミングスクリプトの作成

1. ナビゲーションツールバーから、「自動化」をクリックしてから、「スクリプトの管理」ボタンを
クリックします。

スクリプト編集ウィンドウが表示されます。

2. 「新規」ボタンをクリックして、新規スクリプトの作成を開始します。

スクリプト選択ウィンドウが表示されます。

3. リストから「グルーミング」を選択して、「OK」をクリックします。

スクリプト命名ウィンドウが表示されます。

4. スクリプトの名前を入力して「新規」をクリックします。

入力したスクリプト名がウィンドウに表示されます。
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5. スクリプトに情報を追加するには、該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」「元ボリューム」では、1 つ以上のバックアップセットを選択できます。詳しくは、「グル
ーミングする元ボリュームの選択」を参照してください。

「スケジュール」「スケジュール」では、スクリプトの実行日時や間隔を指定します。詳しくは、「スクリプ
トのスケジュール作成」を参照してください。

スクリプトウィンドウ内の情報が正しい場合は、スクリプトを保存できます。詳しくは、スクリプ
トの保存を参照してください。

グルーミングする元ボリュームの選択

新しいスクリプトの場合、スクリプトの概要ウィンドウの「元ボリューム」の部分には「バックア
ップセットが選ばれていません」というメッセージが表示されます。

1. 「元ボリューム」ボタンをクリックして、「バックアップセットの選択」ウィンドウを表示しま
す。
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▪ ディスクバックアップセットだけが表示されます。他のタイプのメディアではグルーミングはサ
ポートされていないからです。

2. グルーミングするデータが入ったバックアップセットを 1 つ以上選択します。

探しているバックアップセットがリストに表示されていない場合、「更に」ボタンをクリックし、
追加のバックアップセットのカタログファイルを開くか再作成してそのバックアップセットにアク
セスします。

▪ グルーミングが有効ではないバックアップセットを選択した場合、Retrospect はスクリプトの
実行時に操作ログにエラーを記録し、その他の元バックアップセットのグルーミングを継続しま
す。

2. 「OK」をクリックします。

スクリプトウィンドウにそのバックアップセットがリスト表示されます。

実行ユニットの設定

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、このスクリプトに使用する実
行ユニットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィンドウのリストボ
ックスで選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照してください。

スクリプトによる検証

検証スクリプトにより、バックアップセットのメディアの検証をスケジュールすることができま
す。この「オフライン検証」はバックアップウィンドウを最大化するために有効なツールです。手
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動でメディアを検証するには、ナビゲーションバーから「ツール」>「メディアの検証」を選択し
ます。詳しくは、バックアップセットメディアの検証を参照してください。

たとえば、ユーザがコンピュータから離れている夜間にバックアップスクリプトを完了できない場
合には、バックアップスクリプトに「No verification」を選択し、朝に別途検証スクリプトを実行す
るようにスケジュールすることができます。バックアップスクリプトに検証フェーズが含まれなく
なるので、より早く終了することになります。

検証可能な場合、検証スクリプトはバックアップセットメディアのデータを、元バックアップセッ
トのファイルとバックアップ時に生成された MD5 とを比較することにより検証します。つまり、
バックアップ元ボリュームにアクセスする必要がないので、該当するボリュームのスローダウンを
防止します。

特定の状況下では、バックアップ時に生成された MD5 にアクセスしません。Retrospect 15.0 以前
のバージョンを使用して作成されたすべてのバックアップと、「バックアップ操作中に MD5 ダイ
ジェストを生成」環境設定を無効にして作成されたバックアップが、これに該当します。詳しく
は、検証環境設定を参照してください。

この場合、バックアップセットメディアのすべてのファイルがチェックされて、読み出し可能であ
ることが確認されます。

▪ 検証スクリプトでは、複数のメディアにまたがるバックアップを検証する場合、メディアの再セ
ットが要求されます。

検証スクリプトの作成手順は、以下のとおりです。

▪ 検証スクリプトの作成
▪ 検証元の選択
▪ 追加オプションの設定
▪ 実行ユニットの設定

以下で説明するように、スケジュールと保存の手順はすべてのスクリプトで同じです。

▪ スクリプトのスケジュール作成
▪ スクリプトの保存
検証スクリプトの作成

1. ナビゲーションツールバーから、「自動化」をクリックしてから、「スクリプトの管理」ボタンを
クリックします。

「スクリプト編集」ウィンドウが表示されます。

2. 「新規」ボタンをクリックして、新規スクリプトの作成を開始します。

「スクリプト選択」ウィンドウが表示されます。

3. リストから「検証」を選択して、「OK」をクリックします。

「スクリプト命名」ウィンドウが表示されます。

4. スクリプトの名前を入力して「新規」をクリックします。
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入力したスクリプト名がウィンドウに表示されます。

5. スクリプトに情報を追加するには、該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」「元ボリューム」では、1 つ以上のバックアップセットを選択できます。詳しくは、「検証
元の選択」を参照してください。

「オプション」「オプション」で検証オプションを指定します。詳しくは、「追加オプションの設定」を参
照してください。

「スケジュール」「スケジュール」では、スクリプトの実行日時や間隔を指定します。詳しくは、「スクリプ
トのスケジュール作成」を参照してください。

スクリプトウィンドウ内の情報が正しい場合は、スクリプトを保存できます。詳しくは、スクリプ
トの保存を参照してください。

検証元の選択

新しいスクリプトの場合、スクリプトの概要ウィンドウの「元ボリューム」の部分には「バックア
ップセットが選ばれていません」というメッセージが表示されます。

1. 「元ボリューム」ボタンをクリックして、「バックアップセットの選択」ウィンドウを表示しま
す。
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2. 検証するデータが入ったバックアップセットを 1 つ以上選択します。

探しているバックアップセットがリストに表示されていない場合、「更に」ボタンをクリックし、
追加のバックアップセットのカタログファイルを開くか再作成してそのバックアップセットにアク
セスします。

3. 「OK」をクリックします。

スクリプトウィンドウにそのバックアップセットがリスト表示されます。

追加オプションの設定

Retrospect には検証スクリプトを指定するための実行オプションがあります。

サマリウィンドウで「オプション」をクリックして、検証するバックアップのデフォルト設定を変
更します。
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このオプションの詳細は、検証実行オプションを参照してください。

「追加選択」ボタンをクリックして、他の実行オプションにアクセスします。詳しくは、実行オプ
ションを参照してください。

実行ユニットの設定

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、このスクリプトに使用する実
行ユニットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィンドウのリストボ
ックスで選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照してください。

スクリプトのスケジュール作成

スクリプトは、いつでも手動で実行できますが、無人でも実行できるように設計されています。無
人で実行するには、スクリプトを実行する時間と頻度を指定したスケジュールを作成する必要があ
ります。

オペレータがいるときにコマンドでスクリプトを実行する場合は、スクリプトの手動実行を参
照してください。

スクリプトのスケジュールは、指定日に自動実行したり、繰り返し（たとえば、2 週間ごとに）自
動実行したりするように設定できます。同じスクリプトに対して複数のスケジュールを設定し、ス
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ケジュールごとに異なるバックアップ動作を指定することもできます。

バックアップ計画全体の一部としてスクリプトを使用する方法について詳しくは、バックアップ計
画を参照してください。

スクリプトをスケジュールするには

1. 「スクリプトの概要」ウィンドウで、「スケジュール」ボタンをクリックします。

「スケジュール」ウィンドウが表示されます。

2. 「追加」ボタンをクリックします。

3. 追加するスケジュールの種類を指定して、「OK」をクリックします。
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「曜日指定」「曜日指定」では、曜日と週単位の繰り返し間隔を指定します。複数の曜日を組み合わせることも
できます。たとえば、月曜と水曜日に実行するスクリプトや、隔週で実行するスクリプトをスケジ
ュールできます。週は、開始日が含まれる週の日曜日に始まることに注意してください。

「繰り返し」「繰り返し」では、指定間隔ごとに繰り返されるスケジュールを定義できます。たとえば、毎月の
最終金曜日、あるいは 2 時間ごと、のような指定が可能です。

「指定日」「指定日」では、1 回だけ実行する日時を指定します。たとえば、「2003 年 4 月 19 日、6:00
a.m.」のように指定します。

4. 各スケジュールを自由に組み合わせて、スクリプトに設定することができます。
5. スクリプトスケジュールの作成の説明に従ってスケジュールを作成したら、「OK」をクリックしま
す。

「スケジュール」ウィンドウが表示されます。

6. 「追加」をクリックして追加のスケジュールを作成するか、「修正」をクリックして指定したスケ
ジュールを変更するか、または「削除」をクリックして指定したスケジュールを削除します。

7. スクリプトのスケジュールが完了したら、「OK」をクリックします。

スクリプトの概要ウィンドウが表示されます。
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作成したスケジュールに基づいて、次にスケジュールされている実行が 6 つリスト表示され
ます。

スクリプトスケジュールの作成

Retrospect で利用可能なスケジュールのタイプには次の 3 つがあります。

▪ 曜日指定
▪ 繰り返し
▪ 指定日

これらのスケジュールにはいくつか共通要素がありますが、各タイプの作成プロセスは若干異なり
ます。

スケジュールの共通要素スケジュールの共通要素

すべてのスケジュールタイプに共通のコントロールおよび設定があります。それは次のとおりで
す。

▪ 開始日時：スクリプトを実行する最初の日時を指定します。開始日時を変更するには、変更する
部分をクリックします。変更したい項目を選択して、希望する数値や文字を入力するか、矢印ボ
タンをクリックして変更します。（キーボードの上下矢印キーを押して、変更することもできま
す。別の項目に移動するときは、Tab キーを押してください。）

▪ バックアップ動作の種類と宛先：バックアップスクリプトのスケジュールを作成する場合は、バ
ックアップ動作と宛先も指定できます。「動作」リストボックスから、「標準」、「新規メンバ
ー」、「置き替え」、「新規バックアップセット」のいずれかを選択します。（バックアップス
クリプトと転送スクリプトのみ）。
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「開始日時」「開始日時」スクリプトを実行する最初の日時を指定します。開始日時を変更するには、変更する
部分をクリックします。変更したい項目を選択して、希望する数値や文字を入力するか、矢印ボタ
ンをクリックして変更します。（キーボードの上下矢印キーを押して、変更することもできます。
別の項目に移動するときは、Tab キーを押してください。）

曜日指定スケジュールの場合、開始日を指定してもその日にスクリプトが実行されるわけでは
ありません。たとえ同じ週であっても実行されません。ウィンドウ上部の概要情報をチェック
し、スクリプトが最初に実行される実際の日時を確認してください。

「バックアップ動作の種類と宛先」「バックアップ動作の種類と宛先」バックアップスクリプトまたは転送スクリプトのスケジュール
を作成する場合は、バックアップ動作も指定できます。「動作」リストボックスから、「標準」、
「新規メンバー」、「書き替え」、「新規バックアップセット」のいずれかを選択します。

▪ 「標準」「標準」は典型的な Progressive バックアップで、新規ファイル、変更されたファイル、および
バックアップセットに存在しないファイルを選択し、既存のメンバーに追加します。

▪ 「新規メンバー」「新規メンバー」は、指定されたバックアップセット内で、新規メンバーの位置までスキップし
ます。名前が一致する既存メンバーか、種類が一致する新規または消去済みのメディアが使用さ
れます。「新規メンバー」は、ファイルがバックアップセット内の次のメンバーにコピーされる
点を除けば「標準」と同様です。

▪ 「置き替え」「置き替え」は、バックアップセットの内容を示すカタログの項目を消去し、バックアップ済み
ファイルが 1 つもない状態にします。次に、バックアップセット内の先頭メディアメンバーが
検索され、それが有効な場合は消去されます。先頭のメディアメンバーが利用不可能な場合は、
利用できる新規または消去済みのメディアが使われます。元ボリュームから選択したすべてのも
のが、バックアップセットにバックアップされます。

▪ 「新規バックアップセット」「新規バックアップセット」では、新規または消去済みのメディアを使用して、新規バックアッ
プセットを作成します（以前のバックアップセットと似た名前が付けられます）。オリジナルの
バックアップセットとカタログは現状のまま残し、安全な場所に長期間保存することができま
す。新規バックアップセットとそのカタログには、連番付きの名前が付けられます。

バックアップ計画の一環として、メディアのローテーションを行うため、スクリプトに対して複数
のバックアップセットを指定することもできます。複数の宛先ボリュームバックアップセットを指
定した場合は、そのスケジュールで使用するバックアップセットを「宛先」リストボックスから選
択します。

スクリプトに 1 つのバックアップセットしか指定されていない場合は、リストボックスは表示
されません。

曜日指定スケジュールの使い方曜日指定スケジュールの使い方

指定曜日にスクリプトを実行したい場合は、曜日指定スケジュールを使用します。

曜日指定スケジュールを作成するには

1. 「スケジュール」ダイアログボックスの「曜日指定」ラジオボタンを選択します。
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2. 「OK」をクリックします。

曜日指定スケジュールウィンドウが表示されます。

3. スケジュールの共通要素で説明したとおりに、開始日時を設定します。
4. スクリプトを実行できる期間は、Retrospect の「スケジュール」環境設定（スケジュール環境設
定）で定義されます。この期間外の実行スケジュールを設定しても、スクリプトは作動しません。

必要な場合、バックアップ動作と宛先バックアップセットを指定します。

5. スクリプトを実行する曜日のチェックボックスをクリックします。
6. 繰り返す間隔を週単位で入力します。
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たとえば、「2」と入力すると、隔週でスクリプトが実行されます。

7. スケジュールウィンドウの設定がすべて終了したら、「OK」をクリックします。
繰り返しスケジュールの使い方繰り返しスケジュールの使い方

指定した時間、日数、週、または月に一度の間隔でスクリプトを実行したい場合は、繰り返しスケ
ジュールを使用します。

繰り返しスケジュールを作成するには

1. 「スケジュール」ダイアログボックスの「繰り返し」ラジオボタンを選択します。

2. 「OK」をクリックします。

繰り返しスケジュールウィンドウが表示されます。

3. スケジュールの共通要素で説明したとおりに、開始日時を設定します。
4. スクリプトを実行できる期間は、Retrospect の「スケジュール」環境設定（スケジュール環境設
定）で定義されます。この期間外の実行スケジュールを設定しても、スクリプトは作動しません。
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必要な場合、バックアップ動作と宛先バックアップセットを指定します。

5. 「繰り返し」リストボックスで、繰り返しの時間単位（時間、日、週、または月）を選択します。
6. 繰り返し間隔を「時間」、「週」、「月」、または「日」欄に入力します。

「繰り返し」リストボックスは、入力した繰り返し間隔を反映したものになります。

7. スケジュールウィンドウの設定がすべて終了したら、「OK」をクリックします。
指定日スケジュールの使い方指定日スケジュールの使い方

指定した日時に 1 回だけスクリプトを実行したい場合には、指定日スケジュールを使用します。

指定日スケジュールを作成するには

1. 「スケジュール」ダイアログボックスの「指定日」ラジオボタンを選択します。

2. 「OK」をクリックします。

指定日スケジュールウィンドウが表示されます。

3. スケジュールの共通要素で説明したとおりに、開始日時を設定します。
4. スクリプトを実行できる期間は、Retrospect の「スケジュール」環境設定（スケジュール環境設
定）で定義されます。この期間外の実行スケジュールを設定しても、スクリプトは作動しません。
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必要な場合、バックアップ動作と宛先バックアップセットを指定します。

5. スケジュールウィンドウの設定がすべて終了したら、「OK」をクリックします。

スクリプトの保存

すべてのスクリプト設定が指定し終わったら、スクリプトを保存する必要があります。保存には、
次の 3 つのオプションがあります。

▪ 「保存」：「保存」アイコン

をクリックすると、作成のときに使用した名前でスクリプトが保存されます。単にスクリプト
の概要ウィンドウの「OK」ボタンをクリックすることもできます。
▪ 「名前を付けて保存」：「名前を付けて保存」アイコン

をクリックすると、新しい名前でスクリプトを保存できます。一度スクリプトを保存し、設定
を修正した後に「名前を付けて保存」を選択すると、新しいスクリプトを作成することができま
す。

▪ 「保存と実行」：「保存と実行」アイコン

をクリックす
るとスクリプトが保存され、「手動によるスクリプト実行」ウィンドウが表示されます。ここで、
すぐにスクリプトを実行するか、「起動書類」を作成することができます。

保存されたスクリプトの実行方法について詳しくは、スクリプトの実行を参照してください。
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スケジュールによる操作

スケジュールしたスクリプトは、Retrospect が監視し、指定した日時に自動実行されます。
スケジュールされているスクリプトのリストを表示するには、Retrospect のナビゲーション
バーから「アクティビティモニタ」をクリックして、「予定」ボタンをクリックします。

スクリプトを実行できる期間は、Retrospect の「スケジュール」環境設定（スケジュール環境
設定）で定義されます。この期間外の実行スケジュールを設定しても、スクリプトは作動しま
せん。

Retrospect はコンピュータのクロックをチェックし、スクリプトの次回の実行予定日と照合しま
す。

Retrospect は、スケジュール済みのスクリプトの実行をつねに監視しています。スケジュール済み
のスクリプトの実行が目前にせまっている場合（通常は 12 時間以内）、Retrospect が自動的に終
了することはありません。環境設定の内容によっては、停止も再起動もできません（環境設定につ
いてはスタートアップ環境設定を参照）。その場合、Retrospect は起動したまま、スクリプトの実
行を待ちます。

アクティビティモニタの「予定」タブについて詳しくは、「予定」タブを参照してください。
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スクリプトのテスト

スクリプトの概要ウィンドウからいつでもスクリプトの有効性をチェックできます。Retrospect で
は、スクリプトに必要な情報が欠けていないかどうか、実行の準備が整っているかどうかをチェッ
クできます。スクリプトにストレージメディアが必要な場合、利用可能な状態であることを確認す
るためにチェックすることもできます。

スクリプトをテストするにはスクリプトをテストするには

1. Retrospect ナビゲーションバーから「自動化」>「スクリプトの管理」を順にクリックします。
2. テストするスクリプトをダブルクリックします。

スクリプトの概要ウィンドウが表示されます。

3. ツールバーの「チェック」アイコン

をクリックします。

スクリプトの有効性、およびスクリプトの次回の実行予定日時を報告するダイアログボック
スが表示されます。

スクリプトが無効である場合、スクリプトの問題を示す情報が表示されます。
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1. スクリプトが有効でメディアが必要な場合、「メディアのチェック」ボタンをクリックしてバック
アップデバイスに必要なメディアが用意されているか確認することができます。

2. 「OK」をクリックして、スクリプトの概要ウィンドウに戻ります。

スクリプトの実行

Retrospect では、次の 2 通りの方法でスクリプトを実行できます。

▪ スクリプトの自動実行
▪ スクリプトの手動実行

スクリプトとのやり取りやスクリプトの制御について詳しくは、スクリプトの制御を参照してくだ
さい。

スクリプトの自動実行

スクリプトのスケジュール作成では、スクリプトを自動実行するための日時のスケジュール方法に
ついて説明しています。スケジュールしたすべてのスクリプトは、Retrospect が監視しており、指
定した日時に自動実行されます。「アクティビティモニタ」ウィンドウ（スケジュールされたスク
リプトの表示で説明）には、これから予定されているイベントが表示されます。

スクリプトの手動実行

スクリプトを手動で起動するには、次のような方法があります。

▪ Retrospect 内からスクリプトを即時実行します。
▪ 「起動書類」ファイルを作成します。これによって、オペレータの指示で、デスクトップから
（またはファイルが保存されている場所ならどこからでも）いつでもスクリプトを実行できま
す。
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「手動によるスクリプト実行」ダイアログボックスを使用して、希望の方法を指定します。「手動
によるスクリプト実行」ダイアログボックスへのアクセス方法には、次の 3 つがあります。

▪ スクリプトの概要ウィンドウのツールバーから「保存と実行」ボタン

をクリックします。

▪ Retrospect の「実行」メニューからスクリプトを選択します。
▪ Retrospect のメインツールバーの「スクリプト実行」ボタン

をクリックし
てスクリプトを選択し、「OK」をクリックします。

スクリプトを即時実行するには
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1. 「今すぐ実行」ラジオボタンを選択します。

実行ユニットリストボックスが有効な場合は、それを使って実行ユニットを選択すれば、スクリプ
トと共に保存した選択より優先させることができます。実行ユニットの詳細については実行ユニッ
トの割り当てを参照してください。

実行するスクリプトがバックアップスクリプトの場合、「動作」リストボックスを使用してバック
アップのタイプを設定します。詳しくは、バックアップ動作を参照してください。

バックアップスクリプトに複数の宛先がある場合、もう 1 つのリストボックスを使用して宛先バッ
クアップセットを指定します。

2. 「実行」をクリックします。

起動書類を作成するには

1. 「起動書類を作成する」ラジオボタンを選択します。

実行するスクリプトがバックアップスクリプトの場合、「動作」リストボックスを使用してバック
アップのタイプを設定します。詳しくは、バックアップ動作を参照してください。

バックアップスクリプトに複数の宛先がある場合、もう 1 つのリストボックスを使用して宛先バッ
クアップセットを指定します。

2. 「保存」をクリックします。

3. 起動書類の保存場所を「参照」で探し、ファイル名を入力した後、「保存」をクリックします。
4. ファイルの拡張子は変更しないでください。起動書類はすべて、拡張子が .rrrでなければなりませ
ん。

5. デスクトップまたは Windows エクスプローラから起動書類をダブルクリックして、スクリプトを
実行します。

複数のスクリプトを順次実行するには、複数の起動書類を選択し、「ファイル」メニューか
ら「開く」を選択します。複数の起動書類を一度に開いた場合、対応するスクリプトがアル
ファベット順に実行されます。これは起動書類のファイル名ではなく、スクリプトの名前の
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順番です。

同じスクリプトについて複数の起動書類を作成し、それぞれ異なるバックアップ動作と宛先ボリュ
ームバックアップセットを指定することができます。

スクリプトの制御

自動操作の制御は、基本操作の制御とほぼ同じです。詳しくは、「操作の制御」を参照してくださ
い。

スクリプトに固有の環境設定が数多くあります。これらを正しく設定する必要があります。スクリ
プトは無人で実行されるように設計されており、夜間 Retrospect を終了し帰宅した後であっても実
行できます。Retrosepct の「スタートアップ」環境設定で、Retrospect の起動サービスを有効にし
ており、Retrospect が自動起動してスクリプトを実行できるように選択していることを確認してく
ださい。詳しくは、スタートアップ環境設定を参照してください。

「スタートアップ」環境設定では、Retrospect が自動起動したときおよびスクリプトの実行を終了
したときの動作を決めることもできます。デフォルトでは、Proactive Backup が実行中である場
合、またはアプリケーションの先読み時間に実行される別のスクリプトがスケジュールされている
場合を除いて、Retrospect は終了します。詳しくは、スケジュール環境設定を参照してください。

スクリプトを手動で起動した場合、Retrospect ツールバーの「続けて使用」リストボックスを使用
して、実行を終了したときの Retrospect の動作を決めることができます。デフォルトでは、何も行
われませんが、スクリプトを開始して帰宅したい場合、実行完了時に Retrospect を終了するように
選択することができます。Proactive Buckup が実行中である場合、または別のスクリプトがアプリ
ケーションの先読み時間に実行されるようにスケジュールされている場合を除いて、実行が終了し
たときに Retrospect は終了（またはシャットダウン）します。先読み時間の指定方法について詳し
くは、スケジュール環境設定を参照してください。

Proactive Backupスクリプト
バックアップスクリプトはパワフルで多機能なツールですが、変更が定期的に行われるバックアッ
プ環境では、他のタイプの操作、すなわち Proactive Backup を使用したほうが良い場合がありま
す。通常のバックアップスクリプトは、ある一定の順序で特定のボリュームを指定のバックアップ
セットにコピーします。バックアップ環境が変わってボリュームまたはメディアが使用できなくな
った場合は、次の予定の時間までバックアップは行われません。これは、Retrospect に Proactive
Backup オプションがあるためです。

Proactive Backup を利用するには、適切なライセンスコードが必要です。「設定」>「ライセ
ンス」の順にクリックすると、現在のライセンスが表示されます。新しいライセンスを購入す
ることもできます。

Proactive Backup の利点

Retrospect の Proactive Backup 技術は、ネットワーク構成やディスク構成の変更に柔軟に対応で
きます。通常のバックアップスクリプトは、明確に定義された元ボリューム/宛先ボリュームバック
アップセットの固定のスケジュールに従って実行されますが、Proactive Backup スクリプトはリソ
ースの使用可能性やバックアップの必要性に応じて駆動されます。元ボリュームは要求に沿った順
序でバックアップされ、一番古くにバックアップされたものが最初にバックアップされます。ボリ
ュームは、利用可能なバックアップセットメディアのうち、最適なものにコピーされます。そのた
め、Proactive Backup スクリプトを使えば、メディアの選択に関する自由度が増します。
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Proactive Backup スクリプトは、ネットワーク上でコンピュータとボリュームが不規則に出現する
環境に最適です。たとえば、ネットワーク上に不規則に出現する取り出し可能なディスクやモバイ
ルコンピュータを擁するオフィスでは、新規ボリュームが使用可能になると、Proactive Backup が
そのボリュームを認識してバックアップを行います。クライアントユーザは、ボリュームのバック
アップを開始することもできます。

Proactive Backup スクリプトは単独で使用できますが、広範なバックアップ計画を必要とする場合
には、通常のバックアップスクリプトと併用することで最適な結果を得ることも可能です。

Proactive Backup の機能

Proactive Backup スクリプトは、他の Retrospect スクリプトに似ています。スクリプトを実行し
ているバックアップコンピュータは、予定した実行期間には「proactive」となり、予定した停止期
間には待機中となります。Proactive Backup の動作中はコンピュータを Proactive Backup 専用に
することで、Proactive Backup の動作中に他のプログラムが実行されないようにすることもできま
す。

Proacctive バックアップは、元ボリュームの最新バックアップに基づいてキューを生成します。一
番古くにバックアップされたボリュームはキューの先頭に移動され、その他のボリュームは優先順
位に従って降順に配置されます。次に、Proactive Backup はローカルデスクトップを調べてネット
ワークをポーリングし、ボリュームを探します。

ネットワークポーリングによってネットワークのパフォーマンスが低下することはありませ
ん。

Proactive Backup は、ボリュームキューの先頭から調べて、各元ボリュームが使用可能かどうか判
断します。また、必要に応じて各ボリュームを最適なバックアップセットにバックアップします。
Retrospect は、ボリュームを処理する際に、一番新しくバックアップされたボリュームをキューの
末尾に移動します。Proactive Backup は、使用可能な元ボリュームをすべて現在のバックアップ間
隔でバックアップしたら、ネットワーク上のクライアントを定期的にポーリングします。ポーリン
グ処理では、最近出現したボリュームがチェックされ、クライアントユーザがそのボリュームのバ
ックアップを要求したかどうかチェックされます。この一連の処理で、バックアップを要するボリ
ュームは確実にバックアップされます。

バックアップ管理者および Proactive Backup の許可があれば、クライアントユーザはいつでも、で
きるだけ早くバックアップすることを要求できます。Retrospect がそのクライアントを次にポーリ
ングするときに、「できるだけ早く」の要求を認識してそのクライアントのバックアップを行いま
す。

Proactive Backup スクリプトの終了時間になると、Retrospect は現在のボリュームのバックアップ
を続行しますが新規バックアップは開始しません。スクリプトの終了時間になると、Retrospect は
現在実行中のバックアップを停止します。スクリプトの次の予定開始時刻までは、新規バックアッ
プは一切行いません。

新規メンバー、置き換え、新規バックアップセットのいずれのバックアップ動作もProactive
Backup スクリプトには不適切であるため、通常バックアップ動作だけが使用されます。
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Proactive Backup を使用する場合

以下の表では、標準のバックアップスクリプトと Proactive Backup スクリプトとの比較を示してい
ます。

機能機能 バックアップスクリプトバックアップスクリプト Proactive Backup スクリプトスクリプト

宛先
バッ
クア
ップ
セッ
ト

スケジュールに設定された、または実行時に
指定された単一のバックアップセットにコピ
ーします。メディアを使用できないときはコ
ピーできません。メディアのローテーション
はスクリプトに記述されています。

宛先ボリュームリスト中の使用可能な
最適バックアップセットにコピーしま
す。使用できる複数のバックアップセ
ット間で自動メディアローテーション
を行います。

元ボ
リュ
ーム

元ボリュームリストの順にボリュームをバッ
クアップします。バックアップが失敗する
と、次のバックアップは次回のスクリプト実
行時まで行われません。

最終バックアップ日の優先順にボリュ
ームをバックアップします。バックア
ップが終了するたびに、前に使用でき
なかったボリュームも含めて、キュー
が再チェックされます。

スケ
ジュ
ール

バックアップは指定の時間に開始し、最後の
元ボリュームが完了した時点で終了します。
必要であれば、バックアップを指定の時間に
終了することもできます。

開始時間から終了時間まで実行しま
す。使用可能なボリュームのバックア
ップは必要に応じて行われます。

ユー
ザの
要求
した
バッ
クア
ップ

できません。 空のフォルダも復元可能です。

Proactive Backup の使用に適した状況および Proactive Backup に基づくバックアップ計画の実行
については、ネットワークのバックアップ計画を参照してください。

リソースの管理

豊富なリソース（大容量の記憶装置、高速ネットワーク、強力な長時間運用のバックアップ用コン
ピュータ）があり、元ボリュームが比較的少ない場合、Proactive Backup は動作時間内に、すべて
のボリュームを完全にバックアップできます。一方、リソースが限られており（小容量の記憶装
置、低速のネットワーク、運用時間のほとんどない低速のバックアップ用コンピュータ）、元ボリ
ュームが比較的多い状況では、動作時間内に各ボリュームを完全にバックアップすることは困難に
思えるかもしれません。幸い、Retrospect の Proactive Backup は制限されたバックアップリソー
スを効果的に管理できるので、実際にはバックアップのすべてを完全に処理することができます。
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Proactive Backup のジョブ実行の信頼性のジョブ実行の信頼性

リソースが豊富かどうかに関わりなく、Proactive Backup は優先度の最も高いものから順にボリュ
ームをバックアップします。たとえば、100 台のクライアントコンピュータをバックアップしなけ
ればならない場合に、バックアップ可能な時間が 1 晩につき 8 時間しかないものとします。この場
合は、最初の晩にスクリプトを 8 時間実行しても 100 クライアントすべてをバックアップすること
はできません。したがって、100 ボリュームをすべてバックアップし終えるまで、残りのボリュー
ムは次の晩にバックアップされます。最初のバックアップを終えたら、Proactive Backup はただち
にキューを移動して次のバックアップを行います。

バックアップ管理者は、予想バックアップ時間に基づいて処理日ごとにクライアントを複数のグル
ープに分ける必要はありません。Proactive Backup は、予定した期間で負荷を分散します。

Proactive Backup の大きな特徴は、余分な努力を払わなくても元ボリュームすべてをバックアップ
できるという点です。最悪のケースでは、ボリュームのバックアップ間隔が長くなりすぎて不都合
が生じる場合もありますが、この場合にはもっと多くのリソースを割り当てる必要があります。

ボリュームのバックアップ回数を増やしたい場合は、Proactive Backup スクリプトに追加のリソー
スを割り当てる必要があります。スクリプトの実行時間を長くするか、セレクタでバックアップす
るファイルを制限するか、高速のバックアップ用コンピュータを使用するか、またはネットワーク
を高速化してください。2 台目のバックアップ用コンピュータにクライアントの半分を効果的に処
理するよう設定すれば、各コンピュータで負荷が半分に分散されます。

進行状況のモニタリング進行状況のモニタリング

定期的にバックアップレポート（バックアップレポートの表示を参照）をチェックして、バックア
ップされているボリュームとバックアップ間隔を確認してください。前回のバックアップ日から何
日が経過したかをボリュームごとに示す「経過日数」列は特に重要です。

各ボリュームの最初のバックアップ後にプログレッシブバックアップが実行されると、バック
アップ間隔は短くなる傾向があります。Progressive バックアップにかかる時間は、ほとんどの
ボリュームでかなり短いので、頻繁に実行できます。

バックアップレポートからバックアップイベントを削除すると、バックアップキューに入れるボリ
ュームの優先度を評価する際に、そのバックアップの発生は考慮されません。したがって、そのボ
リュームには、レポートからの削除前より高いバックアップ優先度が与えられます。

他のスクリプトとのやり取り

同時に実行している複数の Proactive Backup スクリプトを使って特定のバックアップリソースを管
理することができます。スケジュールが異なる複数のスクリプトを使用して、特定のボリュームに
より高いバックアップ優先度を与えることも可能です。

たとえば、あるスクリプトを 1 日 18 時間実行して、販売部門のボリュームをバックアップするも
のとします。また、別のスクリプトを 1 日 6 時間実行して、会計部門のボリュームをバックアップ
するものとします。この場合、販売部門のスクリプトではバックアップがおそらくすべて完了しま
すが、会計部門のスクリプトではわずか 6 時間でボリュームすべてをバックアップするのは無理で
しょう。しかし、最もバックアップ処理を必要とするボリュームを、比較的新しいバックアップを
持つボリュームより前にバックアップすることで、最終的にはこれらのボリュームをすべてバック
アップすることができます。

別の例として、リムーバブルディスク、ノートブックコンピュータなど、断続的に使用できるボリ
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ュームについて考えてみましょう。この場合、これらのボリュームは 1 日中ランダムに使用可能と
なるので、1 日 24 時間ボリュームをバックアップするスクリプトを使用することができます。

Proactive Backup 計画の詳細については、バックアップ計画を参照してください。

Proactive Backup 以外のスクリプトは、Proactive Backup スクリプトの使用中に実行されるように
スケジュール設定しても、競合なしに動作できます。

Proactive Backup に関するヒントとテクニック

Proactive Backup の機能を最大限に利用するには、以下の簡単なガイドラインに従う必要がありま
す。

適切な適切な Proactive Backup コンピュータの選択コンピュータの選択

Proactive Backup 用に使用するコンピュータは重要です。Proactive Backup スクリプトは、バック
アップ専用の（他のファイルサービング/共有ソフトウェアが稼動していない）コンピュータで最適
に機能します。Proactive Backup は、高性能のプロセッサを持つバックアップコンピュータで最適
に動作します。

Proactive Backup が終了しても、バックアップ用のコンピュータが終了またはシャットダウンする
ことはありません。次にスケジュールされた開始時間まで待機します。

コンテナを元ボリュームとして使用コンテナを元ボリュームとして使用

特にクライアントをバックアップするときは、個々のボリュームではなく Proactive Backup スクリ
プトでコンテナ（コンテナを参照）を使って元ボリュームを指定します。コンテナを使用すると、
クライアントに追加される新規ボリュームはすべて自動的にバックアップに追加されます。

バックアップセット間のローテーションバックアップセット間のローテーション

Proactive Backup スクリプトで複数のバックアップセットを作成し、それらすべてを宛先として使
用します。バックアップセットのローテーションを行うには、毎日異なるメディアをバックアップ
デバイスに挿入します。Proactive Backup は、挿入されたメディアはなんでも使用します。

新規メディアの導入新規メディアの導入

定期的に新規バックアップセット バックアップを実施し、新しいメディアを導入してください。新
規バックアップセット バックアップを実施するたびに、古いメディアを運用環境から外して保管し
ます。次の新規バックアップセット バックアップを実施するまでの間は、カタログの肥大化を防
ぎ、復元操作を迅速に行えるようにするためにも、定期的に書き替えバックアップを実施してくだ
さい。

メディアのローテーションや新規メディアの導入の際には、通常のバックアップスクリプトで
Proactive Backup スクリプトと同じバックアップセットを使用して、書き替えバックアップまたは
新規バックアップセット バックアップを実行してください。スケジュールを作成するか、
Retrospect の「実行」メニューから実行するか、または起動書類として保存して実行します。

置き替えバックアップまたは新規バックアップセット バックアップのバックアップセットを手動で
設定する場合は、バックアップセットを設定し、メディア動作を設定します。詳しくは、「オプシ
ョン」タブを参照してください。
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メディア利用状態のモニタリングメディア利用状態のモニタリング

Proactive Backup では最初にメディア要求ウィンドウが開かれないため、アクティビティモニタか
らメディアを監視する必要があります。「アクティビティモニタ」>「Proactive」をクリックし
て、Proactive Backup スクリプトを確認します。

Retrospect にメディアが必要な場合には、「元ボリューム」または「バックアップセット」のステ
ータス列に「メディア」が表示されます。リストボックスからバックアップを選択すると、使用可
能なメディアがある宛先バックアップセットと、使用可能なメディアがない宛先バックアップセッ
トが表示されます。必要に応じてメディアを挿入します。

バックアップセットが新規メディアまたは消去済みのメディアを必要とする場合、およびメディア
を消去する必要がある場合は、Proactive Backup を終了し、メディアを「設定」> 「デバイス」か
ら消去して、Proactive Backup を再起動します。

その他のスクリプトでその他のスクリプトで Proactive Backup を補足を補足

Retrospect では複数の Proactive Backup スクリプトを同時に実行でき、元ボリュームと宛先ボリ
ュームを管理することができます。

Proactive Backup を実行しているときに、それ以外のバックアップスクリプトを実行できます。こ
れらについては、スケジュールを作成するか、起動書類を使って都合の良いときに実行します。
Proactive Backup 以外のスクリプトで、書き替えバックアップや新規バックアップセット バックア
ップを実行し、Proactive Backup でバックアップされないボリュームをバックアップすれば、
Proactive Backup スクリプトを補完できます。
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テープライブラリを使用テープライブラリを使用

自動テープローディングデバイスと Proactive Backup を組み合わせると強力なツールになります。
ライブラリのマガジン内のテープはすべてバックアップセットの宛先としてバックアップ用に使用
できます。Proactive Backup は、余分な労力なしにバックアップセット間のローテーションを行い
ます。バックアップが 2 つのテープにまたがるとき、または新規バックアップセット バックアップ
で Retrospect のメディア制御オプションを設定した場合には、空のテープまたは消去済みのテープ
を使用します。

早期バックアップを許可早期バックアップを許可

デフォルトで、Proactive Backup スクリプトは早期バックアップを許可します。要求元と考えられ
る元ボリュームのリストがポーリングされ、早期のバックアップを求めたクライアントが見つかる
と、この早期バックアップが実行されます。クライアントユーザが自分の Retrospect クライアント
コントロールパネルでこのオプションを選択しても、クライアントソフトウェアはバックアップコ
ンピュータ上の Retrospect にメッセージを送信しません。Retrospect はポーリングの実行時にク
ライアントに接続します。これは、スケジュールされた動作中にバックアップが行われないときに
実行されます。

複数のクライアントのバックアップが予定されている場合、現在のバックアップがあるクライアン
トは、Proactive Backup による処理が開始されるまで長時間待機する場合があります。クライアン
トユーザの「できるだけ早く」のバックアップ要求に関わりなく、Retrospect は、現在バックアッ
プが存在しない他のクライアントをバックアップします。ポーリングは、最もバックアップを必要
としているクライアントから開始されます。

詳しくは、Proactive Backup の間隔オプションを参照してください。

ユーザ延期の管理ユーザ延期の管理

クライアントユーザが（操作ログに記録されているように）バックアップを繰り返し延期する場合
は、ユーザにとって都合の良いとき、たとえば、コンピュータを使用していないときにバックアッ
プを行うようにします。あるいは、カウントダウンタイムオプションがゼロのスクリプトを作成し
て、バックアップを延期できないようにします。

ボリューム間の優先度の設定ボリューム間の優先度の設定

ある重要なボリュームが好ましい頻度でバックアップされない場合は、スケジュールの異なる複数
のスクリプトを作成してボリューム間で異なる優先度を設けます。高優先度ボリュームスクリプト
は低優先度ボリュームスクリプトよりも長い期間実行されるよう、スケジュールを作成します。高
優先度ボリュームに長い時間を割り当てると、その分だけバックアップが完全に終了する可能性が
高くなります。

ファイル間の優先度の設定ファイル間の優先度の設定

Proactive Backup が元ボリューム全部を完全にバックアップしきれない場合は、ファイル間で優先
度を設ける方法もあります。もちろん、ファイルとボリュームの両方に優先度を設けることもでき
ます。ファイルまたはフォルダ間で優先度を設ける場合は、異なるセレクタを持つ複数のスクリプ
トを使用します。たとえば、高優先度セレクタにはこれまでの 7 日間に変更された文書を含むよう
にし、また低優先度セレクタにはすべてのファイルを含むようにします。高優先度スクリプトは低
優先度スクリプトよりも長い期間実行されるよう、スケジュールを作成します。
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Proactive Backup スクリプトの作成

この項では、Proactive Backup スクリプトを作成する手順を説明します。このプロセスは、通常の
バックアップスクリプトの作成とほぼ同じですが、Proactive Backup スクリプトのスケジュール方
法は異なります。

Proactive Backup スクリプトを作成するには

1. ナビゲーションツールバーから、「自動化」をクリックしてから、「Proactive Backup」ボタンを
クリックします。

「Proactive Backup」ウィンドウが表示されます。

2. 新規スクリプトを作成するために「新規」ボタンをクリックし、名前を入力して「新規」をクリッ
クします。

入力したスクリプト名がウィンドウに表示されます。
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この「スクリプト」ウィンドウは、通常のバックアップスクリプトの概要ウィンドウとほぼ同じ
で、元ボリューム、宛先バックアップセット、ファイルの選択基準、オプション、およびスケジュ
ール情報が表示されます。

3. 内容を変更するには、以下の該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」「元ボリューム」では、元ボリュームの追加や削除を行います。

「宛先」「宛先」では、保存先バックアップセットを選択することができます。

「選択」「選択」では、セレクタを選択し、バックアップするファイルおよびフォルダを選択する条
件を指定します。

「オプション」「オプション」をクリックすると、検証機能やデータ圧縮のオン、オフを切り替えることの
できるオプションウィンドウが表示されます。

「スケジュール」「スケジュール」では、常時または指定日時に実行するようにスクリプトを設定できます。

実行ユニットリストボックス（有効な場合）では、この Proactive Backup スクリプト用に特定の実
行ユニットを選択する（または任意の実行ユニットを使用する）ことができます。

Proactive Backup 元の設定元の設定

Proactive Backup スクリプト定義の最初の手順は、元ボリュームの設定です。

1. 「元ボリューム」ボタンをクリックします。

「ソース選択」ウィンドウが表示されます。
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2. 元ボリューム（1 つまたは複数）を選択した後、「OK」をクリックします。
3. Proactive Backup スクリプトは、ラップトップクライアントボリューム、またはネットワーク上に
不定期に出現する他のボリュームに特に適しています。
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4. 追加の元ボリュームを選択するには「追加」をクリックします。元ボリュームをリストから削除す
るには、その元ボリュームを選択して「削除」をクリックします。元ボリュームのリストが完成し
たら、「OK」をクリックします。

5. スクリプトに複数の元ボリュームが含まれる場合、必要性と利用可能性に従ってバックアップされ
ます。

Proactive Backup 先の設定先の設定

バックアップ元を指定した後、データの宛先バックアップセットを指定する必要があります。

1. 「宛先」ボタンをクリックします。

定義済みのバックアップセットがない場合には、「バックアップセット作成」ウィザードが起動し
ます。

新規バックアップセットの作成の説明に従って新規バックアップセットを作成します。新規バック
アップセットが「バックアップセットの選択」ウィンドウに表示されます。

定義済みのバックアップセットがある場合には、「バックアップセットの選択」ウィンドウが表示
されます。
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「更に」または「新規作成」をクリックして、他のバックアップセットにアクセスしたり、新規バ
ックアップセットを作成したりすることができます。

2. 1 つまたは複数のバックアップセットを選択して、「OK」をクリックします。
3. 追加の宛先を選択するには「追加」をクリックします。バックアップセットをリストから削除する
には、そのバックアップセットを選択して「削除」をクリックします。宛先のリストが完成した
ら、「OK」をクリックします。
Proactive Backup の対象ファイルの選択の対象ファイルの選択

デフォルトでは、元ボリュームのすべてのファイルが選択されます。事前定義済みの別のセレクタ
を選択したり、カスタムセレクタを作成して、全ファイルのサブセットを選択することができま
す。

1. 「選択」ボタンをクリックします。
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2. セレクタをクリックしたら、「OK」をクリックします。

「追加選択」をクリックして、Retrospect のファイル選択基準を使用して、カスタムセレクタを作
成することもできます。セレクタについては、セレクタの使い方を参照してください。

3. セレクタは、どのファイルがバックアップの対象となるかを決めるのに使用されるもので、実際に
コピーされるファイルを決めるものではありません。たとえば、「すべてのファイル」を選択した
場合、元ボリュームのファイルと宛先バックアップセットの既存ファイルとが比較された後、新規
のファイルまたは変更されたファイルだけがコピーされます。

Proactive Backup オプションの設定オプションの設定

「オプション」ボタンをクリックすると、元ボリュームをバックアップする頻度や、早期バックア
ップを許可するかどうかを指定できるオプションウィンドウが表示されます。「追加選択」をクリ
ックして使用可能なオプションカテゴリをすべて確認します。カテゴリの多くは、通常のバックア
ップスクリプトのカテゴリに対応しています。Proactive Backup スクリプト固有のカテゴリは、
「間隔」、「カウントダウン」、および「ポーリング」です。オプションについては、実行オプシ
ョンを参照してください。

実行ユニットの設定実行ユニットの設定

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、この操作に使用する実行ユニ
ットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィンドウのリストボックス
で選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照してください。
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Proactive Backup スクリプトのスケジュール

Proactive Backup スクリプトと通常のバックアップスクリプトの大きな相違点の 1 つはスケジュー
ルです。スクリプトの概要ウィンドウで、「スケジュール」ボタンをクリックします。

スケジュールを選択します。

▪ 「常にアクティブ」「常にアクティブ」は、週に 7 日、1 日 24 時間スクリプトを実行します。
▪ 「カスタムスケジュール」「カスタムスケジュール」は、スクリプトのスケジュールをカスタマイズできる別のウィンドウ
を表示します詳しくは、スケジュールのカスタマイズを参照してください。

▪ 「アクティブにしない」「アクティブにしない」は、スクリプトの実行を禁止します。

「スキップ」「スキップ」チェックボックスは、Proactive Backup が指定の時間まで実行しないようにします。

スケジュールのカスタマイズスケジュールのカスタマイズ

デフォルトでは、Proactive Backup スクリプトは週に 7 日、1 日 24 時間、アクティブです。スク
リプトをアクティブにする日時を別に指定したい場合、カスタムスケジュールを作成できます。

「カスタムスケジュール」を選択し、「カスタム」をクリックすると、カスタムスケジュールウィ
ンドウが表示されます。これは「スケジュール環境設定」ウィンドウに似ていますが、Proactive
Backup スクリプト固有のものであり、すべての Retrospect 実行に関わるものではありません。
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スケジュールが「常にアクティブ」に設定されていると、前述したように、週に 7 日、1 日 24 時
間がすべて選択されます。

週の中の曜日を選択するには、それをクリックします。週の中の連続した曜日を選択するには、ク
リックしてからドラッグします。前の選択を取り消さずに曜日を選択するには、Shift キーまたは
Control キーを使って、クリックまたはドラッグ操作を行います。

時間帯を変更するには、クリックしてから数値を入力するか、コントロールを使います。

「開始」「開始」は、スクリプトが開始される時刻です。

「終了」「終了」は、終了時刻までの期間（時間と分）です。この期間に現在のバックアップが完了して
も、次のバックアップは開始されません。

「停止」「停止」は、このスクリプトのバックアップを完全に停止しなければならない（次の開始時間まで
の）時刻です。

それぞれの時間は、時間を示すスケジュールバー上のアイコンをドラッグして設定することもでき
ます。ただし、最初は実際に数値を入力して、これらのコントロールの動作を確認してみてくださ
い。

時間を変更すると、スクリプトの開始、終了、および中止時刻を図で表した時間スケジュールバー
も変更されます。
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それぞれの曜日の下にも、スケジュールバーが小さく表示されますが、これにはコントロール機能
はありません。

カスタマイズされたスケジュールは、「常時」および「できない」ボタンで元に戻すことができま
す。

Proactive Backup の制御

Proactive Backup および Proactive Backup セットを制御する方法は多数あり、Retrospect アプリ
ケーションと Retrospect クライアントの両方から制御できます。

Proactive Backup は、Retrospect の「実行メニュー」とアクティビティモニタの「Proactive」タ
ブから制御できます。Proactive Backup スクリプトは、Retrospectクライアントコントロールパネ
ルとアクティビティモニタの「Proactive」タブから制御できます。

Proactive Backup は、Retrospect ツールバーの「起動続行」リストボックスでの選択や
Retrospect の無人起動環境設定の影響を受けることはありません。たとえば、Proactive
Backup スクリプトは、処理が完了しても、終了しません。

実行メニュー実行メニュー

「実行」メニューから、Proactive Backup を起動/停止、有効化/無効化することができます。
Proactive Backup スクリプトを保存すると、バックアップコンピュータが 10 分間アイドル状態に
なった後、Proactive Backup が有効になります（スクリプトスケジュールが「アクティブにしな
い」になっていない場合）。スクリプトの予定開始時間になると Proactive Backup が起動されま
す。開始時間に Retrospect が開いていない場合は、自動的に起動します。

次のように、「実行」メニューからコマンドを選択して、Proactive Backup を手動で制御できま
す。

▪ Proactive Backup を手動で有効にするには、「Proactive Backup を開始」を選択します。予定
した実行時間に、Proactive Backup スクリプトが実行されます。Proactive Backup が起動され
ているとき、「実行」メニューから「Proactive Backup を停止」を選択して Proactive Backup
を停止することができます。

▪ アクティビティモニタの「Proactive」タブの「起動」/「停止」ボタンを使用して、Proactive
Backup を起動/停止することもできます。

Proactive Backup が停止されると、Proactive Backup スクリプトは 10 分間、または Proactive
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Backup を再び起動するまで実行されません。

▪ Retrospect を終了し、その後で再起動する（または自動起動される）と、無効にされていない
限り、Proactive Backup は自動的に（短い遅延の後）起動します。

▪ 予定された Proactive Backup スクリプトを実行しないようにするには、「実行」メニューから
「Proactive Backup を無効」を選択します。

Proactive Backup が無効になっている場合、「Proactive Backup を開始」または「Proactive
Backup を有効」を選択するまで Proactive Backup スクリプトは実行されません。

アクティビティモニタアクティビティモニタ

アクティビティモニタの「Proactive」タブには、Proactive Backup と Proactive Backup スクリプ
トに関する情報があります。

「Proactive」タブでは、Proactive Backup スクリプトの一時停止、Proactive Backup の起動/停
止、スケジュールの無効化、およびステータスの表示を実行できます。詳しくは、「Proactive」タ
ブを参照してください。

クライアントコントロールパネルクライアントコントロールパネル

クライアントコントロールパネルを使用して、できるだけ早く、または指定時刻に Proactive
Backup を要求することができます。起動しようとしているバックアップをもっと後の時間まで遅
らせることもできます。
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詳しくは、Proactive Backup の制御を参照してください。
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Chapter 7

操作の制御

▪ 操作制御の概要
▪ 「停止」ボタン
▪ アクティビティモニタ
▪ メディア要求ウインドウ
▪ 複数の同時実行

これまでは、基本バックアップと自動バックアップ、複製、アーカイブ、復元、および転送操作の
設定と起動方法を解説してきました。この章では、アクティビティモニタを使用して、スケジュー
ルされた操作や実行中の操作を監視および制御する方法について説明します。また、Retrospect の
複数操作の同時実行機能を活用する方法についても説明します。

操作制御の概要

Retrospect のアクティビティモニタでは、実行中の操作、スケジュールされた操作、待機中の操作
を制御できます。さらに、アクティビティモニタは、実行を終えた操作に関する情報を提供しま
す。アクティビティモニタについて詳しくは、アクティビティモニタを参照してください。

操作を完了するのに必要なメディアが利用可能でない場合、メディア要求ウィンドウが表示されま
す（Proactive Backup スクリプトの場合を除く）。このウィンドウについて詳しくは、メディア要
求ウインドウを参照してください。

Retrospect では、複数の操作を同時実行することが可能です。バックアップコンピュータとバック
アップデバイスが、この機能をサポートしていることが条件です。複数の実行について詳しくは、
複数の同時実行を参照してください。

Retrospect のセキュリティ環境設定を使用してパスワードによる保護を指定した場合、「ファイ
ル」メニューから「アプリケーションのロック」を選択して、他のユーザがパスワードを入力せず
に操作を停止できないようにすることができます。詳しくは、セキュリティ環境設定を参照してく
ださい。

「停止」ボタン

Retrospect のツールバーにある「停止」ボタンを使用すれば、実行中の操作をすべて一度に停止で
きます。

Retrospect で Proactive Backup スクリプトを含む数多くのスクリプトが設定され、昼夜を問わず
実行されている環境では、スクリプトとバックアップセットの管理が困難になることがあります。
スクリプトの実行が、Retrospect の起動後ただちに開始されるからです。

Retrospect が起動し、スクリプトの実行準備が整った時点で、実行開始までカウントダウンするダ
イアログボックスが表示されます。
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ここで「中止」をクリックし、確認メッセージで確定すると、すべての実行活動が停止します。カ
ウントダウン終了前に「中止」をクリックできなかった場合も、Retrospect のツールバーで「すべ
ての実行アクティビティを中止する」ボタン をクリックすれば、同じ結果が得られます。

Proactive Backup が停止し、Retrospect のツールバーで同じボタンが再度クリックされるまで、す
べてのスクリプトが開始できなくなります。同じボタンを再度クリックすると、Proactive Backup
が起動し、スケジュール設定されたスクリプトや待機中のスクリプトが実行できるようになりま
す。

「停止」をクリックすると、Retrospect の環境設定の「自動的に Retrospect を起動」もオフにな
り、同じボタンが再度クリックされるまで無効になります。詳しくは、スタートアップ環境設定を
参照してください。

「停止」ボタンはクリックすると選択状態になり、Retrospect をいったん終了して再起動して
も、選択状態のまま維持されます。すべての実行アクティビティを停止すると、Retrospect ツ
ールバーの「すべての実行アクティビティを中止する」ボタンをクリックするまでは、
Windows タスクバーのシステム トレイにある Retrospect アイコンが点滅し続けます。

アクティビティモニタ

アクティビティモニタには、基本操作および自動操作を実行前、実行中、実行後に参照したりやり
取りしたりするためのインタフェースがあります。操作の実行中、アクティビティモニタは（「実
行」タブに）自動的に表示されます。アクティビティモニタを手動で開くには、Retrospect ツール
バーの「アクティビティモニタ」ボタンをクリックします。

アクティビティモニタには、次のタブがあります。

▪ 「Proactive」タブ
▪ 「予定」タブ
▪ 「待機中」タブ
▪ 「実行」タブ
▪ 「履歴」タブ
▪ 「イベント」タブ

各タブには、固有のコマンドセットと Retrospect アクティビティに関する情報があります。すべて
のタブに表示される項目は、「予定と待機中の実行を開始しない」チェックボックスです。このチ
ェックボックスをオフにするまでは Proactive 実行、予定された実行、待機中の実行を開始しない
ようにするには、このチェックボックスをオンにします。
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「Proactive」タブ

Retrospect のナビゲーションバーから「アクティビティモニタ」>「Proactive」の順にクリックし
て、Proactive Backup スクリプトを監視します。

アクティビティモニタでは、すべての Proactive Backup の開始と停止、特定のスクリプトの一時停
止と再開、およびスクリプトスケジュールの編集を実行できます。

Proactive Backup と Proactive Backup スクリプトの制御についての詳細は、Proactive Backup の
制御を参照してください。

いったん Proactive Backup スクリプトが起動したら、「実行」タブで操作の進行状況を監視できま
す。しかし、他のタイプの操作とは異なり、Proactive Backup スクリプトに必要なメディアや実行
ユニットが利用可能でない場合、スクリプトは「待機中」タブに移動せず、メディア要求ダイアロ
グボックスが表示されます。操作を開始する前に、Proactive Backup は必要なリソースすべてが利
用可能になるまで待機します。

必要なメディアが利用可能でない場合、「Proactive」タブの「ステータス」列に「メディア」と表
示されます（「ステータス」列は、リストボックスで「元ボリューム」または「バックアップセッ
ト」が選択されている場合に表示されます）。必要なメディアが利用可能になると、スクリプトは
自動的に実行されます。

必要な実行ユニットが利用可能な状態でない場合、利用可能になるまで Proactive Backup スクリプ
トは待機します。

実行ユニットについて詳しくは、全般環境設定を参照してください。
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Proactive Backup のステータスのステータス

Proactive Backup スクリプトの情報を表示する方法は 3 つあります。リストボックスから、以下の
オプションのいずれかを選択してください。

▪ 「元ボリューム」「元ボリューム」は、実行中のすべてのスクリプトで使用されている元ボリュームを表示し、各
元ボリュームのステータスと次のバックアップ時間を示します。「元ボリューム」から、スクリ
プトの元ボリュームのバックアップのスケジュールを設定します。

▪ 「バックアップセット」「バックアップセット」は、実行中のすべてのスクリプトで使用されているバックアップセット
を表示し、操作のステータスを示します。

▪ 「スクリプト」「スクリプト」は、名前ごとにすべての Proactive Backup スクリプトをリスト表示し、そのス
テータスを示します。「スクリプト」から、スクリプトを解除することができます。

Retrospect は、ステータスの見出しの下に各項目のステータス一覧を表示します。

空白は、Proactive Backup がまだその項目に接続していないことを意味します。

「アクティブ」「アクティブ」は、スクリプトが実行中であることを意味します。

「できるだけ早く」「できるだけ早く」は、元ボリュームが早期にバックアップされることを意味します。クライアン
トユーザがバックアップを開始したか、またはクライアントの最新のバックアップがスクリプトの
バックアップ間隔より古いと、早期バックアップが行われます。

「バックアップ完了」「バックアップ完了」は、元ボリュームが指定期間内にバックアップされたことを意味します。

「使用中」「使用中」は、使用中のリソースが解放されるまで Proactive Backup が待機していることを意味し
ます。

「延期」「延期」は、クライアントユーザがバックアップを途中で止めて延期したことを意味します。この
ようなユーザ延期は、操作ログに記録されます。

「デバイス」「デバイス」は、必要なバックアップセットに関連付けられているテープドライブを、Proactive
Backup が検出できないことを意味します。詳しくは、「関連付け」タブを参照してください。

「アクティブではありません」「アクティブではありません」は、スクリプトが不可にされたか、またはスケジュールによって現
在の実行が禁止されていることを意味します。

「メディア」「メディア」は、当該項目のバックアップセットについて適正なメディアが検出されないことを意
味します。

「パスワード」「パスワード」は、Proactive Backup に必要なバックアップセットがパスワードで保護されてお
り、パスワードがないとアクセスできないことを意味します。このようなバックアップセットへの
アクセスを可能にするには、「設定」>「バックアップセット」をクリックし、保護されているバ
ックアップセットを選択して「プロパティ」をクリックします。パスワードを入力すると、選択し
たバックアップセットが、Retrospect を再起動するまでの間、アクセス可能になります。

「準備完了」「準備完了」は、元ボリュームが現在バックアップされているか、またはバックアップされる直前
であることを意味します。また、バックアップセットがバックアップ宛先として準備できているこ
とも意味します。

「再試行」「再試行」は、Proactive Backup が元ボリュームのバックアップに失敗したために、バックアップ
を再試行していることを示します。

「予定」「予定」は、管理者が開始待ちバックアップをスケジュールしていることを意味します。ただし、
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元ボリュームはバックアップされていません。

「元ボリューム」「元ボリューム」は、Proactive Backup が元ボリュームを検出できないことを意味します。

「ラップアップ」「ラップアップ」は、Proactive Backup スクリプトが終了期間に入っていることを意味します。

元ボリューム、バックアップセット、またはスクリプトをクリックすると、アクティビティモニタ
ウィンドウの下部に詳しいステータス情報が表示されます。

Proactive Backup コマンドコマンド

「Proactive」タブには、次のコマンドがあります。

▪ 「スケジュール」「スケジュール」ボタンをクリックすると、Proactive Backup スクリプトの実行スケジュール
が無効になります。リストボックスで「元ボリューム」を選択していた場合、ダイアログボック
スに日時を入力して、「OK」をクリックします。リストボックスで「スクリプト」を選択して
いた場合、ラジオボタンでスクリプトをいつアクティブにするかを選択して、「OK」をクリッ
クします。

▪ 「一時停止」「一時停止」ボタンをクリックすると、開始待ちの Proactive Backup スクリプトの実行がすべ
て一時停止します。

▪ 「「続行」行」ボタンをクリックすると、開始待ちの Proactive Backup スクリプトの実行がすべて続
行します。

▪ 「開始」「開始」ボタンをクリックすると、Proactive Backup が起動します。Proactive Backup スクリ
プトが作成されており、Proactive Backup が無効になっていない場合、10 分後に自動的に起動
します。

▪ 「中止」「中止」ボタンをクリックすると、Proactive Backup が実行を中止します。「停止」をクリッ
クすると、「開始」をクリックするまで Proactive Backup スクリプトは実行されません。
Proactive Backup を無効にしていない場合、10 分後に再び自動的に起動します。Proactive
Backup を停止すると、Proactive Backup の実行中にスケジュールを無効にしたという指定内容
は失われます。

▪ 表示を変更するには、「元ボリューム」「元ボリューム」リストボックスから項目を選択します。元ボリュームを
基に Proactive Backup スクリプトを表示するには、「元ボリューム」を選択します。宛先を基
に Proactive Backup スクリプトを表示するには、「バックアップセット」を選択します。スク
リプト名ごとに Proactive Backup スクリプトを表示するには、「スクリプト」を選択します。

▪ 「スケジュールされた実行と待機中の実行を開始しない」チェックボックスをオンにすると、そ
のチェックボックスをオフにするまで、Proactive 実行、スケジュールされた実行、または待機
中の実行は開始されません。

Proactive Backup スクリプトの解除スクリプトの解除

Proactive Backup スクリプトを一時的に解除してその元ボリュームが Proactive Backup の通常操
作に含まれないようにすることができます。

Proactive Backup をいったん終了して再起動すると、スクリプトはアクティブになります。

特定の Proactive Backup スクリプトの実行を禁止するには、最初に「スクリプト」タブをクリック
します。次に、リストからスクリプトを選択し、ツールバーから「スケジュール」をクリックしま
す。その後のダイアログボックスで「アクティブにしない」を選択してから「OK」をクリックしま
す。

スクリプトの再実行スクリプトの再実行解除した Proactive Backup スクリプトを実行可能にし、その元ボリュームを
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Proactive Backup の通常操作に加えるには、解除の場合と同じ手順を実行します。ただし、「常に
アクティブ」を選択します。

元ボリュームのバックアップスケジュールの作成元ボリュームのバックアップスケジュールの作成

Retrospect では、実行中の Proactive Backup スクリプトから元ボリュームのバックアップをスケ
ジュールすることができます。これによって元ボリュームのバックアップに明確な時間を割り当て
ることができるので、Proactive Backup が使用可能になるまで待つ必要はなくなります。これは、
営業部員がノートブックコンピュータを持って事務所を出ることが（バックアップ管理者に）わか
っているときなどに役立ちます。管理者は、そのクライアントのバックアップを直ちにスケジュー
ルすることができます。

元ボリュームのバックアップをスケジュールするには、まず、Proactive Backup ステータスウィン
ドウの「元ボリューム」タブをクリックします。次に、リストから元ボリュームを選択し、ツール
バーの「スケジュール」をクリックします。（または、元ボリュームをダブルクリックします）。

コントロールを使って元ボリュームをバックアップする日付を設定し、「OK」をクリックします。
Proactive Backup キューの元ボリュームの優先度は、スケジュールされた時間に基づいて変更され
ます。

Proactive Backup が終了すると、このようにしてスケジュールされたバックアップの記憶は
Retrospect から消去されます。

「予定」タブ

Retrospect のナビゲーションバーから「アクティビティモニタ」>「予定」を順にクリックする
と、これから予定されているスクリプト（Proactive Backup スクリプトを除く）がプレビューされ
ます。
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このウィンドウから特定のスクリプトを編集および削除することができ、スケジュールされている
すべての実行を開始しないようにすることもできます。

「予定」タブには、次のコマンドがあります。

▪ 「スクリプトの編集」「スクリプトの編集」ボタンをクリックすると、スクリプトのサマリウィンドウが表示されま
す。このウィンドウから、スクリプトの元ボリューム、宛先、選択されているファイル、オプシ
ョン、スケジュールを修正できます。変更したら、「OK」をクリックします。

▪ 「削除」「削除」ボタンをクリックすると、指定した日時のスクリプト実行、および指定日時より前にス
ケジュールされている他のすべてのスクリプト実行を削除できます。要求の確認を求めるダイア
ログボックスが表示されます。

▪ 「予定と待機中の実行を開始しない」「予定と待機中の実行を開始しない」チェックボックスをオンにすると、そのチェックボックス
をオフにするまで、Proactive 実行、予定、または待機中の実行は開始されません。

スクリプトの予定実行時間になると、「予定」タブから「実行」タブに移動します。必要なリソー
スが利用可能な状態でない場合は、「待機中」タブに移動します。

「待機中」タブ

Retrospect のナビゲーションバーから「アクティビティモニタ」>「待機中」を順にクリックする
と、リソース（バックアップセット、元ボリューム、実行ユニット）を待機中の操作が表示されま
す。
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たとえば、操作に必要な実行ユニットがすでに使用中の場合、または有効な実行ユニットがすべて
現在使用中である場合、操作は待機キューに入ります。実行ユニットおよび複数の同時実行につい
て詳しくは、複数の同時実行を参照してください。

「待機中」タブには、次のコマンドがあります。

▪ 「保留」「保留」ボタンをクリックすると、選択した操作が一時停止します。一時停止された操作は、
（必要なリソースが利用可能になったとしても）再開されるまで実行されません。

▪ 「再開」「再開」ボタンをクリックすると、一時停止されていた指定の操作が再開されます。操作を実行
するのに必要なリソースが利用可能な状態になると、操作が実行されます。

▪ 「削除」「削除」ボタンをクリックしてから「OK」をクリックすると、選択した操作が削除されます。
▪ 「延期」「延期」ボタンをクリックすると、指定した日時まで、実行が延期されます。その日時になる
と（その間に Retrospect を終了していない場合）、操作の実行が試行されます。必要なリソー
スが利用可能であれば、操作が実行されます。利用可能でない場合、待機キューに入ります。

▪ 「スケジュールされた実行と待機中の実行を開始しない」チェックボックスをオンにすると、そ
のチェックボックスをオフにするまで、Proactive 実行、スケジュールされた実行、または待機
中の実行は開始されません。

いったん処理の実行が開始されたら、「実行」タブでその進行状況を監視できます。

「実行」タブ

Retrospect ナビゲーションバーから「アクティビティモニタ」>「実行」を順にクリックすると、
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実行中の操作が表示されます。

操作の実行が始まると、アクティビティモニタの「実行」タブが自動的に表示されます。

現在実行中の操作のパフォーマンスを監視したり、一時的に休止したり、操作を中止したり、操作
に関係するログを表示したりできます。操作に必要なメディアが利用可能またはアクセス可能でな
い場合、実行中にメディア要求ウィンドウが表示されます。

操作完了後の Retrospect の動作は、基本操作かスクリプトによる操作かによって異なり、また
指定した環境設定によっても異なります。詳しくはスタートアップ環境設定およびスケジュー
ル環境設定を参照してください。

操作の実行中は、次のコマンドが使用できます。

▪ 「保留」「保留」ボタンをクリックしてから「はい」をクリックすると、選択した操作が一時的に停止し
ます。すべての操作を一時停止したい場合や、予定や待機中の実行を開始させたくない場合は、
該当するチェックボックスをオンにして「はい」をクリックします。

▪ 「「続行」行」ボタンをクリックしてから「はい」をクリックすると、選択した操作が再開されま
す。すべての操作を続行したい場合や、予定や待機中の実行を開始したい場合は、該当するチェ
ックボックスをオンにして「はい」をクリックします。

▪ 「中止」「中止」ボタンをクリックしてから「はい」をクリックすると、選択した操作が停止し、実行
が未完了のまま終了します。すべての操作を中止したい場合や、予定や待機中の実行を開始させ
たくない場合は、該当するチェックボックスをオンにして「はい」をクリックします。
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▪ 「ログ」「ログ」ボタンをクリックすると、選択した操作の「操作ログ」情報が表示されます。

選択した操作に必要なメディアが利用可能でない場合、メディア要求ダイアログボックスが表示さ
れます。詳しくは、メディア要求ウインドウを参照してください。

操作が完了すると、「実行」タブからその操作が削除されます。操作に関する詳細を表示するに
は、「履歴」タブをクリックします。

「履歴」タブ

Retrospect ナビゲーションバーから「アクティビティモニタ」>「履歴」を順にクリックすると、
実行が終了した操作（正常終了または異常終了）が表示されます。

「履歴」タブの中には、最新の操作の日付、時刻、およびパフォーマンスに関する情報と、次のコ
マンドがあります。

▪ 「すべて削除」「すべて削除」ボタンをクリックしてから「OK」をクリックすると、リスト表示された項目す
べての履歴情報がクリアされます。操作履歴を削除しないと、新しい操作に関する情報を表示す
るために、最も古い操作が自動的に削除されます。「履歴」タブにリスト表示される操作の最大
数を制御するには、実行履歴の制限を使用します。詳しくは、全般環境設定を参照してくださ
い。

▪ 「削除」「削除」ボタンをクリックしてから「OK」をクリックすると、選択した操作の履歴情報がクリ
アされます。

▪ 「エラー」「エラー」をクリックすると、エラーを引き起こしたファイルをリスト表示したブラウザが表示
されます。「エラー」ボタンは、ファイル関係のエラーがある場合にだけ、有効になります。他
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のエラーは、ログの中で説明されます。

▪ 「ログ」「ログ」ボタンをクリックすると、選択した操作の「操作ログ」情報が表示されます。

「イベント」タブ

Retrospect ナビゲーションバーから「アクティビティモニタ」>「イベント」を順にクリックする
と、過去および現在の操作に関して、Retrospect からの特別なメッセージが表示されます。

イベントごとに、Retrospect はイベント種別、イベントの日時、イベントのカテゴリ、簡単な説明
など、イベントに関する情報を表示します。Retrospect バックアップコンピュータの定期的な監視
の一部として、「イベント」タブは定期的にチェックしなければなりません。

イベント種別には、情報、警告、およびエラーがあります。情報イベントは、正常に完了するか完
了前に停止された操作に対して表示されます。警告イベントは、問題が発生している可能性を示し
ます。例えば、バックアップがエラーで完了すると、Retrospect は警告イベントを表示します。エ
ラーイベントは、最悪の状況を表します。Retrospect は、操作を完了できなかった場合、例えばス
クリプトが失敗するか、ボリュームまたはデバイスがアクセス不能であった場合に、エラーイベン
トを表示します。

Retrospect が表示するイベントは、ボリューム、クライアント、デバイス、SCSI、バックアップセ
ット、エンジン、スクリプトのいずれかに分類されます。

次のコマンドを使用して、選択したイベントまたはすべてのイベントを削除できます。

▪ 「すべて削除」「すべて削除」ボタンをクリックしてから「OK」をクリックすると、すべてのイベントが削除
されます。イベントを削除しないと、新しいイベントに関する情報を表示するために、最も古い
イベントが自動的に削除されます。「イベント」タブにリスト表示されるイベントの最大数を制
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御するには、実行イベントの制限を使用します。詳しくは、全般環境設定を参照してください。

▪ 「削除」「削除」ボタンをクリックしてから「OK」をクリックすると、選択したイベントが削除されま
す。

▪ Retrospect のすべてのイベントは、Windows のイベントビューアのアプリケーションログにも
記録されます）。イベントビューアの使用方法については、Windows の付属マニュアルを参照
してください。Retrospect の「外部アプリケーション向けの通知を有効にする」環境設定をオ
ンにしている場合は、EMC Legato Networker Management Console などの一部のアプリケーシ
ョンでも Retrospect のイベントを表示することができます。詳しくは、報告環境設定を参照し
てください。

メディア要求ウインドウ

操作がアクティビティモニタの「実行」タブに移動するときに、必要なメディアが利用できない場
合、適切な名前のメディアか、空か消去済みのメディアの挿入を求めるメディア要求ウィンドウが
表示されます。

操作を実行する前に正しいメディアが挿入されている場合は、メディア要求のウィンドウは表示さ
れません。このウインドウが表示されるのは、テープ、CD/DVD、リムーバブルディスクに関して
十分な注意を促すことにより、貴重なデータが誤って上書きされないようにするためです。メディ
ア要求ウインドウを表示することなく実行を進めるためには、空か消去済み、または要求された名
前と完全に一致するメディアが必要です。新規バックアップや書き替えバックアップを実行する場
合は、あらかじめリムーバブルメディアの内容を消去しておくか、ハードディスクを追加しておけ
ば、このウィンドウを表示させずに次の動作に進むことができます。

メディア要求ウィンドウの内容は、宛先がテープや CD/DVD のバックアップセットの場合と、ディ
スクバックアップセットの場合で異なります。

テープまたは CD/DVD メディアの要求

バックアップの宛先がテープまたは CD/DVD の場合に表示されるメディア要求ウィンドウは、「記
憶装置」ウィンドウによく似ています。
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現在の操作を取りやめるには「中止」をクリックします。新しいメディアが要求された場合、現在
の操作を再開するには、空か消去済みのメディアを挿入して「続ける」をクリックします。バック
アップセットのメンバーの名前が指定された場合は、そのメディアを挿入して「続ける」をクリッ
クします。指定された名前のメンバーがない場合は「選択」をクリックします（詳細は、メディア
が用意できない場合を参照してください。

メディア要求ウィンドウには、「記憶装置」ウィンドウと同じコマンド群を含むツールバーがあり
ます。これらのコマンドについては、以下の項を参照してください。

▪ CD/DVD 用のツールバーコマンド
▪ テープドライブのツールバーコマンド
▪ テープライブラリのツールバーコマンド

メディア要求ウィンドウでもっとも役立つコマンドのいくつかを次に示します。

「取り出し」「取り出し」：選択したメディアをドライブから排出し、指定された名前のメディアや、空または
消去済みのテープ/CD/DVD を挿入できる状態にします。

「消去」「消去」：選択したテープや CD/DVD の内容を消去し、現在の操作に使用できる状態にします。

メディアが用意できない場合メディアが用意できない場合

要求されたメディアを用意できない場合は、「選択」ボタンをクリックします。メディア選択ダイ
アログボックスが表示されます。以下のいずれかのオプションを選択します。

「紛失」「紛失」：要求されたメンバーが、そのバックアップセットで永久に利用できないときに選択しま
す。新規メンバーが要求され、可能であれば紛失したメディアのデータが次のバックアップ時にコ
ピーされます。

「紛失」は、要求されたメンバーを完全に紛失したか、それが破損した場合にのみ選択してくださ
い。それ以外の状況では、選択しないでください。

「スキップ」「スキップ」：要求されたメンバーをスキップし、新規メンバーを使用するときに選択します。要
求されたメンバー上のデータは、現状のままとなります。つまり、「そのメンバーへのコピーを中
止し、次のメディアにコピーする」という指示になります。そのメンバーの残り容量が少なく、無
人でバックアップを実行した場合に完了するまでもたないため、新規メディアを要求されそうな場
合に選択すると便利です。

要求されたメディアを紛失また破損してしまった場合は、「スキップ」を選択しないでくださ
い。そのような場合は、「紛失」を選択してください。

ディスクメディア要求

ディスクへのバックアップで表示されるメディア要求ウィンドウは、あたかも新規ディスクバック
アップセットにディスクを追加するウィンドウのように見えます。このウィンドウは、ディスクに
空きがなくなったか、ディスクが Retrospect で利用できないときに表示されます。
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現在の操作を取りやめるには「停止」をクリックします。

「メンバーの表示」ボタンをクリックしてバックアップセットの全メンバーを表示し、「プロパテ
ィ」ボタンを使って各メンバーの詳しい情報を確認します。いずれかのメンバーに十分な空き領域
が残っていれば、そのメンバーを「プロパティ」ウィンドウでバックアップセットに追加できま
す。十分な空き領域を追加できれば、現在の操作が再開されます。

十分な空き領域が残っているディスクの位置まで移動し、そのディスクを選択して「続ける」をク
リックすると、選択したディスクがバックアップセットにメンバーとして追加されます。追加して
いるディスクの概要を示すウィンドウが表示されます。このウィンドウで、ディスクの容量のう
ち、どの程度までをバックアップセット用に使用するかを指定できます。
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「高度な設定」ボタンをクリックし、追加のオプションを指定します。

▪ バックアップデータフォルダの場所。場所を指定しないと、フォルダは自動的にディスクのルー
トレベルに保存されます。

▪ 自動バックアップの際に Retrospect が自動的にログインできるようにする、ネットワークボリ
ュームへのパスワード。

▪ システム以外のローカルボリュームの場合には、Retrospect にディスクの消去と名前変更を行
わせることもできます。

「OK」をクリックしてディスクを追加し、現在の操作を再開します。

グルーミングを有効にしたディスクバックアップセットの場合、メディア要求ウィンドウが表示さ
れるのは、バックアップセットのグルーミングの結果、現在の操作を継続するにはディスク容量が
不十分なことが判明した場合です。バックアップセットのグルーミングが Retrospect で定義された
ポリシーに基づく場合、このウィンドウが表示されたときに現在の操作を再開するには、他のディ
スクを追加するか、現在のディスクで利用できる領域割り当てを増やす必要があります。

グルーミングポリシーで保持するバックアップ数が指定されている場合は、「グルーミング」をク
リックしてバックアップ数を減らせば、古いスナップショットと関連ファイルが削除され、バック
アップセットの現在のメンバーの空き領域を増やすことができます。この結果、現在の操作用の空
きが確保されますが、削除されたデータは復元できません。
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「グルーミング」をクリックし、保持されるバックアップ数として少なめの数値を入力して、
「OK」をクリックします。バックアップセットのグルーミングが実行され、ディスクに十分な空き
ができれば、現在の操作が再開されます。

複数の同時実行

Retrospect では、操作の実行中に設定を変更する、独立した操作をパラレル実行する、リソースの
競合を処理する（競合している実行の順序付けなど）、Proactive Backup システムに複数の実行を
開始させる、テープライブラリの複数ドライブを同時に使用する、などが可能です。

Retrospect には、高度テープサポートアドオンによって使用可能になる、中心的な複数実行機能と
追加の機能（複数のテープドライブの同時使用に対応）の両方があります。

Retrospect Desktop は、複数の同時実行に対応していません。

複数実行

Retrospect は、あらかじめ複数の実行ユニット向けに設定されています。実行ユニット数の上限
は、バックアップコンピュータのメモリの合計量に左右されます。

コンピュータにこの設定をサポートするのに十分なメモリとバックアップデバイスがある場合
は、最大 8 つの同時実行が可能です。

複数の実行ユニットを使用している場合、同時に複数の操作を実行できます。開始した操作の数が
利用可能な実行ユニットを超える場合は、実行ユニットが利用可能になるまで、余分な操作は「待
機」キューに入ります。詳しくは、「待機中」タブを参照してください。

Proactive Backup スクリプトと ユーザ開始型復元操作は待機キューに入りません。実行ユニッ
ト（および必要な他のリソース）が利用可能になったときにのみ起動します。

一般的に、操作を同時に実行するには、各操作に固有のソースと固有の宛先が必要です。バックア
ップセットは、ある操作では宛先として使用し、同時に同じバックアップセットを 1 つ以上の追加
操作ではソースとして使用できるという点でユニークです。この機能については、ディスクバック
アップセットと複数実行で説明しています。
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サブボリュームとメールボックスは、それらが保存されているボリュームまたは Exchange Mailbox
コンテナからは固有とは見なされません。したがって、ボリュームとそのサブボリューム（または
Exchange Mailbox コンテナとそのメールボックス）から同時にバックアップしたり、それらに復元
したりすることはできません。Retrospect では、このような実行を連続的に行います。

同一ディスク上に複数のディスクバックアップセットを保存している場合、Retrospect, Inc. はこれ
らのバックアップセットを並行操作で使用しなことを推奨します。

ディスクバックアップセットと複数実行

Retrospect サーバクラスエディションは、同じディスクバックアップセットを同時に使用しながら
1 つの書き込み操作と、複数の読み取り操作をサポートする点でユニークです。

書き込み操作には次の操作が含まれます。

▪ バックアップセットへのバックアップ
▪ バックアップセットへの転送
▪ バックアップセットへのアーカイブ

読み取り操作には次の操作が含まれます。

▪ バックアップセットからの復元
▪ バックアップセットからの転送
▪ 障害回復の準備
▪ バックアップセットのプロパティの表示
▪ バックアップセットのスナップショットかセッションの参照

十分な実行ユニットが利用できる限りは、1 つの書き込み操作と 1 つ以上の読み取り操作を同時に
実行することができます。また、一度に複数の読み取り操作を実行することもできます。

例えば、バックアップセットにバックアップしながら、同時に Retrospect クライアントを同じバッ
クアップセットから復元することができます。また、次の操作を行うことができます。

▪ 同じバックアップセットから複数の復元（ユーザ開始型復元を含む）を実行する
▪ スナップショットをバックアップセットから転送しながら、そのバックアップセットにバックア
ップする

実行ユニット数以外の唯一の制限は、いずれの並行操作も同じボリューム/データベース/メールボ
ックスか同じ非ディスクバックアップセットを要求できないことです。

一部の操作は、バックアップセットへの専用アクセスを必要とします（例えば、カタログファ
イルの更新、メディアのグルーミング、リサイクリング、検証）。これらの操作のいずれかが
ディスクバックアップセットを使用している場合、そのバックアップセットを他の操作が同時
に使用することはできません。

ディスクバックアップセットの機能を活用するためには、Retrospect が「任意の実行ユニット」を
使用するようスクリプトが指示するようにしなければなりません。詳しくは、実行ユニットの割り
当てを参照してください。

この機能を使用するとき、スクリプト内で「任意の実行ユニット」を指定すること以外、何も行う

276 WINDOWS ユーザー ガイド



必要はありません。リソースの競合が原因で同時に実行できないスクリプトは、待機キューに入れ
られ、必要なリソースが利用可能になった時点で実行されます。基本操作やバックアップセットの
管理タスクに対しては、必要なリソースが利用可能になるまで待機するか否かを確認するメッセー
ジか、エラー843（他の操作がリソースを使用中） が表示されます。この場合は、しばらくしてか
ら再試行しなければなりません。

Retrospect Desktop は 1 つの実行ユニットしかサポートしないため、ディスクバックアップセ
ットの 1 つの書き込み/複数の読み取り機能は利用できません。

複数実行の環境設定

同時実行を行うには、複数の実行ユニットが必要です。

実行ユニットの数の指定については、全般環境設定を参照してください。

Retrospect では、バックアップコンピュータのメモリの量に基づいて、最適な実行ユニット数
が自動的に決定されます。この設定を無効にする操作は、ユーザの自己責任で行ってくださ
い。

実行ユニットの割り当て

操作で特定の実行ユニットを使用するか、最初に利用可能な実行ユニット（「任意の実行ユニッ
ト」）を使用するかを決めることができます。2 つ以上の実行ユニットがあり、スクリプトを作成
するか基本操作を設定した場合、そのサマリウィンドウに実行ユニットリストボックスが表示され
ます。

複数実行を効果的に利用するには、「任意の実行ユニット」を選択します。場合によっては、連続
的に実行を行いたいことがあります。たとえば、ボリュームをハードディスクにバックアップした
後に、カタログファイルを CD にバックアップする場合です。この場合、同一の実行ユニットを両
方の操作に割り当て、カタログのバックアップ前にメインのバックアップを開始するようにスケジ
ュールする必要があります。これにより、最初の操作が完了するまで 2 番目の操作が実行されない
ことが保証されます。

複数のドライブ

複数のテープドライブに対する同時実行には、Retrospect の高度テープサポートアドンが必要で
す。複数のスタンドアロンテープドライブに対して、または複数の内蔵ドライブがあるテープライ
ブラリに対して、同時実行を行うことができます。

高度テープサポートは、Retrospect Desktop と Retrospect Single Server (Disk-to-Disk) では使
用できません。
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テープドライブへのテープバックアップセットのバインドテープドライブへのテープバックアップセットのバインド

Retrospect で複数のテープドライブを使用している場合、バックアップセットを特定のドライブに
関連付けしたい場合があります。たとえば、テープドライブが高速ドライブと低速ドライブの 2 台
ある場合、クライアントコンピュータ用のバックアップセットを低速ドライブに、ローカルサーバ
用のバックアップセットを高速ドライブに関連付けできます。これにより、ネットワーク速度とド
ライブ速度が同期するようになり、テープドライブのヘッドの位置調整にかかる時間が少なくて済
みます。

デフォルトでは、有効なすべてのテープドライブがバックアップセットで使用可能ですが、この設
定は、以下の 2 通りの方法で変更できます。

▪ バックアップセットのプロパティウィンドウによって、テープバックアップセットのバインドを
指定および修正できます。「設定」>「バックアップセット」を順に選択し、テープバックアッ
プセットを選択して、「プロパティ」をクリックします。「プロパティ」ウィンドウで、「関連
付け」タブをクリックします。「選択したテープドライブ」をクリックし、1 つ以上のドライブ
を選択します。「任意のテープドライブ」を選択することで、関連付けを削除することもできま
す。

▪ 「記憶装置」ウィンドウによって、テープバックアップセットのバインドを指定および修正する
こともできます。「設定」>「デバイス」の順にクリックします。「記憶装置」ウィンドウで、
「関連付け」タブをクリックします。バックアップセットを選択し、「選択したテープドライ
ブ」をクリックして、1 つ以上のドライブを選択します。「任意のテープドライブ」を選択する
ことで、関連付けを削除することもできます。
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複数テープドライブ計画複数テープドライブ計画

Retrospect 高度テープサポート（ATS）アドオンにより、複数のテープドライブに書き込んだり、
同時に個別のテープドライブに読み書きしたりすることができます。これにより、1 つのバックア
ップウィンドウで、より多くのデータをバックアップできます。

ATS のパフォーマンスを最大限にし、バックアップウィンドウの要求を満たすには、固有の元ボリ
ュームから固有の宛先へストリーミングするようにスクリプトを設定して、複数の操作が同時に実
行できるようにすることが重要です。

特定の元ボリュームまたは宛先が 1 つの操作によって使用されている場合、Retrospect では、別の
同時操作にその元ボリュームや宛先を使用できません。

以下のシナリオは、ATS の機能を最大限利用するためのスクリプトとバックアップセットの構築方
法を説明したものです。

▪ シナリオ 1- 4 つのサーバまたはサーバボリュームを、2 つのドライブがあるテープライブラリ
にバックアップ

▪ シナリオ 2- SQL サーバ、Exchange サーバ、ファイルサーバ、および 35 台のノートブック
を、2 つのドライブがあるテープライブラリにバックアップ

▪ シナリオ 3- 500 台のクライアントを、4 つのドライブがあるテープライブラリにバックアップ
▪ 複数の同時操作を行うためには、少なくとも 2 つの実行ユニットが利用可能でなければなりま
せん。

高度テープサポートがない場合は、すべてのサーバを 1 つのバックアップセットにバックアップす
るスクリプトを 1 つ作成することになります。ATS がないと同時に 2 つのテープドライブにバック
アップできないため、これは優れたオプションです。

しかし、高度テープサポートがある場合には、2 つのスクリプトを作成し、それぞれ別のバックア
ップセットに 2 つのサーバをバックアップすることができます。同時にスクリプトを実行するよう
にスケジュールでき、すべてのボリュームを短時間でバックアップできます。
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スクリプトスクリプト
スクリプト 1

スクリプト 2

元ボリューム元ボリューム
スクリプト 1：サーバ A とサーバ B

スクリプト 2：サーバ C とサーバ D

宛先宛先
スクリプト 1：バックアップセット 1

スクリプト 2：バックアップセット 2

この例では、サーバは毎晩 10 時にバックアップする必要があり、ノートブックはネットワーク経
由でアクセス可能になったときにバックアップする必要があります。

サーバ用の通常スクリプトを 1 つ、ノートブック用の Proactive Backup スクリプトを 1 つ、合計 2
つのスクリプトを作成します。

スクリプトスクリプト
サーバのバックアップ

ノートブックのバックアップ（Proactive Backup スクリプト）

元ボリューム元ボリューム
サーバのバックアップ：SQL、Exchange、ファイルサーバ

ノートブックのバックアップ：ノートブック

宛先宛先

サーバのバックアップ：
バックアップセット 1

ノートブックのバックアップ：バックアップセット 2

スケジュールスケジュール
サーバのバックアップ：毎晩 10 時

ノートブックのバックアップ：常にアクティブ

この設定により、サーバとノートブックを同時に別々のテープドライブにバックアップすることが
可能になります（リソースが利用可能な場合）。

クライアントを同様なサイズの 4 つの論理グループに分けた後、それぞれの元ボリュームグループ
を（ボリュームデータベース内に）作成し、クライアントを追加します。

それぞれの元ボリュームグループにバックアップセットと Proactive Backup スクリプトを作成した
後、Proactive Backup を開始します。
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Chapter 8

ネットワーク接続クライアント
▪ ネットワーク接続クライアントの概要
▪ クライアントのインストール
▪ クライアントの操作
▪ クライアントの更新
▪ クライアントとそのソフトウェアのアンインストール
▪ 高度なネットワーク
▪ 新 Retrospect クライアント ソフトウェア
▪ ユーザー始動によるバックアップと復元
▪ クライアント機能と環境設定のロック
▪ クライアントのバックアップ
▪ Windows クライアントの操作
▪ Mac OS クライアントでの作業
▪ UNIX クライアントの操作
▪ ファイルシステム変換
▪ Microsoft ネットワークボリューム
▪ ネットワークバックアップのガイドライン

この章では、クライアントソフトウェアのインストール、設定、および管理に関する手順について
説明します。ユーザは、クライアントソフトウェアを使用することにより、バックアップコンピュ
ータからネットワーク上の Retrospect クライアントコンピュータにアクセスできるようになりま
す。また、Retrospect クライアントが利用できるオプションやコントロールについても説明しま
す。さらに、この章では、これらのクライアントをバックアップする方法について説明し、ワーク
グループの効率的なバックアップを設定するための情報とワークシートを示します。

ネットワーク接続クライアントの概要
Retrospectを使用すると、記憶装置を装備した 1 台のコンピュータで、Retrospect クライアントソ
フトウェアが動作している Windows、Macintosh、Linux、および コンピュータを、ネットワーク
経由でバックアップすることができます。

バックアップ管理者（あなた）は、クライアントコンピュータ（クライアントとも呼びます）の
各々に、Retrospect クライアントソフトウェアをインストールします。バックアップ管理者は、
Retrospect アプリケーションを使用して、バックアップコンピュータが使用するクライアントにロ
グインします。管理者は、クライアントの設定後、クライアントボリュームを元ボリュームに指定
して、ボリュームがバックアップコンピュータに直接接続されている場合のように、スクリプトの
作成とスケジュール設定を行うことができます。

クライアントライセンス

Retrospect はライセンス供与された台数分のクライアントで動作します。Retrospect Single
Server、および Multi Server では、使用できるデスクトップ/ノートブックのクライアント数は無制
限です。Retrospect Desktop で使用できるクライアント数は、ライセンスを追加購入して増やすこ
とができます。

Retrospect Multi Server は無制限のサーバクライアントをサポートしています。Retrospect Single
Server では、ライセンスを追加購入することで、使用できるサーバクライアントの数を増やすこと
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ができます。

Retrospect のライセンスマネージャは、ユーザが入力するライセンスコードでクライアントのライ
センスを管理します。クライアントのライセンスコードは Retrospect に組み込まれており、
Retrospect クライアントで個別に使用できます。新たにライセンスを購入すると、追加のコードが
与えられます。

▪ 現在のライセンスを表示するには、「設定」>「ライセンス」を順にクリックします。バックア
ップクライアントのコンテナは、使用済みクライアントと利用可能なクライアントの台数を表示
し、追加したクライアントのライセンスを表示します。

▪ クライアントのライセンスを追加するには、「追加..」ボタンをクリックし、表示されるダイア
ログボックスに新規のライセンスコードを入力します。

▪ クライアントライセンスを追加購入するには、「購入」をクリックします。

バージョン 4.1 とそれ以前の Retrospect クライアントソフトウェアのライセンスを持つクライアン
トにログインすると、クライアントのライセンスはライセンスマネージャによって自動的に追加さ
れます。

セキュリティ

インターネットに接続されているクライアントには、わずかなものであっても、権限のないアクセ
スが行われる危険性が伴います。Retrospect クライアントのインストーラプログラムでは、
Retrospect を所有する外部ユーザによるインターネット経由での不正アクセスを防止するため、ク
ライアントへのパスワード割り当てが要求されます。（「全般」タブ）

クライアントのインストール

バックアップするすべてのクライアントコンピュータには、Retrospect クライアントソフトウェア
がインストールしてある必要があります。以下の項には、システムの必要条件と、Windows、Mac
OS、Linux、および クライアントのインストール方法があります。

Windows 用用 Retrospect Client

▪ Microsoft Windows 10/8/7/Vista/XP
▪ Microsoft Windows Server 2012 R2/2012/2008/2003*
▪ Microsoft Windows Server 2012 Essentials*
▪ Microsoft Windows SBS 2011/2008/2003*
▪ Microsoft Windows Storage Server 2008/2003*
▪ Pentium 以上のプロセッサー
▪ 各 OS に関する Microsoft 社のガイドラインを満たす RAM

*サーバー OS クライアントのバックアップには、利用可能なサーバー クライアント ライセンスを
有する Retrospect Multi Server またはその他の Server エディションが必要です。

Mac 用用 Retrospect Client

▪ Mac OS X または Mac OS X Server 10.6.8 以降 (OS X Yosemite 10.10 を含む)
▪ Intel プロセッサー
▪ 各 OS に関する Apple 社のガイドラインを満たす RAM

* サーバー OS クライアントのバックアップには、利用可能なサーバー クライアント ライセンスを
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有する Retrospect Multi Server またはその他の Server エディションが必要です。

Linux 用用 Retrospect Client

▪ x86 または x64 ベースシステムで実行される Red Hat Linux, Red Hat Enterprise Linux, CentOS,
Debian, Ubuntu Server または SUSE Linux オペレーティングシステム

▪ glibc バージョン 2 以降
Windows コンピュータへの Retrospect クライアントソフトウェアのインストール

Retrospect クライアントソフトウェアは、いくつかの方法で Windows コンピュータにインストー
ルすることができます。いずれの方法を選択するかは、クライアントを Retrospect のバックアップ
クライアントデータベースにログインする方法によって異なります。所有しているクライアント数
と使用している Retrospect の版によって、クライアントを 1 つずつログインするか、複数のクラ
イアントを同時にログインすることができます。

個々のログイン用の個々のログイン用の Windows クライアントのインストールクライアントのインストール

所有するクライアント数が少数であるか、Retrospect Desktop を使用している場合は、Retrospect
CD を使用するか、クライアントコンピュータがアクセス可能なネットワーク場所にクライアント
インストーラファイルをコピーすることで、Windows 版 Retrospect クライアントをインストール
することができます。個々ののクライアントは、インストール時に指定されたパスワードを使用し
て Retrospect のバックアップクライアントデータベースにログインします。

ネットワークを経由してバックアップ対象の Windows コンピュータにクライアントソフトウェア
をインストールするには、次の手順に従います。

個々のログイン用に Windows クライアントをインストールするには

1. Windows では、クライアントコンピュータに管理者権限でログインします。
2. 実行中の他のアプリケーションプログラムで保存していないすべての文書を保存します。
3. Retrospect の CD をクライアントコンピュータの CD-ROM ドライブに挿入します。
4. 「Retrospect クライアントをインストール」ボタンをクリックします。
5. ウィザードの指示に従って、クライアントソフトウェアをインストールします。
6. インストール時には、クライアントへの権限のないアクセスを防止するために使用するパスワード
を入力します。このパスワードを忘れないようにしてください。

コンピュータを起動すると、クライアントソフトウェアが自動的に読み込まれます。この時点で、
バックアップコンピュータからクライアントにいつでもアクセスできます。詳細については、クラ
イアントの操作を参照してください。

CD を使用しないでクライアントをインストールするには、クライアントインストーラファイルを
ネットワーク上の任意の場所にコピーします。これで、これらのファイルに各クライアントコンピ
ュータからアクセスし、setup.exe を実行してソフトウェアをインストールすることができます。
この方法を使用すると、Retrospect クライアントユーザ自身がソフトウェアをインストールするこ
とができます。ただし、ユーザのクライアントパスワードをバックアップ管理者に必ず提示しなけ
ればなりません。

複数ログイン用の複数ログイン用の Windows クライアントのインストールクライアントのインストール

一度に複数の Windows 版 Retrospect クライアントのログインが可能であるという Retrospect の
機能（自動検出や新規クライアントのログインなどを含む）を活用するには、Retrospect の Single

CHAPTER 8 • ネットワーク接続クライアント 283



Server (Disk-to-Disk)、Small Business Sever、Single Server、または Multi Server が必要です。ま
た、Microsoft Systems Management Server（SMS）か Group Policy を使用している場合は、これ
らの技術を使用してクライアントソフトウェアを配備することができます。

マルチクライアントログインでは、個々のクライアントのパスワードに依存する代わりに、
Retrospect バックアップコンピュータ上の秘密鍵証明と、各 Windows Retrospect クライアント上
の公開鍵証明を使用して、クライアントを Retrospect のバックアップクライアントデータベースに
追加します。これらの鍵は Retrospect で作成し、公開鍵は以下に説明する手順のいずれかを使用し
てクライアントに配布することができます。

マルチログイン用に Windows クライアントをインストールするには

1. クライアントインストーラファイルをネットワーク上の場所にコピーします。
2. バックアップコンピュータ上で Retrospect を起動します。
3. Retrospect のナビゲーションバーで「設定」>「環境設定」を選択します。
4. 「クライアント」>「追加」を順にクリックします。
5. 「キーの作成」をクリックします。
6. 秘密鍵を保護するためにパスワードを入力して確認し、「OK」をクリックします。

2 つのファイル（privkey.dat と pubkey.dat）が「C:¥ProgramData¥Retrospect」に作成されます。

7. 最大限のセキュリティを得るため、Retrospect と秘密鍵はパスワードで保護しなければなりませ
ん。詳しくは、セキュリティ環境設定を参照してください。

8. pubkey.dat を、ネットワーク上のクライアントインストーラフォルダにある「public_key」にコピ
ーします。

9. Windows 版 Retrospect クライアントユーザに連絡し、ネットワーク上のクライアントインストー
ラフォルダから setup.exe を実行するよう指示します。

この方法でインストールしたクライアントは、Retrospect のバックアップクライアントデータベー
スに一度に追加することができます。詳しくは、クライアントの追加を参照してください。この方
法でインストールされた新規クライアントを定期的に検出し、それらをバックアップクライアント
データベースに自動的に追加するよう Retrospect を設定することもできます。詳しくは、環境設定
の追加を参照してください。

SMS か Group Policy を使用する Windows クライアントインストーラを配備するには

1. バックアップコンピュータ上で Retrospect を起動します。
2. Retrospect のナビゲーションバーで「設定」>「環境設定」を選択します。
3. 「クライアント」>「追加」を順にクリックします。
4. 「Create keys」をクリックします。
5. 秘密鍵を保護するためにパスワードを入力して確認し、「OK」をクリックします。

2 つのファイル（privkey.dat と pubkey.dat）が「C:¥ProgramData¥Retrospect」に作成されます。

6. Microsoft SMS か Group Policy を使用して、Retrospect Client 15.0.msi ファイルと pubkey.dat フ
ァイルを複数のクライアントに一度に配備します。

7. msi ファイルを使用するには、クライアントコンピュータに ISScript 9 と Windows Installer 2.0 が
インストールされていることが必要です。これらはいずれも、Retrospect CD のクライアントイン
ストーラフォルダに含まれています。
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SMS と Group Policy の詳しい操作手順は、本書では説明していません。インストーラの配備や実
行の詳細については、これらの製品のドキュメントを参照してください。

Mac OS コンピュータへのクライアントソフトウェアのインストール

ネットワーク経由でバックアップ対象の各 Macintosh コンピュータにクライアントソフトウェアを
インストールするには、次の手順に従います。

ファイルサーバから多数のクライアントをネットワークにインストールしたり、CD-ROM ドライブ
が付属していないコンピュータにインストールする場合、サーバ上に Retrospect クライアント
Installer アプリケーションを格納する共有フォルダを作成できます。インストーラプログラムを CD
から実行する代わりに、そのフォルダから実行できます。

Retrospect クライアントソフトウェアを Mac OS コンピュータにインストールするには

1. 保存していないすべての書類を保存し、実行中の他のアプリケーションプログラムを終了します。
2. Mac OS X では、クライアントコンピュータに管理者権限でログインします。
3. Retrospect の CD をクライアントコンピュータの CD-ROM ドライブに挿入します。
4. インストーラアイコンをダブルクリックして、プログラムを起動します。
5. インストーラプログラムの指示に従って、クライアントソフトウェアを起動ディスクに配置しま
す。

6. クライアントへの権限のないアクセスを防止するために、パスワードを作成して入力します。この
パスワードを忘れないようにしてください。

7. Macintosh クライアントのパスワードには、基本的な英数文字（低ビット ASCII）のみを使用しま
す。Macintosh の高ビット文字は Windows の高ビット文字とは対応しません。たとえば、
Luf$Luf00 は問題ありませんが、L?f¥L?f?? は問題があります。

8. コンピュータを再起動します。

コンピュータを起動すると、クライアントソフトウェアが自動的に読み込まれます。この時点で、
バックアップコンピュータからクライアントにいつでもアクセスできます。詳細については、クラ
イアントの操作を参照してください。

UNIX コンピュータへのクライアントソフトウェアのインストール

ネットワークを経由してバックアップ対象の UNIX コンピュータにクライアントソフトウェアをイ
ンストールするには、次の手順に従います。使用するパッケージの方式（tar）を選択します。手順
の中で「version」を使用している箇所には、Retrospect クライアントソフトウェアの特定のバージ
ョン/ビルド番号（7.5.103 など）を指定してください。

Retrospect クライアントソフトウェアを UNIX コンピュータにインストールするには

1. 実行中の他のアプリケーションプログラムで保存していないすべての文書を保存します。
2. クライアントコンピュータにログインします。
3. Retrospect の CD をクライアントコンピュータの CD-ROM ドライブに挿入し、参照でクライアン
トインストーラファイルの場所を探します。

4. ご使用のオペレーティングシステムとインストーラに従って次のコマンドを入力します。

tar $tar -xf retroclient-version.tar, $.Install.sh

5. クライアントへの権限のないアクセスを防止するために、パスワードを作成して入力します。この
パスワードを忘れないようにしてください。
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クライアントソフトウェアは、インストールの完了時に自動的に実行します。

この時点で、バックアップコンピュータからクライアントにいつでもアクセスできます。詳細につ
いては、クライアントの操作を参照してください。

クライアントの操作

クライアントコンピュータは、Retrospect クライアントソフトウェアによってインストールされた
後、バックアップコンピュータからバックアップクライアントデータベースに追加され、基本操作
と自動操作で使用を開始できます。

ファイアウォールの設定

ネットワーククライアントを Retrospect でバックアップするには、ファイアウォールで通常遮断さ
れているネットワークアクセスの一部を有効にする必要があります。

Retrospect は TCP と UCP での通信に 497 番ポートを使用します。Retrospect クライアントを検
出してアクセスするには、Retrospect バックアップサーバと、すべての Retrospect クライアント
による 497 番ポート経由での TCP/UDP 通信を許可するようにファイアウォールを設定する必要が
あります。

Windows XP SP2 のファイアウォールを使用している場合は、Retrospect のインストール時にファ
イアウォールが有効になっていれば、このポートが自動的に解放されます。インストール時にファ
イアウォールが無効だった場合は、手動でポートを解放する必要があります。ファイアウォールの
例外の設定方法について、Windows のマニュアルを参照してください。

クライアントの追加

クライアントコンピュータをバックアップするには、そのクライアントコンピュータを Retrospect
のバックアップクライアントデータベースに追加する必要があります。一般的に、一度に追加でき
るのは 1 つのクライアントだけですが、特定の状況下では複数のクライアントを同時に追加するこ
とができます。また、Retrospect を設定すれば、ネットワーク上で新規クライアントを自動的に検
出したり追加すこともできます。

複数のクライアントを一度に追加する場合の必要条件

▪ Retrospect Single Server (Disk-to-Disk)、Single-Server、または Multi-Server
▪ Windows 版 Retrospect クライアント
▪ 公開鍵証明書を使用してインストールされたクライアント（複数ログイン用の Windows クライ
アントのインストールを参照）。

▪ マルチキャストまたはサブネットブロードキャスト方式によるクライアントアクセス
▪ クライアントを追加すると、Retrospect のライセンスマネージャは、利用可能なクライアント
のライセンスが入っているプールからライセンスを 1 つ減らします（該当する場合）。

単独のクライアントを追加するには

1. ナビゲーションバーから、「設定」>「クライアント」を順にクリックします。
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バックアップクライアントデータベースには、Retrospect で使用するために現在ログインしている
すべてのクライアントコンピュータのスクロールリストが表示されます。

2. 「追加」をクリックすると、「ネットワーク状況」ウィンドウが表示されます。
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このウィンドウには、Retrospect クライアントソフトウェアがインストールされている、特定のネ
ットワーク上のコンピュータがすべて表示されます。デフォルトでは、Retrospect は Piton マルチ
キャスト方式を使用して、ローカルサブネット内のクライアントを検索します。

3. サブネットとは、ルータやゲートウェイを使用しないでネットワークを構成するローカルコンピュ
ータのグループのことです。ただし、これらのコンピュータはゲートウェイを使用することにより
他のネットワークに接続することができます。

4. クライアントを選択し、「追加」をクリックします。
5. クライアントのパスワードを入力したら、「OK」をクリックします。

クライアントにログインすると、クライアントのプロパティウィンドウが表示されます。クライア
ントのプロパティについては、クライアントの設定を参照してください。

複数のクライアントを追加するには複数のクライアントを追加するには

1. ナビゲーションバーから、「設定」>「クライアント」を順にクリックします。

バックアップクライアントデータベースには、Retrospect で使用するために現在ログインしている
すべてのクライアントコンピュータのスクロールリストが表示されます。

2. 「追加」をクリックすると、「ネットワーク状況」ウィンドウが表示されます。
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このウィンドウには、Retrospect クライアントソフトウェアがインストールされている、特定のネ
ットワーク上のコンピュータがすべて表示されます。デフォルトでは、Retrospect は Piton マルチ
キャスト方式を使用して、ローカルサブネット内のクライアントを検索します。

3. サブネットとは、ルータやゲートウェイを使用しないでネットワークを構成するローカルコンピュ
ータのグループのことです。ただし、これらのコンピュータはゲートウェイを使用することにより
他のネットワークに接続することができます。

4. リスト内のすべてのクライアントを選択します。

Retrospect によって非 Windows クライアントの選択が自動的に解除されます。

5. 「追加」をクリックします。

Retrospect バックアップコンピュータが作成した公開鍵証明書を有するクライアントが追加
されます。パスワードを有するクライアントは追加されません。別の Retrospect バックアッ
プコンピュータが作成した公開鍵証明書を有するクライアントは、追加されません。

公開鍵証明書を有するクライアントを自動的に検出してバックアップクライアントデータベースに
追加する手順については、環境設定の追加を参照してください。

ネットワークアドレスのテスト

「ネットワーク状況」ウインドウの「テスト」ボタンを使用すると、既知の IP、DNS、または
WINS アドレスで応答中のクライアントをテストできます。

アドレスをテストするにはアドレスをテストするには

1. ナビゲーションバーから、「設定」>「クライアント」を順にクリックします。
2. 「追加」をクリックすると、「ネットワーク状況」ウィンドウが表示されます。
3. 「テスト」をクリックします。
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4. IP、DNS、または WINS アドレスを入力し、「OK」をクリックします。

指定されたアドレスで Retrospect クライアントソフトウェアが検出されると、Retrospect
はそのクライアントの名前とソフトウェアのバージョンを報告します。

指定したアドレスで検出されたコンピュータが、Retrospect クライアントソフトウェアを実
行していない場合、Retrospect はエラー –541 を報告します。

指定されたアドレスから TCP/IP の応答がない場合、Retrospect はエラー –530 を報告しま
す。

「高度な設定」ボタンをクリックすると、Retrospect のより高度なネットワーク機能を利用できま
す。これらの機能については、高度なネットワークで説明しています。

クライアントの設定

クライアントにログインしたら、クライアントを設定する必要があります。クライアントが既にイ
ンストールされていて、まだログインしていない場合は、まず「ネットワーク状況」ウィンドウの
クライアントから目的のクライアントを選択します。次に「追加」ボタンをクリックしてクライア
ントにログインし、そのクライアントを設定します。既にわかっているクライアントの設定をし直
す必要がある場合は、該当するクライアントを「バックアップ クライアント データベース」ウィン
ドウから選択し、ツールバーから「プロパティ」をクリックできます。

クライアントのプロパティウィンドウには、次の 4 つのタブがあります。

▪ 「全般」タブ
▪ 「アクセス」タブ
▪ 「ツール」タブ
▪ 「ボリューム」タブ
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「全般」タブ「全般」タブ

「全般」タブは、バックアップクライアントのさまざまな情報を表示し、ネットワーク経由のデー
タを保護するためのオプションを持ちます。

「名前」「名前」は、指定されたクライアントの名前です。

「タイプ」「タイプ」は、クライアントコンピュータが使用するオペレーティングシステムを示します。

「バージョン」「バージョン」は、クライアントコンピュータにインストールされているクライアントソフトウェ
アのバージョン番号です。

「優先度」「優先度」は、ユーザがクライアントのコントロールパネルで選択した優先順位設定を示します。
20% の優先順位は、ユーザがつまみを「ユーザ」に設定していることを示します。これにより、他
のアプリケーションやタスクにいくらかのコンピュータの処理時間が Retrospect タスクの使用より
も優先的に割り当てられます。100% の優先順位は、クライアントの優先順位を示すつまみが「バ
ックアップ」に設定されていることを示します。これにより、クライアントのタスク（つまり、フ
ァイルの転送）に、オペレーティングシステムが割り当てるクライアントソフトウェアの処理時間
のすべてが優先的に割り当てられます。

「セキュリティ」「セキュリティ」は、このクライアントコンピュータに指定されたデータセキュリティを示しま
す。

▪ 「なし」は、パスワードが設定されていないため、ネットワーク上で Retrospect を使用してい
るユーザは誰でもこのクライアントにログインできます。

▪ 「パスワード」は、このクライアントにログインするために、パスワードを入力する必要がある
ことを示します。

▪ 「秘密鍵/公開鍵を使用」は、クライアントにログインするのにパスワードが不要であることを
示します。詳細については、複数ログイン用の Windows クライアントのインストールを参照し
てください。

▪ 「リンク暗号化」は、クライアントにパスワードが設定されており、「ネットワーク接続の暗号
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化」チェックボックスがオンになっている場合に表示されます。これは、クライアントのデータ
がネットワーク経由で送信される前に暗号化されることを示します。「リンク暗号化」オプショ
ンを選択するには、パスワードか公開鍵/秘密鍵が設定されている必要があります。

「状況」「状況」は、バックアップやその他の操作がクライアントで使用可能かどうかを示します。「接続
していません」は、Retrospect がクライアントとまだ接続を確立していないことを示します。「使
用中」は、クライアントが現在アクセス中であることを示します。「接続されました」は、クライ
アントは準備完了しており、いつでも使用可能であることを示します。「ロックされています。」
は、このクライアントワークステーションにいるユーザがクライアントのコントロールパネルで
「読み込み専用」のアクセス環境設定にチェックマークを付けたことを示します。この場合は、ク
ライアントをバックアップできますが、クライアントに復元したり、クライアントのファイルを削
除することはできません。「ビジー」は、クライアントが現在ネットワーク上の Retrospect の別の
コピーからアクセスされていることを示します。「オフ」は、このクライアントにいるユーザがク
ライアントのコントロールパネルで「オフ」ラジオボタンをクリックしたことを示します。オフに
されたクライアントは、手動でオンに戻すか、クライアントコンピュータを再起動するまで操作が
できなくなります。

「エコータイム」「エコータイム」は、このクライアントとの通信で生じる秒単位の遅延を示します。通常は、0.0
～ 0.2 秒です。ネットワークまたはクライアントが混雑している場合、あるいはルータを使用して
いる場合は、問題が発生していないのにエコー時間が長くなることがあります。

「速度」「速度」は、バックアップコンピュータとクライアントコンピュータ間でのネットワーク接続の転
送率を示します。「更表示」ボタンをクリックすると、速度情報が更新されます。

「時計の誤差」「時計の誤差」は、クライアントコンピュータとバックアップコンピュータの内部クロックの時間
差を時間 : 分 : 秒で示します。

「ネットワーク接「ネットワーク接続の暗号化」の暗号化」は、デフォルトではオフであり、このクライアントがパスワードを
使用する場合にのみ使用可能になります。チェックボックスが選択されている場合、Retrospect
は、ネットワーク経由で転送されるデータを暗号化し、データがバックアップセットに書き込まれ
る前に暗号解除することで、ネットワークでの盗聴を防止します。クライアントのリンク暗号化
は、バックアップセットの暗号化とは明確に異なります。

「アクセス」タブ「アクセス」タブ

「アクセス」タブは、このクライアントへのネットワークアクセス方式の概要を示します。
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「変更」ボタンをクリックすると、特別な「ネットワーク状況」ウィンドウからクライアントにア
クセスできます。この操作は、クライアントがネットワークを移動した場合や、クライアントが再
インストールされた場合に必要になることがあります。

「ツール」タブ「ツール」タブ

「ツール」タブでは、クライアント名、パスワードを持つかどうか、クロックオフセット（クライ
アントコンピュータのクロックとバックアップコンピュータのクロックとの時間差）、およびクラ
イアントソフトウェアのバージョン番号を表示します。
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▪ クライアント名を変更するには、「リネーム.. 」をクリックします。新しい名前の入力と確認を
求めるダイアログボックスが表示されます。

▪ パスワードを追加または変更するには、「パスワードの設定」をクリックします。新しいパスワ
ードの入力と確認を求めるダイアログボックスが表示されます。

▪ クライアントコンピュータの時刻をバックアップコンピュータの時刻と一致させるには、「時計
を合わせる」をクリックします。ただし、クライアントへのアクセスが読み込み専用である場合
は、このボタンは使用できません（アクセス制御環境設定参照）。

▪ クライアントのソフトウェアバージョンを更新するには、「更新..」をクリックします。更新元
に使用する Retrospect クライアントソフトウェアの場所を求めるファイル選択ダイアログボッ
クスが表示されます。操作手順の詳細については、個々のクライアントコンピュータを更新する
にはを参照してください。

「ボリューム」タブ「ボリューム」タブ

「ボリューム」タブでは、ネットワーク経由でアクセス可能なクライアントコンピュータのボリュ
ームを表示します。
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「元ボリューム」「元ボリューム」：リストボックスの設定は、操作中に Retrospect がクライアントのコンテナを解
決する方法に影響を与えます。通常は、「クライアントデスクトップ」のデフォルト設定を変更す
る必要はありません。

▪ 「クライアントデスクトップ」「クライアントデスクトップ」は、クライアントコンピュータに対してローカルなすべてのボリ
ュームに解決します。ただし、フロッピーディスク、共有ボリューム（ファイルサーバなど）、
読み出し専用ボリューム（CD-ROM など）、空のボリュームは除きます。

▪ 「起動ボリューム」「起動ボリューム」は、クライアントコンピュータのブート元ボリュームに解決します。

▪ 「選択したボリューム」「選択したボリューム」は、「記憶されたボリューム」のリストで選択したすべてのボリューム
に解決します。

「記憶されたボリューム」「記憶されたボリューム」：クライアントのボリューム一覧を表示します。操作中の Retrospect
は、選択したボリュームのみを使用できます。この選択により、Retrospect の「ボリュームデータ
ベース」ウィンドウに表示されるボリュームが決まります。また、「元ボリューム」リストボック
スに「選択したボリューム」が設定されている場合は、選択により、クライアントコンテナが解決
されるボリュームも決まります。

以下の表では、マウントされたいくつかのボリュームを持つクライアントコンピュータの例を使用
します。この例では、異なる「アクセスするボリューム」設定のそれぞれについて、クライアント
コンテナが解消されるボリュームを示します。

クライアントコンクライアントコン
ピュータ上のピュータ上の
ボリュームボリューム

「元ボリューム」設定の内容「元ボリューム」設定の内容
ボリューボリュー
ムの内ムの内訳

「クライアントデスクトップ」
Alyosha
Beowulf
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Cynics

「起動ボリューム」 Alyosha

「記憶されたボリューム」のリストから Beowulf のみを選
択した「選択したボリューム」

Beowulf

クライアントの削除

ログインしていたクライアントとそのボリュームが不要になることがあります。たとえば、コンピ
ュータがすでにネットワーク上に存在しない場合があります。このような場合、該当するクライア
ントを削除するように Retrospect に指示することができます。これは、クライアントにログインす
る操作の反対になります。

「バックアップ クライアント データベース」ウィンドウで、削除するクライアントを選択し、ツー

ルバーの「削除...」ボタン をクリックします。Retrospect から削除を確認するメッセージが表
示されます。「OK」をクリックすると、Retrospect のスクリプトとその他のリストからクライア
ントボリュームが削除されます。この操作では、削除中にバックアップコンピュータで使用中であ
った Retrospect だけが影響を受けます。この操作では、ネットワーク上の他のコンピュータで実行
していた Retrospect のコピーは影響を受けないので、削除されたクライアントへのログインはその
まま維持されます。クライアントを削除しても、そのクライアントの既存のバックアップは影響を
受けません。

Shift キーか Ctrl キーを押しながらクリックしてクライアントを選択し、複数のクライアントを一度
に削除することができます。

1 台クライアントを削除すると、ライセンスマネージャで利用できるクライアントのライセンスが
1 つ増えます（クライアントライセンスを参照）。

クライアントの更新

古いクライアントソフトウェアを更新して新規バージョンで改善された機能を利用する必要に迫ら
れるときがあります。そのようなとき、クライアントをバックアップコンピュータから更新した
り、クライアントを個別に更新したりできます。

バックアップコンピュータからのクライアントの更新

必要なだけ個別にクライアントを更新するか、または指定したタイプのすべてのクライアントを更
新することができます。クライアントの更新時には、そのクライアントの最新の設定がすべて保持
されます。
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一部のクライアントが停止している場合でも、すべてのクライアントを更新しておくことをお
勧めします。未更新のクライアントのために後でこの操作を繰り返しても、すでに更新されて
いるクライアントには何ら影響することはありません。

指定したタイプのすべてのクライアントを更新するには指定したタイプのすべてのクライアントを更新するには

Retrospect のナビゲーションバーから、「設定」をクリックし、「クライアント」をクリックしま
す。「バックアップ クライアント データベース」ウィンドウが表示されます。このウィンドウに
は、Retrospect で使用するために現在ログインしているすべてのクライアントコンピュータが表示
されます。

ツールバーから「クライアントのアップデート」 をクリックします。Retrospect クライアント
の更新（.rcu）ファイルの場所を指定するように求めてきます。クライアント更新ファイルには、
それぞれのオペレーティングシステム用があります（Windows、Linux、、Mac OS X）。クライア
ント更新ファイルの種類によって、取得できる場所も異なる場合があります（Retrospect CD や
Retrospect Web サイトなど）。

適切な場所から該当するクライアント更新ファイルを選択し、「開く」をクリックします。確認
後、Retrospect は、選択した .rcu ファイルと同じタイプのすべてのクライアントコンピュータで
（Windows など）、クライアントソフトウェアの更新を開始します。複数のタイプのクライアント
がある場合は、各タイプに対してこれらの手順を繰り返します。
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クライアントコンピュータにウィルスチェックソフトウェアがインストールされている場合
は、更新を続ける前にウィルスチェックソフトウェアが実行していないことをクライアントコ
ンピュータで確認する必要があります。

更新が完了したら、Retrospect はダイアログボックスに結果を表示し、操作ログを作成したことを
報告します。「OK」をクリックします。

それぞれのクライアントの更新状況を確認するには、操作ログを開きます。操作ログを開くには、
ナビゲーションバーから「レポート」をクリックして「操作ログ」をクリックするか、あるいは
「ウィンドウ」メニューから「操作ログ」を選択します。

個々のクライアントコンピュータを更新するには個々のクライアントコンピュータを更新するには

Retrospect ナビゲーションバーで、「設定」>「クライアント」の順にクリックします。「バック
アップ クライアント データベース」ウィンドウが表示されます。このウィンドウには、Retrospect
で使用するために現在ログインしているすべてのクライアントコンピュータが表示されます。

更新するクライアントを選択し「プロパティ」ボタンをクリックするか、あるいはクライアントを
ダブルクリックします。表示されたクライアントのプロパティウィンドウから、「ツール」タブを
クリックします。

「更新..」ボタンをクリックします。ダイアログボックスが表示され、Retrospect クライアント更
新（.rcu）ファイルの場所を指定するように求めてきます。

該当するクライアント更新ファイルを選択し、「開く」をクリックします。更新が完了したら、別
のダイアログボックスが表示され、更新の完了が報告されます。「OK」をクリックします。
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クライアントコンピュータからのクライアントの更新

前述のようにバックアップコンピュータからクライアントを更新する代わりに、個々のクライアン
トコンピュータから直接クライアントを更新できます。この操作には、クライアントの更新も兼ね
た Setup アプリケーション（Windows）、Client Installer アプリケーション（Mac OS）、 か tar
インストーラ （Linux）、または ）を使用します。

コンピュータのオペレーティングシステムに対応するインストール手順（クライアントのインスト
ールを参照）に従ってください。

クライアントとそのソフトウェアのアンインストール

コンピュータからクライアントソフトウェアを削除する場合は、クライアントの削除の記述に従っ
てクライアントを削除し、クライアントのタイプごとに以下の項を参照してください。

▪ Windows
▪ UNIX
▪ Mac OS X
Windows

1. 「スタート」メニューから、「設定」>「コントロールパネル」を選択します。
2. 「アプリケーションの追加と削除」をダブルクリックします。
3. 表示されるウィンドウで、Retrospect クライアントソフトウェアを選択し、「追加と削除」をクリ
ックします。

4. 「OK」をクリックしてウィンドウを閉じます。
では、管理者権限でログインする必要があるかもしれません。

UNIX

UNIX クライアントをアンインストールするためのプロセスは、クライアントソフトウェアのイン
ストール方法によって異なります。

tarの場合、tar を使用してインストールしたクライアントソフトウェアファイルを手動で削除しま
す。

Mac OS X
1. クライアントインストーラアプリケーションを開きます。
2. ポップアップメニューから「アンインストール」を選択し、Retrospect クライアントソフトウェア
をアンインストールするボリュームを選択します。

3. 「アンインストール」ボタンをクリックして、コンピュータからクライアントソフトウェアを削除
し、削除が完了したらこのアプリケーションを終了します。

高度なネットワーク

Retrospect は一般にマルチキャストアクセス方式を使用して、ローカルネットワークセグメントま
たはローカルサブネットに直接接続されたバックアップクライアントを検出し、それを「ライブネ
ットワーク」ウィンドウに表示します。バックアップコンピュータとそのクライアントの間にルー
タが存在するネットワークの場合や、バックアップコンピュータが異なる物理ネットワークと接続
する複数のネットワークカードを持つ場合は、クライアントにアクセスするために Retrospect のよ
り高度な技術が必要になります。

Retrospect には、クライアントにアクセスするためのさまざまな方式に対応する機能が用意されて
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います。また、Retrospect によってユーザは、バックアップコンピュータ内のアダプタカードの使
用を制御できます。

アクセス方式

Retrospect は、標準的な DNS および WINS ディレクトリサービスや、TCP/IP に基づく独自の
Piton Name Service のいずれも使用できます。

Retrospect クライアントデータベースにクライアントを追加すると、そのクライアントのアクセス
情報も保存されるため、後で使用するのに便利です。Retrospect がバックアップのためにクライア
ントに接続を試みるとき、オリジナルのアクセス方式を使用して、アクセス情報をクライアントの
現在の IP アドレスに解決します。

それぞれのクライアントコンピュータ上で、Retrospect クライアントソフトウェアはバックアップ
コンピュータの Retrospect からのクエリを待ちます。Retrospect がクライアントと交信する方法
は、Retrospect が使用しているアクセス方式によって異なります。

マルチキャストマルチキャスト

最初にネットワーク状況ウィンドウを開くと、デフォルトのアクセス方式はマルチキャストになり
ます。この方式では、Retrospect は受信中のクライアントコンピュータにマルチキャスト要求を送
信し、クライアントコンピュータからの識別子による応答を待ちます。マルチキャスト方式を持つ
クライアントを追加し、後で Retrospect がバックアップのためにそのクライアントに接続を試みる
とき、そのクライアントデータベースを更新して該当するクライアントと接続するために別の要求
を送信することで IP アドレスの変更を自動的に処理します。

ネットワークアナライザを使用して、マルチキャスト方式で送信するパケットを監視する場合、
Retrospect は通信用に既知のポート 497 を使用します。パケットのフォーマットは、Retrospect
独自のプロトコル Piton（PIpelined TransactiONs に対応）に準拠します。このプロトコルによっ
て、Retrospect はネットワーク速度と信頼性が保証されます。Multicast Piton Name Service が、
割り当てられたアドレス 224.1.0.38 を使用することで、Piton は Retrospect クライアントソフトウ
ェアが動作するコンピュータにだけクエリを送信することができます。

マルチキャストアクセスは設定の必要がなく単純ですが、ルータを横断して動作することはありま
せん。マルチキャストアクセスはローカルサブネットでのみ動作します。

サブネットブロードキャストサブネットブロードキャスト

サブネットブロードキャストアクセス方式では、インターネットなど任意のネットワークトポロジ
を仮想的に使用してクライアントにアクセスすることができます。

TCP/IP 標準に準拠するすべてのサブネットは、ネットワークアドレス（192.168.1.0 など）とサブ
ネットマスク（255.255.255.0 など）の両方を持ちます。ルータはこれらのアドレスとマスクを使
用して、コンピュータが接続している物理ネットワークを特定します。ルータは、特定サブネット
上のすべてのコンピュータに対するクエリもサポートします。Retrospect は、マルチキャストアク
セスの場合と同一の Piton プロトコルを使用して、そのサブネットブロードキャストアクセス方式
にこの機能を利用します。

Retrospect のサブネットアクセス方式では、利用するサブネットのアドレスとマスクを定義し、ネ
ットワークの変更に応じてこれらの設定を更新する必要があります。
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ダイレクトアクセスダイレクトアクセス

ダイレクトクライアントアクセス方式を使用して、特定のバックアップクライアントを Retrospect
のクライアントデータベースに追加することができます。この方式では、ユーザは各バックアップ
クライアントの IP アドレス、または DNS 名か WINS 名を知っておく必要があります。DHCP サー
バから動的 IP アドレスを取得するコンピュータには、数値の IP アドレスを使用しないでくださ
い。これは、アドレスが変更されたときに Retrospect は変更を知る手段がないためです。

ダイレクトアクセスによるクライアントの追加は、数クライアントを追加する場合に有効です。こ
の方式で多くのクライアントを追加するには無駄が多すぎます。多くのクライアントを追加する場
合は、他の方式の使用をお勧めします。

アクセス方式の設定

最初に「ネットワーク状況」ウィンドウを開くと、Retrospect は、マルチキャストアクセス方式を
使用してローカルサブネット内のクライアントを検索します。「高度な機能」をクリックして、高
度なネットワーク機能にアクセスします。ウィンドウでは、ネットワークインターフェイスとアク
セス方式用のコントロールが表示されるようになります。

サブネットブロードキャストサブネットブロードキャストアクセス方式アクセス方式

ユーザは、別のサブネットを定義し、そのサブネットで Retrospect がクライアントを検索するよう
にできます。

高度な機能が表示された「ライブネットワーク」ウィンドウの「サブネットブロードキャスト」を
クリックして、検索する新しいサブネットを設定します。この機能を最初に使用するときにはサブ
ネットは設定されていないので、クライアントは表示されていません。「サブネット」ボタンをク
リックします。同様に、この機能を最初に使用するときにはサブネットは設定されていないので、
設定ウィンドウには何も表示されていません。
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「追加..」をクリックして表示されるダイアログボックスに、サブネット内の IP アドレスとそのサ
ブネットマスクを入力します。「OK」をクリックします。

定義した IP サブネットは、サブネット設定ウィンドウに表示されます。

後で必要に応じてサブネットを追加、変更、削除できます。

「OK」をクリックして「ネットワーク状況」ウィンドウに戻り、サブネットブロードキャストアク
セス方式を使用して Retrospect により検出されたバックアップクライアントを表示します。
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サブネットブロードキャストアクセス方式でクライアントを追加すると、Retrospect は定義したサ
ブネットからそのクライアントを検索します。

Retrospect がクライアントを検索するときは、設定したすべてのサブネットにアクセスします。こ
のようなアクセスは、このウィンドウを開いているときだけでなく、ある操作で Retrospect がクラ
イアントを検索するときにも同様です。

インターフェイスを定義して使用する（インターフェイスを参照）ことにより、各クライアン
トの検索対象になるサブネット数を制限することができます。

ダイレクトアクセス方式ダイレクトアクセス方式

高度な機能が表示された「ネットワーク状況」ウィンドウで、アクセス方式ボタン「ダイレクト」
をクリックします。クライアントの既知の IP アドレス、または DNS 名か WINS 名を入力するため
に、表示がクライアントリストからエントリボックスに切り替わります。

名前またはアドレスを入力して、「追加」をクリックします。指定したアドレスでクライアントが
見つかると、そのクライアントをクライアントデータベースにログインさせる前にパスワード入力
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を求めるメッセージが表示されます。

指定した IP アドレスでクライアントに接続できなかった場合は、クライアント設定のトラブル
を参照してください。

正しいパスワードを入力すると、クライアントのプロパティウィンドウが表示されます（クライア
ントの設定を参照）。

インターフェイス

Retrospect のインターフェイス機能では、アダプタカードを複数の選択肢から選択し、バックアッ
プクライアントのグループ向けにネットワークオプションを制御することができます。たとえば、
カスタムインターフェイスでは、異なるサブネット上のクライアントをバックアップするためにバ
ックアップデータがルータを経由する必要がないため、ネットワークの帯域幅が節約されます。

Retrospect は、クライアントデータベースへのクライアントの追加に使用したインターフェイスを
記憶しているので、そのクライアントへのすべてのアクセスにはインターフェイスの設定を使用し
ます。クライアントに使用したインターフェイスを変更するには、クライアントプロパティウィン
ドウの「アクセス」タブを使用します。

複数同時操作を実行するときに複数の NIC を持つバックアップコンピュータの利点をいかすには、
NIC #1 を使用しているクライアントと NIC #2 を使用しているクライアントが別々のバックアップ
セットにバックアップされるようにしてください。

Web ブラウザなどの TCP/IP ベースのプログラムが TCP/IP 接続を開始する場合は、コンピュータ
の「デフォルト」の IP アドレスを使用して自身を識別します。コンピュータが複数のアドレスを持
つ場合、Retrospect のインターフェイスでは使用するアドレスを選択することができます。

インターフェイスでは、「高度な設定」オプションをグループ化することもできます。たとえば、
クライアントの 1 つのグループに別のグループとは異なるタイムアウト値を持たせたい場合は、2
つの個別の Retrospect インターフェイスを作成して、両方に同じアダプタを指定し、互いのタイム
アウト設定を別にすることで実現できます。

インターフェイスの設定インターフェイスの設定

Retrospect ナビゲーションバーから、「設定」>「クライアント」を順にクリックすると、「バッ
クアップ クライアント データベース」ウィンドウが表示されます。ウィンドウのツールバーにある

「インターフェイス」ボタン をクリックし、インターフェイスウィンドウを開きます。
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インターフェイスウィンドウには、デフォルトのインターフェイスと追加したすべてのインターフ
ェイスが表示されます。

「インターフェイス新規」「インターフェイス新規」：「新規」ボタンをクリックし、新規インターフェイスの名前を入力し
て「新規」をクリックします。この時点から、以下に説明するようにインターフェイスを編集しま
す。

「インターフェイス編集」「インターフェイス編集」：リストからインターフェイスを選択し、「編集」ボタンをクリックし
ます。

オプションやオプションに付随するさまざまな問題に完全に慣れるまでは、デフォルトのイン
ターフェイスを編集しないでください。
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最初に TCP/IP インターフェイス（通常はネットワークアダプタカード）を選択する必要がありま
す。静的 IP アドレスや DHCP サーバが動的に割り当てる IP アドレスを使用することもできます。
デフォルトのインターフェイスは常にコンピュータのデフォルトの TCP/IP アドレスを使用し、変
更することはできません。

最適なパフォーマンスを得るためにも、Windows のデフォルトネットワークとして、もっとも高速
なネットワーク接続を使用していることを確認してください。

「高度な設定」オプションの設定「高度な設定」オプションの設定

「インターフェイス」ウィンドウから、「高度な設定」ボタンをクリックして、「高度なインター
フェイスの設定」ウィンドウを開きます。
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一般オプションの分類項目に Retrospect のタイムアウトがあります。

「ネットワーク再実行の警告」「ネットワーク再実行の警告」：指定した時間内にクライアントが応答しない場合、Retrospect は
「ネットワーク再実行」ダイアログボックスを表示します。

「接「接続タイムアウト」タイムアウト」：指定した時間内にクライアントが応答しない場合、Retrospect は確立した
クライアントとのネットワーク接続を終了します。Retrospect は接続を終了し、エラー –519（ネ
ットワーク通信に失敗しました）を報告します。オペレーティングシステムの TCP/IP 自身は、通
常の接続タイムアウトで指定した時間の前にエラー –519 でタイムアウトになります。この値に
は、Retrospect がクライアントによる通信の再開を待機できる最大時間を設定するようにしてくだ
さい。

TCP/IP 分類項目には、クライアントに対する接続、表示、マルチキャストの各オプションがありま
す。
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「検索ポーリング間隔」「検索ポーリング間隔」：クライアントが最新のアドレスで利用できない場合、Retrospect はこの
間隔でクエリを送信します。

「検索タイムアウト」「検索タイムアウト」：指定した時間内にクライアントを見つけることができない場合、
Retrospect はそのクライアントの検索を終了します。

このタイムアウトは、Proactive Backup スクリプトのポーリングオプション（Proactive
Backup のポーリングオプションを参照）でさらに制限される場合があります。

「ライブポーリング間隔」「ライブポーリング間隔」：ネットワーク状況ウィンドウでクライアントをポーリングする場合、
この時間間隔でクライアントにブロードキャストします。インターフェイスに複数のサブネットを
設定した場合、Retrospect は、定義されたサブネットの数でポーリング間隔を除算し、それぞれに
間隔を等しく分け与えます。

「コンテナを削除」「コンテナを削除」：指定したシーケンシャルなポーリング回数でクライアントが応答しない場
合、Retrospect はクライアントをライブネットワークウインドウから削除します。このオプション
は、すでにバックアップクライアントデータベースに追加されているクライアントには影響しませ
ん。

「マルチキャスト実行時間」「マルチキャスト実行時間」：Retrospect は、この「実行時間」の値をマルチキャストの UDP パ
ケットに割り当てます。この値は、パケットが破棄されるまでに実行できるルータの最大ホップ数
です。「実行時間」の値を増やすことにより、Retrospect は、IGMP ケーブルルータで接続された
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より多くのサブネット上でクライアントを検索することができます。IGMP をサポートしていない
ルータは、マルチキャストの UDP パケットを転送しません。

Chapter 8

新 Retrospect クライアント ソフトウェア
Retrospect クライアント ソフトウェアを使用すれば、個人のユーザーでもコンピュータ上で実行す
るバックアップおよび復元操作をコントロールすることができます。 同ソフトウェアは Windows
と Mac OS 向けに新デザインが登場しました。 新しい特長は以下の通りです:

▪ Windows タスクバーと Mac メニューバーを統合した最新のユーザーインターフェイス
▪ ユーザー始動によるバックアップと復元
▪ オプションを改善し、使いやすく整理した環境設定パネル
▪ リンク内暗号化に強力な AES-256 暗号を採用

注記注記 : Retrospect ではシステム管理者がこれらの機能へのアクセス制限を管理できます。 詳細
は、クライアント機能と環境設定のロック。

Chapter 8

ユーザー始動によるバックアップと復元

ユーザーは、デスクトップから直接ファイルを復元したり、バックアップを要求できるようになり
ました。 Retrospect クライアント ソフトウェアをインストールすると、Retrospect アイコンが
Windows タスクバーまたは Mac OS メニューバーに追加されます。 このアイコンをクリックする
とメニューが開き、バックアップまたは復元操作を開始することができます。
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ユーザー始動によるバックアップ

このバックアップ方法は、特定のファイルやフォルダを迅速に保護したい場合に適しています。 こ
の方法は定期的なバックアップの代替方法ではなく、コンピュータのフルシステムバックアップを
実行する場合には使用できません。

ユーザー始動によるバックアップを実行するにはユーザー始動によるバックアップを実行するには:
1. Windows タスクバーまたは Mac OS メニューバーの Retrospect アイコンをクリックします。
2. 今すぐバックアップ今すぐバックアップを選択します。

3. [バックアップファイルとフォルダを使用] ダイアログボックスで、バックアップ対象の項目を選択
します。

4. バックアップバックアップをクリックします。

ユーザー始動によるバックアップに関する注意事項:

▪ [今すぐバックアップ] および [ファイルを復元] メニュー項目は、クライアントコンピュータが
Retrospect サーバ（これらのオプションが有効になる）にログインするまで、非アクティブで
す。

▪ Mac: デフォルトでは、バックアップされたファイルとフォルダは Retrospect クライアント環
境設定 でシステム管理者が選択したメディアセットに保存されます。メディアセットは、バッ
クアッ プオンデマンドポップリストを使って選択します。

▪ Windows: デフォルトでは、バックアップされたファイルとフォルダは Retrospect クライアン
ト環境設定内でシステム管理者が選択したバックアップセットに格納されています。 バックア
ップセットは、バックアップオンデマンドバックアップオンデマンドポップリストを使って選択します。

ユーザー始動による復元

復元を実行するには、クライアントのコンピュータにあるタスクバーまたはメニューバー上で復元復元
ボタンをクリックします。これは Retrospect クライアント環境設定ウィンドウの履歴履歴タブにあり
ます。

ユーザー始動による復元を実行するにはユーザー始動による復元を実行するには:
1. クライアントのコンピュータでタスクバーまたはメニューバーにある Retrospect アイコンを
クリックします。

2. ファイルを復元ファイルを復元を選択します。

3. [ファイルとフォルダを復元] ウィンドウで、メニューから復元したいファイルを含むバックアップ
を選択します。

Retrospect 指定のバックアップに含まれるファイルの一覧を検索します。 リストの表示に時間がか
かることがあります。

4. 復元するファイルを選択します。
5. 復元復元をクリックします。

すでにある場所にファイルを復元する場合、確認ダイアログが表示されます。

6. 別の場所を選択するには、参照参照をクリックします。 続行するには、復元復元をクリックします。
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クライアント環境設定の改善

Retrospect クライアント環境設定ウィンドウをクライアント環境設定ウィンドウを Mac で開くにはで開くには :

▪ メニューバーの Retrospect メニューアイコンをクリックします。Retrospect クライアント環境
設定を選択します。

▪ ドックでシステム環境設定をクリックします。Retrospect クライアントアイコンをクリックし
ます。

▪ Apple メニューからシステム環境設定を選択します。Retrospect クライアントアイコンを クリ
ックします。

Retrospect クライアントクライアント コントロールパネルをコントロールパネルを Windows で開くにはで開くには:

▪ スタートスタート > プログラムプログラム （またはすべてのプログラム）（またはすべてのプログラム）> Retrospect > Retrospect クライアンクライアン
トトをクリックします。

▪ Windows のタスクバーで Retrospect クライアント アイコンをクリックし、Retrospect クライクライ
アント環境設定を開くアント環境設定を開くを選択します。

クライアント環境設定の設定

環境設定は、 ステータス、履歴、通知、プライバシー、スケジュールのカテゴリに分類されていま
す。 カテゴリボタンのいずれかをクリックして、各設定にアクセスします。
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ステータス環境設定

▪ Retrospectサーバサーバによる保護:バックアップコンピュータによるクライアントへのアクセスを
拒否にしたい場合に、このオプションを使用します。

▪ クライアント名クライアント名 : Retrospect が使用するクライアント名とクライアント IP アドレスがここに表
示されます。

▪ ステータス領域ステータス領域 : 最新バックアップと次のバックアップに関する情報が表示されます。 バック
アップが実行中の場合は、進捗バーが表示されます。

履歴環境設定

▪ 履歴領域履歴領域 : ディスクベースのバックアップが一覧表示されます。 各行ごとにバックアップ情報
と復元復元ボタンが表示されます。 緑のアイコンはバックアップが正常に完了したことを示しま
す。 黄色のアイコンは、バックアップの1つ以上のファイルで問題が発生したことを示します。
赤のアイコンはバックアップに失敗したことを示します。 いずれかのバックアップから作業の
復元を開始するには、該当する復元復元ボタンをクリックします。

通知環境設定

▪ バックアップ後に通知バックアップ後に通知 : バックアップやその他の操作が完了すると、メッセージを表示します。
▪ N日日間バックアップがない場合に通知: 入力ボックスで指定した日数、クライアントがバックア
ップされていない場合、メッセージを表示します。

▪ SMART エラーを報告エラーを報告 : Retrospect がクライアントの SMART ハードドライブのボリュームで
エラーを検出すると、"プロアクティブバックアップ"（使用可能な場合）からのバックアップを
要求します。 この設定のデフォルトはオフです。
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プライバシー環境設定

▪ プライバシー領域プライバシー領域 : この領域には "プライベート" として指定されたファイルやフォルダを表示
します。 "プライベート" ファイルは、Retrospect サーバで非表示で、バックアップされませ
ん。 ボリュームやファイル、フォルダを "プライベート" に指定する場合は、ここへドラッグし
ます。

▪ 追加追加/削除ボタン削除ボタン : プライバシーリストにファイルやフォルダを追加するには、追加追加ボタンを
クリックして追加するファイルやフォルダまで移動します。リストから項目を削除する場合は、
[除外] 領域で項目を選択し削除削除ボタンをクリックします。

▪ システム上でのファイル変更をシステム上でのファイル変更を Retrospect に許可（復元に必須）に許可（復元に必須）:このオプションを選択解除
すると、クライアントをバックアップすることはできますが、クライアントのファイルをバック
アップコンピュータによって復元、修正、または削除することはできません。 この設定は、デ
フォルトではオンになっています。

スケジュール環境設定

▪ プロアクティブバックアップは以下の日付まで延期プロアクティブバックアップは以下の日付まで延期 [日付日付 & 時刻時刻] : 指定した時刻または日付ま
で、クライアントコンピュータのバックアップが実行されません。最大で現在の時刻から1週間
後まで設定できます （時刻および日付をクリックして、数字を入力するか、矢印をクリックし
て変更します）。

Chapter 8

クライアント機能と環境設定のロック

Retrospect システム管理者には、ユーザーによる特定のクライアント設定変更を阻止する権利があ
ります。 例えばユーザーがコンピュータをバックアップしないように設定した場合、管理者として
はこれは好ましくありません。

システム管理者にとって最も効率的なワークフローは、標準のロックアウト環境設定を確立し、
クライアントごとに必要なカスタム化を適用していく方法です。 以下にその手順を説明します。

デフォルトのロックアウト環境設定を設定するにはデフォルトのロックアウト環境設定を設定するには:
1. ロックアウトコントロールは Retrospect コンソールにあります。 Mac: Retrospect > 環境設定を選
択 し、クライアントタブをクリックします。で、構成 > 環境設定 > クライアントに許可 を選択し
ます。。Windows: Retrospectコンソールサイドバーで、構成構成 > 環境設定環境設定 > クライアントに許可クライアントに許可
を選択します。

2. クライアントに許可クライアントに許可セクションで、以下のような1つ以上の設定を修正します:
▪ Retrospectクライアントクライアント ソフトウェアソフトウェアを終了: これをチェックすると、Retrospect サーバでク
ライアントが非表示になります。 サーバとクライアントの通信はすべて切断されます。 クライ
アントがオフの間、すべての実行予定のバックアップ スケジュールは実行されません。

▪ バックアップの実行を中止バックアップの実行を中止 : これをチェックすると、進行中の操作を停止することができます。
▪ バックアップから項目を削除バックアップから項目を削除 : これをチェックすると、ファイル、フォルダー、
ボリュームをプライベートとしてマークし、Retrospect で非表示になります。

▪ 読み取りアクセスみ取りアクセス専用用 : これをチェックすると、Retrospect はユーザーのコンピュータ上でファ
イルの書き込みや削除が実行不可になります。

▪ バックアップオンデマンドバックアップオンデマンド : これをチェックすると、ユーザーは指定のバックアップセットへ必
要に応じてバックアップを開始できます。バックアップセットの選択バックアップセットの選択...をクリックをクリック [バックアッ
プセット] を選択します。

▪ オンデマンドで復元オンデマンドで復元 : これをチェックすると、ユーザーは利用可能なバックアップセットから、
必要に応じて復元を開始できます。
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各クライアントのデフォルト環境設定をカスタマイズするには各クライアントのデフォルト環境設定をカスタマイズするには:
1. Mac: Retrospect コンソールバーでソースを選択します。Windows: でソースソースを選択します。

Retrospect サイドバーで構成構成 > クライアントクライアントを選択します。

2. リストからクライアントを選択します。
3. をクリックします。プロパティプロパティをクリックします。

4. このクライアントにあわせて環境設定を修正します。

クライアントのバックアップ

バックアップコンピュータに直接接続されたボリュームをバックアップするのと同じ方法で、クラ
イアントボリュームをバックアップします。

基本バックアップまたはスクリプトによるバックアップを設定すると、元ボリュームのボリューム
選択ウィンドウには、バックアップクライアントコンテナの下に利用可能な各クライアントが、
個々のクライアントコンテナの下には利用可能な各クライアントボリュームが、それぞれ表示され
ます（コンテナを参照）。

基本バックアップを設定するか、バックアップスクリプトを作成すると、元ボリュームのボリュー
ム選択ウィンドウからクライアントやクライアントボリュームを、いくつかの異なる方法で選択す
ることができます。クライアントコンテナ、特定ボリューム、またはバックアップクライアントコ
ンテナを選択できます。クライアントコンテナまたはバックアップクライアントコンテナの使用を
お勧めします。以下に各方法の特長を説明します。

バックアップクライアントコンテナを選択すると、後で追加する新規クライアントなど、バックア
ップ時にログインする個々のクライアントコンテナ（以下に説明）がすべて選択されます。

クライアントコンテナを選択すると、クライアントの一般的な設定で特定されるボリュームが選択
されます。クライアントの一般的な設定については、「ボリューム」タブを参照してください。ク
ライアントコンテナを使用すると、名前が変更されているボリューム、置換されているボリュー
ム、またはパーティション分割されているボリュームのバックアップを管理者の介入なしに続行で
きるので、簡単でメンテナンスが不要になります。

個々のボリュームを選択すると、コンテナとは異なり、特定のボリュームだけが選択されます。
Retrospect は、名前が変更されているボリュームの選択を続行しますが、新規の置換されたボリュ
ームやパーティション分割されたボリュームに合うように自動的に調整することはありません。ク
ライアント設定を変更した場合、調整のために介入する必要があります。この方法でボリュームを
選択すると、特定クライアントの一部のボリュームをバックアップする場合などに役立ちます。ボ
リューム選択の詳細については、ボリュームの操作を参照してください。

スクリプトでフォルダまたはグループを選択する場合は、フォルダまたはグループに置かれている
すべてのボリュームとクライアントコンテナが選択されます。この方法は、元ボリュームを 1 つの
場所（「設定」>「ボリューム」で利用できるボリュームデータベースウィンドウ）で管理できる
のでスクリプト管理が簡単になります。フォルダをバックアップクライアントコンテナで使用する
ことで、多くのクライアントをより適切に構成することができます。グループを使用することで、
同時にバックアップする必要があるボリュームとクライアントのリストを作成することができま
す。
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公開鍵/秘密鍵方式でバックアップクライアントデータベースに自動的に追加された Windows 用
Retrospect クライアントコンピュータは、バックアップクライアントコンテナのフォルダ
「Automatically Added Clients」にグループ分けされます。Retrospect の「クライアントを自動で
追加」設定を有効にし、スクリプトで記述されたバックアップ元として 「Automatically Added
Clients」 フォルダを選択すると、Retrospect によって新規クライアントがこのフォルダに自動的に
追加され、バックアップされます。バックアップ管理者の操作はいっさい不要です。この機能の制
限を含む詳細については、クライアントの追加を参照してください。

Windows クライアントの操作
この項には、Windows クライアントの使用方法に関するヒント、および Windows クライアントの
制限についての情報があります。

Windows システム状態のバックアップシステム状態のバックアップ

Windows システム状態をバックアップするオプションがオン（Windows システムオプションを参
照）で、Windows フォルダがファイルの選択基準に含まれている場合、Retrospect は Windows シ
ステム状態をバックアップします。

システム状態はクラッシュまたは破損した Windows コンピュータ全体を復元するために必要であ
るため、バックアップではこのオプションの検証を必ず行ってください。

除外されるファイル

Retrospect は特定ファイルをバックアップまたは復元から除外するため、これらのファイルをブラ
ウザで表示しません。特定のファイルとは、アクティブな仮想メモリスワップファイル（Swp また
は .Par および Pagefile.Sys）および一部のクライアントソフトウェアファイルです。

オープンファイル

オープンファイルバックアップのライセンスコードを持つ場合、Windows クライアントコンピュー
タ上にあるオープンファイルをバックアップすることができます。

Windows コンピュータ上の開いているファイルをバックアップするには、NTFS ボリュームが
なければなりません。

オープンファイルバックアップを持たない場合は、開いていた書類やアプリケーションが閉じてい
ることを確認してからバックアップしてください。

スクリーンセーバー

バックアップ時に最適なパフォーマンスを維持するには、Windows クライアントコンピュータで処
理の激しいスクリーンセーバーを使用しないことが必要です。

Mac OS クライアントでの作業
この項には、Mac OS クライアントの使用方法に関するヒントと、Mac OS クライアントの制限に
ついての情報があります。Retrospect には、Mac OS クライアント専用に設計された複数の実行オ
プションがあります。詳しくは、Macintosh クライアントオプションを参照してください。
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FileVault

Mac OS X 10.3 には、FileVault と呼ばれる新機能があります。FileVault を有効にすると、「ホー
ム」フォルダの内容全体が実行中に sparseimage ファイルに暗号化され、このファイルから復号化
されます。

sparseimage ファイルは頻繁に変更されるため、Progressive バックアップで常にバックアップされ
ます。これに加えて、このファイルはかなり大きくなり、ほとんどの場合適切に復元できないた
め、Retrospect, Inc. では Mac OS X クライアントコンピュータの FileVault を無効にすることを推
奨します。

FileVault を有効にしなければならない場合は、すべてのユーザデータがバックアップされ、復元で
きるように、次の手順を実行してください。

▪ すべての FileVault ユーザがログインしていることを確認する
▪ 各ユーザのボリュームをバックアップの元ボリュームとして選択する

クライアントコンピュータに、FileVault を有効にしたユーザのアカウントが複数ある場合は、すれ
らのユーザをすべてログインさせる必要があります。

上記の例では、名前の横にチェックマークの付いたユーザがログインしています。

これらのユーザがログインすると、Retrospect の「ボリュームデータベース」ウィンドウに、これ
らの各ユーザのフォルダが、それぞれ個別のクライアントボリュームとして表示されます。たとえ
ば、FileVault のユーザである Chester がログインすると、「Chester」という名前の新しいボリュ
ームが Retrospect の「ボリュームデータベース」ウィンドウに表示されます。
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上記の例では、benc と chester がローカルコンピュータの FileVault ユーザです。

ユーザのデータを確実にバックアップするには、FileVault ユーザのボリュームを元ボリュームとし
て選択する必要があります。起動ディスクボリュームを選択しても、ユーザのデータは正しくバッ
クアップされません。バックアップクライアントコンテナまたは特定のクライアントを選択する
と、その中にある FileVault ボリュームも選択されます。

スリープ環境設定

スリープ状態にある Mac OS クライアントコンピュータを、Retrospect から復帰させてバックアッ
プすることはできません。各 Mac OS クライアントコンピュータの環境設定で、スリープしないよ
うに設定していることを確認してください。

UNIX クライアントの操作
この項には、UNIX クライアントの使用方法に関するヒント、および UNIX クライアントの制限につ
いての情報があります。UNIX クライアントをバックアップする場合は、その制限に留意する必要
があります。Retrospect には、UNIX クライアント専用に設計された複数の実行オプションがあり
ます。詳しくは、UNIX クライアントオプションを参照してください。

除外されるファイル

Retrospect は特定の UNIX クライアントファイルをバックアップまたは復元から除外するため、こ
れらのファイルをブラウザで表示しません。

次のタイプのファイルはバックアップから除外されます。

▪ character device crw-------
▪ block device brw-------
▪ socket files srw-------
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▪ fifos prw-------
▪ doors drw-------
ファイルの命名

Linux には大文字と小文字を区別したファイル名があります。これは、「myfile」と「Myfile」が別
のファイルであることを意味します。一方、Windows、Mac OS、および には大文字と小文字を区
別したファイル名はありません。そのため、「myfile」と「Myfile」は同じファイル名と見なされま
す。

これらの 2 つのファイルが UNIX クライアントから Windows、Mac OS、または システムにコピー
されると、「myfile」と「Myfile-1」という名前になります。ファイルがコピーされて UNIX コンピ
ュータに戻されると、それらの名前は「myfile」と「Myfile-1」になります。

▪ 一部の Mac OS システムでは、ファイル名の大文字と小文字の使い分けがサポートされてお
り、これらのファイルを UNIX コンピュータとやり取りしてもファイル名が変化しません。

ファイルシステム変換

Retrospect では、異なるオペレーティングシステムとファイルシステムを使用するコンピュータ間
でデータを復元および複製することができます。2 つのファイルシステムが完全に同じ属性やファ
イル形式をサポートすることはないので、1 つのファイルシステムから別のファイルシステムにコ
ピーすると、情報が消失する場合があります。

Retrospect はデータを消失しない次のファイルシステム変換をサポートします。

▪ FAT（Windows）から HFS（Macintosh）へ
▪ FAT から NTFS（Windows）へ
▪ HFS から NTFS へ
▪ FAT から UNIX ファイルシステムへ
▪ UNIX から HFS（Mac OS X のみ）へ

Retrospect は、次のファイルシステム変換をサポートしますが、拡張情報またはデータは消失しま
す。

▪ HFS から FAT へ：HFS ファイルのデータフォークはコピーされますが、属性、権限、リソース
のフォークはコピーされません。

▪ NTFS から FAT へ：最初のデータストリームはコピーされますが、すべての許可と残りの NTFS
データはコピーされません。

▪ NTFS から HFS へ：NTFS ボリューム上の Services for Macintosh のデータは、消失しないで
Macintosh HFS ボリュームに復元または複製されます。Windows NTFS データを HFS にコピー
すると、最初のデータはコピーされますが、すべての許可と残りの NTFS データはコピーされ
ません。

▪ NTFS から UNIX へ：許可と残りの NTFS データは消失します。
▪ UNIX から HFS（Mac OS 9.x）へ：UNIX ファイルの許可、所有者、グループの各属性、特別な
ファイルの属性（ハードリンクなど）が消失します。

▪ UNIX から FAT へ：UNIX ファイルの許可、所有者、グループの各属性、特別なファイルの属性
（ハードリンクなど）が消失します。

▪ Mac OS のファイル名は、Windows のファイル名で禁止されている文字を含むことができま
す。これらの不正文字は、「/」、「¥」、「:」、「*」、「"」、「<」、および「>」です。
Macintosh ファイルを Windows ボリュームに復元または複製する場合、Retrospect では、これ
らの不正文字をすべてハイフン（-）に置き換えます。
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Microsoft ネットワークボリューム
Retrospect クライアントソフトウェアの代わりに Microsoft ネットワークを使用して無人バックア
ップを設定する場合は、ボリュームに対して権限を持つユーザとして Retrospect を実行する必要が
あります。詳しくはセキュリティ環境設定を参照してください。

ボリュームデータベースにネットワークボリュームを追加する方法は、マイネットワークを参照し
てください。

この方法で Microsoft ネットワークのボリュームをバックアップする場合には、Retrospect に
よるレジストリとシステム状態のバックアップは行われません。レジストリとシステム状態を
バックアップするには、対象のコンピュータに Retrospect クライアントソフトウェアをインス
トールし、そのコンピュータを Retrospect のクライアントとして使用します。

ネットワークバックアップのガイドライン

この項では、Retrospect を使用してワークグループのバックアップを設定するための情報、アドバ
イス、ワークシートについて説明します。

一般に、個々のバックアップに適用されるのと同一の原則が、クライアントコンピュータのネット
ワークバックアップにも適用されます。個々のバックアップとネットワークバックアップとの主な
相違は、ストレージ容量の制限を圧倒するデータ量にあります。データの実質量や頻繁に発生する
ネットワークバックアップの速度低下の結果、時間も制限される場合があります。ネットワーク全
体を一晩でバックアップできない場合は、バックアップを何日かの夜間に分割したり、書類だけを
バックアップしたり、Proactive Backup スクリプトを使用したりすることを検討する必要がありま
す。

この項で扱う情報は、すべてのローカルエリアネットワークに適用できますが、例では、基本的な
Ethernet ネットワークのインストールを想定しています。ネットワークがルータやゲートウェイな
どのネットワーク間デバイスを含む場合、バックアップワークグループの一部のメンバーがネット
ワーク間デバイスによって分割されない限り、ほとんどの計算を適用できます。ルータやゲートウ
ェイ経由でバックアップを実行すると、バックアップを完了するための時間が増加します。

バックアップデバイスの選択

バックアップデバイスの容量は、一般に自動実行のワークグループバックアップでは最も重要な検
討事項です。ネットワークのバックアップほど、容量を消費するものは他にありません。容量が大
きければ、多くのクライアントコンピュータから多くのファイルをバックアップしたり、バックア
ップするファイルの選択基準を広げたり、メディア交換にかかる合計時間を増やしたり、1 メディ
ア当たりのバックアップセッション数を増やしたりすることが可能になります。

バックアップデバイスに十分な容量がなければ、バックアップの完了前にメディアを交換する必要
があるため、自動実行のバックアップは完了できません。

バックアップコンピュータの選択

この項では、正しいバックアップデバイスを選択するための方法や、計画したネットワークバック
アップに適するバックアップコンピュータを選択するための方法についてアドバイスします。

ファイルサーバをバックアップコンピュータとして使用する必要はありません。デスクトップコン
ピュータやサーバをバックアップコンピュータに使用する利点に、デスクトップコンピュータやサ
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ーバをバックアップコンピュータに使用する利点を示します

バックアップコンピュータには、Windows と互換性を持つモデルならどれでも使用できますが、ネ
ットワークバックアップの実行に対応できるかどうかを考慮して選択する必要があります。たとえ
ば、中小規模のハードディスク容量を搭載する少数のクライアントコンピュータをバックアップす
る場合は、400 MHz Pentium の使用をお勧めします。これに対し、大容量のファイルサーバや数千
ものファイルを持つクライアントコンピュータ群をバックアップする場合は、Pentium IV の使用を
お勧めします。以下に、選択する際の検討事項を示します。

バックアップコンピュータのパフォーマンスが、システム全体のパフォーマンスに影響することは
よくあることです。一般に、高性能のコンピュータほど、より多数のクライアントコンピュータか
らより多くのデータをネットワーク経由でバックアップできます。

M = J / L

ソフトウェアの圧縮と暗号化で CPU の使用量が著しく増加します。これらの機能の使用を考えて
いるなら、Pentium IV などのより強力な CPU を搭載するモデルを選択する必要があります。

バックアップコンピュータが、ほとんどのファイルを格納するネットワークボリュームを処理する
のに十分な RAM を持つことを確認します。所有するファイルが多くなれば、多くの RAM が必要に
なります。

バックアップコンピュータが予定時間内にバックアップを完了しない場合、またはボリュームのバ
ックアップ回数を増やしたい場合は、高速のバックアップコンピュータや高速のバックアップデバ
イス、またはその両方が必要になることがあります。

詳しくは、リソースの管理を参照してください。

暗号化と圧縮
Retrospect は暗号化機能を提供して、バックアップ時に権限のないアクセスからデータを保護しま
す。また、圧縮機能を提供して、保存されるデータを圧縮することでバックアップデバイスの容量
を節約します。これらの機能のいずれか 1 つを使用するか両方を使用するかにより、選択するバッ
クアップデバイスのタイプが影響を受けることがあります。Retrospect による暗号化と圧縮は、バ
ックアップ速度を低下させることに注意してください。特に、コンピュータの CPU が強力でない
場合は、速度への影響が顕著になります。圧縮をサポートするテープドライブを持つ場合、テープ
ドライブは、Retrospect よりも高速にデータを圧縮するので圧縮タスクも実行します。以下の表を
参照して、圧縮や暗号化を使用する必要があるか、バックアップ機器として圧縮テープドライブが
適しているかなどを判断してください。

機機
能能

説明説明 手手続きき 実行内容実行内容

圧
縮

バックアップデバイ
スはメディア上によ
り多くのファイルを
保存できます。

データ内のパ
ターンを検出
します。検出
するパターン
が多くなる
と、圧縮率が
高くなりま

圧縮ドライブがある場合、データの圧縮が
Retrospect よりも速いので、Retrospect は圧縮
のタスクをハードウェアに任せます。
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す。

暗
号
化

バックアップにセキ
ュリティを追加しま
す。

権限のないア
クセスを防止
するためにデ
ータの出現を
ランダムにし
ます。

Retrospect は常時暗号化を管理します。

暗
号
化
の
伴
う
圧
縮

バックアップデバイ
スはメディア上によ
り多くのファイルを
保存できるだけでな
く、バックアップに
セキュリティを追加
します。

圧縮は暗号化
の前に実行す
る必要があり
ます。

Retrospect では両方の機能を実行する必要があ
ります。圧縮ドライブがある場合は、両方を使
用できないので、暗号化を使用するかハードウ
ェア圧縮を使用するかを選択する必要がありま
す。暗号化を使用すると、Retrospect は自動的
にハードウェア圧縮を無効にします。

デバイス容量ワークシートデバイス容量ワークシート

このワークシートを使用して、ワークグループ用バックアップデバイスに必要な最小容量を概算し
ます。Gで算出された値は、メディアを交換しないで自動実行のバックアップを完了するためにバ
ックアップデバイスメディアが必要とする最小容量です。

項目項目 説明説明 値値

A. 合
計デ
ィス
ク容
量

ユー
ザ定
義

別のページに、ワークグループのコンピュータと個々のディスクサイズ（MB）を
示します。

合計を計算し、結果を Aに代入します。

B. デ
ータ
重複
量の
概算

ユー

Retrospect がバックアップを一度だけ実行する場合に、どれくらいのデータが重
複するかを概算します。ワークグループのすべてのメンバーが同一のアプリケーシ
ョン、ディクショナリ、フォントなどを使用する場合は、60%（0.6）のデータ重
複があると考えられます。平均的なネットワークの場合、30%（0.3）を代入しま
す。

重複パーセントの概算を小数点形式で Bに代入します。
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ザ定
義

C. 縮
小要
素

C =
1 - B

1 から値 Bを減算して、データ縮小要素を取得します。たとえば、Bが 0.3 の場
合、縮小要素は 0.7（ 1 - 0.3 = 0.7 になるため）になります。

差を計算し、結果を Cに代入します。

D. 縮
小デ
ータ

D =
A ∗
C

バックアップに必要な圧縮前のデータの実容量を概算するには、合計ディスク容量
（A）と縮小要素（C）を乗算します。

積を計算し、結果を Dに代入します。

E. 圧
縮の
概算

ユー
ザ定
義

圧縮率はファイルにより異なります。テキストファイルの圧縮率は高く、アプリケ
ーションファイルの圧縮率は低くなります。予測できる通常の圧縮率は
50%（0.5）です。ネットワークのバックアップで予測できる平均的な圧縮率は
30%（0.3）です。圧縮を使用しなければ、0 を代入します。

圧縮パーセントの概算を小数点形式で Eに代入します。

F. 圧
縮要
素

F = 1
- E

1 から圧縮の概算（E）を減算します。たとえば、Eが 0.30 （30%）の場合、Fは
0.70（ 1 – 0.30 = 0.70）になります。

差を計算し、結果を Fに代入します。

G.
必要
なバ
ック
アッ
プ容
量

必要最小限のバックアップデバイス容量を計算するには、縮小データ量（D）と圧
縮要素（F）を乗算します。

積を計算し、結果を Gに代入します。
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G =
D ∗
F

バックアップ所要時間ワークシートバックアップ所要時間ワークシート

バックアップデバイスのサイズが決定したら、以下のワークシートを使用して、ネットワークバッ
クアップで必要な時間数を決定します。合計時間が 12 時間よりも少ない場合は、一晩で書き替え
バックアップを完了できます。合計時間が 12 時間を超える場合は、書き替えバックアップを週末
だけ実行することや、書類や環境設定だけをバックアップすることなど別の計画を検討する必要が
あります。

別の計画については、バックアップ計画を参照してください。

項目項目 説明説明 値値

H. バック
アップ
容量の必
要条件

H = D

Hには、デバイス容量ワークシートの項目 Dの合計縮小データを代入しま
す。

I. 検証乗
数

ユーザ定
義

検証を使用しない場合は、1 を代入します。完全検証では 1 .7 で開始しま
す。メディア検証では 1.2 で開始します。ソフトウェアの圧縮または暗号化
を使用する場合は、0. 1～ 0.5 だけ増やします。バックアップコンピュータ
が遅い場合は、値を増やします。

検証乗数を Iに代入します。

J. 合計転
送量

J = H ∗ I

ネットワーク経由で転送されるデータの合計量を求めるには、バックアップ
容量の必要条件（H）と検証乗数（I）を乗算します。

積を計算し、結果を Jに代入します。

K. ネット
ワークの
スループ
ット

ユーザ定

スループット率は、ネットワークのケーブル方式で変動します。10BaseT の
場合は 2400 MB/時を使用し、100BaseT の場合は 9600 MB/時を使用しま
す。

1 時間当たりの MB の値を Kに代入します。
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義

L. 調整後
のネット
ワークの
スループ
ット

L = K ( 1 -
.05n)

ルータを使用するバックアップでは、一般に各ルータに対してパフォーマン
スを 5% 減算します（nはルータ数）。

差を計算し、結果を Lに代入します。ルータまたはブリッジを使用していな
い場合は、Lに Kの値を代入します。

M. 所要時
間

バックアップに必要な合計時間数を決定するには、合計転送量（J）を調整後
のネットワークのスループット（L）で除算します。

商を計算し、結果を Mに代入します。
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Chapter 9

障害復旧

▪ Retrospect Emergency Recovery ディスクの作成
▪ Retrospect Emergency Recovery ディスクの使用
▪ 別のハードウェア上でシステムを起動可能にする場合

起動不可能なコンピュータを正常に復元するには、まずコンピュータの起動ボリュームと、その他
の復元したいディスクの Retrospect の完全バックアップが必要です。 また、バックアップを格納
しているバックアップセット ストレージ メディアとバックアップ セットに適合するカタログファ
イルへのアクセスも必要です。 総合バックアップ ストラテジーとして、Retrospect のカタログフ
ァイルをネットワークボリュームや他のコンピュータなど、別メディアへとコピーする作業が含ま
れます。

起動不可能なコンピュータの復元方法として、起動不可能なコンピュータの復元方法として、2つの方法がありますつの方法があります:

▪ Retrospect Emergency Recovery ディスクからコンピュータを起動し、コンピュータの復元を実
行（最短時間で実行可能）

▪ Windows オペレーティングシステムのほかに、Retrospect アプリケーションまたは Retrospect
クライアント ソフトウェアのいずれかをインストールし、Retrospect ユーザーガイドの 207ペ
ージの「完全バックアップからの復元」にある完全復元を実行します。

Windows用Retrospectには、Windows 8.1®およびWindows Server 2012 R2®を通じWindows XP®
と互換性のある強化された障害復旧ワークフローが搭載され、64ビットのPCやドライバに完全に対
応しています。さらに、Windows 用Retrospect’s Dissimilar Hardware RestoreはWindows 8.1®、
Windows 2012 R2®および64ビットのオペレーションシステムとドライバに完全に対応していま
す。

Retrospect Emergency Recovery ディスクの作成
障害復旧ウィザードは ISO イメージを作成し、これをディスクに焼きつけることで、コンピュータ
の起動に使用したり、ハードウェア（ハードドライブなど）の故障などの災害時に以前の状態に復
元できるよう使用できます。 ご使用のシステム、プログラム、および格納されているデータを完全
に保護するため、以下のステップに従って起動可能ディスクを迅速に作成するよう奨励します。

ISO イメージの作成前に以下が揃っていることを確認してください。イメージの作成前に以下が揃っていることを確認してください。

▪ Microsoft Windows Assessment and Deployment Kit (Windows ADK)。障害復旧ウィザードを実
行するコンピュータ上にインストールされていること。 Retrospect 処理中に Windows ADK の
ダウンロードが可能です。

▪ ISO イメージに追加したいドライバやパッケージ（package.cabなど）をISO イメージ作成前前に
以下のディレクトリに保管する。

<retrospect application>/drsupp/drivers

▪ 空のオプティカルディスク
起動可能ディスクを作成するには起動可能ディスクを作成するには:

1. Retrospect ナビゲーションバーから、バックアップバックアップ > 障害復旧障害復旧に進みます。
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2. 次へ次へをクリックします。

次に Windows ADK ソフトウェアを求められます。 Retrospect は Emergency Recovery ディスクの
作成に ADK を使用します。

3. Microsoft Windows ADK イメージをダウンロードイメージをダウンロードリンクをクリックするか、または既に
ソフトウェアをダウンロードしインストールしている場合には、参照参照...をクリックします。

4. インストール済みの Windows ADK ソフトウェアを検索するには、該当するフォルダを参照し開く開く
をクリックします。
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次に Disaster Recovery CD-R イメージファイルの場所を確認するよう尋ねられます。

5. デフォルトの場所を確認するには次へ次へをクリックし、別の場所を指定するには参照参照...をクリックし
ます。

これで障害復旧の準備が完了しました。
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6. ISO イメージファイルをオプティカルディスクに焼きつけ、安全な場所に保管してください。

注記注記 : [障害復旧] イメージの作成中にエラーが発生した場合（イメージに十分なディスク容量
がないなど）、ログを開くログを開くをクリックして Retrospect 操作ログファイルを閲覧できます。

Retrospect Emergency Recovery ディスクの使用
Retrospect Emergency Recovery ディスクから Windows コンピュータを起動したら、そのハード
ディスクドライブを分割、またはフォーマットすることができます。その方法として、ローカルに
復元するか、あるいはバックアップが格納されているストレージメディア接続の Retrospect
アプリケーションを使用するか、もしくは Retrospect クライアント ソフトウェアを利用して
ネットワーク上の Retrospect サーバから実行するか、のいずれかの方法で行ないます。

注記注記 : Retrospect Emergency Recovery ディスクと Retrospect 復元処理は、バックアップ作成
に利用したハードウェアに類似したハードウェアに復元するよう設計されています。ここで
は、セットアップ先のコンピュータがソースコンピュータと完全に異なる場合ではなく、ハー
ドディスクドライブが置き換えられた場合のハードウェアを指します。

Retrospect Dissimilar Hardware Restore アドオンを使用すると、別メーカーの
ハードウェアを搭載したコンピュータが故障または紛失した際、これを置き換える場合など、
別のハードウェアへの完全復元を実行できます。 詳細は別のハードウェア上でシステムを起動
可能にする場合を参照してください。

実行にあたっての準備

起動不可能なコンピュータを正常に回復するには、まずそのコンピュータの起動ボリュームの完全
Retrospect　バックアップのほかに、復元するその他のディスクを準備する必要があります。 ま
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た、バックアップを格納しているバックアップセット ストレージ メディアとバックアップ セット
に適合するカタログファイルへのアクセスも必要です。 包括的バックアップ戦略では、
ネットワークボリュームまたは別のコンピュータなど、別メディアに Retrospect
のカタログファイルのコピーを作成する必要があります。

注記注記 : バックアップファイルセットのカタログファイルのコピーがない場合、メディアから再
作成することができますが、復元完了にさらに時間がかかることになります。

注記注記 : Windows Vista、Windows 7、Windows 8、Server 2008、Server 2008 R2、Server 2012
のいずれかがインストールされていたディスクで復元する場合には、物理
ターゲットのハードディスクドライブには、同容量かそれ以上の容量が必要です。
ソースディスクに存在していたリカバリ用パーティションなど、非表示のパーティションが正
しく復元されていることを確認してください。

はじめよう

起動不可能な状態にあるコンピュータで Retrospect を実行していた場合、Retrospect
アプリケーションを使ってローカルに復元します。 回復しようとしているコンピュータが、通常、
Retrospect を実行しているネットワーク上の別コンピュータのクライアントとしてバックアップさ
れていた場合には、Retrospect クライアント方法を使って復元を行ないます。

復元するコンピュータのオプティカルドライブに Retrospect Emergency Recovery ディスクを挿入
し、電源を入れてディスクから起動します。

注記注記 : ディスクから起動する場合、コンピュータの BIOS 設定で起動順序を調整が必要な場合
があります。起動プロセス中の BIOS 設定の変更方法については、ご使用のコンピュータの機
種に対応したマニュアルを参照してください。

Retrospect Emergency Recovery ディスクから起動し、利用条件に同意すると、Emergency
Recovery ウィザードのホーム画面が表示されます。
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この画面からは、コンピュータのリカバリに必要なすべてのツールにアクセスできます。 この画面
では、ハード ディスク ドライブを分割またフォーマットし、ネットワークまたはストレージデバイ
スへのアクセスに必要なコンポーネントのドライバをインストールし、ネットワークドライブをマ
ップできます。 上記のツールを使用して環境を設定したら、Retrospect アプリケーションを使用し
てローカルに復元するか、またはネットワーク上の Retrospect サーバからクライアントとして復元
するかのいずれかを選択します。

回復のためのハードディスクドライブの設定

Emergency Recovery 処理を続行する前に、コンピュータのハードディスクドライブの分割または
フォーマットが必要な場合があります。 これは特に、容量の小さいドライブを大型容量ドライブと
交換する場合に頻繁に発生します。

Retrospect [障害復旧] は Windows ベースのコンピュータを対象としており、Windows ADK がサポ
ートする OSやファイルシステムだけで実行可能です。 サポート対象については以下の表を参照し
てください。

サポート内容サポート内容 現在のバージョンでのサポート現在のバージョンでのサポート

RAID ファイルシステムの復元 いいえ

基本的なパーティション はい

ダイナミックパーティション いいえ
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GUID パーティションの作成 いいえ

パーティションの作成と削除 はい

パーティションのサイズ調整 いいえ

ハードディスクドライブの分割およびフォーマットハードディスクドライブの分割およびフォーマット

1. Emergency Recovery ウィザードのホーム画面で、リストアの前にハードディスクドライブをセッリストアの前にハードディスクドライブをセッ
トアップトアップをクリックします。

注記注記 : 復元実行には、ドライブには少なくとも1つのアクティブなパーティションが必要です。

メイン ハードディスクセットアップ画面が表示されます。
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2. ダイアログボックスの左側にあるリストからディスクまたはパーティションを選択し、右側で希望
のオプションを指定します。

ダイアログボックスの左側で選択したディスクまたはパーティションによって、右側の
オプション内容は変わります。

注意注意: ハードディスクの分割またはフォーマットを実行すると、ディスクに保存されたデータは
破棄されます。 ドライブ上のデータが正しくバックアップされていることを確認してから続行
してください。

注意注意: 復元中のドライブに非表示の回復用パーティションがあった場合、Retrospect
Emergency Recovery 処理では、復元されているバックアップが最初に作成されたときと同様
にパーティション スキームを再作成します。 この処理によりドライブ上のすべてのデータは破
棄されます。

ドライバのロード

回復中のコンピュータに Retrospect Emergency Recovery システムで認識されないネットワークア
ダプタまたはストレージ ホスト バス アダプタがあり、これが回復実行に必要な場合、該当する
アダプタに Windows ドライバをロードする必要が生じる場合があります。

ドライバをインストールするにはドライバをインストールするには:
1. コンピュータがアクセス可能なメディアに格納されていることを確認します。

注記注記 : ドライバが、ネットワーク、オプティカルディスク（Retrospect Emergency Recovery
ディスクは回復処理に影響を及ぼさずに安全に取り出せるよう、RAM にロードします）、また
は USB フラッシュドライブに格納されていることを確認します。
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2. Emergency Recovery ウィザードのホーム画面で、ネットワークまたはストレージネットワークまたはストレージ アダプタのドラアダプタのドラ
イバのロードイバのロードをクリックします。

Windows ファイルブラウザ ダイアログボックスが表示されます。

3. .inf ファイルの場所を参照して、ドライバをインストールします。
ネットワークドライブのマッピング

回復処理のためネットワーク共有にアクセスする場合は、ウィザードからパスを入力し、ドライブ
文字を割り当てて、ボリュームをマッピングできます。

ネットワークドライブをマップするにはネットワークドライブをマップするには:
1. Emergency Recovery ウィザードのホーム画面で、ネットワークドライブのマップネットワークドライブのマップをクリックしま
す。
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ネットワークドライブのマップ ウィザードが表示されます。

2. UNC パスを共有に入力し、ドライブ文字を割り当て、正しいログイン資格情報を入力します。
ローカルでの復元

復元中のコンピュータが Retrospect のバックアップ コンピュータの場合、同コンピュータ上の
Retrospect アプリケーションを使用します。これは USB ハードディスクドライブや SCSI
テープドライブなどのローカルデバイス、あるいはネットワークボリューム上に格納されているバ
ックアップセットのいずれかから復元します。
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ローカルに復元するにはローカルに復元するには:
1. Emergency Recovery ウィザードのホーム画面上でローカルに復元ローカルに復元をクリックし、Retrospect ユー
ザーガイドの第4章「緊急操作」の「復元」セクションの説明に従い、Retrospect を使ってコンピ
ュータを復元します。

注記注記 : 起動ボリュームを復元するときは、レジストリとシステムステート情報を含む復元オプ
ションを選択してください。選択しない場合、コンピュータが起動せず、Retrospect
Emergency Recovery 処理の再実行が必要となります。

クライアントとして復元

復元中のコンピュータが、ネットワーク上の Retrospect サーバのクライアントとしてバックアップ
されている場合は、クライアントとして復元します。

クライアントとして復元するにはクライアントとして復元するには:
1. Emergency Recovery ウィザードのホーム画面上で、クライアントとして復元クライアントとして復元をクリックして、

Retrospectクライアント モードを開始します。
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このコンピュータを Retrospect サーバへログインする際に必要な IP アドレスが、画面上に表示さ
れます。これは Retrospect ユーザーガイドの第7章「ネットワーク接続クライアント」の「クライ
アントの操作」セクションの説明に従って実行します。

2. このコンピュータを Retrospect サーバのクライアントとしてログインしたら、Retrospect
ユーザーガイドの第4章「緊急操作」の「復元」セクションに従って、コンピュータの復元を続行
し、クライアントのボリュームを復元先に選択します。

注記注記 : 起動ボリュームを復元するときは、レジストリとシステムステート情報を含む復元オプ
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ションを選択してください。選択しない場合、コンピュータが起動せず、Retrospect
Emergency Recovery 処理の再実行が必要となります。

最後の手順

注記注記 : Retrospect アプリケーションから、Dissimilar Hardware Restore アドオン用のライセン
スを含む Retrospect 回復ディスクを作成すると、復元したシステムが新しいハードウェアをサ
ポートするよう調整することができます。障害復旧ウィザードを終了障害復旧ウィザードを終了しないでください。 セク
ション別のハードウェア上でシステムを起動可能にする場合のステップに従ってください。

復元が完了したら、Retrospect を終了し（ローカルに復元している場合）、Retrospect Emergency
Recovery ディスクを取り出して Emergency Recovery ウィザードの終了終了ボタンをクリックしてか
ら、コンピュータを再起動します。 場合によっては2度の再起動が必要となります。

回復中のコンピュータが Windows 7 と 8、Windows Server 2008 または Server 2012 で起動してい
て、さらに以前のバックアップ時に非表示の回復パーティションが既に存在していた場合、
Retrospect Emergency Recovery 処理は自動的にスタートアップ ディスクを再分割して、回復中に
元のパーティション配置と同様に戻します。 これは、復元後にコンピュータが正しく起動するため
に必要な手順です。

非表示のリカバリ用パーティションが存在し、Retrospect によって復元された場合、コンピュータ
が正常に起動した後に、ハードディスクのパーティションサイズを調整する必要が生じる場合があ
ります。 この手順がよく必要とされる状況は、いっぱいになったまたは故障した低容量のハード デ
ィスク ドライブを、大容量のハード ディスク ドライブを使って交換する場合です。 Retrospect は
新しいドライブに同じパーティション スキームを再作成する必要があるため、既存のパーティショ
ンを拡張するか、または新しいパーティションを作成するまで、新しいドライブの増容量は使用で
きません。 これらのタスクは、Windows 7/8 または Windows Server 2008/2012 の Disk
Management　ツールを使って実行できます。

別のハードウェア上でシステムを起動可能にする場合

緊急復旧で復元を実行後、Retrospect OS の調整ウィザードを使えば、別のハードウェアで
システムを起動可能に設定できます。

注記注記 : このオプションは、Retrospect Emergency Recovery ディスクが、Dissimilar Hardware
Restore アドオンのライセンスを持つバージョン Retrospect で作成された場合にのみ利用可能
です。

開始する前に次の点を確認してください開始する前に次の点を確認してください:

▪ 新しいハードウェア用のドライバがあり、これはすぐに利用可能で圧縮されておらず、.exe フ
ァイルに格納されていない。

▪ OS がバックアップイメージではなく、新しいコンピュータ上に格納されている。
Windows を別のハードウェアで起動可能にするにはを別のハードウェアで起動可能にするには:

注記注記 : Retrospect アプリケーションを使ってローカルで完全復元処理を実行した場合には、
Retrospect を終了してください。 Retrospect クライアントを使って復元を実行した場合に
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は、戻る戻るボタンをクリックします。 または Retrospect 障害復旧ウィザードを既に終了してい
る場合には、Retrospect Emergency Recovery ディスクからコンピュータを再起動します。

1. 新しいハードウェアをサポートするドライバを調整新しいハードウェアをサポートするドライバを調整をクリックしてRetrospectOS ウィザードを調
整 を起動します。

2. ウィザードの最初のページで次へ次へボタンをクリックします。
3. 検出されたすべての Windows システムのリストから（複数の場合）、新しいハードウェア用に調
整する項目を1つ選択します。

すべてを調整する場合には各 Windows システムごとにウィザードを再起動します。

4. OS 調整のパラメータを手動で設定しない場合は、新しいハードウェア用に新しいハードウェア用に OS を自動的に調整すを自動的に調整す
るるを選択します。
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手動でパラメータを設定する場合には、拡張モードを使った指示に関して、を参照してください。

新しいハードウェア用に新しいハードウェア用に OS を自動的に調整するを自動的に調整するを選択すると、ウィザードが自動的に起動し、調
整を実行して進捗バーを表示します。

注記注記 : ウィザードで追加ドライバ レポジトリが見つからなかった場合、ビルトイン Windows
レポジトリにある起動不可能なドライバ用に必要となる、ドライバへのパスを尋ねられること
があります。

各種のオペレーティングシステム用のハードウェア ドライバは、通常ハードウェアパッケージ
に含まれる、取外し可能なメディア（CDやDVD）に格納されています。 すべてのドライバを
１か所に集結すると、ウィザードは自動的に OS に必要なドライバを検索し
インストールします。

5. 特定のフォルダのドライバを検索特定のフォルダのドライバを検索を選択します。

6. ダイアログボックスの下にあるリンクドライバのないデバイスドライバのないデバイスをクリックし、起動不可能な
デバイスでドライバが必要かどうか確認してください。

ウィザードはモデル記述に応じて、すべてのデバイスに名称を付けます。

警告警告: このオプションは選択しないよう選択しないようお勧めします。はい、このデバイス用にドライバを注入はい、このデバイス用にドライバを注入
せずにせずに OS を調整しますを調整します。 このオプションを選択すると、Windows は新しい
ハードウェア上で起動できなくなる可能性があります。
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Retrospect OS ウィザードを調整 その場合、新たにドライバを検索する必要があります。 ドライバ
がネットワーク共有上で見つからない場合、以下の例のようにドライブをマップする必要がありま
す。

7. フォルダを追加フォルダを追加ボタンをクリックして、不明のドライバへのパスを指定します。

8. ドライバがネットワーク共有上にある場合は、必要な情報を入力してネットワークドライブをマッ
プします。
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9. 指定の領域にログイン資格情報を入力します。
10. ドライバの場所を選択します。

ドライバのレポジトリを数か所指定できます。 ウィザードは不明のドライバを検知した後、操作の
確認を求めます。

11. はい、物理的に変更を適用しますはい、物理的に変更を適用しますを選択して、操作を完了します。
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操作が完了したら、新しいハードウェア上でシステムを起動できます。 システムを開始すると、
Windows はすべてのプラグアンドプレイ デバイスの構成を開始します。

拡張機能シナリオ詳細

拡張モードを使うと、要請に合わせて OS 調整のパラメータを手動で設定することができます。

OS 調整のパラメータを手動で設定するには調整のパラメータを手動で設定するには:
1. Retrospect Emergency Recovery ディスクからコンピュータを起動します。
2. Retrospect OS ウィザードを調整 を開始します。
3. ウィザードの最初のページで次へ次へボタンをクリックします。
4. 検出されたすべての Windows システムのリストから（複数の場合）、新しいハードウェア用に調
整する項目を1つ選択します。

すべてを調整する場合には各 Windows システムごとにウィザードを再起動します。

• OS 調整のパラメータを設定するには調整のパラメータを設定するにはを選択します。

• 不明のドライバへのパスを指定するには、場所を参照します。
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ダイアログボックスの下に表示されているオプションのうちの1つの利用も可能です。

▪ 提供されたドライバ提供されたドライバ レポジトリから必要なドライバを注入するレポジトリから必要なドライバを注入する— 一部のハードウェア用に既に
ドライバがインストールされていても、ドライバ レポジトリからデバイスにすべてのドライバ
を強制的に注入する場合に、このオプションをチェックします。 インストール済みドライバの
一部がハードウェアに一致していないと思われる場合に、このオプションをお勧めします。

▪ 最新のドライバ最新のドライバ バージョンを保持するバージョンを保持する— 強制再注入を実行中、最新バージョンのドライバを維
持したい場合に、このオプションをチェックします。 このオプションは、上記の提供されたド提供されたド
ライバライバ レポジトリからレポジトリから...オプションが選択されている場合に使用できます。

• 検知されたすべてのハードウェアデバイスとそのドライバ　ステータスを表示するには、
ハードウェアハードウェア ステータスステータスボタンをクリックします。

OS ウィザードを調整 はモデル記述に応じて、すべてのデバイスに名称を付けます。

• ハードウェアに対してリストされているデバイスを比較し、システムが正確に分析されているか確
認してください。

• ドライバなしでデバイスのみをフィルタするには、フィルタフィルタボタンをクリックします。
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このオプションは、ドライバが搭載されていない起動不可能なデバイス（ストレージ コントローラ
ーなど）を報告する自動モードの場合とは異なり、ネットワークカード向けのドライバの表示と割
当が必要な場合に使用します。

• ドライバのない各デバイスごとにドライバを追加するには、デバイスをクリックし必要となる場所
を検索します。

Retrospect OS ウィザードを調整 はデバイスとドライバを指定の場所で一致させ、適切なドライバ
を選択します。

• デバイス ドライバが見つかったら、OKをクリックしてインストールします。

• OS ウィザードを調整 がデバイスを検索できなかった場合には、手動ドライバ手動ドライバボタンを
クリックして、デバイスに対しドライバを手動で追加できます。
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• 必要な .INF ファイルを指定するには、適切な場所に移動し .INF ファイルを選択してから、
リストで該当するハードウェアを選択します。

• INF を選択を選択ボタンをクリックします。

注記注記 : ハードウェアのドライバ記録を表示/非表示するには、このコンピュータ上で見つかったこのコンピュータ上で見つかった
ハードウェアだけを表示ハードウェアだけを表示を使用します。

• システム上で見つからなかったデバイス用ドライバを削除するには、リストでそのドライバを選択
し、削除削除ボタンをクリックします。
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Chapter 10

管理

▪ バックアップ計画
▪ ログとレポート
▪ 実行オプション
▪ バックアップセットの管理
▪ スクリプトのメンテナンス
▪ Retrospect の環境設定
▪ Retrospect の移動
▪ カタログと設定のバックアップ
▪ ファイルサーバの操作
▪ 開いているファイルの操作
▪ ターミナルサービスとリモートデスクトップ

ここでは、バックアップセットやスクリプトを管理するためのさまざまな作業を実行する方法やレ
ポートの参照、スクリプトの管理について説明します。いくつかのバックアップ計画も示します。
また、Retrospect の使用方法についてのアドバイスや、オープンファイルバックアップについて
の、また Retrospect を他のソフトウェアと組み合わせる際のヒントなど、より効果的なバックアッ
プのためのテクニックについても説明します。

バックアップ計画

本項では、ご使用のコンピュータ、またはネットワーク全体のバックアップ計画について紹介しま
す。各案を検討し、お使いの状況に合った計画を選んでください。その計画を、ご自身の状況やニ
ーズに合わせて調整します。いずれの計画も利用せず、ご自身で独自に計画を立案してもかまいま
せん。ここで紹介する計画は事例にすぎず、Retrospect では、多種多様な計画を何件でも作成する
ことができます。ただし、バックアップ計画を作成する際は、バックアップの基本ルールを覚えて
おいてください。

計画の作成を成功させるためには、Retrospect で使用可能なさまざまなバックアップ動作を組み合
わせることが不可欠です。詳しくは、バックアップ動作を参照してください。

バックアップの基本ルール

Retrospect はデータを安全に保護するための高度な機能を備えていますが、その機能は以下の基本
的なバックアップルールに従うことで、最大限に発揮することができます。

▪ 定期的なバックアップを行うこと。バックアップしていないデータを復元することはできませ
ん。たとえば、最も新しいバックアップが 1 週間前のもので、今日ハードディスクが故障して
しまったら、1 週間にわたって蓄積してきたデータを失うことになります。スクリプト設定によ
る自動バックアップ機能は確実に実行されるので、すべてのデータを頻繁にバックアップするの
に効果的です。

▪ 複数のバックアップを保管すること。各種バックアップセット間でローテーションを行うこと。
バックアップセットの数が多ければ、メディアの紛失や損傷によって、データを失う可能性が少
なくなります。

▪ 古いメディアは、定期的なスケジュールに従って、使用を停止してください。定期的に新規バッ
クアップセット バックアップを実施して、新しいメディアを追加してください。すべてのバッ
クアップを 1 つのメディアセットに入れておくのは、障害への脆弱性の点で非常に危険です。
（バックアップセット内の1つのテープが破損するだけで、バックアップ全体が使用できなくな
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ります。）バックアップ計画における新しいメディアの利点は、復元の速度にもあります。メン
バーが多いメディアセットやバックアップを繰り返したメディアセットから復元するよりも、少
数のメディアメンバーから復元する方が実行速度が速くなります。

▪ バックアップセットの名前には、その内容やローテーションの頻度を表す、意味のある文字列を
使用してください。その名前を記したラベルを、メディアの分かりやすい位置に貼り付けます。

▪ 火災、盗難、その他の自然災害から保護するため、最低でも 1 つのバックアップセットを通常
とは別の離れた場所に保存すること。

▪ バックアップコンピュータ自体もバックアップすること。Retrospect の設定やカタログ作成に
は、おそらく相当の時間や手間がかかっているはずです。

▪ バックアップメディアを慎重に取り扱うこと。メディアは保管環境によって損傷を受けやすいも
のです。メディアは数百回程度の使用で磨耗することもあります。詳しくは、メディアの寿命と
保存を参照してください。

▪ バックアップを必ず検証すること。バックアップ中に「完全」か「メディア」のいずれかの検証
オプションを使用するか、バックアップ終了後に検証スクリプトか「メディアの検証」コマンド
を使用します。

▪ カタログファイルは、専用のバックアップセットにバックアップしてください。詳しくは、カタ
ログのバックアップを参照してください。

1 台ごとのバックアップ計画

単一のコンピュータをバックアップする場合には、以下の計画が役立つでしょう。複数のコンピュ
ータをバックアップすることが必要な場合には、ネットワークのバックアップ計画を参照してくだ
さい。

1 台ごとの計画台ごとの計画 1- 起動書類起動書類

スケジュールを持たないバックアップスクリプトを作成し、起動書類として保存します。詳しく
は、スクリプトの手動実行を参照してください。バックアップ動作を標準に設定します。同じスク
リプトから 2 つめの起動書類を作成しますが、今回はバックアップ動作を書き替えに設定します。

標準バックアップの起動書類は、毎日など、バックアップが必要だと思うときに起動してくださ
い。書き替えバックアップの起動書類は、毎週など、バックアップセットの量や項目が増えてきた
ときに実行してください。

他のメディアセットとのローテーションや運用環境外でのメディアの保管を行うため、「オプショ
ン」タブの「メディア制御」に関する説明に従ってバックアップセットを設定し、定期的に新規バ
ックアップセットを作成して新規メディアを導入してください。

1 台ごとの計画台ごとの計画 2- スケジュールされたスクリプトスケジュールされたスクリプト

バックアップスクリプトを作成し、スケジュールを設定して自動実行します。曜日指定スケジュー
ルを追加して、月曜日から木曜日までは標準バックアップを実行し、金曜日には書き替えバックア
ップを実行します。

各スケジュールは、次のようになります。
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他のメディアセットとのローテーションや運用環境外でのメディアの保管を行うため、「オプショ
ン」タブの「メディア制御」に関する説明に従ってバックアップセットを設定し、定期的に新規バ
ックアップセットを作成して新規メディアを導入してください。

ネットワークのバックアップ計画

クライアントコンピュータから構成されるネットワークをバックアップする必要がある場合には、
どの種類のバックアップスクリプトを使用するかを決定する必要があります。以下の表は、
Proactive Backup スクリプトと通常のバックアップスクリプトのどちらが適しているかを示しま
す。

Proactive Backup が適切な状況が適切な状況 バックアップスクリプトが適切な状況バックアップスクリプトが適切な状況

専用のバックアップコンピュータがある。 バックアップコンピュータは他の役割
も果たしている。

非常に多くのデータを持つ、非常に多くのクライア
ントがあるため、一晩ですべてをバックアップする
のは困難。

クライアントコンピュータの朝の使用
が始まる前に、スケジュールされたバ
ックアップは完了する。

バックアップの遅れを取り戻すために、通常のバッ
クアップスクリプトでは完全にはバックアップでき
ない特定のクライアント用に、特別なスクリプトと
基本バックアップを作成している。

クライアントコンピュータの朝の使用
が始まる前に、スケジュールされたバ
ックアップは完了し、バックアップの
やり残しが生じることはまれ。

ランダムにネットワークに出現する、モバイルのク
ライアントやポータブルドライブのボリュームがあ
る。

ネットワークにあるのはデスクトップ
型コンピュータだけで、リムーバブル
ディスクやノート型コンピュータはな
い。

バックアップデバイス内にどんなメディアがあるか
にはかかわりなく、Retrospect でそのメディアにバ
ックアップを行うことを望む。

自動バックアップを行う際には常に、
前もって正しいメディアを挿入してお
くことが可能。

Proactive Backup を含む計画の使用を決めた場合は、ネットワーク計画 4- 基本的な Proactive
Backupに進んでください。

ネットワークネットワーク計画計画 1- スケジュールされたスクリプトスケジュールされたスクリプト

バックアップスクリプトを作成します。3 つのバックアップセットを使用するよう、宛先を設定し
てください。曜日指定スケジュールを追加して、3 週ごとに 1 週間、特定のバックアップセットを
宛先とするスクリプトを毎日実行します。同様のスケジュールを追加して、やはり 3 週ごとに 1 週
間（最初のスケジュールの翌週）、第 2 のバックアップセットを宛先とするスクリプトを毎日実行
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します。同様のスケジュールを追加して、やはり 3 週ごとに 1 週間（第 2 のスケジュールの翌
週）、第 3 のバックアップセットを宛先とするスクリプトを毎日実行します。

3 つのスケジュールは、次のようになります。

この計画には、書き替えバックアップと新規バックアップセット バックアップのスケジュールは含
まれていません。そのため、適切な時期に書き替えバックアップと新規バックアップセット バック
アップを行うためのバックアップセットを、手動で設定する必要があります。詳しくは、「オプシ
ョン」タブを参照してください。

ネットワークネットワーク計画計画 2- 書き換えと新規メディアローテーションを行うスクリプトスケジ書き換えと新規メディアローテーションを行うスクリプトスケジ
ュールュール

バックアップスクリプトを作成します。3 つのバックアップセットを使用するよう、スクリプトの
宛先設定を変更してください。曜日指定スケジュールを追加して、3 週ごとに、月曜から木曜ま
で、最初のバックアップセットに標準バックアップを実行します。曜日指定スケジュールを追加し
て、3 週ごとの金曜に、最初のバックアップセットを宛先とする書き替えバックアップを行いま
す。2 番目と 3 番目のバックアップセットに関しても、同様のスケジュールを追加します。ただ
し、それらの開始日付は、それぞれ 1 週間および 2 週間後に設定します。最後に、繰り返し間隔ス
ケジュールを追加して、6 週ごとに、バックアップセットの 1 つに対して、新規バックアップセッ
ト バックアップを行います（新規バックアップセット バックアップの後に、古いバックアップセッ
トのメディアは、安全に保管できるよう、運用環境外に移してください）。

スケジュールは、次のようになります。
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ネットワークネットワーク計画計画 3- 毎日バックアップセットのローテーションを行うスクリプトスケ毎日バックアップセットのローテーションを行うスクリプトスケ
ジュールジュール

5 つの宛先バックアップセットを持つスクリプトを作成します。5 つのバックアップセットには、
Monday から Friday までの英語の曜日名を付けます。それぞれ、対応するバックアップセットにバ
ックアップを行う、5 つの曜日指定スケジュールを追加します。5 つの繰り返し間隔スケジュール
を追加します。4 つは 月曜 から 木曜 までのバックアップセットにそれぞれ対応しており、第 1 週
は 月曜、第 2 週は 火曜 のように、対応するバックアップセットに 4 週間に一度、置き換えバック
アップを行うようにします。残り 1 つの繰り返し間隔スケジュールは Friday に対応しており、繰り
返し間隔スケジュールを月の最終金曜日に設定して、この日に Friday バックアップセットに新規バ
ックアップセット バックアップを実行させます。（古いバックアップセットのメディアは、安全に
保管できるよう、運用環境外に移します）。

スケジュールは、次のようになります。

この新規バックアップセット バックアップは、曜日指定スケジュールによる Friday への標準
バックアップと同じ時刻に実行されるようにスケジュール設定してください。Retrospect は、
新規バックアップセット バックアップが標準バックアップと同じ時刻に設定されている場合、
新規バックアップセット バックアップだけを実行します。時刻が異なっていると、両方のバッ
クアップが実行されます。

ネットワーク計画ネットワーク計画 4- 基本的な基本的な Proactive Backup

すべての元クライアントをバックアップする、Proactive Backup スクリプトを作成します。ユーザ
の仕事の妨げにならないように、週中は午後 7:00 から午前 7:00 まで、そして週末は一日中、動作
するように設定します。バックアップ間隔は 12 時間に設定します。
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ネットワーク計画ネットワーク計画 5- モバイルコンピュータを含む基本的なモバイルコンピュータを含む基本的な Proactive Backup

上記の基本的な Proactive Backup スクリプトを複製します。モバイルクライアントだけが元ボリュ
ームになるようにします。それらのボリュームをオリジナルのスクリプトから削除します。新しい
スクリプトは、18 時間のバックアップ間隔で、1 日 24 時間動作するように設定します。

Proactive Backup を含む計画を立てる場合は、Proactive Backup に関するヒントとテクニックを参
照してください。より効率的な計画を立てる上で役立つ情報が含まれています。

ネットワーク計画ネットワーク計画 6- オンデマンドのオンデマンドの Proactive Backup

すべての元クライアントをバックアップする、Proactive Backup スクリプトを作成します。スケジ
ュールは、1 日 24 時間動作するように、アクティブなままにしておきます。バックアップ間隔オプ
ションは、Retrospect が 99 日ごとにバックアップを行うように設定します。早期バックアップを
許可するスクリプトオプションはオンにしておきます。この計画を初めて実行する際の最初のバッ
クアップと、それ以後の 99 日ごとのバックアップを除くと、クライアントは、コントロールパネ
ルから指示を与えない限りバックアップされません。この計画では、ユーザに対して、各自の責任
をはっきり伝えておくことが必要ですし、できれば、通常のバックアップスクリプトを併用するの
が最善です。

段階的バックアップ計画

Retrospect は、単独のコンピュータと、ネットワーク上のコンピュータ群のどちらにも、段階的バ
ックアップを実行できるように設計されています。段階的バックアップとは、ディスクへのバック
アップを実行し、その後でテープにバックアップを転送するバックアップ形態のことです。このバ
ックアップでは、ディスクとテープの両方の利点が活かされます。

ディスクは、ネットワーク上のコンピュータから転送される膨大なデータを速やかに格納するメデ
ィアとして優れており、テープに直接バックアップする場合に比べ、より高速にバックアップでき
ます。ディスクにバックアップしたデータは、容易にテープに転送できます。ディスクからテープ
への転送では、ネットワークのボトルネックが存在しないため、データが安定した速度で効率的に
供給され、テープドライブも最大限の性能を発揮できます。バックアップを保存したテープは、運
用環境外の安全な場所に保管できます。ディスクのバックアップは運用環境に残し、迅速な復元に
利用できます。

Retrospect には、段階的バックアップ計画の立案に役立つ多くの機能があります。ここでは、それ
らの機能を組み合わせる方法のいくつかを示します。実際には、以下の機能を柔軟に組み合わせ
て、きわめて多様な段階的バックアップ計画を作成することが可能です。

▪ ディスクグルーミング
▪ スクリプトによるバックアップセット転送
▪ スクリプトによるスナップショット転送
▪ バックアップ動作
▪ ディスクバックアップセットと複数実行
▪ Retrospect Webサイトには、ディスク-ディスク-テープ段階的バックアップ計画の導入に関す
る詳細を記載したページがあります。

段階的バックアップ計画段階的バックアップ計画 1- グルーミングとバックアップセット転送グルーミングとバックアップセット転送

すべての元クライアントをバックアップする Proactive Backup スクリプトを最初に作成します。こ
のスクリプトが営業日には午後 7 時～午前 7 時の間、週末には一日中動作するようにスケジュール
を設定します。バックアップ間隔は 12 時間に設定します。
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グルーミングを有効にしたディスクバックアップセットを宛先として使用し、バックアップ元のク
ライアントごとに、少なくとも最新 10 回分のバックアップが保持されるようにグルーミングオプ
ションを設定します。この設定によって、過去 10 日分のクライアントデータを速やかに復元でき
る環境が整います。

指定するグルーミングポリシーは、バックアップするデータの量と、バックアップ先のディス
クの容量に左右されます。

ディスクバックアップセットのデータを 1 週間に一度、テープバックアップセットに転送するバッ
クアップセット転送スクリプトを作成します。バックアップを保存したテープは運用環境外の安全
な場所に保管しておき、グルーミングによってディスクバックアップセットから削除された古いデ
ータの復元に使用できます。

バックアップセットをテープに転送すると、ディスクバックアップセットの完全な冗長コピーが確
保されます。テープにはディスクバックアップセット内のすべてのスナップショットが含まれ、こ
れらの各スナップショットが作成された時点の状態に、クライアントコンピュータを復元できま
す。

段階的バックアップ計画段階的バックアップ計画 2- グルーミングとスナップショット転送グルーミングとスナップショット転送

すべての元クライアントをバックアップする Proactive Backup スクリプトを最初に作成します。こ
のスクリプトが営業日には午後 7 時～午前 7 時の間、週末には一日中動作するようにスケジュール
を設定します。バックアップ間隔は 12 時間に設定します。

グルーミングを有効にしたディスクバックアップセットを宛先として使用し、バックアップ元のク
ライアントごとに、少なくとも最新 10 回分のバックアップが保持されるようにグルーミングオプ
ションを設定します。この設定によって、過去 10 日分のクライアントデータを速やかに復元でき
る環境が整います。

指定するグルーミングポリシーは、バックアップするデータの量と、バックアップ先のディス
クの容量に左右されます。

ディスクバックアップセットのデータを 1 週間に一度、テープバックアップセットに転送するスナ
ップショット転送スクリプトを作成します。復元元スナップショットウィンドウで、「各復元元に
対する最新のスナップショット」の転送を選択します。最初の転送の結果は、「代用フル」バック
アップと呼ばれます。代用フルバックアップには、同じ時点でフルバックアップを実行した場合と
同じファイルが含まれますが、バックアップに要する時間とネットワーク負荷はフルバックアップ
より大幅に少なくなります。続いて行われる各転送では、復元先に存在しないスナップショットと
ファイルだけがコピーされます。

バックアップを保存したテープは運用環境外の安全な場所に保管しておき、グルーミングによって
ディスクバックアップセットから削除された古いデータの復元に使用できます。

最新のスナップショットをテープに転送すれば、毎週、週末の時点（転送スクリプトの実行時点）
における全クライアントのフルバックアップを確保できます。このフルバックアップには、同じ週
の前日までのスナップショットは含まれません（これらのスナップショットは、グルーミングで削
除されるまでディスクバックアップセット内に残ります）。
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ログとレポート

Retrospect のレポート機能では、ログとレポートにより、実行履歴やエラーメッセージを確認でき
ます。トラブルを診断する場合は、これらを参照して不良の原因を調べておく必要があります。
Retrospect のナビゲーションバーから「レポート」をクリックし、ログとレポートの概要ウインド
ウにアクセスします。

▪ Retrospect でエラーが発生した場合やメディアが必要な場合などに、電子メール通知を出すよ
うに設定できます。詳細については、電子メール環境設定を参照してください。

▪ バックアップレポートには、ローカルおよびネットワークボリュームのそれぞれに対するバック
アップ操作の詳細な記録が表示されます。

▪ 操作ログには、Retrospect の実行、処理、結果、エラー等の記録が表示されます。
▪ セッション内容には、特定のバックアップセッションで実際にバックアップされたファイルが表
示されます。

▪ データベースバックアップ履歴には、すべてのデータベースバックアップが一覧されます。バッ
クアップの種類とバックアップセットに関する情報も含まれています。詳しくは「SQL Server
Agent」および「Exchange Server Agent」を参照してください。

バックアップレポートの表示

「レポート」>「バックアップレポート」を順にクリックすると、バックアップレポートが表示さ
れます。バックアップレポートの例を以下に示します。
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Retrospect が繰り返し新しい情報を追加する操作ログとは異なり、バックアップレポートは、バッ
クアップが行われるごとに完全に更新されます。バックアップ管理者は、最近のバックアップで生
じた問題点を、ボリューム単位で確認できます。

バックアップレポートについてバックアップレポートについて

バックアップレポートは、標準フォーマットとパフォーマンスデータフォーマットの 2 種類のフォ
ーマットで表示できます。フォーマットの切り替え方法については、バックアップレポートのカス
タマイズを参照してください。

どちらのフォーマットにも、次の情報が含まれています。

「ユーザ「ユーザ/ボリューム」ボリューム」は、元ボリューム名です。ログインしている場合には、クライアントコンピ
ュータ名もリストされます。ボリュームの下には、そのボリュームの前回のバックアップの日時が
表示されています。

「スクリプト」「スクリプト」は、最後に成功したバックアップの、スクリプトの名前です。

レポート内の行を選択して、「スクリプトを編集」ボタンをクリックすれば、それが参照している
スクリプトを開くことができます。レポート内の行を選択して、「ログを検索」ボタンをクリック
すれば、操作ログを相互参照できます。レポート内にリスト表示されている行は、選択して、「編
集」メニューから「消去」を選択するか、Delete キーを押せば、消去できます。スクリプトを消去
するか、バックアップセットを削除すると、その情報はレポートから削除されます。この結果、ボ
リュームのバックアップ済みを示すレポートが、バックアップ未実行のレポートに変わることがあ
ります。

標準フォーマットのバックアップレポートには、「ユーザ/ボリューム」と「スクリプト」の他に、
以下の情報が含まれています。

「経過日数」「経過日数」は、バックアップ後の日数です。

「エラー」「エラー」は、それぞれのバックアップで発生したエラーや警告を表示します（操作ログ内でエラ
ーを見つけるには、「ログを検索」コマンドを使用します）。

「バックアップセット」「バックアップセット」は、最後に成功したバックアップに使用されたバックアップセットの名前
です。

パフォーマンスデータフォーマットのバックアップレポートには、「ユーザ/ボリューム」と「スク
リプト」の他に、以下の情報が含まれています。

「時間」「時間」は、時間と分単位で、バックアップの継続時間を示します。大きな値は、元ボリュームで
のバックアップの必要度が大きいことを示している場合があります。

「「MB」」は、そのボリュームからバックアップされたデータ量を、メガバイト単位で示したもので
す。

「「MB/Min」」は、元ボリュームからのバックアップ速度を、毎分メガバイト単位で示したもので
す。異常に遅い場合には、ネットワーク、バックアップデバイス、または他のハードウェアに問題
があるかもしれません。

Retrospect では実行パフォーマンスのしきい値を指定できます。しきい値は、クライアントバ
ックアップの速度が異常に遅いときに、バックアップを取りやめる基準として役立ちます。詳
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しくは、クライアント実行オプションを参照してください。

バックアップレポートのカスタマイズバックアップレポートのカスタマイズ

「レポートオプション」を使用すれば、バックアップレポートを標準フォーマットやパフォーマン
スデータフォーマットで表示したり、レポートに入力されるイベントタイプやイベント日付、その
他のさまざまなオプションを指定したりできます。「バックアップレポート」ツールバーの「レポ
ートオプション」アイコンをクリックすると、変更するためのダイアログボックスが表示されま
す。

このオプションを使用して、バックアップレポートをカスタマイズします。

バックアップレポートの動作

バックアップレポートは、バックアップイベントのデータベースです。毎回のバックアップが完了
すると、Retrospect は、データベースに新しいバックアップイベントを追加します。元ボリュー
ム、宛先ボリューム、およびスクリプトの組み合わせごとに、成功しなかったバックアップの試み
すべてと、成功したバックアップの最新のものを保存します。

スクリプト、元ボリューム、またはバックアップセットを削除すると、その項目のバックアップイ
ベントがバックアップレポートデータベースから削除されます。

イベントの削除イベントの削除

バックアップレポートからイベントを削除するには、ツールバーの「イベントの削除」アイコンを
クリックします。ダイアログボックスが表示され、以下の実行イベントをレポートから削除するこ
とができます。

356 WINDOWS ユーザー ガイド



▪ 最近無事終了したバックアップを除くすべて
▪ 無事終了したバックアップすべて
▪ 終了しなかった試みすべて
▪ 1 週間以上前の項目
▪ 実行項目すべて
▪ すべての Proactive Backup イベント
▪ これらのオプションの中で、Proactive Backup イベントに影響を及ぼすのは、「すべての

Proactive Backup イベント」だけです。

特定の実行イベントを右クリックし、「削除」を選択することによって、バックアップレポートか
らその実行イベントを削除できます。

Proactive Backup は、バックアップレポートに基づいて、ボリュームの前回のバックアップ日
時を判定します。バックアップレポートからイベントを削除した場合、その関連ボリュームが
アクティブな Proactive Backup スクリプトの元ボリュームであれば、Proactive Backup はそ
のボリュームの優先順位を高くして、すぐにバックアップを試みます。

操作ログ内のイベント検索操作ログ内のイベント検索

バックアップレポートの行を選択して、「ログを検索」ボタンをクリックすると、操作ログ内のそ
のイベントに関する詳細情報が表示されます。

イベントスクリプトの編集イベントスクリプトの編集

バックアップレポートの行を選択して「スクリプトを編集」をクリックすると、スクリプトの概要
ウィンドウが開き、実行結果としてそのイベントを生成したスクリプトが表示されます。

基本操作を使用してボリュームをバックアップした場合、バックアップレポートではそれが
「スクリプト」列に示されます（「基本バックアップ」など）。

バックアップレポートの印刷とエクスポートバックアップレポートの印刷とエクスポート

バックアップレポートを印刷するには、レポートを表示し、「ファイル」メニューから「プリン
ト...」を選択します。レポートの一部だけを選択した場合は、その部分だけが印刷されます。特定
の部分を選択しなかった場合は、レポート全体が印刷されます。バックアップレポートをテキスト
ファイルとしてエクスポートするには、レポートを表示し、「ファイル」メニューから「エクスポ
ート」を選択します。

ログ環境設定で説明している環境設定オプションを設定して、Retrospect にバックアップレポート
を自動的にエクスポートさせることもできます。

操作ログの表示

操作ログには、バックアップや復元などの操作中に生成された、すべてのメッセージが保存されま
す。トラブルを診断する場合は、ログを確認して不良の原因を調べておく必要があります。

操作ログを表示するには、「レポート」>「操作ログ」を順にクリックするか、「ウィンドウ」メ
ニューから「ログ」を選択します。
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以下の例は、操作ログに表示される内容のサンプルです。

ログには、正常に終了した各操作に関して以下の情報が示されます。

「コピー済」「コピー済」は、コピーされたファイルの数とサイズを示します。Retrospect のデータ圧縮機能を
使用した場合は、そのセッションの圧縮率も表示されます。

「保存されたスナップショット」「保存されたスナップショット」は、バックアップセットに保存されたボリュームスナップショッ
トのサイズを示します。

「パフォーマンス」「パフォーマンス」は、コピーの速度を 1 分当たりのメガバイト数で示します。検証をオンにした
場合は、他の性能を表す数値も表示されます。

「時間」「時間」は、動作が完了するまでにかかった総時間を示します。実行中に「一時停止」ボタンをク
リックしたり、メディアの挿入が遅れたりした場合は、待機時間も別に表示されます。待機時間の
数値には、テープドライブの位置指定動作や、他の必要な動作で消費された時間も含まれます。

ログ項目の検索ログ項目の検索

Retrospect では、以下に示すコマンドを使って操作ログ内の項目を検索できます。「操作ログ」ウ
インドウと「編集」メニューには、次のようなコマンドがあります。

後方検索後方検索：このツールバーコマンドを選択すると、検索するテキストを入力するよう促されます。
「OK」をクリックすると、Retrospect は、ログの現在の選択項目から始めて、（上から下にでは
なく）下から上に検索します。これは、最新の操作が、ログの最下部に記録されているからです。

もう一度後方検索もう一度後方検索：「検索」コマンドや「後方検索」コマンドの後に使用すると、前回指定したの
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と同じテキストを、下から上に向けて検索します。

検索検索：「編集」メニューでこのコマンドを選択すると、検索するテキストを入力するよう促されま
す。「OK」をクリックすると、現在選択している項目から、下へ向かって検索を行います。

次を検索次を検索：「検索」コマンドまたは「後方検索」コマンドの後に使用すると、同じテキストをもう
一度、下へ向けて検索します。ログの終わりに達すると、先頭に戻って検索を続行します。

前を検索前を検索：「検索」コマンドや「後方検索」コマンドの後に使用すると、同じテキストをもう一
度、上に向けて検索します。ログの先頭に達すると、終わりに戻って検索を続行します。

ログの消去ログの消去

操作ログの内容を削除するには、ログを表示し、ツールバーの「ログ消去」アイコンをクリックし
ます。

ログは通常、手動で消去する必要はありません。ログファイルのサイズが、環境設定で指定し
た上限（ログ環境設定を参照）に達すると、古いログ項目から自動的に削除されます。

ログの印刷とエクスポートログの印刷とエクスポート

操作ログを印刷するには、ログを表示し、「ファイル」メニューから「プリント...」を選択しま
す。ログの一部だけを選択している場合は、その部分が印刷されます。特定の部分を選択していな
い場合は、ログ全体が印刷されます。

操作ログをテキストファイルとしてエクスポートするには、ログを表示して、「ファイル」メニュ
ーから「エクスポート」を選択します。

ログ環境設定で説明している環境設定オプションを設定して、Retrospect に操作ログを自動的
にエクスポートさせることもできます。

セッションの内容の表示

内容レポートでは、バックアップまたはアーカイブのセッションで、バックアップセットにコピー
されたファイルを表示することができます。

バックアップセットの内容を表示するには、ナビゲーションバーの「レポート」をクリックしてか
ら、「セッションの内容」をクリックします。
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上部のリストボックスから、内容を見たいバックアップセットを選択します。（別のバックアップ
セットにアクセスするには、「更に」をクリックします。）バックアップセットを選択すると、選
択したバックアップセットに対応するバックアップセッションが下部のリストボックスに表示され
ます。内容を見たいバックアップセッション（複数可）を選択します。

この時点で、「ファイル」メニューから「エクスポート」を選択して、リストをテキストファイル
としてエクスポートすることもできますし、「参照」をクリックすることもできます。「参照」を
クリックした場合には、選択したセッション時にバックアップされたファイルとフォルダのリスト
が、ブラウザウィンドウに表示されます。
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ブラウザウインドウのツールバーでは、リストの印刷やテキストファイルへのエクスポート、特定
のファイルの検索やファイルプロパティの参照、特定のファイルの取り込み、表示形式の変更が行
えます。複数のバックアップセッションについて、複数のブラウザウィンドウを同時に表示するこ
ともできます。上記と同じ手順で、複数のセッションを選択してください。エクスポートの際に
は、Retrospect は表示フォーマットにかかわりなく、ファイル名、サイズ、作成日付、作成時刻、
修正日付、修正時刻、バックアップ日付、バックアップ時刻、Mac OS のタイプ、Mac OS のクリ
エータ、バックアップセット、およびパスの順で、フィールドをエクスポートします。

ブラウザウインドウとメニューの使い方については、ブラウザを参照してください。

実行オプション

Retrospect には、バックアップ、複製、アーカイブ、転送、復元の各操作（基本操作およびスクリ
プトによる操作）の実行方法を設定する多くのオプションがあります。たとえば、バックアップス
クリプトで、ソフトウェアデータ圧縮をオンにし、クライアントコンピュータの時計を同期させる
よう設定することができます。オプションの設定は、基本操作の設定中でも、スクリプトの編集中
でも行えます。実行オプションは、実行中の操作やスクリプトだけに適用されるローカルなオプシ
ョンです。すべての操作とスクリプトに適用されるオプションではありません。

Retrospect には、すべての操作の実行に適用されるグローバルな環境設定もあります。詳しくは、
Retrospect の環境設定を参照してください。

基本操作やスクリプトのオプションを設定するには、概要ウィンドウの「オプション」ボタンをク
リックしてから「追加選択」をクリックし、分類ごとにグループ化されている利用可能なオプショ
ンの全リストを表示します。それぞれの分類のオプションを表示するには、リスト内の分類名をク
リックします。

オプションのオンとオフを切り替えるには、該当するオプションのチェックボックスまたはラジオ
ボタンをクリックします。いくつかのオプションは日付や時刻を設定するコントロールを使用して
おり、他のものは数値やテキストを入力するようになっています。分類内のいずれかのオプション
をデフォルト設定から変更すると、分類名は太字で表示されます。「デフォルトを使用」をクリッ
クすると、表示されているオプションはすべて、デフォルトの状態に戻ります。「基本選択」をク
リックすると、基本オプションウィンドウに戻ります。
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Proactive Backup の間隔オプション

これらのオプションは、Proactive Backup スクリプトだけに適用されます（Proactive Backup スク
リプトについては、Proactive Backup スクリプトを参照してください）。

バックアップの間隔：バックアップの間隔：n 日日/時間時間：これは、バックアップの最小時間間隔を指定するもので、デフォ
ルトでは 1 日になっています。それぞれの元ボリュームは、可能な場合には、必要性の順位に従っ
てバックアップされます。クライアントユーザがバックアップを開始する場合を除き、これより短
い時間間隔でバックアップが行われることはありません。

早期バックアップを行う早期バックアップを行う：このオプションがオンの場合（デフォルト）、クライアントユーザは、
バックアップ間隔を無効にして、Retrospect クライアントのコントロールパネルからバックアップ
を開始することができます。早期バックアップを要求しても、必ずしも、直ちにユーザのボリュー
ムが優先リストのトップに来るわけではありません。まず、他の元ボリュームの処理が行われま
す。Proactive Backup がクライアントのポーリングを行って、早期バックアップの要求が出されて
いることを知るのはその後です。その時点で、Proactive Backup は、クライアントの元ボリューム
のバックアップを行います。

Proactive Backup のカウントダウンオプション

これらのオプションは、Proactive Backup スクリプトでのみ利用できます。

カウントダウン時間カウントダウン時間：Retrospect は、バックアップ開始までの残り時間がここで指定した値になる
と、クライアントユーザにそのことを通知して、カウントダウンを始めます。デフォルトの時間は
20 秒です。（ゼロを入力すると、Retrospect はカウントダウンをスキップします）。クライアン
トコンピュータの元ボリュームをバックアップする場合、Retrospect はクライアントにダイアログ
ボックスを表示します。このダイアログボックスには、カウントダウンメッセージ（後述）が表示
されます。また、バックアップを延期するためのボタンや、カウントダウンを迂回して、直ちにバ
ックアップを開始するためのボタンもあります。クライアントユーザが何もしなかった場合には、
カウントダウンの値がゼロになると、Retrospect はバックアップを行います。

カウントダウンメッセージを入力カウントダウンメッセージを入力：カウントダウン時間オプションでの設定に従って、バックアッ
プのカウントダウンが始まると、このボックスに入力したテキストが、クライアントユーザに表示
されます。「%%script%%」というテキストは、実行中のスクリプト名で書き替えられます。
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Proactive Backup のポーリングオプション

これらのオプションは、Proactive Backup スクリプトでのみ利用できます。

元ボリュームのチェックの間隔：元ボリュームのチェックの間隔：n 秒秒/分分：Retrospect はこの時間ごとに、元ボリュームがバックア
ップ可能かどうかをチェックします。デフォルトでは 90 秒です。バックアップの実行中は、元ボ
リュームのチェックは行いません。

クライアントの接クライアントの接続間隔：間隔：n 秒秒/分分：Retrospect はこの時間ごとに、クライアントにアクセスして、
ユーザがクライアントのバックアップスケジュールを変更したか、または早期バックアップを要求
したかどうかをチェックします。デフォルトでは 5 分です。バックアップの実行中は、クライアン
トへの接続は行いません。

再試行までの時間：再試行までの時間：n 分分/時間時間：バックアップが失敗したかキャンセルされた場合に、元ボリューム
のバックアップを再度試みるまでの待ち時間です。デフォルトでは 30 分です。

バックアップ実行オプション

これらのオプションは、バックアップ操作と Proactive Backup スクリプトでのみ利用できます。

CHAPTER 10 • 管理 363



標準バックアップ標準バックアップ：基本バックアップだけで利用できるオプションです。標準バックアップで説明
している標準バックアップ（差分バックアップ）を実行します。

書き替えバックアップ書き替えバックアップ：基本バックアップだけで利用できるオプションです。書き替えバックアッ
プで説明している書き替えバックアップを実行します。

スクリプトによるバックアップの場合は、スクリプトのスケジュールを設定するときに、標準
バックアップと書き替えバックアップのどちらかを選択できます。詳しくは、スケジュールの
共通要素を参照してください。

検証検証：照合をオンにするとバックアップにかかる時間は長くなりますが、バックアップセットに情
報が正しく書き込まれたことを確認することができます。Retrospect には、2 つの照合方法があり
ます。

▪ 完全検証では、バックアップ後に、バックアップ先のバックアップセット内のファイルとバック
アップ元のファイルが照合され、ファイルが正しくコピーされたかどうかが確認されます。バッ
クアップが複数のテープ、CD/DVD、またはディスクにわたる場合は、データが書き込まれたす
べてのメンバーを再挿入する必要があります。

▪ メディア検証では、バックアップ先のバックアップセット内のファイルが、バックアップ中に生
成される MD5 ダイジェストと比較されます。この方法では、バックアップ元ファイルの再読み
取りは行われず、したがって完全検証を使用した場合には検出可能な問題でも、この方法では識
別されません。ただし、メディア検証には次のようなメリットがあります。バックアップ後に
Retrospect がボリュームを再スキャンする必要がないため、完全検証より高速であり、またバ
ックアップ元ボリュームへの負担も小さくなります。また、バックアップ処理中に Retrospect
がメディア検証を実行するため、複数のメディアにわたるバックアップでもバックアップセット
メディアを再挿入する必要はありません。

▪ メディア検証オプションは、Retrospect の「バックアップ処理中に MD5 ダイジェストを生成」
設定を無効にしている場合は利用できません。詳しくは、検証環境設定を参照してください。

検証スクリプトと「メディアの検証」コマンドではいずれも、バックアップセットメディアを検証
する際に、可能であればメディア検証が使用されます。詳しくはスクリプトによる検証およびバッ
クアップセットメディアの検証を参照してください。

▪ 検証スクリプトと「メディアの検証」で複数のメディアにわたるバックアップを検証する場合
は、メディアの再挿入が要求されます。

ソフトウェアデータソフトウェアデータ圧縮縮：「ソフトウェアデータ圧縮」では、ファイルを圧縮してからバックアッ
プセットにコピーするので、バックアップセットの容量を節約することができます。復元の実行時
には自動的に解凍され、元の状態に戻されます。圧縮による節約スペースは、「状況」ウィンドウ
と操作ログに表示されます。節約できる量は、圧縮するファイルのタイプによって異なります。テ
キストファイルは圧縮率が高く、アプリケーションファイルやシステムファイルは低くなります。
データ圧縮をオンにすると、バックアップや復元にかかる時間は長くなります。

圧縮機能を内蔵したテープデバイスにコピーする場合は、より高速なハードウェア圧縮を優先させ
るため、ソフトウェア圧縮は自動的にオフになります。Retrospect は、内蔵の圧縮フィルタを使用
して、WinZip などの圧縮ユーティリティで圧縮済みのファイルを識別し、ソフトウェア圧縮から除
外します。「ソフトウェアデータ圧縮」オプションの初期設定はオフです。
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アーカイブ実行オプション

これらのオプションは、アーカイブ操作でのみ利用できます。

アーカイブ操作には、バックアップ実行オプションで説明している「検証」、「ソフトウェアデー
タ圧縮」に加え、「ファイルを移動」オプションがあります。アーカイブは、ファイルを移動する
点以外はバックアップと同じです。

ファイルを移動ファイルを移動：このオプションは、コピー後に、元ボリュームからファイルを削除します。完全
検証かメディア検証がオンで、ファイルの内容が完全に一致しない場合は、複製元のファイルは削
除されません。「ファイルを移動」オプションをオンにする場合は、「完全検証」オプションも必
ずオンにしてください。元ボリュームのファイルを削除する前に、最低 1 回は、検証オプションを
オンにしてアーカイブ、バックアップまたは複製を行っておいてください。Retrospect クライアン
トコントロールパネルで読み込みアクセスだけを許可している場合には、Retrospect は、クライア
ントコンピュータのファイルを移動することはできません。デフォルトでは、このオプションはオ
フです。

関連するオプションを、ファイル実行オプションで説明しています。

「ファイルを移動」オプションを使用する前に、コピーだけして別のバックアップセットにアーカ
イブします。こうすれば、一方のバックアップセットが使用できなくなっても適正に対処すること
ができます。

詳しくは、アーカイブに関するヒントを参照してください。

複製実行オプション

これらのオプションは、複製操作でのみ利用できます。
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完全検証完全検証：これは、バックアップ実行オプションで説明したオプションと同じです。複製操作では
バックアップセットメディアが関与しないため、メディア検証オプションはありません。

バックアップレポートをアップデートバックアップレポートをアップデート：このオプションをオンにすると、Retrospect は複製操作を
バックアップと同様に扱い、バックアップレポートへの情報の追加や更新を行います。

ファイル実行オプション

これらのオプションは、複製、アーカイブ、復元操作でのみ利用できます。

ファイルを移動ファイルを移動：複製操作でのみ利用可能なオプションで、コピー後に、元ボリュームからファイ
ルを削除します。完全検証オプションがオンで、ファイルの内容が完全に一致しない場合は、複製
元のファイルは削除されません。「ファイルを移動」オプションをオンにする場合は、「完全検
証」オプションも必ずオンにしてください。元ボリュームのファイルを削除する前に、最低 1 回
は、検証オプションをオンにしてアーカイブ、バックアップまたは複製を行っておいてください。
Retrospect クライアントコントロールパネルで読み込みアクセスだけを許可している場合には、
Retrospect は、クライアントコンピュータのファイルを移動することはできません。デフォルトで
は、このオプションはオフです。以下の関連するオプションも参照してください。

「ファイルを移動」オプションはアーカイブ操作にもあります。詳しくは、アーカイブ実行オ
プションを参照してください。

空のフォルダを削除しないで移動空のフォルダを削除しないで移動：このオプションを利用できるのは、アーカイブと複製の操作だ
けです。移動の結果空になったフォルダを、自動的に削除することはせず、そのまま残します。デ
フォルトでは、このオプションはオフです。

日付の修正更新日付の修正更新：このオプションは、復元操作でのみ利用できます。復元したファイルの修正日付
と時刻を、Retrospect が現在の日付と時刻に合わせます。デフォルトでは、このオプションはオフ
です。

転送実行オプション

これらのオプションを利用できるのは、バックアップセットとスナップショットの転送操作だけで
す（スクリプトで実行する場合、ナビゲーションバーの「ツール」から実行する場合の違いを問い
ません）。
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スナップショットをコピースナップショットをコピー：バックアップセット転送だけで利用できるオプションです。バックア
ップセットに含まれるすべてのスナップショットを、宛先のカタログとメディアにコピーします。
このオプションのデフォルトはオンです。このオプションをオフにした場合も、バックアップセッ
トのスナップショットに含まれるすべてのファイルがコピーされますが、スナップショットはコピ
ーされません。

Retrospect, Inc.このオプションの設定はデフォルト（オン）のまま変更しないことを推奨しま
す。「スナップショットをコピー」をオフにすると、スナップショットによる復元が不能にな
り、復元するファイルの検索が必要になります。また、システムの状態やセキュリティ情報の
復元も不能になります。

メディア検証メディア検証：このオプションでは、バックアップ先のバックアップセット内のファイルが、転送
中に生成される MD5 ダイジェストと比較されます。転送操作に関与するのはスナップショットと
バックアップセットだけであるため、完全検証オプションはありません。

▪ メディア検証オプションは、オリジナルのバックアップではなく転送中に生成された MD5 ダイ
ジェストに依存するため、Retrospect の「バックアップ処理中に MD5 ダイジェストを生成」設
定を無効にしている場合でも利用できます。

ソフトウェアデータソフトウェアデータ圧縮縮：データ圧縮を使用すると、ファイルが宛先バックアップセットにコピー
される前に圧縮されるため、バックアップメディアの消費を抑制できます。復元の実行時には自動
的に解凍され、元の状態に戻されます。圧縮による節約スペースは、「状況」ウィンドウと操作ロ
グに表示されます。節約できる量は、圧縮するファイルのタイプによって異なります。テキストフ
ァイルは圧縮率が高く、アプリケーションファイルやシステムファイルは低くなります。データ圧
縮をオンにすると、転送や復元にかかる時間は長くなります。

Retrospect は、内蔵の圧縮フィルタを使用して、WinZip などの圧縮ユーティリティで圧縮済みの
ファイルを識別し、ソフトウェア圧縮から除外します。

圧縮機能を内蔵したテープデバイスにコピーする場合は、より高速なハードウェア圧縮を優先させ
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るため、ソフトウェア圧縮は自動的にオフになります。「ソフトウェアデータ圧縮」オプションの
初期設定はオフです。

転送後に元バックアップセットの書き替え転送後に元バックアップセットの書き替え：転送成功後に転送元バックアップセットを書き換えま
す。書き換えは、バックアップセットの内容を示すカタログファイルの項目を消去し、バックアッ
プ済みファイルが 1 つもない状態にします。書き換えたバックアップセットを次回、宛先として使
用するときには、バックアップセットの最初のメンバーが検索され、その内容が消去された後、フ
ァイルがコピーされます。バックアップセットに既存ファイルが存在しない状態になっているた
め、選択したすべてのファイルがコピーされます。

転送元のバックアップセットを書き換える前に、その中のすべてのデータが失われてもかまわ
ないことを確認してください。

どの中間のデータベーススナップショットでも転送するどの中間のデータベーススナップショットでも転送する：フルバックアップ以外の種類のバックア
ップ（ログ、増分、差分など）で作成されたデータベーススナップショットが転送元に含まれる場
合に、選択されたデータベーススナップショットの作成日時の時点における最新状態に、元のデー
タベースを戻すために必要なすべてのバックアップを転送します。これにより、複数のスナップシ
ョットを手動で転送する必要がなくなります。

データベース復元オプション

このオプションは、SQL または Exchange データベースを復元する場合にのみ利用できます。

どの中間のスナップショットでも復元する：どの中間のスナップショットでも復元する：フルバックアップ以外のバックアップタイプ（ログ、
増分、差分など）からデータベーススナップショットを選択した場合、Retrospect は、選択したス
ナップショットを復元する前に、最新のフルバックアップと必要な基本バックアップを復元しま
す。これにより、複数のスナップショットを手動で復元する必要がなくなります。

この動作を変更するには、このオプションをオフにします。ほとんどの場合、このオプションは初
期設定のままにしておきます。

取り込み実行オプション

これらのオプションは、現在のファイルか、より古いファイルを検索して、基本復元を行う場合に
のみ利用できます。
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最新バージョンのみ最新バージョンのみ：検索基準と一致するファイルのうち、Retrospect は、バックアップセットに
最後に追加されたものだけを使用します。古いセッションのファイルは無視します。初期設定では
このオプションはオフになっており、Retrospect は、古いセッションおよび最新のセッションの一
致するファイルを使用します。

最小フォルダ構成最小フォルダ構成：必要最小限の階層構造で、オリジナルのフォルダにファイルを復元します。空
のフォルダは復元しません。このオプションのデフォルトはオフです。

カタログファイル実行オプション

このオプションは、複製、復元、転送を除く、すべてのタイプの操作で利用できます。

復元用に元スナップショットを保存復元用に元スナップショットを保存：このオプションは、Retrospect に対して、ボリュームスナッ
プショットをカタログに保存し（古いスナップショットがあれば置き換える）、バックアップメデ
ィアにもスナップショットの別のコピーを保存するように指示するものです。デフォルトでは、こ
のオプションはオンです。

スナップショットは、Retrospect の基本となる重要な要素です。詳細は、スナップショットを
参照してください。このオプションをオフにした場合に生じる結果については、時間と容量を
節約するためにスナップショットを保存しない場合の結果は?を参照してください。

クライアント実行オプション

これらのオプションは、復元と転送を除くすべてのタイプの操作で利用できます。ただし、これら
のオプションが適用されるのは、Retrospect クライアントコンピュータをバックアップする場合だ
けです。

バイト単位でファイルを比較バイト単位でファイルを比較：このオプションは、Retrospect の高速クライアント比較を無効に
し、ローカルのバックアップと同じ方法でファイルの検証を行うようにします。このオプションを
オフにすると、Retrospect は、コピーされたファイルの検証の際に、より高速な、チェックサムベ
ースの方式を使用します。どちらの方式でも、バックアップされたデータとオリジナルファイル
を、信頼性の高い仕方で比較します。初期設定では、このオプションはオフになっています。その
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ままにしておくのがよいでしょう。

検証をオフにしているかメディア検証を選択している場合、このオプションは何の影響も及ぼ
しません。

最低速度最低速度：このオプションはスクリプトでのみ利用できるもので、遅すぎるバックアップを防止す
る点で役立ちます。ここに入力する数値は、クライアントコンピュータへのアクセス速度として受
け入れ可能な最低値を決めます。Retrospect は、操作に先立ってクライアントへのネットワーク接
続をテストしますが、ネットワークやクライアントが十分な速度で動作していないことを検出した
場合には、操作を終了して、エラーを記録します。

このオプションは、Proactive Client Backup が、LAN にダイアルアップで接続しているノートブッ
クコンピュータのボリュームをバックアップしようとした場合などに、それを防止する上で役立ち
ます。

Retrospect は、処理の開始時に一度だけ、クライアントの接続速度をチェックします。次に説明す
る、実行性能のしきい値オプションを使えば、より総合的なコントロールを行えます。

実行性能のしきい値実行性能のしきい値：このオプションはスクリプトでのみ利用できるもので、遅すぎるバックアッ
プを防止する点で役立ちます。これは、非常に遅いクライアントのために時間を浪費する代わり
に、待ち行列によるバックアップや、他の操作の実行を可能にします。ここに入力する数値は、ク
ライアントでのデータコピーのパフォーマンスとして受け入れ可能な最低値を決めます（分あたり
のメガバイト単位）。Retrospect はクライアントのパフォーマンスを連続して測定し、更新しま
す。最初のうち受け入れ可能なパフォーマンスが出ていても、後ほど最低値より下がった場合に
は、Retrospect は実行を中止します。初期設定では最低値は 0 に設定されていますが、この場合、
Retrospect は実行のパフォーマンスを評価せず、パフォーマンスが低くても実行を中止しません。

同期クロック同期クロック：このオプションは、各クライアントコンピュータの日付と時刻を、バックアップコ
ンピュータの時計と一致させます。これは、時刻と日付を一致させる点で、また特に、夏時間と通
常時間の切り替えが行われる際に有用です。Retrospect クライアントコントロールパネルで読み込
みアクセスだけを許可している場合には、Retrospect は、クライアントコンピュータのクロックを
同期させることはできません。デフォルトでは、この同期オプションはオフです。

照合実行オプション

これらのオプションは、複製と復元を除く、すべてのタイプの操作で利用できます。

元ボリュームをカタログファイルと照合元ボリュームをカタログファイルと照合：標準バックアップ中に、以前にバックアップしたファイ
ルと照合するオプションです。Retrospect は、元ボリューム上のファイルを、バックアップセット
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カタログ中のファイル情報と比較します。Windows でのファイル照合基準は、名前、サイズ、作成
日、および修正日です。Mac OS でのファイル照合基準は、名前、サイズ、タイプ、クリエータ、
作成日、および修正日です。 Linux および でのファイル照合基準は、名前、サイズ、および修正日
です。Retrospect は、これらの基準がすべて一致した場合、ファイルは既にバックアップされてい
るものと見なします。基本バックアップの設定時にプレビューブラウザを開くと、既にバックアッ
プされたファイルの前には、ひし形のマークが表示されます。

初期設定では、アーカイブ操作の照合オプションはオフになっています。この場合は、バックアッ
プセット内に同じファイルがあっても、選択したファイルはすべてアーカイブされます。「ファイ
ルを移動」オプションを選択しない場合、アーカイブスクリプトとバックアップスクリプトの違い
は照合だけです。

転送操作では、このオプションは「元カタログファイルを宛先カタログファイルと照合」とい
う名前になっており、転送先のカタログファイル内に存在しないファイルとスナップショット
だけをコピーします。

重複ファイルをバックアップセットに追加しない重複ファイルをバックアップセットに追加しない：このオプションは、「元ボリュームをカタログ
ファイルと照合」オプションと組み合わせることにより、以前にバックアップされたファイルが、
バックアップセットに再び追加されないようにします。標準の Progressive バックアップを行う場
合、つまり、新しいファイルか修正されたファイルだけをバックアップセットにコピーする場合に
は、これらのオプションを両方ともオンにしてください。このオプションをオフにすると、
Retrospect は、標準バックアップを行うたびに、以前にバックアップしたファイルも含めて、すべ
てのファイルをバックアップセットに追加します。デフォルトでは、このオプションはオン（アー
カイブ操作の場合を除く）になります。変更する必要性がない限りオンのままにしておかなければ
なりません。

同一場所のみ照合同一場所のみ照合：このオプションは、「元ボリュームをカタログファイルと照合」がオンの場合
にのみ利用できます。元ボリュームと宛先ボリュームのファイルが同一かどうかを判断する基準が
厳しくなります（通常は、「元ボリュームをカタログファイルと照合」で説明した基準を満たせ
ば、ファイルは同一と見なされます）。このオプションでは、もう 1 つの基準を追加します。ファ
イルは、同じボリュームからのものでなければなりません。

デフォルトでは、このオプションはオフになっています。特に変更する必要がなければ、そのまま
にしておいてください。

検証実行オプション

これらのオプションは、検証スクリプトでのみ利用できます。

検証済みでないバックアップのみ検証検証済みでないバックアップのみ検証: Retrospect は検証したバックアップとまだ検証していない
バックアップを追跡するため、通常はこのオプション（デフォルトではオン）を使用するようにし
ます。一般的に、このオプションが選択された検証スクリプトの処理時間は、「バックアップセッ
ト全体を検証」オプションを使用する検証スクリプトより短くなります。

CHAPTER 10 • 管理 371



バックアップセット内のいずれのバックアップもまだ検証されていない場合は、このオプショ
ンの効果は「バックアップセット全体を検証」オプションを使用した場合と同じになります。

バックアップセット全体を検証バックアップセット全体を検証:このオプションでは、バックアップセット全体が検証されます。バ
ックアップセットが複数のメディアメンバーにわたる場合は、Retrospect の指示に従ってメディア
を挿入する必要があります。このオプションは、古いバックアップセットのメディアに問題がある
と信じるに足る理由がある場合に選択することができます。ただし、「メディアの検証」コマンド
を使用すれば、スクリプトなしで同じ機能が得られます。詳しくは、バックアップセットメディア
の検証を参照してください。

スケジュール実行オプション

このオプションは、スクリプトの場合にのみ利用できます（Proactive Client Backup スクリプトを
除く）。

このスクリプトを実行してもよい時間帯を定義するには、「スケジュール」をクリックしてくださ
い。スケジュールのデフォルトは、スケジュール環境設定で説明する、グローバルなスケジュール
環境設定に応じて決まります。

共有実行オプション

このオプションは、復元と転送を除く、すべてのタイプの操作で利用できます。デフォルトでは、
このオプションはオンです。

バックアップ中はボリュームをロックバックアップ中はボリュームをロック：このオプションは、バックアップ中に、Microsoft
Networking を通してバックアップコンピュータに接続しているユーザを切断して、共有ボリューム
が使用されないようにします。このオプションをオンにすると、切断前にユーザに対して表示する
警告メッセージを入力できます。（Windows のユーザは、自動的に警告メッセージを受け取りま
す。。）また、何分前にユーザに警告するかも指定できます。このオプションがユーザをロックア
ウトするのは、サーバ自体で Retrospect を実行している場合だけで、クライアントには適用されま
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せん。

ロックアウトオプションの動作は、Windows Server 上の Services For Macintosh ネットワークボ
リュームでは異なります。Services For Macintosh のすべての共有ボリュームは、全部がバックア
ップの対象ではない場合でも、まとめてロックアウトされます。共有ロックアウトオプションを有
効にした状態で、いずれかのボリュームをバックアップすると、すべてがロックされます。

デフォルトでは、このオプションはオフです。

メディア実行オプション

このオプションは、バックアップ、アーカイブ、転送の各操作や、検証スクリプトで使用すること
ができます。このオプションは、Proactive Backup、復元、複製の各操作では利用できません。

終了時にテープおよびディスクをイジェクト終了時にテープおよびディスクをイジェクト:このオプションは、スクリプト実行中にアクセスした
テープやディスクをスクリプト終了時に排出するよう Retrospect に指示します。

Windows システムオプション

これらのオプションは、転送を除くすべてのタイプの操作で利用できます。実際に使用できるオプ
ションは、操作の種類に応じて変わります。この分類のオプションは、Linux、または Macintosh
クライアントには影響しません。

バックアップまたはアーカイブ操作の場合の Windows システムオプション

複製操作の場合の Windows システムオプション
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復元操作の場合の Windows システムオプション

システムの状態システムの状態：Windows フォルダがファイル選択基準に含まれている場合に、Windows のレジ
ストリ、COM+、Active Directory および証明書サービスをコピーします。Retrospect はこれらの情
報をスナップショットに保存して、スナップショットを使用する復元方法の場合には、情報も復元
します。

このオプションは、バックアップ、複製、アーカイブの各操作ではデフォルトでオンになります。
また、ボリューム全体を復元している場合にもデフォルトでオンになります。

ウィザードモードでバックアップか複製を実行している場合に「オペレーティングシステムと
アプリケーション」ファイルをコピーしないことを選択すると、「システム状態をバックアッ
プ/複製」オプションが自動的に無効になります。高度な設定モードでは、選択したファイル形
式に関係なく、このオプションはデフォルトでオンになります。

システム状態を復元するには、復元元のスナップショットにバックアップされたシステム状態が含
まれていること、および復元先がシステムボリュームであることが条件になります。

システム状態を複製するには、複製元と複製先の両方がシステムボリュームである（両方にシステ
ム状態情報が存在する）ことが条件になります。

Windows でシステム状態情報をコピーするには、Administrator または Backup Operator の権
限を持っていなければなりません。

暗号化ファイルの検証エラーを無視暗号化ファイルの検証エラーを無視：複製操作で利用可能なもので、初期設定ではオフになってい
ます。NTFS ボリューム上の暗号化ファイルでの検証エラーを無視します。

セキュリティ情報を復元セキュリティ情報を復元：復元操作でのみ利用できます（ファイルの検索による復元を除く）。こ
のオプションを有効にすると、復元されたすべてのフォルダと復元されたファイル（復元先に存在
しなかったもの）に対して NTFS セキュリティ情報が Retrospect によって復元されます。

復元元のスナップショットと復元先に同じファイルが存在し、しかも 2 つのファイルの唯一の差が
セキュリティ情報だけである場合は、復元先のファイルのセキュリティ情報が維持されます。
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セキュリティ情報を復元できるのは、バックアップ済みの場合だけです。詳しくは、Windows
セキュリティオプションを参照してください。

一致したファイルのセキュリティ情報を復元する一致したファイルのセキュリティ情報を復元するは、復元操作でのみ利用できます（ファイルの検
索による復元を除く）。このオプションを前述のオプションと組み合わせて使用すると、
Retrospect は復元されたすべてのファイルとフォルダに対して NTFS セキュリティ情報を復元しま
す。

復元元のスナップショットと復元先に同じファイルが存在し、しかも 2 つのファイルの唯一の差が
セキュリティ情報だけである場合は、復元先にあるファイルがスナップショットからのファイルで
置き換えられます。

セキュリティ情報を復元できるのは、バックアップ済みの場合だけです。詳しくは、Windows
セキュリティオプションを参照してください。

アーカイブ属性を設定アーカイブ属性を設定：Retrospect は、復元操作中にアーカイブ属性を設定することができます
（ファイル検索による復元を含む）。このオプションを選択すると、復元されるファイルに対して
Retrospect がアーカイブ属性を設定します。

アーカイブ属性を設定すると、ファイルを次回にバックアップするときに、復元されたファイルに
対するセキュリティ情報が Retrospect によってバックアップされます（ファイルのセキュリティ情
報をバックアップするオプションを選択している場合）。詳しくは、Windows セキュリティオプシ
ョンを参照してください。

Windows セキュリティオプション

これらのオプションは、バックアップ（Proactive Backup バックアップを含む）、複製、アーカイ
ブの各操作で利用することができます。これらのオプションを使用すると、NTFS ファイルやフォ
ルダのセキュリティ情報をサーバやワークステーションからコピーすることができます。実際に使
用できるオプションは、操作の種類に応じて変わります。

NTFS セキュリティ許可は、ユーザかグループのメンバーシップに基づいてファイルやフォルダへ
のアクセスを許可するか制限することを可能にする Windows オペレーティングシステムの機能で
す。これらの許可は、NTFS でフォーマットされたディスクでしか利用できません。

ワークステーションかサーバ上のすべてのファイルやフォルダのセキュリティ情報をコピーするに
は、かなりの時間がかかります。必要とするセキュリティ情報だけをコピーすれば、処理時間を短
縮することができます。ただし、セキュリティ情報をコピーしなかったファイルやフォルダの復元
には注意が必要です。これらのファイルやフォルダは、復元したコンピュータへのアクセスを有す
るユーザならだれでも入手することが可能になります。セキュリティ情報をコピーすべきかどうか
の判断がつかない場合は、Retrospect のデフォルト設定を使用しなければなりません。

Retrospect は、NTFS セキュリティ情報を自身のスナップショットに保存します。このため、セキ
ュリティ情報を復元するには、スナップショットごとに復元する必要があります。NTFS ファイル
やフォルダのセキュリティ情報を復元するには、復元元のスナップショットを選択し、「Windows
システムオプション」で説明しているセキュリティ情報復元オプションを使用します。

完全な復元を行うためには、フォルダのセキュリティ情報をバックアップしなければなりませ

CHAPTER 10 • 管理 375



ん。

バックアップやアーカイブ操作用の Windows セキュリティオプション

複製操作の場合の Windows セキュリティオプション

サーバからファイルセキュリティ情報をバックアップするサーバからファイルセキュリティ情報をバックアップする:このオプションをオン（デフォルト）に
すると、Retrospect は NTFSファイルのセキュリティ情報を、サーバオペレーティングシステムが
動作しているバックアップ元コンピュータからバックアップします。このオプションが有効になる
と、Retrospect はバックアップ対象のすべてのファイルに対してファイルのセキュリティ情報をコ
ピーします。

また、前回のバックアップ以後にファイルに新しいセキュリティ情報が与えられたが、それ以外の
変更がない場合は、Retrospect は該当するファイルに対して新しいセキュリティ情報をコピーしま
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す。ファイルのセキュリティ情報が変更されると Windows がアーカイブ属性を設定するため、
Retrospect はこのアーカイブ属性を使用してこれらのファイルを識別します。

Retrospect が同一場所からファイルをバックアップした後でアーカイブ属性が設定された場合は、
ファイルにそれ以外の変更が加えられていない場合でも、Retrospect はファイルのセキュリティ情
報をコピーします。

Retrospect は、複数のバックアップセットにわたってアーカイブ属性の変更を追跡することが
できます。例えば、バックアップセット A に新しいセキュリティ情報を有するファイルのコピ
ーが含まれ、バックアップセット B のコピーにはセキュリティ情報が含まれない場合、バック
アップセット B への次のバックアップでは、ファイルとそのセキュリティ情報がコピーされま
す。

ワークステーションからファイルセキュリティ情報をバックアップするワークステーションからファイルセキュリティ情報をバックアップする:このオプションのデフォル
トはオフです。このオプションが有効になっている場合、Retrospect はNTFSファイルのセキュリ
ティ情報を、非サーバオペレーティングシステムが動作しているコピー元コンピュータや、
Microsoft Networking Volumes からコピーします。このオプションが有効になると、Retrospect は
バックアップ対象のすべてのファイルに対してファイルのセキュリティ情報をコピーします。

「ファイルのセキュリティ情報をサーバからバックアップ」オプションの場合と同じように、
Retrospect はアーカイブ属性を使用して新しいセキュリティ情報を有するファイルを識別し、バッ
クアップします。

サーバからフォルダセキュリティ情報をバックアップするサーバからフォルダセキュリティ情報をバックアップする:このオプションをオン（デフォルト）に
すると、Retrospect は NTFSフォルダのセキュリティ情報を、サーバオペレーティングシステムが
動作しているバックアップ元コンピュータからコピーします。このオプションが有効になると、
Retrospect はバックアップ元のすべてのフォルダに対してフォルダのセキュリティ情報をコピーし
ます。

ワークステーションからフォルダセキュリティ情報をバックアップするワークステーションからフォルダセキュリティ情報をバックアップする:このオプションをオン（デ
フォルト）にすると、Retrospect は NTFSフォルダのセキュリティ情報を、非サーバオペレーティ
ングシステムが動作しているバックアップ元コンピュータや、Microsoft Networking Volumes から
コピーします。このオプションが有効になると、Retrospect はバックアップ元のすべてのフォルダ
に対してフォルダのセキュリティ情報をコピーします。

ウィザードモードでバックアップを実行している場合に「オペレーティングシステムとアプリ
ケーション」ファイルをコピーしないことを選択すると、「フォルダのセキュリティ情報をワ
ークステーションからバックアップ」オプションが自動的に無効になります。高度な設定モー
ドでは、選択したファイル形式に関係なく、このオプションはデフォルトでオンになります。

サーバのファイルセキュリティ情報を複製サーバのファイルセキュリティ情報を複製:このオプションをオン（デフォルト）にすると、
Retrospect は NTFSファイルのセキュリティ情報を、サーバオペレーティングシステムが動作して
いるコピー元コンピュータからコピーします。このオプションが有効になると、Retrospect はコピ
ー元のすべてのファイルに対してファイルのセキュリティ情報をコピーします。

ワークステーションのファイルセキュリティ情報を複製ワークステーションのファイルセキュリティ情報を複製:このオプションのデフォルトはオフです。
このオプションが有効になっている場合、Retrospect はNTFSファイルのセキュリティ情報を、非
サーバオペレーティングシステムが動作しているコピー元コンピュータや、Microsoft Networking
Volumes からコピーします。このオプションが有効になると、Retrospect はコピー元のすべてのフ
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ァイルに対してファイルのセキュリティ情報をコピーします。

サーバのフォルダセキュリティ情報を複製サーバのフォルダセキュリティ情報を複製:このオプションをオン（デフォルト）にすると、
Retrospect は NTFSフォルダのセキュリティ情報を、サーバオペレーティングシステムが動作して
いるバックアップ元コンピュータからコピーします。このオプションが有効になると、Retrospect
はバックアップ元のすべてのフォルダに対してフォルダのセキュリティ情報をコピーします。

ワークステーションのフォルダセキュリティ情報を複製ワークステーションのフォルダセキュリティ情報を複製:このオプションをオン（デフォルト）にす
ると、Retrospect は NTFSフォルダのセキュリティ情報を、非サーバオペレーティングシステムが
動作しているバックアップ元コンピュータや、Microsoft Networking Volumes からコピーします。
このオプションが有効になると、Retrospect はバックアップ元のすべてのフォルダに対してフォル
ダのセキュリティ情報をコピーします。

ウィザードモードで複製を実行している場合に「オペレーティングシステムとアプリケーショ
ン」ファイルをコピーしないことを選択すると、「フォルダのセキュリティ情報をワークステ
ーションから複製」オプションが自動的に無効になります。高度な設定モードでは、選択した
ファイル形式に関係なく、このオプションはデフォルトでオンになります。

セキュリティストリームにおけるファイル検証エラーを無視セキュリティストリームにおけるファイル検証エラーを無視：このオプションは複製操作でのみ利
用でき、デフォルトではオフになっています。このオプションが有効になると、Retrospect は
NTFS ボリューム上のセキュリティストリームでの検証エラーを無視します。

Windows のオープンファイルオプション

これらのオプションは、復元と転送を除く、すべてのタイプの操作で利用できます。

オープンファイルバックアップは、メインの Retrospect アプリケーションに対するアドオン製
品です。Retrospect Single Server (Disk-to-Disk)、Retrospect Single Server、Retrospect Multi
Server のいずれかをインストールしているバックアップコンピュータでは、オープンファイル
バックアップのライセンスコードがあれば、Windows の各コンピュータで開かれているファイ
ルをバックアップすることが可能です。Windows コンピュータ上の開いているファイルをバッ
クアップするには、NTFS ボリュームがなければなりません。「設定」>「ライセンス」の順に
クリックすると、現在のライセンスが表示されます。新しいライセンスを購入することもでき
ます。

オープンファイルは、バックアップ、アーカイブ、複製が可能です。オープンファイルバックアッ
プアドオンがある場合、このオプションの初期設定はオンです。

オープンファイルバックアップを使ってバックアップされたファイルを復元するには、宛先ボ
リュームで開かれたファイルを使用しているアプリケーションを閉じるか、停止してくださ
い。
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オープンファイルのバックアップオープンファイルのバックアップ：通常はコピーできない使用中のファイルを Retrospect がコピー
できるようにするオプションです。デフォルトではオンに設定されています。

マルチボリュームデータセットの保護マルチボリュームデータセットの保護：複数のボリュームにファイルを保存するアプリケーション
のバックアップまたはアーカイブを行います。

オープンファイルを複製できないときは停止オープンファイルを複製できないときは停止：再試行がタイムアウトになるか、システム設定でオ
ープンファイルバックアップがサポートされていない場合に、操作を中止します。このオプション
をオフにすると、Retrospect は他のすべてのファイル（つまり、開いていないファイル）をバック
アップまたは複製します。

ディスク休止しきい値ディスク休止しきい値：オープンファイルバックアップを実行する前に、元ボリュームのディスク
がアイドル状態になるのを待つ時間の長さです。この時間が経過すると、再試行のタイムアウトが
生じるまで、再び待機します。初期設定値は 5000 ミリ秒です。

再試行のタイムアウト再試行のタイムアウト：ディスクの休止状態（開かれているファイルをコピーできる状態）を検出
するまで、Retrospect がディスク動作のモニタリングを継続する時間の上限。タイムアウトが生じ
ると、Retrospect は、上記の「停止」オプションの設定に応じて、操作を直ちに中止するか、また
は、オープンファイルバックアップを行わずに操作を継続します。初期設定値は 10 分です。

Windows Outlook システムオプション

これらのオプションは、復元と転送を除く、すべてのタイプの操作で利用できます。

Microsoft Outlook データの強制バックアップデータの強制バックアップ：Microsoft Outlook のデータファイルのバックアッ
プを行うため、Outlook を終了させます。Retrospect によるバックアップの完了後、Outlook を使
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用するには、手動で起動する必要があります。

Windows SQL Server オプション

Retrospect には、バックアップ操作にのみ利用できる SQL Server オプションがいくつかありま
す。

バックアップタイプバックアップタイプ：実行する SQL データベースバックアップのタイプを指定できます。初期設定
では、Retrospect はフルバックアップを行います。

他の SQL Server オプションは、SQL データベースを復元する場合にのみ利用できます。

データベースの復元に、新しいデータベース名を使用データベースの復元に、新しいデータベース名を使用：復元したデータベースに新しい名前を指定
できます。
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データベースのデータとログファイルの復元にカスタムパスを使用データベースのデータとログファイルの復元にカスタムパスを使用：復元したファイルに宛先パス
を指定できます。

ある時点より前のレコードのみを復元ある時点より前のレコードのみを復元：トランザクションログの復元に、時間と日付を指定できま
す。指定した日時以前のレコードのみを復元します。

SQL データベースを使用可能にするデータベースを使用可能にする：復元操作が完了した後、データベースを操作可能にするよう
SQL サーバに指示します。現在の操作が実行された後、差分またはトランザクションスナップショ
ットを追加で復元する必要がある場合にのみ、このオプションをオフにしてください。

Windows Exchange Server オプション

Retrospect には、バックアップ操作にのみ利用できる Exchange Server オプションがいくつかあり
ます。

バックアップタイプバックアップタイプ：実行する Exchange データベースバックアップのタイプを指定できます。初
期設定では、フルバックアップを行います。

他の Exchange Server オプションは、Exchange データベースを復元する場合にのみ利用できま
す。
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ログファイルの復元にカスタムパスを使用ログファイルの復元にカスタムパスを使用：復元したファイルに宛先パスを指定できます。

Exchange データベースを動作させておくデータベースを動作させておく：復元操作が完了した後、データベースを操作可能にす
るよう Exchange サーバに指示します。現在の操作が実行された後、差分またはトランザクション
スナップショットを追加で復元する必要がある場合にのみ、このオプションをオフにしてくださ
い。

復元後にデータベースをマウントする復元後にデータベースをマウントする：データベース復元後にユーザがそのデータベースにログイ
ンできるようにします。現在の操作が実行された後、差分またはトランザクションスナップショッ
トを追加で復元する必要がある場合にのみ、このオプションをオフにしてください。

Macintosh クライアントオプション

これらのオプションは、転送を除くすべてのタイプの操作で利用できます。実際に使用できるオプ
ションは、操作の種類に応じて変わります。Windows、Linux のクライアントには影響を与えませ
ん。

バックアップまたはアーカイブ操作の場合の Macintosh クライアントオプション
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複製操作の場合の Macintosh クライアントオプション

復元操作の場合の Macintosh クライアントオプション

照合時に属性変更日付を使用照合時に属性変更日付を使用:このオプションは、バックアップ、アーカイブ、複製、および復元操
作で利用できます。デフォルトでは、このオプションはユーザが指定しない限りファイルの照合が
行われないアーカイブを除くすべての操作に対して有効になります。このオプションが有効になる
と、Retrospect は拡張属性か ACL だけが異なっているファイルを、属性変更日付を使用して識別
し、コピーします。例えば、以前にバックアップしたファイルのバックアップ中に、そのファイル
の ACL だけを変更する場合、ファイルが異なっている（したがって再度バックアップする必要があ
る）ことを Retrospect が知る唯一の方法は、属性変更日付をチェックすることです。

拡張属性と ACL は、Mac OS X 10.4 以上でサポートされます。

元（ボリューム元（ボリューム/フォルダフォルダ/ファイル）のバックアップ時間を設定ファイル）のバックアップ時間を設定：これらのオプション（複製操作
では利用不可）は、元ボリューム、フォルダ、またはファイルそれぞれのバックアップ時間を記録
します（Mac OS は、ファイル、フォルダ、およびボリュームそれぞれの作成日、修正日、および
バックアップ日を記録しています）。 これらのオプションを使うと、「バックアップ時間」に基づ
いたセレクタを作成することが可能になります。バックアップ時間とは、実行が始まった時間のこ
とです。Retrospect クライアントコントロールパネルで読み込みアクセスだけを許可している場合
には、Retrospect は、クライアントコンピュータの元のバックアップ時間を設定することはできま
せん。デフォルトでは、ボリュームのオプションはオンで、ファイルとフォルダのオプションはオ
フです。

ファイルの照合を行う際、Retrospect は、バックアップのタイムスタンプは使用しません。
Retrospect の原理で説明されているように、より高度で柔軟な基準を使用します。

終了しない終了しない/完了時に終了完了時に終了：このオプションは、操作の終了後、Retrospect がクライアント
Macintosh の Finder のシステム終了処理について何を行うかを指定するものです。

▪ このオプションの設定が実際の動作に反映されるのは、クライアント Macintosh がバックアッ
プ待ちの状態にある場合だけです（実行環境設定を参照）。

▪ 「完了時に終了」は、先読み時間内に、クライアントで他の操作が予定されていなければ、シス
テム終了操作を行います（先読み時間については、スケジュール環境設定を参照してくださ
い）。

▪ 「システム終了不可」を選択した操作では、クライアントはシステム終了しません。
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初期設定では、このオプションは「完了時に終了」に設定されています。

アイコンの位置を再計算アイコンの位置を再計算：このオプションは、復元操作でのみ利用できます。Mac OS の宛先ボリ
ュームにコピーされたファイルやフォルダのアイコンの位置を調整して、重なり合うのを防ぎま
す。デフォルトでは、このオプションはオフです。

Access Control List（（ACL）の復元）の復元/Access Control List（（ACL）の複製）の複製:このオプションを利用で
きるのは、復元と複製の操作だけです。ボリューム全体を復元する時はデフォルトでオンになり、
ファイルやフォルダを復元するときはデフォルトでオフになります。

ACL は、Mac OS X 10.4 以上でサポートされます。

UNIX クライアントオプション

このオプションを利用できるのは、バックアップ、複製、および復元の操作だけです。Windows、
Mac OS のクライアントには影響を与えません。

照合時にステータス変更日付を使用照合時にステータス変更日付を使用: このオプションは、バックアップ、複製、ボリューム全体の復
元の各操作ではデフォルトでオンになります。ファイル検索による復元やファイルおよびフォルダ
の復元では、デフォルトでオフになります。このオプションが有効になると、Retrospect は拡張属
性だけが異なっているファイルを、ステータス変更日付を使用して識別し、コピーします。例え
ば、以前にバックアップしたファイルのバックアップ中に、そのファイルの拡張属性だけを変更す
る場合、ファイルが異なっている（したがって再度バックアップする必要がある）ことを
Retrospect が知る唯一の方法は、ステータス変更日付をチェックすることです。

このオプションは、拡張属性をサポートするファイルシステムとカーネルに対してのみサポー
トされます。

バックアップセットの管理

Retrospect には、バックアップセットを効率的に管理するのに役立つツールが数多くあります。ツ
ールバーから「設定」>「バックアップセット」を順にクリックすると、現在のバックアップセッ
トのリスト表示、バックアップセットのリストの編成、バックアップセットの設定、作成、削除、
既存のバックアップセットへの新しいメンバーの追加、などができます。

バックアップセットのリストの表示

Retrospect で現在使用中のバックアップセットのリストを表示するには、「設定」>「バックアッ
プセット」の順にクリックします。「バックアップセット」ウィンドウが表示されます。
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次の方法で、リストを修正できます。

▪ 新規バックアップセットの作成
▪ 古いバックアップセットの再作成
▪ バックアップセットの削除
新規バックアップセットの作成新規バックアップセットの作成

新規のバックアップセットを作成するには、「新規作成」をクリックします。新規バックアップセ
ットの作成手順は、新規バックアップセットの作成で説明しています。

古いバックアップセットの再作成古いバックアップセットの再作成

「バックアップセット」ウィンドウに自分のバックアップセットが表示されていない場合、カタロ
グファイルを使用して、そのバックアップセットをリストに追加することができます。開始するに
は、「追加」をクリックします。「他のバックアップセットのアクセス」ウィンドウが表示されま
す。
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このウィンドウから、次のことができます。

▪ 既存のカタログファイルを開く：バックアップセットのカタログファイルの場所が分かっている
場合は、「開く」ボタンをクリックします。カタログファイルが保存されている場所に移動して
ファイルを選択し、「開く」をクリックします。

▪ ストレージメディアからカタログファイルを再作成する：「再作成」ボタンをクリックします。
カタログの再作成の説明に従ってカタログファイルを再作成します。

カタログファイルを開くか再作成したら、関連するバックアップセットがリストに表示されます。

バックアップセットの削除バックアップセットの削除

バックアップセットのリストからバックアップセットを削除するには、バックアップセットを選択
して、「削除」ボタンをクリックします。バックアップセットを削除するプロンプトが表示された
ら、「OK」をクリックします。ここで行う削除は、バックアップセットの内容にも、カタログファ
イルにも影響しません。ただし、そのバックアップセットが使われているスクリプトからは、バッ
クアップセットが削除されます。

バックアップセットは、後でリストに戻すことができます。ただし、カタログファイルを削除した
場合とバックアップセットが保存されているメディアを消去した場合は戻せません。このプロセス
については、古いバックアップセットの再作成で説明しています。

バックアップセットのリストの編成

大量のバックアップセットを管理しなければならない場合、バックアップセットを整理するための
フォルダを使用できます。たとえば、別の離れた場所の安全な保管ボックスに移動したアクティブ
でないバックアップセット用に、フォルダを作成できます。

「バックアップセット」ウィンドウ内で作成するフォルダは、編成専用のもので、Retrospect
外では存在しません。

フォルダを作成して、バックアップセットを入れるには

1. 「バックアップセット」ウィンドウで、ツールバーの「新規フォルダ」アイコンをクリックしま
す。

2. フォルダの名前を入力して「作成」をクリックします。
3. フォルダに移動するバックアップセットをドラッグアンドドロップします。
4. フォルダに入れるバックアップセットを右クリックし、ポップアップメニューから「切り取り」を
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選択することもできます。フォルダを右クリックし、「貼り付け」を選択します。

新規バックアップセットの作成

新規バックアップセットの作成は、「設定」>「バックアップセット」をクリックして表示される
「バックアップセット」ウィンドウから開始できるほか、一部の基本操作やスクリプト操作の設定
時（高度な設定モードでのバックアップ先の指定時など）に表示される「バックアップセットの選
択」ウィンドウからも開始できます。

「新規作成」ボタンをクリックして、新規バックアップセットの作成を開始します。「バックアッ
プセット作成」ウィザードが起動します。

「ようこそ」画面「ようこそ」画面

導入画面の内容を読んだ後、「次へ」をクリックして新規バックアップセットの作成を開始しま
す。

「次へ」をクリックする前に導入画面のチェックボックスを選択すると、次回の新規バックアップ
セットの作成時に導入画面は表示されません。

バックアップセットタイプの選択バックアップセットタイプの選択

このバックアップセットに使用するバックアップメディアの種類を、該当するラジオボタンをクリ
ックして選択し、「次へ」をクリックします。
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テープバックアップセットの命名テープバックアップセットの命名

「名前」フィールドに、バックアップセットの内容が分かるような未使用の名前を入力します。こ
の名前は、カタログファイルおよびバックアップセットメディアの識別に使用されます。

他の手順に進む前にバックアップセットに名前を付けることが重要です。

テープバックアップセットにいったん付けた名前を、後で変更することはできません。

データ圧縮オプションを設定します。「ハードウェアデータの圧縮を許可」チェックボックスを選
択すると、以下の条件が満たされる場合に、このバックアップセット内のデータがテープドライブ
で圧縮されます。

▪ テープドライブがデータ圧縮に対応している
▪ バックアップセットのデータが暗号化されていない
▪ 暗号化と圧縮の両方を使用しなければならない場合は、セキュリティダイアログボックスで暗号
化オプションを指定して、Retrospect のソフトウェア圧縮オプションを使用します。詳しく
は、バックアップ実行オプションを参照してください。

WORM オプションを設定します。WORM テープバックアップセットを作成するには、「Make this
a WORM Backup Set」を選択します。詳しくは、WORM テープサポートを参照してください。

複数のテープバックアップセットを一度に定義するには、「追加のテープセットの定義に直接進
む」チェックボックスをオンにし、「次へ」をクリックします。
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複数のテープバックアップセットの定義複数のテープバックアップセットの定義

最大 5 つのテープバックアップセットを一度に作成できます。

作成する各バックアップセットの名前を入力し、「次へ」をクリックします。

一度に作成するバックアップセットは、いずれもオプションの設定（ハードウェア圧縮、
WORM、セキュリティ、およびカタログファイルの場所）が同じになります。

ディスクバックアップセットの命名ディスクバックアップセットの命名

「名前」フィールドに、バックアップセットの内容が分かるような未使用の名前を入力します。こ
の名前は、カタログファイルおよびバックアップセットメディアの識別に使用されます。

他の手順に進む前にバックアップセットに名前を付けることが重要です。

ディスクバックアップセットにいったん付けた名前を、後で変更することはできません。

次の手順でディスクを指定します。

1. 「選択」をクリックします。
2. ハードディスクまたはリムーバブルディスクを選択して、ストレージとして追加します。
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ローカルディスクやネットワークボリュームをマウス操作で選択できるほか、「高度な機能」をク
リックして、使用するボリュームの UNC パスを直接入力することもできます。

3. リムーバブルディスクは、ドライブにディスクをロードしないと表示されません。
4. 「OK」をクリックします。
5. バックアップセットのデータに使用する最大ディスク容量を指定します。
6. これはハードディスクの場合にのみ該当します。リムーバブルディスクの場合、ディスク全体が使
用されます。

7. 「次へ」をクリックしてください。
CD/DVD バックアップセットの命名バックアップセットの命名

「名前」フィールドに、バックアップセットの内容が分かるような未使用の名前を入力します。こ
の名前は、カタログファイルおよびバックアップセットメディアの識別に使用されます。

CD/DVD ディスクバックアップセットにいったん付けた名前を、後で変更することはできませ
ん。

ファイルバックアップセットの命名ファイルバックアップセットの命名

「名前」フィールドに、バックアップセットの内容が分かるような未使用の名前を入力します。こ
の名前は、カタログファイルおよびバックアップセットメディアの識別に使用されます。

他の手順に進む前にバックアップセットに名前を付けることが重要です。
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▪ ファイルバックアップセットの場合は、Windows のエクスプローラで名前を変更できます。

デフォルト以外の場所にファイルバックアップセットのデータを保存する場合は、「参照」をクリ
ックし、場所を指定した後、「保存」をクリックします。

バックアップセットのセキュリティオプションの設定バックアップセットのセキュリティオプションの設定

この画面では、バックアップセットへのアクセスを制限するためのパスワードを指定できます。バ
ックアップセットデータを暗号化するオプションもあります。

暗号化を使用すると、バックアップに要する時間が長くなります。

「バックアップセットのセキュリティ」リストボックスからオプションを選択します。

▪ 「暗号化なし」「暗号化なし」：パスワードによる保護がバックアップセットに行われず、バックアップセット
のデータは暗号化されません。

▪ 「パスワードのみ」「パスワードのみ」：バックアップセットにパスワードによる保護が行われます。保存されたデ
ータは暗号化されません。

▪ 「「SimpleCrypt」」：パスワードによる保護に加え、Retrospect 独自の暗号化フォーマットによ
るバックアップセットデータの暗号化が行われます。

▪ 「「DES」」：パスワードにより保護され、データ暗号化標準に従ってバックアップセットデータが
暗号化されます。

▪ 「「AES-128」」：パスワードにより保護され、128 ビットのデータ暗号化標準（AES：Advanced
Encryption Standard）に従ってバックアップセットデータが暗号化されます。

▪ 「「AES-256」」：パスワードにより保護され、256 ビットのデータ暗号化標準（AES：Advanced
Encryption Standard）に従ってバックアップセットデータが暗号化されます。

▪ パスワードを忘れると、バックアップセットにアクセスできなくなります。暗号化を巧みに免れ
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る "マジックキー" や
"裏口" は存在しません。Retrospect テクニカルサポートスタッフでも解決することはできませ
ん。

パスワードを設定し、一定の条件下でそのパスワードを Retrospect に記憶させたい場合には、「パ
スワードを記憶」リストボックスからオプションを選択します。

▪ 「アクセス用のパスワードはどれでも記憶する」「アクセス用のパスワードはどれでも記憶する」：基本操作と自動操作で使用されるパスワード
をすべて保存します。

▪ 「スクリプトでアクセスするときのパスワードを記憶する」「スクリプトでアクセスするときのパスワードを記憶する」（デフォルト）：自動操作で使用さ
れるパスワードだけを保存します。たとえば、このオプションを設定したバックアップセット
が、スクリプトによる夜間のバックアップの宛先である場合、手動でパスワードを入力する必要
はありません。

▪ 「どのアクセス用のパスワードも記憶しない」「どのアクセス用のパスワードも記憶しない」：いかなる場合でも、バックアップセットにアク
セスするのに、パスワードを入力する必要があります。このオプションを設定したバックアップ
セットには、パスワードを入力せずにバックアップしたり、そのプロパティを表示したりするこ
とはできません。一度パスワードを入力した後は、Retrospect を終了し再起動するまでは、パ
スワードを再び入力する必要はありません。

▪ 「どのアクセス用のパスワードも記憶しない」パスワードオプションが選択されているディスク
バックアップセットは、ユーザ開始型復元の Web ページからアクセスすることはできません。

▪ このオプションの設定は、バックアップセットのプロパティを変更することによって、必要に応
じて変更できます。詳しくは、バックアップセットの設定を参照してください。

ディスクバックアップセットのグルーミングディスクバックアップセットのグルーミングオプションオプション

これらのオプションは、ディスクバックアップセットだけで有効です。バックアップ先のハードド
ライブに空きがなくなった（または割り当てたディスク領域がすべて消費された）ときに、
Retrospect がどのように対処するかを、以下のオプションから選択します。

ディスクバックアップセットのグルーミングポリシーは、いつでも必要に応じて変更したり、
無効化することができます。詳しくは、「オプション」タブを参照してください。
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▪ 「新しいディスクを要求する」「新しいディスクを要求する」：バックアップドライブに空きがなくなると、残りのバックアッ
プの格納先として、別のハードドライブが要求されます。元のバックアップ先ハードドライブ上
のデータはすべて保持されます。

▪ 「最後だけを保持する「最後だけを保持する nバックアップ」バックアップ」：バックアップドライブに空きがなくなったときに保
持されるバックアップの数を、元ボリュームごとに指定します。指定した数のバックアップが、
新しいものから保持されます。それより古いすべてのバックアップがハードドライブから削除さ
れ、バックアップデータ用の空き領域が確保されます。

▪ 「「Retrospectの定義済みポリシーに従って保持する」の定義済みポリシーに従って保持する」：バックアップドライブに空きがなくな
ると、Retrospect のグルーミングポリシーに従って古いバックアップが削除されます。
Retrospect のポリシーでは、少なくとも 2 つのバックアップが元ボリュームごとに保持されま
す（前回のバックアップ日とその前のバックアップ日の最終バックアップが、元ボリュームごと
に保持されます）。さらに、ディスクに十分な空きがあれば、先週の各曜日のバックアップと先
月の各週のバックアップ、および各月のバックアップがそれぞれ 1 つずつ、元ボリュームごと
に保持されます。

▪ グルーミングではファイルとフォルダが削除されますが、これらのファイルとフォルダを復元す
ることはできません。グルーミングを有効にする前に、重要性の高いファイルとフォルダを保護
するバックアップポリシーを、必ず作成してください。

カタログファイルの保存カタログファイルの保存

そのバックアップセットの内容を参照するカタログファイルの保存先を指定します。（または標準
の保存先を使用します。）

ファイルバックアップセットでは、カタログファイルとバックアップセットはどちらもこの場所に
保存されます。
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バックアップ先に使用する予定のリムーバブルディスク上にカタログを保存しないでください。
Retrospect では、すぐにアクセス可能なボリューム上でカタログにアクセスする必要があります。
ローカルなハードディスクが適当です。

ウィザードの終了ウィザードの終了

この画面には、ユーザが作成したバックアップセットのタイプに固有の情報が含まれます。情報に
目を通してから、「完了」をクリックしてウィザードを終了します。

テープバックアップセットの場合は、この画面でチェックボックスを選択した後で「終了」をクリ
ックすると、1 つ以上のテープを作成したバックアップセットのメンバーとして追加できます。詳
しくは、バックアップセットへのテープの追加を参照してください。

このオプションは、複数のバックアップセットを一度に作成した場合には利用できません。

バックアップセットの設定

既存のバックアップセットのプロパティは、いつでも表示および修正できます。「設定」>「バッ
クアップセット」を順にクリックして、現在のバックアップセットのリストを表示します。設定す
るバックアップセットを選択し、「プロパティ」をクリックします。

「バックアップセットプロパティ」ウィンドウが表示されます。
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このウィンドウは、次の 6 つのタブに分かれています。

▪ 「概要」タブ：
▪ 「オプション」タブ
▪ 「スナップショット」タブ
▪ 「セッション」タブ
▪ 「メンバー」タブ（ファイルバックアップセットの場合は利用不可）
▪ 「関連付け」タブ（テープバックアップセットの場合のみ利用可能）
「概要」タブ：「概要」タブ：

「概要」タブには、以下のようなバックアップセットに関する一般的な情報が表示されます。

▪ 「使用量」「使用量」には、現行のバックアップセットメンバーでどのくらいの容量が使われ、そのメンバ
ーにいくつのファイルが保存されているかが表示されます。

▪ 「空き容量」「空き容量」には、現行のバックアップセットメンバーの残り容量が表示されます。

▪ 「ストレージ」「ストレージ」には、バックアップセット内のメディアメンバーの数とセッションの数、および
カタログファイル内のスナップショットの数が表示されます。

▪ 「カタログファイル」「カタログファイル」には、バックアップセットのカタログが保存されている場所のパス名が表
示されます。

「オプション」「オプション」タブタブ

「オプション」タブには、カタログファイル、メディア制御、およびパスワード保存用のコントロ
ールがあります。

カタログファイル圧縮オプションを使えば、カタログファイルを圧縮して、ハードディスクの容量
を節約できます。
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「高速カタログ再作成」オプションをオンにすると、新しいメディアメンバーごとに、カタログフ
ァイルのコピーを保存します。これにより、カタログファイルを紛失または破損した場合の再作成
にかかる時間を大幅に短縮できます。

「パスワード」オプションでは、パスワードで保護されたバックアップセットの、パスワード保護
のレベルを選択できます。パスワードオプションは、バックアップセットを作成するときに暗号化
またはパスワード保護を指定していない場合は、選択できません。

▪ 「すべてのアクセスで要求」：このオプションを選択した場合、いかなる場合でも、バックアッ
プセットにアクセスするのに、パスワードを入力する必要があります。パスワードを入力せず
に、バックアップセットにバックアップしたり、そのプロパティを表示したりすることはできま
せん。一度パスワードを入力した後は、Retrospect を終了し再起動するまでは、パスワードを
再び入力する必要はありません。

▪ 「すべてのアクセスで要求」パスワードオプションが選択されているディスクバックアップセッ
トは、ユーザ開始型復元の Web ページからアクセスすることはできません。

▪ 「スクリプトによるアクセスで保存」（デフォルト）：このオプションを選択すると、無人でス
クリプトを使用する場合にのみ、パスワードを保存します。たとえば、スクリプトによる夜間の
バックアップで、パスワードで保護されたバックアップセットがバックアップ先である場合、手
動でパスワードを入力する必要はありません。

▪ 「すべてのアクセスで保存」：このオプションを選択すると、すべての種類の操作（基本、自
動、有人、無人）について、パスワードを保存します。これは、パスワードをまったく持ってい
ない場合と同じことです。

▪ パスワードオプションの変更は、Retrospect をいったん終了して再起動すると有効になりま
す。

「メディア制御」ボタンでは、バックアップの動作、すなわちこのバックアップセットで次にバッ
クアップを実行したときのストレージメディアの取り扱い方法を指定できます。バックアップ動作
の詳細については、バックアップ動作を参照してください。

▪ 「標準」は、現行のバックアップセットとメディアにデータの追加を続けます。
▪ 「置き換え」は、メディアを消去して再利用し、さらにカタログを消去します。これは、バック
アップセットのリセットと同じです。

▪ 「新規バックアップセット」は、新しいメディアを使用する新規バックアップセットを作成しま
す。

▪ 「新規メンバー」は、新規メンバーを要求し、現在のバックアップセットに追加します。このオ
プションは、CD/DVD、テープ、ディスクなどの現行メンバーの容量が限界に近い場合に、途中
でメディアを交換することなく、無人で実行を完了するための手段として役立ちます。

▪ 「グルーミング」は、グルーミング操作を開始し、バックアップセットの指定グルーミングポリ
シーでもはや不要になったディスクバックアップセットにあるファイルやフォルダを削除しま
す。Retrospect が、バックアップ中などでさらにディスクスペースを要求する前に、このオプ
ションかグルーミングスクリプトを使用して古いファイルやフォルダを削除します。詳しくは、
スクリプトによるグルーミングを参照してください。

「容量」ボタンは、テープバックアップセットの場合にのみ利用でき、Retrospect のテープの推定
容量を変更できます。推定容量は表示に使われるだけで、実際にコピーされるデータの量には影響
しません。メディアへの実際の書き込みでは、常に利用可能なすべての容量が使われます。メディ
アの容量が常に Retrospect の推定より大きいという場合以外は、デフォルトの「自動」のまま変更
せず、Retrospect に容量を推定させてください。実際の容量を確認するには、「メンバー」タブを
クリックします。このことを、いっぱいになったテープを含むいくつかのバックアップセットで行
えば、メディアで実際に利用できる容量をほぼ正確に見積もることができるでしょう。
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グルーミングオプションを利用できるのは、ディスクバックアップセットだけでです。ディスクバ
ックアップセットは、ディスクの空きがなくなるか、指定された上限容量まで消費されたときに、
古いデータを自動的に削除（グルーミング）して、新しいデータ用の空きを確保するように設定す
ることができます。最低限残すべきスナップショットの数を元ボリュームごとに指定するか、
Retrospect のグルーミングポリシーに任せます。Retrospect のポリシーでは、少なくとも 2 つのス
ナップショットが元ボリュームごとに保持されます（前回のバックアップ日とその前のバックアッ
プ日の最終スナップショットが、元ボリュームごとに保持されます）。さらに、ディスクに十分な
空きがあれば、先週の各曜日のスナップショットと先月の各週のスナップショット、および各月の
スナップショットがそれぞれ 1 つずつ、元ボリュームごとに保持されます。詳しくは、ディスクグ
ルーミングを参照してください。

グルーミングではファイルとフォルダが削除されますが、これらのファイルとフォルダを復元
することはできません。グルーミングを有効にする前に、重要性の高いファイルとフォルダを
保護するバックアップポリシーを、必ず作成してください。

「バックアップセット作成」ウィザードでディスクグルーミングのオプションを設定する方法につ
いての詳細は、ディスクバックアップセットのグルーミングオプションを参照してください。

「スナップショット」タブ「スナップショット」タブ

「スナップショット」タブには、バックアップセットカタログファイル内にあるアクティブなスナ
ップショットが表示され、各スナップショットに関する基本情報を得ることができます。

▪ スナップショットを選択し、「プロパティ」をクリックすると、そのスナップショットのバック
アップセット、タイプ、ユーザ、作成日時、OS、およびファイルシステムが表示されます。

▪ 「追加」をクリックすると、ストレージメディアから古いスナップショットが取り込まれます。
「スナップショットの取り込み」ウィンドウで、セッションを選択して、「取り込み」をクリッ
クします。

▪ スナップショットを選択して「削除」をクリックすると、そのスナップショットのエントリがカ
タログファイルから削除されます（スナップショット自体はバックアップメディアに残ってお
り、後で取り込むことが可能です）。グルーミングが有効なディスクバックアップセットからス
ナップショットを削除すると、そのスナップショットと関連ファイルは削除されます（削除され
たスナップショットとファイルを、後で取り込むことはできません）。

▪ スナップショットを選択し、「参照」をクリックすると、バックアップセット内のファイルとフ
ォルダのリストが表示されます。

グルーミングオプションを有効にしたディスクバックアップセットでは、スナップショットを個別
に選択してグルーミング（手動グルーミング）を行い、ディスクの空きを確保することができま
す。

スナップショットを手動グルーミングする際には、同じバックアップセット内の他のスナップ
ショットにも、指定したグルーミングポリシーに基づくグルーミングが施されます。グルーミ
ングポリシーについては、「オプション」タブを参照してください。

スナップショットを手動グルーミングするにはスナップショットを手動グルーミングするには

1. Retrospect のナビゲーションバーで「設定」>「バックアップセット」の順でクリックします。
2. グルーミングが有効なディスクバックアップセットを選択します。
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バックアップセットのプロパティウィンドウで「オプション」タブをクリックすると、グルー
ミングが有効になっているかどうかを確認できます。

3. 「スナップショット」タブをクリックします。

グルーミングするスナップショットが「スナップショット」リストに表示されない場合は、「追
加」をクリックしてディスクから取り込みます。

4. グルーミングするスナップショットを選択して「削除」をクリックします。

アイコンが表示されているスナップショットはロックされており、ロック解除しないとグル
ーミングできません。ロックされているスナップショットも削除可能です。

5. 「削除」をクリックして、選択したスナップショットをバックアップセットのカタログファイルか
ら削除します。

「削除」をクリックすると、選択したスナップショットと関連ファイルが Retrospect によって
グルーミングされます。選択したスナップショットのグルーミングを取りやめるには、「キャ
ンセル」をクリックします。

6. バックアップセットのプロパティウィンドウを閉じます。

グルーミングダイアログボックスが表示されます。

選択したスナップショットがロックされている場合には、グルーミングダイアログボックスは
表示されません。

7. 「今すぐ」をクリックすると、バックアップセットのグルーミングがただちに開始されます。

バックアップセットを後でグルーミングする場合は、「後で」をクリックします。バックアップセ
ットは次回のグルーミングセッションで、自動的にグルーミングされます（グルーミングセッショ
ンは、バックアップセットのグルーミングポリシーに従って開始されます）。

Retrospect によってロックされているスナップショットにも、ロック解除すればグルーミングを実
行できます。

スナップショットをロック解除するにはスナップショットをロック解除するには

1. Retrospect のナビゲーションバーで「設定」>「バックアップセット」の順でクリックします。
2. グルーミングが有効なディスクバックアップセットを選択します。
3. 「スナップショット」タブをクリックします。

4. ロックされているスナップショット を右クリックし、「アンロック」を選択します。
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選択しているスナップショットがロック解除され、バックアップセットから削除（グルーミン
グ）できるようになります。

スナップショットを個別にロックしてグルーミング対象から除外し、重要なバックアップを保護す
ることもできます。

スナップショットをロックするにはスナップショットをロックするには

1. Retrospect のナビゲーションバーで「設定」>「バックアップセット」の順でクリックします。
2. グルーミングが有効なディスクバックアップセットを選択します。
3. 「スナップショット」タブをクリックします。
4. スナップショットを右クリックし、「ロック」を選択します。

選択しているスナップショットがロックされ、その名前の横にロックアイコン

が表示されます。このスナップショ
ットはグルーミングの対象外になります。

「セッション」タブ「セッション」タブ

「セッション」タブには、バックアップセット内のすべてのアーカイブおよびバックアップセッシ
ョンが表示されます。あるセッションでバックアップされたファイルのリストを表示するには、そ
のセッションを選択して、「参照」ボタンをクリックします。

CHAPTER 10 • 管理 399



「メンバー」タブ「メンバー」タブ

「メンバー」タブには、バックアップセットのメディアメンバーの概要が表示されます。また、そ
のメディアの扱い方を指定できます。

このタブは、ファイルバックアップセットでは表示されません。

バックアップセットのメンバーが紛失または破損した場合、そのメンバーを紛失しているものとし
て指定できます。指定することで、これまでにそのメンバーに保存したファイルはもう利用できな
いことが Retrospect に認識されます。

▪ テープバックアップセットと CD/DVD バックアップセットの場合、紛失または破損したメンバ
ーを選択して、「セットの紛失」をクリックします。

▪ ディスクバックアップセットの場合は、メンバーを選択して、「プロパティ」をクリックし、
「このメンバーは失われたか、破損しています」をオンにします。

次回のバックアップまたはアーカイブ操作で、Retrospect は紛失しているファイルを新しいバック
アップセットにコピーして、それらのファイルを保護します。

テープバックアップセットとディスクバックアップセットの場合、前もって新しいバックアップセ
ットメンバーを設定できる「追加」ボタンが「メンバー」タブにあります。詳しくは、メンバーを
バックアップセットに追加するを参照してください。

ハードディスクバックアップセットの場合、メンバーを選択してスキップさせることができます。
あるメンバーがスキップされるように指定された場合、Retrospect は自動的に次のメンバー（また
は新しいメンバー）を探します。

ハードディスクバックアップセットメンバーをスキップするには

1. スキップするメンバーを選択して、「プロパティ」をクリックします。
2. 「このメンバーをスキップする」チェックボックスをオンにします。
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Retrospect がディスク上の利用可能なスペースをすべて使い切った場合（またはディスクへの
バックアップに問題が生じた場合）、このチェックボックスは自動的にオンになります。使用
可能なメモリ量を変更し（可能な場合）、チェックボックスをオフにすると、再びこのメンバ
ーの使用が試みられます。

「「関連付け」タブ関連付け」タブ

「関連付け」タブは、テープバックアップセットの場合、および高度テープサポートのライセンス
を所有している場合にのみ利用可能です。

Retrospect で複数のテープドライブを使用している場合、バックアップセットを特定のドライブに
関連付けしたい場合があります。たとえば、テープドライブが高速ドライブと低速ドライブの 2 台
ある場合、クライアントコンピュータ用のバックアップセットを低速ドライブに、ローカルサーバ
用のバックアップセットを高速ドライブに関連付けできます。これにより、ネットワーク速度とド
ライブ速度が同期するようになり、テープドライブのヘッドの位置調整にかかる時間が少なくて済
みます。

初期設定では、バックアップセットに利用可能なテープドライブをどれでも使用できます。

テープドライブを関連付けするには

1. 「選択したテープドライブ」ラジオボタンをクリックします。
2. 1 台以上のテープドライブを選択します。
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3. 「任意のテープドライブ」を選択することで、関連付けを削除することもできます。
4. 「プロパティ」ウィンドウを閉じます。

関連付けについて詳しくは、テープドライブへのテープバックアップセットのバインドを参照して
ください。

メンバーをバックアップセットに追加する

時間を節約し、メディアがいっぱいになったときに無人のバックアップが停止するのを防ぐため
に、テープバックアップセットとディスクバックアップセットにバックアップセットメンバーをあ
らかじめ定義しておくことができます。

バックアップセットのタイプによって、プロセスは若干異なります。

▪ バックアップセットへのディスクの追加
▪ バックアップセットへのテープの追加
バックアップセットへのディスクの追加バックアップセットへのディスクの追加

ディスクをバックアップセットのメンバーとして追加することにより、ディスクを使用する準備を
しておくことができます。無人でスクリプトが実行されているときに、追加のストレージスペース
が必要になった場合、メンバーとして追加したディスクが自動的に使用されます。

ディスクのメンバーを追加するには

1. 「設定」>「バックアップセット」をクリックします。
2. ディスクバックアップセットを選択し、「プロパティ」をクリックします。
3. 「メンバー」タブをクリックします。
4. 「追加」をクリックします。
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5. 追加するディスクの場所まで移動し、ディスクを選択して「OK」をクリックします。
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ハードディスクを選択した場合は、そのディスクの概要を表示したウィンドウが開きます。このウ
ィンドウで、ディスクの容量のうち、どの程度までをバックアップセット用に使用するかを指定で
きます。

6. 「高度な設定」ボタンをクリックし、追加のオプションを指定します。
▪ バックアップデータフォルダの場所。場所を指定しないと、フォルダは自動的にディスクのルー
トレベルに保存されます。

▪ 自動バックアップの際に Retrospect が自動的にログインできるようにする、ネットワークボリ
ュームへのパスワード。

▪ システム以外のローカルボリュームの場合には、Retrospect にディスクの消去と名前変更を行
わせることもできます。

4. 「OK」をクリックしてディスクを追加します。
バックアップセットへのテープの追加バックアップセットへのテープの追加

テープをバックアップセットのメンバーとして追加することで、前もってテープの使用を準備して
おくとよいでしょう。無人でスクリプトが実行されているときに、追加のストレージスペースが必
要になった場合、メンバーとして追加したテープが自動的に使用されます。

テープのメンバーを追加するには

1. 「設定」>「バックアップセット」をクリックします。
2. テープバックアップセットを選択し、「プロパティ」をクリックします。
3. 「メンバー」タブをクリックします。
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4. 「追加」をクリックします。

5. バックアップセットに追加するテープを選択し、「OK」をクリックします。

テープライブラリをお持ちであれば、複数のテープを選択して一度に追加することができます。

既存のバックアップセットに属しているテープを追加することはできません。空のテープ、消
去済みのテープ、および内容が認識できないテープが追加可能です。

6. メンバーの追加が終了したら、「終了」をクリックして、テープバックアップセットの「プロパテ
ィ」ウィンドウを閉じます。

テープバックアップセットへのメンバーの追加は、「記憶装置」ウィンドウでも実行できます。詳
しくは、使用するテープの準備を参照してください。

スクリプトのメンテナンス

本項では、作成したスクリプトのメンテナンスに必要な各種作業について説明します。メンテンス
作業には、以下のものがあります。

▪ スクリプトのチェック
▪ スクリプトの設定を修正する
▪ スクリプトの複製、名前の変更、削除
▪ スケジュールされたスクリプトの表示
▪ スクリプト実行のスキップ
スクリプトのチェック

Retrospect を終了して自動実行モードでスクリプトを実行する前に、スクリプトが有効であること
を確認しておくとよいでしょう。バックアップデバイスで必要なメディアが利用可能になっている
ことを確認することもできます。

スクリプトをチェックするには
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1. ナビゲーションバーから、「自動化」>「スクリプトの有効化」を順にクリックします。

「スクリプトの選択」ウィンドウにスクリプトのリストが表示されます。

2. テストするスクリプトを選択して、「OK」をクリックします。

スクリプトの定義がチェックされ、元ボリュームと宛先ボリュームが正しく定義されているかどう
かが確認されます。スクリプトに必要なデータが不足している場合は、メッセージが表示されま
す。「編集」をクリックしてスクリプトを修正します。

スクリプトが完全な場合は、スクリプトの準備ができたことを知らせるメッセージが表示されま
す。
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3. このウィンドウに表示される情報は、バックアップセットのタイプとバックアップデバイスに現在
ロードされているメディアによって異なります。

4. 「OK」をクリックしてウインドウを閉じます。または、「メディアのチェック」をクリックして、
必要なバックアップセットメンバーが利用可能かどうかをチェックします。

5. Retrospect を終了すると、次回スケジュールされている有効なスクリプトのメディアのチェックを
要求するプロンプトが自動的に表示されます。

スクリプトの設定を修正する

元ボリューム、宛先バックアップセット、ファイル選択基準、オプション、スケジュールなど、ス
クリプトの作成時に指定した設定は、いつでも修正することができます。スクリプトの修正は、ス
クリプトの概要ウィンドウから行います。
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スクリプトの設定を修正するには

1. ナビゲーションバーから、「自動化」>「スクリプトの管理」を順にクリックします。
2. 修正するスクリプトを選択して、「編集」をクリックします。
3. スクリプトの修正は、スクリプトの作成の場合と同じです。詳しくは、「スクリプトによる自動実
行」を参照してください。

4. ツールバーの「保存」アイコンをクリックして、修正したスクリプトを保存します。
スクリプトの複製、名前の変更、削除

既存のスクリプトを複製し、その設定内容を修正して新しいスクリプトを作成することができま
す。スクリプトは名前を変えて残すことも、完全に削除することもできます。

スクリプトを複製、名前変更、削除するには

1. ナビゲーションバーで「自動化」をクリックしてから、「スクリプトの管理」をクリックすると、
スクリプトのリストが表示されます。

2. 複製、名前の変更、または削除するスクリプトを選択します。
3. スクリプトを複製するには、ツールバーの「複製」をクリックします。

新しいスクリプトの名前を入力して「新規」をクリックします。

4. スクリプトの名前を変更するには、ツールバーの「リネーム」をクリックします。

スクリプトの新しい名前を入力して「OK」をクリックします。

5. スクリプトを削除するには、ツールバーの「削除」をクリックします。

削除を確認するダイアログボックスが表示されるので、確認して「OK」をクリックします。
スクリプトがリストから削除され、スケジュールされていた実行も予定から除外されます。

スクリプトの削除や複製を行うときの確認メッセージを表示させたくない場合は、Shift キーを押し
ながら各コマンドを選択します。

スケジュールされたスクリプトの表示

Retrospect は、予定されているスクリプトのリストを管理します。このリストを表示して、実行が
予定されているスクリプトとその時期を確認できます。スケジュールされたイベントを削除する
か、スクリプトを編集してそのスケジュールを変更することにより、実行スケジュールを修正する
こともできます。

すべてのスケジュール済みスクリプトの実行スケジュールを表示するには、「アクティビティモニ
タ」>「予定」を順にクリックします。

スケジュールされている Proactive スクリプトを表示するには、アクティビティモニタの
「Proactive」タブをクリックします。
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「予定」ウィンドウに、スクリプトの実行が予定されている日付、時刻、曜日が表示されます。こ
のウィンドウには、スクリプトの名前、バックアップ動作、宛先も表示されます。

スケジュールされたイベントの削除スケジュールされたイベントの削除

あるスケジュール済みイベントとそれ以前の同じスクリプトのイベントを一括して削除するには、
そのイベントを選択して、「削除...」をクリックします。削除を確認するダイアログボックスが表
示されるので、確認して「OK」をクリックします。そのイベントと、それ以前の同じスクリプトの
全イベントがスケジュールから削除されます。

スケジュールされたスクリプトの編集スケジュールされたスクリプトの編集

ウィンドウに表示されたイベントに関連したスクリプトを編集するには、そのイベントを選択し
て、「スクリプトの編集...」をクリックします。「スクリプト」ウィンドウが表示されます。「ス
ケジュール」ボタンをクリックし、スケジュールを修正してください。

スケジュールの修正方法については、スクリプトのスケジュール作成を参照してください。

スクリプト実行のスキップ

スクリプトの実行を一定期間だけ休止したい場合は、スクリプトのスケジュールをオフにして、再
びオンに戻す時期を指定することができます。この設定は、会社全体が一週間の休暇に入るため、
バックアップデバイスのメディアを交換する人がいない場合などに便利です。

スクリプトの実行をスキップするには
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1. 「自動化」>「スクリプトの管理」をクリックして、スクリプトのリストを表示します。
2. スクリプトを選択し、「編集」をクリックします。

スクリプトの概要ウィンドウが表示されます。

3. 「スケジュール」をクリックします。

選択したスクリプトの予定実行日時がリストアップされます。

4. ウィンドウ下部の「スキップ」チェックボックスをクリックします。

日時フィールドがウィンドウの下部に表示されます。

5. スクリプトの実行を再開したい日時を設定し、「OK」をクリックします。

その日時より前に予定されているイベントは、実行されません。

スケジュールウィンドウに複数のスケジュールが表示されているときは、この機能によって延期さ
れるのは選択したスケジュールだけではありません。このスクリプトに設定されているすべてのス
ケジュールが延期されます。
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Retrospect の環境設定
Retrospect の環境設定を調整し、ユーザのニーズに最も合うようにアプリケーションの動作を修正
することができます。Retrospect の環境設定はグローバルであり、Retrospect により実行されるあ
らゆる操作に影響します。

Retrospect 環境設定にアクセスするには、ナビゲーションバーの「設定」をクリックしてから、
「環境設定」ボタンをクリックします。「環境設定」ウィンドウが表示されます。

左側のリストには、分類のオプションが表示されます。右側には、指定した分類に属するオプショ
ンの内容が表示されます。オプションを設定したら「OK」をクリックし、選択を保存します。

各オプションのデフォルト設定を変更すると、リストの分類名が太字で表示されます。デフォルト
の設定に戻すには、分類名を選択して、「デフォルトを使う」をクリックします。

実行環境設定

実行環境設定は、Retrospect の実行ユニット、先読み時間、パスワード保護を制御します。

実行環境設定には、次の 4 つの分類があります。

▪ 全般環境設定
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▪ スケジュール環境設定
▪ セキュリティ環境設定
▪ スタートアップ環境設定
全般全般環境設定環境設定

使用している Retrospect 製品と、ライセンス購入したアドオンの種類によって、実行中に設定を変
更する、独立した操作をパラレル実行する、リソースの競合を処理する（競合している実行の順序
付けなど）、Proactive Backup システムに複数の実行を開始させる、テープライブラリの複数ドラ
イブを同時に使用する、などが可能です。詳しくは、複数実行を参照してください。

Retrospect Desktop は、複数の同時実行に対応していません。

「実行ユニット」「実行ユニット」では、Retrospect で実行できる同時操作の最大数を指定できます。使用している
Retrospect 製品が複数の実行ユニットに対応している場合、このオプションは、バックアップコン
ピュータのメモリ総量に基づいて自動的に最適数に設定されます。

コンピュータにこの設定をサポートするのに十分なメモリとバックアップデバイスがある場合
は、最大 8 つの同時実行が可能です。

「実行履歴の制限」「実行履歴の制限」では、アクティビティモニタの「履歴」タブに保存される操作の最大数を指定
します。この最大数に達すると、Retrospect は一番古い操作を新しい操作に置き換えて、この制限
以内に留めます。詳しくは、「履歴」タブを参照してください。

「実行イベントの制限」「実行イベントの制限」では、アクティビティモニタの「イベント」タブに保存されるイベントの
最大数を指定します。この最大数に達すると、Retrospect は一番古いイベントを新しいイベントに
置き換えて、この制限以内に留めます。詳しくは、「イベント」タブを参照してください。

412 WINDOWS ユーザー ガイド



スケジュール環境設定スケジュール環境設定

先先読み時間：み時間：n時時は、予定されたスクリプト実行のために、Retrospect が先読みを行う時間の長さ
を定義します。これは、バックアップコンピュータや Macintosh クライアントのシャットダウン時
や、自動処理完了後の Retrospect の動作に影響します。デフォルトは 12 時間です。

詳しくは、終了時チェック環境設定、Macintosh クライアントオプション、およびスタートアップ
環境設定を参照してください。

「スケジュール」「スケジュール」では、スクリプトの実行を許可する時間帯を定義できます。この環境設定は、
Proactive Client Backup スクリプト以外のすべてのスクリプトに影響しますが、個々のスクリプト
に対して修正できます。スクリプトの実行が許可される時間帯のデフォルトは、1 週間 7 日、1 日
24 時間です。

スケジュールをカスタマイズするには

1. 「スケジュール」をクリックします。

週単位のスケジュールウィンドウが表示されます。
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2. 週の中の曜日を選択するには、それをクリックします。週の中の連続した曜日を選択するには、ク
リックしてからドラッグします。前の選択状態を保ったまま別の日を選択するには、Shift キーや
Ctrl キーを押しながらクリック、またはドラッグします。

時間帯を変更するには、クリックしてから数値を入力するか、コントロールを使います。

3. 「開始」「開始」は、予定を開始し始めてもよい時刻です。

4. 「終了」「終了」は、終了時刻の前の時間帯（時間と分）です。この期間に現在の操作が完了しても、次の
操作は開始されません。

5. 「停止」「停止」は、Retrospect がスクリプトによる自動実行を完全に停止する必要がある時刻です。次の
開始時刻まで、操作は行われません。

6. それぞれの時間は、時間を示すスケジュールバー上のアイコンをドラッグして設定することもでき
ます。ただし、最初は実際に数値を入力して、これらのコントロールの動作を確認してみてくださ
い。

いずれかの時間設定を変更すると、スケジュールバーも変化して、開始、終了、停止の時間設定を
グラフィカルに表現します。
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それぞれの曜日の下にも、スケジュールバーが小さく表示されますが、これにはコントロール機能
はありません。

「常時」と「できない」ボタンはそれぞれ、実行時間を 24 時間すべて、または設定なしに変更し
ます。

7. 完了したら「OK」をクリックします。
セキュリティセキュリティ環境設定環境設定

「保護」「保護」は、Retrospect を手動で開始する際のパスワードを指定できるようにします。スクリプト
による自動実行には影響しません。ユーザが間違ったパスワードを 3 回続けて入力すると、操作ロ
グにエラーが記録されます。初期設定では、パスワード保護は設定されていません。

プロテクトをオンにすると、Retrospect の「ファイル」メニューで、「アプリケーションのロッ
ク」という項目が有効になります。この項目を選択すると、Retrospect は自動モードにロックさ
れ、不用意に実行が中断できないようになります。アプリケーションのロックを解除するには、マ
ウスをクリックするか、キーを押してから、パスワードを入力します。

「ユーザの操作が「ユーザの操作が 15 分間なければ分間なければ Retrospect をロック」をロック」を使用すると、15 分後に Retrospect が
自動的にロックされるよう指定することができます。Retrospect がロックされると、ロックの解除
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にパスワードの入力が求められます。この設定は、Retrospect がパスワードで保護されている場合
にのみ選択することができます。

「解除」「解除」は、パスワードを入力すれば、Retrospect アプリケーションの保護を解除します。「解
除」は、Retrospect がすでにパスワードを有している場合にのみ表示されます。

「「Retrospect 実行資格実行資格...」」では、Retrospect を実行するときのユーザアカウントを選択できま
す。

「ログインユーザで Retrospectを起動」は、Retrospect で利用できるリソースを、ログインユー
ザがアクセス権を持つリソースだけに制限します。このオプションを選択すると、自動起動してス
クリプトを実行させる場合も、Retrospect はローカルシステムアカウントで起動し、そのアカウン
トに許可されているリソースだけにアクセスします。

したがって、ログインユーザとして Retrospect を実行するよう選択した場合は、SQL や Exchange
のサーバやネットワークボリュームにアクセスできない可能性があります。

「指定されたユーザで Retrospect を常に起動」では、Retrospect を実行するユーザアカウントを
指定できます。手動で起動するか、自動起動させるかに関係なく、Retrospect は指定されたアカウ
ントで動作します。

SQL や Exchange のサーバをバックアップするか、ネットワークボリュームにアクセスする必要が
ある場合は、これらの全リソースへのアクセス権を持つ管理者アカウントを作成し、その情報をこ
こに入力します。

SQL と Exchange については、バックアップするすべてのデータベースサーバにアクセスする権限
を、作成するアカウントに与える必要があります。詳しくは「SQL Server Agent」および
「Exchange Server Agent」を参照してください。

ネットワークボリュームの場合は、元ボリューム、宛先ボリューム、またはカタログファイルの保
存場所として使用するボリュームのすべてにアクセスする権限を、アカウントに与える必要があり
ます。

状況に応じて、ドメインかローカルコンピュータ名のいずれかを「ログオン先」フィールドに入力
します。

「ターミナルサービスセッションで「ターミナルサービスセッションで Retrospect を起動」を起動」では、アプリケーションが自動的に起動
したときに、Retrospect をターミナルセッション（利用可能な場合）で実行するよう選択できま
す。詳しくは、ターミナルサービスとリモートデスクトップを参照してください。
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スタートアップ環境設定スタートアップ環境設定

「「Retrospect 起動サービスを使用」起動サービスを使用」は、起動アプリケーションが常に実行されるように、サービ
スとして登録します。これにより、次に説明する自動起動環境設定、終了時チェック環境設定で説
明するアラート環境設定、および報告環境設定で説明する報告環境設定が有効になります。

「自動的に「自動的に Retrospect を起動」を起動」は、実行予定のスクリプトがある場合に、Retrospect を自動的に
起動します。デフォルトでは、このオプションはオンです。

Retrospect ツールバーで「すべての実行アクティビティを中止する」ボタンを選択すると、こ
の環境設定は自動的にオフになり、無効化されます。そのボタンの選択を解除すると有効化さ
れ、設定がオンに戻ります。詳しくは、「停止」ボタンを参照してください。

「起動「起動続行」、「終了」、「ログオフ」、「再起動」、および「シャットダウン」行」、「終了」、「ログオフ」、「再起動」、および「シャットダウン」は、別のスクリ
プトが先読み時間内に実行されるようにスケジュールされていない場合の、スクリプト完了時の
Retrospect の動作を決定します。詳しくは、スケジュール環境設定を参照してください。このオプ
ションのデフォルトは「終了」です。

「タスクバーアイコンの表示」「タスクバーアイコンの表示」は、Windows のタスクバーのシステムトレイ部分に Retrospect の
アイコンを表示するかどうかを指定します。この環境設定のデフォルトはオンです。詳しくは、シ
ステムトレイアイコンを参照してください。

クライアントの環境設定

「クライアントの環境設定」は、秘密鍵と公開鍵の作成、クライアントの自動追加、および ユーザ
開始型復元を制御します。

Retrospect Desktop の場合は、これらの環境設定は利用できません。
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クライアント環境設定には、次の 2 つの分類があります。

▪ 環境設定の追加
▪ ユーザ復元環境設定
環境設定の追加環境設定の追加

「キーの作成」「キーの作成」は、秘密鍵証明書（privkey.dat）と公開鍵証明書（pubkey.dat）を
「C:¥ProgramData¥Retrospect」に作成します。これらの鍵を使用すると、複数の Windows 版
Retrospect クライアントのユーザを Retrospect のバックアップクライアントデータベースに一度
に追加することができます。詳しくは、クライアントの追加を参照してください。

「クライアントを自動的に追加する」「クライアントを自動的に追加する」は、Retrospect が公開鍵証明書でインストールされた
Windows 版 Retrospect クライアントのユーザを自動的に検出し、それらのユーザをバックアップ
クライアントデータベースに追加することを可能にします。このチェックボックスを選択し、
Retrospect が新規クライアントを検出する頻度（日数か時間）を指定します。「OK」をクリック
して選択を確認すると、Retrospect は新規クライアントを直ちに検出します。また、指定の期間だ
け待機した後、再び新規クライアントをチェックします。

デフォルトでは、Retrospect は検出したクライアントをバックアップクライアントコンテナの
「Automatically Added Clients」フォルダに追加します。この設定を有効にし、スクリプトで記述
されたバックアップ元として 「Automatically Added Clients」 フォルダを選択すると、Retrospect
によって新規クライアントがこのフォルダに自動的に追加され、バックアップされます。バックア
ップ管理者の操作はいっさい不要です。

この環境設定では、Retrospect がマルチキャスト方式かサブネットブロードキャスト方式を使
用して検出できるクライアントだけが追加されます。これらの方式の詳細については、アクセ
ス方式を参照してください。

メディアの環境設定

メディア環境設定は、メディアの要求、メディアの消去、テープのテンション調整など、
Retrospect によるストレージメディアの取り扱いを制御します。

メディア環境設定には、次の 4 つの分類があります。

▪ 消去環境設定
▪ ハンドリング環境設定
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▪ 要求環境設定
▪ 検証環境設定
消去消去環境設定環境設定

これらのオプションは、すでにデータが書き込まれているメディアにのみ影響します。

「同名メディアの自動再利用」「同名メディアの自動再利用」この環境設定を選択すると、すでにメディアにデータが入っている
場合に、同じ名前の宛先メディアを自動的に消去します。このオプションは、デフォルトではオフ
です。

たとえば、このオプションをオンにし、「1-Backup Set A」という名前のテープバックアップセッ
トメンバーに書き替えバックアップを行う場合、その名前を持つメンバーがテープドライブにロー
ドされていると、Retrospect は自動的にそのテープの内容を消去し、再利用します。この場合、
Retrospect は、テープの内容を本当に消去してもよいかどうか尋ねる警告ダイアログボックスを表
示しません。

「消去確認を省略」「消去確認を省略」この環境設定をオンにすると、バックアップを行っていて、メディアを消去す
る必要があるときに通常表示される確認メッセージが省略されます。デフォルトでは、このオプシ
ョンはオフです。

たとえば、「1-Backup Set A」という名前のテープバックアップセットメンバーに標準バックアッ
プを行うときに、テープドライブにロードされているメンバーの名前が異なる場合、Retrospect は
メディア要求ウィンドウを表示し、そこでユーザは現在ロードされているテープを選択できます。
「消去確認を省略」オプションをオンにし、テープを選択して「続ける」をクリックすると、
Retrospect はそのテープの内容を消去して使用します。「消去確認を省略」オプションをオフにし
た場合、Retrospect は、テープの内容を本当に消去してもよいかどうか尋ねる警告ダイアログボッ
クスを表示します。
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ハンドリングハンドリング環境設定環境設定

「テープのテンション調整」「テープのテンション調整」は、テープの早送りと巻戻しを行って、テープの張りと位置が均等に
なるように調整します（これは、一部のドライブにのみ当てはまります）。デフォルトでは、この
オプションはオフです。

「リムーバルディスクをイジェクトしない」「リムーバルディスクをイジェクトしない」は、操作中に他のメディアが必要になった場合でも、
Retrospect がリムーバブルメディアを取り出さないようにします。デフォルトでは、このオプショ
ンはオフです。

「終了時にテープおよびディスクをイジェクト」「終了時にテープおよびディスクをイジェクト」は、Retrospect の終了時に、テープカートリッジ
や CD/DVD を取り出します。デフォルトでは、このオプションはオフです。

「「Removal Storage Manager を停止」を停止」は、Retrospect が通信バスでデバイスをスキャンする際、
Windows の Removal Storage Manager を自動的に停止します。初期設定のとおりにサービスを停
止すると、リムーバブルストレージの管理コンソールで、テープライブラリや他の記憶装置を、オ
ペレーティングシステム内蔵のバックアップユーティリティとともに管理することはできなくなり
ます。

デバイスの管理を Retrospect で行わず、Removal Storage サービスに任せる場合は、この環境設定
をオフにし、両方同時に使用できるように Removal Storage サービスを設定します。詳しくは、
Retrospect と Removable Storage マネージャを同時に使用するを参照してください。

Removal Storage サービスを設定していない場合に、この環境設定をオフにすると、問題が生
じる可能性があります。

「書き込みエラーが発生したら自動的に新しいメディアを使用」「書き込みエラーが発生したら自動的に新しいメディアを使用」は、メディアの不具合が検出され
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たときに、Retrospect にテープライブラリやオートローダへのバックアップ、アーカイブ、または
転送の操作を継続させます。このオプションを選択した場合、メディアの不具合が検出されると、
ライブラリ内で次に利用できるテープが検索され、それを使って処理が継続されます。

メディアの不具合が検出されたテープは「記憶装置」ウィンドウで、赤のテープアイコンで表示さ
れるようになります。

要求要求環境設定環境設定

「メディア要求の時間切れ」「メディア要求の時間切れ」では、実行時のメディアの待ち時間を指定します。この時間が経過す
ると、Retrospect は実行を中止し、スケジュールされた次のイベントの準備状態に入ります。デフ
ォルトではこのオプションはオフになっており、時間切れは起こりません。

「空のメディアを使用」「空のメディアを使用」は、バックアップセットの現在のメンバーが利用できないときに、そのメ
ンバーに空きが残っているかどうかに関係なく、他の利用可能な空きメディア（テープ、ディス
ク、または CD/DVD）を Retrospect に使用させます。空きメディアが宛先バックアップセットにメ
ンバーとして追加され、標準バックアップ（前回のバックアップ後に作成または変更されたファイ
ルのみ）が実行されます。

このオプションは、デフォルトではオフになっており、Retrospect はバックアップセットの現在の
メンバーが利用できないとき、常にメディア要求を表示します。新規メンバーバックアップでは、
関連するバックアップ動作について説明しています。

この環境設定は、WORM テープを使用する場合はオフにしてください。WORM テープは、内
容を消去したり再利用することができません。この環境設定をオンにすると、WORM テープに
空きを残したまま、新しいテープに移る可能性があります。

検証検証環境設定環境設定

「バックアップ「バックアップ処理中に理中に MD5 ダイジェストを生成」ダイジェストを生成」は、バックアップ操作やアーカイブ操作用、
およびオフライン検証用にメディア検証オプションを有効にします。詳しくは、スクリプトによる
検証、バックアップ実行オプション、およびバックアップセットメディアの検証を参照してくださ
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い。

▪ この環境設定は、バックアップ中に大幅な性能低下が発生した場合にのみ無効にします。
通知環境設定

通知環境設定は、Retrospect が表示するアラートの種類、ログのサイズ、および電子メール通知を
制御します。

通知環境設定には、次の 3 つの分類があります。

▪ 終了時チェック環境設定
▪ ログ環境設定
▪ 電子メール環境設定
▪ 報告環境設定
▪ 更新環境設定
終了時チェック環境設定終了時チェック環境設定

「次のスクリプトの有効性をチェック」「次のスクリプトの有効性をチェック」は、Retrospect の終了時に、この動作を行います。次に実
行する予定のスクリプトを自動的に検証して、その情報を表示します。デフォルトでは、このオプ
ションはオンです。

「実行エラーおよびメディアの準備を通知」「実行エラーおよびメディアの準備を通知」は、スクリプトの自動実行中にエラーが生じた場合、
アラートメッセージを表示します。また、後ほどメディアが必要となる場合にも、アラートメッセ
ージを表示します。デフォルトでは、このオプションはオンです。このオプションは、自動実行環
境設定の「Retrospect 起動サービスを使用」（スタートアップ環境設定を参照） がオンの場合にの
み、利用できます。

「「S.M.A.R.T ハードドライブのエラーを表示」ハードドライブのエラーを表示」は、HP Compaq SMART ハードドライブボリュー
ムにエラーが生じた場合、Retrospect を起動して、バックアップウィザードを開始します。デフォ
ルトでは、このオプションはオンです。
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ログ環境設定ログ環境設定

「ログのサイズ制限「ログのサイズ制限 (M Bytes)」」は、操作ログのサイズがこのフィールドで設定した値以内に制限
されます。設定できる値は、1MB から 100MB までです。ログのサイズが制限値に達すると、ログ
の古い部分から削除されます。デフォルトのサイズは 10 MB です。

「バックアップレポートと操作ログのエキスポート」「バックアップレポートと操作ログのエキスポート」は、操作が完了するたびに、バックアップレ
ポートファイル（Backup Report.utx）と操作ログファイル（operations_log.utx）を生成または更
新します。これらのファイルは、「場所を選択」ボタンで指定した場所に置かれます。

これらのファイルを手動でエクスポートする方法の詳細については、バックアップレポートの印刷
とエクスポートおよびログの印刷とエクスポートを参照してください。
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電子メール電子メール環境設定環境設定

「エラー通知とメディア要求の電子メール送信」「エラー通知とメディア要求の電子メール送信」は、操作が失敗したりメディアが必要なときに、
それを通知する電子メールを 1 人以上に宛てて送信させます。

このオプションが利用できるのは、「エラー通知とメディア要求の電子メール送信」チェック
ボックスがオンの場合だけです。

電子メール通知を有効にすると、バックアップサーバ名フィールドにホストコンピュータ名が自動
的に入力されます。ユーザが別の名前を入力することもできます。この情報は、電子メール通知の
「Subject」フィールドに入ります。

「送信元アドレス」フィールドに送信者アカウントを入力し、「宛先」アドレスフィールドに 1 か
所以上の受信者アカウントを（セミコロンで区切って）入力します。「送信」メールサーバフィー
ルドにメールサーバの DNS 名（mail.retrospect.com など）を入力します。

メールサーバで SMTP 認証が行われる場合は、そのチェックボックスをオンにして、ユーザ名とパ
スワードを入力します。

プロアクティブスクリプトとその他のスクリプトの比較プロアクティブスクリプトとその他のスクリプトの比較 – プロアクティブバックアップではバック
アップソースの優先度が賢く調整されるので、電子メールはバックアップソース毎に送信されま
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す。その他のスクリプトについては、スクリプトのソースが全て完了すると電子メールが1通送信さ
れます。一方、イベントにアクション (バックアップメディアのリクエストなど) が要求される場
合、電子メールはスクリプト実行の終了時ではなく直ちに送信されることになります。

電子メール報告の改善電子メール報告の改善 – 改善された電子メール報告により各バックアップに関する膨大な情報が伝
えられます。オペレーションログが追加され各バックアップが漏れなく伝えられるようになりまし
た。これらの詳細ログにより、どんなデバイスからもバックアップを監視でき、問題が起きれば直
ちにエラーや警告に基づいて電子メールをフィルタリングして問題にフォーカスします。様々な電
子メールクライアントを用いたフィルタリングを単純化するため、ログは添付ファイルとしてでは
なく電子メール本文の一部としてフォーマットの中に含まれます。ログのフォーマットとコンテン
ツは Retrospect ユーザーインターフェースに表示されるログと一致します。

報告報告環境設定環境設定

「外部アプリケーション向けの通知を有効にする」「外部アプリケーション向けの通知を有効にする」を使用すると、EMC Legato NetWorker
Management Console（NMC）などのアプリケーションが Retrospect に接続し、Retrospect のイ
ベントを表示することが可能になります。これにより、バックアップ管理者が NetWorker と
Retrospect バックアップサーバを単一のコンソールから監視することが可能になります。

Retrospect が外部アプリケーションにイベント通知するのは、Retrospect 起動サービスが有効
になっている場合に限られます。詳しくは、スタートアップ環境設定を参照してください。

イベントの詳細については、「イベント」タブを参照してください。NetWorker 管理コンソールか
ら Retrospect バックアップサーバーを監視し、管理する方法については、NMC ドキュメントを参
照してください。

Retrospect Desktop の場合は、この環境設定は利用できません。
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更新更新環境設定環境設定

「利用可能なアップデートの自動チェック」「利用可能なアップデートの自動チェック」は、デフォルトで選択されています。選択すると、
Retrospect は現在使用されている Retrospect のバージョン向けの更新（無料）をチェックしま
す。更新が見つかると、Retrospect は利用可能な更新のリストを表示します。更新は、ダウンロー
ドしてインストールすることができます。Retrospect 更新は、無料でダウンロードすることができ
ます。追加のデバイスサポートや、Retrospect の現行バージョンに関する問題の対処法などが提供
されます。この環境設定が有効になっているか否かに関係なく、「ヘルプ」メニューから
「Retrospect 更新」を選択すればいつでも手動で更新を検索することができます。詳しくは、
Retrospect 更新の手動チェックを参照してください。

バックアップコンピュータがインターネットに接続されていない場合は、Retrospect は更新を
チェックできません。

「インターネットへの接「インターネットへの接続にプロキシサーバを使用する」にプロキシサーバを使用する」を使用すると、プロキシサーバ情報を指
定することができます。プロキシサーバは、内部ネットワークとインターネット間にあるサーバで
す。プロキシサーバを使用するかどうかが不明の場合は、ネットワーク管理者に問い合わせてくだ
さい。インターネットへの接続にプロキシサーバを使用する場合は、このチェックボックスを選択
してプロキシサーバ情報とポート番号（cache.satchmo.com, port 8080 など）を入力します。

サウンド

Retrospect をインストールすると、バックアップコンピュータの Windows サウンドコントロール
パネルに、Retrospect のイベント通知音と完了音が含まれるようになります。これらのイベント
に、利用可能な他のサウンドを割り当てることもできます。

Retrospect の移動
バックアップコンピュータを切り替える決定をした場合、単に Retrospect とバックアップデバイス
を新しいコンピュータにインストールするだけでは不十分です。Retrospect の環境設定、クライア
ント、カタログ、スクリプト、スケジュールを現状のまま使用するには、新しいバックアップコン
ピュータに他のファイルもいくつか移動する必要があります。

Retrospect を新しいバックアップコンピュータに移動するには

1. 新しいコンピュータに Retrospect をインストールします。
2. 古いバックアップコンピュータから新しいコンピュータに、カタログファイル（拡張子 .rbcと .rbf
を持つ）をコピーします。
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3. カタログファイルの保存場所の初期設定は、..¥My Documents¥ Retrospect Catalog Files です。
4. 古いバックアップコンピュータから新しいコンピュータに、設定ファイル（Config77.dat）をコピ
ーします。

5. 設定ファイルの保存先は、Retrospect アプリケーションと同じフォルダか、..¥Documents and
Settings¥All Users¥Application Data¥Retrospect のいずれかです。

6. 次に、移動したカタログファイルを、新しいバックアップコンピュータ上の Retrospect に認識させ
ます。

最も簡単な方法は、すべてのカタログを Windows のエクスプローラで選択し、それらを
Retrospect のアプリケーションアイコンにドラッグすることです。各カタログの「バックアップセ
ット設定」ウィンドウが表示され、Retrospect がカタログを認識したことになります。

7. 古いコンピュータや新しいバックアップコンピュータをバックアップしたい場合には、次のような
追加の手順が必要です。

▪ 新しいバックアップコンピュータがこれまでクライアントとしてバックアップされていた場合、
今ではそのボリュームはローカルであるので、クライアントはもう必要ありません。クライアン
トは削除してください。Retrospect スクリプトで、新しいコンピュータのクライアントボリュ
ームを使用していたスクリプトがあれば、そのスクリプトで元ボリュームを編集し、現在ローカ
ルになったボリュームを追加してください。

▪ 古いバックアップコンピュータをまだバックアップする必要がある場合には、そのコンピュータ
に Retrospect クライアントソフトウェアをインストールし、新しいバックアップコンピュータ
の Retrospect で古いコンピュータのボリュームにアクセスできるようにしなければなりませ
ん。クライアントのインストールと設定を終えたら、そのボリュームをスクリプトに追加しま
す。「設定」>「ボリューム」を順にクリックし、「削除」コマンドを使用して、これまでロー
カルであったボリュームを削除します。「削除」コマンドを使用すると、ボリュームデータベー
スからそのボリュームに関する設定が削除されます。また、それらを使用していたスクリプトも
削除されます。

カタログと設定のバックアップ

バックアップ計画の一部として、バックアップコンピュータそのもののバックアップも行うべきで
す。そのための最も簡単な方法は、そのコンピュータをバックアップスクリプトに含めることで
す。バックアップすべき最も重要なファイルは、Retrospect のバックアップ設定ファイル
（Config77.bak）とカタログファイル（一連の .rbc ファイル）です。

Windows エクスプローラか Retrospect を使用して、これらのファイルをバックアップできます。
これらを、リムーバブルディスクやファイルサーバなど、他のボリュームに定期的にコピーすれ
ば、障害発生時の復旧が容易になります。または、Retrospect の複製スクリプトを修正して、ファ
イルを他のボリュームのフォルダに自動的にコピーするよう設定してください。Retrospect のファ
イルセレクタを使用して、適切なファイルを選択し、他のバックアップの完了後に、スクリプトを
毎日実行するようにスケジュールを設定します。

バックアップコンピュータを複数のバックアップセットにバックアップしておけば、カタログと設
定は、障害が生じた場合でも、自動的に保護されることになります。それぞれのバックアップセッ
トには、他のバックアップセットのカタログのバックアップが含まれます。または、複数の大きな
カタログがある場合には、それら専用のバックアップセットにバックアップすることを考慮してく
ださい。そうすれば、障害やカタログの紛失時に、より容易に復元することが可能になります。

カタログのバックアップ

カタログファイルはバックアップセットを管理するための重要な要素ですが、ハードディスク上に
保存することが多いため、ファイルと同様の危険を抱えています。カタログファイルを紛失する
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と、カタログを再作成するまで、ファイルの復元を行うことはできません。再作成には非常に時間
がかかります。このため、通常のファイルとともに、カタログファイルもバックアップしてくださ
い。

カタログファイルの保存場所の初期設定は、..¥My Documents¥ Retrospect Catalog Files です。

カタログファイル専用のバックアップセットを作成して、その中にカタログファイルを定期的にバ
ックアップすれば、ファイルを復元する際の手間を軽減できます。

設定のバックアップ

Retrospect の設定ファイルには、クライアントデータベース、スクリプト、スケジュール、環境設
定、カスタムセレクタ、および他の重要な情報が含まれています。Retrospect は、Config77.dat と
いう名前の設定ファイルを使用します。これは、Retrospect アプリケーションと同じ場所か、また
は次のパスにあります：

..¥Documents and Settings¥All Users¥
Application Data¥Retrospect¥

Retrospect は毎回の終了時に、Config77.dat のバックアップコピーを、Config77.bak という名前で
自動的に保存します。このファイルは定期的にバックアップしてください。アクティブな設定ファ
イル（Config77.dat）が紛失したり、壊れたりした場合には、削除してから Retrospect を起動して
ください。Retrospect は、Config77.bak から新しい Config77.dat を作成します。

ファイルサーバの操作

Retrospect はファイルサーバとして、Microsoft Windows Server、および Apple の Mac OS X サー
バをサポートしています。Retrospect は、バックアップコンピュータから Windows のエクスプロ
ーラによってアクセスできるものであれば、どのサーバのファイルでもバックアップすることがで
きます。

Retrospect はクラスタや共有ポイントをサポートしていません。

サーバの内容に伴うバックアップ

サーバの内容を移動する場合（たとえば、もっと性能の高いコンピュータを新しいサーバにする場
合）には、別個のバックアップを 2 つ作成し、それぞれ検証を行っておく必要があります。完全検
証は、データの完全性を保証する機能で、デフォルトでオンになっています。バックアップを 2 つ
作成するのは、一方が何らかの理由で破損したとしても、作業を続けられるようにするためです。

DHCP サーバと WINS サーバの情報のバックアップ

Retrospect は、アクティブな DHCP や WINS サーバの特定のファイルはバックアップしません。
しかし、オペレーティングシステムが独自のバックアップを維持しているので、それらを
Retrospect でバックアップすることができます。

DHCP サーバはそのファイルを、「dhcp」フォルダの「backup」というフォルダに、1 時間に 1
回コピーします。WINS サーバは、初期設定では、必要なファイルのコピーを行いませんが、コピ
ーするように設定することはできます。

WINS を動作させている Windows サーバをバックアップすることが必要な場合には、下記の手順を
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実行して、これらのファイルを Retrospect でバックアップできるようにしてください。

設定のバックアップ設定のバックアップ

バックアップに DHCP/WINS バックアップデータベースのパス（バックアップフォルダと configbk
フォルダ）が含まれていることを確かめてください。

「すべてのファイル」と「OS フォルダ」セレクタを使えば、ファイルを確実にバックアップに含
めることができます。

DHCP やや WINS のデータベースの復元のデータベースの復元

DHCP データベースや WINS データベースを復元するには、フルバックアップからの復元の手順に
従ってください。これらのステップが完了すると、DHCP や WINS サーバの情報は復元されます。

Microsoft Exchange Server

Retrospect Exchange Server Agent は、Microsoft Exchange のサーバとメールボックスのバックア
ップを最適な仕方で行うための、特別なサポートを提供します。これは、別途購入するアドオン製
品です。また、ライセンスコードが必要です。

Exchange Server Agent は Microsoft API を利用して、連続して動作し、バックアップのために止め
ることができない Microsoft Exchange サーバを自動的に保護します。

詳しくは、「Exchange Server Agent」を参照してください。

Microsoft SQL Server

Retrospect SQL Agent は、Microsoft SQL サーバのバックアップを最適な仕方で行うための、特別
なサポートを提供します。これは、別途購入するアドオン製品です。また、ライセンスコードが必
要です。

Retrospect SQL Agent は Microsoft API を利用して、連続して動作し、バックアップのために止め
ることができない Microsoft SQL サーバを自動的に保護します。

詳しくは、「SQL Server Agent」を参照してください。

Mac OS ファイルサーバのバックアップ

この項では、Retrospect を使用して、Mac OS ファイル共有によって共有されているボリュームを
バックアップする方法について説明します。これらの操作では、ボリュームの復元後にもアクセス
権が変化しないようにするための、特別の手順が必要となります。

サーバの復元方法は、Mac OS ファイルサーバの復元で説明しています。

共有ボリュームでは、どのユーザやユーザのグループがファイルやフォルダを見たり、変更したり
できるかを決める、アクセス権の設定を保持しています。これらの権限が有効なのは、サーバが動
作していて、ボリュームが共有されている場合だけです。

サーバのアクセス権を保持するには、バックアップ中にもファイル共有が動作している必要があり
ます。後の復元操作の際、Retrospect は、同じユーザとグループに対して、バックアップ中に有効
だった権限を割り当て直します。そうしないと、復元され、回復されたフォルダのアクセス権は、
ボリューム所有者かサーバ管理者に戻ってしまいます。
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開いているファイルの操作

オープンファイルバックアップでは、使用中のファイルのバックアップ、複製、アーカイブを行え
ます。オープンファイルバックアップは、複数のボリュームにわたる、相互に関連した開いている
ファイルのコピーを可能にすることにより、複数ボリュームのデータセットを保護します。

オープンファイルバックアップの必要条件

▪ Retrospect Single Server (Disk-to-Disk)、Single-Server、または Multi-Server
▪ オープンファイルバックアップ用のライセンスコード。オープンファイルバックアップは、別途
購入してください。「設定」>「ライセンス」の順にクリックすると、現在のライセンスが表示
されます。新しいライセンスを購入することもできます。

▪ Windows コンピュータ上の開いているファイルをバックアップするには、NTFS ボリュームが
なければなりません。

▪ バックアップするボリュームがクライアントの場合には、Retrospect Client 6.0 以上が動作して
いなければなりません。

▪ Retrospect Desktop をお持ちの場合、バックアップコンピュータで Windows XP が動作し、
NTFS ボリュームがあれば、オープンファイルバックアップを使用できます。この場合にオープ
ンファイルバックアップを使用するためのライセンスコードは必要ありません。

オプション

Retrospect には、Open File Backup に特有の多数のオプションがあります。詳しくは、Windows
のオープンファイルオプションを参照してください。

SQL サーバと Exchange サーバのバックアップ

SQL サーバと Exchange サーバは、オープンファイルバックアップを使用してバックアップできま
す。Retrospect SQL Agent と Retrospect Exchange Agent は、これらのサーバのバックアップを最
適に行うための特別なサポートを提供します。Retrospect, Inc. は、SQL サーバと Exchange サー
バのバックアップに、オープンファイルバックアップの代わりにこのエージェントの使用を推奨し
ます。

詳しくは「SQL Server Agent」および「Exchange Server Agent」を参照してください。

オープンファイルバックアップのヒント

オープンファイルバックアップを使用する場合、Retrospect, Inc. は以下のヒントに従うことを強く
推奨します。

実際のシステムで使用する前にオープンファイルバックアップを十分にテストしてください。環境
はそれぞれ異なるので、データが正確かつ完全にバックアップされることを確認しておくことは重
要です。開いているファイルを含むボリュームの完全なバックアップと復元を実行します。復元し
たボリュームで、データの完全さとアプリケーションの動作をチェックしてください。

環境、スケジュール、オープンファイルバックアップオプションを最適化して、ディスクができる
だけ長い時間、非動作状態になるようにします。オープンファイルによるバックアップでは、開い
ているファイルを正確にコピーするために、元ボリュームのディスクが一定の期間、非動作状態に
なることを必要とします（ディスクの非動作時間）。

エラーメッセージが出るのを避けるために、以下の点に注意してください。

▪ オープンファイルバックアップを使用するスクリプトのスケジュールを、ピークの時間帯を避け
て設定します。
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▪ ディスクの非動作時間と再試行のタイムアウトについて実験を行って、最適な値を決めます。デ
ィスクの非動作時間の値を小さくすると、実行の機会は増えますが、データの一貫性が失われる
可能性も高くなります。ディスクの非動作時間の値を大きくすると、実行の機会は減りますが、
データの一貫性が失われる可能性は低くなります。

▪ オープンファイルバックアップを実行する際には、元ボリュームのディスク動作を増大させるよ
うなアプリケーションを無効に、または停止します。これには、アンチウィルスソフトウェア
や、ディスクデフラグソフトウェアが含まれます。

▪ オープンファイルバックアップ操作に複数のボリュームが含まれているものの、開いたファイル
データの中に、複数のボリュームにわたっているものがない場合には、「マルチボリュームデー
タセットの保護」オプションがオフになっていることを確かめてください。

▪ 開いているファイルをバックアップする機能を備えたアプリケーションが別にあると、
Retrospect のオープンファイルバックアップで問題が生じる場合があります。

ベストベスト プラクティスプラクティス

Retrospect では、オープン ファイル バックアップを使用する前に、すべてのアプリケーションを
閉じている間に、すべてのビジネス関連サーバに対してフル バックアップを実施することを推奨し
ています。 オープン ファイル バックアップ機能は、ビジネス関連サーバをその動作中にバックア
ップするように設計されていますが、初めてバックアップする前にサーバをシャットダウンする方
が、より安全性を高めることができます。 最良の結果を得るには、動作中のビジネス関連サーバの
バックアップをピークの時間帯を避けて実行するようにスケジューリングします。

コピー前の遅延コピー前の遅延

オープン ファイル バックアップを使用する場合、バックアップを開始してからコピーが始まるま
で、ディレイが生じます。 このディレイの間、Retrospect はバックアップ対象のディスク上の「デ
ィスク非動作しきい値」を待っています。 Retrospect は、オープン ファイル バックアップが開始
されてから、「再試行タイムアウト」期間が経過するまで、ディスク非動作しきい値に対応しよう
と試みます。 そのため、コピー前のディレイは、再試行タイムアウトの時間と同じ（デフォルトで
は 10 分）になります。 ディスク非動作しきい値と再試行タイムアウトの指定についての詳細は
Retrospect ユーザガイドを参照してください。

複数のボリューム複数のボリューム

パフォーマンスを向上させるために、オープン ファイル バックアップ操作に複数のボリュームが含
まれていても、開いたファイルデータの中に複数のボリュームにわたっているものがない場合に
は、「マルチボリューム データセットの保護」実行オプションをオフにしてください。

管理者特権管理者特権

バックアップ コンピュータにログインし、手動で Retrospect を起動する場合、あるいは、
Retrospect 起動サービスを使用して自動的に Retrospect を起動し、自動運転を行う場合は、オー
プン ファイル バックアップでローカル コンピュータをバックアップできるよう、管理者権限でロ
グオンしなければなりません。

Windows エラーメッセージエラーメッセージ

オープン ファイル バックアップを使用するには、バックアップするディスク上に十分な空きディス
ク容量が必要です。 空きディスク容量の少ない環境でオープン ファイル バックアップを実行する
と、Windows はエラーメッセージを出力することがあります。 たとえば、「ディスクのファイル
システム構造が壊れているかまたは使用できません」、「遅延書き込みエラー」などです。 エラー
メッセージの中に「スナップショット」という言葉が含まれる場合は、要求されたボリュームのバ
ックアップができないことを示します。
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このような場合、データは失われず、ディスクは壊れていません。 オープン ファイル バックアッ
プが完了できなかったということです。 この問題を解決するには、バックアップするディスクの空
き容量を増やし、コンピュータを再起動します。 再起動せずにオープン ファイル バックアップを
使用しても同じように失敗することがあります。

ウィルスウィルス スキャンスキャン ソフトウェアソフトウェア

Retrospect では、オープン ファイル バックアップの使用中は、ウイルス スキャンを実行しないよ
う推奨しています。 バックアップ中にスキャンを実行しなければ、アンチウィルス ソフトウェアを
インストールし、有効にしておいてもかまいません。

開いている暗号化ファイルのバックアップに関するエラー開いている暗号化ファイルのバックアップに関するエラー

Windows コンピュータ上でオープン ファイル バックアップを使用して、開いている暗号化ファイ
ルをバックアップしようとした場合、エラー -1102 を受け取ることがあります。 ファイルをバック
アップするには、ファイルを閉じて再度バックアップしてください。

ターミナルサービスとリモートデスクトップ

Microsoft ターミナルサービスを使えば、キーボードとマウス、および表示情報だけをネットワーク
で送受信することによって、リモートサーバ上のアプリケーションを制御することができます。タ
ーミナルサービスの各ユーザは、それぞれ個別にサーバとのセッションを確立し、各ユーザのセッ
ションはサーバによって、他のユーザセッションから独立して管理されます。リモートサーバで動
作している Retrospect をターミナルサービスで管理するための手順を以下に示します。

サーバへの接続とサーバの管理
Windows サーバは、Retrospect が適切なユーザアカウントで実行されるように設定する必要があ
ります。

Windows サーバにリモートデスクトップ（またはターミナルサービスのクライアント）で接続する
には

1. Windows の「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」、「アクセサリ」、「通信」の順に
選択して「リモートデスクトップ接続」をクリックします。

2. サーバの IP アドレスを入力して「接続」ボタンをクリックします。

Windows Storage Server 2003 のサーバに Web ブラウザで接続するには

1. Internet Explorer を起動します。
2. サーバの IP アドレス（末尾に :8098 を付加）を入力してサーバに接続します。

例：https://192.168.1.1:8098

3. 「メンテナンス」タブをクリックします。
4. リモートデスクトップのアイコンをクリックします。

Retrospect を実行するユーザアカウントの作成と変更

デフォルトの Administrator アカウント以外でバックアップ作業を行えるように、サーバで Backup
Administrator を作成し、管理者権限を割り当てます。

Backup Administrator アカウントの作成と管理者権限の付与
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1. 「マイコンピュータ」を右クリックして「管理」を選択します。
2. 「コンピュータの管理」で「ローカルユーザとグループ」を展開し、「ユーザ」を選択します。
3. 「操作」メニューで「新しいユーザ」を選択します。
4. 「ユーザ名」と「フルネーム」に Backup Administrator と入力します。
5. 十分に安全と思われるパスワードを入力します。
6. 「ユーザは次回ログオン時にパスワードの変更が必要」チェックボックスをオフにします。
7. 「パスワードを無期限にする」チェックボックスをオンにします。
8. 「作成」ボタンをクリックします。
9. 作成したユーザをダブルクリックしてプロパティを表示します。

10. 「所属するグループ」タブをクリックします。
11. 「追加」ボタンをクリックします。
12. 「選択するオブジェクト名を入力してください」フィールドに Administrators と入力し、「名前の

確認」をクリックします。

13. 「セッション」タブをクリックします。
14. 「切断されたセッションを終了」オプションが「しない」に設定されていることを確認します。
15. プロパティウィンドウで「適用」をクリックし、さらに「OK」をクリックします。

バックアップ管理に Administrator アカウントを使用する場合は、アカウントに必ず上記のオプショ
ンを設定してください。

Backup Administrator アカウントの作成後、リモートウィンドウを閉じて現在のセッションを終了
するか、現在のアカウントからログオフします。続いて Backup Administrator アカウントでログイ
ンし、ターミナルサービスの接続プロパティを設定します。

ターミナルサービスの接続プロパティを設定する手順は次のとおりです。

1. 「管理ツール」コントロールパネルを開きます。
2. ターミナルサービス構成のコントロールパネルを開きます。
3. 「接続」を強調表示して RDP-Tcp を右クリックし、「プロパティ」を選択します。
4. 「セッション」タブをクリックします。
5. 「ユーザ設定より優先にする」オプションがオフになっていることを確認します。
6. 「適用」をクリックし、さらに「OK」をクリックします。
リモートサーバへの Retrospect のインストールと設定

Retrospect をターミナルサービスで使用できるように、次の手順に従って Retrospect のインスト
ールと設定を行います。Retrospect にリモートアクセスするには、常に Retrospect を同じアカウ
ント（前項で説明した Backup Administrator など）で実行する必要があります。Retrospect を常に
特定のアカウントで起動するには、Retrospect のセキュリティ環境設定を変更する必要がありま
す。

Retrospect をインストールするには、次の手順を実行します。

1. ターミナルサービスまたはリモートデスクトップでサーバに接続します。
2. Retrospect インストーラをサーバにコピーします。
3. Retrospect をインストールします。

Retrospect を設定するには、次の手順を実行します。

1. ターミナルサービスまたはリモートデスクトップでサーバに接続します。
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2. Retrospect を実行するアカウントでログオンします。
3. Retrospect を起動します。

Retrospect の初回の起動時には、Retrospect の起動ウィザードが実行されます。

4. ユーザアカウント画面で「 Retrospect を常に特定ユーザで実行する」を選択し、ユーザ名、パスワ
ード、およびドメイン情報を入力します。

5. このユーザには、使用するすべてのネットワークリソースと SQL/Exchange サーバへの管理者権限
が必要です。

6. 「OK」をクリックします。
7. 「はい」をクリックして、ターミナルサービスセッションで Retrospect を起動します。
8. Retrospect の起動ウィザードを終了します。
9. 「今すぐ再起動」をクリックして Retrospect を再起動します。

10. Retrospect のログインおよびターミナルサービス関係の環境設定は、ナビゲーションバーで「設
定」>「環境設定」を選択して「セキュリティ」をクリックすれば、必要に応じて随時変更できま
す。詳しくは、セキュリティ環境設定を参照してください。

Retrospect の継続的な実行
ターミナルサービスセッションからログオフすると、実行していたすべてのアプリケーションが終
了します。Retrospect も例外ではありません。Retrospect を継続して動作させるには、「スター
ト」メニューのログオフオプションでターミナルサービスからログオフせず、ターミナルサービス
のウィンドウを閉じてください。

ウィンドウを閉じるとターミナルサービスセッションから切断されますが、セッションはそのまま
継続されます。Retrospect も終了されず、ターミナルサービスでリモートサーバに次回接続したと
きにも、Retrospect が動作しています。
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Chapter 11

高度な機能

▪ ボリュームの操作
▪ ブラウザ
▪ セレクタの使い方
▪ メンテナンスと修復
▪ 外部スクリプト

Retrospect には、バックアップや復元に必要となる基本的な機能を、さらに発展させた高度な機能
があります。Retrospect を操作する上で必須ではありませんが、高度な機能を知っていれば、より
快適な操作環境と高い効率を得ることができます。

ボリュームの操作

ボリュームとは、ハードディスクドライブやパーティション、リムーバブルディスク、CD/DVD な
ど、ランダムアクセスス式のトレージデバイスを表すオペレーティングシステムの用語です。ネッ
トワークのファイルサーバを指すこともあります。また、ボリュームは、ファイルやフォルダを内
包する基本的な保存単位でもあります。Retrospect では、これらをバックアップ操作などにおける
元ボリュームとして使用し、ファイルをボリュームのスナップショットによって管理しています。

バックアップコンピュータまたはログインクライアントに Microsoft SQL Server または Exchange
Server がインストールされている場合は、それも Retrospect のボリュームリストウインドウに表
示されます。Exchange Server で追加コンテナの Exchange Mailboxes がインストールされている
場合には、それも表示されます。

SQL データベースや Exchange データベースとメールボックスをバックアップしたり復元した
りするには、Retrospect の SQL Server Agent や Exchange Agent が必要です。SQL サーバの
操作方法について詳しくは、「SQL Server Agent」を参照してください。Exchange サーバと
メールボックスの操作方法について詳しくは、「Exchange Server Agent」を参照してくださ
い。

ボリュームリストウィンドウ

Retrospect には、2 つのボリュームリストウィンドウがあります。操作対象とするボリュームを選
択するため、多くの操作で、「ソース選択」ウィンドウを使用します。
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基本バックアップの「ソース選択」ウィンドウ

これに似たウィンドウの「ボリュームデータベース」ウィンドウは、ボリュームを管理するのに使
用できます。「ボリュームデータベース」ウィンドウには、「ソース選択」ウィンドウからは利用
できない追加機能がいくつかあります。たとえば、「ボリュームデータベース」ウインドウのリス
トは、ボリュームの複雑な切り換えや選択が可能なように編成されており、そのためのコントロー
ル機能を備えています。
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「ボリュームデータベース」ウィンドウ

これらのウィンドウは、どちらも使い方は簡単です。目的のボリュームをクリックし、そのボリュ
ームに対する動作をボタンかツールバーアイコンで選択します。（右クリックして、コンテキスト
メニューを使用することもできます。）

ここで説明した方法を試すには、「設定」>「ボリューム」の順にクリックして、「ボリュームデ
ータベース」ウィンドウを開きます。

スクロールボックスにリストされるボリュームは、Windows のエクスプローラと同様のアウトライ
ン形式で表示されます。

ボリュームの表示

「ソース選択」ウィンドウの左側にある + と – のアイコンは、Windows のエクスプローラのアイ
コンと同様の働きをします。+ アイコンをクリックすると、コンテナ（コンテナ）またはフォルダ
（フォルダ）の内容が表示されます。– アイコンをクリックすると、コンテナまたはフォルダの内
容が非表示になります。サブボリュームが定義されている場合にのみ、このコントロールは表示さ
れます。

ボリュームの選択

ボリュームリストウィンドウで、ボリュームをクリックして選択します。選択は、別のボリューム
をクリックすると解除されます。

前の選択を解除せずにボリュームを選択するには、Ctrl キーを押しながらボリュームをクリックし
ます。複数のボリュームを選択するには、この方法を使用します。

Shift キーを押しながらボリュームをクリックすると、最初に選択したボリュームからそのボリュー
ムまでの全ボリュームが選択されます。この方法は、連続した複数ボリュームの選択といいます。

複数を選択できない操作もあります。（たとえば、複数のボリュームを復元することはできませ

CHAPTER 11 • 高度な機能 437



ん。）

次に、これらの選択方法の例を挙げます。

（1）最初の選択 （2） Iago のクリックの後

（3） Ctrl キーを押しながら Iago をクリック
した後

（4） Shift キーを押しながら Iago をクリック
した後

個別または複数の選択を行う方法は、ボリュームリストだけではなく、Retrospect 全体を通じて動
作します。

コンテナ

ボリュームリストでは、ボリューム、クライアント、およびグループはマイコンピュータ、マイネ
ットワーク、バックアップクライアント、元ボリュームグループというコンテナで編成されます。

このトップレベルのコンテナのいずれかを選択すると、そのコンテナ内のすべてが選択されます。
たとえば、バックアップコンピュータに付属するすべてのハードディスクおよびリムーバブルディ
スク、それに Retrospect にログインしたすべてのクライアントは、マイコンピュータおよびバック
アップクライアントのコンテナを元ボリュームとして選択するだけで、簡単にバックアップするこ
とができます。

マイコンピュータマイコンピュータ

「マイコンピュータ」コンテナには、ローカルドライブボリュームが含まれています。内蔵ハード
ディスク、メディアをマウントしたリムーバブルディスク、外部ドライブなどが含まれます。マッ
プされたネットワークドライブやネットワークボリュームは含まれません。「マイコンピュータ」
コンテナには、ローカルな SQL データベース、Exchange データベース、および Exchange メール
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ボックスも含まれています。

「マイコンピュータ」コンテナ自体を選択すると、バックアップコンピュータのそのコンテナ内の
すべてのボリュームを選択したことになります。ただし、フロッピーディスク、CD-ROM ディスク
は除外されます。

次の「マイコンピュータ」コンテナの選択例は、解決されるボリュームを示しています。たとえ
ば、バックアップ操作で、あるコンテナを選択すると、そのコンテナに含まれているボリュームが
バックアップされます。

この選択例の使用この選択例の使用
ボリュームのボリュームの
内内訳

Capulet
Montague

マイネットワークマイネットワーク

「マイネットワーク」コンテナには、追加した共有ボリュームだけが含まれます。

「マイネットワーク」コンテナ自体を選択すると、含まれるすべての共有ボリュームを選択したこ
とになります。

ボリュームデータベースにネットワークボリュームを追加するには

1. ナビゲーションバーで「設定」>「ボリューム」をクリックします。
2. 「マイネットワーク」ボタンをクリックします。
3. 追加するボリュームまたはフォルダまで、ネットワークをたどります。
4. 「高度な機能」をクリックして、追加するボリュームの UNC パスを直接入力することもできま
す。

5. そのボリュームまたはフォルダを選択し、「追加」ボタンをクリックします。

サーバから要求された場合には、ログイン名とパスワードを入力し、「OK」をクリックしま
す。
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ネットワークボリュームへのアクセス権を持つユーザとしてログインするように Retrospect を設定
した場合、再びログインを要求されることはありません。詳しくは、セキュリティ環境設定を参照
してください。

バックアップクライアントバックアップクライアント

バックアップクライアントコンテナには、Retrospect で使用するためにログインによって追加した
クライアントコンピュータが含まれています。また、クライアント自体には 1 つ以上のボリューム
が含まれており、クライアントのプロパティウィンドウの「ボリューム」タブ中の設定に従って、
そのボリュームを利用できます。詳細については、「ネットワーク接続クライアント」を参照して
ください。

公開/秘密キー方式を使用してバックアップクライアントデータベースに自動的に追加された
Windows 版 Retrospect クライアントは、デフォルトでバックアップクライアントコンテナ内
の「Automatically Added Clients」フォルダにグループ分けされます。詳しくは、環境設定の
追加を参照してください。

「バックアップクライアント」コンテナ自体を選択すると、含まれるすべてのクライアントを選択
したことになります。

SQL サーバや Exchange サーバをクライアントとして追加していた場合、「バックアップクラ
イアント」コンテナ内にそれらのサーバが表示されます。Exchange サーバクライアントがあ
る場合には、「Exchange メールボックス」コンテナも表示されます。

元ボリュームグループ元ボリュームグループ

元ボリュームグループコンテナには、適正にグループ化されたボリュームが含まれています。グル
ープの定義には、実際のボリュームは含まれていません。ここには、実際のボリューム（マイコン
ピュータ、マイネットワークやバックアップクライアント内に存在する）のショートカットである
別名が記述されます。

たとえば、会計部門のボリュームを含む、会計（Accounting）グループを作成することができま
す。後でバックアップスクリプトを作成するときは、個々の会計ボリュームを選択しなくても、会
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計グループを選択するだけでグループ内のすべてのボリュームが認識されます。

元ボリュームグループは、複製や復元操作におけるボリュームリストでは使用できません。

グループの作成グループの作成：新しいグループを作成するには、ナビゲーションバーで「設定」>「グループ」
をクリックします。「ボリュームデータベース」ウィンドウで、ツールバーの「新規グループ」を
クリックします。ダイアログボックスにグループ名を入力すると、元ボリュームグループコンテナ
に新規グループが表示されます。グループ作成時にハイライト表示される項目は、すべて新規グル
ープに属します。

グループへのボリューム追加グループへのボリューム追加：「マイコンピュータ」、「マイネットワーク」、「バックアップク
ライアント」コンテナからグループに任意の項目をドラッグできます。

元ボリュームグループに含まれているのはボリューム自体ではなく、ボリュームへのショートカッ
トであるため、同じボリュームを複数の元ボリュームグループに追加できます。

グループ項目の整理グループ項目の整理：グループ内の項目は、必要に応じて別のグループにドラッグします。また、
グループ内の項目を整理するために、項目をグループ内の別の位置に移動することもできます。

グループの削除グループの削除：不要なグループ（または、項目）を削除するには、そのグループを選択してツー
ルバーの「削除」をクリックするか、または Delete キーを押します。

フォルダ

フォルダを作成して、ボリュームリストウィンドウに表示される情報を整理することができます。
たとえば、バックアップを設定するときにフォルダをバックアップ元として選択すると、そのフォ
ルダ内のすべてのボリュームがバックアップされます。

これらのフォルダは Retrospect 専用のもので、プログラム外では表示されません。

公開/秘密キー方式を使用してバックアップクライアントデータベースに自動的に追加された
Windows 版 Retrospect クライアントは、バックアップクライアントコンテナ内の「Automatically
Added Clients」フォルダにグループ分けされます。詳しくは、環境設定の追加を参照してくださ
い。

フォルダの作成フォルダの作成

新規フォルダを作成するには、ツールバーの「新規フォルダ」をクリックします。希望のフォルダ
タイプを選択するよう要求されます。この選択によって、新規フォルダが作成されるのが「マイコ
ンピュータ」コンテナであるか、「マイネットワーク」コンテナであるか、「バックアップクライ

アント」コンテナであるかが決まります。タイプを選択して名前を付けると、 アイコンで表され
たフォルダがリスト中にボリュームとともに表示されます。ドラッグしてリスト内の順序を変更で
きます。

フォルダの整理フォルダの整理

任意のボリュームをフォルダ内またはフォルダ外に移動してボリュームのリストを整理できます。
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フォルダは、ハードディスク上のフォルダと同様、多くの項目を非表示にすることで作業域を整理
することができます。たとえば、多くのクライアントを管理している場合は、個々のボリュームを
会計フォルダ、技術フォルダ、製造フォルダなど、個別の部門フォルダに分類、格納することで、
それらを論理的な順序で整理することができます。次に、ボリューム選択ウィンドウでフォルダを
選択できます。Retrospect は、そのフォルダ内のすべてのボリュームを選択します。

▪ 1 つのボリュームは 1 つのフォルダだけに追加可能です。この点は、元ボリュームグループの場
合（同じボリュームを複数のグループに追加可能）と異なっています。

フォルダの削除フォルダの削除

不要なフォルダを削除するには、そのフォルダを選択してツールバーの「削除」をクリックする
か、または Delete キーを押します。ただし、削除を実行する前にフォルダからその内容を移動する
必要があります。

サブボリューム

ボリューム上のフォルダを、Retrospect 内ではボリュームとして扱うように定義することができま
す。サブボリュームとして定義したフォルダは、Retrospect の元ボリュームや宛先ボリュームなど
に指定することができます。サブボリュームは Retrospect 以外では機能せず、他のボリュームファ
イルやフォルダにはまったく影響しません。

1 つのフォルダのファイルだけをバックアップする場合は、ボリュームを指定してカスタム セレク
タを使用する代わりにサブボリュームを利用すると便利です。ファイルをスキャンする時間が短縮
され、ブラウザに表示されるファイル数も少なく、必要なメモリも節約できるなどの利点がありま
す。

サブボリュームは、システム上の独立したボリュームと見なされます。サブボリュームとして定義
されたフォルダは、削除したり名前を変えたりすることはできません。削除したり名前を変える
と、サブボリュームとして利用できなくなります。

複数の実行時には、サブボリュームは親ボリュームの一部と見なされます。たとえば、同じボ
リュームに属するサブボリュームを同時にバックアップすることはできません。それを行おう
とすると、ボリュームは連続してバックアップされます。

サブボリュームの定義サブボリュームの定義

ボリュームリストでボリュームを選択し、ツールバーの「サブボリュームの作成」をクリックする
か、「サブボリューム」ボタンをクリックします。選択したボリュームのトップレベルにあるフォ
ルダが、ダイアログボックスに表示されます。
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選択したボリューム内の任意のフォルダを指定し、サブボリュームとして定義することができま
す。これにはフォルダ階層内に深く階層化されたフォルダも含まれます。サブボリュームとして定
義するフォルダを選択し、「定義」をクリックします。現在サブボリュームとしてリストボックス
に表示されているフォルダ名を使用する場合は、「使用」をクリックします。サブボリュームフォ

ルダが、 アイコンでボリュームリストに追加されます。

サブボリュームとその親ボリュームの両方を「元ボリューム」として指定すると、別のオブジ
ェクトと見なされます。ただし、親ボリュームが関与する操作には、サブボリュームとして指
定したフォルダの内容も含まれます。

定義したサブボリュームを削除するには

1. 「ボリュームデータベース」ウィンドウからサブボリュームを選択します。
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2. ツールバーの「削除」をクリックするか、Delete キーを押します。

サブボリュームを削除しても、元のフォルダや、そのフォルダからバックアップしたファイ
ルの内容は変わりません。

ボリュームユーティリティ

「ボリュームデータベース」ウィンドウとボリューム選択ウィンドウでは、ツールバーに、サブボ
リュームの作成と削除、名前を変える、取り出し、消去、リストされたボリュームの情報の取得な
どのコマンドがあります。

ボリュームリストで右マウスボタンをクリックすると、ツールバーと同じコマンドのメニューが表
示されます。

サブボリュームの作成サブボリュームの作成

フォルダをサブボリュームとして定義するには、親ボリュームを選び、「サブボリュームの定義」
アイコンをクリックするか、Ctrl キーを押しながら U キーを押します。サブボリュームの定義で説
明したダイアログボックスを使用します。

ライセンスライセンス

Retrospect SQL Server Agent または Retrospect Exchange Server Agent のライセンスを購入した
場合、バックアップする各サーバにライセンスを適用しなければなりません。ライセンスコードを
SQL または Exchange サーバに適用するには、サーバを選択してから、ツールバーの「ライセン
ス」アイコンをクリックするか、Alt キーを押しながら L キーを押します。

ローカルサーバは、「マイコンピュータ」コンテナ内にリスト表示されます。クライアントサ
ーバは、「バックアッククライアント」コンテナ内にリスト表示されます。

プロパティプロパティ

ボリュームのプロパティを表示するには、「プロパティ」アイコンをクリックするか、Alt キーを押
しながら Enter キーを押します。プロパティには、タイプ、ファイルシステム、ボリュームの総容
量と空き容量、および場所が含まれます。

ログイン資格ログイン資格

ネットワークボリュームや SQL サーバ、Exchange サーバに関係するすべての操作を成功させる最
も確実な方法は、これらのリソースへのアクセス権を持ったユーザとして、Retrospect にログイン
することです。詳しくはセキュリティ環境設定を参照してください。

SQL サーバと Exchange サーバのログイン情報の設定について詳しくは、「SQL Server Agent」と
「Exchange Server Agent」を参照してください。

ネットワークボリュームへのアクセス権を持たないユーザとして Retrospect にログインしている場
合に、ネットワークボリュームを使用する基本操作を実行する必要があるときには、「ログイン
名」ボタンを使用します。「ボリュームデータベース」リストでボリュームを選択し、ツールバー
の「ログイン名」アイコンをクリックし、ユーザ名とパスワードを入力します。
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そのボリュームを使った自動操作は機能しません。

名前を変える名前を変える

ボリュームまたはサブボリュームの名前を変えるには、ボリュームを選び、「名前を変える」アイ
コンをクリックするか、Ctrl キーを押しながら R キーを押します。表示されるダイアログボックス
に新しい名前を入力します。

取り出し取り出し

リムーバブルメディアをドライブから取り出すには、ボリューム名を選び、「取り出し」アイコン
をクリックするか、Ctrl キーを押しながら J キーを押します。

削除削除

リストからボリュームまたはサブボリュームを削除するには、ボリュームを選択し、ツールバーの
「削除」をクリックするか、「削除」をクリックします。ハードディスクや挿入されたカートリッ
ジなど、現在アクティブなボリュームは削除できません。サーバを削除すると、そのデータベース
と定義されたサブボリュームが削除されます。

消去消去

ボリュームの内容を消去するには、ボリュームを選び、「消去」をクリックするか、Ctrl キーを押
しながら E キーを押します。ボリューム内の全ファイルが削除されるので、注意してください。

ブラウザ

「ボリュームデータベース」ウィンドウには、「参照」ボタンがあります。ボリュームの内容を表
示して作業するには、そのボリュームを選択し、「参照」ボタンをクリックしてブラウザを開きま
す。ボリュームの参照については、ブラウザで詳しく説明します。

Windows ボリュームのマウントポイント（NTFS マウントされたドライブ）

Windows では、空のフォルダをボリュームのマウントポイントとして指定できます。ボリュームの
マウントポイントは、別のドライブにアクセスするための一種のゲートウェイです。概要と設定の
方法については、Windows のヘルプの索引で、「マウントされたドライブの概要」と、「NTFS フ
ォルダとしてボリュームをマウントするには」を参照してください。

外観と構成外観と構成

Windows エクスプローラでのマウントポイントは、ドライブアイコンで表示され、そのドライブに
アクセスできるフォルダ名が名前として表示されます。マウントポイントは、階層としては、ドラ
イブ内のドライブとして表示されます。マイコンピュータの他のドライブと同じレベルには表示さ
れません。
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親ボリューム C:Windows エクスプローラでの

Retrospect のマウントポイントは、ドライブアイコンで表示され、名前としてドライブラベルが表
示されます。Retrospect の「ボリュームデータベース」ウィンドウとボリューム選択ウィンドウで
は、マウントされたドライブは「マイコンピュータ」コンテナ内の他のドライブと同じ階層レベル
に表示されます。

Retrospect で利用可能なマウントされたボリューム

Retrospect のボリュームブラウザウィンドウでは、マウントポイントの親ボリュームをブラウズす
ると、マウントポイントは実際と同様に単に空のフォルダとして表示されます。

Retrospect ブラウザでのマウントポイントの親ボリューム

ロジックと機能ロジックと機能

Retrospect では、マウントされたボリュームは識別可能なボリュームと見なされ、親の NTFS ボリ
ュームのフォルダやサブボリュームとしては見なされません。マウントポイントを通じてアクセス
するボリュームをバックアップするには、Retrospect でマウントされたドライブを選択しなければ
なりません。マウントポイントフォルダを含む親ドライブを選択した場合や、そのフォルダ自体を
選択した場合には、バックアップされません。

Retrospect でマウントポイントとして使用されるフォルダの親ボリュームをバックアップすると、
スナップショット内のマウントポイントフォルダはバックアップに含まれますが、マウントされた
ボリュームのファイルとフォルダは含まれません。

Retrospect をスナップショットから復元すると、マウントポイントフォルダと、Windows でマウ
ントパスを通じてボリュームにアクセスするために必要な情報が復元されます。（これは、アクセ
スするドライブが元の状態で存在するかどうかに依存しています。元の状態ではない場合、フォル
ダは復元されますが、マウントポイントは復元されません。）マウントされたボリュームにファイ
ルとフォルダを復元するには、Retrospect で他のドライブを復元する場合と同様に、別個のドライ
ブとして選択して復元します。

ブラウザ

ブラウザは、元ボリュームや宛先ボリュームのファイルやフォルダを表示、選択、操作できる
Retrospect の強力なツールです。ブラウザウィンドウでは、Windows のエクスプローラと同様の
ファイル管理機能に加え、Retrospect 独自の機能が利用できます。

ブラウザでは、ボリュームの内容を一覧できるので、ボリューム全体を一度に操作することができ
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ます。異なるフォルダから、複数のファイルを簡単に選択できます。フォルダ階層ではなく、ブラ
ウザをフラットファイル構造でも表示できます。

ブラウザでは、バックアップ、復元、複製、コピーの対象として選択したファイルを参照すること
ができます。また、ブラウザを "スタンドアロン" 方式で用いてボリュームの内容を表示、管理する
ことができます。バックアップ、復元、複製、およびコピー操作では、指定したセレクタで選択し
たファイルをブラウザで表示して、マークおよびマーク解除することができます。

ブラウザウィンドウは原則的にいくつでも開くことができるので、同一ボリュームの異なるブラウ
ザを表示できます。ブラウザウィンドウを開いたまま、他の Retrospect 動作を実行し、ブラウザウ
ィンドウと Retrospect ウィンドウを切り替えることも可能です。

それぞれのブラウザウィンドウで、Retrspect にはツールバーがあります。ツールバーには、ブラ
ウザリストのフォルダやファイルを検索、選択、管理するコマンドがあります。（右クリックし
て、コンテキストメニューを使用することもできます。）

スタンドアロンブラウザの表示

ボリュームのスタンドアロンブラウザを表示するには、「設定」>「ボリューム」の順にクリック
します。使用可能なボリュームの名前をリストした「ボリュームデータベース」ウィンドウが表示
されます。ボリュームを選択して、「参照」をクリックします。選択したボリュームが検索され、
そのボリュームに含まれるすべてのフォルダおよびファイルをリストしたブラウザウィンドウが表
示されます。

バックアップセットのスタンドアロンブラウザの表示については、セッションの内容の表示を参照
してください。スナップショットのスタンドアロンブラウザの表示については、「スナップショッ
ト」タブを参照してください。

操作中にブラウザを表示する

基本バックアップ、復元、複製、コピーなどの操作中にブラウザを表示するには、各サマリウィン
ドウの「選択したファイル」ボタンか、「プレビュー」ボタンをクリックします。各元ボリューム
のブラウザウィンドウが表示されます。

ブラウザとスクリプト

スクリプトはスケジュールされた時刻に自動実行されるので、スクリプト内でブラウザを使用する
ことはできません。スクリプトの編集時と実行時では、ボリュームの内容が変わっていることがあ
るため、ブラウザの使用は適していません。

ブラウザについて

ブラウザウィンドウには、選択したボリュームのフォルダとファイルが階層化されたファイルリス
トとして表示されます。
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リストの先頭、つまり階層のトップレベルには、ボリューム名が表示されます。フォルダの左側に
は + と – のコントロールがあり、+ をクリックするとフォルダの内容が表示されます。– をクリッ
クすると、フォルダの内容が非表示になります。フォルダを開いているときは、フォルダを閉じて

いるとき とは別のアイコン になります。

フォルダの内容を表示しない場合（左）とフォルダの内容を表示した場合（右）

ウィンドウの左側には、各フォルダの概要をグラフィックで示したスクロールタイプのフォルダイ
ンデックスが表示されます。フォルダインデックスをクリックすると、対応するファイルリストが
ウィンドウの右側に表示されます。インデックスの上には、ファイルリスト内で現在選択されてい
る項目のパス名が表示されます。閉じたフォルダの点線はグレイで表示され、開いたフォルダは黒
で表示されます。

ウィンドウの右上には、ハイライト表示またはマーク付けされたファイルの数と総サイズを示す数
値が表示されます。
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ファイルやフォルダの選択

ブラウザウィンドウでは、操作の対象となるファイルやフォルダを選択します。ファイルリストの
項目で、目的のファイルをクリックして選択してください。連続したファイルやフォルダを選択す
るには、選択する範囲をドラッグするか、Shift キーを押しながらクリックします。連続していない
項目を選択または選択解除するには、Ctrl キーを押しながらクリックします。全項目を一括して選
択するには、「編集」メニューの「すべてを選択」を選択します。ファイルをダブルクリックする
と、ファイルの選択（強調）とマークが同時にできます。マーク付けについては、「ファイルやフ
ォルダのマーク付け」で後述します。

詳細情報の表示

Retrospect には、選択したファイルやフォルダの詳細を参照できる「プロパティ」コマンドがあり
ます。

ファイルやフォルダの情報を見るには

1. ブラウザから、詳細を知りたいファイルやフォルダを選択します。
2. ツールバーの「プロパティ」をクリックします。

選択したファイルやフォルダごとに、詳細を示す「プロパティ」ウィンドウが表示されま
す。

ファイルやフォルダのマーク

マークしたファイルやフォルダは、バックアップ、アーカイブ、複製、復元などの操作対象になり
ます。実行時には、セレクタの検索基準に基づいてファイルがマークされますが、どのファイルが
マークされたかは、ブラウザを使わないとわかりません。ブラウザでは、ファイルやフォルダのリ
ストを参照できるだけでなく、個別にマークおよびマーク解除することができます。

マークされたファイルは、操作の実行時に Retrospect に評価させるファイルを示します。マークさ
れたファイルすべてが、バックアップや複製や復元されるわけではありません。たとえば、
Retrospect の初期設定を使ったバックアップ中、マークしたファイルに関係なく、新しいファイル
と修正されたファイルだけがバックアップされます。ブラウザリストの中で、宛先にすでに存在す
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る元ファイルの隣にはひし形のアイコンが表示されます。これらのファイルは、宛先に再びコピー
されることはなく、時間とメディア容量が節約されます。

ブラウザでマークを付けるには、ファイルとフォルダを選択してから、左のチェックボックスをク
リックします。マークを取り消すには、チェック済みのチェックボックスをクリックします。マー
クとマーク解除は、ファイルやフォルダをダブルクリックして行うこともできます。

ハイライトされた他の項目に影響を与えないように項目のマーク付けあるいはマーク解除を行うに
は、Ctrl キーを押したままクリックします。

1 つのフォルダに対するマークやマーク解除は、そのフォルダとフォルダ内の全ファイルに対して
実行されます。たとえば、1 つのフォルダをバックアップ対象としてマークするには、ファイルリ
ストの先頭にあるボリューム名をダブルクリックし、いったん、すべてのファイルをマーク解除し
ます。次に、バックアップするフォルダにスクロールし、フォルダアイコンをダブルクリックしま
す。すると、そのフォルダとそのフォルダ内のすべてのファイルがマークされます。

ブラウザウィンドウのツールバーには、ウインドウ内でハイライト表示やマーク付けを行うための
次のコマンドがあります。

「マークをハイライトに」「マークをハイライトに」は、マークされたファイルをハイライトにします。Ctrl キーを押さずに
クリックまたはダブルクリックすると、マークした項目のハイライトが解除されます。このコマン
ドは、再度ハイライトする場合に役立ちます。

「相互参照」「相互参照」により、指定のファイルに関連するファイルを同じハードディスクまたはセッション
内で探すことができます。たとえば、複製ファイルや同じファイルの旧バージョンを検出でき、ま
たオリジナルファイルの名前を変更して作成したファイルを検出することもできます。このコマン
ドは相互参照ファイルをハイライトしますが、マークはしません。

表示形式の選択

ブラウザウィンドウのツールバーコマンドの「階層/ソート表示」ボタンをクリックすると、ボリュ
ームの内容の表示方法が変わります。

階層形式では、ファイルとフォルダがボリュームに保存されている階層構造と同じ構造で表示され
ます。ブラウザウィンドウをはじめて表示するときは、このデフォルトレイアウトが使用されま
す。

整列ファイル形式では、フォルダの指定が破棄されて、選択されたボリューム内のすべてのファイ
ルが単一リスト（フラットファイル構造）で表示されます。

ツールバーのリストボックスでは、どちらのレイアウトの場合も、ブラウザウインドウに表示する
ファイル情報のタイプを指定できます。フラグ、名前、サイズは常に表示されます。最後の情報と
して、修正日時または属性を選択できます。

整列されたファイルレイアウトでは、列の見出しをクリックして、リストの整列基準を選択できま
す。もう一度クリックすると、整列順序が逆になります。ファイルは通常通り昇順に並べ替えられ
ます。たとえば、「サイズで並べ替え」を選択すると、ファイルリストの先頭に最も小さいファイ
ルが表示され、リストの末尾に最も大きなファイルが表示されます。

ファイルの検索

「編集」メニューには、ボリューム上の特定のファイルやフォルダを探す「検索」という項目があ
ります。
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「ファイルの検索」による復元では、以下に示すものと同じウィンドウを使用します。

「検索」ウィンドウ（基本選択表示）

この基本検索ウィンドウでは、ファイルまたはフォルダ名を第一の検索基準と見なします。「追加
選択」をクリックして、他の基準を使用するカスタムセレクタを作成できます。Retrospect セレク
タは、セレクタ詳細ウィンドウと同じウィンドウで作成できます。

「検索」ウィンドウでの検索基準の作成については、セレクタの使い方を参照してください。

テキスト入力フィールドに、検索する文字列を入力します。「大文字と小文字を区別する」チェッ
クボックスをクリックしていない限り、大文字と小文字は区別されません。

「ファイル」と「フォルダ」のチェックボックスを使用すると、検索中にファイルとフォルダを対
象にしたり無視したりできます。フォルダを対象にするときには、「フォルダ（階層を含む）」を
チェックして、他のフォルダ内にあるファイルを含めて、見つかったフォルダに含まれるすべての
フォルダを選択します。

「する/しない」リストボックスを使用して、検索ロジックを制御します。「する」では含め、「し
ない」では除外します。たとえば、「しない」を選択してファイル名を検索すると、指定文字を含
まない名前のファイルとフォルダがすべて検索されます。

他のリストボックスを使用して、名前での検索テキストの位置を指定します。指定文字が名前の先
頭にあるものを探す場合は「で始まる」、末尾の場合は「で終わる」、先頭から末尾までを検索す
る場合は「を含む」と指定します。指定文字と完全に一致し、それ以外の文字が含まれない名前だ
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けを検索する場合は「一致」を選択します。また、検索テキストのパターンに一致する（一致パタ
ーン）名前を指定できます。パターン一致の場合、任意の 1 文字と一致させるにはワイルドカード
文字 ?を使用します。複数の文字と一致させるには、ワイルドカード文字 * を使用します。

検索ウィンドウの検索基準を編集してから「OK」をクリックすると、検索基準に該当するすべての
ファイルとフォルダがハイライトされます。操作で使用するために、ハイライトされたファイルに
マークを付けることができます。

ファイルリストの印刷またはエクスポート

ブラウザウィンドウがアクティブなときは、ファイルリストの内容を印刷したり、ファイルにエク
スポートしたりすることができます。印刷するには、「ファイル」メニューから「プリント」を選
択します。「用紙設定」を使ってサイズを縮小すると、ブラウザが複数の列で印刷されるので、ペ
ージ数を少なくすることができます。テキストファイルにエクスポートするには、「ファイル」メ
ニューから「エクスポート」を選択します。Retrospect は表示フォーマットにかかわりなく、ファ
イル名、サイズ、作成日付、作成時刻、修正日付、修正時刻、バックアップ日付、バックアップ時
刻、Mac OSのタイプ、Mac OSのクリエータ、バックアップセット（あれば）、およびパスの順
で、フィールドをエクスポートします。

選択対象のコピー、ペースト

選択対象は、ブラウザウィンドウ間でコピーできます。選択対象をコピーすると、ファイルとパス
名の情報だけがコピーされ、ファイル自身はコピーされません。この機能は、スタンドアロンブラ
ウザウィンドウから、復元操作中などに表示されるブラウザウィンドウに選択対象をコピーする際
に役立ちます。

他のアプリケーションや文書にはペーストできません。

ブラウザウィンドウ間で選択対象をコピーするには

1. ファイルおよびフォルダを選択し、「編集」メニューから「コピー」を選択します。
2. 同じボリュームのブラウザウィンドウを開きます（または全面に配置します）。
3. 「編集」メニューから「ペースト」を選択します。

選択対象が新規ブラウザウィンドウにペーストされ、他のブラウザウィンドウに選択、コピ
ーされたファイルおよびフォルダ（同じフォルダ階層内にある）と同じものだけがハイライ
トされます。

選択対象をセレクタとして保存

選択したファイルおよびフォルダをセレクタとして保存しておき、同じボリュームでバックアップ
や復元操作などを行うときにそのセレクタを使ってファイルを再度選択することができます。

選択対象をセレクタとして保存する前に、セレクタの使い方に説明されているカスタムセレク
タの作成を検討してください。カスタムセレクタはいつでも簡単にレビューまたは変更するこ
とができます。ブラウザの「ハイライトを保存」コマンドで作成するセレクタは、あまり柔軟
性がありません。

選択対象をセレクタとして保存するには
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1. セレクタに適用するファイル/フォルダを選択します。
2. ツールバーから「ハイライトを保存」をクリックします。

選択しているファイル数と、パス名が適合した場合にこのセレクタによって選択されるファイル数
がこのウィンドウに表示されます。

3. リストボックスを使用して、保存されたセレクタで含めるか除外するかを指定します。

このウィンドウには、ファイルの検索で説明した検索ウィンドウと同じようなファイルとフォルダ
のオプションもあります。

4. 「OK」をクリックしてから、セレクタ名を入力して新しいセレクタを保存します。
ボリュームの再検索

「ファイル」メニューの「更新」を選択して、ブラウザウィンドウの内容を更新することができま
す。たとえば、ボリュームのブラウザウインドウを開いているときに（Windows のエクスプローラ
やその他のブラウザウインドウ内で）ボリュームに変更を加える場合は、この機能が役に立ちま
す。

「更新」は、Retrospect で直接ボリュームを使用しているときだけ「ファイル」メニューに表示さ
れます。たとえば、バックアップセットを参照しているときは、ボリュームを再検索できません。

ファイルの削除

Retrospect ブラウザでは、「削除」コマンドでファイルをボリュームから削除することができま
す。これは、特定のファイルを Windows のデスクトップのごみ箱に捨てて、ごみ箱を空にする操
作です。

Retrospect では、バックアップセットからファイルを削除することはできません。
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ファイルを削除するには

1. ファイルリストから削除したい 1 つまたは複数のファイルを選択します。
2. ツールバーの「削除」をクリックします。

ダイアログボックスが表示されたら、指定したファイルだけを削除するか、指定したファイルとフ
ァイルの削除によって空になるフォルダも削除するか選択します。

3. どちらかを選択したら、「OK」をクリックします。

指定されたファイルはボリュームから完全に削除されます。

削除コマンドを実行した場合は、「元に戻す」コマンドでその操作を取り消すことはできませ
ん。またごみ箱からファイルを取り出すこともできません。ファイルが削除されると、取り戻
すことはできません。

ブラウザウィンドウのツールバーでは、Retrospect でボリュームをダイレクト使用しているときだ
け「ディスクから削除」が使用可能です。たとえば、バックアップセットを参照しているときは、
ファイルを削除できません。

セレクタの使い方

基本操作と自動操作でセレクタを使用し、操作に組み込むファイルやフォルダの種類を指定できま
す。セレクタを使用して特定のフォルダやフォルダを選択することで、操作に必要な時間やメディ
アを制限できます。

セレクタでは、名前、日付、タイプ、またはサイズなど、ほぼどの基準を用いてもファイルを選択
できます。Retrospect には組み込みのセレクタがたくさんあり、カスタムセレクタを作成すること
もできます。たとえば、2004 年の 10 月 15 日以降に変更されたすべてのテキスト文書を選択する
セレクタなどを作成できます。

セレクタでマークされたファイルは、必ずしも宛先にコピーされるとは限りません。セレクタを用
いたコピー操作（バックアップなど）は、照合機能によりスマートな、すなわちプログレッシブな
操作となります。各セレクタは、「このファイルを選択してください。ただし、宛先ボリュームに
そのファイルが存在する場合はそれをコピーしないでください」ということを暗に示しています。

Retrospect のセレクタで空のフォルダを選択することはできません。

セレクタウィンドウ

セレクタウインドウで、セレクタを作成または変更することができます。

セレクタウィンドウを表示するには、「設定」>「セレクタ」を順にクリックします。セレクタウ
ィンドウには、すべての組み込みセレクタとカスタムセレクタが一覧されます。
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セレクタウィンドウには、セレクタを使用するためのボタンが 2 つあります。

「新規」「新規」では、新しいセレクタを作成します。

「編集」「編集」では、セレクタの新しい条件を追加するか、または既存の条件を変更します。

セレクタの詳細ウィンドウには、次のコマンドを備えたツールバーがあります。

「新規フォルダ」「新規フォルダ」は、セレクタを整理するためのフォルダコンテナを作成します。

「複製」「複製」は、現在ハイライトされているセレクタをコピーします。

「名前を変える」「名前を変える」は、現在ハイライトされているセレクタの名前を変更します。

「エクスポート」「エクスポート」では、セレクタをファイルにエクスポートできます。たとえば、バックアップコ
ンピュータの Retrospect で使用するカスタムセレクタを作成した後、そのセレクタをエクスポート
して、第二のバックアップコンピュータ上で動作している別の Retrospect で使用できます。

「インポート」「インポート」では、セレクタをファイルからインポートできます。

「削除」「削除」は、現在ハイライトされているセレクタを削除します。

セレクタリストで右マウスボタンをクリックすると、ツールバーとウィンドウのボタンと同じコマ
ンドのメニューが表示されます。

CHAPTER 11 • 高度な機能 455



組み込みセレクタ

Retrospect には、あらかじめファイル選択条件が定義されたいくつもの組み込みセレクタがありま
す。

一部のセレクタとセレクタ条件の動作は、Windows、Mac OS、Linux の各ボリュームで異なり
ます。以下の説明では、組み込みセレクタによる Windows ボリュームの処理に焦点を当てて
います。他のオペレーティングシステムへのセレクタの効果については、セレクタをダブルク
リックして、表示される詳細情報を閲覧するか、Windows 以外のボリュームにセレクタを適用
して、効果をチェックしてください。チェック方法については、「セレクタ」ツールバーを参
照してください。

Retrospect には、以下の組み込みセレクタがあります。

「すべてのファイル」「すべてのファイル」は、オペレーティングシステムフォルダを含め、元ボリューム上の全ファイ
ルにマークをつけます。「すべてのファイル」は、デフォルトのセレクタです。

「キャッシュ以外の全ファイル」「キャッシュ以外の全ファイル」は、Web ブラウザなどの特定のアプリケーションで使われるキャ
ッシュファイルを除き、元ボリューム上の全ファイルをマークします。キャッシュファイルは大き
な場合が多く、復元には必要ありません。

「アプリケーション」「アプリケーション」は、実行可能アプリケーション（.exe）とコードライブラリ（.dll）だけにマ
ークを付けます。ただし、システムフォルダ内のアプリケーションは除外されます。

Block Level Filter controls how a file is backed up, i.e. whether it is backed up in full or
incrementally

「書類」「書類」は、実行可能アプリケーション（.exe）、またはコードライブラリ（.dll）ではないファイ
ルで、「Program Files」フォルダまたはオペレーティングシステムのフォルダ内にないファイルに
マークを付けます。「デスクトップ」フォルダと「お気に入り」フォルダ内のファイルは除外され
ます。

「ドキュメントと設定」「ドキュメントと設定」は、Documents and Settings フォルダ内のファイルにマークを付けます。
このフォルダ内には、各ユーザの「マイドキュメント」、「お気に入り」、「Application Data」、
「デスクトップ」などのフォルダがあります。

Windows 9x システムの場合、「ドキュメントと設定」セレクタは「Profiles」フォルダにマー
クを付けます。

Mac OS X では、このセレクタは Users フォルダと Library/Preferences フォルダにマークを付けま
す。

「動画」「動画」は、元ボリュームの各所にある、一般的な動画ファイル拡張子（.mov など）を持つ各ファ
イルにマークを付けます（「Windows」フォルダと「Program Files」フォルダ内のファイルを除
く）。さらに、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Videos」フォルダと
「Movies」フォルダにあるすべてのファイルにもマークを付けます。

「音楽」「音楽」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の「My Music」フォルダにあるすべての
ファイルにマークを付け、元ボリュームの各所にある、一般的な動画ファイル拡張子（.mp3 など）
を持つ各ファイルにもマークを付けます（「Windows」フォルダと「Program Files」フォルダ内の
ファイルを除く）。さらに、各ユーザの Music フォルダが存在する場合は、そのフォルダにもマー
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クを付けます（Mac OS X、Windows 共通）。

「ファイルなし」「ファイルなし」は、ファイルにマークを付けません。

「「Office ドキュメント」ドキュメント」は、元ボリュームの各所にある Microsoft Office 文書、Microsoft Outlook
データ、および Adobe PDF ファイルにマークを付けます（「Windows」フォルダと「Program
Files」フォルダ内のファイルを除く）。

「オペレーティングシステムとアプリケーション」「オペレーティングシステムとアプリケーション」は、Windows フォルダやシステム状態などのシ
ステムファイルにマークを付けます。また、アプリケーションファイル（「Program Files」フォル
ダ内の項目を含む）、および元ボリュームの各所にある、既知のアプリケーション拡張子
（.exe、.dll など）を持つ各ファイルにもマークを付けます。

「「OS フォルダ」フォルダ」は、オペレーティングシステムのフォルダ内のファイルにマークを付けます。
UNIX では、このセレクタはファイルにマークを付けません。

「写真」「写真」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Pictures」フォルダにあるすべ
てのファイルにマークを付け、また、ディスク上の各所にある、一般的な画像ファイル拡張子
（.jpg など）を持つ各ファイルにもマークを付けます（「Windows」フォルダと「Program Files」
フォルダ内のファイルを除く）。さらに、各ユーザの Pictures フォルダが存在する場合は、そのフ
ォルダにもマークを付けます（Mac OS X、Windows 共通）。

Restore System and Applications marks system and application files.

「「Retrospect ファイル」ファイル」は、カタログ、ログ、設定、および Retrospect に関連する他の書類にマ
ークを付けます。UNIX では、このセレクタはファイルにマークを付けません。

「すべてのファイル」は、基本操作やスクリプトで使用されるデフォルトのセレクタです。完全に
バックアップするためにこのセレクタを使用してください。

組み込みセレクタの詳細を表示するには、セレクタ ウィンドウでセレクタをクリックして、「編
集」をクリックします（または、セレクタをダブルクリックします）。セレクタの条件を示すウィ
ンドウが表示されます。
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セレクタを構成する条件を理解するには、セレクタの条件の説明が役立ちます。

セレクタの条件

セレクタは複数の条件の組み合わせから構成されており、これらの条件の基準を満たすファイルや
フォルダが選択対象に組み入れられるか、対象から除外されます。Retrospect には多数の詳しい条
件が用意されており、それらを組み合わせて複雑なセレクタを作成できます。

セレクタ条件を表示または修正するには、セレクタウィンドウでセレクタを選択してから、「編
集」をクリックします。セレクタ詳細ウィンドウが表示されます。このウィンドウには、特定のフ
ァイルやフォルダを選択対象に含めるための条件を追加するセクションと、対象から除外するため
の条件を追加するセクションがあります。
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見出し部分の「選択」または「除外」の下にある + ボタンをクリックすると、条件ウィンドウが表
示されます。

条件ウィンドウの左側に沿って、利用可能な条件の分類が次のように一覧されます。

▪ 一般的なセレクタ条件
▪ Windows のセレクタ条件
▪ Mac OS のセレクタ条件
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▪ UNIX のセレクタ条件
▪ メールボックスのセレクタ条件
一般的なセレクタ条件一般的なセレクタ条件

一般的な条件は、サポートしているすべてのファイルシステムで動作します。以下の条件を使用し
て、自分専用のセレクタを作成できます。

「属性（一般）」「属性（一般）」では、Retrospect のマークされた属性と一致する属性に加えて、読み取り専用の
属性と非表示の属性を使用します。

「クライアント名（一般）」「クライアント名（一般）」では、Retrospect のクライアントデータベースからの名前を条件とし
て使用します。

「日付（一般）」「日付（一般）」では、作成日、変更日、またはバックアップ日を条件として使用します。

「ファイルシステム（一般）」「ファイルシステム（一般）」では、元ボリュームのファイルシステムを条件として使用します。

「ログイン名（一般）」「ログイン名（一般）」では、ファイルを共有している所有者の名前、グループ名、またはログイ
ン名を条件として使用します。

「名前（一般）」「名前（一般）」では、ファイル名またはフォルダ名を条件として使用します。

「セレクタ（一般）」「セレクタ（一般）」では、他のセレクタを条件として使用します。

「容量（一般）」「容量（一般）」では、ファイルまたはフォルダのサイズを条件として指定できます。

「ボリューム名（一般）」「ボリューム名（一般）」では、ボリューム名を条件として使用します。Windows のボリュームで
は、プロパティに表示されるボリュームラベルです。ドライブ文字ではありません。

Windows のセレクタ条件のセレクタ条件

Windows の条件は、FAT および NTFS ファイルシステムで動作します。以下の条件を使用して、自
分専用のセレクタを作成できます。

「属性（「属性（Windows）」）」では、アーカイブ、システム、暗号化、オフラインフラグを条件として使用
します。

「日付（「日付（Windows）」）」では、Windows 固有の日付属性を条件として使用します。

「ドライブ文字（「ドライブ文字（Windows）」）」では、元ボリュームのドライブ文字を条件として使用します。

「パス（「パス（Windows）」）」では、ファイルまたはフォルダへのパスを条件として使用します。フォルダ
階層は、「¥」文字で表されます。

「特別なフォルダ（「特別なフォルダ（Windows）」）」では、Volume Root、Documents and Settings など、システムで
定義されている特定のフォルダを条件として使用します。

Mac OS のセレクタ条件のセレクタ条件

Mac OS の条件は、HFS および HFS+ ファイルシステムで動作します。以下の条件を使用して、自
分専用のセレクタを作成できます。

「属性（「属性（Mac OS）」）」では、ファイル属性（ファイルの使用中、別名、ロックされた名前、ひな
形、カスタムアイコン）を条件として使用します。
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「ファイルの種類（「ファイルの種類（Mac OS）」）」では、ファイルクリエータとタイプを条件として使用します。

「ラベル、アイコンの色（「ラベル、アイコンの色（Mac OS）」）」では、ファイルまたはフォルダのラベルを条件として使用
します。Finder の「ラベル」メニューまたはサブメニューには、7 つのラベル、カラー（モニタに
カラーとグレースケールが表示されている場合）、および「なし」オプションがあります。このウ
ィンドウの各チェックボックスは、「ラベル」メニューの各項目の位置に対応しており、実際のカ
ラーまたはラベル名には対応していません。

「パス（「パス（Mac OS）」）」では、ファイルまたはフォルダへのパスを条件として使用します。Mac OS
X（およびそれ以前のバージョンの Mac OS）では、パス名の区切り文字としてコロン（:）を使用
してください。パス名にはボリュームを含める必要があります。

「許可（「許可（Mac OS）」）」は、ユーザ、グループ、その他に対する読み取り、書き込み、実行パーミッ
ションです。Mac OS X のファイル/フォルダパーミッションは、条件に正確に一致します（* をワ
イルドカードとして使用）。たとえば、ユーザ、グループ、またはその他が書き込みできるすべて
のファイルを選択するには、3 つの別個の 「OR」条件を作成しなければなりません。*w*******、
****w****、および *******w* です。

UNIX のセレクタ条件のセレクタ条件

UNIX OS の条件は、UNIX ファイルシステムで動作します。以下の条件を使用して、自分専用のセ
レクタを作成できます。

「属性（「属性（UNIX OS）」）」では、ファイル属性（シンボリックリンクフラグ設定）を条件として使用し
ます。

「日付（「日付（Unix OS）」）」:UNIX 固有の日付属性です。

「パス（「パス（Unix OS）」）」は、ファイルまたはフォルダへのパスです。フォルダ階層は、「/」文字で表
されます。

「許可（「許可（Unix OS）」）」は、ユーザ、グループ、その他に対する読み取り、書き込み、実行パーミッ
ションです。UNIX のファイル/フォルダパーミッションは、非常に正確に条件に一致します。（* を
ワイルドカードとして使用できます。）たとえば、ユーザ、グループ、またはその他が書き込みで
きるすべてのファイルを選択するには、3 つの別個の 「OR」条件を作成しなければなりません。
*w*******、****w****、および *******w* です。

メールボックスのセレクタ条件メールボックスのセレクタ条件

メールボックスの条件は、Exchange メールボックスをバックアップまたは復元するときに使用で
きます。

「「Sender」」では、メッセージの送信者を条件として使用します。

条件の操作

各条件タイプには、条件の詳細を入力または指定できる専用のコントロールがあります。
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条件を追加または変更すると、それがセレクタ詳細ウィンドウに表示されます。

+ 条件ボタンをクリックして、複数の条件をセレクタに追加できます。条件間の関係は + ボタンの
場所によって決まり、AND 演算子を使って条件を追加する場合と、OR 演算子を使って条件を追加
する場合があります。+ ボタンをクリックして条件ウィンドウを開くと、演算子のタイプが表示さ
れ、新規条件の AND をとっているのか、OR をとっているのかがわかります。
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AND 演算子では、複数の条件を結合して、その条件を満たすファイルまたはフォルダを選択するこ
とができます。各条件は、「選択」および「除外」領域のそれぞれの最終条件を除き、AND 演算子
を使用します。

OR 演算子では、複数の条件を結合して、少なくとも 1 つの条件を満たす（必ずしもすべての条件
を満たす必要はない）ファイルまたはフォルダを選択することができます。「選択」および「除
外」領域のそれぞれの最終条件は、必ず OR 演算子を使用します。

この機能をよく理解するために、カスタムセレクタの作成を参照して各条件を自分で試してみてく
ださい。

条件の例条件の例

以下の表には、カスタムセレクタの一例と、それを特定のファイルに適用したときの効果が示され
ています。
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条件の規則条件の規則

セレクタの適用時には、常に「除外」文が「選択」文より優先されます。たとえば、セレクタに、
プロファイルフォルダを含む文と OS フォルダを除外する文がある場合、プロファイルフォルダ内
のファイルはマークされません。

カスタムセレクタの作成

Retrospect では、ファイル/フォルダの最適な選択を実行できるセレクタを簡単に作成することがで
きます。カスタムセレクタを習得するのに最も良い方法は、カスタムセレクタを作成することで
す。以下の例では、特定のアプリケーションと Games フォルダをバックアップ対象から除外する
カスタムセレクタを作成します。

新規セレクタの作成新規セレクタの作成

ナビゲーションバーの「設定」> 「セレクタ」ボタンを順にクリックしてから、「新規」をクリッ
クします。新しいセレクタの名前を入力するよう求められます。この例では「不要なゲームとアプ
リケーション（Unwanted games and apps）」となっていますが、別の名前を入力することもでき
ます。

名前を入力したら、「新規」をクリックします。新規セレクタのセレクタ詳細ウィンドウが表示さ
れます。このウィンドウ名とセレクタ名は同じです。
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新規セレクタのデフォルトでは、条件をユーザが追加するまで、すべてを含むにし、何も除外しま
せん。

ファイルの除外ファイルの除外

「除外」という見出しの下の + ボタンをクリックして、条件を追加します。表示された条件ウィン
ドウで、Windows の「特別なフォルダ」条件を選択し、除外するフォルダタイプを指定します。
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「アプリケーションデータ」を選択してから、「OK」をクリックします。セレクタ詳細ウィンドウ
は、新しい条件を反映した内容になっています。

この時点では、セレクタは Windows ボリュームのアプリケーションデータフォルダを除外してい
ます。ここで、2 つ目の条件を追加することができます。

「除外」という見出しの下の 2 番目の + ボタンをクリックします。

ハンドルアイ
コンの隣に「OR」という語があります。表示された条件ウィンドウで、Mac OS の「ファイルの種
類」条件を選択します。
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このウィンドウでは、ファイルのタイプとクリエータ、またはそのいずれか一方を条件として指定
できます。デフォルトのファイルの種類は、タイプ「APPL.」の一般のアプリケーションです。こ
の例ではこの条件を使用したいので、「OK」をクリックします。セレクタ詳細ウィンドウは、新し
い条件を反映した内容になっています。

この条件は一番下の + ボタンから追加したので、OR 演算子を使ってセレクタに追加されていま
す。OR および AND 演算子については、条件の操作を参照してください。
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ここで、3 つ目の条件を追加することができます。「除外」という見出し下にある一番下の + ボタ
ンをクリックして、条件ウィンドウで一般の「名前」条件を選択します。

テキスト一致動作の内容を選択して、テキストボックスに「games」と入力します。他のコントロ
ールは、変更しません。「OK」をクリックして、セレクタ詳細ウィンドウに戻ります。

この時点で、セレクタは Windows のアプリケーションデータフォルダの内容と、すべての Mac
OS アプリケーションと、Word のゲームを収めたすべてのフォルダを除外します。 ”
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このセレクタを保存して、スクリプトや、基本操作や、ブラウザで使用できます。

「セレクタ」ツールバー

セレクタの詳細ウィンドウには、次のコマンドを備えたツールバーがあります。

「保存」「保存」：現在の名前でセレクタを保存して、最後に保存されたセレクタを置き換えます。

「別名で保存」「別名で保存」：別の名前でセレクタを保存します。新しい名前をダイアログボックスに入力し、
「保存」をクリックします。元のセレクタは最後に保存されたままです。

「復帰」「復帰」：セレクタへの現在の変更を破棄して、最後に保存された状態に戻します。

「名前を変える」「名前を変える」：セレクタの名前を変更します。新しい名前をダイアログボックスに入力し、
「名前を変える」をクリックします。

「セレクタのチェック」「セレクタのチェック」：ボリュームに適用してセレクタをテストします。ここで、参照したいボ
リュームを選択します。ブラウザウィンドウに、セレクタ基準を満たすファイルがチェックされた
状態で表示されます。マークが付けられているファイルが、テストしたセレクタを使用したときに
Retrospect によってバックアップされるファイルです。

該当するファイルにマークが付いていれば、セレクタは正しく機能しているので、それを基本操作
やスクリプトに使用することができます。

ファイルが適正にマークされていない場合は、セレクタを修正して、それを再チェックする必要が
あります。その場合には、条件の追加、削除、または変更を行います。セレクタの実行結果に影響
を及ぼす AND や OR 演算子は慎重にチェックします。セレクタを修正したら、それを保存して再
チェックを行い、ファイルが正しくマークされているか確認します。セレクタが正しく機能するま
で、必要なだけこの手順を繰り返してください。

「削除」「削除」：選択した条件をセレクタから削除できます。

セレクタの印刷

セレクタ詳細ウィンドウの内容を印刷して、それを参照用に保管しておくことができます。セレク
タウィンドウを印刷するには、セレクタを編集し、「ファイル」メニューから「印刷」を選択しま
す。

セレクタの修正

セレクタ詳細ウィンドウに表示される条件はすべて修正できます。条件を修正したら、セレクタの
詳細ウィンドウに戻って新規条件を追加したり、既存の条件を修正したりすることができます。

セレクタウィンドウでセレクタを開くには、修正するセレクタをクリックして、「編集」をクリッ
クします（または、単にセレクタをダブルクリックします）。セレクタの詳細ウィンドウが表示さ
れます。

セレクタの既存の条件を編集する場合は、選択して「修正」をクリックするか、条件の行をダブル

クリックします。（+ と アイコンの行は例外です。）条件ウィンドウで、オプションとコントロ
ールを修正できます。「OK」をクリックして、条件に対する変更を確定します。

新しい条件を追加するには、+ アイコンをクリックします。（「or...」がグレイ表示された ハン
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ドルの隣の + は、「OR」条件を追加します。一方他の + アイコンは、「AND」条件を追加しま
す。）条件ウィンドウが表示され、選択した条件のタイプのオプションとコントロールが提供され
ます。そのウィンドウで必要な選択と設定を行い、「OK」をクリックしてセレクタに追加します。
条件ウィンドウが閉じて、セレクタウィンドウに新しい条件が表示されます。

条件の無効化条件の無効化

セレクタ内の条件はいつでも無効にすることができます。無効にした条件は、ファイルの選択には
使用されません。その条件は有効になるまで、非アクティブのままです。この機能は、かなり複雑
になったセレクタを部分的にテストして問題の解決を図りたい場合などに役立ちます。

条件を無効にするには、まずセレクタを開いて特定の条件を選択します。「無効」をクリックする
と、選択した条件は無効になって、非アクティブとすぐにわかるようにテキストがグレイ表示され
ます。

無効にした条件を元に戻す場合は、その条件を選択して「有効」をクリックします。

条件の移動条件の移動

セレクタ詳細ウィンドウ内で条件を移動するには、条件記述の隣の

ハンドルをド
ラッグし、それをスクロールボックス内の新しい場所にドロップします。

条件は、同じグループまたは別のグループ（見出し）内のほかの場所にドラッグすることができま
す。たとえば、「選択」という見出しの下に「名前」条件を追加している場合は、同条件を「除
外」という見出しの下にドラッグし、その条件を除外条件に変更することができます。

条件を移動すると、そのアウトラインがハンドカーソルの後についてきて、条件の新しい場所を示
します。新しいアウトラインが適正な場所に表示されていれば、マウスのボタンを離します。それ
がドロップされると、条件が新しい場所に移動し、アウトラインされた移動先の条件の前に挿入さ
れます。

条件をコピーするには、Shift キーを押したままドラッグします。「または以下と該当する」という
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見出しをドラッグすると、グループ全体が移動します。「または以下と該当する」を、Shift キーを
押したままドラッグすると、グループがコピーされます。

条件などを移動すると、その演算子のタイプ（AND または OR）が変わることがあるので注意
してください。

条件の削除条件の削除

セレクタ内の条件はいつでも削除することができます。

条件を削除にするには、まずセレクタを開いて特定の条件を選択します。「削除」をクリックし
て、選択した条件がウィンドウから削除されることを確認します。

セレクタの削除セレクタの削除

セレクタが不要になったら、セレクタウィンドウで削除できます。

セレクタを削除するには、セレクタをクリックして選択し、ツールバーの「削除」を選択するか、
Delete キーを押します。削除の確認を求めるダイアログボックスが表示されます。「OK」をクリッ
クします。これでセレクタが削除されます。

セレクタの複製

特定のセレクタを複製し、それを調整して自分の要求に合うセレクタを作成できます。たとえば、
Retrospect の組み込みセレクタの 1 つをコピーし、そのオリジナルには手を加えずにコピーを変更
することができます。複製操作は、セレクタウィンドウで行うことができます。

セレクタを複製するには、セレクタをクリックして選択し、ツールバーの「複製」をクリックしま
す。新しいセレクタ名を入力するためのフィールドが付いたダイアログボックスが表示されます。
新しい名前を入力して「新規」をクリックします。Retrospect は、ダイアログボックスで指定され
た名前を使って、セレクタの正確なコピーを作成します。

セレクタの例

ここでは、セレクタの具体例をいくつか示して、それぞれ詳細な説明を加えています。

ネットワークバックアップセレクタネットワークバックアップセレクタ

このセレクタは、Leslie のクライアントコンピュータに収容された Games フォルダ内のファイル
を除き、バックアップ対象の文書をすべてマークします。この例では、バックアップ管理者は、バ
ックアップの不要なゲームを含む大きなフォルダが Leslie に存在することを認識しています。
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検索復元セレクタ検索復元セレクタ

このセレクタは、日付条件を使用して、2001 年 10 月 17 日 5:04 p.m. 以降に変更された Acrobat
PDF 文書を検索します。このセレクタでは、「名前」条件を使用して Windows ボリュームを検索
し、「ファイルの種類」条件を使用して Macintosh ボリュームを検索します。このセレクタは、基
本復元操作中に名前を忘れたファイルを検索する方法を示す良い例です。正確なファイル名が不明
な場合でも、特定の日付以降にファイルを最後に保存したことを覚えている場合があります。
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クライアント検索復元セレクタクライアント検索復元セレクタ

このセレクタは、特定のクライアントユーザのコンピュータで作成された名前付きファイルを検索
します。この場合、ファイル名は Dissertation であり、クライアント名は Neil です。このセレクタ
は、基本復元操作中に使用できます。

メンテナンスと修復

この項では、カタログやメディアのメンテナンスと修復について、以下のような作業の実行手順を
説明します。

▪ 古いカタログや、ファイルと同期していないカタログを更新する。
▪ 消失または破損したカタログを作成し直す。（「カタログファイルのチェックサム」エラーが発
生した場合は、カタログが破損しています。）

▪ 破損したファイルバックアップセットを修復する。
▪ バックアップセットメディアを検証する。

これらのタスクを実行するには、まず、ナビゲーションツールバーの「ツール」をクリックしま
す。

カタログの更新

バックアップセットの処理中に「カタログの更新が必要です」とエラーが表示された場合は、バッ
クアップセットのカタログを更新してください。カタログとメディアを同期化しておかないと、バ
ックアップセットが使用できなくなります。

「カタログの更新が必要です」エラーは、前回そのバックアップセットにデータのコピーを行った
ときに、デバイスや電源の障害などにより、カタログの更新ができなかった場合に発生します。こ
のエラーは、ディスク容量が限界に達した場合や、メモリ不足の場合にも表示されます。
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カタログの更新後もバックアップセット使用中に「カタログの更新が必要です」エラーメッセ
ージが表示された場合は、カタログの修復を中止して、次のような対策をとってください。ス
キップして新規メディアを使う、フルバックアップか新規バックアップでリセットする、新規
バックアップセットを作成する。エラーメッセージの詳細については、カタログの更新が必要
ですを参照してください。

カタログを更新するには

1. ナビゲーションバーの「ツール」>「カタログの修復」を順にクリックします。

2. 「既存のカタログファイルを更新」を選択し、「OK」をクリックします。
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3. 更新するバックアップセットを選択し、「OK」をクリックします。
4. 最新のメンバーを検出できなかった場合、メディア要求ウィンドウが表示されます。

要求されたメディアを挿入します。

5. バックアップセットに他のメンバーがあるかどうか尋ねるダイアログボックスが表示されます。

もうメンバーがない場合には、「いいえ」をクリックしてカタログの再作成を開始します。

修復すべきメンバーが残っている場合は、「はい」をクリックします。メンバーを要求するメッセ
ージは、「いいえ」か「キャンセル」をクリックするまで表示されます。

6. バックアップセットのカタログの修復が実行され、アクティビティモニタに進行状況が表示されま
す。

7. アクティビティモニタの「履歴」タブをクリックすると、更新が成功したかどうかについて詳細が
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表示されます。

失敗した場合は、「ログ」ボタンをクリックして詳細を確認してください。

カタログの再作成

カタログファイルがないとバックアップセットを使用できないため、カタログファイルのオリジナ
ルを紛失または破損した場合は、カタログを再作成する必要があります。Retrospect では、バック
アップセットメディアを読み出してカタログを再作成することができます。カタログの再作成は、
バックアップセットのデータ量によって非常に時間がかかる場合があります。

ディスクバックアップセットのカタログの再作成の手順は、テープ、CD/DVD バックアップセット
の手順とは異なります。

CD/DVD またはテープのカタログの再作成またはテープのカタログの再作成

開始する前に、バックアップデバイスに再作成するカタログの最新バックアップセットメンバーを
必ずロードするようにしてください。

CD/DVD またはテープのカタログを再作成するには

1. ナビゲーションバーの「ツール」>「カタログの修復」を順にクリックします。
2. 「テープから再作成」または「CD/DVD ディスクから再作成」を選択し、「OK」をクリックしま
す。

「メディア選択」ウィンドウが表示されます。

3. 「メディア選択」ウィンドウで、「状況」タブをクリックしたら、バックアップセットの最新メン
バーを選択します。
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4. Retrospect 5.0 または 5.1 で作成されたバックアップセットでは、セットの最初のメンバーが要求
されます。

最新のメディアがない場合、バックアップセットで利用できるもっとも新しいメンバーを挿入し
て、カタログを再作成してください。

5. 「OK」をクリックします。

Retrospect がまだ認識しているバックアップセットのカタログを再作成する場合は、再作成したバ
ックアップセットを認識させるかどうかを確認するメッセージが表示されます。「OK」をクリック
して、既知のバックアップセットと置き換えます。

6. バックアップセットが暗号化されていると、そのパスワードを入力するよう要求されます。パスワ
ードを入力して「OK」をクリックします。

7. 再作成したカタログファイルを保存する場所を指定し、「保存」をクリックします。

バックアップセットのカタログの修復が実行され、アクティビティモニタに進行状況が表示されま
す。バックアップセットの特定メンバーのカタログ再作成が完了すると、カタログを再作成すべき
他のメンバーがあるかどうか尋ねるダイアログボックスが表示されます。

8. セットしたメンバーが、バックアップセットの最終メディアだった場合は、修復するものがそれ以
上ないため、「いいえ」をクリックしてカタログの再作成を完了します。

紛失または破損したメンバーの数に関わらず、バックアップセットに再作成すべきメンバーが残っ
ている場合は、「はい」をクリックします。

9. 要求されたバックアップセットのメンバーを挿入するか、そのメンバーがない場合には「選択」を
クリックします。

メンバーが利用できない理由を尋ねるダイアログボックスが表示されます。
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バックアップセットの最終メディアがすでに処理済みの場合は、「完了」をクリックします。必要
なメンバーが紛失または破損している場合は、「紛失」をクリックします。

10. メンバーを要求するメッセージは、「いいえ」か「キャンセル」をクリックするまで表示されま
す。

アクティビティモニタの「履歴」タブをクリックすると、再作成が成功したかどうかについて詳細
が表示されます。失敗した場合は、「ログ」ボタンをクリックして詳細を確認してください。

カタログの再作成が完了したと表示された場合は、そのバックアップセットを使用しているス
クリプトを編集し、新たに認識された再作成済みのバックアップセットを各スクリプトに追加
してください。

ディスクカタログの再作成ディスクカタログの再作成

リムーバルディスクからカタログを再作成する場合、開始する前に、バックアップデバイスに再作
成するカタログの最新バックアップセットメンバーを必ずロードするようにしてください。

ディスクカタログを再作成するには

1. ナビゲーションバーの「ツール」>「カタログの修復」を順にクリックします。
2. 「ディスクから再作成」を選択してから、「OK」をクリックします。

3. バックアップセットデータの復元に最後に使用されたディスクがわかっている場合、「最新のディ
スク」をクリックします。不明である場合には、「すべてのディスク」をクリックします。

4. このバックアップセットの高速カタログファイル再構築オプションがオフだった場合には、「最新
のディスク」を選択してはなりません。
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5. ディスクの場所まで移動し、ディスクを選択して「OK」をクリックします。

ディスク上のバックアップセットのリストが表示されます。

6. カタログを再作成するバックアップセットを選択し、「OK」をクリックします。

「すべてのディスク」を選択した場合、バックアップセットにさらにディスクがあるかどうかが尋
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ねられます。ある場合には、「はい」をクリックして他のディスクを選択します。「いいえ」をク
リックするまで、引き続きさらにディスクがあるかどうかが尋ねられます。

7. Retrospect がまだ認識しているバックアップセットのカタログファイルを再作成する場合は、再作
成したバックアップセットを認識させるかどうかを確認するメッセージが表示されます。「OK」を
クリックして、既知のバックアップセットを削除します。

8. バックアップセットが暗号化されていると、そのパスワードを入力するよう要求されます。パスワ
ードを入力して「OK」をクリックします。

9. 再作成したカタログファイルを保存する場所を指定し、「保存」をクリックします。

バックアップセットのカタログの修復が実行され、アクティビティモニタウィンドウに進行状況が
表示されます。終了したとき、アクティビティモニタの「履歴」タブをクリックすると、再作成が
成功したかどうかについて詳細が表示されます。失敗した場合は、「ログ」ボタンをクリックして
詳細を確認してください。

カタログの再作成が完了したと表示された場合は、古いバックアップセットを使用しているスクリ
プトを編集し、新たに認識された再作成済みのバックアップセットを各スクリプトに追加してくだ
さい。

ファイルバックアップセットの修復

ファイルバックアップセットのカタログファイルは、バックアップセットデータと同じファイルに
保存されます。ファイルバックアップセットのカタログを修復するには、そのバックアップセット
に対するアクセス権が必要です。

ファイルバックアップセットを修復するには

1. ナビゲーションバーの「ツール」>「カタログの修復」を順にクリックします。

2. 「ファイル バックアップセットの修復」を選択して、「OK」をクリックします。

「バックアップセットの選択」ウィンドウが表示されます。

3. 修復が必要なファイルバックアップセットを探し、選択して、「開く」をクリックします。

修復するかどうかを確認するメッセージが表示されます。

4. 「はい」をクリックし、修復を実行します。
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5. バックアップセットが暗号化されていると、そのパスワードを入力するよう要求されます。パスワ
ードを入力して「OK」をクリックします。

バックアップセットのカタログの修復が実行され、アクティビティモニタウィンドウに進行状況が
表示されます。終了したとき、アクティビティモニタの「履歴」タブをクリックすると、再作成が
成功したかどうかについて詳細が表示されます。失敗した場合は、「ログ」ボタンをクリックして
詳細を確認してください。

不完全なカタログの修復

カタログの作成操作を停止すると、次のダイアログボックスが表示されます。

「復帰」「復帰」は、カタログの再作成を中止し、処理中だったメディアからカタログの更新を再開できる
ようにします。（あとで更新を再開する場合は、「既存のカタログファイルを更新する」機能を使
用します。）

「保存」「保存」は、処理中だったメディアからのデータで、これ以上カタログの修復を行わない場合に選
択します。これまでにカタログ化されたデータはすべて検索可能にする必要があります。（あとで
更新を再開する場合は、「既存のカタログファイルを更新する」機能を使用します。）次のメディ
アがあれば、そこからカタログの再作成が再開されます。「保存」オプションの使用後に、そのバ
ックアップセットへデータのバックアップを行った場合は、残り容量がないと見なされ、新規のメ
ディアが要求されます。

バックアップセットメディアの検証

手動でバックアップセットメディアを検証するには、Retrospect のナビゲーションバーから「ツー
ル」>「メディアの検証」を選択します。メディアの検証は、検証を使用しなかった基本バックア
ップ（またはアーカイブ）後に、バックアップセットメディアのオフライン検証を行う場合に役立
ちます。

検証を行わずにスクリプトによるバックアップ（またはアーカイブ）を実行することで、バックア
ップウィンドウを最大化したい場合には、検証スクリプトを使用してオフライン検証をスケジュー
ルする必要があります。詳しくは、スクリプトによる検証を参照してください。

検証可能な場合、メディアの検証はバックアップセットメディアのデータを、選択したバックアッ
プセットのファイルとバックアップ時に生成された MD5 とを比較することにより検証します。つ
まり、バックアップ元ボリュームにアクセスする必要がないので、該当するボリュームのスローダ
ウンを防止します。

特定の状況下では、バックアップ時に生成された MD5 にアクセスしません。Retrospect 15.0 以前
のバージョンを使用して作成されたすべてのバックアップと、「バックアップ操作中に MD5 ダイ
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ジェストを生成」環境設定を無効にして作成されたバックアップが、これに該当します。詳しく
は、検証環境設定を参照してください。

この場合、バックアップセットメディアのすべてのファイルがチェックされて、読み出し可能であ
ることが確認されます。

▪ メディアの検証では、複数のメディアにまたがるバックアップを検証する場合、メディアの再セ
ットが要求されます。

メディアの読み取りを検証するには

1. 「ツール」>「メディアの検証」を順にクリックします。

「バックアップセットの選択」ウィンドウが表示されます。

2. 検証するバックアップセットを選択し、「OK」をクリックします。

バックアップセットメディアの検証が実行され、アクティビティモニタウィンドウに進行状況が表
示されます。

バックアップセットが CD/DVD、リムーバブルディスク、またはテープを使用する場合は、必要に
応じて、各バックアップセットメンバーをセットするように要求されます。

要求されたバックアップセットメンバーを持っていないが、他にも検証するバックアップセットメ
ンバーがある場合は、「選択」をクリックして「OK」をクリックし、次に要求されたメディアメン
バーを挿入してください。

3. 終了したとき、アクティビティモニタの「履歴」タブをクリックすると、再作成が成功したかどう
かについて詳細が表示されます。失敗した場合は、「ログ」ボタンをクリックして詳細を確認して
ください。

4. 検証できなかったファイルは、新規バックアップセットにバックアップしておくことをお勧めしま
す。

5. 「終了」をクリックします。

外部スクリプト

Retrospect のイベントは、実行可能ファイルを作成できる任意のスクリプト作成言語でオーサリン
グできる、外部スクリプトで処理できます。単一の実行可能スクリプトを Retrospect または
Retrospect クライアントに添付して、イベントでの処理を実行できます。

この項は、Windows スクリプティングの知識があることを前提としています。Retrospect の外部
スクリプト機能は、外部スクリプトで Retrospect の操作をさらに自動化したいと考えている上級の
スクリプト作成者のみを対象としています。Windows スクリプティングについては、Microsoft の
開発者向けの Web ベースの文書をご覧ください。

Windows スクリプティングは種々の複雑な要素を含んでおり、Retrospect, Inc. ではその最小限の
機能だけをサポートしています。

Retrospect の Windows スクリプティングサポートファイルのインストール

デフォルトの（推奨）インストールでは、Retrospect セットアッププログラムによって External
Scripts フォルダがインストールされます。セットアッププログラムを使用して既存のインストール
を修正して、Retrospect フォルダにこのフォルダを追加できます。
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Retrospect のインストール時、External Scripts フォルダはデフォルトで次の場所にインストールさ
れます。

..¥Program Files¥Retrospect¥Retrospect 15.0¥External Scripts

VBScript や、オペレーティングシステムで直接サポートされていない他のスクリプト言語で作成さ
れたスクリプトを使用するには、システムに Windows Scripting Host をインストールしなければな
りません。Windows Scripting Host は、 Microsoft から無料で入手できます。

Retrospect のイベント

Retrospect には、スクリプトで処理できる 15 のイベントがあります。Retrospect クライアントソ
フトウェアには、これらのイベントが 2 つあります。次は、イベント名と、トリガされたときの動
作の説明です。

StartAppは、自動起動も含め、Retrospect が開かれると発生します。

EndAppは、Retrospect が終了すると発生します。

StartBackupServerは、Proactive Backup が起動しようとすると発生します。

StopBackupServerは、Proactive Backup の停止時に発生します。

StartScriptは、スクリプトが起動しようとすると発生します。

EndScriptは、スクリプトの終了時に発生します。

StartSourceは、元ボリュームにはじめてアクセスしようとしたときに発生します。このイベント
は、Retrospect アプリケーションと Retrospect クライアントソフトウェアの両方に存在します。

EndSourceは、元ボリュームのアクセス終了時に発生します。このイベントは、Retrospect アプ
リケーションと Retrospect クライアントソフトウェアの両方に存在します。

MediaRequestは、Retrospect がメディアを要求しようとしたときに発生し、メディア要求ウィン
ドウが開かれている間は 5 分ごとに発生します。

TimedOutMediaRequestは、Retrospect がメディアを要求し、初期設定で指定した時間以上待っ
ていた場合に発生します。

ScriptCheckFailedは、スクリプトの実行後に Retrospect が終了し、先読み時間外に実行するよう
にスケジュールが設定されたスクリプトがあり、スクリプトのチェックが失敗したときに発生しま
す。

NextExecは、スクリプトの実行後に Retrospect が終了し、先読み時間外に実行するようにスケジ
ュールが設定されたスクリプトがあり、スクリプトのチェックが成功したときに発生します。

SchedStopは、スクリプトが実行中で、許可された実行時間が期限切れになるために停止しようと
したときに発生します。

PasswordEntryは、パスワードが入力されたときに発生します。

FatalBackupErrorは、致命的なバックアップエラーが起こったときに発生します。
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Retrospect でのスクリプトの実装

外部スクリプトファイルを Retrospect のプログラムフォルダ（デフォルトのパスは ..¥Program
Files¥Retrospect¥Retrospect 15.0）にコピーして、スクリプトの名前を RetroEventhandler に変更
します。 .BAT、.EXE、.VBSや、Windows Scripting Host がサポートする他の拡張子など、スクリ
プトタイプに適合するファイル名の拡張子を追加します。

複数の RetroEventHandler ファイルが存在する場合、1 つのファイルのみが使用されます。複
数のイベントで複数の動作を実行したい場合、その動作を実行する単一のスクリプトを作成し
なければなりません。

Windows 版 Retrospect クライアントでのスクリプトの実装

Retrospect クライアントで外部スクリプトを使用するには、スクリプトファイルを Retrospect ク
ライアントのプログラムフォルダ（デフォルトのパスは ..¥Program Files¥ Retrospect¥Retrospect
Client）にコピーして、スクリプトの名前をRetrospect でのスクリプトの実装で説明した名前に変
更します。

外部スクリプトの実行

イベントが発生すると、Retrospect は外部スクリプトに通知して、作業を続ける前にスクリプトか
らの応答を待ちます。5 秒後に、スクリプトが実行中であることを示す進行状況ウィンドウが表示
されます。

スクリプトが終了すると、Retrospect は作業を続けます。

サンプルスクリプト

External Scripts フォルダには、4 つのスクリプト言語（バッチファイル、Visual Basic、VBScript、
および C）で作成されたサンプルスクリプトがあります。提供された言語のサンプルのソースコー
ドから、Retrospect イベントを処理するための独自のスクリプトを作成する方法を学習できます。
サンプルスクリプトは、各イベントに送信される情報の使用方法と、受け入れ可能な戻り値の例を
示しています。

Retrospect でサンプルスクリプトを使用するには、サンプルフォルダから Retrospect のプログラ
ムフォルダにスクリプトをコピーします。

▪ バッチのサンプルスクリプト .BATでは、Retrospect のプログラムフォルダにインストールされ
たバッチコマンド拡張機能 ask.exe を使用します。

サンプルスクリプトでは、各イベントが発生するとウインドウが表示され、イベントの名前とイベ
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ントの情報が表示されます。たとえば、Retrospect を開くと、StartApp イベントがトリガされま
す。

Retrospect が作業を続行できるように、各ウィンドウで応答しなければなりません。サンプルスク
リプトによって処理される別のイベントをトリガするには、別の動作を実行しなければなりませ
ん。

サンプルスクリプトを試したら、バックアップスクリプトやスケジュールされた他の Retrospect の
スクリプトに干渉しないように、Retrospect のプログラムフォルダから削除してください。
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Chapter 12

問題と解決方法

▪ ヒントと最新情報
▪ トラブルシューティング
▪ Q&A
▪ Retrospect のエラーメッセージ
▪ Retrospect エラー番号
▪ Retrospect クライアントエラー
▪ Retrospect のサポート

この項では、Retrospect とそのクライアントの操作中に発生したトラブルに対処する方法を説明し
ます。一般的なトラブルシューティング用のヘルプ、Q & A、および Retrospect のテクニカルサポ
ートがトラブルの解決に用いるテクニックを紹介します。

トラブルシューティングでは、インストール、バックアップ、復元などで一般的に見られるトラブ
ルとその内容、解決方法について説明します。Q&Aでは、一般的な疑問とその回答を紹介します。
エラーメッセージとは関係なく、トラブルシューティングよりも一般的な疑問についての回答で
す。Retrospect のエラーメッセージでは、エラー番号順にメッセージをリストアップし、内容を詳
しく説明します。Retrospect のサポートでは、トラブルシューティングのテクニックと、テクニカ
ルサポートへの連絡方法を説明します。

ヒントと最新情報

Retrospect のセキュリティのセキュリティ

未承認の Mac または iOS バージョンの Retrospect による不正なアクセスから Retrospect を保護
するには、Retrospect のアクセス パスワードを設定することをお勧めします。 パスワードを設定
するには、［設定］ > ［環境設定］ > ［セキュリティ］を選択してください。

スクリプトの停止スクリプトの停止

Retrospect のツールバーにあるボタンを使用すれば、実行中の操作をすべて一度に停止できます。
このボタンのアイコンは中に「X」の付いた赤い円から一時停止記号に変わります。 すべての操作
を停止するオプションが選択されていると、ボタンに Retrospect ロゴが点滅表示されます。

ファイルファイル セキュリティ情報のバックアップセキュリティ情報のバックアップ

Back up file security information from servers］または［Back up file security information from
workstations］オプションを選択した場合、Retrospect は元のコンピュータからバックアップした
すべてのファイルに対する NTFS ファイル セキュリティ情報をコピーします。 最終バックアップ
以降、ファイルに新しいセキュリティ情報が追加され、他の方法での変更がされてない場合、
Retrospect は新しいセキュリティ情報を含むファイル全体をコピーします。 元コンピュータ上の複
数のファイルに対する許可が変更された場合、セキュリティ情報のバックアップには、Smart
Incremental（スマート差分）バックアップであっても、時間がかかったり、多くの空き容量が必要
となる可能性があります。

Windows 版版 Retrospect クライアントの強力な展開クライアントの強力な展開

Microsoft SMS、Active Directory Group Policy またはその他のソフトウェア配布ツールを使用し
て、クライアント ソフトウェアを Windows ベースのコンピュータに簡単に展開できます。
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UNIXクライアントクライアント コンピュータのライブコンピュータのライブ リストアリストア

UNIX クライアント コンピュータのライブ復元を実行すると、以下の警告メッセージが表示されま
す： 「ボリューム / は復元されました。 クライアントを再起動する前に、クライアントの起動ロー
ダーを再インストールする必要があります。」 再起動後、クライアント コンピュータが GRUB で
フリーズした場合、起動ローダーを再構築し、コンピュータを再起動してください」

「マイ「マイ ドキュメント」フォルダのバックアップドキュメント」フォルダのバックアップ

「マイ ドキュメント」フォルダのターゲット フォルダの場所を変更する場合、「マイ ドキュメン
ト」（「ドキュメントと設定」など）を含む Retrospect セレクタは正常に動作しません。

スクリプトによる書き替えバックアップスクリプトによる書き替えバックアップ

「同名メディアの自動再利用」環境設定を選択していない場合、正しい名前でテープ メンバーに対
しスクリプトによる書き替えバックアップを実行すると、メディア要求が発生します。 ［設定］ >
［環境設定］ をクリックし、［メディアの消去］環境設定を探して、このオプションを指定しま
す。

ファイルをデスクトップへ保存できないファイルをデスクトップへ保存できない

Retrospect を実行しているアカウントによっては、ファイル (エクスポートしたセレクタなど) をデ
スクトップへ保存できない場合があります。 この場合、トップレベルの「デスクトップ」オプショ
ンを使用するのではなく、手動でブラウザを使用してユーザのデスクトップ フォルダを探してくだ
さい。

Retrospect 起動サービスが起動されない起動サービスが起動されない

この問題が発生した場合、［設定］ > ［環境設定］ を選択し、［実行起動］環境設定を参照しま
す。 ［Retrospect起動サービスを使用］チェック ボックスをクリアし、［OK］ をクリックしま
す。 ［実行起動］ 環境設定に戻り、［Retrospect起動サービスを使用］ チェック ボックスを選択
し、［OK］ をクリックします。

トラブルシューティング

Retrospect の使用中に起きるトラブルの多くは、いくつかに分類することができます。Retrospect
のテクニカルサポートでは、これらの分類ごとに基本的なトラブルシューティングを行います。わ
ずかな学習で、さまざまなトラブルについての解決方法を習得できます。この項では、これらの手
順の概要を説明し、発生しやすいトラブル、疑問、エラーメッセージについての解説と対処方法を
紹介します。

エラーが発生した場合は、まずインストールされている Retrospect のバージョンが最新のものに更
新されているかどうかを確認しなければなりません。現在インストールされている Retrospect のバ
ージョン向けに入手可能な更新をチェックするには、「ヘルプ」メニューから「Retrospect更新」
を選択し、「今すぐチェック」をクリックします。最新の更新をインストールし、問題が解消され
るかどうかを確認します。

まず、トラブルシューティングの内容を記録しておくことをお勧めします。すぐにトラブルを解決
できない場合でも、動作のパターンを記録しておくことで、問題の特定に役立ちます。この項を読
んでもトラブルを解決できない場合は、Retrospect の別のサポート手段を試してみてください。詳
しくは、Retrospect のサポートを参照してください。
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トラブルシューティングの手順

トラブルシューティングの最初のステップは、いつどこでトラブルが発生したかを判定し、内容を
明らかにすることです。どこでエラーが発生したかがわかれば、資料などの参照箇所も正確にわか
り、問題の解決に近づくことができます。Retrospect の動作は、いくつかの段階から構成されてい
ます。通常のバックアップ動作は、スキャン、照合、コピー、検証という順序で行われます。たと
えば、照合の段階でトラブルが発生したことが解明できたら、解決に向かって大きく前進したこと
になります。

クライアント設定のトラブル

ローカルサブネット内や、ローカルサブネット内や、Retrospect で設定された他のサブネット内のクライアントで設定された他のサブネット内のクライアント
がが Retrospect のライブネットワークウィンドウに表示されない。あるいは表示されてのライブネットワークウィンドウに表示されない。あるいは表示されて
も断も断続的である。的である。

ネットワーク状況ウインドウの「テスト」ボタンを使用し、クライアントがネットワークに存在す
るかどうかを確認します。

クライアントコンピュータで Retrospect クライアントコントロールパネルを開き、クライアントソ
フトウェアが起動時にロードされてオンになっているかどうかを確認します。状況フィールドに
「準備完了」か「最初のアクセスを待機中」が表示されていることを確認します。

クライアントコンピュータがネットワークに接続されており、そのネットワーク設定も正しいこと
を確認します。

これらの対策でも解決しない場合は、テストと Ping による TCP/IP 通信の確認を参照してくださ
い。バックアップコンピュータやクライアントの ping コマンドが正常に機能するのに、TCP/IP ク
ライアントが表示されない場合は、ネットワークが TCP/IP と UDP を完全にサポートしていない可
能性があります。ハブやブリッジなどの受動ネットワークハードウェアが、TCP/IP クライアントの
操作で Retrospect が必要とするネットワーク情報を転送していないことが考えられます。
Retrospect の高度なネットワークには、クライアントを DNS 名、WINS 名、IP アドレスのどれを
使っても追加できます（ダイレクトアクセスを参照）。問題を回避してクライアントを認識させる
うえで、この柔軟性を活用できるかもしれません。

適切な手段を講じて、クライアントにログインしてみてください。

クライアントに複数の Ethernet カードが取り付けられている場合は、そのことが問題の原因である
可能性もあります。詳しくは、Retrospect Knowledgebase（ www.retrospect.com/jp/
knowledgebase）の「Troubleshooting multiple ethernet cards on a Retrospect Client running
Windows」を参照してください。

ローカルサブネット外にあるクライアントが、ローカルサブネット外にあるクライアントが、Retrospect のネットワーク状況ウィンのネットワーク状況ウィン
ドウに表示されない。ドウに表示されない。

ネットワーク状況ウィンドウには、特定の検索方法を使用して特定のネットワーク内で検出したク
ライアントのみが表示されます。

Retrospect Desktop は、バックアップコンピュータのローカルサブネットに接続されたクライアン
トにのみアクセスできます。Retrospect Single Server、Multi Server、および は、IP アドレス、
DNS 名、または WINS 名を使用して、ネットワーク上の任意の場所からクライアントに直接アクセ
スできます。また、定義したすべてのネットワークセグメント上のクライアントにもアクセスでき
ます。詳しくは、高度なネットワークを参照してください。

クライアントに複数の Ethernet カードまたは NIC が取り付けられている場合は、そのことが問題
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の原因である可能性もあります。詳しくは、Retrospect Knowledgebase（ www.retrospect.com/jp/
knowledgebase）の「Troubleshooting multiple ethernet cards on a Retrospect Client running
Windows」を参照してください。

エラー -530（バックアップクライアントが見つかりません）およびエラー -541（バックアップク
ライアントがインストールされていないか、動作していません）も参照してください。

高度なネットワークのダイレクトアクセス方式で、指定した高度なネットワークのダイレクトアクセス方式で、指定した IP アドレスまたはアドレスまたは IP 名名
のクライアントに接のクライアントに接続できない。できない。

クライアントコンピュータがネットワークに接続されており、そのネットワーク設定も正しいこと
を確認します。

クライアントコンピュータで Retrospect クライアントコントロールパネルを開き、クライアントソ
フトウェアが起動時にロードされてオンになっているかどうかを確認します。クライアントソフト
ウェアの状況フィールドに「準備完了」か「最初のアクセスを待機中」が表示されていることを確
認します。

使用中の IP アドレスが現在のものであることを確認します。クライアントが動的 IP アドレス指定
を使用している場合は、クライアントの IP アドレスが変更されている可能性があります。動的アド
レスのリースが長期間でない場合は、動的アドレスを直接追加することはお勧めできません。代わ
りに、サブネットブロードキャストアクセス方式を使用してください。

クライアントの DNS 名または WINS 名を使用している場合は、クライアントの IP アドレスの使用
を試してください。

コンピュータに ping コマンドを発行して、コンピュータが TCP/IP と正常に通信していることを確
認します。詳しくは、テストと Ping による TCP/IP 通信の確認を参照してください。

クライアントのネットワークとバックアップコンピュータのネットワーク間にファイアウォールが
存在して、外部からのアクセスを制限している可能性があります。たとえば、サビパック 2 を適用
した Windows XP では、ファイアウォールがデフォルトで有効になっています。Retrospect と
Retrospect Client をファイアウォールの例外に追加する方法については、Retrospect
Knowledgebase（ www.retrospect.com/jp/knowledgebase）を参照してください。

高度なネットワークのダイレクトアクセス方式で間違ったクライアントが追加された。高度なネットワークのダイレクトアクセス方式で間違ったクライアントが追加された。

使用中の IP アドレスが現在のものであることを確認します。クライアントが動的 IP アドレス指定
（DHCP など）を使用している場合は、クライアントの IP アドレスが変更されている可能性があり
ます。代わりに、サブネットブロードキャストアクセス方式を使用してください。Q&Aも参照して
ください。

Mac OS X クライアントのファイルクライアントのファイル/フォルダ権限とアクセスフォルダ権限とアクセス コントロールコントロール リストリスト
(ACL)

ソースの変更した ACL または許可を維持したい場合は、Mac OS X クライアントのボリュームに復
元、または複製する前に、ボリュームの準備が必要です。 [Finder] （検索） にあるボリュームの
[Get Info] （情報を見る）で、"［このボリューム上の所有権を無視］" のチェックボックスがオフに
なっていることを確認します。必要に応じて、ボリュームの ACL を有効にします。

バックアップのトラブル

基本バックアップとスクリプトによるバックアップでは、起動方法と完了後の動作内容が異なりま
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す。それ以外は、スキャン、照合、メディア要求、コピー、比較、終了という同一の手順になりま
す。

スケジュールされたスクリプトの実行時に、スケジュールされたスクリプトの実行時に、Retrospect が自動的に起動しない。が自動的に起動しない。

これには、いくつかの原因が考えられます。

▪ 開始日と実際に動作が始まる日を誤っている開始日と実際に動作が始まる日を誤っている：スクリプトを起動させたい日が、実際の開始日で
あるとは限りません。詳しくは、スケジュールの共通要素を参照してください。

▪ スクリプトのスケジュールが正しく設定されていないスクリプトのスケジュールが正しく設定されていない：スクリプトの実行予定リストをチェック
し、希望通りに設定されていることを確認します。これを行うには、「アクティビティモニ
タ」>「予定」をクリックします。可能な実行予定時間が制限されていないことをスケジュール
環境設定（スケジュール環境設定を参照）で確認します。

▪ 自動起動の環境設定がオンになっていない自動起動の環境設定がオンになっていない：自動実行環境設定がオンになっていることを確認し
ます（スタートアップ環境設定を参照）。

Retrospect が起動中にクラッシュする。が起動中にクラッシュする。

Config77.dat ファイルが破損していることが考えられます。このファイル（および他の設定ファイ
ル「config**.***」）を親フォルダから移動して、もう一度起動します。これで問題が解決した場合
は、疑わしい設定ファイルをゴミ箱に入れます。Retrospect は、デフォルト設定を使用して新しい
設定ファイルを作成します。スクリプトと設定を再作成しないでクライアントを再度ログインさせ
る場合は、ファイルを Config77.bak から Config77.dat に変更するか、最新バージョンの
Config77.dat ファイルをバックアップから復元します。

Config77.dat ファイルと Config77.bak ファイルは、Retrospect アプリケーションと同じフォルダ
か、 ..¥Documents and Settings¥All Users¥Application Data¥Retrospectに存在します。

スキャン中か照合中に、エラーメッセージが表示される。スキャン中か照合中に、エラーメッセージが表示される。

スキャンしているボリュームに問題があると思われます。この場合は、エラー番号が操作ログに記
録されます。

Retrospect のエラーメッセージでエラー番号を探してください。

リムーバブルカートリッジドライブが「ボリュームデータベース」ウィンドウまたはリムーバブルカートリッジドライブが「ボリュームデータベース」ウィンドウまたは
「メディア要求」ウィンドウに表示されない。「メディア要求」ウィンドウに表示されない。

リムーバブルディスク（DVD-RAM、MO など）は Windows エクスプローラでドライブ文字により
アクセスできる必要があります。

テープドライブまたはテープドライブまたは CD/DVD ドライブが「記憶装置」ウィンドウまたは「メディアドライブが「記憶装置」ウィンドウまたは「メディア
要求」ウィンドウに表示されない。要求」ウィンドウに表示されない。

「設定」>「デバイス」に進み、「環境」タブをクリックします。デバイスに表示されるドライバ
名が太字で表示されていない場合は、他のソフトウェアが誤ってドライバを読み込んだと考えられ
ます。Retrospect では固有のドライバの使用は避けてください。別のドライバが読み込まれていな
いかを確認し、読み込まれていればそのドライバを無効にします。

すべてのデバイスを接続してから、Retrospect を起動する必要があります。ドライブが正しく接続
されて終了することを確認したら、次に、ドライブがオンになっていることを確認します。電源オ
フのデバイスがバス上にある場合は、オンにして再起動します。Retrospect の「環境」タブ（「設
定」>「デバイス」からアクセス）を使用して ID 設定を確認します。SCSI デバイスの場合は、固
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有の SCSI ID 番号を持つことを確認します。

Windows システムの場合、Retrospect はデフォルトで NT のパススルーを使用してデバイスにアク
セスします。代わりに ASPI を使用している場合、ATAPIミニポートドライバが無効であれば、
Retrospect は ATAPI バスを参照しません。以下のパスでレジストリキーを編集し、ミニポートドラ
イバを有効にする必要があります。

¥¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥
CurrentControlSet¥Services¥Aspi32¥
Parameters

ExcludeMiniports の値データに空を設定すると、Retrospect はすべてのバスを参照できます。

使用しているバージョンの Retrospect ではサポートしていない最新モデルのドライブを使用してい
る可能性もあります。このドライブに新しいバージョンの Retrospect が必要かどうかを確認するに
は、 Retrospect Web サイトを参照してください。

割り当てられたドライブ文字を持つ割り当てられたドライブ文字を持つ CD/DVD ドライブに対して、「ドライブ文字が割ドライブに対して、「ドライブ文字が割
り当てられていないためドライブを使用できない」というエラーが表示される。り当てられていないためドライブを使用できない」というエラーが表示される。

Windows の場合、ATAPI ミニポートドライバが無効であると、ドライブが、割り当てられたドライ
ブ文字を持たないというエラーが表示されます。

以下のパスでレジストリキーを編集し、ミニポートドライバを有効にする必要があります。

¥¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥
CurrentControlSet¥Services¥Aspi32¥
Parameters

ExcludeMiniports の値データに空を設定すると、Retrospect はすべてのバスを参照できます。

挿入したディスクまたはテープが「挿入したディスクまたはテープが「使用中」のため、利用できない。使用中」のため、利用できない。

いくつかの原因が考えられます。

▪ ディスクバックアップセットのカタログをバックアップセットのメンバーのディスクに保存して
いる。→カタログは、異なるボリュームに保存する必要があります。Retrospect にカタログを
強制的に認識させるため、カタログをハードディスクに移動して、ダブルクリックします。

▪ ディスクを元ボリュームと宛先の両方に使おうとしている。→非論理的で、許可されていない操
作です。たとえば、「2-Backup」ボリュームを「2-Backup」がメンバーである「Backup」バ
ックアップセットにバックアップしようとしているような場合です。

▪ そのバックアップディスクに、他のソフトウェアがファイル（表示されない場合もある）を作成
しているか、使用している。→圧縮プログラムによる問題と考えられます。競合と対処方法につ
いては、「お読みください」ファイルを参照してください。

▪ ドライブが故障している可能性がある。→ドライブのメーカーに相談してください。
▪ メディアが故障している可能性がある。→故障したメディアを「紛失」とし、新規のメディアを
使用します。

挿入したメディアの使用が拒否される。挿入したメディアの使用が拒否される。

Retrospect には、メディアを認識してバックアップセットに追加するためのシステムがあります。
テープやドライブが Retrospect によって自動的に拒否される場合は、「メディア要求」ウィンドウ
に表示されるメッセージに注意してください。Retrospect が必要としているメディアがわかりま
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す。

Retrospect が要求するメディアを挿入していない可能性があります。→挿入したメディアの名前
と、Retrospect が要求している名前が一致しているかをチェックします。名前が一致しているのに
メディア挿入時にバックアップが実行されない場合は、同名のメディアが 2 つあり、異なる方を挿
入したものと思われます。特定のバックアップセットに書き替えバックアップを行う際に、メディ
アを切り替えていると、この問題が発生することがあります。

環境設定で「同名メディアの自動再利用」をオンにすれば、この状況を回避できます。詳しくは、
消去環境設定を参照してください。

Retrospect が新規メディアを要求しています。Retrospect が要求するテープまたはディスクを挿入
し、それがウィンドウに表示されてから「続ける」をクリックするか、ハードディスクの空き容量
を使用するために「追加」をクリックしてから「続ける」をクリックします。既存のバックアップ
セットの一部として既に使われているメディアは使用できません。消去済みまたは名前の正しいメ
ディアは自動的に使われます。

Retrospect から新規メディアが要求されたので、メディアを挿入したら「から新規メディアが要求されたので、メディアを挿入したら「1-Backup
を使用できません。すでにバックアップセットに属しています。」と表示された。を使用できません。すでにバックアップセットに属しています。」と表示された。

これは、誤って消去することを防ぐための仕様です。このメディアを消去して現在のバックアップ
で使用する場合は、ツールバーから「消去」をクリックし、必要に応じて「続ける」をクリックし
ます。メディアを消去すると、そのメディアが属していたバックアップセットから、このメンバー
のエントリが削除されます。

Retrospect から特定のメディアから特定のメディア が要求されたが、「が要求されたが、「2-Backup はこのバックアップセはこのバックアップセ
ットのメンバーではありません。」と表示された。名前は正しいのですが、作成日が異ットのメンバーではありません。」と表示された。名前は正しいのですが、作成日が異
なっています。なっています。

同名のメディアが 複数あることを意味しています。この症状は、新規メディアに書き替えバックア
ップを行い、後で古いメディアに標準バックアップを行ったときに発生することがあります。可能
な場合は、正しいテープ、ディスク、または CD/DVD を探して復元を行ってください。

他のメディアを試し、使用中のカタログと一致するものがあるかどうかをチェックします。

目的のファイルが保存されているメディアが確実にわかっている場合は、そのカタログを再構築し
ます。「ツール」>「カタログの修復」をクリックし、適切な修復機能を選択してカタログを再作
成します。詳しくは、カタログの再作成を参照してください。

Retrospect から要求されたメディアがない。から要求されたメディアがない。

どこにメディアがあるかわかっていて、現在は利用できなくてもバックアップは実行しなければな
らない場合は、次のように操作します。「選ぶ」をクリックし、「スキップ」をクリックします。
Retrospect は、要求したメンバーの残り容量がないとみなし、新規メディアへの差分バックアップ
を行います。要求されたメンバーに既にバックアップしてあるファイルは、バックアップされませ
ん。次のバックアップでは新規メンバーが要求され、復元を行う際は両方のメンバーが必要になり
ます。

「スキップ」をクリックすると、スキップしたメンバーの残りの空き容量があってもそれを利用で
きなくなります。

要求されたディスクやテープについて、破損または紛失した、あるいは消去されていることがわか
っている場合は、次のように操作してください。バックアップセットの先頭メンバーの場合は、新
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規バックアップセットを開始するか、使用中のバックアップセットに書き替えバックアップを行う
のが最も簡単です。いずれの場合も、新しいメディアが要求され、バックアップセットの新しい先
頭メンバーになります。先頭メンバー以外の、利用可能なメンバーで差分バックアップを続行した
い場合は、「選ぶ」をクリックし、「紛失」をクリックします。Retrospect が新しいメディアへの
バックアップを開始します。紛失したメンバーにバックアップされていたファイルは、次の差分バ
ックアップ中に、（可能な限り）バックアップされます。

バックアップの開始時に、「カタログがバックアップセットと一致していません」と表バックアップの開始時に、「カタログがバックアップセットと一致していません」と表
示された。示された。

そのメディアを使用してカタログを更新します。

詳しくは、カタログの更新を参照してください。

「カタログファイルのチェックサム」エラーが表示された。「カタログファイルのチェックサム」エラーが表示された。

特定のバックアップセットだけでエラーが発生する場合は、そのカタログを修復してから操作し直
します。

詳しくは、カタログの更新を参照してください。

検証エラーが表示された。検証エラーが表示された。

使用している検証の種別によって、Retrospect は各種のエラーを表示します。

完全検証完全検証では、検証先メディアのファイルが検証元メディアのファイルと比較されます。特定のフ
ァイルについて、「修正日時が違います」と表示された場合は、バックアップ中にファイルが修正
された可能性があります。その場合は、何もする必要はありません。そのファイルは、次のバック
アップのときにコピーされます。

「ファイル...は、オフセット...で比較できませんでした」などのエラーは、ほとんどの場合、通信
バス（SCSI や ATAPI など）に関する問題です。再度バックアップを行い、ファイルをコピーし直
してください。

「オフセット」エラーメッセージが表示された場合は、無視できない重大なデータ破損の可能性が
あります。エラーがほとんどの元ボリューム（クライアントを含む）で起こる場合や、バックアッ
プコンピュータに接続された元ボリュームで起こる場合は、通信バスに関するトラブルシューティ
ングを行ってください。エラーがネットワーク経由でバックアップされる特定の元ボリュームだけ
で起こる場合は、該当するコンピュータの通信バスやネットワーク接続に関するトラブルシューテ
ィングを行ってください。

FireWire および USB デバイスのトラブルと SCSI のトラブル、およびネットワークのトラブルシ
ューティングのテクニックを参照してください。ディスクの診断ソフトウェアを使って、問題のあ
ったボリュームを検査することも検討してください。

メディア検証メディア検証では、検証先メディア上のファイルの MD5 ダイジェストが、コピー元からファイル
をコピーする際に生成された MD5 ダイジェストと比較されます。

これらの MD5 ダイジェストが一致しないことが報告される場合、通常は検証先メディアに問題が
あります（メディアの破壊、不良ディスクセクタへのデータ書き込みなど）。バックアップセット
のメディアに問題がないかチェックします。問題を解消できない場合は、新しいメディアにバック
アップします。メディア検証エラーを生成するファイルは、定義上、検証先のバックアップセット
のファイルと一致しないファイルです。したがって、これらのファイルは次のバックアップ時にバ
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ックアップ先に再度コピーされます。

特定の状況では、Retrospect はバックアップ時に生成された MD5 ダイジェストにアクセスす
ることができません。この問題は、Retrospect 15.0 より前のバージョンを使用して作成された
すべてのバックアップと、Retrospect の「バックアップ処理中に MD5 ダイジェストを生成」
環境設定が無効になった状態で行われたバックアップで発生します。詳しくは、検証環境設定
を参照してください。これらの場合でも、Retrospect はバックアップセットメディア上のすべ
てのファイルが読み取り可能であるかどうかをチェックします。

実行が完了しても、自動環境設定どおりに実行が完了しても、自動環境設定どおりに Retrospect が終了、ログオフ、再起動、シが終了、ログオフ、再起動、シ
ステム終了しない。ステム終了しない。

Retrospect が終了、ログオフ、再起動、システム終了のいずれかの状態になるのは、自動実行モー
ドで、なおかつ、先読み時間内（スケジュール環境設定を参照）に他の操作がスケジュールされて
いない場合だけです。

基本動作を起動すると自動的に対話モードになり、スクリプトを起動すると自動実行モードになり
ます。Retrospect がコピーしている間に、「制御」メニューを使ってモードを切り替えます。

Macintosh クライアントがバックアップ後にシステム終了しない。クライアントがバックアップ後にシステム終了しない。

Retrospect が Macintosh クライアントコンピュータをシステム終了するのは、以下の 4 つの条件を
すべて満たす場合です。

▪ 「終了時にシャットダウン」オプションがスクリプトのクライアントオプションでオン（デフォ
ルト）になっている。

▪ クライアントが「バックアップを待機中」というダイアログボックスを表示している。
▪ クライアントに対して、先読み時間内（スケジュール環境設定を参照）に別のバックアップがス
ケジュールされていない。

Retrospect が特定のクライアントボリュームをバックアップしない。が特定のクライアントボリュームをバックアップしない。

バックアップスクリプトが元ボリュームを含んでいることを確認します。

クライアントボリュームがプライベートに指定（アクセス制御環境設定を参照）されていないこと
を確認します。

クライアントコンピュータで使用するためにクライアントボリュームがマウントされていることを
確認します。Mac OS では、ボリュームアイコンがデスクトップ上にあります。Windows では、ド
ライブ文字にアクセスできます。

元ボリュームとして特定のクライアントボリュームではなくクライアントコンテナを使用して、ク
ライアントに接続されたすべてのボリュームを選択します。次に、「設定」>「クライアント」に
進み、問題のクライアントのプロパティで、プロパティウィンドウの「ボリューム」タブをクリッ
クし、リストボックスから「クライアントデスクトップ」を選択します。

クライアントコンテナの使い方については、クライアントの設定を参照してください。

バックアップ中にクライアントがクラッシュする。バックアップ中にクライアントがクラッシュする。

Proactive Backup のトラブル
ドライブにメディアが存在しているのに、ドライブにメディアが存在しているのに、Proactive Backup は「メディア」を要求しは「メディア」を要求し
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ている。ている。

Proactive Backup は、元ボリュームをバックアップするために特定のメディアメンバーが必要であ
ると報告しています。さらに多くのメディアを必要としているバックアップセットを特定するに
は、Proactive Backup の状況ウインドウで「バックアップセット」タブをクリックし、「メディ
ア」という状況が表示されているバックアップセットを探します。

メディアを必要としているバックアップセットにまだ一度もバックアップしたことがない場合は、
新規のメディアや消去されたメディアを使用できます。Proactive Backup を停止し、「設
定」>「デバイス」を使用して、必要なメディアを消去し、Proactive Backup を再起動します。

それでも Proactive Backup がメディアを受け付けない理由を特定できない場合は、「バックアッ
プ」> 「バックアップ」を使用して、該当するバックアップセットにバックアップを開始します。
要求しているメディアを示すウィンドウが表示されます。

Proactive Backup がバックアップを完了しても、がバックアップを完了しても、Retrospect が終了しない。が終了しない。

Proactive Backup は継続的に実行するように最適化されています。実行予定の別のスクリプトがあ
れば、Proactive Backup が実行中でも、予定時刻になるとそれらのスクリプトが起動されます。

Proactive Backup の実行時間を限定 （たとえば、毎日 7:00 A.M.～ 7:00 P.M.まで）すれば、バッ
クアップサーバの停止時刻後に Proactive Backup に影響を与えずに Retrospect を正常に終了でき
ます。次のスクリプトを起動するようにスケジュールされている場合は、Retrospect が自動的に起
動されます。

Retrospect Client コントロールパネルの「コントロールパネルの「Proactive Backup のスケジュール」にのスケジュール」に
「できるだけ早く」が設定されているのに、クライアントのバックアップはすぐに実行「できるだけ早く」が設定されているのに、クライアントのバックアップはすぐに実行
されなかった。されなかった。

「できるだけ早く」環境設定では、クライアントは Proactive Backup からのポーリングを待機する
だけであり、クライアントが自らサーバに連絡することはありません。一方、Proactive Backup は
他の元ボリュームのバックアップや他のクライアントのポーリングに時間を取られていたり、スケ
ジュールに従って動作していないことさえあります。Retrospect は「できるだけ早く」に設定され
たクライアントをポーリングするときに、クライアントのバックアップを実行します。

詳しくは、早期バックアップを許可を参照してください。

復元のトラブル

復元を開始するには、まず復元の元となるバックアップセットを選択します。Retrospect はその
後、ファイルの保存先となるボリュームの選択、ファイルの照合または選択、メディア要求、コピ
ー、必要に応じてアクセス権の設定という段階をふみます。

バックアップセットの選択に問題がある。バックアップセットの選択に問題がある。

目的のバックアップセットがリストに表示されない場合は、「更に」ボタンをクリックします。バ
ックアップセットのカタログが利用できる場合は、「開く」をクリックします。カタログをメディ
アから再作成する場合は、「再作成」をクリックします。

バックアップセットの選択後に、「カタログファイルのチェックサム」エラーが表示された場合
は、エラー -641（チェックサムが一致していません）を参照してください。
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復元の元となるメディアが、「バックアップセット選択」ウィンドウに表示されない。復元の元となるメディアが、「バックアップセット選択」ウィンドウに表示されない。

ハードドライブ内のバックアップセットに対応するカタログファイルを Windows エクスプローラ
で検索します。対象のカタログファイルには、Retrospect の「記憶装置」ウィンドウに表示された
メディアと同じ名前が付いています。たとえば、テープの名前が「1-Backup」の場合は、
「Backup」というカタログファイルを検索します。そのカタログファイルをダブルクリックして、
カタログの位置を Retrospect に認識させます。

ハードドライブ上にカタログファイルが見つからない場合は、「ツール」>「カタログの修復」を
クリックし、カタログを再作成する機能（カタログの再作成を参照）を選択します。

復元したいファイルが見つからない。復元したいファイルが見つからない。

「ファイルを復元」を選択した場合は、選択したスナップショットが目的のボリュームに対応して
いることを確認します。デフォルトでは、選択したファイルのプレビューブラウザには、バックア
ップされたハードディスクと同じ順序で、ファイルやフォルダがアルファベット順に表示されま
す。目的のファイルが見つかったら、そのファイルをダブルクリックし、復元対象としてマークし
ます。ファイルが見つからない場合は、「編集」メニューから「検索」を選択し、ファイル名やそ
の他の属性などを使って検索します。アイコンは、バックアップセットのメンバーが失われている
ことを示しています。

ファイルの旧バージョンを復元する場合は、「復元」>「ファイルの検索」を使用します。指定し
たファイルまたはフォルダの名前を検索します。必要なら、「追加選択」をクリックして
Retrospect のセレクタインターフェイスを使用しファイルの検索を行います。

復元とセレクタの使い方を参照してください。

メディアから古いスナップショットを復元中に、利用可能なスナップショットが見つかメディアから古いスナップショットを復元中に、利用可能なスナップショットが見つか
らないというメッセージが表示される。らないというメッセージが表示される。

以下の 2 つの原因が考えられます。

▪ 「復元用に元スナップショットを保存」オプション（カタログファイル実行オプションを参照）
をオフにした。

▪ バックアップを完了前にキャンセルした。→ Retrospect はバックアップが完了してからボリュ
ームにスナップショットを保存します。

挿入したメディアを挿入したメディアを Retrospect が拒否し、名前は正しいが作成日が違うというメッセが拒否し、名前は正しいが作成日が違うというメッセ
ージを表示する。ージを表示する。

同名のメディアが 複数あることを意味しています。これは新しいメディアに書き替えバックアップ
を行い、その後で古いテープ、ディスク、CD/DVD に復元を行ったときに発生します。可能な場合
は、正しいメディアを探して復元を行ってください。

他のメディアを試し、使用中のカタログと一致するものがあるかどうかをチェックします。

目的のファイルが保存されているメディアが確実にわかっている場合は、そのカタログを再構築し
ます。「ツール」>「カタログの修復」をクリックし、適切な修復機能を選択してカタログを再作
成します。詳しくは、カタログの再作成を参照してください。

復元のコピー中にディスク容量が限界に達した。復元のコピー中にディスク容量が限界に達した。

復元先のボリュームに、ファイルを復元するための容量が十分にないことを示します。ファイルを
移動または削除して容量を増やすか、復元するファイルの数を少なくします。圧縮ユーティリティ
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を使用したボリュームを復元する場合は、バッチモードでファイルを復元します。さらに、復元バ
ッチ間で圧縮ユーティリティを使い、次のファイルバッチを保存できるように圧縮します。

復元後に、復元後に、NTFS セキュリティ許可が設定されていない。セキュリティ許可が設定されていない。

スナップショットを使用して復元し、セキュリティ情報をコピーするためのオプションをオンにし
ておく必要があります。Windows セキュリティオプションとフルバックアップからの復元を参照
してください。

復元後、復元後、Mac OS ファイル共有アクセス権が設定されない。ファイル共有アクセス権が設定されない。

Mac OS X で、動作中のシステムボリューム以外のボリュームに復元する場合は、そのボリューム
について、事前に Finder の「情報を見る」を使用してください。情報ウィンドウの「アクセス権」
を選択して、「このボリューム上のアクセス権を無視する」オプションをオフにしてください。

詳しくは、Mac OS ファイルサーバの復元を参照してください。

Macintosh の新しいハードディスクへの復元後、デスクトップ上のボリュームアイコの新しいハードディスクへの復元後、デスクトップ上のボリュームアイコ
ンが正しく表示されない。→この現象はよく起こります。ンが正しく表示されない。→この現象はよく起こります。

コンピュータを再起動します。

復元後に、復元後に、Macintosh クライアントのサブボリューム定義が不正になる。クライアントのサブボリューム定義が不正になる。

多数のフォルダの復元操作を行った後に、サブボリューム定義が識別し直される場合があります。
サブボリュームは不正なフォルダと関連付けられたために、Retrospect のボリューム選択ウインド
ウとブラウザで不正な名前を持つ場合があります。この原因は、フォルダの非表示のディレクトリ
識別番号を処理しなかったためです。

この問題は稀に発生しますが、これを防ぐには、宛先ボリュームを消去するかフォーマットしてか
ら、Retrospect の「ボリューム全体を復元」機能を使用してください。サブボリュームの誤りを回
避するには、大規模な復元操作（ディスク全体の復元など）を行った後にすべてのサブボリューム
の名前や正しさを確認します。ボリューム全体の復元を行った後に、ボリューム上の各サブボリュ
ームを再定義する必要があります。

データの検索やクライアントへのデータの復元が実行できない。データの検索やクライアントへのデータの復元が実行できない。

以下の手順に従います。

1. クライアントへのアクセスを試します。クライアントデータベースからクライアントを選択した
ら、ツールバーから「プロパティ」をクリックします。「更新」ボタンをクリックし、Retrospect
がクライアントに接続できることを確認します。

2. 「設定」>「ボリューム」に進み、データの復元先のボリュームを選択し、ツールバーから「プロ
パティ」をクリックします。復元するファイルを格納するための空き容量がボリュームに十分にあ
ることを確認し、属性の行にロック記号が表示されていないことを確認します。属性の行が表示さ
れていなければ、ボリュームはロックされていません。

データの復元先のボリュームがロックされていないことと、十分な空き容量があることを確認した
のに、復元が正常に実行されない場合は、「障害発生時の復旧」を参照してください。
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FireWire および USB デバイスのトラブル

FireWire または USB デバイスはさまざまなトラブルが原因で問題が発生します。

ハードウェアのトラブルハードウェアのトラブル

▪ デバイスを分離します。チェーン上の別のデバイスがバックアップ機器の通信を妨害する場合が
あります。ご使用のバックアップデバイスを、ハブや別の FireWire/USB デバイスを経由してコ
ンピュータに接続している場合は、そのバックアップデバイスを取り外し、コンピュータのポー
トに直接つないでみます。既にコンピュータに直接つないでいる場合は、ポートを変更してみて
ください。問題が引き続き発生した場合、他のデバイスを接続せずに、以下の項目を確認しま
す。

▪ ケーブルが損傷している可能性があります。コンピュータとデバイスを接続しているケーブルを
交換してみます。

▪ コンピュータのシステム基板または FireWire/USB アダプタに問題が発生した可能性がありま
す。可能であれば、Retrospect を別のコンピュータにインストールして、そのデバイスだけを
試してみます。

メディアのトラブルメディアのトラブル

▪ メディアの損傷や欠陥による問題かどうかを確認するため、新しいメディアを試してみます。で
きるだけ、別のメーカーのメディアを使用してみます。メディアのメーカーによってドライブに
問題が起こる場合があります。ご使用のドライブで推奨されるメディアのメーカーについては、
ドライブのメーカーの対応表を確認してください。

▪ テープドライブをご使用の場合、クリーニングカートリッジを使用してヘッドを清掃します。
ファームウェアファームウェア/ソフトウェアのトラブルソフトウェアのトラブル

▪ ご使用のコンピュータについて、USB または FireWire ファームウェアが最新のものに更新され
ていることを確認します。ハードウェアのメーカーは、USB または FireWire の問題を解決する
ために、ファームウェアのアップデートをリリースしています。アップデートについては、メー
カーの Web サイトを検索してください。Retrospect は、「デバイス状況」（または「環境」）
ウィンドウのバージョン欄に、使用しているドライブの最新のファームウェアを表示します。
Retrospect Web サイトには、ファームウェアのバージョンに関連した問題について確認済みの
問題が記載されています。

▪ FireWire および USB アダプタドライバを更新または再インストールします。ドライバが損傷し
ていると、発見しにくい問題となる可能性があります。メーカーの Web サイトから更新するド
ライバを確認します。

▪ バックアップソフトウェアがデバイス用にインストールしたドライバを含め、ご使用のコンピュ
ータから他のサードパーティのバックアップソフトウェアを完全にアンインストールします。

新しいメディアに関して記載されたすべての問題を調べ、それでもエラーが発生する場合は、バッ
クアップデバイス自身が損傷している可能性があります。さらに診断やテストを行うか、修理や交
換を行うかについて、ご使用のドライブのメーカーに相談してください。

SCSI のトラブル

SCSI チェーンが正しく設定されていないと、通信エラーが発生し、コピー操作中にデータが破損し
たり、システムに障害が発生したりする可能性があります。SCSI のトラブルが発生した場合は、以
下のアドバイスに従ってください。

また、USB/USB 2.0/USB 3.0や、ご使用の SCSI カードのユーザガイド、デバイスのマニュアルも
参照してください。

SCSI バスに通信エラーが発生した場合は、以下のようなメッセージが表示されます。
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▪ ファイル「Tech Note」：データオフセット 3,253 で比較できませんでした。
▪ 読み取りトラブル:"1-Office Backup 2" (0), エラー -102（通信トラブル）
▪ 書き込みトラブル:"1-Macbeth" (0), エラー -205（保存メディアへのアクセスが失われました）

上記のようなエラーは、SCSI の設定ミスが原因と考えられます。ターミネータ（終端）、特定のデ
バイス、ケーブルの接続、デバイスの順序などに問題があります。SCSI バス通信エラーの最も一般
的な原因は、ターミネータの問題か SCSI ケーブルの不良です。ターミネータを変更する、パワー
ターミネータを使用する、ケーブルを変更する、SCSI チェーン上のデバイスを分離する、デバイス
を別のコンピュータに移動する、などを試してください。テープドライブの場合、ドライブのヘッ
ドを清掃し、それでも効果がなければ、別のテープを試します。

ターミネーションターミネーション

終端の一般的ルールは、1 つの SCSI バスに 2 つのターミネータのみを使い、バスの両端を終端す
るということです。SCSI バス上のデバイスが 1 台しかない場合は、SCSI カードが内蔵のターミネ
ータを持つため、ターミネータは 1 つですみます。また、SCSI 周辺装置の中には、ターミネータ
が内蔵されているものがあります。これは、SCSI チェーンの末端におかなければなりません。

特殊なターミネーションの条件については、ハードウェアのユーザガイドを参照してください。

SCSI ケーブルケーブル

SCSI ケーブルの接続不良や、ケーブルのゆるみも、通信エラーの原因です。すべてのケーブルをチ
ェックし、各コネクタがきちんと接続されていることを確認します。SCSI バスの総延長は、6 メー
トルを超えないようにします。なるべく 30 ～ 100 センチの短いケーブルを使用し、180 センチ以
上のものは使用しないでください。

デバイスの順番と競合デバイスの順番と競合

デバイスの順番ミスと競合によるエラーを防ぐには、まず各デバイスに固有の SCSI アドレスが割
り当てられていることを確認します。デバイスの SCSI アドレスをチェックするには、「設
定」>「デバイス」をクリックします。次に、「環境」タブをクリックすると、すべてのデバイス
が表示されます。今後の参考のために、このウィンドウを印刷しておいてください。正しく接続さ
れ、電源も入っているデバイスが表示されないなどの問題が発生した場合は、SCSI デバイスの順番
を変更するか、不要なデバイスを一時的に取り外します。さらに、各デバイスに固有の SCSI ID が
割り当てられていることを確認します。

スキャナやリムーバブルディスクドライブなど、一部のデバイスの中には、特に電源をオフにした
ときに SCSI バスの通信障害の原因となるものがあります。SCSI の通信エラーが発生した場合は、
コンピュータを使用するときに、すべての SCSI デバイスがオンになっていることを確認します。
SCSI の通信エラーが発生しなくても、コンピュータを起動する前に、すべての SCSI 周辺装置をオ
ンにしておくことをお勧めします。また、コンピュータをシャットダウンするまでは、SCSI デバイ
スのスイッチを切らないようにしてください。

未解決の未解決の SCSI トラブルトラブル

すべてが正しく SCSI チェーンに設定されているのに、まだ SCSI には予測できないエラーがあり
ます。このようなエラーは、SCSI の「ルール」に従っているため、理論的には起こるはずがない類
のものです。SCSI でこのような予測不能なエラーが起きた場合は、チェーン上のデバイスの再配
置、ターミネータの変更、新しい ID の割り当て、または SCSI ケーブルの交換を行う必要がありま
す。短いケーブルは長いケーブルよりも問題が発生する可能性が低くなります。SCSI は、理論的に
は十分に定義されたルールと期待される結果を持ちますが、実際には、予期しないことが起こる場
合があります。
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ネットワークのトラブルシューティングのテクニック

テストとテストと Pingによるによる TCP/IP 通信の確認通信の確認

ネットワーク状況ウインドウの「テスト」ボタンを使用して、Retrospect が TCP/IP を経由してネ
ットワーク上のコンピュータに接続し、クライアントソフトウェアと通信できることを確認しま
す。「テスト」をクリックし、IP アドレス、DNS 名、または WINS 名を入力します。Retrospect
がエラー –541 を表示した場合、それは入力したアドレスのコンピュータに接続したが、クライア
ントソフトウェアが応答しなかったことを示します。エラー –530 は、Retrospect がコンピュータ
に接続できなかったことを示します。別のエラーがネットワークと TCP/IP の設定トラブルを示す
場合があります。そのような場合は、別のコンピュータからバックアップコンピュータとクライア
ントコンピュータを ping し、TCP/IP と通信しているかどうかを確認します。

TCP/IP を設定した Windows コンピュータには内蔵の ping コマンドがあります。ネットワーク上
の TCP/IP Windows コンピュータから、MS-DOS のコマンドプロンプトに進み、ここから「ping」
に続いて空白と IP アドレスを入力します。

Mac OS X では、「Network Utility」
（/Applications/Utilities に配置）の「Ping」タブをクリックします。

問題となっているクライアントコンピュータから IP ping ユーティリティを使用して、まずバック
アップコンピュータの IP アドレスを ping します。応答により、ping 先のコンピュータの TCP/IP
設定が正常に動作していることがわかります。応答がタイムアウトになったり、到達不能であると
報告したりする場合は、TCP/IP 設定、ネットワークインターフェイスのハードウェア、またはネッ
トワーク自身に問題があります。

バックアップコンピュータへの ping が正常に終了する場合は、そのバックアップコンピュータか別
のコンピュータを使用して、問題となっているクライアントコンピュータの IP アドレスを ping し
ます。

ネットワークのトラブルシューティングネットワークのトラブルシューティング

Retrospect やクライアントでネットワークに問題がある場合は、まずエラーのパターンを特定しま
す。問題が 1 台のクライアントで起こる場合は、そのコンピュータを調べることからトラブルシュ
ーティングを始めます。問題が複数のクライアントコンピュータで起こる場合は、それらのコンピ
ュータが共通のハブ、ルーター、ブリッジ、ゲートウェイを共有しているかどうかを調べます。修
理や交換が必要なネットワーク部品を特定できる場合があります。複数のクライアントコンピュー
タで発生するエラーのパターンを特定できない場合は、バックアップコンピュータのネットワーク
ハードウェアをトラブルシューティングします。

Q &A
この項では、Retrospect クライアントのセットアップおよび設定、ローカルおよびネットワーク上
のファイルのバックアップ、バックアップセット、カタログ、デバイス、メディアについての一般
的な質問に答えます。

クライアントのセットアップに関する質問

クライアントに直接アクセスするためにクライアントのクライアントに直接アクセスするためにクライアントの IP アドレスを特定する方法アドレスを特定する方法
はは?

特定方法は、オペレーティングシステムとクライアントコンピュータの設定方法によって異なりま
す。クライアントが静的 IP アドレスを持つ場合は、その IP アドレスをダイレクトアクセス方式で
使用できます。一方、クライアントが DHCP サーバから動的 IP アドレスを自動的に取得する場合
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は、ダイレクトアクセス方式を使用しないことをお勧めします。動的 IP アドレスは後で変更される
ことがあり、動的 IP アドレスを直接追加した場合に、Retrospect がその IP アドレスで異なるマシ
ンを特定することがあります。代わりに、マルチキャストまたはサブネットブロードキャストを使
用する必要があります。

以下に、コンピュータの IP アドレスを特定する方法とその IP アドレスが静的か動的かを判定する
方法を示します。

Mac OS：クライアント上で やそれより古いバージョンの場合）かネットワークの環境設定（Mac
OS X の場合）を開きます。コンピュータが現在使用している「IP アドレス」が表示されます。IP
アドレスの上部には「設定」ポップアップメニューがあります。「DHCP サーバを使用」と表示さ
れている場合は、動的アドレスになります。「手動」と表示されている場合は、静的アドレスにな
ります。

Windows：DOS プロンプトを開き、「IPconfig -All」と入力すると、完全な IP 設定情報が表示さ
れます。

すべてのすべての Windows システムシステム：IP 設定情報には、コンピュータが現在使用している IP アドレスが
表示されます。IP 設定情報には、コンピュータが DHCP サーバを使用しているかどうかも表示され
ます。コンピュータが DHCP サーバを使用している場合は、さらに自動取得された IP アドレスの
リース日も表示されます。設定情報に DHCP サーバやリースに関する情報が表示されない場合は、
IP アドレスは手動で指定された静的アドレスになります。

クライアントの設定に関する質問

クライアントの名前を変更する方法はクライアントの名前を変更する方法は?

クライアントの名前は、バックアップコンピュータから最初にクライアントにアクセスするときに
指定します。

すでにログインしているクライアントの名前を変更する場合は、「設定」>「クライアント」をク
リックし、名前を変更するクライアントをダブルクリックし、クライアントのプロパティウィンド
ウの「ツール」タブをクリックします。「名前を変える」ボタンをクリックして新しい名前を入力
します。

名前の変更は既にバックアップされているファイルには影響しないので、それらのファイルは古い
クライアント名のままで保存されています。新しいファイルやスナップショットは新しいクライア
ント名で保存されます。

パスワードを忘れたときにクライアントをログインする方法はパスワードを忘れたときにクライアントをログインする方法は?

クライアントソフトウェアをアンインストールする必要があります。アンインストール後、コンピ
ュータを再起動してクライアントソフトウェアを再インストールし、新しいパスワードを設定しま
す。

「削除「削除...」で間違って削除したクライアントボリュームを元に戻す方法は」で間違って削除したクライアントボリュームを元に戻す方法は?

クライアントのボリュームを削除しても、そのクライアントを設定することによって、削除したボ
リュームを Retrospect のボリュームリストに戻すことができます（クライアントの設定を参照）。
必要に応じて、そのボリュームを該当するスクリプトに追加することも忘れないでください。
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バックアップに関する質問

ハードディスクドライブにバックアップする方法はハードディスクドライブにバックアップする方法は?

ディスクバックアップセットまたはファイルバックアップセットを使用して、ハードディスクに保
存します。バックアップセットの内容と構成要素とハードディスクドライブを参照してください。

Snap Server やや NAS にバックアップする方法はにバックアップする方法は?バックアップデバイスとして使用でバックアップデバイスとして使用で
きるかきるか?

Retrospect では、様々な方法で NAS デバイスを利用できます。NAS デバイス上で Retrospect アプ
リケーションや Retrospect クライアントを実行できます。または、ファイルまたはディスクバック
アップセットのデータの保存先として NAS デバイスを使用することができます。

詳しくは、Network Attached Storage（NAS）デバイスを参照してください。

修正したファイルだけをバックアップするには修正したファイルだけをバックアップするには?

これは Retrospect によって自動的に行われます。最初のバックアップでは、選択したすべてのファ
イルがコピーされます。その後の標準バックアップでは、選択したファイルのうち、新規ファイル
か修正したファイルだけがコピーされます。

すべてをバックアップするか、差分バックアップかを指定するにはすべてをバックアップするか、差分バックアップかを指定するには?

Retrospect はデフォルトで Progressive バックアップを行い、新規ファイルか修正されたファイル
だけをバックアップします。この動作は、バックアップ操作を設定することによって変更できま
す。詳しくは、バックアップ動作を参照してください。

バックアップ動作を設定するには、以下のように複数の方法があります。

▪ 基本バックアップを実行する際に、バックアップオプション（バックアップ実行オプションを参
照）を変更して設定します。

▪ スクリプトを実行する際は、手動実行ダイアログボックスのコンボボックス（スクリプトの手動
実行を参照）から目的の項目を選択します。

▪ スクリプトスケジュール（スクリプトスケジュールの作成を参照）を作成する際に設定します。
▪ バックアップセットを設定し、「メディアの制御」ボタン（「オプション」タブを参照）をクリ
ックして設定します。

同一のテープ、ディスク、同一のテープ、ディスク、CD/DVD に、複数のボリュームをバックアップするにはに、複数のボリュームをバックアップするには?

宛先ボリュームとして、1 つのバックアップセットだけを使用します。全ボリュームを一度にバッ
クアップするには、「ソース選択」ウィンドウで目的のボリュームを選択します。連続していない
複数ボリュームを選択するには Control キーを使い、連続したボリュームの範囲を指定するには、
Shift キーを使います。バックアップを実行すると、選択したボリュームが順次バックアップされま
す。

その後でも、同じバックアップセットに他のボリュームの標準バックアップを行うことができま
す。メディア容量の限度まで、選択したボリュームがメディアに追加されます。

バックアップをすぐに開始する方法はバックアップをすぐに開始する方法は?

まず、Retrospect でスクリプトを作成し、そのスクリプトの起動書類（起動書類を作成するにはを
参照）を保存します。起動書類を使用して、Windows エクスプローラからそのスクリプトを直接開
始します。

502 WINDOWS ユーザー ガイド



属性からファイルを選択するには属性からファイルを選択するには?

セレクタを使い、バックアップするファイルを特定します。セレクタでは、サイズ、種類、日付な
ど多様な属性によってファイルを実行の対象に含めたり、除外したりすることができます。詳しく
は、セレクタの使い方を参照してください。

ネットワークバックアップに関する質問

昨夜何をバックアップしたかを確認する方法は昨夜何をバックアップしたかを確認する方法は? Proactive Backup によってすべてがによってすべてが
バックアップされたかを確認する方法はバックアップされたかを確認する方法は?

「バックアップレポート」には、各ボリューム毎にバックアップ操作の概要が表示されます。この
レポートを表示するには、「レポート」>「バックアップレポート」をクリックします。詳しく
は、バックアップレポートの表示を参照してください。

「操作ログ」には、バックアップされたボリューム、コピーされたデータ量、バックアップが正常
に完了したかどうかなどが日時毎に表示されます。このログを表示するには、「レポート」>「操
作ログ」をクリックします。ログでは、発生したエラーも表示されます。詳しくは、操作ログの表
示を参照してください。

最新のバックアップファイルを表示するには、「レポート」>「セッションの内容」をクリックし
ます。「内容レポート」ウィンドウの上部のリストから、該当するバックアップセットを選択し、
下部のリストからセッションを選択したら、「参照」をクリックします。ブラウザウィンドウに
は、ファイルがバックアップされた順番に表示されます。詳しくは、セッションの内容の表示を参
照してください。

特定のバックアップ時点での特定ボリュームにあるすべてのファイルを確認するには、バックアッ
プアセットのプロパティで「スナップショット」タブを表示します。詳しくは、「スナップショッ
ト」タブを参照してください。

複数のバックアップコンピュータを同一のネットワークで同時に実行できるか複数のバックアップコンピュータを同一のネットワークで同時に実行できるか?

問題なく実行できます。ただし、データを同時に転送すると、バックアップのパフォーマンスが両
方とも低下します。それぞれが物理的に異なるネットワークセグメントでバックアップする場合
は、1 つのセグメントのトラフィックが別のセグメントに影響することはありません。

異なるネットワークセグメント上のコンピュータをバックアップコンピュータにするに異なるネットワークセグメント上のコンピュータをバックアップコンピュータにするに
はは?

新しいバックアップコンピュータへの移動については、Retrospect の移動を参照してください。

バックアップコンピュータで複数のネットワークカードを使用する方法はバックアップコンピュータで複数のネットワークカードを使用する方法は?

Retrospect Multi Server では、ネットワークのバックボーンを通過せずに複数のサブネットからす
べてのクライアントにアクセスすることができます。個々のネットワークセグメントにネットワー
クインターフェイスカードを接続し、Retrospect Multi Server の高度なネットワーク機能（高度な
ネットワークを参照）を使用してそれぞれのカード/サブネットの組み合わせに個別のインターフェ
イスを設定します。

Retrospect ののネットワークのポート番号はネットワークのポート番号は?

Retrospect は既知のポート番号 497 を使用します。このポート番号は、Internet Assigned Number
Authority（IANA）によって、TCP と UDP の両方に割り当てられます。
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1 台のバックアップコンピュータで何台のクライアントコンピュータをバックアップで台のバックアップコンピュータで何台のクライアントコンピュータをバックアップで
きるかきるか?

1 台のバックアップコンピュータからアクセスできるクライアントの数に、制限はありません。こ
の場合、数はあまり問題ではなく、むしろリソースが問題となります。より高速のバックアップコ
ンピュータ、高容量メディアを搭載したより高速のバックアップデバイス、より多くのバックアッ
プ時間、これらが揃えば、より多くのクライアントをバックアップすることができます。

バックアップコンピュータが予定時間内にバックアップを完了しない場合、またはボリュームのバ
ックアップ回数を増やしたい場合は、高速のバックアップコンピュータや高速のバックアップデバ
イスが必要になることがあります。

ネットワークのバックアップに時間がかかる理由はネットワークのバックアップに時間がかかる理由は?

バックアップ速度を概算するためのガイドラインなどバックアップのパフォーマンスについては、
ネットワークバックアップのガイドラインとバックアップコンピュータの選択を参照してくださ
い。

バックアップが突然遅くなったり、同様の設定であるにもかかわらず特定のクライアントのバック
アップだけが他のクライアントよりも遅くなったりする場合は、何か問題があると考えられます。
以下の点に問題があると考えられます。

• バックアップ時のバックアップコンピュータとクライアントコンピュータの活動量。バックアップ時のバックアップコンピュータとクライアントコンピュータの活動量。

どちらかのコンピュータで動作している他のアプリケーション（ウィルスチェックソフトウェアな
ど）が、Retrospect の処理能力を奪っています。パフォーマンスを最適にするために、バックアッ
プコンピュータで実行するアプリケーションを Retrospect だけにしてバックアップを試します。

• コピーするデータ量。コピーするデータ量。

書き替えバックアップは、Progressive バックアップよりも高いパフォーマンス値を示す傾向にあり
ます。Retrospect は、バックアップするデータ量とは関係なく、バックアップごとにボリューム全
体の確認に時間をかけてバックアップするファイルを特定する必要があります。バックアップの合
計時間に占めるこのオーバヘッド時間の割合は、大量データ（置き換えバックアップの場合または
標準バックアップで空の新規バックアップセットを使用する場合）よりも少量データ（Progressive
バックアップ）の方が高くなります。そのため、少量データのバックアップが、大量データのバッ
クアップよりもパフォーマンス時間が遅くなることがあります。

Ethernet ネットワークを経由するクライアントのバックアップのサンプル値 で、 いくつかのバッ
クアップのサンプルデータを示します。書き替えバックアップのパフォーマンス値は、同一クライ
アントに対する初回以降のバックアップよりもかなり高くなります。これは、実際にバックアップ
するデータ量に対してオーバヘッド時間の割合が低くなるためです。

• バックアップセットを使用したセッションの合計数。バックアップセットを使用したセッションの合計数。

生成されるセッション数が多くなると、Retrospect がセッションを照合してバックアップするファ
イルを特定するための時間がかかるようになります。バックアップセットを書き替えバックアップ
で定期的にリセットするか、新規バックアップセット バックアップで新規メディアをローテーショ
ンに追加することで、バックアップセットのセッション数を制限します。これにより、バックアッ
プと復元の両方の操作がスピードアップします。

• ファイル共有。ファイル共有。

ファイル共有は、クライアントとバックアップコンピュータの両方でのコピー速度を遅くします。
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ファイル共有を使用しない場合はオフにすると、ネットワークパフォーマンスの最適化に役立ちま
す。

• ネットワークセグメント経由のバックアップ。ネットワークセグメント経由のバックアップ。

バックアップコンピュータとクライアントがブリッジやルーターで接続された、物理的に異なる 2
つのネットワークに別々に存在すると、マシンからマシンへのデータの転送速度が遅くなることが
あります。ネットワークの相対的な活動やパフォーマンスに関して 2 つのネットワークに著しい差
異があると、バックアップのパフォーマンスも影響を受けます。「設定」>「クライアント」から
プロパティを使用して、バックアップコンピュータとクライアント間の接続速度を確認できます。
エコー時間が標準的な環境よりも高い（たとえば、常時 0.3 より上）場合や、パフォーマンス値
（KB/秒）が標準よりも低い場合は、ネットワーク問題がバックアップ速度に影響している可能性
があります。プロパティを使用して、さまざまなクライアントコンピュータのパフォーマンス値を
表示し、パフォーマンス値を比較することで、ネットワークパフォーマンスの現在のレベルを確認
します。

• バックアップコンピュータやクライアントコンピュータのパフォーマンス。バックアップコンピュータやクライアントコンピュータのパフォーマンス。

どちらのマシンに問題があってもバックアップ速度に影響します。特に、ハードドライブの断片
化、SCSI バスの問題、ネットワークの問題をチェックする必要があります。

• バックアップコンピュータの速度。バックアップコンピュータの速度。

コンピュータの各モデルが搭載するさまざまなクロック速度の CPU により、タスクの処理速度が
決定されます。たとえば、相対的に Pentium は低速で、Pentium III は高速です。次に、同系統の
CPU でも、その性能はクロックサイクル（MHz）によって異なります。最後に、SCSI バスの速度
は拡張カード間で異なるため、各モデルによる SCSI バス経由のデータの転送速度は影響を受けま
す。バックアップで最適なパフォーマンスを達成するには、比較的高速なコンピュータで
Retrospect を実行することです。

• 暗号化やソフトウェア暗号化やソフトウェア圧縮の使用。縮の使用。

可能であれば、バックアップメディアに暗号化を使用することや、クライアントコンピュータにリ
ンク暗号化を使用することは避けるようにします。バックアップコンピュータで暗号化を使用する
場合は、処理能力を追加して、バックアップパフォーマンスの低下を防ぐ必要があります。ご使用
のテープドライブがハードウェア圧縮機能を内蔵している場合は、ソフトウェア圧縮よりも高速に
動作するハードウェア圧縮を優先的に使用します。バックアップ速度はテープの容量に影響するた
め、ハードウェア圧縮を使用すると、より多くのデータをテープに保存することもできます。

クライアントの実行オプションで実際的な最低速度を決定する方法はクライアントの実行オプションで実際的な最低速度を決定する方法は?

クライアントデータベースウィンドウから、いくつかのクライアントのプロパティを参照します。1
分ほど、各クライアントの速度を観察してください。

バックアップの完了時にバックアップの完了時に Windows クライアントコンピュータをシステム終了できるクライアントコンピュータをシステム終了できる
かか?

いいえ。たいていの PC はハードウェアスイッチを使用して電源を切る必要があるため、Windows
の Retrospect クライアントソフトウェアはソフトウェアのシステム終了をサポートしていません。
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あるある Windows コンピュータのシステムを別のコンピュータのシステムを別の Windows コンピュータに複製できるコンピュータに複製できる
かか?

複製はできません。Windows コンピュータの情報は、大半がそのコンピュータに固有なものである
からです。それぞれのカード、周辺機器、ソフトウェアプログラムには固有の設定が必要であり、
たとえ、モデルや構成が同一でも、固有の設定を別の PC に引き継ぐことはできません。

クライアントを最新バージョンにアップグレードする必要があるかクライアントを最新バージョンにアップグレードする必要があるか?

Retrospect, Inc. では、クライアントで最新バージョンの Retrospect をご使用の場合は、最新バー
ジョンの Retrospect クライアントソフトウェアをお勧めします。

操作が予定されていない夜間に、操作が予定されていない夜間に、Macintosh クライアントで「バックアップを待機クライアントで「バックアップを待機
中」ダイアログボックスを表示させないようにする方法は中」ダイアログボックスを表示させないようにする方法は?

Retrospect クライアントコントロールパネルには、操作の実行が予定されている日時を知る手段が
ありません。そのため、Retrospect クライアントコントロールパネルの環境設定ダイアログボック
スで「バックアップを待機中」を表示するオプションがオンになっていると、常にシステム終了を
待機することになります。操作の実行が毎晩でない場合に、「バックアップを待機中」ダイアログ
ボックスを表示させない方法はいくつかあります。

「ファイルなし」セレクタを使用してスクリプトを作成し、そのスクリプトをバックアップが予定
されていない夜間に実行するようにスケジュールします。Retrospect はスクリプトの Macintosh 用
元ボリュームをシステム終了します。

ユーザが退社するときに、「バックアップを待機中」ダイアログボックスで「システム終了」ボタ
ンをクリックする必要があるのはいつの日かをユーザに伝えます。

各ユーザの Macintosh で、Retrospect クライアントコントロールパネルの「システム終了待ち」環
境設定をオフにします。夜間に Macintosh コンピュータをオンにしておく日をユーザに伝えます。
画面の焼き付きを防ぐためにモニタの明るさを下げるか、モニタの電源をオフにすることを忘れな
いでください。

復元に関する質問

ファイルをいくつか復元したはずなのに、それらがどこに存在するのかわからない。ファイルをいくつか復元したはずなのに、それらがどこに存在するのかわからない。

復元元のバックアップセットと同じ名前のフォルダがハードディスクのルートレベルにあります。

空のフォルダを復元するには空のフォルダを復元するには?

空のフォルダも復元可能です。「ファイルのみ復元」オプションをオフ（他のオプションは任意）
に設定し、「ボリューム全体>を復元」を選択してスナップショットから復元すれば、空のフォル
ダも復元されます。

1 つのバックアップスクリプトでバックアップした複数のボリュームを、すべて一度につのバックアップスクリプトでバックアップした複数のボリュームを、すべて一度に
復元するには復元するには?

復元したい最初のスナップショットに関する復元スクリプトを作成し、そのスクリプトのスケジュ
ールを設定します。このスクリプトを複製します。最初のスクリプトのコピーを編集し、復元する
次のスナップショットを反映するように、元ボリュームと宛先ボリュームを変更します。復元した
いボリュームごとに、この処理を繰り返します。Retrospect は、指定した時刻から、スクリプト名
のアルファベット順に各スクリプトを実行します。
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バックアップセットとカタログに関する質問

「削除」でカタログを削除してしまったら「削除」でカタログを削除してしまったら?

Retrospect のリスト内で、「削除」を選択してバックアップセットのカタログを削除しても、カタ
ログファイルをゴミ箱にドラッグするまではハードディスクに残っています。誤ってカタログを削
除した場合は、Retrospect か Windows エクスプローラからカタログファイルを開くことができま
す。カタログを「削除」してしまったら、そのバックアップセットをスクリプトに再び追加する必
要があります。カタログを削除すると、バックアップセットも削除されるからです。

カタログを紛失してしまったらカタログを紛失してしまったら?

削除、破損、紛失したバックアップセットカタログは、バックアップセットの最後のメンバーをス
キャンして再作成することができます。詳しくは、カタログの再作成を参照してください。

「Fast Catalog File Rebuild」オプションがオフであった場合、Retrospect はバックアップセットの
すべてのメンバーをスキャンする必要があります。このときバックアップセットのデータが大量で
あると、カタログの再作成に時間がかかることがあります。

バックアップセットからファイルを削除するにはバックアップセットからファイルを削除するには?

ほとんどの記憶装置は、バックアップセットからファイルを削除できないようになっています。バ
ックアップセットから選択したファイルだけを保存したい場合は、Retrospect のバックアップセッ
ト転送操作を使用して、選択したファイルを別のバックアップセットにコピーできます。詳しく
は、バックアップセット転送を参照してください。

バックアップセットの名前を変更するにはバックアップセットの名前を変更するには?

Retrospect には、バックアップセットの名称を変更する機能はありません。ただし、ファイルバッ
クアップセットの名称は、Windows エクスプローラで変更することができます。その他の種類のバ
ックアップセットの名称は変更できません。バックアップセットの名前を変更した場合は、そのフ
ァイルバックアップセットを開いて、変更後の名前を Retrospect に認識させる必要があります。

1 つのテープ、ディスク、つのテープ、ディスク、CD/DVD に、複数のバックアップセットを保存できるかに、複数のバックアップセットを保存できるか?

1 つのテープや CD/DVD に、複数のバックアップセットを保存することはできません。しかし、1
つのディスクに複数のファイルバックアップセットやディスクバックアップセットを保存すること
はできます。バックアップセットにリムーバブルメディアを追加すると、メディア全体が
Retrospect のバックアップセットとして使われます。

ただし、1 つのバックアップセットに複数のボリュームをバックアップすることは可能です。

カタログファイルを管理する最もよい方法はカタログファイルを管理する最もよい方法は?

カタログファイルは通常、10,000 個のバックアップファイルに対して 4 MB の容量になります。使
用頻度の高いカタログは、ハードディスクに保存しておくとよいでしょう。ハードディスクの容量
が不十分な場合は、次の方法もあります。

▪ 使用頻度の少ないカタログは、ファイルサーバに保存する。
▪ 古いカタログは、対応するバックアップセットにアーカイブする。
▪ カタログを圧縮する。詳しくは、バックアップセットの設定を参照してください。

カタログファイルの破損に備えて、それらを複製しておくことをお勧めします。
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コンピュータ間でテープドライブを移動してバックアップする場合と同じ効果を得るたコンピュータ間でテープドライブを移動してバックアップする場合と同じ効果を得るた
めの最善の方法はめの最善の方法は?

ワークステーションごとに違うテープを使わない限り、コンピュータ毎に別のバックアップセット
を作成する必要はありません。各コンピュータで 1 つのバックアップセットを兼用する場合、ワー
クステーションごとに書き替えバックアップを実行してはいけません。標準バックアップだけを行
ってください。メディアをローテーションする場合は、新規バックアップセット バックアップを行
います。

バックアップ後は、バックアップセットカタログをサーバまたはリムーバブルディスクにコピー
し、ドライブを別のコンピュータに移動した時点で、そのハードディスクにカタログをコピーしま
す。Retrospect のカタログ圧縮オプション（「オプション」タブを参照）を使用すると、カタログ
をできるだけ少量で保存することができます。

別の方法としては、各コンピュータからアクセスできるサーバに、カタログを保存しておきます。
また、すべてのコンピュータがネットワークで接続されている場合は、Retrospect クライアントを
購入すると手間が省けます。クライアント当たり 30 ドル未満の場合、Retrospect クライアントソ
フトを利用すると、バックアップデバイスを移動することなく、Windows と Mac OS コンピュー
タをネットワーク経由でバックアップすることができます。

時間と容量を節約するためにスナップショットを保存しない場合の結果は時間と容量を節約するためにスナップショットを保存しない場合の結果は?

「復元用に元スナップショットを保存」オプション（カタログファイル実行オプションを参照）を
オフにすると、ボリュームのフォルダ階層の表示や復元が困難になります。

スナップショットが存在しない場合は、以下のことが不可能になります。

▪ たとえば、クラッシュ後に、バックアップ時点の正確な状態にボリュームを復元
▪ Windows レジストリ（ディスク全体の復元時に必要）の復元
▪ NTFS セキュリティ情報復元
▪ 空のフォルダの復元
▪ 復元するボリュームバックアップの参照

ファイルを復元することが必要になった場合には、どのファイルを回復するべきかを決めるため
に、セレクタを使用（または、階層がない「フラットファイル」を参照）する必要があります。こ
れには時間がかかります。

デバイスとメディアに関する質問

ID を認識しないを認識しない

旧バージョンの Retrospect からアップグレードした場合、これまで ID を認識しない設定にしてい
たバックアップ デバイスが「ストレージ装置」ウィンドウに表示されます。 再度認識しないように
設定するには、Retrospect のナビゲーション バーで [設定] > [デバイス] を選択します。 ［ストレー
ジ装置］ ウィンドウで ［環境］ タブをクリックして、認識しない ID を選択した後、ウィンドウの
ツールバーの ［ID を認識しない］ ボタンをクリックします。 変更を反映させるには、Retrospect
を一度終了してから再起動してください。

マウントされた記録型ディスクマウントされた記録型ディスク

Retrospect は、ディスクを Windows Explorer にマウントして、フロッピー ディスクのように使用
するソフトウェア用にフォーマットされた記録型ディスク (CD-R、CD-RW、DVD-R、DVD-RW、
DVD+R、DVR+R DL または DVD+RW ディスク) をサポートしていません。 また、ディスク マウン
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ト ソフトウェアと Retrospect が両方ともバックアップ コンピュータ上で実行されていると、コン
フリクトが発生する場合があります。

Retrospect の実行中にディスク マウント ソフトウェアを使用するには：

1. Retrospect を開きます。
2. [設定] > [デバイス] を選択します。
3. [環境] タブをクリックします。
4. 記録型ディスク ドライブを右クリックし、［ID を確認しない］を選択します。
5. Retrospect を閉じ、もう一度開きます。

ディスク マウント ソフトウェアの実行中に Retrospect を使用するには：

1. ディスク ドライブが空であることを確認します。
2. Retrospect を開き、ディスク ドライブ ID が ［ID を確認する］ に設定されていることを確認しま
す（［設定］ > ［デバイス］ > ［環境］を選択します)。

3. 空のディスクまたは Retrospect ですでに使用したディスクを挿入します。 Retrospect がディスク
を要求するまではディスク ドライブを空のままにしておいてかまいません。

4. ディスク マウント ソフトウェアがディスクをフォーマットしようとしたら、すべてキャンセルしま
す。

DAT テープの容量が、予想よりも早くなくなる理由はテープの容量が、予想よりも早くなくなる理由は?

DDS-1 フォーマットを使用するドライブは、約 1.3 GB と 1.9 GB の圧縮されていないデータ容量
に対して、それぞれ 60 メートルと 90 メートルのテープをサポートします。DDS-2 フォーマット
を使用するドライブは、約 4 GB の圧縮されていないデータ容量に対して 120 メートルのテープを
サポートします。DDS-3 フォーマットを使用するドライブは、約 12 GB の圧縮されていないデー
タ容量に対して 125 メートルのテープをサポートします。DDS-4 フォーマットを使用するドライブ
は、約 20 GB の圧縮されていないデータ容量に対して 150 メートルのテープをサポートします。

毎日使った場合で、理想的な容量より 30% 程度の減少が一般的です。

ハードウェア圧縮機能を持つドライブを使用すると、テープの容量を実質的に増やすことができま
す。圧縮によって節約できるテープの容量は、データが圧縮されやすいものかどうかで変わってき
ます。テキストは圧縮率が高く、アプリケーションは低くなります。

ネットワーク経由で少量のファイルやバックアップファイルを数多くバックアップすると、テープ
の実質的な容量も減少します。

Retrospect が新規テープを要求するのは、次の 3 つのうちのいずれかの場合です。

▪ テープドライブの使用中に、テープの容量が限界になった場合。
▪ テープへの書き込み中にエラーが発生した場合。→ログを開き、エラーが発生したかどうかを確
認します。

▪ バックアップセットの設定中に「スキップ」や「紛失」を選択したか、新規バックアップセット
バックアップを実行した場合。

テープの残り容量を知るにはテープの残り容量を知るには?

Retrospect は、バックアップの管理を容易にするためにテープの残り容量を計算します。この残り
容量を表示するには、「設定」>「バックアップセット」をクリックします。「バックアップセッ
トの選択」ウィンドウで、目的のバックアップセットを選択し、「プロパティ」をクリックしま
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す。そのバックアップセットを構成するメンバーの残り容量をリストアップしたウインドウが表示
されます。

残り容量は、Retrospect で新規メディアが必要になる時期を知る手段になります。算出された残り
容量とは関係なく、テープが限界容量に達したことをテープドライブが報告するまで、Retrospect
はメンバーを使用します。

多くのテープドライブでは、テープの容量を動的に報告しないため、Retrospect が算出する残容量
は正確でない可能性があります。残容量の算出値を変更してテープの実際の容量と一致させる（独
自の経験に基づく）には、「オプション」タブで説明されている「容量」ボタンを使用します。

今夜の自動実行によるバックアップ中に、テープまたはディスクの容量が限界になりそ今夜の自動実行によるバックアップ中に、テープまたはディスクの容量が限界になりそ
うな場合はうな場合は?

使用中のバックアップセットのテープまたはディスクの残り容量が少なく、次のバックアップまで
もたないと思われる場合は、新規メディアを使用するように指示することができます。

新しいメンバーをスキップするには、「オプション」タブで説明している「メディア制御」ボタン
を使用してください。スキップするように設定すると、次にファイルがバックアップセットに追加
されるとき、現在のメンバーの残り容量をスキップして、新しいメディアが要求されます。

この状況が頻繁に起こる場合は、Retrospect の「空のメディアを使用」環境設定を使うことを検討
してください。この環境設定がオンの場合、現在のメンバーが使用できなくなると、Retrospect は
消去されたメディアを自動的に使用します。

多くのテープを保持できるマガジンを装備する、テープライブラリというバックアップデバイスの
購入も検討できます。1 つのテープが容量の限度に達したときには、Retrospect はマガジンからの
空のテープを使用します。

テープまたはディスクを消去する際にカタログファイルを要求されたが、カタログファテープまたはディスクを消去する際にカタログファイルを要求されたが、カタログファ
イルがありません。テープを消去するにはイルがありません。テープを消去するには?

ディスクまたはテープを消去すると、そのメンバーの内容がバックアップセットのカタログから削
除されます。カタログが見つからない場合は、カタログを要求するダイアログボックスが表示され
ます。テープを消去するため、カタログを紛失したので無視するよう Retrospect に指示する必要が
あります。「設定」>「バックアップセット」と「バックアップセットの削除」に進み、「設
定」>「デバイス」と「テープの削除」に進みます。

2 つのテープドライブがあるとき、自動実行のバックアップで両方のテープドライブがつのテープドライブがあるとき、自動実行のバックアップで両方のテープドライブが
使用されるか使用されるか?

デバイスが同一のメカニズムを持つものである場合は、両方が使用されます。1 つのテープが容量
の限度に達したとき、Retrospect は利用可能なドライブから、新規のテープか消去されているテー
プ、または正しい名前のテープを探します。

Retrospect の高度テープサポートアドオンがある場合には、一度に両方のテープドライブを使って
同時操作を実行することができます。

詳しくは、複数の同時実行を参照してください。

テープの最初から再利用するにはテープの最初から再利用するには?

テープを挿入し、「設定」>「デバイス」をクリックします。テープ名を表示したデバイスウィン
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ドウが表示されます。テープを選択し、ツールバーから「消去」をクリックします。

バックアップセットのメンバーであるテープを消去すると、バックアップファイルが消去され
ます。

古いバックアップセットのテープを再利用するには古いバックアップセットのテープを再利用するには?

使わなくなったバックアップセットのテープを再利用するには、「設定」>「デバイス」をクリッ
クします。テープ名を表示した「記憶装置」ウィンドウが表示されます。テープを選択し、ツール
バーから「消去」をクリックします。次にそのバックアップセットに新規メンバーが必要になった
時は、その消去済みテープか、バックアップデバイスにある消去済みのテープが自動的に使用され
ます。

古いバックアップセットのカタログも削除する必要があります。「設定」>「バックアップセッ
ト」を順にクリックします。「バックアップセットの選択」ウィンドウで、そのバックアップセッ
トを選択し、ツールバーから「削除...」をクリックします。古いバックアップセットのカタログフ
ァイルを、ゴミ箱にドラッグします。

テープの名前を判別する方法はテープの名前を判別する方法は?

テープの名前を表示するには、「設定」>「デバイス」をクリックします。利用できるテープデバ
イスがスキャンされ、各テープドライブ名、状態、場所、および挿入済みテープの名前を一覧した
「記憶装置」ウィンドウが表示されます。テープが挿入されていない場合は、挿入します。

テープの名前がわかったら、ラベルに名前を書いておくとよいでしょう。

オーディオオーディオ DAT またはまたは DV カメラデッキをバックアップに使用できるかカメラデッキをバックアップに使用できるか?

できません。

オーディオオーディオ DAT テープをテープを DAT ドライブに使用できるかドライブに使用できるか?

オーディオ DAT テープは DAT ドライブには使用できません。一部のコンピュータの DAT ドライブ
ではオーディオ対応 DAT テープを使用できますが、データ対応メディアの使用をお勧めします。デ
ータ対応テープはオーディオ対応テープよりも厳しいテストに合格する必要があります。コンピュ
ータの最新の DAT ドライブは、Media Recognition System（MRS）のデータ対応テープしか認識
しません。

その他の質問

Retrospect がサマリウィンドウとブラウザに報告するファイルサイズががサマリウィンドウとブラウザに報告するファイルサイズが Windows エエ
クスプローラと異なる理由はクスプローラと異なる理由は?

サイズの不一致は、指定されたファイルの論理サイズと物理サイズが異なるためです。ファイルの
論理サイズは、ファイルが保持する実際のバイト数です。物理サイズは、ファイルがハードディス
クやボリュームを占有する容量です。ファイルに対するこのような物理サイズは、ファイルの格納
場所（フロッピーディスクやハードディスクなど）によって異なります。Retrospect では、ファイ
ルの格納場所とは関係なく、ファイルの物理サイズに基づいたサイズを一貫して報告します。
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不要なバックアップセットを不要なバックアップセットを廃棄するには棄するには?

「設定」>「バックアップセット」を順にクリックします。「バックアップセットの選択」ウィン
ドウで、削除したいバックアップセットを選択し、ツールバーから「削除...」をクリックします。
全スクリプトの宛先ボリュームリストから、そのバックアップセットが削除されます。バックアッ
プセットを完全に削除するには、Windows エクスプローラを使用して、バックアップセットのカタ
ログファイルもゴミ箱にドラッグする必要があります。

存在しないボリュームを存在しないボリュームを廃棄するには棄するには?

「設定」>「ボリューム」をクリックします。「ソース選択」ウィンドウで削除するボリュームを
選択し、ツールバーから「削除...」をクリックします。全スクリプトの元ボリュームリストから、
そのボリュームが削除されます。

Retrospect の終了時に、次回のの終了時に、次回の Retrospect の実行を伝えるメッセージを表示しないの実行を伝えるメッセージを表示しない
ようにする方法はようにする方法は?

「設定」>「環境設定」の順にクリックします。通知環境設定の「終了時チェック環境設定」分類
を選択し、「次のスクリプトの有効性をチェック」をオフにします。

作成したスクリプトの保存場所は作成したスクリプトの保存場所は?

Retrospect スクリプトは Config77.dat ファイルに含まれています。Config77.dat ファイルは、
Retrospect アプリケーションと同じフォルダか、 ..¥Documents and Settings¥All
Users¥Application Data¥Retrospectにあります。

Retrospect に対するほとんどのカスタマイズ情報も同じ場所に保存されます。

Retrospect のエラーメッセージ
バックアップ中の比較エラー、復元中の書き込みエラー、復元中や検証中の読み出しエラーが検出
されると、関連ファイルをリストアップしたブラウザが表示されます。実行エラーのブラウザは、
参考のため印刷することや、他のブラウザにコピー、ペーストして簡単に再選択することができま
す。操作ログで、各ファイルに関連したエラーメッセージを参照し、適切な対策を行ってくださ
い。

Retrospect がネットワーク経由で操作を実行しているとき、クライアントコンピュータかバックア
ップコンピュータでエラーが発生すると、バックアップコンピュータの Retrospect で報告されま
す。一般に、クライアントで報告されるエラーは、Retrospect クライアントソフトウェアがシステ
ムを調査し、そのシステムをネットワーク経由で使用できないことが判明したときに発生します。

カタログの更新が必要です

前回、バックアップセットにデータをコピーしたときに、Retrospect がカタログを更新できなかっ
たことを示します。

原因は、ハードウェアや電源の障害、ディスクの容量限界、メモリの残り容量がないなどです。

カタログを更新しても、「カタログの更新が必要」エラーが消えない場合は、そのテープにファイ
ルを追加できないことを示します。処理方法には、以下の 3 通りがあります。

▪ 書き替えバックアップを実行する。カタログがリセットされ、メディアの内容は消去されて、既
存のバックアップファイルが削除されます。

▪ 「メディア制御」ボタン（「オプション」タブ）を使って、新規メディアにスキップする。次の
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バックアップでは、強制的に新規メディアが使用されます。

▪ 新規バックアップセットを作成し、新規メディアにバックアップする。
再同期中（低速）

カタログの更新中またはバックアップセットの再作成中にこのメッセージが表示された場合は、使
用中のバックアップセットメディアが破損している可能性があります。

このメッセージが約 15 分以上表示される場合は、カタログの更新やバックアップセットの再作成
を停止し、ここまでのセッションを保存します。これ以降、メディアにはデータを追加できなくな
ります。このバックアップセットに対する次回のバックアップでは、新規のメディアか消去済みの
メディアが必要になります。

このエラーは、デバイス通信に問題があるときに発生することもあります。FireWire および USB
デバイスのトラブルと SCSI のトラブルを参照してください。

バックアップセットヘッダに異常があります

ファイルの名前や容量を記録したファイルヘッダが、紛失したり、損傷しているファイルが見つか
った場合に表示されます。

このエラーは、デバイス通信に問題があるときに発生することもあります。USB/USB 2.0/USB 3.0
と SCSI のトラブルを参照してください。

メディアの内容が不明

メディア上にデータが見つかっても、Retrospect フォーマットのデータとして認識できない場合に
表示されます。リムーバブルカートリッジの場合は、認識できない内容が Retrospect 以外で保存さ
れた通常のファイルである可能性があります。大切なデータかもしれないので注意してください。

フロッピー、DVD-RAM、MO の各ディスクで、内容不明が表示された場合は注意してくださ
い。Retrospect で、ディスクバックアップセットとして、このディスクを使うと、ディスク上
のファイルは完全に消去されます。

テープの場合は、テープが破損しているか、バックアッププログラムやドライブとの互換性がない
ことを示します。ハードウェア圧縮機能を備えたドライブで使用したテープを、同じ規格のハード
ウェア圧縮をサポートしていないドライブで使用した場合に多く発生します。以下のトラブルシュ
ーティングを行ってください。

▪ 挿入したテープカートリッジとテープドライブに互換性があることを確認します。たとえば、
DDS-4 の 150 メートル長テープは、DDS-1、2、3 のドライブでは読み込むことができません。
それぞれのテープドライブがサポートするテープの最新情報については、 Retrospect Web サイ
トを参照してください。

▪ テープドライブのヘッドをクリーニングします。ドライブの発売元が推奨する条件に従って、ク
リーニングを継続してください。テープドライブは、特定のクリーニングカートリッジを使っ
て、定期的にクリーニングする必要があります（テープドライブのクリーニングを参照）。

▪ 他のテープでも内容が不明と表示されるかどうかチェックします。表示されるのが 1 本だけな
ら、テープが破損しているか、他のバックアップソフトウェアで書き込まれているか、あるいは
別の互換性のないテープドライブで作成された可能性があります。すべてのテープが認識できな
い場合は、それらのテープがすべて別のテープドライブで作成されたか、SCSI 設定に問題があ
るか、テープドライブが故障している可能性があります。SCSI バスのトラブルシューティング
の手順については、SCSI のトラブルを参照してください。
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▪ 可能な場合は、互換性のあるテープドライブでテープを読んでみてください。テープが、あるド
ライブでは読めたが、同じタイプの別のドライブでは認識できなかった場合は、そのドライブは
修理が必要です。ドライブの修理が必要かどうか判断する前に、ドライブの発売元にご相談くだ
さい。

メディアが違います

次の 2 つの場合には、Retrospect からメディアが違うと報告されます。

▪ 破損したテープバックアップセットに追加しようとしたとき。最後にテープに追加をしていたと
きにクラッシュや電源の故障があった場合は、次に追加しようとするとバックアップセットが破
損しているというエラーが出ます。このバックアップセットには書き込むことはできませんが、
ファイルはすべて復元することができます。新しいバックアップセットを作成するか、同じセッ
トに書き替えバックアップを行ってください。メディアは破損していませんが、バックアップセ
ットが破損しているので、追加できない状態です。

▪ 異なる種類のドライブを使用してテープバックアップセットに追加しようとしたとき。ドライブ
の種類が混在したバックアップセットを作成するときは、同様の種類のドライブを使ってくださ
い。

検証エラー

次のようなメッセージは、完全検証でファイルを検証する際のエラーを示しています。

▪ ファイル "Home.html": 更新日時の相違
▪ ファイル "Bore Dimensions":オフセット 263,078 で一致しません。

完全検証エラーは、宛先ボリュームにコピーされたファイルと、元ボリュームからコピーされたフ
ァイルが一致しなかったと Retrospect が判断したときに発生します。問題のファイルは、宛先ボリ
ュームに正しくコピーされていないと考えられます。この問題がバックアップ中に起こったとする
と、一致しなかったファイルは、次にこのバックアップセットに標準バックアップを行ったときに
再びコピーされます。

コピー中にそのファイルが使用中だったことがわかっている場合は問題ありません。単に、バック
アップから検証までの間にそのファイルが修正されたということを示します。オフセットの検証エ
ラーが表示された場合は、通信バスに問題があることを示しています。SCSI のトラブルを参照して
ください。

メディア検証エラーは、宛先メディア上のファイルの MD5 ダイジェストが、コピー元からファイ
ルをコピーする際に生成された MD5 ダイジェストと一致しないことを Retrospect が検出した場合
に発生します。

この場合、通常は宛先メディアに問題があります（メディアの破壊、不良ディスクセクタへのデー
タ書き込みなど）。バックアップセットのメディアに問題がないかチェックします。問題を解消で
きない場合は、新しいメディアにバックアップします。メディア検証エラーを生成するファイル
は、定義上、検証先のバックアップセットのファイルと一致しないファイルです。したがって、こ
れらのファイルは次のバックアップ時にバックアップ先に再度コピーされます。

特定の状況では、Retrospect はバックアップ時に生成された MD5 ダイジェストにアクセスす
ることができません。この問題は、Retrospect 15.0 より前のバージョンを使用して作成された
すべてのバックアップと、Retrospect の「バックアップ処理中に MD5 ダイジェストを生成」
環境設定が無効になった状態で行われたバックアップで発生します。詳しくは、検証環境設定
を参照してください。これらの場合でも、Retrospect はバックアップセットメディア上のすべ
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てのファイルが読み取り可能であるかどうかをチェックします。

メディア要求の時間切れ

この場合は、操作ログで「エラー -1204（ユーザからの応答がありません）」というエラーが表示
されます。

エラー通知

通常のエラーとは異なる重大なトラブルが発生しました。これが発生すると、「assert_log.utx」と
いう Retrospect フォルダ内にエラーログが作成されます。

このエラーが発生した場合は、コンピュータを再起動してから、エラーが発生したときに行った操
作を再度試してください。

Retrospect エラー番号
Retrospect で操作を完了できなかった場合、エラー番号が付いたアラートが表示されます。この項
では、いくつかの共通エラー番号について詳細に説明します。

エラーエラー -102（通信トラブル）（通信トラブル）

バックアップコンピュータが、バックアップデバイスと通信できなくなりました。

通信バス、デバイスケーブル、ターミネータ、設定をチェックしてください。FireWire および USB
デバイスのトラブルと SCSI のトラブルを参照してください。

エラーエラー -107（アプリケーションメモリが不足）（アプリケーションメモリが不足）

エラー -625 と実質的に同じです。

エラーエラー -203（ハードウェア故障）（ハードウェア故障）

メディアの損傷、通信トラブル、ハードウェアの故障などにより、バックアップデバイスが正常に
動作しません。

特定のメディアを使用したときだけに発生する場合は、メディアが損傷していると考えられます。
新規メディアに交換して試してください。他のメディアを使っても発生する場合は、通信バスかデ
バイスに問題があります。バックアップデバイスとコンピュータの電源を 2 分ほどオフにしてか
ら、再度試してください。

FireWire および USB デバイスのトラブルと SCSI のトラブルを参照してください。

エラーエラー -204（デバイスビジー）（デバイスビジー）

このエラーは、バックアップセットのメンバーとして使用するディスクにディスクバックアップセ
ットのカタログを格納する場合に発生する可能性があります。カタログを、ハードディスクに保存
してください。

エラーエラー -205（ストレージメディアアクセス不可）（ストレージメディアアクセス不可）

バックアップ中に通信バスがリセットされたため、Retrospect がメディアと通信できなくなった場
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合に発生します。

通信バスのトラブルが原因であることが多く、同時にエラー -102（通信トラブル）も発生する場合
があります。エラー-205 がエラー -102 と同時に発生した場合は、FireWire および USB デバイスの
トラブルおよびSCSI のトラブルを参照してください。

通信トラブルがなく、エラー –102 は起こらずにエラー –205 だけが発生する場合は、元ボリューム
にメディア障害がないかをチェックします。

ハードドライブの中には、メディア障害を検知すると同時にバスをリセットしてしまうものがあり
ます。ドライブをフォーマットするときに使用したソフトウェアを使い、ハードドライブのテスト
を行ってください。

エラーエラー -206（ドライブの障害、ヘッドの汚れ、メディア不良など）（ドライブの障害、ヘッドの汚れ、メディア不良など）

バックアップセットメディアの読み出しや書き込みが正常にできません。このエラーはバックアッ
プデバイスから報告され、次のような原因が考えられます。

▪ メディアに物理的な欠陥があり、交換が必要。→別のメディアに交換して試してください。
▪ テープドライブのヘッドが汚れており、クリーニングが必要。→テープドライブのマニュアルを
参照するか、クリーニング方法を発売元に問い合わせてください。

▪ 他のデバイスによる電波障害。→ SCSI バス上で、ドライブを他の電子デバイスの近くに設置し
ている場合は、そのデバイスを離れた場所に設置します。また他のデバイスを一時的に取り外
し、デバイス間のコンフリクトがないかをチェックします。他のコンピュータでバックアップデ
バイスをテストするとともに、モニタや他の電子デバイスが電波障害の原因になっていないかチ
ェックします。FireWire および USB デバイスのトラブルおよびSCSI のトラブルも参照してく
ださい。

▪ バックアップコンピュータまたはテープドライブが、クラッシュしたか、電源異常が発生した場
合にも、エラー -206 が報告されます。一部のテープドライブでは、テープ上にデータを追加す
るために、データの終了（EOD）マーカが必要です。テープに EOD マーカが記録されていない
場合は、Retrospect が次にテープに追加を行おうとしたときに、エラー –206 が報告されます。
EOD マーカの書き込みについてテープドライブは信頼できたとしても、バックアップコンピュ
ータがシステム終了または再起動した場合や、電源の供給が中断された場合は、EOD マーカが
書き込まれない可能性があります。テープに EOD がないと、Retrospect が次にデータを追加し
ようとしたときに、エラー –206 が発生します。

この問題を回避するには、次の注意に従ってください。基本操作やスクリプトで「検証」をオフに
しない。電源をオフにしたり、コンピュータを再起動する前に、テープを完全に巻き戻すか取り出
しておく。コンピュータがクラッシュした場合は、コンピュータを再起動したり電源を切る前に、
デバイスのイジェクトボタンを使って、テープを取り出すよう試みる。

テープの EOD マーカが欠如することで、エラー –206 が発生した場合は、テープを消去するまで、
そのテープにデータを追加することはできません。ただし、テープは物理的に損傷しておらず、復
元に使用することはできます。Retrospect の修復機能では、このテープを修復することはできませ
ん。このテープをバックアップやアーカイブで使用するには、「設定」>「バックアップセット」
で、そのテープのバックアップセットをリセットするか、「設定」>「デバイス」でテープを消去
します。

複数のメディアについてエラーが見られ、上記の可能性が排除された場合は、デバイスの故障の可
能性があります。発売元に問い合わせてください。
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エラーエラー -503（バックアップクライアントがオフにされています）（バックアップクライアントがオフにされています）

操作を開始する前に、クライアントがクライアントコンピュータのユーザによってオフにされてい
ます。クライアントを再起動すると、Retrospect クライアントコントロールパネルが自動的にオン
になります。

エラーエラー -505（バックアップクライアントが予約されています）（バックアップクライアントが予約されています）

クライアントが別のバックアップコンピュータによって使用されています。クライアントを同時に
2 台以上のバックアップコンピュータでは使用できません。

このエラーは、操作中にバックアップコンピュータまたはクライアントコンピュータがクラッシュ
するときにも発生します。両方のコンピュータを再起動してください。

エラーエラー -507（パスワードが不正です）（パスワードが不正です）

パスワードが正しく入力されているかどうかを確認してください。パスワードでは大文字小文字を
区別するので、正しく入力する必要があります。ライセンスコードではなく、クライアントのパス
ワードを入力していることを確認します。

クライアントのパスワードを思い出せない場合は、Retrospect クライアントソフトウェアをアンイ
ンストールし、クライアントコンピュータを再起動してから、新しいパスワードでクライアントソ
フトウェアを再インストールしなければなりません。

エラーエラー -508（アクセスが停止しました）（アクセスが停止しました）

操作中に、クライアントユーザが Retrospect クライアントコントロールパネルをオフにしました。
このエラーが起きると、バックアップコンピュータはエラーを記録し、次のクライアントに移りま
す。

エラーエラー -515（（Piton プロトコルのエラーです）プロトコルのエラーです）

ネットワーク経由で転送中に、データが壊れていることがわかりました。原因としてハードウェア
障害が考えられます。

エラーのパターンを調べます。問題が 1 台のクライアントだけに起こる場合は、そのクライアント
のネットワークコネクタかネットワーク接続に問題があると考えられます。問題が複数のクライア
ントで起こり、エラーに一貫したパターンがなければ、バックアップコンピュータのネットワーク
カードかネットワーク接続、またはすべてのネットワークトランザクションに共通するゲートウェ
イかルーターに問題があると考えられます。詳しくは、ネットワークのトラブルシューティングの
テクニックを参照してください。

エラーエラー -519（ネットワーク通信に失敗しました）（ネットワーク通信に失敗しました）

バックアップコンピュータとクライアントコンピュータが通信を停止しました。エラーが発生する
状況と対策を以下に示します。

バックアップ中にユーザがクライアントをシステム終了したか、またはバックアップ中にクライア
ントが失敗したか、ネットワークから切断された。→クライアントが失敗した原因やネットワーク
通信リンクの故障箇所（ルーター、ブリッジ、ハブ、個々のネットワークコネクタなど）を特定し
てください。問題がソフトウェアのコンフリクトにあるかどうかを特定するには、次の項目が役立
ちます。

バックアップ中にユーザがクライアントで実行しているアプリケーションが多すぎるか、1 つのア
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プリケーションがコンピュータの処理能力の大半を消費している。→クライアントがアイドル状態
のときに、バックアップをスケジュールしてください。

ハードウェアやソフトウェアに起因するネットワーク通信の問題によって、トランザクションの信
頼性が低下する。→クライアントの故障したネットワークコネクタがエラーの原因になります。故
障したネットワークコネクタがエラーの原因かどうかを特定するには、コネクタを隣接する正常な
コンピュータのコネクタと交換してみます。詳しくは、ネットワークのトラブルシューティングの
テクニックを参照してください。

ハードディスクの不良や故障によって、クライアントコンピュータがハングアップする。クライア
ント上のハードディスクのリードライトが「オン」のまま点滅しないために、クライアントを再起
動する必要がある場合は、ハードディスクが故障しているか、ハードディスクのファームウェアや
ソフトウェアにバグがあります。ハードディスクがハングアップする場合は、ドライバをドライブ
メーカー提供の最新バージョンに更新します。次に、ディスクチェックプログラムを実行してみま
す。

ネットワークソフトウェアがネットワークハードウェアと互換性がない。→古いソフトウェアに問
題がある可能性があります。ご使用のネットワークハードウェアに対応する最新のネットワークソ
フトウェアを使用してください。

エラーエラー -525（名前（名前/ログインの競合）ログインの競合）

一般にこのエラーは、クライアントがアンインストール後に再インストールされたときか、ログイ
ンされていないクライアントソフトウェアに交換されたときに起こる傾向にあります。

バックアップコンピュータで、「設定」>「クライアント」に進み、問題が発生しているクライア
ントを選択して削除します。「追加...」をクリックしてネットワーク状況ウィンドウに進み、同じ
名前のクライアントを追加します。クライアントをスクリプトに追加します。

エラーエラー -527（バックアップクライアントの名前が変更されています）（バックアップクライアントの名前が変更されています）

別のバックアップ管理者が、別のバックアップコンピュータからクライアントの名前を変更してい
ます。単にクライアントを設定し直し、クライアントデータベースで名前を更新します。

エラーエラー -530（バックアップクライアントが見つかりません）（バックアップクライアントが見つかりません）

Retrospect は、ネットワークでクライアントコンピュータを見つけることができません。クライア
ントコンピュータがネットワークに接続されてオンになっていることと、節電ソフトウェアが電源
をオフにしていないことを確認します。モバイルコンピュータの場合は、「一時休止」や「スリー
プ」モードでないことを確認します。一時休止している Windows コンピュータは再起動すると、
Retrospect から参照が可能になります。クライアントが最新バージョンの Retrospect クライアン
トソフトウェアを使用しており、起動時にロードされていることを確認します。

最新バージョンでない場合や起動時にロードされていない場合は、クライアントサービスがシステ
ム起動時にロードされませんや Retrospect クライアントがシステム起動時にロードされませんの指
示に従います。

「設定」>「ボリューム」から「プロパティ」を使用して、バックアップコンピュータとクライア
ント間で接続テストを行います。バックアップコンピュータがクライアントと接続できる場合は、
Retrospect が測定した転送レートを KB/秒で表示します。ping も試してみます（テストと Ping に
よる TCP/IP 通信の確認を参照）。
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エラーエラー -540（サービス作成中の障害）（サービス作成中の障害）

Retrospect は、Windows クライアントに正常にアクセスできませんでした。

エラーエラー -541（バックアップクライアントがインストールされていないか、動作してい（バックアップクライアントがインストールされていないか、動作してい
ません）ません）

バックアップコンピュータは、IP アドレスでクライアントコンピュータを参照できますが、クライ
アントソフトウェアが動作していません。

クライアントコンピュータがオンになっていることと、節電ソフトウェアが電源をオフにしていな
いことを確認します。モバイルコンピュータの場合は、「一時休止」や「スリープ」モードでない
ことを確認します。クライアントソフトウェアを再起動し、再度試します。

Retrospect クライアントコントロールパネルを開き、「状況」フィールドのエラーメッセージか
ら、クライアントソフトウェアが動作しない原因を確認します。クライアントソフトウェアを再イ
ンストールする必要がある場合もあります。

バックアップコンピュータに複数の Ethernet カードが取り付けられている場合は、そのことが問題
の原因である可能性もあります。詳しくは、Retrospect Knowledgebase（ www.retrospect.com/jp/
knowledgebase）の「Troubleshooting multiple ethernet cards on a Retrospect Client running
Windows」を参照してください。

エラーエラー -594（サーバとの通信が切断）（サーバとの通信が切断）

このエラーは、Retrospect の「利用可能な更新を自動でチェック」環境設定が有効になっていると
きに、更新のダウンロード中に Retrospect が更新サーバへの接続を失った場合に発生します。

エラーエラー -625（メモリ不足です）（メモリ不足です）

メモリの残り容量が不十分なので、Retrospect の作業を続行できません。このエラーは、ボリュー
ムとカタログのスキャン時に多く発生します。

他のアプリケーションがメモリの大部分を使用しているか、コンピュータが搭載している RAM が
十分でない場合も、このエラーが表示されます。

他のアプリケーションを終了して再起動するか、スワップ領域に仮想メモリを追加して Retrospect
がより多くのメモリを利用できるようにします。メモリを増やしてから、エラー発生時の操作を再
度行ってください。

お使いの Retrospect 製品が複数の同時実行動作に対応している場合、Retrospect, Inc. は以下をお
勧めします。

▪ 2 個の実行ユニット、512 MB RAM
▪ 4 個の実行ユニット、1 GB RAM
▪ 8 個の実行ユニット、2 GB RAM

この条件でもエラー -625 が発生するようであれば、実行ユニットの数を減らして試してくださ
い。詳しくは、全般環境設定を参照してください。

エラーエラー -641（チェックサムが一致していません）（チェックサムが一致していません）

カタログなどの、Retrospect のファイルが破損しています。
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カタログが破損しているかどうかをチェックするには、Retrospect がカタログ内のすべてのファイ
ルをスキャンできるように空白ファイル名の検索による復元を設定します。エラーが発生した場合
は、このカタログが破損していることがわかります。

バックアップまたはアーカイブ中にエラーが起こった場合、宛先のカタログを再作成（カタログの
再作成を参照）する必要があります。カタログを再作成したら、スクリプトでこのバックアップセ
ットを再選択します。Retrospect の起動時にエラーが発生する場合は、Retrospect が起動中にクラ
ッシュする。を参照してください。

エラーエラー -843（別の操作がリソースを使用中）（別の操作がリソースを使用中）

アクセスしようとしているリソース（ボリューム、サブボリューム、バックアップセットなど）が
現在使用中です。例として、C: のサブボリュームをバックアップ中に C: ドライブを参照しようと
した場合などを挙げることができます。

必要なリソースが利用可能になるまで待ってから、操作をやり直します。

エラーエラー -1004（データベースのバックアップ（データベースのバックアップ/復元エラーです。）復元エラーです。）

データベース API によりエラーが報告されました。

操作ログ中のこのエラーのすぐ前の行で、API から Retrospect に報告された内容が詳細に説明され
ています。

エラーエラー -1017（アクセス権が不十分です）（アクセス権が不十分です）

バックアップ操作中に Retrospect がボリュームにアクセスできませんでした。

この問題が発生するのは、ボリュームのバックアップスクリプトを Retrospect クライアントを介さ
ず、Microsoft ネットワーク経由で実行している場合です。

不十分なアクセス権によるエラーは、次に挙げる状況で発生することがあります。

▪ スクリプトの作成時にユーザ Xとしてログインしていたが、バックアップ時には元ボリューム
サーバへのアクセス権を持たないユーザ Yとしてログインしている場合。

▪ スクリプトの作成時にユーザ Xとしてログインしていたが、バックアップ時にはログインして
いない場合。

このエラーは、マッピングしたネットワークドライブを元ボリューム、または宛先として使用する
バックアップでも発生することがあります。マッピングしたネットワークドライブを処理するスク
リプトの実行中に、このエラーが発生した場合は、Launcher サービス（Retrospect を自動起動す
るサービス）が、そのドライブに適切なアクセス権を持つユーザとしてログオンするように設定さ
れていないことが原因です。

いずれの場合も、-1017 エラーを回避する方法については、Retrospect Knowledgebase（
www.retrospect.com/jp/knowledgebase）を参照してください。

エラーエラー -1020（共有違反です）（共有違反です）

ファイルが使用中のため、アクセスできません。

他のアプリケーションやオペレーティングシステムがファイルを開いているため、Retrospect がア
クセスできなかった可能性があります。ファイルを使用しているアプリケーションを終了します。
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このエラーが重要でないファイルに対して報告される可能性がありますが、そのような場合はエラ
ーを無視することができます。

エラーエラー -1101（ファイル（ファイル/ディレクトリが見つかりません）ディレクトリが見つかりません）

指定したファイルを、Retrospect が見つけることができません。

実行中に、ファイルやフォルダが移動または削除されたことが考えられます。

バックアップセットのカタログファイルを移動したためにこのエラーが発生し、Retrospect がカタ
ログファイルの移動先を問い合わせてきた場合は、ファイル選択ダイアログボックスを使用してフ
ァイルやフォルダを移動し、Retrospect にカタログファイルの新しい場所を指示します。

もう一度バックアップを実行してみてください。再びエラーが発生する場合は、ディスクチェック
ユーティリティを実行し、ディレクトリが損傷していないかをチェックしてください。

エラーエラー -1102（ドライブが見つからないか、利用できません）（ドライブが見つからないか、利用できません）

ドライブを見つけることができません。

このエラーは、フォルダが移動または削除された場合にサブボリュームで発生します。

エラーエラー -1110（一般的な入出力障害です）（一般的な入出力障害です）

元ボリュームで、メディア障害が発生しました。

ディスクユーティリティや、ハードドライブに付属のフォーマットプログラムを使って、元ボリュ
ームを検証します。Windows の場合、ScanDisk を使用します。Macintosh の場合、Drive Setup の
Test コマンドと Disk First Aid を使用します。

エラーエラー -1111（ロック領域で競合が発生しています）（ロック領域で競合が発生しています）

ファイルが、ロックの範囲を使用した別のアプリケーションまたはサービスによって開かれている
ため、Retrospect はそのファイルをバックアップできません。

アプリケーションを停止してからバックアップを開始し、その後でアプリケーションを再開してく
ださい。Retrospect の外部スクリプト機能（外部スクリプトを参照）を使用することで、別のアプ
リケーションを自動的に停止、再開することを検討してください。

エラーエラー -1115（ディスクがいっぱいです）（ディスクがいっぱいです）

ボリュームの空き容量が少ないか、利用できるスペースがないことを示します。

次の 3 つの原因が考えられます。

▪ 宛先ボリュームの残り容量を超える量のファイルを復元または複製しようとした。
▪ Retrospect がバックアップセットのカタログを更新し、カタログが保存されているボリューム
の残り容量がなくなった。

▪ ファイルバックアップセットへのバックアップ中に、宛先ボリュームの空き容量がなくなった。

Windows エクスプローラに切り替えて、空き容量の少なくなったハードディスク上の必要のないフ
ァイルを削除し、ゴミ箱を空にして空き容量を増やします。マークするファイル数を少なくして復
元または複製を行うか、容量の大きい宛先ボリュームを選択します。カタログ圧縮（「オプショ
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ン」タブを参照）を使用して、カタログの使用容量を少なくします。

エラーエラー -1204（ユーザからの応答がありません）（ユーザからの応答がありません）

メディア要求の制限時間内に、要求したディスク、テープが見つかりませんでした。

メディア要求の時間切れ環境設定（要求環境設定を参照）をオフにして、要求メディアを無期限に
待機するようにします。

エラーエラー -2241（カタログが無効（カタログが無効/損傷）損傷）

エラー -641 と実質的に同じです。

エラーエラー -2247（スナップショットが見つかりません）（スナップショットが見つかりません）

Retrospect は要求されたスナップショットをメディアで見つけることができません。詳しくは、メ
ディアから古いスナップショットを復元中に、利用可能なスナップショットが見つからないという
メッセージが表示される。を参照してください。

エラーエラー -3047（ディスク非動作しきい値の条件に合いません。）（ディスク非動作しきい値の条件に合いません。）

このエラーが発生することがあるのは、アドオンのオープンファイルバックアップを使用している
場合です。オープンファイルバックアップは、開いているファイルを正確にコピーするために、元
ボリュームのディスクが一定の期間、非動作状態になることを必要とします。Retrospect では、オ
ープンファイルバックアップによる実行する前に、元ボリュームのディスクがアイドル状態になる
のを待つ時間の長さが「ディスク休止しきい値」として定義されています。この時間が経過する
と、再試行のタイムアウトが生じるまで、再び待機します。初期設定値は 5000 ミリ秒です。

ディスク休止しきい値の設定を低めに変更して試してください。詳しくは、Windows のオープンフ
ァイルオプションを参照してください。

オープンファイルバックアップのヒントにも、参考になる情報が記載されています。

Retrospect クライアントエラー
クライアントのバックアップ時、クライアント側でもエラーメッセージを受け取る場合がありま
す。エラーは、クライアントコンピュータのクライアントコントロールパネルに表示されます。

Windows クライアントコントロールパネルのエラー

すべてが正常に設定され、エラーが発生していなければ、コントロールパネルの「状況」タブに
「準備完了」と表示されるか、「状況」フィールドに「最初のアクセスを待機中」と表示されま
す。「状況」タブの下には履歴領域があり、最近使用した操作やエラーメッセージに関する情報が
表示されます。

クライアントサービスがシステム起動時にロードされませんクライアントサービスがシステム起動時にロードされません

「状況」タブにこのエラーメッセージが表示されている場合は、履歴フィールドでWindows クライ
アントコントロールパネルの起動時エラーに示すメッセージを確認し、その指示に従います。

クライアントソフトウェアが起動時にロードされない原因（表に示したもの以外）を以下に示しま
す。

▪ クライアントソフトウェアのファイルが正しい場所にない。→クライアントソフトウェアは、イ
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ンストール時に指定した場所に置かれている必要があります。クライアントソフトウェアのファ
イルを正しい場所に戻すか、Setup プログラムを実行してクライアントソフトウェアを再インス
トールします。インストールするときには、管理者か完全なアクセス権を持つ別のユーザでログ
インします。

▪ クライアントのサービスが中断した。→これは異常な状態です。Retroclient.exe を起動すること
でサービスを復帰できる場合もありますが、サービスを中断させた真の原因がわからないので、
クライアントコンピュータを再起動するのが最もよい方法です。

UNIX クライアントコントロールパネルのエラー

すべてが正常に設定され、エラーが発生していなければ、コントロールパネルの「状況」タブに
「準備完了」と表示されるか、「状況」フィールドに「最初のアクセスを待機中」と表示されま
す。「状況」タブの下には履歴領域があり、最近使用した操作やエラーメッセージに関する情報が
表示されます。

Mac OS クライアントコントロールパネルのエラー

すべてが正常に設定され、エラーが発生していなければ、Retrospect クライアントコントロールパ
ネルの「状況」フィールドに「準備完了」または「最初のアクセスを待機中」と表示されます。
「状況」フィールドの下には「履歴」領域があり、最近使用した操作やエラーメッセージに関する
情報が表示されます。

Retrospect のサポート
Retrospect 内から多くの便利なリソースにアクセスすることができます。Retrospect の「ヘルプ」
メニューから次のリソースにアクセスできます。

▪ Retrospect アップデート。このオプションは、現在インストールされている Retrospect 向けの
無料更新を Retrospect Web サイトでチェックする場合に選択します。詳しくは、Retrospect 更
新を参照してください。

▪ Retrospect Web サイト。インターネット上の Retrospect のホームページ。Retrospect Web サ
イトに直接アクセスするには、Web ブラウザで www.retrospect.com/jpを開きます。

▪ オンライン Knowledgebase。Retrospect に関連する用語、エラーメッセージ、トラブルシュー
ティングのテクニックに関するよくある質問の回答を蓄積した検索データベース。
Knowledgebase に直接アクセスするには、Web ブラウザで www.retrospect.com/jp/
knowledgebase を開きます。

▪ サポートされているデバイス。バックアップハードウェアの互換性に関する検索データベースに
よって、Retrospect がサポートするデバイスの情報を知ることができます。対応デバイス情報
をご覧になるには、Web ブラウザで www.retrospect.com/jp/supporteddevicesを開きます。

▪ Retrospect, Inc. Retrospect のサポート。Retrospect Web サイトのサポート部署。チュートリ
アルへのリンクやユーザフォーラムなどが含まれています。サポートセクションをご覧になるに
は、Web ブラウザで www.retrospect.com/jp/supportを開きます。

これらのリソースはすべて無償で利用できます。これらのリソースを最大限に活用することで、問
題の早急な解決に役立てることができます。

これらのリソースを使用しても問題を解決できない場合は、Retrospect のテクニカルサポートにお
問い合わせください。利用可能なサポートオプションの詳細については、Retrospect のサポートマ
トリックス（ www.retrospect.com/jp/support_matrix）をご確認ください。

テクニカルサポートの連絡先は、 www.retrospect.com/contactsupport_jpでご確認ください。
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Chapter 13

ブロックレベルの増分バックアップ

▪ 概要
▪ ストレージ保存
▪ 利用
▪ ロギング
▪ オプション
▪ 後方互換性
▪ 技術的な詳細
概要

Retrospect には更新されたファイル部分のみをバックアップする機能が付きました。Window 向け
Microsoft Outlook や FileMaker など多くのアプリケーションには、常に少しずつ更新されている大
容量ファイルがあります。バックアップスクリプトでブロックレベルの増分バックアップを有効に
した後、次に行うのは修正ファイルのフルバックアップです。大容量ファイルについては、その後
バックアップスクリプトを用いて増分バックアップが行われ、前回のバックアップから更新された
ブロックのみが保存されます。この機能を用いてバックアップファイルを復元させる場合、
Retrospect はまずフルバックアップ、次にそれ以降の増分を復元させます。例えば、5度バックア
ップされたファイルを復元するには、 Retrospect はそのファイルの最初のフルバックアップを復元
し、それから4回の増分をそれぞれ復元することになります。

ブロックレベルの増分バックアップは既存の Retrospect のファイルレベル機能と連携します。バッ
クアップにセレクターやルールを使う場合、選択したファイルだけにフルバックアップまたは増分
バックアップが行われます。マッチングを有効にすると、バックアップセットにマッチングバージ
ョンのあるファイルが全てスキップされます。ソフトウェア圧縮を有効にすると、ブロックレベル
の増分が圧縮されてバックアップセットに保存されます。ファイルのブロックレベルの増分バック
アップを含むスナップショットやバックアップセットを転送すると、そのファイルの完全版につな
がる一連の過去の増分が自動的に転送されます。グルーミング時にグルーミング方針に従ってファ
イルの増分が保存される場合、そのファイルの完全版につながる一連の過去の増分が自動的に保存
されます。

ブロックレベルの増分バックアップは様々な種類のバックセット (ディスク、ファイル、テープ等)
と連携します。

ストレージ保存

ブロックレベルの増分バックアップが有効化されると、特定の大容量ファイルをバックアップする
時にストレージの大量保存が可能な場合があります (時として日常利用の90%超)。

Application File Type Use Savings

Microsoft Outlook 2013 for
Windows .pst Daily use with 100 new

emails 95%

Microsoft Outlook 2011 for
Mac Database Daily use with 100 new

emails 93%

Microsoft Entourage 2008
for Mac n/a Daily use with 100 new

emails 95%
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Application File Type Use Savings

Microsoft Exchange 2013 .edb Daily use 90%

FileMaker Pro 13 .fmp12 Add 20 records 85%

VMware Fusion 5 for Mac .vmdk Install 100 Windows
Updates 60%

VMware Fusion 5 for Mac .vmdk Install Office then VM
snapshot 70%

特定のアプリケーションがどのようにデータを保存・修正するかによって、ブロックレベルの増分
バックアップによるストレージ保存が異なる場合があります。Retrospect は、ブロックレベルの増
分バックアップのメリットが得られない既知のあらゆるファイルタイプを自動的に排除します。そ
の他は簡単に追加できます。詳しくはオプションを参照してください。

利用

ブロックレベルの増分バックアップはスクリプトとウィザードのオプションで、全ての種類のバッ
クアップセットやメディアセットと一緒に利用できます。この機能はデフォルトではオフになって
いますが、有効無効にいつでも切り替えられます。ブロックレベルの増分バックアップが一旦有効
になると、各新規ファイルや更新ファイルは初回にフルバックアップされます。それ以降のバック
アップでは、適用ファイルの更新ブロックだけがバックアップされます。詳しくは技術的な詳細を
参照してください。

オプションはバックアップ、アーカイブおよびプロアクティブスクリプトのオプションで選択でき
ます。

適用ファイル適用ファイル

ブロックレベルの増分バックアップが有効化されると、100MB以上のファイルはデフォルトで増分
バックアップされます。それより小さなファイルは、リストアのオーバーヘッドが増分バックアッ
プのメリットを上回るため自動的にフルバックアップされます。詳しい情報はオプションを参照く
ださい。

デジタルメディアファイルについては、一部のメディアオーサリングアプリによりほんの僅かな編
集でもファイルが大幅に変更されてしまいます。このような場合、ブロックレベルの増分バックア
ップのメリットは限定的なものとなります。
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ロギング

バックアップの実行中に、Retrospect はバックアップしているファイル全体のサイズを表示しま
す。完了すると Retrospect は実際にバックアップされた増分のサイズを表示します。

以下の例は2つの更新ファイルのバックアップ完了を示すオペレーションログです。一つのファイル
全体のサイズは100MBで、そのうち5MBが前回のバックアップから更新されています。もう一つの
ファイルサイズは1MBで、ブロックレベルの増分バックアップのデフォルト要件を満たしていない
ためフルバックアップされています。この結果、実際のバックアップサイズは約6MB (6,147KB) に
なりました。このバックアップではソフトウェア圧縮がオフになっているため、94%圧縮というロ
グ数値はブロックレベルの増分バックアップによりバックアップサイズが94%縮小されたことを示
しています。

ブロックレベルのインクリメンタルバックアップが有効になると、進捗パネルで表示されるデータ
の量はオペレーティングログに一覧で表示される量と異なる可能性があります。Retrospect はファ
イルのサイズに基づいてバックアップされるべきデータを計算します。しかしログの最終的な数字
はデータがどれだけバックアップされたかに基づいています。この最終的なサイズはブロックレベ
ルのインクリメンタルバックアップおよびソフトウェア圧縮の両方を通してどれだけ保存されたか
によって異なります。

オプション

ブロックレベルの増分バックアップが有効になると、100MB 以上のファイルはデフォルトで増分バ
ックアップされます。それより小さなファイルは、リストアのオーバーヘッドが増分バックアップ
のメリットを上回るため自動的にフルバックアップされます。これはブロックレベルフィルタとい
うルールやセレクターでカスタマイズが可能です。ブロックレベルフィルタはファイルのバックア
ップ方法を制御します (すなわち、ファイルをフルバックアップするか増分バックアップするかを決
定します)。バックアップするファイルを選択するには、バックアップスクリプトの代わりに他のル
ールやセレクターの一つ (キャッシュファイルやユーザーファイルを除く全てのファイルと設定な
ど) を選択します。

「コンフィギュア」のブロックレベルフィルタ > セレクター:
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その他の閾値その他の閾値

ブロックレベルの増分バックアップには他に2つの閾値 (バックアップ回数と前回のバックアップか
ら経過した日数) があります。ファイルの最近30件のバックアップが全て増分かまたは直近のバッ
クアップからの経過日数が31日を超えている場合、増分バックアップの連続性を壊してしまう (一
部のバックアップを復元不能にしてしまう) ストアレージメディアの喪失リスクを減らすため、
Retrospect はフルバックアップを自動的に行います。これらの設定は retro.ini でカスタマイズでき
ます。

# retro.ini
[Options]
MaxFileBlockLevelBackups=30
NumDaysAllowedSinceLastBlockLevelBackup=31

後方互換性

ブロックレベルの増分バックアップは旧バージョンの Retrospect では復元できません。ブロックレ
ベルの増分バックアップのためにバックアップスクリプトを有効にすると、関連するバックアプセ
ットが旧バージョンの Retrospect で作成されている場合、それらをアップグレードするよう指示さ
れます。バックアップセットと旧 Retrospect バージョンの互換性を維持するには、アップグレード
指示をキャンセルすれば、ブロックレベルの増分バックアップは無効のままになります。
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技術的な詳細

ブロックレベルの増分バックアップの速度とサイズは、特定のアプリケーションがどのようにデー
タを保存・修正するかによって左右されます。Apple Mailのようなアプリケーションは各アイテム
(電子メールや文書) を別個のファイルとして保存します。これらの小さなファイルが変更される
と、Retrospect はファイル全体を迅速にバックアップします。他のアプリケーションには沢山のア
イテム、データベース、ディスクイメージが保存されているので、ブロックレベルの増分バックア
ップを使えばこれらのバックアップパフォーマンスが最も向上します。映画、写真、音楽などのア
イテムについては、編集しない限りファイル自体に変更はありません。Retrospect の対応機能を備
えた標準バックアップで十分間に合います。

バックアップスクリプトでブロックレベルの増分バックアップを有効化した後、次回の新規ファイ
ルや更新ファイルのバックアップはフルバックアップになります。以降のバックアップでは、適用
ファイルの2MBブロックをそれぞれ過去のバックアップのチェックサムと比較して、更新のあった
ブロックだけがバックアップされます。ブロックレベルの増分バックアップを利用できないファイ
ルについてはフルバックアップが行われます。
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Chapter 14

SQL Server Agent
▪ 最新情報
▪ セキュリティ
▪ インストール
▪ 一般的な使い方
▪ バックアップ
▪ データベースバックアップ履歴
▪ 復元
▪ 障害発生時の復旧

SQL Server Agent は、Microsoft SQL (2005, 2008, 2012, 2014, 2016) サーバのバックアップや復元
を行うための Retrospect のアドオンです。このアドオンがないと、Retrospect は、動作中の SQL
サーバからデータベースを容易かつ確実にバックアップすることはできません。

SQL サーバは、（そのサーバ自体で Retrospect アプリケーションを動作させて）ローカルにバッ
クアップするか、（別のコンピュータで Retrospect アプリケーションを動作させて）Retrospect
クライアントとしてバックアップすることができます。

最新情報

SQL クラスタのサポートクラスタのサポート

Retrospect はクラスタ環境で SQL サーバのバックアップおよび復元をサポートしますが、次の制
限があります。

▪ クラスターには2つのノードのみを持つことができます。
▪ 2 ノード間で共有している複数の SQL リソース グループをバックアップできます。
▪ ノードは Retrospect クライアントとしてバックアップおよび復元しなければなりません。

Retrospect バックアップ コンピュータはクラスタ内の 1 ノードになることはできません。
▪ SQL リソース グループを所有するノード上の SQL データをバックアップすることのみが可能で
す。 同様に、SQL リソース グループを所有するノード上に SQL データを復元することのみが
可能です。

▪ Retrospect はクラスタ構成情報をバックアップおよび復元しません。 障害発生時の復旧シナリ
オでは、Retrospect により SQL データを復元する前に手動でクラスタを再作成する必要があり
ます。

▪ ノードが現在 SQL リソース グループを所有しているかどうかに関係なく、SQL データを確実に
バックアップしたい場合、各ノードに対する個別の SQL ライセンス（およびクライアント ライ
センス）が必要です。 特定のノードが SQL リソース グループを所有している時に SQL データ
をバックアップしたいだけの場合は、該当するノードに対する SQL ライセンス（およびクライ
アント ライセンス）が必要です。

SQL コンテナが表示されないコンテナが表示されない

すでに Retrospect が動作しているシステムに SQL サーバをインストールする場合、Retrospect が
SQL コンテナを認識する前にサーバを再起動する必要があります。

データおよびログデータおよびログ ファイルを復元するためのカスタムファイルを復元するためのカスタム パスパス

デフォルトのオプションでのデータベース復元操作中、Retrospect はデータベース データおよびロ
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グファイルを、それぞれが別の場所に保存されている場合であっても（データファイルは C:\、ロ
グファイルは E:\ など）、そのオリジナルの場所に復元します。 カスタム パスへ復元するように選
択した場合には、データとログファイルの両方が、指定した 1 つの場所（D:\ など）に復元されま
す。

セキュリティ

Retrospect Exchange Server Agent アドオンも使用する場合は、セキュリティをお読みください。
Exchange Server Agent のセキュリティ設定に関する詳しい説明があります。

不適格なユーザがバックアップコンピュータで Retrospect を起動して、SQL サーバをバックアッ
プする事態そのものは、さまざまな手段で防止できるでしょう。重要なのは、正しいセキュリティ
コンテキストで動作し、正しいセキュリティコンテキストで各 SQL サーバにアクセスするように、
Retrospect を設定することです。たとえば、SQL サーバへの十分なアクセス権を持つユーザとして
実行されるように Retrospect の環境設定を行ったり、各 SQL サーバに SQL 認証またはドメイン認
証を通じて、個別にログインするように設定する必要があります。

Retrospect をすでにインストール済みまたは実行済みであるかどうかにかかわらず、またセキュリ
ティ環境設定を以前どのように設定していたかにかかわらず、SQL を操作できるようにするには以
下の手順に従ってください。

ユーザログインの作成および管理

Retrospect 専用のログインアカウントを作成し、Retrospect のユーザを Backup Operators として
識別する必要があります。そのための手順では、Active Directory Users and Computersを使用しま
す。これを以下に示します。

Retrospect バックアップユーザアカウントの作成バックアップユーザアカウントの作成

SQL サーバのドメイン内で、RBU（Retrospect バックアップユーザアカウントを示す）など、
Retrospect 専用のログインを作成します。

このアカウントを、Domain Users、Domain Admins、Administrators、および Backup Operators
のメンバーにします。

バックアップオペレータの追加バックアップオペレータの追加

Retrospect のユーザのアカウントを、Backup Operators のメンバーにします。バックアップコン
ピュータの Retrospect で使用するログインアカウントは、Backup Operators または
Administrators のメンバーでなければなりません。

Retrospect セキュリティ環境設定

Retrospect バックアップユーザアカウントを設定した後は、その新しいアカウントを使用するよう
に Retrospect を設定する必要があります。それぞれの SQL サーバに対して別々のドメインユーザ
として実行するように、またはそれぞれの SQL に対して所定の SQL ログインを使用するようにも
設定できますが、すべての SQL サーバに対する Retrospect バックアップユーザとして実行するよ
うに特定の環境設定を行うほうが簡単でよいでしょう。以下の手順では、その環境設定の方法を説
明します。後で別の SQL サーバログインを設定できます。

管理者権限のログインを使って、バックアップコンピュータにログインします。

Retrospect をバックアップコンピュータにインストールしていない場合は、「はじめに」の説明に
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従ってインストールを行います。

Retrospect アプリケーションを起動します。

バックアップコンピュータで Retrospect を最初に起動する場合は、起動後に Retrospect の起動ウ
ィザードが開きます。このウィザードには、ユーザアカウント情報を入力する画面が表示されま
す。

バックアップコンピュータで Retrospect を実行するのが今回初めてではない場合、Retrospect ナ
ビゲーションバーの「設定」をクリックしてから、「環境設定」をクリックします。「実行」環境
設定グループで、「セキュリティ」をクリックします。
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ユーザログインの選択ユーザログインの選択

「環境設定」ウィンドウと初めて起動したときの「ユーザアカウント」ウィンドウの両方に、
Retrospect アプリケーションが実行されるときのユーザログインを決めるラジオボタンが 2 つあり
ます。

「ログインユーザで Retrospect を起動」は、（「スタート」メニューか Windows エクスプローラ
から）Retrospect を手動で起動したときに、実行されます。Retrospect を自動で起動した場合は
（スクリプトを実行）、「ローカルシステム」アカウントで動作します。どちらも SQL に使用する
のは最適ではありません。なぜならば、権限不足によってバックアップができない可能性があるか
らです。したがって、この環境設定を選択しないでください。

SQL で使用する場合には、「指定されたユーザで Retrospect を常に起動」の設定をお勧めしま
す。ラジオボタンをクリックして、この環境設定を選択します。Retrospect バックアップユーザ
名、パスワード、およびドメインを入力します。

「OK」をクリックしてセキュリティ環境設定の変更を受け入れると、入力を確定するように求めら
れるので、「OK」をクリックします。

ログインが無効なことを示すメッセージが表示される場合は、ドメインユーザ名またはパスワード
の入力ミスの可能性があります。名前を再チェックし、Retrospect バックアップユーザアカウント
の作成から始まる上記手順に従ってください。

指定のドメインユーザであることが確認された場合は、アプリケーションを終了し再起動して、変
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更を有効にするように求められます。終了して管理者をログオフし、次の手順に進みます。

適正な操作の検証適正な操作の検証

Backup Operators のメンバーであるユーザとして、バックアップコンピュータにログインします。
Retrospect を起動し、アプリケーションウィンドウのタイトルに注目します。このウィンドウタイ
トルには、アプリケーションを実行しているユーザが入ります。別のユーザとしてバックアップコ
ンピュータにログインしていても、アプリケーションを実行している「ユーザ」は Retrospect バッ
クアップユーザアカウントです。

ローカル管理者権限ローカル管理者権限

常に特定のログインで実行するように Retrospect を設定した場合、ログインに権限が何も割り当て
られていなければローカル管理者権限が割り当てられます。

前に説明したセキュリティ環境設定が行われ、Backup Operators または Administrators のメンバー
としてバックアップコンピュータにログインした場合、Retrospect は必ず、最低限ローカル管理者
権限で実行されます。

これは、バックアップオペレータが Retrospect での管理者権限を利用して、ローカルコンピュータ
のファイルを操作できることを意味します。

セキュリティを追加するには、Retrospect アプリケーションに対するユーザアクセスを制御する、
Retrospect のパスワード保護環境設定の使用を検討してください。

インストール

Retrospect をバックアップコンピュータにインストールしていない場合は、「はじめに」の説明に
従ってインストールを行います。セキュリティで前述したように、セキュリティ環境設定を行いま
す。

SQL サーバを Retrospect クライアントとして使用する場合、そのコンピュータに Retrospect クラ
イアントソフトウェアをインストールします。詳細は、「ネットワーク接続クライアント」を参照
してください。

クライアントのログイン

SQL サーバを Retrospect クライアントとして使用する場合は、バックアップコンピュータからク
ライアントをログインします。詳細は、「ネットワーク接続クライアント」を参照してください。

ライセンスとログイン

「ウィンドウ」メニューから「ライセンス マネージャ」を選択し、ライセンス登録済みのコンポー
ネントを表示します。

SQL データベースバックアップがリストに表示されていない場合、または有効なライセンスがない
状態でリストに表示されている場合には、「追加」をクリックし、SQL データベースバックアップ
のライセンスコードを入力します。（Retrospect, Inc. からコードを入手するには、「購入」をクリ

CHAPTER 14 • SQL SERVER AGENT 533



ックします。）

SQL バックアップライセンスを追加した後は、使用可能としてリストに表示されます。次の手順
は、ライセンスの使用です。

ライセンスの使用ライセンスの使用

ナビゲーションバーから、「ボリューム」をクリックしてボリュームデータベースウィンドウを表
示します。「マイコンピュータ」と「バックアップクライアント」の下に、Retrosepct に認識され
たすべての SQL サーバがリスト表示されます。

テキストによって示されているとおり、まだライセンス設定がなされていないため、アイコンはグ
レーになっています。ライセンスマネージャで利用可能になっているライセンスはありますが、ど
のサーバを使用するかは Retrospect にはわかりません。Retrospect で使用する各サーバに、ライ
センスを適用する必要があります。

使用する SQL サーバをクリックします。そこで、利用可能なライセンスを使用するかどうか尋ねら
れます。「OK」をクリックします。しばらくすると、SQL Server コンテナから「not licensed」タ
グが消えます。

SQL サーバをクリックしたときに何も行われなかった場合、または（クライアントではなく）ロー
カルサーバのログインを入力するように求められた場合は、SQL サーバに対して十分なアクセス権
限がログインユーザにないか、サービスが動作していない可能性があります。再試行する前に、サ
ービスが動いていることを確認し、セキュリティを読み直して、セキュリティを正しく設定してく
ださい。

クライアントの場合のクライアントの場合の SQL サーバログインサーバログイン

Retrospect のクライアントであるサーバの場合は、ライセンスの適用後すぐに、SQL サーバのログ
イン情報を入力するように求められます。

次の手順に従ってください。
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SQL サーバへのログインサーバへのログイン

各 SQL サーバについて、Retrospect バックアップユーザアカウントではなく、認証方式を指定す
るように求められます。

Retrospect のクライアントである SQL サーバの場合には、ライセンスの適用後すぐに、 SQL サー
バのログイン情報を入力する必要があります。

ライセンスを適用したばかりのクライアントの場合、ログインウィンドウがすでに表示されていま
す。それ以外の場合には、ボリュームデータベースウィンドウで、SQL サーバを選択し、ツールバ
ーの「ログイン名」ボタンをクリックします。

「SQL 認証を使用する」、「ドメイン認証を使用する」、「現在の RBU 情報を使用する」（セキ
ュリティ環境設定で指定した Retrospect バックアップユーザアカウントを使用した認証）の中から
認証方式を選択します。 選択した認証方式のログイン情報を入力します。

SQL サーバデータベースが表示されない場合、または認証に失敗したと通知された場合は、クライ
アントコンピュータ上の SQL サーバへの十分なアクセス権限が指定したユーザにないか、サービス
が動作していない可能性があります。再試行する前に、サービスが動いていることを確認し、セキ
ュリティを読み直して、セキュリティを正しく設定してください。

一般的な使い方

SQL サーバにライセンス供与を行った後は、それをスクリプトに追加し、元ボリュームリストや宛
先ボリュームリストで使用することができます。SQL サーバはボリュームデータベースウィンドウ
で使用することもできます。

SQL データにはアーカイブ操作は実行できません。

ボリュームリストの操作

ナビゲーションバーから、「設定」>「ボリューム」をクリックして「ボリュームデータベース」
ウィンドウを表示します。「マイコンピュータ」と「バックアップクライアント」の下に、
Retrosepct に認識されたすべての SQL サーバがリスト表示されます。
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SQL サーバとして動作している各コンピュータの下に、各 SQL サーバの SQL Server コンテナがあ
ります。サーバ自体で Retrospect を実行している場合は、SQL コンテナは「マイコンピュータ」
の下にあります。

サーバ上で Retrospect を実行していない場合は、SQL コンテナは「バックアップクライアント」
の下にあります。

SQL Server コンテナのアイコンがグレーになっている場合、または下に階層化されたものが何もな
い場合、Retrospect は SQL サーバデータを参照するのに十分な権限を持っていないユーザとして

536 WINDOWS ユーザー ガイド



動いている可能性があります。スクリプト内でその SQL Server コンテナを使用すると、スクリプ
トを実行したときにエラーになります。セキュリティを読み直し、セキュリティを正しく設定して
ください。

SQL Server コンテナのアイコンが色付きで、1 つ以上の項目が下に階層化されている場合には、
Retrospect は SQL サーバデータを参照できる権限を持つユーザとして動作しています。これは、
セキュリティが正しく設定されていることを意味します。

SQL Server コンテナ

表示される SQL Server コンテナは、SQL サーバと 1 対 1 で対応しています。Retrospect がサーバ
上でローカルに動作している場合、このコンテナは「マイコンピュータ」の下にあります。
Retrospect のネットワーククライアントである SQL サーバの場合は、SQL Server コンテナはその
コンピュータのクライアントコンテナの下に表示されます。

SQL Server コンテナには、1 つ以上のデータベースが入っています。コンテナの内容を表示したり
隠したりするには、SQL Server コンテナの [+] または [-] のコントロールをクリックします。

バックアップ元として SQL Server コンテナを選択すると、そのサーバの全データベースがバック
アップされます。

サーバ内のすべてのデータベースをバックアップしたくない場合は、1 つ以上のデータベースを個
別に選択してバックアップできます。個々のデータベースは、SQL Server コンテナの下に表示され
ます。

ライセンスの解除

バックアップや復元が不要になった SQL サーバがあれば、その Retrospect ライセンスを解除し
て、他の SQL サーバにライセンスを使用できるようにすることが可能です。

SQL コンテナを選択し、ツールバーの「ライセンス」ボタンをクリックします。使用されているラ
イセンスを解除してもよいか尋ねられます。「OK」をクリックして解除します。

SQL ライセンスを解除すると、SQL コンテナとそのデータベースはスクリプト内で無効になりま
す。

バックアップ

SQL サーバまたはデータベースをバックアップするには、バックアップスクリプトを使用するか、
基本バックアップを始動できます。どの方法でも、元ボリューム、宛先ボリューム、選択基準、オ
プションという、Retrospect の他のバックアップ操作と同じ要素を使用します。

元ボリュームとして、SQL Server コンテナとデータベースをどれか 1 つ、またはそれらを組み合わ
せて選択します。または、「マイコンピュータ」または「バックアップクライアント」を選択し
て、それぞれローカル SQL サーバまたはクライアント SQL サーバをバックアップします。

宛先ボリュームとして、バックアップセットをどれか 1 つ、または組み合わせて選択します。

SQL データベースのバックアップでは、セレクタは無視されます。バックアップ元にデータベース
以外のボリュームと SQL データベースの両方が存在している場合のみ、指定したセレクタがデータ
ベース以外のボリュームに適用されます。

SQL Server オプショングループでは、Retrospect がバックアップ元に対して試行するバックアッ
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プのタイプを決定できます。「フルバックアップ」、「差分バックアップ」、「ログバックアッ
プ」、または「切捨てしないログバックアップ」を選択します。

データベースが以前にフルバックアップされていなかった場合は、フルバックアップ以外のバック
アップを行うことはできません。この場合は、自動的にフルバックアップが試みられます。

スクリプトによるバックアップの計画を行うとき、異なる種類のバックアップに個別のスクリプト
を作成します。たとえば、金曜日に実行するフルバックアップスクリプトをスケジュールし、毎日
実行する差分バックアップスクリプトをスケジュールできます。

利用可能なオプションについては、Windows SQL Server オプションを参照してください。

復旧モデル

所定のデータベースが、希望のバックアップタイプに対応した復旧モデルを使用していることを確
認する必要があります。たとえば、簡易復旧モデルを使用している SQL データベースのログバック
アップを行うとすると、Retrospect によりエラーが報告されます。

バックアップセット

他のデータのバックアップとは異なり、データベースバックアップは 1 つのバックアップセット内
で必ずしも自己完結型ではありません。

ファイルの復元にはよくあることですが、1 セットのメディアからデータベーススナップショット
を復元できるかどうかは確かでありません。バックアップ計画とバックアップ履歴によっては、所
定のデータベースを復元するのに、複数のバックアップセットからのメディアが要求される場合が
あります。

データベースバックアップ履歴

Retrospect は、各データベースの各バックアップセッションを追跡します。「レポート」>「デー
タベースバックアップの履歴」から、バックアップの履歴を表示できます。
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ウインドウには、各 SQL データベースの Retrospect のデータベースセッションスナップショット
がすべて一覧表示されます。（Exchange データベースとストレージグループもこのウィンドウに
表示されます。）

ウィンドウの下部にあるボタンを使用して、スナップショットのプロパティを表示したり、バック
アップセットからデータベースセッションを追加したり、このリストからスナップショットを削除
したりできます。

スナップショットのプロパティを表示すると、データベースを復元するのに必要なバックアップセ
ットメディアが表示されます。

復元

SQL サーバまたは 1 つ以上のデータベースを復元するには、スクリプトを使用するか、基本復元を
始動できます。どの方法でも、元データベーススナップショット、宛先サーバ、選択ファイル（メ
ールボックスからのメッセージとフォルダのみ）、オプションという、Retrospect の他の復元操作
と同じ要素を使用します。

SQL データベースの復元

SQL サーババックアップからデータベースを復元するには、「復元」>「データベース」をクリッ
クして基本復元を開始するか、データベース復元スクリプトを作成します。
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復元元として、データベーススナップショットを選択します。
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「追加」ボタンと「削除」ボタンを使用して、このリストからデータベーススナップショットを追
加、削除できます。

SQL Server コンテナを選択して、データベースの復元先を設定します。
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「オプション」をクリックして実行オプションを設定します。利用可能なオプションについては、
Windows SQL Server オプションおよびデータベース復元オプションを参照してください。
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前回のバックアップがフルバックアップ以外の場合は、元データベーススナップショットの下に複
数のセッションが一覧されることに注目してください。複数のセッションが表示されるのは、復元
元を完全に復元するために必要な、すべてのセッションを復元する実行オプションが、Retrospect
ではデフォルトでオンになっているためです。

データベース復元操作の設定が完了したら、それをスクリプトに保存するか、基本復元を実行しま
す。

障害発生時の復旧

SQL サーバ（システムボリュームとデータベース）を完全にバックアップした後は、障害発生時の
データ損失から復旧することができます。

最初に、バックアップコンピュータの復元にある該当手順に従ってください。次に、以下の手順に
従ってください。

1. サービスを再起動する。

SQL サーバ（特に、そのマスター、モデル、および msdb システムデータベース）をバックアップ
するのに Retrospect オープンファイルバックアップアドオンを使用したバックアップから復元した
場合は、以下の手順に従います。そうでない場合は、この手順をスキップして次の手順に進みま
す。

SQL アプリケーションを復元した後、このデータベースにより SQL サービスを開始できます。シ
ステムのすべてのパーティションを復元した後、SQL サービスが動作していることを確認します。
サービスが動作していない場合は、SQL Server Service Manager または SQL Server Enterprise
Manager.から起動します。

Enterprise Manager で SQL サーバの登録が失われている場合、登録し直します。

次の手順をスキップします。

2. 再構築後にサービスを再起動する。

SQL サーバ（特に、そのマスター、モデル、および msdb システムデータベース）をバックアップ
するのに Retrospect オープンファイルバックアップアドオンを使用したバックアップから復元しな
かった場合は、以下の手順に従います。それ以外は、この手順をスキップして次の手順に進みま
す。

Microsoft の「検索」ユーティリティを使用して、システム上で rebuildm.exe ユーティリティを探
します。Microsoft SQL インストール CD を用意します。

SQL サービスは、マスターと他のシステムデータベースがないと起動しないため、rebuildm.exe ユ
ーティリティを使用してデータベースを再構築します。システム上の各 SQL インスタンスに対し
て、ユーティリティを実行します。システムデータベースを復元した後、SQL サービスが起動した
ことを確認します。必要であれば、手動でサービスを起動します。

3. シングルユーザモードでデータベースを復元する。

コマンドラインからではなく、SQL Server Enterprise Manager から、シングルユーザモードで
SQL サーバを起動します。サーバを右クリックし、「プロパティ」を選択します。「全般」「起動
時のパラメータ」を順にクリックして、新しいパラメータ -m. Stop を追加し、SQL Server Service
Manager を使用して SQL サービスを再起動します。これで、SQL サーバはシングルユーザモード
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で動作し、すべてのサービスは同じユーザ ID で動作します。

Retrospect を使用して、最新のデータベーススナップショットからマスターデータベースだけを復
元します。

復元操作を完了した後、-m オプションを削除し、SQL サーバを停止して再起動し、ノーマルモー
ドに戻します。

4. 疑わしいデータベースを削除する。

上記手順を完了した後、グレー表示で疑わしいというマークが付いたデータベースが SQL
Enterprise Manager の中にあります。これは、そのサーバのすべてのデータベースのレコードがマ
スターデータベースに含まれていて、関連データファイルが紛失しているデータベースが疑わしい
ためです。SQL サーバ上の疑わしいデータベースをすべて削除して、次の手順を成功させます。

5. データベースを復元する。

Retrospect を使用して、msdb データベースを復元し、その後に他のすべてのデータベース
を復元します。必ず最新のデータベーススナップショットから復元します。各 SQL サーバの
すべての SQL データベースを復元した後、システムは使用できる状態になります。

SQL Enterprise Manager のログを見れば、Retrospect で生成されたエラーの詳細を調べることがで
きます。

付録付録
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Chapter 15

Exchange Server Agent
▪ 最新情報
▪ セキュリティ
▪ インストール
▪ 一般的な使い方
▪ バックアップ
▪ データベースバックアップ履歴
▪ 復元
▪ 障害発生時の復旧

Retrospect Exchange Server Agent は、Microsoft Exchange (2003, 2007, 2010, 2013, 2016) サーバ
のバックアップと復元を行うための Retrospect のアドオンです。このアドオンがなければ、
Retrospect は Exchange ストアのデータベースやメールボックスをバックアップすることはできま
せん。

Exchange サーバは、（そのサーバ自体で Retrospect アプリケーションを動作させて）ローカルに
バックアップするか、（別のコンピュータで Retrospect アプリケーションを動作させ
て）Retrospect クライアントとしてバックアップすることができます。

最新情報

Exchange Server 2010 データベースデータベース

Retrospect では、Exchange 2003 または 2007 の Storage Groups と同じ方法で [設定] > [ボリュー
ム] の Exchange Server コンテナに Exchange 2010 データベースを表示します。

Exchange Server 2010 Data Access Groups (DAGs)

Retrospect では、バックアップまたは復元対象の DAG ごとにそれぞれ、Exchange Server
2003-2010 Agent ライセンスが必要です。

必須コンポーネント必須コンポーネント

必須コンポーネント： Exchange 2007 を初めとして、Microsoft では Messaging API（MAPI）クラ
イアント ライブラリまたは Collaboration Data Objects（CDO）1.2.1 をベース製品インストールの
一部としてインストールしません。 Retrospect で Exchange 2007 と 2010 をバックアップするに
は、これらのライブラリを Exchange サーバにインストールする必要があります。 MAPI と CDO
のインストールに関する詳細については、Microsoft Web サイトを参照してください。

Retrospect ではサーバを正常にバックアップするために、Exchange Server 2007 または 2010 を実
行しているコンピュータに Microsoft Visual C++ 2010 Redistributable Package (x64) のコンポーネ
ントをインストールする必要があります。 これらのコンポーネントをインストールするには、
Retrospect インストーラで [Exchange 2007/2010 サポートのインストール] ボタンを選択します。
詳細については、Microsoft Web サイトを参照してください。

Exchange 2003 およびおよび 2007 クラスタのサポートクラスタのサポート

Retrospect はクラスタ環境で Exchange サーバのバックアップおよび復元をサポートしますが、次
の制限があります。
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▪ クラスターには2つのノードのみを持つことができます。
▪ 2 ノード間で共有している1つの Exchange リソース グループのみバックアップできます。
▪ ノードは Retrospect クライアントとしてバックアップおよび復元しなければなりません。

Retrospect バックアップ コンピュータはクラスタ内の 1 ノードになることはできません。
▪ Exchange リソース グループを所有するノード上の Exchange データをバックアップすることの
みが可能です。 同様に、Exchange リソース グループを所有するノード上に Exchange データ
を復元することのみが可能です。

▪ Retrospect はクラスタ構成情報をバックアップおよび復元しません。 障害発生時の復旧シナリ
オでは、Retrospect により Exchange データを復元する前に手動でクラスタを再作成する必要
があります。

▪ ノードが現在 Exchange リソース グループを所有しているかどうかに関係なく、Exchange デー
タを確実にバックアップしたい場合、各ノードに対する個別の Exchange ライセンス（およびク
ライアント ライセンス）が必要です。 特定のノードが Exchange リソース グループを所有して
いる時に Exchange データをバックアップしたいという場合は、該当するノードに対する
Exchange ライセンス（およびクライアント ライセンス）が必要です。

Exchange メールボックスが表示されないメールボックスが表示されない

Exchange メールボックスが表示されない場合は、メールボックスの権限を持ったユーザとして
Retrospect を実行しているか確認してください。 たいていの場合は、単なるローカル管理者特権で
はなく、ドメイン管理者特権で実行していなければなりません。 詳細については、Retrospect ユー
ザ ガイドと Retrospect オンライン ヘルプを参照してください。

メールボックスが表示されない上に、Retrospect のエラー -3401と Windows のエラー
0x81002746 が発生した場合は、Retrospect を「管理者」として実行することはできません。 必要
な特権を持つアカウントを作成し、「管理者」以外の名前を付けてください。

メールボックスが表示されない上に、Retrospect のエラー -3401または -3402と Windows のエラ
ー 0x80040115 が発生した場合は、ボリューム データベースの Exchange コンテナを選択し、［ロ
グイン資格］ ボタンをクリックしてください。 ログイン情報がない場合には、ここで入力し、再試
行してください。 ログイン情報がある場合には、アカウントに問題がある可能性があります。 この
場合は、アカウントが無効になっていないか、またはアカウントの権限が無効になっていないかを
確認する必要があります。 また、新しく作成したアカウントを使用してログインすることもできま
す。

障害発生時の復旧障害発生時の復旧

ナレッジ ベースには、障害発生時の Exchange の復旧について、詳しく説明した記事があります。

.NET 4.0

Retrospect 8 を Windows で使用する場合、Microsoft .NET 4.0 以降のバージョンを使用して
Exchange と Exchange のメールボックスにアクセスしてください。Exchange サーバーに .NET 4
がインストールされていない場合、Retrospect を開けない場合があります。.NET 4 は
http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=24872からダウンロードできます。

PowerShell 3.0 問題問題

Exchange 2010 をご利用のユーザーから、PowerShell 3.0 をインストールして Exchange へ接続す
る際、認証に問題が発生するというご報告を受けています。この場合は、3.0 をアンインストール
して、2.0 をインストールしてください。
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セキュリティ

不適格なユーザがバックアップコンピュータで Retrospect を起動して、Exchangeサーバをバック
アップする事態そのものは、さまざまな手段で防止できるでしょう。Exchange のバックアップと
復元を実行できるのはドメイン管理者だけです。したがって、正しいセキュリティコンテキストで
動作するように Retrospect を設定することが重要です。たとえば、Exchange サーバへの十分なア
クセス権を持つユーザとして Retrospect や Retrospect クライアントソフトウェアが実行されるよ
うに、Retrospect の環境設定を行う必要があります。

Retrospect をすでにインストール済みまたは実行済みであるかどうかにかかわらず、またセキュリ
ティ環境設定を以前どのように設定していたかにかかわらず、Exchange を操作できるようにする
には以下の手順に従ってください。

ユーザログインの作成および管理

Retrospect 専用のログインアカウントを作成し、Retrospect のユーザを Backup Operators として
識別する必要があります。そのための手順では、Active Directory Users and Computersを使用しま
す。これを以下に示します。

Retrospect バックアップユーザアカウントの作成バックアップユーザアカウントの作成

Exchange サーバのドメイン内で、RBU（Retrospect バックアップユーザアカウント）など、
Retrospect 専用のログインを作成します。

このアカウントを、Domain Users、Domain Admins、Administrators、および Backup Operators
のメンバーにします。また、Exchange メールボックスを割り当てます。

この Retrospect バックアップアカウントに電子メールメッセージを送り、Exchange で初期化しま
す。

バックアップオペレータの追加バックアップオペレータの追加

Retrospect のユーザのアカウントを、Backup Operators のメンバーにします。バックアップコン
ピュータの Retrospect で使用するログインは、Backup Operators または Administrators でなけれ
ばなりません。

Retrospect セキュリティ環境設定

Retrospect バックアップユーザアカウントを設定した後は、その新しいアカウントを使用するよう
に Retrospect を設定する必要があります。それぞれの Exchange サーバに対して別々のドメインユ
ーザとして実行するようにも設定できますが、すべての Exchange サーバに対する Retrospect バッ
クアップユーザとして実行するように特定の環境設定を行うほうが簡単でよいでしょう。

管理者権限のログインを使って、バックアップコンピュータにログインします。

Retrospect をバックアップコンピュータにインストールしていない場合は、「はじめに」の説明に
従ってインストールを行います。

Retrospect アプリケーションを起動します。

バックアップコンピュータで Retrospect を最初に起動する場合は、起動後に Retrospect の起動ウ
ィザードが開きます。このウィザードには、ユーザアカウント情報を入力する画面が表示されま
す。
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バックアップコンピュータで Retrospect を実行するのが今回初めてではない場合、Retrospect ナ
ビゲーションバーの「設定」をクリックしてから、「環境設定」をクリックします。「実行」環境
設定グループで、「セキュリティ」をクリックします。
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ユーザログインの選択ユーザログインの選択

「環境設定」ウィンドウと初めて起動したときの「ユーザアカウント」ウィンドウの両方に、
Retrospect アプリケーションが実行されるときのユーザログインを決めるラジオボタンが 2 つあり
ます。

「ログインユーザで Retrospect を起動」は、（「スタート」メニューか Windows エクスプローラ
から）Retrospect を手動で起動したときに、実行されます。Retrospect を自動で起動した場合は
（スクリプトを実行）、「ローカルシステム」アカウントで動作します。どちらも Exchange で使
用するのは最適ではありません。なぜならば、権限不足によってバックアップができない可能性が
あるからです。したがって、この環境設定を選択しないでください。

Exchange で使用する場合には、「指定されたユーザで Retrospect を常に起動」の設定をお勧めし
ます。ラジオボタンをクリックして、この環境設定を選択します。Retrospect バックアップユーザ
名、パスワード、およびドメインを入力します。

「OK」をクリックしてセキュリティ環境設定の変更を受け入れると、入力を確定するように求めら
れるので、「OK」をクリックします。

ログインが無効なことを示すメッセージが表示される場合は、ドメインユーザ名またはパスワード
の入力ミスの可能性があります。名前を再チェックし、Retrospect バックアップユーザアカウント
の作成から始まる上記手順に従ってください。

指定のドメインユーザであることが確認された場合は、アプリケーションを終了して再起動し、変

CHAPTER 15 • EXCHANGE SERVER AGENT 549



更を有効にするよう Retrospect が指示します。終了して管理者をログオフし、次の手順に進みま
す。

適正な操作の検証適正な操作の検証

Backup Operators のメンバーであるユーザとして、バックアップコンピュータにログインします。
Retrospect を起動し、アプリケーションウィンドウのタイトルに注目します。このウィンドウタイ
トルには、アプリケーションを実行しているユーザが入ります。別のユーザとしてバックアップコ
ンピュータにログインしていても、アプリケーションを実行している「ユーザ」は Retrospect バッ
クアップユーザアカウントです。

ローカル管理者権限ローカル管理者権限

常に特定のログインで実行するように Retrospect を設定した場合、ログインに権限が何も割り当て
られていなければローカル管理者権限が割り当てられます。

前に説明したセキュリティ環境設定が行われ、Backup Operators または Administrators のメンバー
としてバックアップコンピュータにログインした場合、Retrospect は必ず、最低限ローカル管理者
権限で実行されます。

これは、バックアップオペレータが Retrospect での管理者権限を利用して、ローカルコンピュータ
のファイルを操作できることを意味します。

セキュリティを追加するには、Retrospect アプリケーションに対するユーザアクセスを制御する、
Retrospect のパスワード保護環境設定の使用を検討してください。

インストール

Retrospect をバックアップコンピュータにインストールしていない場合は、「はじめに」の説明に
従ってインストールを行います。セキュリティで前述したように、セキュリティ環境設定を行いま
す。

Exchange サーバを Retrospect クライアントとして使用する場合、そのコンピュータに Retrospect
クライアントソフトウェアをインストールします。詳細は、「ネットワーク接続クライアント」を
参照してください。

クライアントのログイン

Exchange サーバを Retrospect クライアントとして使用する場合は、バックアップコンピュータか
らクライアントをログインします。詳細は、「ネットワーク接続クライアント」を参照してくださ
い。

ライセンス

「ウィンドウ」メニューから「ライセンス マネージャ」を選択し、ライセンス登録済みのコンポー
ネントを表示します。

Exchange データベース/メールボックスバックアップがリストに表示されていない場合、または有
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効なライセンスがない状態でリストに表示されている場合には、「追加」をクリックし、Exchange
データベース/メールボックスバックアップのライセンスコードを入力します。（ Retrospect, Inc.
からコードを入手するには、「購入」をクリックします。）

Exchange バックアップライセンスを追加すると、使用可能としてリストに表示されます。次の手
順は、ライセンスの使用です。

ライセンスの使用

ナビゲーションバーから、「ボリューム」をクリックしてボリュームデータベースウィンドウを表
示します。「マイコンピュータ」と「バックアップクライアント」の下には、Retrosepct に認識さ
れたすべての Exchange サーバがリスト表示されます。

テキストによって示されているとおり、まだライセンス設定がなされていないため、アイコンはグ
レーになっています。ライセンスマネージャで利用可能になっているライセンスはありますが、ど
のサーバを使用するかは Retrospect にはわかりません。Retrospect で使用する各サーバに、ライ
センスを適用する必要があります。

使用する Exchange サーバをクリックします。そこで、利用可能なライセンスを使用するかどうか
尋ねられます。「OK」をクリックします。その後すぐ、Exchange Server コンテナとそれに付随す
る Exchange Mailboxes コンテナから「ライセンス供与されていない」タグが消えます。

Exchange サーバをクリックしたときに何も行われなかった場合は、Exchange サーバに対して十分
なアクセス権限がログインユーザにないか、サービスが動作していない可能性があります。再試行
する前に、サービスが動いていることを確認し、セキュリティを読み直して、セキュリティを正し
く設定してください。

クライアントの場合のクライアントの場合の Exchange コンテナのプロパティコンテナのプロパティ

Retrospect のクライアントであるサーバの場合は、ライセンスの適用後すぐに、Exchange サーバ
の認証情報を入力するよう Retrospect が求めてきます。
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セキュリティ環境設定で指定した Retrospect バックアップユーザアカウントを使用するように設定
します。

Exchange サーバの内容が表示されない場合、または認証に失敗したと通知された場合は、クライ
アントコンピュータ上の Exchange サーバへの十分なアクセス権限が指定したユーザにないか、あ
るいはサービスが動作していない可能性があります。再試行する前に、サービスが動いていること
を確認し、セキュリティを読み直して、セキュリティを正しく設定してください。

一般的な使い方

前述のとおりに Exchange サーバにライセンス供与を行った後は、それをスクリプトに追加し、元
ボリュームリストや宛先ボリュームリストで使用することができます。Exchange サーバはボリュ
ームデータベースウィンドウで使用することもできます。

Exchange データにはアーカイブ操作は実行できません。

ボリュームリストの操作

ナビゲーションバーから、「設定」>「ボリューム」をクリックして「ボリュームデータベース」
ウィンドウを表示します。「マイコンピュータ」と「バックアップクライアント」の下には、
Retrosepct に認識されたすべての Exchange サーバがリスト表示されます。

それぞれの Exchange サーバに対して、Exchange Server コンテナとそれに付随する Exchange
Mailboxes コンテナがあります。Exchange サーバとして動作している各コンピュータの下に、1 ペ
アのコンテナが編成されています。サーバ自体で Retrospect を実行している場合は、Exchange コ
ンテナは「マイコンピュータ」の下にあります。
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サーバで Retrospect を実行していない場合は、Exchange コンテナは「バックアップクライアン
ト」の下にあります。

Exchange Server コンテナのアイコンがグレーになっている場合、または下に階層化されたものが
何もない場合、Retrospect は Exchange サーバデータを参照するのに十分な権限を持っていないユ
ーザとして動作している可能性があります。スクリプトで Exchange Server コンテナを使用できま
すが、スクリプトを実行したときにエラーになります。また、Exchange Mailboxes は使用できませ
ん。セキュリティを読み直し、セキュリティを正しく設定してください。

Exchange Server コンテナのアイコンが色付きで、1 つ以上の項目が下に階層化されている場合、
Retrospect は Exchange サーバデータを参照できる権限を持つユーザとして動作しています。これ
は、セキュリティが正しく設定されていることを意味します。

Exchange Server コンテナ

Retrospect には、Exchange サーバごとに 1 つの Exchange Server コンテナがあります。
Retrospect がサーバ上でローカルに動作している場合、このコンテナは「マイコンピュータ」の下
にあります。Retrospect のネットワーククライアントである Exchange サーバの場合は、
Exchange Server コンテナはそのコンピュータのクライアントコンテナの下に表示されます。

Exchange Server コンテナには、1 つ以上のストレージグループまたはデータベースが入っていま
す。コンテナの内容を表示したり隠したりするには、Exchange Server コンテナの + または – コン
トロールをクリックします。

バックアップ元として Exchange Server コンテナを選択すると、サーバのデータベースまたはスト
レージグループのすべてがバックアップされます。

サーバ内のすべてのストアをバックアップしたくない場合は、1 つ以上のデータベースまたはスト
レージグループを個別に選択してバックアップできます。
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個々のストレージグループ個々のストレージグループ

ストレージグループは、Exchange Server コンテナの下に表示されます。

各ストレージグループには、1 つ以上のパブリックフォルダストアと 1 つ以上のメールボックスス
トアが含まれています。これらのストアは、Retrospect では見えませんが、ストレージグループを
参照して、データベースファイルとして表されたストアを表示することができます。

バックアップ元として単体のストレージグループを選択すると、そのグループのパブリックフォル
ダストアとメールボックスストアがすべてバックアップされます。特定のストアを切り離してバッ
クアップすることはできません。

Exchange Mailboxes コンテナ

Retrospect には、Exchange サーバごとに 1 つの Exchange Mailboxes コンテナがあります。
Retrospect がサーバ上でローカルに動作している場合、このコンテナは「マイコンピュータ」の下
にあります。Retrospect のネットワーククライアントである Exchange サーバの場合は、
Exchange Mailboxes コンテナはそのクライアントコンピュータコンテナの下に表示されます。

Exchange Mailboxes コンテナには、次の項目を格納できます。

▪ 1 つ以上のメールボックス
▪ All Public Folders コンテナ

Exchange Server のライセンスを取得すると、Retrospect はそのサーバに関連付けられたすべての
メールボックスを Exchange Mailboxes コンテナに自動的に追加します。これ以後に新しいメール
ボックスを作成するかメールボックスを削除した場合、Retrospect は Exchange Mailboxes コンテ
ナの内容を変更します。

また、All Public Folders コンテナが Exchange Mailboxes コンテナに自動的に追加されます。

Exchange Mailboxes コンテナは、複数のメールボックスストアのメールボックスや、複数のパ
ブリックフォルダストアの Public Folders を含むことができます。

バックアップ元として Exchange Mailboxes コンテナを選択すると、すべてのメールボックスがバ
ックアップされます。これにより、個々のメールボックス、メールボックス フォルダの復元はもと
より、1 つのメッセージの復元も行うことができます。

Exchange Mailboxes コンテナのバックアップは、Exchange サーバ全体のバックアップの代わ
りにはなりません。

パブリックフォルダをバックアップするためには、バックアップの対象となるすべてのパブリック
フォルダか、個々のパブリックフォルダを選択しなければなりません。All Public Folders コンテナ
を選択すると、個々の Public Folder の復元はもとより、Public Folder 内の 1 つのメッセージの復
元も行うことができます。

Exchange Mailboxes コンテナだけを選択すると、Retrospect はいずれの Public Folders もバ
ックアップしません。
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個々の個々の Mailbox Folders ととPublic Folders

個々のメールボックスフォルダか Public Folder をバックアップするためには、まずそれらをボリュ
ームデータベースに追加しなければなりません。

メールボックスフォルダを追加するには

1. Retrospect のナビゲーションバーで「設定」>「ボリューム」をクリックします。
2. Exchange メールボックスコンテナで、メールボックスを選択して「サブボリューム」ボタンをク
リックします。

選択したメールボックスで利用できるすべてのフォルダのリストが表示されます。

3. リストから 1 つ以上のフォルダを選択して「定義」をクリックします。

フォルダがボリュームデータベースに追加されます。

Public Folder を追加するには

4. Retrospect のナビゲーションバーで「設定」>「ボリューム」をクリックします。
5. Exchange メールボックスコンテナで、「All Public Folders」を選択して「サブボリューム」ボタン
をクリックします。

利用できるすべての Public Folders のリストが表示されます。
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6. リストから 1 つ以上のパブリックフォルダを選択して「定義」をクリックします。

パブリックフォルダがボリュームデータベースに追加されます。

追加したメールボックスフォルダやパブリックフォルダは、ボリュームデータベース内に表示され
ます。その内容を表示したり隠したりするには、Exchange Mailboxes コンテナの「+」か「-」 コ
ントロールをクリックします。

個々のメールボックスやパブリックフォルダを定義すると、より大きいコンテナの一部ととしてで
はなく、固有のエンティティとしてバックアップできます。

個々のメールボックスフォルダかパブリックフォルダをバックアップするには、それを Exchange
Mailboxes コンテナの下で選択します。

ライセンスの解除

バックアップや復元が不要になった Exchange サーバがあれば、その Retrospect ライセンスを解除
して、他の Exchange サーバにライセンスを使用できるようにすることが可能です。

Exchange コンテナを選択し、ツールバーの「ライセンス供与」ボタンをクリックします。使用さ
れているライセンスを解除してもよいか尋ねられます。「OK」をクリックして解除します。

Exchange ライセンスを解除すると、Exchange コンテナ、ストレージグループ、およびメールボッ
クスはスクリプト内で無効になります。

バックアップ

Exchange サーバ、ストレージグループ、またはメールボックスをバックアップするには、バック
アップスクリプトを使用するか、基本バックアップを始動できます。どの方法でも、元ボリュー
ム、宛先ボリューム、選択基準、オプションという、Retrospect の他のバックアップ操作と同じ要
素を使用します。

Exchange 2003 には、Exchange メールボックスデータベースの別のコピーを元々のデータベ
ースと同じサーバ上にマウントすることができる復元ストレージグループ機能が含まれていま
す。Retrospect は、復元ストレージグループのバックアップはサポートしません。

元ボリュームとして、Exchange Server コンテナ、ストレージグループ、Exchange Mailboxes コン
テナ、個々のメールボックス、個々のメールボックス フォルダ、個々の Public Folder、All Public
Folders コンテナをどれか 1 つ、またはそれらを組み合わせて選択します。

または、「マイコンピュータ」または「バックアップクライアント」を選択して、それぞれローカ
ル Exchange サーバまたはクライアント Exchange サーバをバックアップします。「マイコンピュ
ータ」か「バックアップクライアント」を選択すると、そのコンテナ内のすべて （すべてのメール
ボックスや All Public Folders を含む） がバックアップされます。

バックアップ元に Exchange メールボックスとパブリックフォルダが、Exchange 以外のボリュー
ムと並存している場合は、メールボックスとパブリックフォルダをグループにまとめてください。
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検証オプションを有効にしたテープバックアップセットへのバックアップが、より高速になりま
す。

宛先ボリュームとして、バックアップセットをどれか 1 つ、または組み合わせて選択します。

Exchange データベースのバックアップでは、セレクタは無視されます。バックアップ元にデータ
ベース以外のボリュームと Exchange データベースの両方が存在している場合のみ、指定したセレ
クタがデータベース以外のボリュームに適用されます。

Exchange メールボックスのバックアップ時には、Retrospect によってセレクタが適用されます。
Retrospect には、Exchange メールボックスのバックアップに適用するカスタムセレクタの作成に
特に役立つ、Sender（「メールボックス」グループ）と Date（「共通」グループ内）という 2 つ
の条件があります。詳しくは、セレクタの使い方を参照してください。

個々のメールボックスをバックアップするとき、ファイル選択基準を設定して、メールボックスの
送信者と共通日付条件に基づいて、メッセージをバックアップすることができます。スクリプトに
よるバックアップでは、カスタムセレクタを作成します。基本バックアップでは、プレビューブラ
ウザでバックアップする項目にマークを付けます。「検索」コマンドを使用して、メッセージを探
すことができます。メッセージのサブセットの選択は、メールボックスメッセージのバックアップ
に関連するパフォーマンス低下を少なくするのに有効です。

Exchange Server オプショングループでは、Retrospect がバックアップ元に対して試行するバック
アップのタイプを決定できます。「フルバックアップ」、「差分バックアップ」、または「ログ/増
分バックアップ」を選択します。

データが以前にフルバックアップされていなかった場合は、データの差分バックアップまたはログ/
増分バックアップを行うことはできません。この場合は、自動的にフルバックアップが試みられま
す。

スクリプトによるバックアップの計画を行うとき、異なる種類のバックアップに個別のスクリプト
を作成します。たとえば、金曜日に実行するフルバックアップスクリプトをスケジュールし、毎日
実行する差分バックアップスクリプトをスケジュールできます。

利用可能なオプションについては、Windows Exchange Server オプションを参照してください。

循環ログ

差分バックアップやログバックアップを行う場合には、所定の Exchange サーバで循環ログを有効
にするを使用しないことを確認する必要があります。たとえば、循環ログを使用している
Exchange サーバの差分バックアップを行おうとすると、Retrospect によりエラーが報告されま
す。

循環ログはではデフォルトで無効になっています。

バックアップセット

他のデータのバックアップとは異なり、データベースバックアップは 1 つのバックアップセット内
で必ずしも自己完結型ではありません。

ファイルの復元にはよくあることですが、1 セットのメディアからデータベーススナップショット
を復元できるかどうかは確かでありません。バックアップ計画とバックアップ履歴によっては、所
定のデータベースを復元するのに、複数のバックアップセットからのメディアが要求される場合が
あります。
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データベースバックアップ履歴

Retrospect は、各データベースまたはストレージグループの各バックアップセッションを追跡しま
す。「レポート」>「データベースバックアップの履歴」から、バックアップの履歴を表示できま
す。

ウインドウには、各 Exchange データベースまたはストレージグループの Retrospect のデータベー
スセッションスナップショットがすべて一覧表示されます。（SQL データベースもこのウィンドウ
に表示されます。）

ウィンドウの下部にあるボタンを使用して、スナップショットのプロパティを表示したり、バック
アップセットからデータベースセッションを追加したり、このリストからスナップショットを削除
したりできます。

スナップショットのプロパティを表示すると、データベースを復元するのに必要なバックアップセ
ットメディアが表示されます。

復元

Exchange サーバ、ストレージグループ、メールボックス、または 1 つ以上のメッセージを復元す
るには、スクリプトを使用するか、基本復元を始動できます。どの方法でも、復元の一般的な構成
要素、すなわち復元元データベースかメールボックスのスナップショット、宛先サーバかメールボ
ックス、選択したファイル（メールボックスからのメッセージとフォルダのみ）、およびオプショ
ンが使用されます。

▪ Exchange 2003 には、Exchange メールボックスデータベースの別のコピーを元々のデータベー
スと同じサーバ上にマウントすることができる復元ストレージグループ機能が含まれています。
Retrospect は、復元ストレージグループの復元はサポートしません。また、復元ストレージグ
ループを含む Exchange 2003 サーバにデータを復元するには、復元前に復元ストレージグルー
プを削除するか、または Microsoft の Web サイトに説明されているように、Exchange サーバ
に復元ストレージグループに優先するレジストリキーを作成する必要があります。

Exchangeストレージグループまたはデータベースの復元

Exchange サーババックアップからストレージグループまたはデータベースを復元するには、「復
元」>「選択したデータベース」をクリックして基本復元を開始するか、データベース復元スクリ
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プトを作成します。

復元元には、データベーススナップショットを選択します。
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「追加」ボタンと「削除」ボタンを使用して、このリストからデータベーススナップショットを追
加、削除できます。

Exchange Server コンテナを選択して、データベースの復元先を設定します。
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「オプション」をクリックして実行オプションを設定します。利用可能なオプションについては、
Windows Exchange Server オプションおよびデータベース復元オプションを参照してください。
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前回のバックアップがフルバックアップ以外の場合は、元データベーススナップショットの下に複
数のセッションが一覧されることに注目してください。複数のセッションが表示されるのは、
Retrospect に、復元元を完全に復元するために必要なすべてのセッションを復元する実行オプショ
ンがあるからです。

データベース復元操作の設定が完了したら、「スケジュール」をクリックして設定をスクリプトに
保存するか、または基本復元を実行します。

メールボックスかパブリックフォルダの復元

単独のメールボックスやパブリックフォルダ、すべてのパブリックフォルダ、あるいは 1 つ以上の
特定のメッセージを復元するには、ナビゲーションバーで「復元」>「メールボックス」を順にク
リックします。

復元元としてメールボックス、パブリックフォルダ、または All Public Folders のスナップショット
を 1 つ選択します。
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単独のメールボックスかパブリックフォルダ、または All Public Folders コンテナを復元先として選
択します。リストボックスを「メッセージとフォルダを復元する」または「メッセージのみを復元
する」に設定します。

CHAPTER 15 • EXCHANGE SERVER AGENT 563



基本復元では、ブラウザで復元する項目を選択します。「検索」コマンドを使用して、メールボッ
クスの送信者と共通日付条件に基づいて、メッセージを探すことができます。

スクリプトによる復元では、メールボックス全体のみを復元できます。

「オプション」をクリックして実行オプションを設定します。
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復元操作の設定が完了したら、それをスクリプトに保存するか、基本復元を実行します。

障害発生時の復旧

Exchange サーバ（システムボリュームとデータベース）を完全にバックアップした後は、障害発
生時のデータ損失から復旧することができます。

最初に、バックアップコンピュータの復元にある該当手順に従ってください。

コンピュータの残りの部分を復元した後、Exchange サービスを再起動します。データベースがマ
ウントされていないことを確認します。ストレージグループフォルダからすべて削除します。これ
によって、ログファイルがデータベースと一致し、データベースの復元後にストアを再マウントで
きます。

すべてを削除した後、データベースを復元します（詳しくは、Exchange ストレージグループまた
はデータベースの復元を参照してください）。

復元後は、データベースがマウントされ、使用できる状態になります。
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Chapter 16

VMware ホスト サーバーのアドオン
▪ Introduction
▪ VMware 仮想マシンをバックアップするには
▪ VMware バックアップからの復元

Retrospect は、ユーザーが Retrospect のボリュームデータベースに ESX と Virtual Center サーバ
ーを追加できるようにすることで、VMware がホストするマシン上のデータを保護します。 ボリュ
ームが NTFS または FAT/FAT32 ファイルシステムを実行しているサポートされたすべての
Windows ゲスト上のデータを保護できます。

必要なログイン認証情報を入力し、バックアップ スケジュールを作成することにより、即時または
スケジュール バックアップ用の個々の仮想マシンを選択します。 バックアップジョブ時に仮想マシ
ンのコンテナに追加されたすべてのサポートされる仮想マシンは、保護できます。

Retrospect は以下の VMware プラットフォーム製品と共に VDDK 5.0 を使用します。

▪ ESX/ESXi バージョン： 4.1 および 5.0
▪ vCenter サーバー バージョン: 5.0

VMware ツールは各ゲストの OS に必ず最新バージョンをインストールして保護してください。

注：注： Retrospect は、Windows OS と Windows OS によりサポートされている指定のファイル·
システム用の VMware サポートの限界を超えた保護を提供することができません。 プラットフ
ォーム製品と OS サポートの完全な最新リストについては、VMware のサポートサイトを参照
することをお勧めします。 http://www.vmware.com/support/developer/vddk/
VDDK-500-ReleaseNotes.html.

VMware 仮想マシンをバックアップするには
1. Retrospect コンソールから設定 > ボリュームをクリックします。
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2. ボリュームのリストから仮想マシン仮想マシンボタンを選択します。

3. ホストの接続...をクリックして VMware の接続を設定します。

このダイアログは、vSphere または ESX/ESXi ホスト、または Virtual Center サーバーから VM をバ
ックアップできる VMware 接続のコントロールパネルに表示されます。
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4. [追加...]をクリックします

5. 空欄に希望するホストのログイン認証情報をタイプしてOKをクリックします。

ホストがホストマネージャリストに表示されます。
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6. 追加...をクリックして別のホストを追加するか、OKをクリックして 続行します。

このダイアログにある変更ボタンを使用して、追加したホストのログイン認証情報を変更します。

7. [OK]をクリックしたら、開くをクリックしてホストのゲストマシンを表示します。

8. 仮想マシンコンテナに表示したい Windows 仮想マシンを選択し、次に[追加]をクリックします。

仮想マシン コンテナはバックアップできる追加したゲストマシンをリスト表示します。
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VMware バックアップからの復元
VMware バックアップは Retrospect クライアント ソフトウェアを実行するローカルボリュームま
たは任意の物理的または仮想コンピュータに各ファイルを復元する機能を提供します。 ゲストのオ
ペレーティングシステム上で実行する Retrospect クライアントに復元する場合、Retrospect がデ
ータを復元するには、VM が実行している必要があります。 仮想マシンの災害復旧はサポートしま
せん。 仮想マシン内にインストールされた Retrospect クライアント ソフトウェアを使用して、フ
ォルダおよびファイル レベルのリストアを実行する方法については、 Immediate Operations:
Restoreを参照してください。

注：注： VM エージェントはファイルベースの復元のみを行い、ESX ホストに存在しなくなったゲ
ストを再作成するのに使用することはできません。
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Instant Scan テクノロジー
Retrospect は、バックアップサーバと Retrospect クライアントに接続している NTFS と HFS+ ボ
リュームを事前スキャンします。これは時間を要するボリュームスキャンをバックアップ プロセス
から排除することにより、バックアップ全体の所要時間と復元操作を短縮化します。この機能は
USN の変更ジャーナル(NTFS ボリューム用)と FSEvents(HFS+ ボリューム用)を活用すること によ
り、前回に特定のメディアセットに実行したバックアップ以来の変更を事前認知します。

Instant Scan はバックアップソースコンピュター上で実行されます。Instant Scan のデータが使用
されると、「Instant Scan.」 使用中」というアクティビティ実行ログが表示されます。Retrospect
8.1.0 (266) for Windows ならびに Retrospect 10.1.0 (221) for Mac からInstant Scan は定期的なスク
リプトアクティビティのみとなり、実行ボタンをクリックして手動で開始するアクティはありませ
ん。

Instant Scan を有効または無効にする

Windows 用 Retrospect 10 / Mac 用 Retrospect 12

Instant Scan集中管理集中管理 – クライアントサイドの管理に加え、管理者はサーバーインターフェースを
通じて自分の環境でInstant Scanの状態を管理できるようになりました。クライアントごとに機能
の有効化や無効化ができるのです。
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Windows 用 Retrospect 8 / Mac 用 Retrospect 10

サーバーまたはクライアントのユーザーインターフェースを使って、Instant Scan の有効・無効の
設定ができます。どちらの場合でもバックアップソースコンピューターとして利用できます (Mac・
Windows 共に可)。

▪ Windows 用用 Retrospect: オプションは環境設定にあります。構成> 環境設定 > 実行 > 一般に
進み、「Instant Scan を有効にしてください」または「Instant Scan を無効にしてください」を
クリックします。
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▪ Windows 用用 Retrospect Client: オプションは Retrospect クライアントのコントロールパネル
にあります。Retrospect クライアントを開いてください。キーボードのCtrlキーを2秒ほど押し
続けると、詳細設定のタブが表示されます。詳細設定をクリックし、「Instant Scan」 を有効に
してください」または「Instant Scan」. を無効にしてください」をクリックします。
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▪ Mac 用用 Retrospect: オプションは Retrospect Engine システム環境設定ペインにあります。シ
ステム環境設定の Retrospect Engine を開き、「Instant Scan」 を有効にしてください」または
「Instant Scan」. を無効にしてください」をクリックします。

▪ Mac 用用 Retrospect Client: システム環境設定を開きます。キーボードのコマンドキー (⌘) を押
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しながら、Retrospect クライアントをクリックしてください。詳細設定をクリックし、
「Instant Scan を有効にしてください」または「Instant Scan を無効にしてください」をクリッ
クします。.

Mac 上の launchctl

過去にMac 上で、Instant Scan を無効にするため 「launchctl unload -w」 を使用または Instant
Scan を有効にするため　「launchctl load -w」 を使用していた場合、当システムはコンピューター
再起動時に Retrospect が使用する環境設定ファイルを上書きします。

さらに、この設定はクライアントならびにサーバーの Retrospect Mac インストーラーにも影響し
ます。インストールに失敗すると次のメッセージが表示されます: 「The installation failed. The
Installer encountered an error that caused the installation to fail. Contact the software manufacturer
for assistant.」。 コンソールユーティリティのインストールログがパッケージ
「com.retrospect.retroisaplist.pkg」 に関する 「postinstall」 の問題であると示すことにより、次
のエラーが発生します: 「install:didFailWithError:Error Domain=PKInstallErrorDomain
Code=112」。このような場合には、「アンインストール Retrospect」でRetrospect、コンソール
を含むアプリケーションをアンインストールし、以下に示す上書き設定を削除したうえで、再度イ
ンストラーを実行します。

お使いのシステムの当設定を確認する場合は 、Terminal アプリケーションを開いて下記の通り入力
し、 「com.retrospect.retroisa」 を検索してください:

sudo more /private/var/db/launchd.db/com.apple.launchd/overrides.plist
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この設定を削除する場合は Terminal アプリケーションを開き、次のように入力してください:

sudo /usr/libexec/PlistBuddy -c "Delete :com.retrospect.retroisa" /private/var/db/

launchd.db/com.apple.launchd/overrides.plist

このコマンドは、システムの overrides.plist ファイルのエントリを削除するものです。環境設定ボ
タンでインスタントスキャンの有効・無効の設定をすると、設定内容が再起動後に適用されます。
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iOS 用 Retrospect
iOS用Retrospectは、多様なMacとWindowsのバックアップ・サーバーのリモート管理を可能にし
ます。あなたのRetrospectインストールのすべての側面を監視するために、Wi-Fiまたは携帯電話経
由で接続して下さい。Retrospectは安全にあなたのデータを保持するので、どこからでもそれをチ
ェックすることができます。アップストアから無料で入手できます。

✓ iOS用に最適化用に最適化— フルRetina表示サポートで、iPhoneとiPadの両方に美しく仕上げられた

✓殆どすべて殆どすべて— レポート、アクティビティ、過去のバックアップ、スクリプト、ソース、メデ
ィアセット、デバイス、及び操作ログを表示。

✓シームレスに同期しているシームレスに同期している— バックグラウンドでサーバーのすべての内容を同期して、あな
たを妨げません。

✓バッジを使用したレポートバッジを使用したレポート— あなたのすべてのレポートは現在、瞬時にアクセスできます。

✓遠くから実行遠くから実行— それを実行するために、スクリプトをタップして下さい。

✓手厚いサポート手厚いサポート— Mac 9と10と11用Retrospect、及びWindows 7.7.612と8と9用Retrospect
のフルサポートと、Mac 8.2用Retrospect、及びWindows 7.7.341用Retrospectの部分的サポー
ト。

ポート設定

iOS 用 Retrospect はTCPポート 22024 を使って Mac および Windows サーバーと通信します。 接
続に問題が生じた場合、ファイアーウォール設定でこのポートがブロックされていないか確認して
ください。
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Chapter 19

Retrospect および VMware Consolidated Backup による
仮想マシンの保護

▪ 必要条件
▪ バックアップ用の VCB の構成
▪ Retrospect の構成とバックアップ

Retrospect と VMware Consolidated Backup（VCB）の統合により、VCBプロキシ サーバで実行さ
れている Retrospect では、仮想マシン（VM）を一時停止またはシャットダウンすることなく、仮
想マシンのファイルレベルおよびイメージレベルのバックアップおよび仮想マシンの複製が可能で
す。 これは、VCB プロキシ サーバで必要なプレスクリプトおよびポストスクリプトを呼び出す、
Retrospect　の外部スクリプト機能により行われます。

注記注記 : 外部スクリプトは、Windows Scripting Host がサポートする、1つ以上のスクリプト言語
に関する基礎知識を最小限でも持ち合わせている、上級ユーザーを対象にしています。 詳細に
ついては、Retrospect ユーザー ガイドの第10章「ツール」の「外部スクリプト」セクション
を参照してください。

必要条件

構成の実行前に、いくつかの前提条件を満たす必要があります。

▪ VMwareのWeb サイト www.vmware.comから入手できる「Virtual Machine Backup Guide」の
説明に従って、VCB プロキシ サーバをセットアップ、環境構成、および実行します。

▪ VMware ツールを保護する各ゲスト OS にインストールする必要があります。
▪ Retrospect Single Server (Disk-to-Disk) 以上を VCB プロキシ サーバに直接インストールしてい
る必要があります。 VM 上で Retrospect クライアントのゲスト サーバ OS を直接バックアップ
するか、または同 OS へファイルを復元するには、Retrospect Multi Server ライセンスが必要で
す。

▪ VCBプロキシ サーバには、バックアップまたは復元する最大のイメージが入るディスク容量が
必要です。

▪ VM 保護のためのこの方法では ESX 3 をサポートしていますが、ESX 4 と ESXi 5 はサポートし
ていません。

バックアップ用の VCB の構成
VM のバックアップ用に Retrospect を構成する前に、VCBプロキシサーバにあるVCB config.js
settingsファイル（例：C:\YOUR_VCB_FRAMEWORK\config\config.js）を変更する必要があり
ます。 変数を次のとおりに変更します。

BACKUPROOT=<マウントするパス>; (例: BACKUPROOT=”C:\\vcb_mnts”;)
HOST=<esxserverのホスト名>; (例: HOST=”esxserver.vmware.com”;)
USERNAME=<ユーザ名>; (例: USERNAME=”vcbUser”;)
PASSWORD=<パスワード>; (例: PASSWORD=”vcbpasswd”;)
VM_LOOKUP_METHOD=”name”; (例: VM_LOOKUP_METHOD=”name”;)
PREEXISTING_MOUNTPOINT=”delete”; (例: PREEXISTING_MOUNTPOINT=”delete”;)
PREEXISTING_VCB_SNAPSHOT=”delete”; (例:
PREEXISTING_VCB_SNAPSHOT=”delete”;)
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Retrospect の構成とバックアップ
VM のバックアップ実行の準備として必要な作業の大半は、Retrospect Event Handler スクリプトお
よび Retrospect アプリケーションで実行されます。

retro.ini ファイルの編集

Retrospect と VCB が通信するには、Retrospectアプリケーションディレクトリにある retro.ini フ
ァイルを編集する必要があります。 テキストエディタでファイルを開き、次の行を [OEM] セクシ
ョンに追加します。

CheckVCBScripts=1

▪ retro.ini ファイルを保存し終了します。

Retrospect アプリケーションのデフォルトインストール場所は、以下の通りです。

C:\Program Files\Retrospect\Retrospect 8.0

Retrospect Event Handler の設定

Retrospect Event Handler は、Retrospect が他のプログラムに情報を伝達するための外部スクリプ
トです。 VCB は特別な Retrospect Event Handler ー VCB_RetroEventHandler.bat と併用します。
スクリプトの例は、アプリケーション ディレクトリの外部スクリプトフォルダにあります。

デフォルトでは、次の場所にインストールされます。

C:\Program Files\Retrospect\Retrospect 8.0\External Scripts\Sample VCB

注記注記 : ファイルに変更を加える前に、VCB_RetroEventHandler.bat のコピーを作成するようお
勧めします。

VCB_RetroEventHandler.bat ファイルの構成方法は簡単です。VCB_FRAMEWORK_PATH変数を次の
ように設定するだけです。

set VCB_FRAMEWORK_PATH=c:\vcb_framework

VCB_RetroEventHandler のアクティブ化

VCB_RetroHandler.batスクリプトをアクティブ化するには、これを Retrospect 構成ファイル
と同じフォルダにコピーします。

Windows XP とと Server 2003 の場合の場合:
c:\Documents and Settings\All Users\Application Data\Retrospect\;

Windows Vista とと Windows 7 の場合の場合:
c:\Users\All Users\Retrospect\

Windows 8、、Server 2008 およびおよび Server 2012の場合の場合:
c:\Application Data\Retrospect\

仮想マシン バックアップ スクリプトの作成

各仮想マシンおよび各タイプのバックアップ（ファイルまたはイメージ）に対して、次のプロセス
を繰り返します。
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仮想マシン仮想マシン バックアップバックアップ スクリプトの作成スクリプトの作成:
1. 変数 BACKUPROOT in VCB config.js 指定のVCB マウントポイント ディレクトリに、一時
フォルダを作成します（を参照）。

VM で mytestvm.foo.com と呼ばれる、イメージレベルのイメージレベルのバックアップを実行するには、
フォルダを以下の名前に指定します。

C:\vcb_mnts\mytestvm.foo.com-fullVM

ファイルレベルのバックアップを実行するには、フォルダを以下の名前に指定します。

C:\vcb_mnts\mytestvm.foo.com
2. マウントポイントを Retrospect のサブボリュームとして定義します。
3. VCB_を接頭辞とするバックアップ スクリプトを定義し（例：VCB_mytestvm_backup）、上記の
ように定義されたサブボリュームをソースとして指定します。

上記の手順をすべて完了すると、Retrospect で VM をバックアップする準備が完了します。

注記注記 : ファイルレベルのバックアップでは、VCB が VM ドライブやフォルダ、そしてファイル
階層をマウントする際に、2つのディレクトリ内に同一のビューが作成されます。1つは
“letters”、もう1つは “digits” と呼ばれます。 Retrospect はディレクトリ “letters”のみから、そ
の内容をバックアップします。

仮想マシンへのデータの復元

ファイルベースおよびイメージベースのバックアップには、それぞれに対応した復元方法がありま
す。 ファイルレベル バックアップからのデータは、通常 VM で実行する Retrospect クライアント
ソフトウェアから復元されます。一方イメージベースのバックアップでは、最初に VCB プロクシ
サーバ上のディレクトリに復元され、その後 VMware Converter を使用して ESX または vCenter
Server に移動されます。

ファイルレベルのバックアップからの復元

ファイルレベルのバックアップの場合、

Retrospect クライアント ソフトウェアを実行している、物理または仮想コンピュータのいずれに
も、個別ファイルを復元することができます。 Retrospect では、VCBマウントポイント ディレク
トリからファイルとフォルダをバックアップするため、このディレクトリで追加レベルのフォルダ
階層に仮想ボリュームが埋もれることから、この方法ではマシン全体の復元はできません。

VM にインストールされた Retrospect クライアント ソフトウェアを使用して、フォルダレベルおよ
びファイルレベルで復元する場合については、Retrospect ユーザーガイドの第4章を参照してくだ
さい。

イメージレベルのバックアップからの復元

イメージレベルでの VM のバックアップでは、小規模で細かなバックアップは実行できませんが、
VM 全体の完全復元を高速に提供します。 イメージ レベルのバックアップから復元する場合、2段
階のプロセスがあります。 まず Retrospect で VCB プロクシサーバ上で VM イメージ（通常複数の
.vmdk ファイルから構成されます）を新規フォルダに復元します。 この手順が完了したら、
VMware の仮想マシンバックアップガイドにある方法のいずれかを実行し、ESX または vCenter
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Server
ストレージにイメージを復元するプロセスを行ないます。
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Chapter 20

レガシーアプリケーション

▪ クライアントの環境設定
▪ アクセス マスター コントロール
▪ 通知の環境設定
▪ 通知の環境設定
▪ 優先度の環境設定
▪ アクセス制限の環境設定
▪ プロアクティブ バックアップの操作
▪ クライアントからのスケジュール設定
▪ 実行の保留
▪ クライアントユーザの環境設定
▪ アクセスマスター制御
▪ 環境設定
▪ 通知環境設定
▪ Proactive Backup の制御
クライアントの環境設定

クライアント ソフトウェアをインストールしたら、クライアント コンピュータのユーザーは、
Retrospectクライアント コントロール パネルを使用して、ネットワークのバックアップ操作の一部
の要素を制御できます。バックアップを実行するために設定を変更する必要はありません。ほとん
どの場合、既存の設定のまま使用できます。Retrospectクライアントのコントロールパネルを開く
には、次の操作を実行します。

Mac OS X：：［アプリケーション］フォルダから、Retrospectクライアントを開きます。

Windows：：［スタート］メニューから、［すべてのプログラム］>
［ Retrospect］>［Retrospectクライアント］を選択します。

Linuxの場合の場合インストールされたクライアント フォルダからRetroClient.shを実行します。

Retrospectクライアント コントロール パネルには、インストールされたクライアント コンピュー
タの情報が表示されます。表示される情報には、ユーザーまたはコンピュータ名、クライアントの
アクセス ス
テータス、最近のバックアップのレポートなどがあります。

Macクライアントは、次のように表示されます。
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Windowsクライアントは、次のように表示されます（Linuxクライアントも同様）。
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注注：： JavaベースのGUI（グラフィカル・ユーザー・インターフェース）に加えて、Linuxクライアン
トではコマンド ラインでも制御できます。コマンド ライン引数を参照するには、次のとおりに入力
します。$retrocpl --help

アクセス マスター コントロール

ラジオ ボタンのオンまたはオフにより、バックアップ コンピュータによるクライアントへのネット
ワーク アクセスの許可または拒否を切り替えられます。クライアント ソフトウェアをインストール
した場合、クライアント コンピュータを起動するたびに、コントロールはオンになり、アクセスが
許可されます。このコントロールをオフにすると、クライアント コンピュータのデータは、ネット
ワークを通じてRetrospectからアクセスできなくなります。

全般環境設定

Retrospectクライアント コントロール パネルには、クライアントの操作を管理するユーザーの環境
設定があります。この設定を表示する方法は、Windows、Linux、Mac OS Xでそれぞれ異なりま
す。
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Mac OS X：：［環境設定］ボタンをクリックします。［環境設定］ボタンをクリックします。

WindowsまたはまたはLinux：：コントロールコントロール パネルのパネルの4つのタブ（［ステータス］、［環境つのタブ（［ステータス］、［環境
設定］、設定］、 ［アクセス］、［プロアクティブ［アクセス］、［プロアクティブ バックアップ］）のうち、［環境設定］タバックアップ］）のうち、［環境設定］タ
ブをクリックします。ブをクリックします。
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通知の環境設定

クライアント ユーザーは、Retrospectネットワーク動作に関する通知を受け取る方法を指定できま
す。

［［Notify after Backup（バックアップ後に通知）（バックアップ後に通知）］］では、バックアップまたはその他の操作の終了
後にメッセージが表示されます。クライアントのユーザーは、［OK］をクリックするとメッセージ
を終了することができます。

［［Notify if no Backup in n days（n日間バックアップなしの場合通知）］
では、クライアントが入力ボックスに指定した日数以内にバックアップされていないと、メッセー
ジが表示されます。デフォルトでは、この設定はオンになっており、日数は7になっています。

［［Report HP Compaq SMART hard drive errors（HP Compaq SMARTハード ドライブのエラー
を報告）］（Windowsクライアントのみ）では、RetrospectがクライアントのHP Compaq SMART
ハード ドライブ ボリュームにエラーを検出した場合、プロアクティブ バックアップから即時バッ
クアップするように要求します。デフォルトでは、このオプションはオフになっています。

優先度の環境設定

優先度の環境設定は、クライアント コンピュータでユーザーのタスクまたはバックアップ コンピュ
ータに要求された操作のどちらを優先するかを設定するものです。

注注：：この設定はMac OS Xクライアントでは必要ありません。

スライダーをドラッグして［ユーザー］および［バックアップ］の間の適切な場所に設定します。
スライダを［ユーザー］に近づけると、コンピュータはユーザーの処理を優先し、Retrospectクラ
イアントの操作が遅くなります。スライダを［バックアップ］に近づけると、クライアントの操作
が優先され、クライアント コンピュータのユーザーへの応答が遅くなります。

この設定は、クライアントがRetrospectサーバとアクティブに通信している場合にのみ機能しま
す。

アクセス制限の環境設定

クライアント ユーザーのコンピュータにあるファイルおよびフォルダへのアクセスを制御できま
す。Mac OS Xクライアントでは、これらの設定が［Retrospect Client Preferences（Retrospectク
ライアント環境設定）］ダイアログの最上部に表示されます。WindowsおよびLinuxクライアントで
は、これらの設定は［アクセス］タブに表示されます。

［［Read Access Only（（読み取りアクセスのみ）み取りアクセスのみ）］］では、クライアント コンピュータはネットワー
クを通じてバックアップできますが、バックアップ コンピュータによる書き込みはできません。つ
まり、Retrospectでクライアント コンピュータのファイルのリストア、移動、削除はできません。
また、Retrospectでボリュームの名前を変更することもできません。スクリプト オプションの［ソ
ースボリュームのバックアップ時刻の設定］、［コピーおよび検証後、ソースファイルを削除］、
［クロックの同期］は、クライアントでは使用できません。この設定は、デフォルトではオフにな
っています。

［［Private Files/Folders/Volumes（（プライベートプライベート ファイルファイル/フォルダフォルダ/ボリューム）ボリューム）］］では、プライ
ベートに設定されたファイル、フォルダ、ボリュームには、バックアップ コンピュータからアクセ
スできません。この設定は、デフォルトではオフになっています。チェックボックスを選択し、次
のようにプライベートのアイテムを設定します。

WindowsまたはLinuxでアイテムをプライベートに設定するには、［追加］ボタンをクリックし、ア
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イテムを表示して選択してから、［OK］または［除く］をクリックします。除外するボリューム、
フォルダ、または個々のファイルを追加するには、もう一度［追加］をクリックします。プライバ
シー機能では、指定したリテラル パス名を使用します。ファイル名やフォルダを移動したり名前を
変更したりした場合は、プライベートではなくなります。別の場所にボリュームをマウントした場
合は、そのファイルやフォルダはプライベートではなくなります。

Mac OS Xでアイテムをプライベートに設定するには、名前の最初か最後にブレット記号（「•」、
Option-8）を入力します（末尾に入力すると、Finderでの並べ替え順に影響を与えない）。たとえ
ば、「Personal」というフォルダをプライベートに設定するには、名前を「Personal•」に変更しま
す。

プロアクティブ バックアップの操作

クライアント コンピュータからプロアクティブ バックアップ スクリプトを操作するには、次の2つ
の方法があります。

▪ クライアントからのスケジュール設定
▪ 実行の保留
クライアントからのスケジュール設定

クライアントがプロアクティブ バックアップ スクリプトに含まれている場合は、クライアントのコ
ントロールパネルを使用して、クライアントがバックアップされるタイミングを制御できます。

注注：：プロアクティブ バックアップは、Mac OS Xクライアント ソフトウェアでは、バックアップ
サーバと呼ばれます。

Mac OS X：：バックアップ サーバの環境設定は、［Retrospect Client Preferences（Retrospectク
ライアント環境設定）］ウィンドウに表示されます。

Windows/Linux：：［プロアクティブ バックアップ］タブをクリックして、コントロールを表示し
ます。
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これらのコントロールは、クライアント コンピュータをバックアップ コンピュータによってバック
アップするタイミングを設定します（プロアクティブ バックアップ スクリプトを使用）。ユーザー
は、通常、これを使用して、バックアップを要求するか、バックアップを保留しますが、プロアク
ティブ バックアップの設定をこのクライアントの通常のスケジュールに戻すこともできます。プロ
アクティブ バックアップのオプションは次のとおりです。

［［As soon as possible（すぐ実行）（すぐ実行）］］では、プロアクティブ バックアップが実行可能になるとす
ぐに、Retrospectサーバによって、クライアント コンピュータのバックアップが行われます。

［［According to normal schedule（通常のスケジュールで実行）（通常のスケジュールで実行）］］では、バックアップ スクリプ
トで定期的にスケジュールされた時間に、Retrospectサーバによって、クライアント コンピュータ
のバック
アップが行われます （デフォルトの設定）。

［［After ______（（______後）後）］］では、指定した時刻または日付まで、クライアント コンピュータの
バックアップを行わないようにします。最大で現在の時刻から1週間後まで設定できます （時刻お
よび日付をクリックして、数字を入力するか、矢印をクリックして変更する）。

設定を有効にするには、［OK］をクリックします。

実行の保留

プロアクティブ バックアップによってクライアントをバックアップしようとするときに、クライア
ント コンピュータの画面にダイアログが表示され、実行を開始するまでの時間がカウントダウンさ
れます（デフォルトでは、プロアクティブ バックアップ スクリプトの［オプション］タブで20秒
に設定されている）。このダイアログから、実行しようとしているプロアクティブ バックアップ オ
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ペレーションを、3つの方法で制御できます。

カウントダウンが0になるまで待つと、プロアクティブ バックアップが実行されます。

［バックアップ］をクリックすると、をクリックすると、バックアップが直ちに実行されます。

［遅延遅延］をクリックすると、バックアップを実行する時間を設定できます。

実行を保留すると、Retrospectサーバのログに記録されます。

クライアントユーザの環境設定

クライアントソフトウェアをインストールしたら、クライアントコンピュータのユーザは、
Retrospect クライアントコントロールパネルを使用して、ネットワークのバックアップ操作の一部
を制御できます。

バックアップするための設定を変更する必要はありません。通常は、既存の設定で間に合います。
Retrospect クライアントコントロールパネルを開くには、次のことを実行します。

Windows：：「スタート」メニューから「プログラム」>Retrospect,
Inc.「Retrospect」>「Retrospect クライアント」を順に選択します。

UNIX：：インストールされたクライアントフォルダから RetroClient.sh を実行します。

Mac OS X：：「アプリケーション」フォルダから、「Retrospect クライアント」を開きます。

Retrospect クライアントコントロールパネルでは、ユーザ名やコンピュータ名、クライアントのア
クセス状況、最近実行したバックアップのレポートなど、インストール先のクライアントコンピュ
ータに関する情報を表示します。
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Windows クライアントのコントロールパネルでの「状況」タブの表示（UNIX クライアントのコン
トロールパネルもこのレイアウトに類似しています）
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Mac OS X クライアントアプリケーション

Java ベースのグラフィカルユーザインターフェイス以外に、コマンドラインでも UNIX クライアン
トを制御することができます。コマンドラインの引数を表示するには、次のコマンドを入力しま
す。

$retrocpl --help

アクセスマスター制御

「オン」または「オフ」ラジオボタンによって、バックアップコンピュータからクライアントへの
ネットワークアクセスを有効にしたり、無効にしたりできます。クライアントソフトウェアをイン
ストールして、クライアントコンピュータを起動すると、アクセスを有効にするためのコントロー
ルは常にオンになっています。コントロールをオフにすると、クライアントコンピュータ上のデー
タは Retrospect からネットワーク経由でアクセスすることができなくなります。

クライアントコンピュータへのアクセスを完全に防止するには、クライアントとそのソフトウェア
のアンインストールの説明に従って Retrospect クライアントソフトウェアをアンインストールしま
す。

環境設定

Retrospect クライアントコントロールパネルには、クライアントの操作を管理するためのユーザ環
境設定が追加されています。環境設定を表示する操作は、Windows/UNIX と Mac OS で異なりま
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す。

Windows/UNIXコントロールパネルの上部にある 4 つのタブから「環境設定」タブをクリックしま
す。

Windows の Retrospect クライアントコントロールパネルの環境設定

Mac OS：「環境設定」ボタンをクリックします。
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Mac OS X の Retrospect クライアントコントロールパネルの環境設定

「システム終了を待つ」「システム終了を待つ」は、Finder の「特別」メニューからクライアントユーザが「システム終
了」を選択したときに発生する内容を決めます。このオプションが選択されているときに「システ
ム終了」を選択すると、バックアップが発生するまで「バックアップ待機中」ダイアログボックス
が表示されます。デフォルトでは、この環境設定が選択されます。

このダイアログボックスがクライアントの Macintosh 画面に表示される場合、クライアントユーザ
は、「再起動」をクリックしてクライアントの Macintosh を再起動するか、「システム終了」をク
リックしてシステムを終了するか、または何もせずに自動実行に任せます。クライアントコンピュ
ータを 30 秒間使用しなければ、ユーザがキーを押すか、マウスを動かしてダイアログボックスに
戻るまで、スクリーンセーバーが表示されます。バックアップコンピュータがこのクライアントに
対する操作を終了すると、クライアントの Macintosh をシステム終了します。

「バックグラウンドで起動」「バックグラウンドで起動」により、バックアップコンピュータは、クライアントユーザの使用中
にクライアントの Macintosh を操作することができます。チェックボックスが選択されていなけれ
ば、ネットワーク操作の間、クライアント上にダイアログボックスが表示されます。この環境設定
のデフォルトはオンです。

ダイアログボックスが表示されたら、クライアントの Macintosh のユーザは、ネットワーク操作を
キャンセルして作業を続行するか、または操作が終了するまで待機します。「バックグラウンドで
実行」が選択されていれば、バックアップ時にダイアログボックスは表示されず、クライアントユ
ーザはローカル操作とネットワーク操作の両方に優先順位を設定できます。詳細については、以下
を参照してください。

優先順位環境設定優先順位環境設定

優先順位環境設定を使用することでクライアントユーザは、クライアントコンピュータをユーザの
タスクのために優先させたり、バックアップコンピュータの操作のために優先させたりできます。
Mac OS の場合、これは、実行環境設定「バックグラウンドで起動」がオンのときにのみ適用され
ます。
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この環境設定は、Mac OS X クライアントの場合には使用できません。

つまみをドラッグして、「ユーザ」と「バックアップ」間の適当な位置に設定します。つまみを
「ユーザ」に設定すると、コンピュータはユーザを優先させるため、Retrospect クライアントの操
作は遅くなります。つまみを「バックアップ」に設定すると、Retrospect クライアントの操作が優
先されるため、ユーザに対するクライアントコンピュータの反応は遅くなります。

この設定は、クライアントがバックアップコンピュータとアクティブに通信できるまで有効になり
ません。

Mac OS の場合、クライアントの Macintosh で「バックアップ待機中」ダイアログボックスが表示
されているとき、優先順位設定は無視されます。

アクセス制御環境設定アクセス制御環境設定

これらの環境設定により、クライアントユーザはコンピュータ上のファイルやフォルダに対するア
クセスを制御できます。

「「読み込みのみ」み込みのみ」では、ネットワーク経由でクライアントコンピュータをバックアップできます
が、バックアップコンピュータから書き込むことはできません。これは、Retrospect がクライアン
トコンピュータ上のファイルを復元、移動、削除できないだけでなく、Retrospect でボリュームの
名前を変更できないことも示します。オプションの「ボリュームバックアップ日の設定」、「ファ
イルを移動」、および「時計を合わせる」はクライアントでは使用できません。この設定のデフォ
ルトはオフです。

「個人ファイル「個人ファイル/フォルダフォルダ/ボリューム」ボリューム」は、プライベート指定されたファイル、フォルダ、または
ボリュームをバックアップコンピュータで使用できないようにします。この環境設定のデフォルト
はオフです。チェックボックスを選択し、以下の記述に従ってプライベート項目を指定します。

Windows または UNIX の項目にプライベートを指定するには、「追加...」ボタンをクリックし、項
目を参照して選択し、「OK」か「除外する」をクリックします。「追加...」ボタンを再度クリック
すると、さらにボリューム、フォルダ、または個々のファイルを除くことができます。プライバシ
ー機能では、ユーザが指定するリテラルのパス名を使用します。ファイルまたはフォルダを移動ま
たは名称変更すると、プライベートは解除されます。ボリュームを別の場所にマウントすると、そ
のボリューム上のファイルとフォルダのプライベートは解除されます。

Mac OS 上の項目にプライベートを指定するには、項目の名前の先頭または末尾に中点（「・」、
Option-8）を付けます。末尾に中点を付けると、Finder での並べ替えの順序が維持されます。たと
えば、フォルダ名「Personal」を「Personal•」に変更することで、そのフォルダにプライベートを
指定することができます。

通知環境設定

これら 2 つの環境設定を使用することで、クライアントユーザは Retrospect のネットワーク操作
に関する通知を受ける方法を指定できます。

「バックアップ後に通知」「バックアップ後に通知」は、バックアップやその他の操作が完了したら、クライアントにメッセ
ージを表示するように指示します。クライアントユーザは、「OK」をクリックすると、メッセージ
を終了させることができます。

「バックアップしていない間に通知：「バックアップしていない間に通知：n 日間」日間」は、エントリボックスに指定した日数以内にクライ
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アントがバックアップされなかった場合、9:01 a.m. を過ぎたらメッセージを表示するようにクライ
アントに指示します。この環境設定はデフォルトで選択され、日数には 7 日が設定されます。

「「HP Compaq SMART ハードドライブのエラーを表示」ハードドライブのエラーを表示」（Windows クライアントのみ）は、
Retrospect がクライアントの HP Compaq SMART ハードドライブボリューム上のエラーを検出し
た場合に、Proactive Backup からの基本バックアップを要求します（該当する場合）。デフォルト
では、この環境設定はオンです。

Proactive Backup の制御

クライアントコンピュータから Proactive Backup スクリプトを制御する方法には、次の 2 つがあ
ります。

▪ クライアントからのスケジュール
▪ 実行を延期する
クライアントからのスケジュールクライアントからのスケジュール

Proactive Backup スクリプトにクライアントが含まれている場合、そのクライアントのコントロー
ルパネルを使用して、いつクライアントをバックアップするかを制御できます。

Proactive Backup は、Mac OS クライアントソフトウェアではバックアップサーバと呼ばれて
います。

Mac OS X：Retrospect クライアントの環境設定ウィンドウに、バックアップサーバの環境設定が
表示されます。

Windows/UNIX「Proactive Backup」タブをクリックすると、そのコントロールが前面に表示され
ます。
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これらのコントロールにより、ユーザは Proactive Backup スクリプトを使用して、バックアップコ
ンピュータからクライアントコンピュータをいつバックアップするかを決めることができます。ユ
ーザは一般にコントロールを使用してバックアップを開始したり、後でバックアップを実行できる
だけでなく、このクライアントに対して Proactive Backup を通常のスケジュールに戻すこともでき
ます。Proactive Backup のオプションは、以下のとおりです。

▪ 「できるだけ早く」「できるだけ早く」では、Proactive Backup が使用可能になるとすぐに、バックアップコンピ
ュータはクライアントコンピュータをバックアップします。

▪ 「標準スケジュール」「標準スケジュール」では、Proactive Backup スクリプトの通常のスケジュールに従って、バ
ックアップコンピュータはクライアントコンピュータをバックアップします。→これはデフォル
トです。

▪ 「日時指定」「日時指定」では、バックアップコンピュータは指定した日時（現在の時刻から 1 週間の間）
を経過するまでクライアントコンピュータをバックアップできません。日時をクリックして入力
するか、矢印ボタンをクリックして変更します。

「OK」をクリックして設定を確定します。

実行を延期する実行を延期する

Proactive Backup でクライアントのバックアップを開始しようとすると、クライアントコンピュー
タの画面にダイアログボックスが表示されます。
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Windows/UNIX クライアントの Proactive Backup カウントダウン

Macintosh クライアントのバックアップサーバカウントダウン

このダイアログボックスには、クライアントユーザが差し迫ったProactive Backup 操作の実行を制
御するための次の 3 つ方法が用意されています。

▪ 「カウントダウンがゼロになるまで待機」は、Proactive Client Backup に実行を指示します。
▪ 「バックアップ」「バックアップ」をクリックすると、バックアップをすぐに実行します。

▪ 「延期」「延期」をクリックすると、ユーザはバックアップの操作を後日に設定します。

Windows または UNIX クライアントからの Proactive Client Backup の延期
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Macintosh クライアントからの Proactive Client Backup の延期

ユーザがバックアップの操作を延期するとき、Retrospect はバックアップコンピュータの操作ログ
にエントリを作成します。
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Chapter 21

用語解説

ASPI（（Advanced SCSI Programming Interface）：）：

周辺装置間の通信を管理するソフトウェア。この統合ソフトウェアの組み合わせは、ASPI レイヤー
と呼ばれます。

ATAPI（（ATA Packet Interface）：）：

CD-R ドライブやテープドライブなどの周辺機器をコンピュータの IDE インターフェイスと接続す
る標準規格。ATAPI を使用すると、コンピュータに簡単に周辺機器を接続できます。

CD/DVD バックアップセット：バックアップセット：

記録型コンパクトディスク（CD-R, CD-RW, DVD-R, DVD-R DL, DVD-RW, DVD+R, DVD+R DL, or
DVD+RW）で使用するバックアップセット。「バックアップセット」「バックアップセット」の項も参照。

Config77.dat ファイル：ファイル：

登録されているバックアップセット、スクリプト、セキュリティコード、環境設定、カスタムセレ
クタ、クライアントログイン名などのカスタム設定を保存するファイル。このファイルは、
Retrospect を初めて起動したときに自動的に作成され、Retrospect を起動している間、使用されて
います。このファイルを削除すると、すべてのカスタム情報が消え、デフォルトの設定値に戻りま
す。

Exchange Agent：：

Microsoft Exchange サーバの最適なバックアップを可能にする、Retrospect の Exchange Agent の
機能。

FireWire：：

IEEE 1394の Apple Computer での呼称。

IEEE 1394：：

ハードディスクやリムーバブルカートリッジドライブなどの記憶装置、スキャナやビデオカメラな
どの周辺機器をコンピュータに接続して通信するための、機械的、電気的、機能的標準規格。IEEE
1394 を使用すると、コンピュータに簡単に周辺機器を接続できます。IEEE 1394 技術は、1394、
i.LINK、FireWireとも呼ばれます。

Piton：：

バックアップクライアントクライアントと通信するための Retrospect 独自のプロトコル。ネットワーク状況ウィ
ンドウで、Retrospect は Piton Name Service を使用してクライアントとのコンタクトを確立しま
す。

Proactive Backup：：

リソース駆動またはユーザ開始型の柔軟なバックアップを可能にする、Retrospect の技術。
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Progressive バックアップ：バックアップ：

以前にバックアップしてから、新しく作成されたファイルまたは修正されたファイルだけを自動的
に選び出してコピーするバックアップ動作。通常、Retrospect の標準バックアップ操作では、
Progressive バックアップが行われます。「照合」「照合」の項も参照。

SCSI（（Small Computer System Interface）：）：

ハードディスク、テープドライブなどの周辺機器を接続するための機械的、電気的、機能的標準規
格。SCSI を使用すると、コンピュータに簡単に周辺機器を接続できます。

SCSI ターミネータ：ターミネータ：

SCSI チェーン上で、信号の整合性を確保するためのデバイス。

SMART（（Self-Monitoring Analysis and Reporting Technology）：）：

長期に渡ってドライブの機械的属性を監視、分析し、将来のドライブの障害の予測と報告を試み
る、一部のハードディスクドライブに内蔵された技術。

TCP/IP：：

業界標準のネットワークプロトコル。インターネット、Web サーバ、FTP サーバなどで使われる標
準プロトコルです。また、Retrospect クライアントで使われるプロトコルです。

USB（（Universal Serial Bus）：）：

キーボートやリムーバブルカートリッジドライブ、プリンタなどの周辺機器を USB 対応のコンピ
ュータに接続するための、機械的、電気的、機能的標準規格。USB を使用すると、コンピュータに
簡単に周辺機器を接続できます。

アーカイブ（動詞）：アーカイブ（動詞）：

ハードディスクからバックアップセットにファイルをコピーすること。使用例、「QuickTime ムー
ビーをアーカイブしておこう」。コピーした後のオリジナルのデータを削除する（つまりファイル
を移動する）場合に、主に使用します。実際にはアーカイブにおいても元のファイルを削除するか
どうかは、オプションとして選択します。「バックアップ」「バックアップ」の項も参照。

アーカイブ（名詞）：アーカイブ（名詞）：

1. ファイルをアーカイブする操作。使用例、「アーカイブが昨夜、完了した」。2. バックアップし
たもの。使用例、「アーカイブから 1997 年度の会計を検索する」。この場合、バックアップセッ
トがアーカイブになります。「バックアップセット」「バックアップセット」の項も参照。

アクセス権：アクセス権：

ユーザごとに与えられる権利で、共有ボリュームにおいて、フォルダやファイルの表示、変更など
を行えるかどうかを決定します。

圧縮：縮：
バックアップまたはアーカイブで、メディアにコピーするデータの容量を縮小すること。
Retrospect では、ソフトウェア圧縮で行う場合と、ハードウェア圧縮機能を持つテープドライブで
行う場合とがあります。
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宛先：宛先：

ファイルを移動、コピー、転送する宛先となるストレージメディア。バックアップの場合の宛先
は、バックアップセットになります。復元の場合の宛先は、ボリュームになります。

暗号化：暗号化：

パスワードを持たない他人には使用できないようにするために、データを符号化する方法。

オープンファイルバックアップ：オープンファイルバックアップ：

Retrospect のオープンファイルバックアップを使えば、開いている使用中のファイルもバックアッ
プできます。この機能は、顧客関係管理アプリケーションや会計パッケージなど、1 日 24 時間無休
で稼働しているサーバアプリケーションのバックアップに重要です。デスクトップコンピュータと
ノートブックコンピュータでは、電子メールメッセージや予定を含むファイルを使用したままでバ
ックアップできます。

書き替えバックアップ：書き替えバックアップ：

バックアップセットとカタログをいったん完全に消去し、そのバックアップセットに指定ファイル
を一括してコピーすること。バックアップセットを定期的にリセットすることで、バックアップセ
ットやカタログ内のデータが増え続けることで起こる弊害を回避できます。バックアップセット内
の以前にバックアップしたデータは消えてしまいます。

カタログ：カタログ：

バックアップセットに保存されているファイルやフォルダのインデックスファイル。バックアップ
セットのメディアを読み込んだり挿入したりしなくても、カタログファイルから復元の対象となる
ファイルにマークを付けることができます。

起動書類：起動書類：

開くと同時に Retrospect のスクリプトを自動的に起動するファイル。起動書類ファイルをダブルク
リックして、事前に設定した Retrospect のスクリプトを起動することができます。

記録型記録型 CD/DVD ディスク：ディスク：

A CD-R、CD-RW、DVD-R、DVD-R DL、DVD-RW、DVD+R、DVD+R DL、DVD+RW メディア「デ「デ
ィスク」ィスク」の項も参照。

クライアント：クライアント：

Retrospect クライアントソフトウェアをインストールした、ネットワーク上の Windows、Linux、
または Macintosh コンピュータで、そのボリュームをバックアップコンピュータでバックアップで
きる状態になっているもの。「バックアップコンピュータ」「バックアップコンピュータ」の項も参照。

クリエータコード：クリエータコード：

Macintosh の HFS ファイルシステムによる、ファイルの作成元プログラムを示す、4 文字のコー
ド。たとえば、SimpleText で作成された書類のクリエータコードは、ttxt になります。Retrospect
では、クリエータコードに基づいてファイルを選択することが可能です。
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繰り返しスケジュール：繰り返しスケジュール：

3 週間に一度など、指定した時間間隔で繰り返し、スクリプトを自動実行させるスケジュール作成
機能。

グループ：グループ：

ボリュームやクライアントなどの項目を整理するための、Retrospect のコンテナ。

グルーミング：グルーミング：

ディスクバックアップセットのオプションの 1 つ。ディスクバックアップセットにグルーミングポ
リシーを設定すると、ディスク容量の限界に達したときに、Retrospect によって自動的に古いファ
イルとフォルダが削除され、新しいファイルとフォルダ用の空きが確保されます。

コンテナ：コンテナ：

Retrospect の特定のウィンドウ内で、ボリュームやクライアントのような他の項目を整理するため
の項目。「マイコンピュータ」「マイコンピュータ」、「マイネットワーク」、「バックアップクライアント」「バックアップクライアント」の項も参
照。

削除：削除：

特定のウィンドウから、指定した項目を削除するツールバー項目。「削除」は、不要になったボリ
ューム、サブボリューム、クライアント、バックアップセットをリストから削除するために使用し
ます。バックアップの元ボリュームを「削除」しても、バックアップ先のバックアップセットには
影響しません。バックアップセットのメディアに異常がない限り、ファイルはいつでも復元するこ
とができます。

作成日：作成日：

ファイル、フォルダ、ボリュームが作成された日時。ファイルの作成日は、ファイルを最初に保存
または作成したときに設定されます。フォルダの作成日は、新規フォルダを作成するように選択し
たときに設定されます。ボリュームの作成日は、ボリュームをフォーマットするか、ボリュームを
消去したときに設定されます。Windows のファイルシステムによって、コピーされた項目の作成日
はコピーされた日付に変わります。「バックアップ日」「バックアップ日」と「修正日」「修正日」の項も参照。

サブネット：サブネット：

ルータやゲートウェイを使用せずに、物理的にネットワーク接続されているローカルコンピュータ
のグループのこと。他のネットワークにゲートウェイで接続されている場合もあります。「設定済「設定済
みサブネット」みサブネット」と「ローカルサブネット」「ローカルサブネット」の項も参照。

サブボリューム：サブボリューム：

Retrospect 内で、独立したボリュームとして使用できるように設定したフォルダ。

指定日スケジューラ：指定日スケジューラ：

日時を指定して、スクリプトを自動実行させるスケジュール作成機能。

修正日：修正日：

ファイルを最後に修正した日時。修正日は、コンピュータのファイルシステムによって自動的にフ
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ァイルに付けられます。ファイルの修正日は、ファイルを変更して保存すると更新されます（「バ
ックアップ日」と「作成日」の項を参照）。フォルダの修正日は、フォルダやファイルの追加、変
更や削除を行ったときに更新されます。

障害発生時の復旧：障害発生時の復旧：

機能しなくなったコンピュータを復元するために使用される方法。OS を一時的にインストールし
てから、Retrospect のバックアップからハードディスク全体を復元します。

照合：照合：

ファイル属性を比較して、ファイルが同一かどうか決めること。これにより、重複を行わない、イ
ンテリジェントなコピーが可能になります。「「Progressive バックアップ」バックアップ」の項も参照。

新規バックアップセット新規バックアップセット バックアップ：バックアップ：

定期的に新規メディアを使ってバックアップすること。これにより、元のバックアップセットメデ
ィアとカタログは、そのまま長期保管用（アーカイブ）にできます。このバックアップでは、すべ
ての指定ファイルが新規バックアップセットに一括してコピーされます。新規バックアップセット
には「Backup Set A [001]」のように、元のバックアップセットの名前に、自動生成された番号を
連結した名前が付けられます。

条件：条件：

Retrospect のファイルセレクタで、ファイルやフォルダの属性に関連した区別を行うための基準。
独自のカスタムセレクタを作成するために、複数の条件を選択することができます。「セレクタ」「セレクタ」
の項も参照。

スクリプト：スクリプト：

指定時刻や毎日の繰り返しなど、スケジュールに従って実行できるバックアップ手順。スクリプト
は、何件でも作成して保存しておくことができます。

スケジュール：スケジュール：

選択した日付と時刻にスクリプトを自動的に実行するようにスケジュールできるスクリプト要素。
「曜日指定スケジュール」、「繰り返しスケジュール」、「指定日スケジューラ」の項も参照。

スナップショット：スナップショット：

Retrospect スナップショットは、バックアップ中に作成され、ボリュームの状態を示すもの（つま
り、すべてのファイルとフォルダパス）。スナップショットを使うと、簡単に特定のバックアップ
時の正確な状態にハードディスクを復元できます。

セッション：セッション：

1 つの操作で扱ったファイルのグループ。1 つのバックアップセットに保存されます。

設定済みサブネット：設定済みサブネット：

Retrospect がクライアントの検索のために設定したサブネットサブネット。
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セレクタ：セレクタ：

指定した条件に合ったファイルを選別する機能。Retrospect の標準セレクタを使うことも、独自の
カスタムセレクタを作成することもできます。「ブラウザ」「ブラウザ」の項も参照。

操作ログ：操作ログ：

Retrospect の動作をすべて記録したレポート。起動、実行、エラー、完了の各動作に加え、コピー
したファイル数、バックアップの所要時間、バックアップのパフォーマンスに関する情報が記録さ
れます。

段階的バックアップ：段階的バックアップ：

ディスクへのバックアップを実行し、その後でテープにバックアップを転送するバックアップ形
態。このバックアップでは、ディスクとテープの両方の利点が活かされます。

追加：追加：

バックアップセットに後からデータを書き込むこと。標準バックアップでは、Retrospect は、ファ
イルデータを現在のバックアップセットのメンバーに追加します。

テープバックアップセット：テープバックアップセット：

テープドライブで使用するバックアップセット。「バックアップセット」「バックアップセット」の項も参照。

ディスク：ディスク：

Retrospect で使用するディスクという用語は、固定ディスク、ネットワークボリューム、リムーバ
ブルディスク（Zip、DVD-RAM、MO など）を示します。本書では、1. 1. 一般的な記憶装置として
の意味で、Windows のエクスプローラからアクセス可能なボリューム、2. ディスクバックアップで
使用するメディア、の意味に使用しています。「記録型「記録型 CD/DVD ディスク」ディスク」の項も参照。

ディスクバックアップセット：ディスクバックアップセット：

固定ディスク、ネットワークボリューム、リムーバブルディスクで使用するバックアップセット。
「バックアップセット」「バックアップセット」の項も参照。

ディレクトリ：ディレクトリ：

ファイルやディレクトリを内包するボリューム上の階層構造。Windows と Mac OS で使用される
デスクトップメタファではフォルダフォルダと呼ばれます。

デバイス：デバイス：

ハードディスクドライブ、リムーバブルディスクドライブ、CD-RW ドライブなど、コンピュータ
に接続された周辺機器。本書で「バックアップデバイス」という場合は、CD-R ドライブ、テープ
ドライブのように、バックアップセットのメディアを挿入するタイプの周辺機器を指します。

内容レポート：内容レポート：

単一のバックアップセットの内容をセッション単位で表示する、Retrospect のレポート。バックア
ップセットごとに、すべてのセッションのリストが表示されます。特定のセッションをダブルクリ
ックすると、そのセッションのすべてのファイルを表示するブラウザが作成されます。
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バックアップ（動詞）：バックアップ（動詞）：

ハードディスクからバックアップセット（CD-R、CD-RW、カートリッジ、フロッピーディスクな
ど）にファイルをコピーすること。ハードディスクやファイルに障害が発生した場合に備え、ファ
イルは定期的にバックアップする必要があります。

バックアップ（名詞）：バックアップ（名詞）：

1. ファイルをバックアップする操作。使用例、「今日のバックアップを完了した」。2. バックアッ
プしたもの。使用例、「幸運なことにバックアップをとってあるので、ファイルを復元できる」。
この場合、バックアップセットがバックアップになります。「バックアップ」「バックアップ」と「バックアップセ「バックアップセ
ット」ット」の項も参照。

バックアップクライアント：バックアップクライアント：

バックアップクライアントコンテナには、Retrospect へのログイン状態になっているクライアント
コンピュータが収められます。

バックアップコンピュータ：バックアップコンピュータ：

バックアップデバイスを接続して Retrospect を使用しているコンピュータ。ネットワーク環境で
は、クライアントコンピュータのバックアップを行うコンピュータ。

バックアップセット：バックアップセット：

記録メディアとカタログファイルの組み合わせ。Retrospect は、すべてのファイルをバックアップ
セットに保存します。メディアや装置の種類によって、リムーバブルディスクや固定ディスクを利
用する「ディスク」バックアップセット、単一ボリューム上に保存する「ファイル」バックアップ
セット、テープカートリッジを利用する「テープ」バックアップセット、記録型および書き換え型
CD/DVD ディスク ドライブを利用する「CD/DVD」バックアップセットがあります。

バックアップの種類：バックアップの種類：

「書き替えバックアップ」「書き替えバックアップ」、「新規バックアップセット「新規バックアップセット バックアップ」バックアップ」、および「標準バックアッ「標準バックアッ
プ」プ」の項を参照。

バックアップ日：バックアップ日：

Mac OS のファイル、フォルダ、ボリュームを、最後にバックアップセットにコピーした日時。
Retrospect がボリューム、フォルダ、ファイルに対してこの日時を設定するのは、Macintosh クラ
イアントのオプションで適切なチェックボックスをオンにした場合のみです。「作成日」「作成日」と「修正「修正
日」日」の項も参照。

バックアップレポート：バックアップレポート：

既知のすべてのボリュームが、最後にバックアップしたときの情報とともに表示されます。

標準バックアップ：標準バックアップ：

Retrospect が通常行うバックアップ動作で、新しく作成されたファイルか変更されたファイルだけ
をコピーする「差分バックアップ」を実行します。
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ファイルサーバ：ファイルサーバ：

ファイルサーバソフトウェアを実行していて、ネットワーク経由でユーザが情報を共有できるコン
ピュータのこと。

ファイルバックアップセット：ファイルバックアップセット：

カタログとデータを 1 つのファイルとして統合したバックアップセットのこと。バックアップセッ
トのメディアは、ファイルサーバやハードディスクのように、1 つのボリュームとして Windows エ
クスプローラからアクセスできるものでなければなりません。「バックアップセット」「バックアップセット」の項も参
照。

ファイルヘッダ情報：ファイルヘッダ情報：

ファイルの名前、容量、日付とその他の属性のこと。各ファイルの一部分を構成する情報で、バッ
クアップセットのカタログにも記録されます。

フォルダ：フォルダ：

1. ボリューム上のディレクトリディレクトリ。2. スクリプト、ボリューム、クライアントなどの項目を整理する
ための、Retrospect のコンテナ。

復元：復元：

バックアップしたファイルをバックアップセットからボリュームに戻す（コピーする）操作。

ブラウザ：ブラウザ：

ボリュームのフォルダやファイルの構造またはバックアップセットの内容を参照できる Retrospect
のツール。バックアップセットのファイルやフォルダを参照することもできます。ブラウザでは、
ファイルを操作したり、バックアップなど操作の対象となるファイルにマークを付けしたりするこ
とができます。

ボリューム：ボリューム：

ハードディスク、フロッピーディスク、ハードディスクのパーティション、サブボリューム、ファ
イルサーバなど、Retrospect がファイルやフォルダの保存場所として論理的に認識できるデータ記
憶メディア。

マーク：マーク：

バックアップや復元の対象となるファイルをブラウザで選択すること。ファイルのマークとマーク
解除は、手動で行うか、ファイル選択条件を設定したセレクタを使って行います。ブラウザでは、
マークを付けたファイルにチェックマークが表示されます。ブラウザですでにハイライトされてい
るファイルは、マークする必要はありません。

マイコンピュータ：マイコンピュータ：

バックアップコンピュータから利用できるローカルボリュームを保持する Retrospect のコンテナ。

マイネットワーク：マイネットワーク：

バックアップコンピュータから利用できるネットワークボリュームを保持する Retrospect のコンテ
ナ。
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メディア：メディア：

ファイルのコピー先となる、ハードディスク、記録型 CD/DVD ディスク、テープ、フロッピーディ
スク、カートリッジなど。本書では、ほとんどの場合、バックアップセットのリムーバブルメディ
アを指します。

メンバー：メンバー：

バックアップセットで使用される個別のメディアメディア（フロッピーディスク、記録型 CD/DVD ディス
ク、テープ、カートリッジなど）。

元ボリューム：元ボリューム：

バックアップ、複製、アーカイブ操作での、ファイルのコピー元のボリューム。復元の場合は、フ
ァイルのコピー元のバックアップセット。

曜日指定スケジュール：曜日指定スケジュール：

毎週月曜日、水曜日、金曜日というように、毎週特定の曜日を指定して、スクリプトを自動実行さ
せるスケジュール作成機能。

ルート：ルート：

データ構造内で最も上の階層にあるフォルダのこと。Windows エクスプローラからドライブアイコ
ンを選択すると、ルートフォルダとファイルが表示されます。

ローカルサブネット：ローカルサブネット：

バックアップコンピュータが存在しているサブネットサブネット。
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Chapter 22

Release Notes
Retrospect の全製品はさまざまな不具合を修正し、日々製品の安定性やパフォーマンス、機能の改
善に取り組んでいます。 お客様からご指摘いただき、改善した項目は以下の通りです。今後とも問
題の報告や既存の問題の状況確認につきまして、サポートチームに遠慮なくお問い合せください。
新機能の詳細情報については、{link} を参照ください。

Windows 15.0.0.269 – 2018年03月06日

Versions
▪ Windows app – 15.0.0.269
▪ Windows client – 15.0.0.269
▪ Mac client – 15.0.0.190
▪ Linux client – 15.0.0.103

Engine

NEW Email Protection - See details

NEW BackupBot - See details

NEW Remote Backup - See details

NEW Data Hooks - See details

NEW Support for LTO-8 tape devices

IMPROVED Email Notifications: Support for unauthenticated accounts

IMPROVED Email Notifications: Support for Microsoft Outlook/Hotmail, Exchange and Zoho

IMPROVED Cloud Backup: Support for cloud set members exceeding 16 TB

IMPROVED Cloud Backup: Support backup to Amazon Snowball and Snowball Edge

FIXED Fixed backup issue when Backblaze B2 requires re-authorization" (#7115)

FIXED Fixed catalog rebuild issue due to checking Backblaze B2 account authorization too
frequently (#7131)

FIXED Fixed Dropbox backup issue with intermittent "-1010" API request errors (#7092)

FIXED Allowed catalog rebuild to continue after skipping invalid backup data that causes error
-641 (#7177)

FIXED Fixed catalog rebuild for backup set that have been moved to a different volume (#7127)
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FIXED Fixed issue with media request timeout setting not taking effect (#7070)

FIXED Fixed incorrect log message for adding a member to a disk set (#6964)

FIXED Changed defaults for "Wake-on-LAN" option: disabled for proactive backup and enabled
for other scripts (#7237)

Client

NEW Linux client installer supports multiple public keys

FIXED Fixed Linux client installer errors on Ubuntu and Debian (#7199)

NOTE In a future update, Linux clients running on server-level Linux distributions will be treated
as server clients

Windows 12.6.1.101 – 2017年11月13日

Versions
▪ Windows app – 12.6.1.101
▪ Windows client – 12.6.0.157
▪ Mac client – 14.6.0.127
▪ Linux client – 11.0.0.107

Engine

FIXED Fixed issue with cloud backup where Retrospect does not automatically handle route
forwarding for Amazon S3 buckets outside the default region (#7064)

Windows 12.6.0.157 – 2017年11月07日

Versions
▪ Windows app – 12.6.0.157
▪ Windows client – 12.6.0.157
▪ Mac client – 14.6.0.127
▪ Linux client – 11.0.0.107

Engine

NEW Cloud storage support for DigitalOcean Spaces

NEW Cloud storage support for Aufiero Informatica
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NEW Cloud storage support for Google Cloud Storage Frankfurt and São Paulo

NEW Support for concurrent backups from different subvolumes of the same source

NEW Customizable HTML email template - See details

IMPROVED Daily backup report enhancements for large-scale environments

IMPROVED Improved error reporting for better notifications - See details

FIXED Fixed hang during backup when zero-byte RDB files cause error "Can't write to file, error
-1023 (already exists)" (#6936)

FIXED Fixed networking issue with finding client after Retrospect's default network interface IP
changed (#7022)

FIXED Fixed engine crash during certain storage-optimized groom operations (#6939)

FIXED Fixed engine crash in storage-optimized groom due to invalid info in catalog (#6976)

FIXED Fixed UI issue where cloud backup progress text was incorrect (#6986)

FIXED Fixed logging information for Backblaze B2 backups to log relevant information at
default log level (#6992)

FIXED Fixed email using SSL to use port 465 by default (#7008)

FIXED Fixed notification in Dashboard application when launched with engine running in the
background (#7017)

FIXED Fixed UI issue with rebuild for Backblaze B2 backup sets using bucketName/subPath
(#6996)

Client

FIXED Improved resiliency of client backup during long operations against error -519 (#6938)

FIXED Improved CPU efficiency of certain Mac client operations (#6961)

FIXED Retrospect now excludes Mac client's APFS swap volume ("VM") under Volumes (#6998)

FIXED Corrected text for Mac client RCU updates (as they do not require an adminstrator to be
logged in) (#6812)

FIXED Updated versions in Mac client installer receipt for mass headless deployment (#6476)

FIXED Fixed Mac client network issue for MacBook Pro with Touch Bar (#6934)
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Windows 12.5.0.177 – 2017年09月05日

Versions
▪ Windows app – 12.5.0.177
▪ Windows client – 12.5.0.177
▪ Mac client – 14.5.0.146
▪ Linux client – 11.0.0.107

Engine

NEW Support for MySQL database protection via script hook - See details

NEW Support for PostgreSQL database protection via script hook - See details

NEW Support for MongoDB database protection via script hook - See details

NEW Daily backup report email - See details

NEW Cloud storage support for Wasabi

NEW System Certification for Microsoft Windows Fall Creators Update

IMPROVED Retrospect Dashboard has a new icon to differentiate it from the Retrospect application

IMPROVED Retrospect Dashboard launches when Retrospect is already running in Session 0 and
includes explanatory message

IMPROVED Retrospect Dashboard's "Relaunch Retrospect" button displays an alert message when
there is an execution running

IMPROVED Retrospect Dashboard includes improved media request text

FIXED Fixed issue with Configuration Import where SQL and Exchange containers were grayed
out (#5500)

FIXED Fixed issue with Configuration Import where Retrospect does not import multiple scripts
with different SQL options correctly (#6864)

FIXED Fixed issue with Configuration Import where imported licenses incorrectly listed as
unused (#6806)

FIXED Fixed issue with Configuration Import where long names or certain characters led to
application crash (#6852)

FIXED Fixed issue with Configuration Import where execution units were not set correctly
(#6822)

FIXED Retrospect no longer opens in reduced window after being run in Session 0 (#6853)
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FIXED Set GatherWriterMetadata's default wait time based on Open Files' Retry timeout option
(#6672)

FIXED Fixed rebuild issue where certain block-level incremental backups (BLIB) are incorrectly
excluded from catalog (#6767)

FIXED Fixed issue where Engine hangs while consuming 100% of a CPU core during certain
operations (#6821)

FIXED Fixed log message for "Error Scanning Network, error -1001" when scanning Microsoft
Windows Network (#6823)

FIXED Fixed crashes related to scalable data protection (#6826, #6831)

FIXED Added error for block-level incremental backup (BLIB) restore where Retrospect fails to
find base file (#6850)

FIXED Fixed issue with block-level incremental backup (BLIB) where restore fails for read-only
files (#6851)

FIXED Fixed error message where an S3 cloud set rebuild fails with disk set error (#6895)

Client

NEW System Certification for Apple macOS High Sierra with Apple File System (APFS) - See
details

NEW System Certification for Ubuntu Linux 15, 16, and 17

NEW System Certification for RHEL 7 Update 3

NEW System Certification for CentOS Linux 7 Update 3

NEW System Certification for Suse Linux 11.4 and 12.2

NEW System Certification for Debian Linux 8 and 9

FIXED Fixed workflow for restoring backup from client where the set is in a folder (#6792)

FIXED Fixed client workflow for restoring backup from client where the set is in a folder (#6792,
6909)

FIXED Fixed Mac client restore issue where suid bit for file and folder was not set correctly
(#6837)

FIXED Fixed Mac client issue where client's History tab failed to populate after engine had been
restarted (#6915)

FIXED Fixed Mac client issue that prevented script hooks from being executed (#6798)
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Windows 12.1.0.174 – 2017年06月06日

Versions
▪ Windows app – 12.1.0.174
▪ Windows client – 12.1.0.174
▪ Mac client – 14.1.0.138
▪ Linux client – 11.0.0.107

Engine

NEW Support for Microsoft Windows Creators Update

IMPROVED 50% faster cloud backup for Internet connection above 250 Mbps

IMPROVED Increased performance of configuration import

IMPROVED Annual Support and Maintenance information integrated into product

FIXED Fixed issue with Slack integration where the status incorrectly showed "0 files" (#6754)

FIXED Fixed rebuild issue that led to files being listed twice in backup session and not
restorable (#6756)

FIXED Fixed groom issue that could cause restore problem if thorough rebuild hasn't been
performed prior to groom (#6737)

FIXED Fixed storage-optimized groom issue that cause restore problem in some cases for
block-level incremental backups (#6701)

FIXED Fixed uncommon case of fast rebuild misreporting block-level incremental backup
chains as broken and not restorable (#6668)

FIXED Fixed -1101 errors when saving fast rebuild (.session) files to backup sets on network
volume with similar name as other network volume (#6720)

FIXED Fixed UI issue related to seeding for Backblaze B2 backup sets (#6697)

FIXED Configuration import now properly handles scripts and clients in folders (#6486)

FIXED Fixed configuration import issue where scripts, folders, and clients share the same name
(#6489)

FIXED Fixed Exchange issue where backup fails when database resides on a mount point
(#6498)

FIXED Fixed assert in an uncommon case when saving fast rebuild cache file (#6694)

FIXED Fixed assert after rare file IO error (#6732)
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FIXED Fixed rare crash when Retrospect set to back up file security information but not folder
security information (#6813)

FIXED Fixed rare crash when accessing Windows volume information in Retrospect's
configuration (#6667)

FIXED Fixed misreported "error segment data" for multi-member backup set (#6725)

Client

FIXED Fixed Mac client hooks for external scripting with event handlers (#6750)

FIXED Improved logging for multicast IP addresses (#6693)

FIXED Fixed Windows client issue where the client logs -1101 errors then terminates (#6740)

Windows 12.0.0.188 – 2017年03月07日

Versions
▪ Windows app – 12.0.0.188
▪ Windows client – 12.0.0.188
▪ Mac client – 14.0.0.183
▪ Linux client – 11.0.0.107

Engine

NEW Scalable Data Protection

NEW Cloud storage support for Backblaze B2

NEW Monitoring System Integration

NEW Support for Avid

NEW Support for LTFS

NEW Support for Quantum Scalar i3-i6 Tape Libraries

IMPROVED Script Hooks

IMPROVED Performance improvement during backup and restore for computers with more than
500,000 folders

IMPROVED Customers with expiring trial licenses now receive an email

IMPROVED Operations log now includes storage savings statistics for block level incremental
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backup (BLIB)

IMPROVED Operations log now supports up to 999MB

FIXED Thorough Catalog Rebuild now correctly deletes previous .session files (#6598)

FIXED Fixed issue in backp report where throughput is zero (#5619)

FIXED Clarified error for backup set format inconsistency (#5627)

FIXED Fixed Spanish localization error for grooming options (#6555)

FIXED Clarified prompt for expiring annual support and maintenence or ASM (#5333)

FIXED Grooming policy now correctly saved to backup set to preserve with rebuild (#6549)

FIXED Fixed issue with manual language selection via retro.ini (#6529)

FIXED Fixed issue with polling intervals for Exchange via retro.ini (#6589)

FIXED MapiProxyServerName can now be customized in retro.ini's [Options] section for
Exchange mailbox backup

FIXED Fixed issue with cloud backup sets seeing a media request after grooming (#6583)

FIXED Grooming now automatically runs during a backup when cloud backup set is full (#6280)

FIXED Fixed "Scanning incomplete, error -645" error (#6531)

FIXED Recycling a backup set correctly removes all existing RDB files (#6213)

FIXED Fixed issue where auto-cleaning request for tape devices was ignored (#6171)

FIXED Fixed Dropbox backup error -1010 by automatically retrying upload (#6524)

FIXED Resolved crashes related to memory issues on Windows 10 (#6456)

FIXED Improved media verification for block level incremental backup (BLIB) and Thorough
Catalog Rebuild to exclude backups with related errors (#6464)

FIXED Fixed crash during matching for certain instances of grooming (#6568)

FIXED Fixed localization issue for "Password" setting in backup set options (#6502)

FIXED Exclude DFS Replication's VSS writer during snapshot creation (#6624)

FIXED Resolved grooming issue when .session file is manually deleted (#6467)

FIXED Fixed issue with importing Retrospect configuration XML with duplicate names for script
sources (#6493)
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FIXED File backup and restore errors are now counted as execution errors instead of warnings
(#6525)

FIXED Fixed repeated error log entries for "Grx::grxSearchForPartialFiles: can not find node
path" for grooming (#6614)

FIXED Fixed crash when viewing disk set member properties under certain conditions (#6535)

FIXED Backup set transfers with the recycle option enabled no longer log a message saying
"Manual recycle" (#6571)

FIXED Fixed issue with restoring file name containing the "ð" character (#6573)

Client

FIXED Mac: Fixed issue where client continued to run after script ended (#5621)

FIXED Mac: Clients not found on the network correctly reported as -530 instead of -519 (#6080)

FIXED Mac: Client correctly respawns after any crash (#6432)

Windows 11.5.0.190 – 2016年09月14日

Versions
▪ Windows app – 11.5.0.190
▪ Windows client – 11.5.0.190
▪ Mac client – 13.5.0.173
▪ Linux client – 11.0.0.107

Engine

NEW Cloud storage support for Dropbox - See details

NEW Server configuration management - Import and export Retrospect's configuration,
including cross-platform support - See details

NEW Certified for Microsoft Windows 10 Anniversary Update

NEW Certified for Microsoft Windows Server 2016 (pending final OS release)

NEW Certified for Microsoft Windows Server Core 2008 R2, 2012, 2016 (pending final OS
release)

NEW Certified for Microsoft SQL Server 2016

IMPROVED Create cloud storage locations (buckets) directly within Retrospect instead of using
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third-party tools

IMPROVED Increased grooming's maximum number of backups to keep to 999

IMPROVED Dramatically reduced storage footprint by up to 90% for backup metadata on media
when using compression

IMPROVED Added cross platform support for using a Mac configuration file with a Windows engine

FIXED Fixed issue with configuration import for client database containers (#6194)

FIXED Fixed issue with configuration import for database backup history (#5496)

FIXED Fixed issue with configuration import for client and backup set with the same name
(#5531)

FIXED Fixed issue with configuration import for Linux clients (#5499)

FIXED Fixed issue with configuration import for Exchange and SQL servers (#5498)

FIXED Fixed issue with configuration import for client network interfaces (#5703)

FIXED Fixed issue with configuration import for script options saying "Provided login
information incomplete" (#5528)

FIXED Fixed provider.cpp assertion failure when importing configuration in certain cases
(#6361)

FIXED Fixed issue with configuration import for VMware virtual machines (#6270)

FIXED Excluded compare errors for /Library, ~/Library and /private on Mac clients (#6136)

FIXED Fixed issue with block-level incremental backup (BLIB) when two backups have the
same timestamp (#6137)

FIXED Fixed .session file creation error when backing up to network share (#6110)

FIXED Fixed installer for being misidentified by Windows SmartScreen and Windows Defender
as unrecognized application or trojan (#6173)

FIXED Apply Software Compression option to Microsoft Outlook PST files (#6249)

FIXED Fixed issue with fast catalog rebuild where cached data is not correctly updated in some
cases (#6303)

FIXED Fixed issue with grooming when fast catalog rebuild's cached data is not up-to-date
(#6302)

FIXED Fixed fast catalog rebuild to handle previously failed groom to prevent data integrity
issues (#6161)
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FIXED Log location of newly added cloud backup set member (#5956)

FIXED Cloud set's free space correctly updated when member's size changes (#6048)

FIXED Fixed backup set with multiple members on different network shares (#6183)

FIXED Enabled "Use at most" and "Location for backup data folder" options for disk backup
sets on RDX storage (#6294)

FIXED Improved block-level incremental backup (BLIB) performance when large number of files
matched prior backups (#6233)

FIXED Retry access to cloud set member up to ten times in case of temporary network errors
(#6300)

FIXED Removed incorrect checkboxes for "Lost member" and "Skip member" in media request
dialog for cloud set member (#6077)

FIXED Fixed a security issue involving how DLL files are loaded (#6198)

FIXED Fixed dependency of differential and log database backups transferred from other
backup set (#5216)

FIXED Fixed tmemory.cpp assertion failure when memory is low (#6146)

FIXED Groom scripts are now able to select cloud sets for scripted grooming (#6177)

Clients

NEW Mac: Certified for macOS Sierra (pending final OS release)

FIXED Mac: Reduced frequency for the error message "Unable to bind to valid boot port"
(#5202)

FIXED Fixed a security issue involving how DLL files are loaded (#6198)

本リリースでの既知の問題

▪ Network disconnection during cloud restore results in many -1107 errors.

Windows 11.0.1.106 – 2016年04月12日

Versions
▪ Windows app – 11.0.1.106
▪ Windows client – 11.0.0.252.2
▪ Mac client – 13.0.1.104
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▪ Linux client – 11.0.0.107

Engine

NEW Cloud storage support for Amazon S3 Frankfurt and Amazon S3 Seoul

NEW Cloud storage support for Amazon S3 Infrequent Access, Reduced Redundancy, and
Glacier - See details

NEW Cloud storage support for Google Cloud Storage Durable Reduced Availability and
Nearline - See details

IMPROVED Support for cloud backup with 32-bit Windows

IMPROVED Log now reports what type of grooming is used: storage-optimized or performance-
optimized (#6086)

FIXED Fixed issue with Mac clients not displaying volumes after logout and login (#6122)

FIXED Fixed issue with Exchange and SQL databases not visible after restart (#5574)

FIXED Fixed crash when storage becomes full during backup and grooming starts (#6107)

FIXED Fixed data issues when a v11 set is groomed in earlier release then rebuilt in v11 again
(#6119)

FIXED Fixed support for Japanese characters in cloud backup sets (#6064)

FIXED Fixed support for non-ASCII characters in cloud backup sets for certain storage
providers (#6128)

FIXED Fixed UI issue where a cloud backup set's secret key was not hidden (#6123)

FIXED Fixed issue where a restore that included block-level incremental backup files displayed
a remaining size (#6105)

FIXED Fixed issue where clients not found on network incorrectly reported as error -519 instead
of -530 (#6080)

Clients

FIXED Fixed issue with Mac clients where backup process is not correctly cleaned up after
completion (#6148)

FIXED Fixed Windows client installer hang during certain scenarios on Windows 10 (#6108)

本リリースでの既知の問題

▪ Network disconnection during cloud restore results in many -1107 errors.
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Windows 11.0.0.252 – 2016年03月01日

Versions
▪ Windows app – 11.0.0.252
▪ Windows client – 11.0.0.252
▪ Mac client – 13.0.0.230
▪ Linux client – 11.0.0.107

Engine

NEW Cloud backup

NEW Performance-optimized grooming

NEW Faster Catalog Rebuild

NEW Microsoft Exchange 2016 Database Certification

NEW Dissimilar Hardware Restore now supports Windows 10

IMPROVED Backup and restore performance improvements

IMPROVED Backup sets are now able to be easily moved to another location

IMPROVED Now supports simultaneous access to different sets on the same volume

IMPROVED Faster matching for Windows backup source with lots of root/first level and second level
folders

IMPROVED "Building Snapshot" performance optimizations for Windows backup source with
150,000+ folders

FIXED Fixed resiliency issues if Retrospect loses connection to backup set on network share
(#5357)

FIXED Fixed media request issue if Retrospect loses then regains connection to backup set on
network share (#5753)

FIXED Fixed hang when Retrospect encounters device error when writing to backup set (#5620)

FIXED Reduced snapshot size when backing up a Windows 2012r2 server with data
deduplication enabled (#4903)

FIXED Fixed missing files when running a transfer script under certain scenarios (#2336)

FIXED Fixed hang when Retrospect encounters device error on destination volume (#5628)

FIXED Fixed issue where changing Windows language prevented block-level incremental
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backup on a localized OS (#5700)

FIXED Fixed restore issue when large files are moved between block-level incremental backups
(#5435)

FIXED Fixed grooming issue where log displays "header count invalid" and "make count
invalid" (#5400)

FIXED Fixed restore issue where log listed "File (Mailbox)\Inbox\: Can't write, Error -1
(Unknown)" for Exchange 2013 mailbox (#5590)

FIXED Fixed issue for environments with multiple Exchange servers listing all the databases
under each server (#5639)

FIXED Fixed cross-platform restore for larges files with block-level incremental backup enabled
(#5688)

FIXED Fixed "Bad Backup Set Header" errors during certain restores and transfers (#5662)

Client

IMPROVED Linux: added "--silent" switch to client install script

FIXED Mac: Menu bar correctly displays immediately after install on OS X El Capitan (#5605)

本リリースでの既知の問題

▪ Cloud backup is not supported for Retrospect Engine on 32-bit Windows at this time.
▪ Cloud set names do not support non-ASCII characters at this time.
▪ Amazon S3 Frankfurt and Amazon S3 Seoul are not supported at this time.
▪ Performance-optimized grooming log reports incorrect number of files groomed out.
▪ Network disconnection during cloud restore results in many 1107 errors.

10.5.0.110 – 2015年09月15日

Versions
▪ Windows app – 10.5.0.110
▪ Windows client – 10.5.0.110
▪ Mac client – 12.5.0.111
▪ Linux client – 10.5.0.103

Engine

NEW Windows 10 support
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IMPROVED Exchange 2013 mailbox backup support where Exchange not on primary domain
controller

FIXED Fix error reporting for "-3420" and "-3422" errors for Exchange 2013 mailbox backup
(#3958)

FIXED Fix hang when client disconnects from network at certain phases of an operation (#5502)

FIXED Fix license issue where releasing Exchange license fails (#5503)

FIXED License Manager correctly lists current support for Exchange: Exchange 2003-2013
(#5523)

FIXED Snapshot properties correctly identifies Windows 8.1 (#5185)

FIXED Snapshot properties correctly identifies Windows 10 (#5535)

FIXED Fix encryption issue where encrypted sets were inaccessible under certain conditions
(#5541)

FIXED Support Windows 10 ADK for creating disaster recovery disk (#5581)

FIXED Fix hang when restoring more than 65,510 folders to a Windows client (#5564)

FIXED Fix crash when restoring system state where VSS writer XML data exceeds 32KB
(#5549)

FIXED Fix crash when encountering "-559" error during certain phases of Windows client
restore (#5567)

FIXED Fix autoupdate error for proxy servers where system language is different from product
language (#5507)

Client

NEW OS X El Capitan (10.11) support (pending final OS release)

NEW Windows 10 support for clients

FIXED Windows client installer correctly finishes on Windows 10 on all systems (#5584)

FIXED Fix issue where Mac client's "Reset password" button didn't update the password under
certain conditions (#5538)

FIXED Fix Mac client "-559" errors in a number of workflows (#5575)

FIXED Linux client now correctly handles certain file-level errors during full-volume restores
(#4818)
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FIXED Linux client now correctly handles certain file-level errors during backup (#4998)

FIXED Linux client installer no longer asks for password when using public/private keypairs
(#5505)

本リリースでの既知の問題

▪ Dissimilar Hardware Restore is not supported for Windows 10 (#5582)

10.0.2.119 – 2015年06月09日

Versions
▪ Windows app – 10.0.2.119
▪ Windows client – 10.0.2.119
▪ Mac client – 12.0.2.116
▪ Linux client – 10.0.2.104

Engine

IMPROVED Email: success emails do not require failure emails be enabled

IMPROVED Building snapshot significantly faster for Windows clients in more scenarios

FIXED Fixed on-demand issue where non-ASCII Mac client name prevented backup/restore
(#3468)

FIXED Fixed issue with Backup on Demand for Mac client that prevents backup in certain
scenarios (#5482)

FIXED German non-ASCII characters displayed in License Manager correctly (#4937)

FIXED Fixed UTF-8 issue where certain letters displayed in volume names displayed
inconsistently (#5348)

FIXED Fixed log export issue where file sizes incorrect for very large files (#5016)

FIXED Events tab correctly displays all events, not only failed ones (#5121)

FIXED Fixed -2242 error in grooming for large sets (#5219)

FIXED Fixed corrupted restore of block level incremental backup file when disabling "Restore
security information" for Windows volume (#5253)

FIXED Fixed memory leak in engine when automatically exporting/importing configuration
(#5478)
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FIXED Fixed tape device issue which prevented dragging tape from drive to library slot (#5283)

FIXED "Desktop 5-User Upgrade" license now correctly displays (#5372)

FIXED Fixed Instant Scan issue preventing engine from using older version of Instant Scan on
Mac client (#5432)

FIXED Removed unsupported "Preferences > Clients > Mac OS" preferences for French, Italian,
Japanese (#5492)

FIXED "Enable Instant Scan" option works consistently for clients (#5379)

FIXED Retrospect remains responsive after licensing Exchange 2010 for large environments
(#5444)

FIXED Retrospect lists all Exchange 2010 databases in large environments (#5349)

FIXED Fixed a condition that crashes and disables Instant Scan on Windows (#5428)

FIXED Fixed an issue where update notification was still displayed after upgrading to the latest
version (#5380)

FIXED Treat open file errors (-1020, -1100, -1101 and -1111) as warnings and consolidate in log
after twenty entries (#5273)

FIXED Fixed -1101 errors for VSS-related "T-32: VssWSetCompResult" file operations (#5342)

FIXED Fixed proactive backup issue where new clients not added promptly (#5378)

FIXED Fixed issue when transferring snapshots from multiple backup sets where some files
aren't transferred correctly if a set member is marked as missing (#5414)

FIXED Fixed -516 error when backing up Mac client with private/excluded folders (#5388)

FIXED Fixed XML configuration import for subnets (#5325)

FIXED Fixed XML configuration import for security preferences (#5317)

FIXED Fixed XML configuration import for client volumes and subvolumes (#5316)

FIXED Fixed XML configuration import for proactive backup schedule (#5321)

FIXED Fixed XML configuration import for folders and groups (#5270)

FIXED Fixed XML configuration import for Exchange and SQL Server (#5271)

Client

NEW Linux client support for Retrospect public/private keypairs
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IMPROVED Windows clients support sleep and shutdown after backup

FIXED Fixed security issue in client password hash on Mac, Windows, Linux clients (#5469 /
CVE-2015-2864) - See details

FIXED Mac client bundle correctly signed after first launch using Retrospect public/private
keypairs (#5446)

FIXED Linux client clock offset now consistently accurate (#5398)

FIXED Windows clients shouldn't display tape backups in History tab (#5391)

FIXED Fixed a condition that crashes and disables Instant Scan on Windows (#5428)

本リリースでの既知の問題

▪ Engine: configs.xml, which replaced Config77.bak for speed and robustness, have several
limitations:
▪ Linux client isn't imported (#5499). Workaround: re-add Linux clients.
▪ Databased backup history isn't imported (#5496). Workaround: forget and re-add the backup

set will re-add the history correctly.
▪ SQL and Exchange instances may not be imported correctly (#5498/5499).
▪ May not be able to unlicense an Exchange instance running on the Retrospect server

(#5503).
▪ Windows 10 support:
▪ Client installer may hang (#5584)
▪ Disaster recovery does not natively support the Windows 10 ADK. After installing the

Windows 10 ADK, customers need to manually navigate to it via the Wizard to create the DR
image. (#5581)

▪ Dissimilar Hardware Restore is not supported (#5582)
▪ Backup properties list OS as "Windows 8" (#5535)

10.0.1.103 – 2015年04月21日

Versions
▪ Windows app – 10.0.1.103
▪ Windows client – 10.0.0.212
▪ Mac client – 12.0.0.213
▪ Linux client – 10.0.0.114

Engine

FIXED SSL email checkbox now visible in Desktop edition (#5355)
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FIXED Fix for unrestorable files from snapshot transfer that consolidates multiple BLIB-enabled
sets (#5329)

FIXED Fix for snapshot transfer failing to transfer all necessary BLIB data under certain
conditions (#5296)

FIXED Fix for elem.cpp-1131 assert during transfers (#5369)

FIXED Corrected Japanese UI several windows and dialogs (#5368)

FIXED French log for building snapshot no longer includes Spanish text (#5374)

本リリースでの既知の問題

▪ Engine: configs.xml, which replaced Config77.bak for speed and robustness, does not
import all settings including client volumes and network subnets (#5316)

10.0.0.213 – 2015年03月17日

Versions
▪ Windows app – 10.0.0.213
▪ Windows client – 10.0.0.212
▪ Mac client – 12.0.0.213
▪ Linux client – 10.0.0.114

Engine

IMPROVED Performance increases for backup and restore, up to 100% faster - See details

IMPROVED Performance increases for grooming, up to 200% faster - See details

IMPROVED Performance increases for snapshot transfer - See details

NEW SQL 2014 support

NEW Dashboard hover window for detailed at-a-glance backup information - See details

IMPROVED Allow customer to specify the displayed language, regardless of Region and Language
setting - See details

IMPROVED Email summaries for high-level details - See details

IMPROVED Email subjects format now "Script name - 2 errors, 3 warnings - Retrospect" for quick
evaluation

IMPROVED Email SSL option makes secure SMTP connection explicit to avoid insecure previous
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SSL to non-SSL fallback - See details

IMPROVED Log excluded paths (except Client's private files/folders) at Engine level 5

NEW Grooming "Months to keep" setting - See details

NEW Instant Scan checkbox for enabling or disabling service on clients - See details

FIXED Prevent Retrospect server from entering sleep mode during backup (#4080)

FIXED App remains responsive during catalog rebuild operations (#4540)

FIXED Suppress duplicate error messages during SkyDrive/OneDrive backup (#4696)

FIXED Client Uninstaller MSI properly signed (#4936)

FIXED Fix for backing up system file hard links as separate files (#4958)

FIXED Fix assert when printing the backup report (#4981)

FIXED Handle "Trouble writing folder (folder path) Error -1124 (Invalid NTFS data)" error during
restore (#5034)

FIXED Fix for selector incorrectly matching "Public" in folder names (#5067)

FIXED Fix for an edge case where grooming a set with BLIB files results in an unrestorable file
(#5069)

FIXED Folders named "Retrospect" (aside from disk set folders) are now correctly backed up
(#5128)

FIXED Fix for ex_idevop.cpp-4720 during restore (#4947)

FIXED Fix snapshot name on localized systems where backup method affected matching
(#4985)

FIXED Fix "-1102" error when restoring Windows 2008 using DR disc (#4164)

FIXED Fix for unresponsive app during Exchange database restore when waiting for VSS to
finish (#5217)

FIXED Fix for periodic unresponsive UI when autosaving very large config DAT file (#5237)

FIXED Add progress bar and relevant log entries for building snapshot (#5048)

FIXED Add progress bar and relevant log entries for catalog repair and recreation (#5148)

FIXED Add progress bar and relevant log entries for restore (#5166)

FIXED Report VSS writer and component (MetaInfo) backup errors on 64-bit Windows client
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(#4967)

Client

IMPROVED Native 64-bit Linux support - See details

FIXED Handle Japanese backup set names in Windows client (#4046)

FIXED Fix for empty History tab on Windows client (#3068)

FIXED Support for Linux v7.7 clients (#5003)

FIXED Fix for backing up Mac client volumes with paths over 1024 characters that could cause
incomplete backups (#5139)

FIXED Adding volumes to Privacy pane no longer crashes UI on OS X 10.6 (#5009)

FIXED Fix Mac client crash during restore in certain conditions (#4437)
Network

NEW "Ignore client discovery" checkbox for preserving Client's address in certain firewall and
NAT environments

FIXED Fix security issue where password sent in cleartext when engine setting password on
passwordless client (#4786)

FIXED Better handle multi-NIC environments for on-demand client operations (#4875)

FIXED Fix hang when client machine disconnected from network during backup (#5054)

FIXED Fix "ipsave" switch on Windows client for persistently saving IP address (#5172)

9.5.3.103 – 2014年12月22日

Versions
▪ Windows app – 9.5.3.103
▪ Windows client – 9.5.0.139.3
▪ Mac client – 11.5.2.104
▪ Linux client – 9.5.0.113

Engine

FIXED Backup set transfer now includes inactive (forgotten) as well as active snapshots (#5083)

FIXED Fix grooming issue where in complex scenarios grooming could corrupt files backed up
with BLIB (#5085)
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FIXED Fix grooming and set transfer issue where certain scenarios could restore corrupted
versions of files backed up with BLIB (#5086)

本リリースでの既知の問題

▪ Engine: Customers can encounter the following message in the log during grooming:
"grxSearchForPartialFiles: unable to find all dependent partial files for 'file_path'". For large files
using Block Level Incremental Backup (BLIB), this indicates that older versions of the file have
been groomed out by prior Retrospect releases and are no longer restorable (#5085), but the
most recent full/base version and the incremental versions based on it are properly preserved.
For files not using BLIB, these messages can be safely ignored, including backups from SQL
and Exchange add-ons (#5100).

9.5.2.103 – 2014年10月31日

Versions
▪ Windows app – 9.5.2.103
▪ Windows client – 9.5.0.139.3
▪ Mac client – 11.5.2.104
▪ Linux client – 9.5.0.113

Client

IMPROVED Mac Client: Full support for OS X Yosemite 10.10

FIXED Mac Client Instant Scan correctly no longer runs in background after upgrade when
disabled (#4978)

FIXED Handles Core Storage Logical Volume disk changes on OS X Yosemite (#5002)

FIXED Fix file change scanning when Instant Scan out of date (#4989)

Engine

FIXED Fix issue where client volumes showed up as local volumes under certain workflows
(#4996)

9.5.1.107 – 2014年09月23日

Versions
▪ Windows app – 9.5.1.107
▪ Windows client – 9.5.0.139.3
▪ Mac client – 11.5.0.137
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▪ Linux client – 9.5.0.113

Engine

FIXED Fix folder ACLs on EFI client restore with system state (#4909); doesn't affect back up

FIXED Fix incomplete 64-bit installation if skipping Instant Scan (#4925)

FIXED Fix "osErr 305, error -1001" when restoring to NTFS with short file name disabled
(#4072)

FIXED Fix Windows Client update "error -1" failures under certain conditions on x86 systems
(#4929)

FIXED Windows 8.1 EFI Client's Metro tiles now correctly show up after system state restore
(#4724)

FIXED Fix wrapper1.cpp-5678 assertion failure during local (non-Client) system state restore
(#4941)

FIXED Fix backup for Mac Client folder ACLs under certain scenarios (#4922)

9.5.0.140 – 2014年09月09日

Versions
▪ Windows app – 9.5.0.140
▪ Windows client – 9.5.0.139
▪ Mac client – 11.5.0.137
▪ Linux client – 9.5.0.113

Engine

NEW Single binary and installer for all localizations

NEW Support for UEFI systems

FIXED EFI ASR Writer failed with "error -1001 (Windows: unknown error)" (#3645)

FIXED Dashboard performance improvements for large installations (#4602)

FIXED Fix UAC issue launching Dashboard without Retrospect running (#4452)

FIXED Dashboard now shows media requests correctly (#4440)

FIXED Fix memory Leak with Dashboard (#4633)

FIXED Fix client backup error -519 when matching files against backup set (#4534)
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FIXED Fix error -523 for Block Level Incremental Backup (BLIB) which is unsupported but
enabled for Mac client 6.3 (#4632)

FIXED Report errors but continue to groom to free disk space instead of aborting on data errors
(#4892)

FIXED Disaster Recovery wizard now shows empty USB drives (#4594)

FIXED Disaster Recovery wizard now shows source or destination during prepare (#4599)

FIXED Disaster Recovery: fix -1 error when creating ISO if WADK is not installed on the C: drive
(#4623)

FIXED Fix Japanese character display issues in WinPE environment (#4506)

FIXED Exclude compressed files (pptx, xlsx, docx, zip) from BLIB (#4515)

FIXED Exclude known compressed file types from built-in compression algorithm (#4734)

FIXED Report compression percentage only if BLIB or software compression is enabled (#4669)

FIXED Fix -519 client error during BLIB for files with large amount of unmodified blocks (#4601)

FIXED Update progress when reading and skipping unmodified file blocks during BLIB (#4208)

FIXED Fix Fast Catalog Rebuild for pre-added tape backup set members (#4392)

FIXED Fix engine assertion error netcotop.cpp-427 with a client connection (#3666)

FIXED Fix engine assertion error dbtrackcon.cpp-375 when doing differential backup. (#4686)

FIXED Fix engine assertion error elem.cpp-1148 in certain environments (#4701)

FIXED Fix engine assertion error ex_arcopy.cpp-2747 (#4708)

FIXED Fix engine assertion error tstring.cpp-2114 (#4883)

FIXED Fix engine assertion error xform_dantz.cpp-680 (#4717)

FIXED Fix engine assertion error elem.cpp-1131 during backup (#4548)

FIXED Fix engine assertion error elem.cpp-1131 during backup of a Linux share (#4621)

FIXED Fix engine assertion error pipe.cpp-131 (#4635)

FIXED Fix engine assertion error tree.cpp-4411 during media verification (#4636)

FIXED Fix engine assertion error tyce.cpp-2842 during transfer (#4637)

FIXED Fix engine assertion error glyphco.cpp-2862 when Retrospect runs out of memory
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(#4670)

FIXED Fix engine assertion errors (aCon.cpp-551, ex_arcopy.cpp-2747) during backup transfer
(#4664)

FIXED Fix engine assertion error soctop.cpp-112 (#4727)

FIXED Closing network connection hang in certain conditions (#4730)

FIXED Remove treefat.cpp-374 log entries during grooming (#4774)

FIXED Blank client password no longer causes -519 communication error with the client
(#4175)

FIXED Now able to assign cleaning tape slot at slot 128 and higher (#4627)

FIXED Fix hang in some cases during backup after losing client connection (#4660)

FIXED Support Windows' default web browser setting (#4652)

FIXED Add device recognition strings for Quantum branded IBM LTO Half-Height tape drives
(#4826)

FIXED Ignore swapfile.sys on Windows 8 (#2611)

FIXED Fix "-1017" Windows error (#3257)

FIXED Fix "-3,050" Windows error when backing up with VSS (#4808)

Client

NEW Single binary and installer for all localizations

IMPROVED Linux: "Building snapshot..." significantly faster

IMPROVED Linux: add support for recent distros - See details

FIXED Fix mac client crashing when restoring meta data (#4723)

9.0.1.110 – 2014年03月27日

Engine

FIXED Launching Retrospect Activity Monitor no longer causes an assert
(memutil_win.cpp-159) if the VMware add-on is licensed (#4477)

FIXED Block level incremental backup was not enabled for VMware volume backups (#4518)
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FIXED Compare issue with thorough verify during block level incremental backup of local NTFS
files with OBJECT_ID stream (#4497)

FIXED Move more block level incremental backup logging into debug logging (#4494)

FIXED Value pack upgrade license did not include Dissimilar Hardware Restore add-on (#4519)

FIXED Restore issue for file with block level incremental backup enabled on two members with
first marked missing (#4552)

FIXED Restore issue from a backup with no file changes transferred set with block level
incremental backup enabled (#4357)

FIXED Copy backup script failure with recycle enabled for source and destination (#4570)

FIXED Dashboard: "Sources" translation corrected in French (#4567)

FIXED Building snapshot no longer hangs when root drive ACL request fails (#4542)

FIXED Restore of the 32nd block level incremental backup of a file fails if it is unchanged since
the prior (31st) backup (#4447)

FIXED Restore issue with block level incremental backup set after rebuild (#4572)

FIXED Memory leak during grooming (#4581)

FIXED Cosmetic issue in log where it shows negative files for block level incremental backup
under certain circumstances (#4508)

FIXED Backup subvolume without open file add-on now correctly reports error on open files
(#4509)

FIXED Several asserts (elem.cpp-1138, elem.cpp-1145) from transfer scripts (#4573)

FIXED Assert (tyce.cpp-2842) during disaster recovery prep wizard (#4535)

FIXED Restore issue with ACLs on root volume (#4589)

FIXED Error "can't read security information, error -1010 (API request bad)" (#4580)

9.0.0.189 – 2014年03月04日

Engine

NEW Block level incremental backup - See details

NEW Activity Monitor shows high-level dashboard
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NEW Disaster recovery supports 64-bit OS and drivers, booting from flash media, WADK,
Windows 8.1 and Windows 2012 R2

NEW Dissimilar hardware restore supports 64-bit OS and drivers, Windows 8.1 and Windows
2012 R2

FIXED Prevent PC from going into sleep mode during backup and restore (#4080)

FIXED Fix engine assertion errors (netcotop.cpp-427, soccon.cpp-491) during network backup
(#4018)

FIXED Fix engine assertion error (elem.cpp-1145) during updating client (#3648)

FIXED Fix engine assertion error (elem.cpp-1131) for corrupt client list (#3992)

FIXED Fix engine assertion error when connected with Retrospect Touch for iOS (#2703)

FIXED Copy script to Mac volume didn't reliably set destination folder's creation and
modification dates (#4240)

FIXED Better handling of Japanese client names (#3079)

FIXED Disaster recovery UI hides dissimilar hardware button if not licensed (#3206)

FIXED Disaster recovery UI now shows available size for raw disks (#3220)

FIXED Disaster recovery can create partitions over 450GB in WinPE (#3256)

IMPROVED Disaster recovery disc uses latest version of Retrospect

FIXED Show correct size for backup set members using NTFS mount points (#4113)

FIXED Remove firewall rules for old Retrospect versions (#3669)

IMPROVED ASM licenses accepted in License Manager

Client

FIXED Fix long wait when cancelling large backup (#4419)
Email

NEW Enhanced email reporting with logs included for easy filtering

IMPROVED Consolidate emails into one email per backup source for Proactive script and one email
per script for other script types

IMPROVED Send email notification for each repeated script execution, while still limiting emails for
certain warnings to once a day
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IMPROVED Compatibility with more SSL e-mail services - See details
Product
▪ Retrospect Disk-to-Disk is now Retrospect Single Server 5 Workstation, with five workstation

clients included.
▪ Retrospect Professional is now Retrospect Desktop, with no change to its feature set.
▪ Value packs have been discontinued. Existing value packs are eligible for upgrade, and

individual add-ons are available for purchase.

本リリースでの既知の問題

▪ Engine: under some circumstances log shows negative file count for block level incremental
backup, even though files are correctly backed up and are restorable (#4508).

▪ Disaster Recovery: Japanese characters are not displayed properly (#4506). Workaround: copy
the file "WinPE-FontSupport-JA-JP" from "C:\Program Files (x86)\Windows Kits\8.0\
Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation Environment\amd64\WinPE_OCs" to
the folder "C:\Program Files\Retrospect\Retrospect 9.0\drsupp\Packages" before creating the
DR boot disc/flash.

▪ Engine: restoring the 32nd block level incremental backup of a large file fails if it is unchanged
since the prior (31st) backup (#4447). Workaround: restore from the 31st backup.

▪ Engine: if a snapshot contains no new/modified files and the snapshot is transferred, restoring
that snapshot from the transfer destination backup set fails (#4357). Workaround: restore from
the source backup set or from prior snapshot.

▪ Retrospect Activity Monitor: doesn't show all recent backups unless media sets have grooming
enabled. Workaround: retrieve relevant backups or enable media set grooming.

▪ Launching Retrospect Activity Monitor causes engine assertion error (memutil_win.cpp-159) if
VMware add-on is licensed (#4477).

▪ Launching Retrospect Activity Monitor without Retrospect running shows "Loading Dashboard"
(#4452). Workaround: right-click on Retrospect Activity Monitor and select "Run as
Administrator".

8.5.0.136 – 2013年09月19日
Exchange

NEW Support Exchange 2013 database and individual mailbox backup/restore

FIXED Fix EventID errors 204, 401 and 403 when backing up Exchange 2010 databases (#2325)

FIXED Fix error -1004 when backing up Exchange database with file size that is a multiple of
4,294,967,296 (#4024)

FIXED Fix missing log entries for Exchange mailbox backup errors (#3624)

FIXED Support verification of transaction logs regardless of which folder they are in (#3909)
VMware

NEW Agent-less restore to Windows VM that is powered off
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FIXED Fix problems when deleting backups' snapshots if vCenter has 100+ VMs (#3873)

FIXED Avoid previous backups' snapshots from causing current backup to fail or hang (#3900)

FIXED Fix error -1104 during immediate VM backup (#3914)
Email

FIXED Avoid error -511 in log if email is sent sucessfully using different methods (#3926)

FIXED Correctly encode Japanese email regardless of how email is sent (#3998)

FIXED Use consistent subject for email notifications (#3969)

Engine

NEW Windows 8.1 準備完了 — Windows 8.1はこのバージョンで完全にサポートされます。
（最終リリースを控えています。）

NEW Support backup and restore of Server 2012 volume with Data Deduplication enabled

FIXED Fix soccon.cpp-491 assertion failure when accessing clients (#4033)

FIXED Fix db.cpp-170 assertion failure after upgrading Retrospect (#3945)

FIXED Fix certain cases where grooming isn't removing all applicable snapshots (#3949)

FIXED Fix elem.cpp-1136 assertion failure for configuration file's corrupted tape drive entries
(#3254)

FIXED Fix display of Preferences in German version of Retrospect Professional (#3946)

Client

FIXED Support Japanese folder names in Client Control Panel (#3824)

FIXED Fix rare crash on Windows 2012 client with large system state (#4005)

8.2.0.177 – 2013年07月10日
Exchange

NEW Support Exchange 2010 on Windows Server 2012 in addition to prior Windows Server
versions
Email

IMPROVED Improve compatibility with email servers when sending notification email

IMPROVED Improve support for email notifications with multiple recipients separated by space,

636 WINDOWS ユーザー ガイド



comma and semicolon

FIXED Reduce similar email notifications during 24-hour period (#2122)

NEW New option to enable/disable "Send e-mail on engine startup or shutdown"
VMware

IMPROVED VMware の統合 — 個々の仮想マシンのボリュームを選択的にバックアップし、バックア
ップセレクターをプレビュー表示できるようにしました。 — Retrospect Client を経由して仮想マ
シン内の元の場所に戻るよう、データ復旧を簡素化しています。 — バックアップセットと異なる仮
想マシンを同時にバックアップできるようにしています。

IMPROVED Automatically quiesce VM for backup

FIXED After backing up an active/busy VM, fix the case where quickly starting another backup
of the same VM may fail (#3601)

IMPROVED VMware host and vCenter server can be added by hostname, in addition to IP address

IMPROVED Improve communications with VM host in case of network timeout

FIXED Skip VMs using raw-device mappings (RDM) and proceed (instead of failing) to backup
other sources (#3637)

FIXED Similar to VM backup via VCB, disable backup options that cause unchanged files to be
backed up again (#3574)

IMPROVED Improve error message when listing VMs on specified host

FIXED Shorten backup time by performing cleanup asynchronously - unmounting VMs and
deleting snapshots (#3850)
Grooming

FIXED Fix grooming crash left catalog in corrupted state - error 2241 (#3397)

Engine

FIXED Copy script with Mac client now delete source folders if the "Move files" option is
selected (#117)

FIXED Fix backup of a symbolic link to a hard link used by Windows SBS 2011 and Server 2008
R2 (#3058)

FIXED Upon assertion failure, flush log entries of on-going executions to operation log (#3749)

FIXED Fix compatibility with Retrospect Client 9.x running on Mac OS X 10.5 (#3734)

FIXED Fix error -3042 during simultaneous open file backups (#3724)

NEW Support Oracle StorageTek SL 150 Modular Tape Library
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NEW Add device recognition for HP MSL6480 tape library

IMPROVED Add missing strings for tape drive and library in localized builds
Instant Scan

FIXED Fix issue where file/folder deletion disable Instant Scan until system restart but backup
still works correctly (#3679)

8.1.0.266 – 2013年03月19日
NEW VMware の統合 — Retrospect のサーバーレベル製品の新しいアドオンは ESX 4 と ESXi

5 環境における VM のファイルとイメージ ベースの オフホスト バックアップをサポートします 詳
細は以下でご覧になれます。VMware ホスト サーバーのアドオン.

NEW 更新したドキュメント — Retrospect のユーザーズガイドとヘルプシステムはこのリリ
ース用に更新されました。 ドキュメントは常に最新のバージョンをオンラインでご利用いただけま
す。

IMPROVED Support SSL for email notification

FIXED Fixed error -3405 during backup of Exchange mailboxes (#2440)

FIXED Fixed error -3420 during backup of Exchange mailboxes (#2491)

FIXED Fixed Retrospect sluggishness after licensing Exchange w/200+ mailboxes (#2574)

FIXED Check if .NET 4 is installed before adding Exchange Server Agent (#2678)

FIXED Fixed assertion failure at grx.cpp-1076 while grooming or rebuilding catalog (#3022)

FIXED Automatically ignore Instant Scan data if it is stale (#3066)

IMPROVED Instant Scan now dynamically picks up retro_isa.ini settings changes within 2 minutes

FIXED No longer reports misleading -1101 errors during Windows backup (#3090)

FIXED Allow safe removal of external drives if Instant Scan isn't busy scanning them (#3107)

IMPROVED Instant Scan can be disabled using Retrospect app or Retrospect Client Preferences UI

FIXED Fixed error -1 when building the Emergency Recovery Disc image (#3204)

FIXED Fixed Instant Scan assertion failure at elem.cpp-1129 (#3215)

FIXED DR displays correct error message if WAIK 1.1 installed (#3216)

FIXED No longer reports misleading -1101 errors during Windows backup (#3223)

FIXED The "StartRetroISA" setting in retro_isa.ini is now persistent (#3227)
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FIXED Fixed access problem to Retrospect help contents (#3228)

FIXED Autoupdates now work through authenticated proxy servers (#3231)

FIXED Retrospect 8 is now able to access Mac 6.3 clients (#3245)

FIXED Added "\WINDOWS\SoftwareDistribution" to the exclude list (#3246)

FIXED Fixed "No backup in 40000 days" (#3253)

FIXED DR ISO creation automatically translates accented letters to ANSI (#3424)

IMPROVED Improved the performance of Instant Scan tree updates

IMPROVED Changed disk grooming's maximum number of backups to keep to 250

NEW Client UI now displays ethernet icon when communicating with server

FIXED Reduced Instant Scan processor usage when creating initial scans for multiple volumes
(#3356)

IMPROVED "Retrospect Files" rule now includes .RDB files

FIXED Fixed error -523 when accessing Client from Retrospect Server (#3569)

8.0.0.199 – 2012年11月06日
NEW Instant Scan テクノロジー — Retrospect は、バックアップサーバと Retrospect クライ

アントに接続している NTFS と HFS+ ボリュームを事前スキャンします。これは時間を要するボリ
ュームスキャンをバックアップ プロセスから排除することにより、バックアップ全体の所要時間と
復元操作を短縮化します。 この機能は USN の変更ジャーナル（NTFSボリューム用）と
FSEvents（HFS+ ボリューム用）を活用することにより、前回に特定のバックアップセットに実行
したバックアップ以来の変更を事前認知します。

NEW 新しい Retrospect クライアント — Mac and Windows 用アップデート クライアント ソ
フトウェアはエンドユーザー用オンデマンド バックアップと復元機能、AES-256 リンク暗号化、ど
の機能をユーザーに割り当てるか制御できる改善された管理者設定を提供します。

IMPROVED 改善された障害発生プロセス — アップデートされた障害発生プロセスは Windows アド
バンスト インストール キット を使用し、ブート可能ディスクを作成します。これによりドライブ
の追加がさらに制御しやすくなります。

NEW 異なるハードウェア復元アドオン — 異なるハードウェア復元アドオンにより、
Retrospect はオペレーティング システム、アプリケーション、およびユーザー設定とファイルを含
む完全な復元をまったく異なるハー ドウェアに行なうことができます。

NEW クラウド ストレージのサポート — Retrospect バージョン 8 は、WebDAV プロトコルを
使ったインターネット上の（クラウド）ストレージへのバックアップをサポートしています。
WebDAV ボリュームをディスク バックアップ セット内で使用するか、あるいはバックアップのソ
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ースとして使用する場合、Retrospect ユーザーガイド（「ボリューム データベースへのネットワー
ク ボリュームの追加」の82ページを参照）の説明に従い、事前に構成構成 > ボリュームボリュームに進んで設定
する必要があります。 UNC パスの入力には、httpまたは httpsを使用します。

NEW Windows 8 および Windows Server 2012 のサポート — Retrospect アプリケーションお
よび Retrospect クライアント ソフトウェアはいずれも、Windows 8 と Windows Server 2012 をサ
ポートします。

NEW Mac OS X Mountain Lion のサポート — Retrospect アプリケーションは、Mac OS X
10.8 Mountain Lion と Mac OS X 10.8 Mountain Lion Server 上での Retrospect クライアント ソフ
トウェアをサポートしています。

FIXED Fixed an error-reporting bug regarding -1101 errors with Exchange mailboxes (#1328)

FIXED Execution Units can no longer be increased to 16 on a system with limited RAM (2GB)
(#1366)

FIXED Multiple Backup Set members can now be created on the same volume (#2050)

FIXED Fixed a bug that caused repeat occurrences of Grooming error -2241 even after catalog
rebuilds (#2413)

IMPROVED Added recognicion for the exFAT filesystem (was previously listed as "unknown")

IMPROVED The Retrospect Emergency Recovery Disc now supports both static IP and DHCP
networking

FIXED Fixed a bug where Retrospect would crash when trying to define a subvolume on a Mac
client (#2536)

FIXED Properly address the case where Windows 8 reaches maximum Storage Space capacity
and disconnects the volume (#2589)

FIXED Disabled Restore security info for matched files if Restore security info option was
disabled (#2876)

FIXED Fixed a bug where an Erase All command sent to a tape library would result in Erase
incomplete (#3088)
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